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はじめに 

 

当協会では、我が国船舶関係の産業界の発展に寄与することを目的に公益財団法人日本財団の

ご支援を戴き、船舶関係産業標準化事業を実施しています。 

これらの事業の主な内容は、国際標準化機構（ISO：International Organization for 

Standardization）、国際電気標準会議（IEC：International Electrotechnical Commission）といった国

際標準化機関で開発中の国際標準の審議への対応及び日本からの新たな提案、船舶部門日本産業

規格（JIS F）原案の作成、これらの提案・作成に必要な調査研究並びに成果の普及となっていま

す。 

2022年度の標準化事業全般について関係各位の皆様にその内容と成果を報告するために、活動

報告書を刊行しましたので、ご参照下さい。 

 

この報告書では、2022年度事業の活動報告を以下に分類してご報告いたします。 

 

「1. 2022年度標準部会傘下の分科会活動状況報告」 

「2. 船舶関係国際規格（ISO/IEC）のホットトピック」 

「3. 2022年度船舶関係産業標準化事業に関する活動報告」 

「4. 2023年度船舶関係産業標準化事業に関する活動計画案」 

「5. JIS Fの普及」 
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1. 2022年度標準部会傘下の分科会活動状況報告 

 船舶関係産業標準化事業の実施体制としては、国内海事関係各位にご参加いただいている標準部

会のもと 12 分科会および 1協議会等を設置しています。 

 これら分科会等の審議を経て、船舶関係国際規格（ISO 及び IEC）並びに船舶部門日本産業規格

（JIS F）への対応を実施しています。 

日本船舶技術研究協会の標準化に関する実施体制 

 

2022年度の各分科会の活動状況の概要に関しては次頁以降のとおりです。 

 

また、活動状況詳細に関しましては、巻末付録 1（本報告書の P.55以降）をご参照下さい。 

 

その他、当協会が国内審議団体となり、これら分科会および WG で審議を行って頂いておりま

す、船舶関係 ISO/IEC規格（ISO/TC 8 [船舶及び海洋技術]、TC 67/SC 7 [海洋構造物]、TC 188 [スモ

ールクラフト] 及び IEC/TC 18 [船用電気設備] 担当分）として制定及び作成中の規格等の一覧表に

関しましては、巻末付録 2（本報告書の P.97以降）をご参照下さい。 

 

船舶技術戦略委員会

標準部会

洋上風力発電及び支
援船に関するISO規

格検討WG(休止中)

ISO等戦略WG

(休止中)

FSRU/FLNG設計
等ISO規格検討WG

LNG燃料船WG

海洋技術WG

プロペラキャビテーションWG

コンパスWG

磁気コンパスWG

JIS F 0412改正WG

電子海図WG

スマートシッピングWG

空調及び通風WG

防汚塗料WG

EGCS排水監視WG

バラスト水サンプリングWG

燃費データ報告WG

液化水素WG

アルミ艤装品JISWG

アンカーWG

陸電JISWG(休止中)

陸電装置に係る基準検討WG

IEC 60533（電磁両立性）改正
対応WG(新設)

シップリサイクル

WG (休止中)

分科会等

救命分科会

防火分科会

環境分科会

機械及び配管分科会

甲板機械及びぎ装分科会

航海分科会

構造分科会

海事セキュリティー分科
会(休止中)

振動分科会 (休止中)

電気設備分科会

バルブ及びこし器分科会

舟艇分科会

舶用品標準化推進協議会

ラダーWG
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1. 救命分科会－活動報告

1. 組織の概要

➢ 分科会：ISO/TC 8/SC 1/WG 1（海上安全分科委員会／救命作業委員会）および
ISO/TC 188/SC 1（スモールクラフト専門委員会／個人用安全ぎ装品分科委員会）の国
内対応委員会⇒分科会長：宮崎 恵子氏（海上技術安全研究所）

➢ ラダーWG：ISO/TC 8/SC 1/WG 2（海上安全分科委員会／安全器具作業委員会）の国
内対応委員会⇒主査：吉田 公一氏（日本舶用品検定協会）

2.  主な活動状況

上記SC・WGで作成中・改訂中の下記規格を中心として対応中。

① ISO 5489（救命艇用なわばしご）（TC 8/SC 1/WG 2）

② ISO 15027シリーズ（イマーション・スーツ）（TC 188/SC 1）

3. 特記事項

➢ ISO/TC 188/SC 1総会を海上技術安全研究所においてハ
イブリッド形式（対面+ウェブ）で開催（2022.11.28-12.02）。

➢ ISO/TC 8/SC 1総会を東京海洋大学において開催予定
（2023.06.26-30）。

 

2. 防火分科会－活動報告

1. 組織の概要

ISO/TC 8/SC 1/ WG 3（防火作業グループ）の国内対応委員会。
IMOの防火関係審議を行う防火検討会と併催で年2回開催。

主査：山岸史典氏（製品安全評価センター）

2. 主な活動状況
ISO/TC 8/SC 1/ WG 3 で作成中の下記5規格へ対応中。
➀ISO 24409-2（船上の安全標識、火災制御図、安全に係る警告及び安全に係
る表示のデザイン、位置の選定及び使用方法）の追補1

➁ISO 24409-4（避難経路図の標識）
➂ISO 24569（外部消火システムの試験方法）
⑤ISO 15371（船舶用厨房調理器具保護のための消火装置）
⑥ISO 15370:2021（旅客船用低位置照明）の追補1

3. 特記事項

・ISO 17631の翻訳JIS（JIS F 0051:2003）の改訂を行うかどうかを検討中。

・ISO 15371は日本主導（吉田氏がプロジェクトリーダー）で、2015年版を改訂作業中。

・2023年6月26日～30日に東京海洋大学で、 ISO/TC 8/SC 1/ WG 3（防火作業グルー
プ）を4年ぶりに対面で開催する予定。
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3. 環境分科会－活動報告
１．組織の概要

a. （検討内容）ISO/TC 8/SC 2（海洋環境保護）及びTC 8/WG 12（水棲有害生物種）の国内対応委
員会

b.  （分科会長）吉田公一氏（日本舶用品検定協会）

c. （分科会傘下WG5件（主査））防汚塗料WG（千葉知義氏（中国塗料））、EGCS排水監視WG（高橋
千織氏（海技研））、バラスト水サンプリングWG（吉田勝美氏（水圏科学コンサルタント））、燃費
データ報告WG（吉田公一氏）、 液化水素WG（石川勝也氏（川崎重工業））

２．主な活動状況

2.1 日本提案の推進
以下2件の日本主導ISO規格が制定へ。

a. （ISO 23668）排ガス洗浄装置（EGCS）の排水監視に用いるためのpH計⇒【制定】（2022年11月）

b.    （ISO 24132）液化水素の海上輸送に必要なローディングアームの設計要件と試験方法
⇒【FDIS投票中】

2.2 海外提案への対応

新設されたISO/TC 8/SC 2/WG 13（船舶汚損の水中洗浄）にて、以下2件が提案中。初回WG会議は
ウェブ形式にて3月29日に開催。
a. （ISO 6319）船体汚損が拡大する前に実施するタイプの船体洗浄（プロアクティブな船体洗浄）の標
準的手法を取り纏めるもの。ノルウェーが提案。【NP投票通過】

b. （ISO 20679）水中洗浄システムの性能試験のガイドラインを定めるもの。米国が提案。【NP投票
中】

３．特記事項

a. ISO/TC 8/SC 2総会がマルメのWMU（世界海事大学）にてハイブリッド形式で開催された
（2022.12.08）。

b. 高橋千織氏（海上技術安全研究所）がISO/TC 8/SC 2の次期議長として承認された。高橋氏の議
長任期は、6年間となる（2024.01.01～2029.12.31）。

 

1. 組織の概要
TC 8/SC 3の国内対応委員会。主機、補機、F/O及びL/O管装置、空調・通風などに関する標準化を担当。

分科会長：村上 睦尚 氏（海上技術安全研究所） 空調及び通風WG主査：足立 勉 氏（川崎重工業）

2. 主な活動状況
TC 8/SC 3で実施された主に以下のISO規格案への日本対応に資するための対応を実施した。

3. 特記事項
・上記のISO対応の他、JIS関係では、JIS F 7005:1984 (船用配管の
識別) (JISは船員労働安全衛生規則第二十三条に準じているが、対
応国際規格とは異なっている) およびJIS F 7810:1995 (船用鋼製溶
接スリーブ式管継手) (SI単位のMPaと旧単位のkgf/cm2が併記、ス
リーブ継手と鋼管との直径の最大隙間が船級とJISとで異なる等への
是正)の見直しが今後の課題。

4. 機械及び配管分科会－活動報告

SC 3 Study group for eco-friendly maritime standards
（2020年10月のTC8/SC 3総会で設立を決定）

目的： ・GHG削減技術をリスト化
・技術毎に標準化すべき項目のリスト化
・戦略を確立し、ロードマップを作成

2021年8月31日に初回会議を開催。
このStudy group の Scopeを審議した結果、SC 3の領域に
沿ったScopeに修正することを合意。
2022年7月14日に第2回会議を開催。
TC 8/SC 3の領域での温室効果ガス削減技術、既存規格およ
び標準化すべき項目のリスト作成を審議。
5月16日～18日開催のTC 8/SC 3総会と併催開催予定。

韓国提案による、液化水素船の液化水素貯留タンクの試
験方法を取り纏めたISO 11326の新業務項目提案投票
(NP投票)が2021年12月21日に承認。

日本は液化水素運搬船の技術は安全要件も含め、未だ
検証の段階にあり、安全要件が定まっていない段階で検
査方法を定めることは時期尚早として反対。

川崎重工業、NK、海技研、船技協がコアメンバーとなり、日本対応
案を立案。標準部会／LNG燃料船WGが主体となり、機械及び配
管分科会、 HySTRA等へ照会し、日本対応を決定するスキームを
確立。 8月29日、10月11日および12月5日に国際会議が開催、
日本意見の概ねが反映終了（コアメンバーが日本代表として出席）。
上記の会議結果に基づく、CD投票が2022年12月10日～2023年
2月4日の期間で実施され、日本は意見無しで回答。フランス、イタ
リア、インドおよび米国から多数の意見が提出されており、要注意
の状況。コアメンバーで各国意見内容を検討中。

情報収集中

対応を継続

日本電機工業会における船舶用燃料電池に関する国際標準化検討
にも今後関与を予定（2023.02.22に初回国内対策委員会が開催）
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2.  主な活動状況

5.甲板機械及びぎ装分科会－活動報告

1. 組織の概要

分科会：ISO/TC 8/SC 4（甲板機械及びぎ装分科委員会）の国内対応委員会

分科会長：大城 貴昭 氏（三菱造船）

WG会議：小型高速艇用アルミニウムぎ装品設計基準規格原案作成WG：主に小型高速艇に用いるアル
ミニウムぎ装品の設計・製造要件に係るJIS F規格の作成

主査：岩田 知明氏（海上技術安全研究所）

ISO対応（中国提案、JIS Fとの関連を視野に）

◆ ISO/WD 6325 制鎖器

◆ ISO/WD 16123  船舶用クレーン–旋回ベアリング

◆ ISO/AWI 18821  複合的に接続された係留索

◆ ISO/AWI 18824  船舶の係留・曳航設備－ホリゾンタルローラ

JIS F 新規作成及び改正

◆ JIS F 2025 ケーブルクレンチ

◆ JIS F 2026 水平ローラ付きフェアリーダ

◆ JIS F 3303 フラッシュバット溶接アンカーチェーン

◆ JIS F XXXX アルミニウム合金製ダビット

調査研究

「JIS F 2025ケーブルクレンチの構造解
析」、「JIS F 2026水平ローラ付フェアリー
ダの強度計算と強度評価」

3. 特記事項

特記事項
8月25日にTC8/SC4総会がオンライン開催

 

6.航海分科会－活動報告

2.  主な活動状況

1. 組織の概要

ISO/TC 8/SC 6（航海及び操船分科委員会）等の国内対応委員会

分科会長： 庄司るり氏[東京海洋大学]）

・ コンパスWG、磁気コンパスWG（主査： 宮本佳則氏 [東京海洋大学]）

・ JIS F 0412改正WG（主査： 山田隆士氏[BEMAC]）

・ 電子海図WG（主査： 桑原悟氏[日本海洋科学]）

・ スマートシッピングWG（主査： 庄司るり氏[東京海洋大学]）

◆ ISO規格の作成に資する以下の調査研究を実施。

「船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関
する調査研究（新規）」（2022年度の単年度）

ISO 23807 (非同期の船陸間データ伝送の一般要件) の実装要件

の拡充および現在開発中の自動運航船等で必要となる新たな規格の
作成に資する調査研究を実施。

3. 特記事項

日本提案国際規格の作成、IoT・ビッグデータ関連
他国提案への対応

◆ ISO 23807 (非同期の船陸間データ伝送) をTC 8で作成

(2023年3月制定)

◆ TC 8/SC 6/WG 16で対応中（2月下旬〆切のDIS投票が承認）

ISO 16425 (船内LAN装備仕様)

ISO 19847 (船用データーサーバー)

ISO 19848 (船用データ標準)

◆ TC 8/SC 6総会を2022年10月6日に開催（6カ国21名が参加）

◆ TC 8/SC 6/WG 17会議を11回開催(2022年度開催は5回)

ISO 15016 (速力試運転データの解析) (CD投票中)

◆ TC 8/SC 6担当既存規格へのBAM要件等の追加

ISO 9875 (船用音響測深装置) 等 計3件 (DIS/FDIS段階)

◆ SC 6以外で審議中の他国提案IoT規格への対応

ISO 28005Series (電子通関手続き) (ﾉﾙｳｪｰ提案)等

EEDI検査・認証ガイドラインに引用。日本造船工業会が主体となり対応中

日本提案ISO案7件を審議中
(朱記)(うちTC 8/SC 6担当は6件)

何れも年内の制定を見込む

日本舶用工業会 新スマートナビゲーションシステム研究会4と連携

欧州連合（EU）の舶用機器指令（MED）において、船橋機器への船橋警報
管理（BAM)及びﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ要件の強制化への対応

航海分科会、スマートシッピングWGで対応中。電子通関関係のISO 

28005 Seriesに関しては港湾局、財務省関税局にも情報を提供

報告書を近日HPに掲載

日本提案ISO規格4件を制定
(2022年2月。すべてTC 8/SC 6担当)

新たに4件のNP

提案を計画中
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1. 組織の概要

ISO/TC 8/SC 8（船舶設計分科委員会）の国内対応委員会、JIS F （構造）担当。
分科会長：矢尾 哲也氏（広島大学／大阪大学名誉教授）
傘下WG：プロペラキャビテーションISO規格検討WG

2. 主な活動状況

ISO/TC 8/SC 8で、中国及び韓国から提案されている規格（鋼製垂直はしご、繊維強
化プラスチックのグレイチングなど計10件）への対応。

3. 特記事項

・ISO/TC8/SC8 では、多分野にわたる標準化。

⇒中国及び韓国から提案されている、ぎ装品に関連する規格に関しては、「甲板機械
及びぎ装分科会」にも照会を実施している。
⇒電気推進船用二次電池システムの設計基準を定める予定の規格（ISO 18962）が、
韓国から提案されており、電気設備分科会や電池工業会の関係者にも照会し対応中。

7. 構造分科会－活動報告

 

8. 海事セキュリティー分科会（現在休止中）－活動報告

図１　ISO28000とその他の関連規格との関係
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2.  主な活動状況

1. 組織の概要

海事セキュリティー関連国際規格等の国内対応委員会

分科会長： 太田進氏（海上技術安全研究所）

◆ ISO 28001（最適実施法）にはISPS Codeを満たせば、ISO 28001

を満たしているとする規定（ISPS curve out）があり、同規定が無く

ならないようにしっかりワッチする必要あり。今後の対応に当たり、
① ISO 28000 Seriesを知っているか否か、② ISO 28000 Seriesの

利用実績の有無に関して、国内関係者へアンケートを実施した結果、
以下のとおりとなった。

(1) 日本船主協会会員企業にて認識・利用実績とも無し。

(2) 関税局のAEO認証など法令に基づくセキュリティ体制を運営

しており、ISO 28000を利用している会社は国内にはない。

3. 特記事項

◆ TC 8で担当していたサプライチェーンセキュリ
ティマネジメントシステム規格ISO 28000シ
リーズがISO/TC 292（セキュリティー専門委員
会）に移管されたこと、かつ関連ISO規格作成

も終了し国際動向が一段落したため活動を休
止中。

◆ 一方で日本規格協会内に設置されたTC 292

国内対応委員会に代表者（太田分科会長、海
上技術安全研究所 横井氏、船技協 長谷川）

を派遣、情報収集を実施中（委員としての登録
は横井氏）。

◆ 2022年3月にISO 28000 (ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝｾｷｭﾘﾃｨ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ)が制定。

◆ 2022年6月開催のTC 292/WG 8会議の結果、
ISO 28000以外のSeries規格の改訂にも言及
があり、特に ISO 28002 (サプライチェーンレ
ジリエンスの開発) の廃止が提案。
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2.  主な活動状況

◆ 2021年度に実施した「船舶部門日本産業規格（JIS F）の規格体系の
見直しと新領域の開発に関する調査研究」の結果に基づき、2022年7

月13日開催の舟艇分科会において、舟艇関係JIS F 57規格の改廃に
ついて審議を実施。廃止方針となったJIS Fに関しては、業界団体等よ
り広い関係者へ意見聴取を実施した結果に基づき、12月26日に会議
を開催し、以下のJIS Fの廃止を分科会として決定し、標準部会への
廃止計画の提出を合意。2023年2月21日開催の第37回標準部会でこ
の廃止計画を承認。意見受付公告を実施した後、2023年秋に開催予
定の次回標準部会で廃止を決定予定。

JIS F 0101 (舟艇－ワイヤロープの使用基準) 等 計7規格

◆ また、優先的に改正を行うJIS Fとして以下を選定し、改正順を定めた。

① JIS F 0080 (舟艇－舟艇の識別－番号付与システム)

② JIS F 1030 (パーソナルウォータークラフト（PWC）)

③ JIS F 1029 (舟艇－交流電気設備) → (対応国際規格ISO 

13297の改訂に整合させ、「舟艇－電気システム－交流及び
直流設備」に改称する見込み)

3. 特記事項
他国提案ISO規格案への対応

◆ 過年度の舟艇分科会での審議にてTC 188が
担当するISO規格の優先付けを実施。優先度
「高」(ISO 13590,パーソナルウォータークラフ
ト（PWC）等)の案件に集中した対応を実施。

◆ ISO 13297(舟艇－電気システム－交流及び
直流設備)等、2020年に制定した規格につい
て、EN規格への取入れが拒否されるケースが

多数発生。主な理由は引用規格が最新版適用
となっているため（引用規格の内容に変更があ
りうるため）。その是正のための簡易改訂作業
が概ね一段落した。

◆ TC 188における現在のホットトピックとしては、

昨今の国際的なゼロエミッションに関する国際
的な動向を踏まえ、ISO/TS 23625:2021（舟艇
用リチウムイオン電池）の正式なISO規格化、
ISO 8665-2（舟艇－出力測定及び宣言－第2

部：電気推進）の新規規格化等に着手中。電
池工業会と連携して、適正化に向けた対応中

1. 組織の概要

ISO/TC 188（スモールクラフト専門委員会）の国内対応委員会

分科会長： 藤本修平氏（海上技術安全研究所）

（出典）ヤマハ発動機株式会社ホームページ

9. 舟艇分科会－活動報告

 

10. 振動分科会（現在休止中）－活動報告

2.  主な活動状況

1. 組織の概要

ISO/TC 108/SC 2/WG 2（船舶振動作業委員会）の国内対応委員会

分科会長： 平川真一氏 （ジャパン マリンユナイテッド株式会社）

◆ 日本提案によるISO 21984は、ISO 20283-5を基礎とし、
一般商船に適用すると実用上問題になる個所を中心に技
術的根拠と実際に許容されてきた振動量に基づき修正を加
えたもの（船橋：5.0 mm/s→6.0 mm/s。乗員居室：3.5 

mm/s→5.0 mm/s）。

◆ ISO 21984 及び ISO 20283-5の将来の統合に向けた議論
に備えた準備が必要。

3. 特記事項

我が国及び他国提案国際規格のメンテナ
ンス及び同規格のJIS化への対応

◆ ISO 20283-5:2016（客船及び商船の
居住性に関する振動計測、評価及び記
録基準）（改訂）（ドイツ）

◆ ISO 20283-5:2016の国際一致規格と
してJIS F 0907を改訂（2020年3月）

◆ ISO 21984:2018（特定の船舶の居住
性に関する振動計測、評価及び記録基
準）（新規）（日本）

◆ ISO 21984:2018の国際一致規格とし
てJIS F 0908を新規制定（2020年3月）

◆ ISO及びJIS作成がひと段落したため、
活動休止中
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1. 組織の概要

IEC/TC18（船用電気設備及び移動式海洋構造物の電気設備専門委員会）
の国内対応委員会、JIS F (電気分野）を担当
分科会長：木船 弘康氏（東京海洋大学）
副分科会長：丹羽 康之氏（海上技術安全研究所）
傘下WG：陸電装置に係る基準検討WG、陸電JIS化WG（休止中）、IEC 60533（電磁
両立性）改正対応WG

2. 主な活動状況

①IEC/TC18で、改正中の規格への対応。（現在、21件改正中）
➁JIS改正（現在、2件改正中）
⇒IEC60092シリーズ他対応国際規格の改正に伴う、対応JIS改正案の作成

3. 特記事項
➀陸上電源供給規格（IEC 80005シリーズ）を情報収集中。

・IEC/IEEE 80005-3（低圧陸電）が作成中で、5月にソウルで国際会議が開催予定
であったが、作業の遅延により、10月に開催予定で調整中。

・近日、IEC/IEEE 80005-4（直流急速充電）の新規規格開発を問う投票（
NP投票）が開始される予定。
➁電気推進船用二次電池システムの設計基準を定める予定の規格が、

SC８（船舶設計分科委員会）で提案されており、電気設備分科会でも対応中。

11. 電気設備分科会－活動報告

 

1. 組織の概要
船舶用バルブ、こし器、コック、管フランジなどに関わる事項のJIS F原案の作成

[分科会長：大島 誠 氏（日本シップヤード）]

2. 主な活動状況
 以下2件の改正JIS原案を審議するため、第55回バルブ及びこし器分科会を3月2日（

木）に新大阪で開催。
✓ JIS F 7379:1996 船用黄銅30Kくい込形止め弁
✓ JIS F 3056:1995 船用フート弁

 以下1件の新規ISO規格案に対応

✓ ISO 17579 船舶及び海洋技術－空気式緊急

遮断弁の設計及び試験要件（中国提案）

⇒現在、初期WDの意見照会を実施中。

3. 特記事項
特になし。

12. バルブ及びこし器分科会－活動報告

写真-第54回バルブ及びこし器分科会
の会議風景
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IMO

ISO/TC67

ISO/TC8

IGFコード案（国際ガス燃料船コード）を採択

・ISO/TS 18683（船舶燃料としてのLNG供給のためのシス
テム及び設備の指針）を制定
・ISO 20519との重複規定は削除する方針のもと、ISO/TS

18683のISO化に着手

・船の燃料供給口のフランジへの急速着脱機構の標準化は
取り止め

・ISO 20519（LNG燃料船へのバンカリング仕様）を
作成（2021.12に第2版が制定）

・第2弾として、中国主導でISO 21593  （船の燃料
供給口のフランジへの急速着脱機構）を作成
（2019.07制定）

・第3弾として、韓国主導でISO 22547  （LNG燃料
ガス供給システム（FGSS）における高圧ポンプの性
能試験手順）及びISO 22548（FGSSの性能試験手
順）を作成 （2021.05及び06制定）

・第4弾として、代替燃料に関する標準化検討に着
手（ブレインストーミング）

船の燃料供給口のフランジへの急速着脱機構の標準化
作成を依頼（MSC 94/21 ）

ISO 20519及び
ISO21593の共同
開発を申し入れ

ISO 20519開発状況を報告（CCC 2/3/2）

ISO 20519の開発はTC8で実施することを回答。ただし、
制定後の見直しに当たってはTC8とTC67とのコンサル
ティブグループ設置を提案

13-1. 標準部会／LNG燃料船WG

13. 標準部会傘下WG－活動報告

1. 代替燃料で用いられる用語の標準化（現在作成中）
2. 代替燃料および代替技術の安全な取り扱い、保管、および使用に関連する

ベストプラクティスの標準化
3. 代替燃料を使用した船舶のバンカリング（燃料補給）の標準化
4. 代替燃料を供給するために使用されるバンカリング船の標準化
5. これらの代替燃料と技術をサポートするために必要な港湾インフラの標準化
6. 代替燃料の炭素ライフサイクルの標準化

国内船主、造船会社、製造業者とも関心が高い

2022年度に実施した「代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術
規格の現状と新規格のニーズに関する調査研究」へも協力

2022年9月9日および2023年1月26日に国内WG開催

TC 8/SC 3における、韓国提案の液化水素船の液化水素貯留タ
ンクの試験方法を取り纏めたISO 11326の国内対応も実施中

 

１．組織の概要

➢ ISO/TC 8/SC 13（海洋技術分科委員会）（議長・幹事：中国）で審議されるISOの国内対応委員会

➢ （SC傘下WG4件（コンビーナ））WG 1：潜水艇（中国）、WG 2：海洋水文気象観測機器及び試験技術（中
国）、WG 3（海水淡水化）（中国）、WG 4（海洋環境影響評価）（吉田公一氏：日本舶用品検定協会）

２．主な活動内容（海外提案への対応）

➢ 潜水艇WG

⇒① 潜水艇の用語に関するISO規格の原案作成中。
⇒② AUVのリスク及び信頼性に関するISO規格をイランが新規提案。現在NP投票中。

➢ 気象観測装置等WG⇒海上輸送の気象測器の一般的な仕様等に関する新規提案を開発中。
➢ 海水淡水化WG⇒海水淡水化の用語に関する新規提案を開発中。

３．特記事項

➢ SC 13議長のDr. Jiabiao Liが2022年12月31日で退任。後任は、中国のDr. Chen Dake（任期：2023年1月
1日～2028年12月31日）。

➢ 2022年11月28日に開催されたISO/TC 8/SC 13総会にて、以下2件のWGの新設が議決された。
⇒①WG 5（Coastal blue Carbon：岸浅海域におけるブルーカーボン）（コンビーナは米国）
⇒②WG 6（Seabed exploration：海底探査）（コンビーナは中国）

13-2. 標準部会／海洋技術WG
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2.  主な活動状況

1. 組織の概要

ISO/TC 8/WG 6（シップリサイクル作業委員会）の国内対応委員会

主査： 吉田公一氏（日本舶用品検定協会）

◆ ISO/TC 8/WG 6コンビーナ：吉田公一氏。

◆ ISO 30001は、IMOのガイドライン（Resolution MEPC.210(63) 2012 Guidelines for Safe and 

Environmentally Sound Ship Recycling）に基づき検討中。

◆ ISO 30005の改訂作業中

3. 特記事項

日本提案及び他国提案国際規格案への対応

◆ ISO 30001（シップリサイクルマネジメントシステム－シップリサイクル施設の優良事例）（新規）（日本：
プロジェクトリーダー吉田氏）。予備作業

◆ ISO 30005（造船の建造チェーン及び船舶運航時における有害物質の情報管理）（2021年4月28日〆
切のNPが承認。2024年4月30日までのIS化を目指す。CDへのコメントを検討してDISを作成するWG6
会議を2023年3月7日に開催。作業期間の9か月間延長を決定し、次回開催は2023年4月11日に計画。

◆ ISO 30003:2009(シップリサイクルマネジメントシステムの監査及び認証を行う団体の要件)およびISO 
30007:2010（シップリサイクル時のアスベスト飛散と曝露防止対策）： 前者は2021年6月5日、後者は
2021年3月4日〆切で定期見直しが行われ、現状維持（confirm）となった。

13-3. 標準部会／シップリサイクルWG
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2. 船舶関係国際規格（ISO/IEC）のホットトピック 

 船舶関係 ISO/IEC国際委員会の中で、特に主として船舶関係 ISO規格の作成が行われている委員

会である ISO/TC 8（船舶及び海洋技術専門委員会）等の 2022 年度に於ける以下の 7つのポイント

（ホットトピック）の概要を次頁以降にてご紹介します。 

 

 

【トピック 1】 陸上電源供給装置（陸電）の国際規格化の動向 

【トピック 2】 TC 8に船体水中洗浄に関するWG新設 

【トピック 3】 TC 8に洋上風車支援船WG新設 (ISO/TC 8 総会決議より) 

【トピック 4】 代替燃料関連の ISO規格作成の動向 

【トピック 5】 IMO（MSC・MEPC関連）条約、コード等に対応した ISO/TC 8 の ISO規格 

【トピック 6】 標準化活動（ISO/IEC/JIS 活動）PR動画による周知活動 

【トピック 7】 SEA JAPAN 2022へ規格関連を初出展 
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※新WGの議長にはMs. Runa A. Skarbø（ノルウェー）

が就任。

● ISO/TC 8/SC 2(海洋環境保護分科委員会）の総会が2022年12月8日に開催。

● 結果、船体汚損を水中で洗浄して除去する手法に関する標準化を検討する作業委員会「船体

水中洗浄システムWG（WG13）」が新設。ノルウェー及び米国から新規格が提案中。

● 今後、BIMCO・ICSの業界基準、IMOの「船体付着生物管理ガイドライン」の改正等の動向を踏

まえ、国内関連業界と情報を共有しつつ、我が国技術の国際標準への反映に注力。

【トピック２】
TC 8に船体水中洗浄に関するWG新設

ダイバーによる水中洗浄

初期の船体汚損を塗装を毀損せず、
回収不要な洗浄方法（プロアクティ
ブ）を提案。【ISO/NP 6319】

ノルウェー提案

水中洗浄システムの試験方法に関
する規格を提案。【ISO/NP 20679】

米国提案

船体付着生物の様子

ROVによる水中洗浄  

【トピック１】
陸上電源供給装置（陸電）の国際規格化の動向

交流（AC）

● 停泊中の船舶への陸上電源供給の導入により、船舶のアイドリングストップを政府が推進。
● 今後、GHG削減に向けたカーボンニュートラルポートの形成やEV船等の開発を踏まえ、

標準化に向けた議論が活発化する見込み。
● IMOでは、陸電の安全運用（試験、操作手順、メンテナンス等）に関する暫定ガイドラインが

2023年2月27日～3月3日開催のIMO第9回船舶設備小委員会（SSE 9）で最終化。

直流（DC）

高圧陸電規格
【1,000V以上】

低圧陸電規格
【400V以上

1,000V未満】

急速充電用規格

（IEC/ISO 80005-1）
（IEC/ISO 80005-3）

規格案審議中

今年から本格審議予定
制定済 未制定

未制定

（IEC/ISO 80005-4（予定））

大型船 中小型船
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⚫ 近年の急速な気候変動に伴う、従来の化石燃料からの
脱却及び再生エネルギー普及の拡大を視野。

⚫ 洋上風力エネルギーの問題点として、国際的なサプライ
チェーンの複雑化や関連商品の価格の高騰が報告。

⚫ 国際市場や技術開発が目覚ましい洋上風車（※）の支
援船および関連システムの標準化を検討する、作業委
員会（特殊海洋構造物及び支援船作業委員会（ISO/TC 

8/WG 3）を設置。

⚫ 新WGの議長にはMs. Jing Wang（中国）（TC 8幹事）
が就任。

● ISO/TC 8総会がウェブ形式にて、2022年9月14日（水）～16日（金）に開催。
● 結果、洋上風車支援船および関連システムに関する標準化を検討する作業委員会（WG）の

設置を合意。

● 今後、国内関連業界と情報を共有しつつ、我が国技術の国際標準への反映に注力を予定。
※現時点(2023年2月現在）で、各国からの新たな規格作成の提案は出されていない。

【トピック３】
TC 8に洋上風車支援船WG新設 (ISO/TC 8総会決議より)

（※）洋上風車自体の標準化は、IEC/TC 88 (風力発電システム専門委
員会) (国内審議団体：一般社団法人日本電機工業会)で実施中。

 

【トピック４】
代替燃料関連のISO規格作成の動向（1/4）
● 韓国、中国からのLNG燃料船関係の規格提案が活発化。下表は、代替燃料関連のISO規格の

制定状況（審議中・予定を含む）。
● 今年度実施した「代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関する

調査研究」の一環として、LNG燃料船建造の実情把握のため、LNG燃料船の竣工・受注実績の
ある国内全社にヒアリング又はアンケートを実施。

代替燃料 種別 規格概要【提案国】 規格番号

LNG

再液化装置 LNG BOG再液化システムの船上での性能試験【韓国】 ISO/AWI 16259（審議中）

配管等の部材
高マンガンオーステナイト鋼を用いた各種部材（鋳造
品、鍛造品、溶接継手、配管）【韓国】

5規格（審議中）

ガス供給システム（FGSS)
FGSSの性能試験【韓国】 ISO 22548:2021

FGSSの高圧ポンプの性能試験【韓国】 ISO 22547:2021

燃料供給口の脱着 LNG燃料船用の燃料供給口の急速着脱機構【中国】 ISO 21593:2019

バンカリング LNG燃料船のバンカリング関連【米国】 ISO 20529:2021

各種弁

低温用玉形弁【韓国】
低温用パイロット作動式安全【韓国】
低温環境用仕切弁【韓国】
低温環境用逆止弁【韓国】
低温環境用ボール弁【中国】
低温環境用バタフライ弁【中国】

ISO 18139:2017
ISO 18154:2017
ISO 19037:2019
ISO 20602:2019、2021
ISO 21157:2018
ISO 21159:2018

水素
液化水素貯留タンク 液化水素船の液化水素貯留タンクの試験【韓国】 ISO/AWI 11326（審議中）

ローディングアーム 液化水素のローディングアーム【日本】 ISO/DIS 24132（制定予定）

アンモニア ― ― ―

メタノール ― ― ―
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（審議中：水素関連）

• 液化水素のローディングアーム（ISO/DIS 24132）【日本提案】

概要： 液化水素運搬船を扱う沿岸液化水素ターミナルで使用される液化水素用海洋トランスファーアーム（ローディングアーム）に関する設計、

安全のための最小限の要件、検査及び試験方法について取り纏めたもの。

• 液化水素船の液化水素貯留タンクの試験手順（ISO/AWI 11326）【韓国提案】

概要： 液化水素船の水素貯蔵タンクの機械的特性を確認するために実施される性能試験の試験手順と要件を取り纏めたもの。

（審議中：LNG/CNG関連)

• LNG BOG再液化システムの船上での性能試験手順（ISO/AWI 16259）【韓国提案】

概要： 船舶に搭載する LNG BOG 再液化システムの機械的特性を確認するために実施する性能試験の試験要件及び手順を取り纏めたもの。

• 船舶用CNG及びLNG推進システム（ISO/AWI 10655）【イタリア提案】

概要： CNG及びLNG推進システムとその構成部品を船舶へ設置するための要件を取り纏めたもの。

• 高マンガンオーステナイト鋼を用いた各種部材（鋳造品、鍛造品、溶接継手、配管）の標準化（5規格）【韓国提案】

（審議中：エネルギー効率関連）

• 船舶のエネルギー効率（個々の舶用機器）（ISO/AWI 8933-1）/（機能ユニット）（ISO/AWI 8933-2）【デンマーク提案】

概要： 舶用機器・機能ユニットのエネルギー効率を評価するための一般的な測定及び計算方法を取り纏めたもの。

NK、海技研、川崎重工が中心と
なり対応中。初動は成功。

国内造船会社が関心を持つ

欧州への製品の輸出にあたり、エネルギー効率の評価を求められる懸念あり

非SOLAS船（特に小型船）が対象?

日本提案

国内での高マンガンオーステナイト鋼の利用実績はまだ無い

船舶のエネルギー効率関連の国際動向へ対応するため、「舶用品のエネ
ルギー効率を算定する新規ISO規格に関する調査」を2023年度に計画

【トピック４】
代替燃料関連のISO規格作成の動向（2/4）

 

（今後提案予定の概要）

① 代替燃料で用いられる用語の標準化

② 代替燃料および代替技術の安全な取り扱い、保管、および使用に関連するベストプラクティスの標準化

③ 代替燃料を使用した船舶のバンカリング（燃料補給）の標準化

→→ LNG燃料船へのバンカリング移送システム及び設備の要件を定めたISO 20519:2019は既に規格
化

④ 代替燃料を供給するために使用されるバンカリング船の標準化

⑤ これらの代替燃料と技術をサポートするために必要な港湾インフラの標準化

⑥ 代替燃料の炭素ライフサイクルの標準化

→→使用される燃料の炭素ライフサイクルは、i) 船舶運航のために供給される燃料や電力等のエネル
ギーが、生産され船舶へ供給されるまで（well to tank）（上流）と ii) 船舶からのGHG排出量（海洋利用）
（tank to wake）の2つの部分で構成されるが、Well to tankは他のTCで対処中であることから、TC 8として
は船舶からのGHG排出量（tank to wake）の検討に取り組む。

● 代替燃料関連で、これから各国から提案を予定している国際規格について、「標準部会／LNG
燃料船WG」でヒアリングを実施。

● 結果、船会社は①、②および⑥に関心があり、造船会社は、③および④に関心がありとの回答
を得た。

● 今後、関心を得た国際規格に注力した対応を予定（情報の入手・関係者への共有等）。

【トピック４】
代替燃料関連のISO規格作成の動向（3/4）
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（制定済：LNG関連）

• ガス燃料船のバンカリング用仕様（ISO 20529:2021）【米国提案】

概要： IGCコードによりカバーされない、LNG燃料船に燃料を積むために用いるLNGバンカリング移送システムおよび設備の要件を取り纏めたもの。

• 船のLNG燃料供給口の急速着脱機構（ISO 21593:2019）【中国提案】

概要： 燃料としてLNGを用いる船舶の燃料補給に用いられるカップリングの急速着脱機構に関する要件を取り纏めたもの。

• LNG燃料ガス供給システム（FGSS)における高圧ポンプの性能試験手順（ISO 22547:2021）【韓国提案】

概要： 船舶の燃料ガス供給システム（FGSS)へLNGを移送するための電気モーターにより稼動する補機に備えられる往復ポンプ等機器の性能確認

のための試験手順を取り纏めたもの。

• 船舶のLNG燃料ガス供給システム（FGSS)の性能試験手順（ISO 22548:2021）【韓国提案】

概要： LNG燃料船の往復動内燃機関へのLNG燃料供給のために製造されるFGSSに関する圧力、流量、気温等の性能試験方法を取り纏めたもの。

（制定済：低温弁関連（LNG用：－196℃迄））

• 低温用玉形弁－設計及び試験要求事項（ISO 18139:2017）【韓国提案】

• 低温用パイロット作動式安全弁－設計要求事項（ISO 18154:2017）【韓国提案】

• 低温環境用仕切弁－設計及び試験要件（ISO 19037:2019）【韓国提案】

• 低温環境用逆止弁－設計及び試験要件（ISO 20602:2019、部分改訂:2021）【韓国提案】

• 低温環境用ボール弁－設計及び試験要件（ISO 21157:2018）【中国提案】

• 低温環境用バタフライ弁－設計及び試験要件（ISO 21159:2018）【中国提案】

中国および韓国はISO
規格を利用?

● 今年度実施した「代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関す
る調査研究」の一環として、LNG燃料船建造の実情把握のため、LNG燃料船の竣工・受注実績の
ある国内全社にヒアリング又はアンケートを実施した結果、これらISO規格は利用していないことを
確認。

【トピック４】
代替燃料関連のISO規格作成の動向（4/4）

 

●IMO（MSC・MEPC関連）条約、コード等に対応したISO/TC 8で作成した
ISO規格数： 183規格。

●MSC関係が142規格。MEPC関係が41規格。 ※2022年8月時点のIMO情報
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出典：・MSC106/18（2022.8.9）
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【トピック5】
IMO（MSC・MEPC関連）条約、コード等に対応したISO/TC 8のISO規格
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●船舶規格の概要、規格作成のメリットなどを紹介し、日本提案規格の作成に参加
された企業様のインタビュー動画を盛り込んだPRビデオ（約18分間）を制作。

●キャラクター「Jストラ君」が、ソフトなイメージで規格作成の流れやメリットを紹介。
●船技協ホームページへの掲載や、本年4月のSEA JAPAN2022 展示等に

より広く周知。

規格は、誰でも作りたい人が作れる!
JSTRAは企業活動のお手伝いをします!

【トピック6】
標準化活動（ISO/IEC/JIS活動）PR動画による周知活動

動画再生QRコード
 

●SEA JAPAN2022（2022年4月20日～22日）開催のテーマゾーンに標準化活動をパネル、
映像等で紹介。

●規格作成等で永年尽力された方々に感謝状を会場内で贈呈。

【出展場所：テーマゾーン（東京ビッグサイト東５・６ホール）】

【トピック7】
SEA JAPAN 2022へ規格関連を初出展

✓標準化活動に貢献された皆様に感謝状贈呈（会場内にて）

✔規格作成のメリットや事例を分かりやすく映像・パネル
(3枚）で紹介。
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3. 2022年度船舶関係産業標準化事業に関する活動報告 

3.1 2022年度活動報告（概要） 

2022年度の船舶関係国際規格等の取組として、「戦略的規格提案等の実施」及び「対応体制の強

化」の 2つ活動を柱とした「船舶に関する国際標準への日本の取組方針」に基づく着実な活動を展

開いたしました。 

 

2022年度に実施した活動報告（概要）は以下のとおりです。 

また、2022 年度に実施した調査研究報告書に関しましては、以下の URL よりご覧頂くことがで

きます（会員限定。閲覧にはパスワードが必要です）。 

https://www.jstra.jp/member/a04/a4b04/ 

 

その他、2022年度に実施した活動報告（詳細）は 3.2をご参照願います。 

 

船舶関係産業標準化事業の 2022年度活動報告（概要） 

  

■ 国際規格対応

標準化研修の開催（WEB）
（人材育成）

(2022年9月14日開催。参加者:約50名)

標準化セミナーの開催（WEB）
（標準化活動の広報）

(2023年3月8日に開催。参加者：約100名)

関連業界への要望調査の実施
（新提案等の発掘）

(2022年6月9日～7月8日)

■ 国内規格対応

船舶部門日本産業規格（JIS F）規格集の刊行

国際規格（ISO）、JIS Fへの活動成果（2022年度）

【日本提案の状況】
✔制定規格：3（新規：3、改訂：0 ）
・ISO 23730, 海洋環境影響評価（MEIA)－海洋環境
影響評価に関する一般要件(新規) (2022年4月制定)

・ISO 23668, 排ガス洗浄水のモニタリングシステムの
ためのオンラインpH計測（新規）（制定：2022年11月）
（2016/2017年度の調査研究を基礎）

・ISO 23807,非同期の船陸間データ伝送の一般要件
(新規) (制定:2023年3月)

(2020～2022年度の調査研究を基礎)

✔審議中規格： 9

・海洋環境: 1

・IT・ビッグデータ: 3

・その他: 5（救命：1、防火：1、航海計器：3）

✔今後提案予定規格： 5

・航海計器：4、救命：1

✔9月30日開催の第36回標準部会で以下のJIS F原案を承認。
✔11月に国土交通大臣に申し出。

・JIS F 8061, 船用電気設備－第101部：定義及び一般要求事項
（改正）（電気設備分科会担当）

✔ 2月21日開催の第37回標準部会で以下のJIS F原案を承認。
✔ 3月に国土交通大臣に申し出。

・JIS F 8443, 船用フラッドライト（改正）（電気設備分科会担当）

✔その他、以下のJIS F原案 3件の作業計画が承認済みであり、
2月21日開催の第37回標準部会で新たに1件の作業計画等を承認。
・ JIS F 3303, フラッシュバット溶接アンカーチェーン（改正）（甲板

機械及びぎ装分科会担当）
1. JIS F xxxx, アルミニウム船－アルミニウム合金製ダビット（新

規）（甲板機械及びぎ装分科会/小型高速艇用アルミニウムぎ装
品設計基準規格原案作成WG担当）

2. JIS F xxxx, 電子海図表示装置（新規）（航海分科会／電子海図
WG担当）

3. JIS F 2805, 船舶及び海洋技術－海上安全－膨脹式救命器具
のガス膨脹システム（改正）（救命分科会担当）
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日本が就任中の国際議長、国際幹事ポスト

－ ISO/TC8/SC2（海洋環境保護）議長： 千田哲也（当協会）

－ ISO/TC8/SC2/WG11（エネルギー効率データ収集）議長： 吉田公一氏（日本舶用品検定協会）

－ ISO/TC8/SC2/WG5（船体への防汚システム）議長： 千葉知義氏（中国塗料株式会社）

－ ISO/TC8/SC2/WG10（排ガス洗浄システム）議長： 高橋千織氏（海上技術安全研究所）

－ ISO/TC8/SC2/WG12（海洋液化水素移送装置）議長： 石川勝也氏（川崎重工業株式会社）

－ ISO/TC8/SC6（航海及び操船）議長： 庄司るり氏（東京海洋大学）

幹事： 長谷川幸生（当協会）

－ ISO/TC8/SC6/WG1（ジャイロコンパス）議長： 宮本佳則氏（東京海洋大学）

－ ISO/TC8/SC6/WG3 （磁気コンパス）議長： 宮本佳則氏（東京海洋大学）

－ ISO/TC8/SC6/WG9（指示器）議長： 横井威氏（海上技術安全研究所）

－ ISO/TC8/SC6/WG16（船内情報）議長： 森本峰行氏（寺崎電気産業株式会社）

－ ISO/TC8/SC6/WG17（速力試運転）議長： 高木健氏（東京大学）

－ ISO/TC8/WG6（シップリサイクル）議長： 吉田公一氏（日本舶用品検定協会）

－ ISO/TC8/SC1/WG3（防火）議長： 山岸史典氏（製品安全評価センター）

－ ISO/TC8/SC13/WG4（海洋環境影響評価）議長： 吉田公一氏（日本舶用品検定協会）

以下の15の国際議長、国際幹事ポストに貢献。

 

調 査 名 実施期間

ISO関係

（１）排ガス浄化システム（EGCS）用濁度センサーに関する調査研究 ２１・２２

（２）船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関す
る調査研究（新規）

２２

JIS関係

（３）船舶部門日本産業規格（JIS F）の規格体系の見直しと新領域の開発に
関する調査研究

２１・２２

（４）船舶の大型化等に伴う船体ぎ装金物の強度に関する調査研究 －
ケーブルクレンチ及び水平ローラ付フェアリーダの強度評価 －（新規）

２２

（５）代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに
関する調査研究（新規）

２２

ISO・JIS規格策定に向けた調査

●業界アンケート（毎年）、分科会等での要望を踏まえ調査項目を選定。
●規格原案作成に必要な調査・解析等を実施し、分科会等で審議。
●２０２２年度は、下記5件の調査研究を実施。
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（1）EGCS用濁度センサーに関する調査研究
【日本財団助成事業: 継続】 【終了】

背景・目的
⚫ 燃料油の硫黄分規制に対する同等措置として認められている排ガス洗浄装置（EGCS：Exhaust Gas Cleaning Systems）（スクラ

バー）では、IMOで定められた ガイドラインにより、洗浄水排出時に水質のモニタリングが義務づけられている。当該ガイドライ
ンは、MEPC 77において改訂版が採択された。モニタリング項目の一つである濁度については、ISO 7027準拠となっているが、

改訂版では、散乱光方式での計測において、モニタリング中に計測限界を示すよう要求している。しかしながら、スクラバー洗
浄水には黒色のススが含まれるため、通常の濁度標準を使った検証では不十分と考えられ、実サンプルに近い濁度標準液の
開発と評価方法の明確化が必要である。

⚫ また、スクラバー洗浄水に含まれる黒色粒子は、装置構造の違いによる計測値への影響が出やすいと考えられるため、その
検証も必要である。

⚫ 上記のような問題は、同じサンプルを計測しても、メーカーや計測器によって、異なる値を示すことにもつながる。これらの問題
を解決するため、ISO規格化を最終目的として、本調査研究を実施する。

事業概要
（１）研究期間

2021年度及び 2022年度の2年間
（２）研究内容
① 2021年度の結果をもとに、EGCS用濁度計の標準化に必

要な項目の洗い出しを実施した。
② EGCS用濁度計の構造要件、スクラバー実排水サンプル

の特徴を明らかにした。
③ 上記結果をもとにEGCS用に最適な濁度計のISO規格案を

作成した。

効果
⚫ 校正方法も含めてEGCS排水用に特化した標準化をおこなうことで、計測器の構造要件の明確化や計測値の精度が向上が期待

でき、ユーザーが信頼性・再現性のある計測器を入手しやすくなる。
⚫ また、規格化によるモニタリング精度の向上は海洋環境への負荷低減につながることも期待できる。

インプロセス倣いセンサーレシオ
(散乱+透過)

90° 散乱
(Double)

90° 散乱
(Single)

濁度標準液

スクラバー洗浄水
スクラバー(クローズド）洗浄水の計測例

計測方式の違う複数の市販濁度計による計測結果の比較

ISO・JIS規格策定に向けた調査

 

背景・目的
⚫過去の当会調査研究に基づき、船舶運航に関わるIoTデータの活用による船舶事故防止や、効率運航による温室効果ガス削

減の促進を目指し、船内機器のデータを船内データサーバーに集約し、陸上からの船内機器の状態監視や複数機器データ
を組み合わせたアプリケーションの開発などの利活用を目的とした以下のISO規格が制定・改訂中である。

① ISO 16425 (船内LAN装備指針) ② ISO 19847 (船内IoTデータサーバー)
③ ISO 19848 (船内データ標準) ④ ISO 23807 (非同期の船陸間データ伝送)

⚫現在主にメールで行われている船陸間データ通信を対象に、より安全に大容量データを軽量化して送信することを目的とした
ISO 23807(非同期の船陸間データ伝送) の技術要件の取り纏めは完了した。一方、更なる適用・普及を図るため、現在開発中
の自動運航船等の新技術への適用等の調査を行い、実装に向けた課題の整理、実装に必要な要件の洗い出し等を行う。

事業概要
(１)研究期間：2022年度の1年間
(２)研究内容
<2022年度>

① ISO 23807の実装要件の明確化を目標として、同要件
の作成に資する調査を実施した。

② 現在開発中の自動運航船、機関の監視、遠隔操作等の
新技術で必要となる船陸間データ通信要件を調査し、
ISO 23807の実装要件の具体化、利用可能な既存基

準・規格の提案及び新たな規格作成の可能性を検討し
た（韓国が提案予定の同期の船陸間データ通信への対
応を含む）。

効果
⚫ 規格の実装要件を具体化することで、船舶IoTデータを活用した安全運航や効率運航に資するサービス開発を促進し、国内

海事業界全体としての新たなビジネスモデル・イノベーションの創出に寄与する。

6

（2）船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関する調査研究（1/5）
【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

ISO・JIS規格策定に向けた調査

ISO 23807の概要図
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ISO 23807（非同期の船陸間データ伝送の一般要件）の特徴とメリット

⚫ 船と陸（特に船舶運航者や船舶管理会社）の間の非同期ファイル共有は、これまでは主にEメールに添付する方
法を利用してきている。しかし、実際の船舶運航業務においては、Eメール添付に頼ったファイル共有ではこれま
でに以下のような課題が生じていた。

– 低速な船陸間衛星通信においては、大容量のファイルが届かないトラブル。

– 衛星回線の不安定さによりファイルの再送が繰り返され、他の業務メールの送受信が滞る。

– 通信プロバイダーの変更に伴う本船Eメールアドレスの変更によるファイル未達トラブル。

– Eメール添付による重要なファイルのセキュリティの課題 など

⚫ 本規格は、それらの課題を解決する事を目的とし、船陸間でより安定的・効率的にかつセキュアーなファイル共
有を実現するための一般的な機能要件を定義した規格となっている。

この規格の利用用途は、我が国提案ISO 19847「船上データサーバー」で収集した船舶IoTデータを船から陸へ
安定的にデータ送信する事を主な用途としているが、その用途以外にも、船舶運航に関するB2B（企業間取引）
のファイル交換（例：管理会社から各管理船のへ業務ファイルの共有）にも利用することを目的としている。

⚫ また、今後、船上機器の自動化や自律化が進むと、これらの船上機器のソフトウェアの更新や、AIアルゴリズム

のアップデートなどが頻繁に発生し、陸上から多数の運航船に対して、比較的大容量のデータを、確実に、かつ
よりセキュアーに配信するニーズが高まることが想定される。その様なニーズに対しても、Eメール添付で各船に
ファイルを送るのではなく、本規格を利用したデータ交換が有効であると考える。

※「非同期」の定義： データ送信者（陸/船）は、「船陸通信の接続状態」や「送信先の受信準備状況」に

  関わらず、データ送信リクエストを実行し完結させ、次の作業プロセスに移ることができる。

（2）船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関する調査研究（2/5）
【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

ISO・JIS規格策定に向けた調査

 

各船陸間データ通信への本規格の適用性について調査結果

➡既存の船舶運航においては、ビデオ通話などの用途を除き、ほとんどの業務で本規格を適用することが可能。

特に、これまでメール添付で送受信していた各種業務文書の船陸間共有に有効で、船舶運航に関わる

業務効率向上、業務量削減、ミス防止に効果的であると言える。

ISO19847船上データサーバのデータ送信以外の適用性について調査。

まずは、既存船における船舶運航・管理業務での規格適用性を整理した。

（2）船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関する調査研究（3/5）
【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

ISO・JIS規格策定に向けた調査
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次に、自律運航船の開発で現在議論されている、安全運航担保に必要な機能要件の一覧（ConOps）
から、規格適用性を整理した。

（2）船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関する調査研究（4/5）
【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

ISO・JIS規格策定に向けた調査

 

➢ 現在検討されている、外洋航行も含む自律運航船においては、
「船陸通信が途切れることがある前提」で、安全機能要件が策定されているため、

・ 基本的にはデータをファイル単位などになるべく固めて送受信する前提

・ データのリアルタイム性はそこまで要求していない（一部音声データを除く）

よって、本規格の適用範囲は広いと考えられる。 ※１

➢ 本規格が適用できないのは、リアルタイム性の高いビデオ・音声通話や、リアルタイム性の高
い遠隔操作（応答速度の速い機器の操作）などである。
これらは、既存のデータストリーミングプロトコルの利用が望ましいと考える。
※ただし、船陸通信回線速度の問題は別途ある。

➡ 「MEGURI 2040」の無人運航船プロジェクトにおいても、ISO23807規格の

船陸間データ通信方式を採用を目指して議論中

➢ また、本規格では、現時点では「機能要件」のみが定義されているが、今後さらに、

「性能要件」（例：通信可能時のデータ遅延許容時間など）も追加することで、

「非同期の準リアルタイム通信」にも適用範囲が広げることが可能である。

※１：一部、既存のデータ送信プロトコル（例：NMEA)を利用する場合には、一度ファイル化して固めるなど工夫の必要。

➡自律運航船における本規格適用の可能性（纏め）

（2）船陸間データ通信に関する技術規格の実装と新規格の可能性に関する調査研究（5/5）
【日本財団助成事業: 新規】

ISO・JIS規格策定に向けた調査
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（3）船舶部門日本産業規格（JIS F）の規格体系の見直しと新領域の開発に関する調査研究（1/2）

【日本財団助成事業:継続】 【終了】

背景・目的
⚫ 現在、JIS Fの規格総数は、395規格あり船舶建造仕様書、強制法規や船級規則への採用、商取引、JISマーク表示制度などの適

合性評価に活用されている。JIS Fの見直しについては、国際規格との整合化や規定内容の陳腐化の防止を図るため、法令に
基づく5年毎の定期見直しに加え、2005年に当会において規格の改廃の有無等全般的な見直しを行い、その結果に基づき、各

社の社内規格に採用されるなど普及が完了し、その役割を終えた規格の廃止、技術の発展や国際規格の発行によって、規定
内容が実情に合わない規格などの改正作業を実施した。

⚫ 前回の全面見直しから15年が経過し、2019年7月に工業標準化法が改正され、産業標準化法となり、従来の鉱工業製品を対象
とした日本工業規格（JIS）が、金融などのサービス分野等の企業活動に資する規格化が可能となるよう日本産業規格として改
められこれらの状況に即したJISが制定される状況下にある。

⚫ これらの背景や状況を受けて、JIS F規格全般にわたり、その必要性（存続の要否）を中心に見直しを行い、新たなJIS Fの規格体

系を構築し、かつ、現状に即した規定内容とすることを目的とする。更に産業標準化法の施行に関連して船舶技術分野におけ
る新規のJIS F規格の新たな領域の開発についても検討を行う。

インプロセス倣いセンサー

効果
⚫ 改正から２０年以上が経過したにもかかわらず改正が行われず陳腐化した規格や使用実績が希

少な規格等を廃止し、上記の背景や現状に即したJIS Fの規格体系の構築を図ることによって、規
格利用者の利便性や設計、取引の合理化などJISが本来もつ機能の向上が図られることが想定さ
れる。更に当会におけるJIS F作成事業の新たな方向性を見出すことが期待できる。

事業概要
(１)研究期間：2021年度から2年間
(２)研究内容：

2021年度： 船体及び舟艇に関するJIS F 110規格のアンケート及びヒアリングによる改廃調査と新領域調査結果を検討。
2022年度： 船用弁を除く機関、電気設備及び航海計器等について同様の調査を 実施 し、結果の分析、担当分科会で

の検討を実施中。2年間の調査の総括を実施 し、標準部会で承認と廃止手続き並びに新規規格開発、改正（統合）に係る
作業計画の検討を実施中。また、2021年度の改廃調査で廃止選定をした船体５規格及び舟艇関係７規格のJISについて、
担当分科会にて廃止とすることを決定、標準部会での廃止計画の審議等廃止に向けた手続きを実施中。

ISO・JIS規格策定に向けた調査

 

（3）船舶部門日本産業規格（JIS F）の規格体系の見直しと新領域の開発に関する調査研究（2/2）

【日本財団助成事業:継続】 【終了】

インプロセス倣いセンサー

ISO・JIS規格策定に向けた調査

2021年度に実施した、船体及び舟艇に関するJIS F 110規格のアンケート及びヒアリングによ

る改廃調査と新領域調査結果に基づき、甲板機械及びぎ装分科会および舟艇分科会での審
議の結果、以下のJIS Fの廃止計画を2023年2月21日開催の第37回標準部会へ提出した。

【甲板機械及びぎ装分科会関連：5規格】
JIS F 2021 船用小形フェアリーダ
JIS F 2024 船用小形スタンドローラ
JIS F 2205 ブームレスト頭部金物
JIS F 2251  船用小荷重デリックブーム
JIS F 2351 水密すべり戸開閉指示器

【舟艇分科会関連：7規格】
JIS F 0101 舟艇－ワイヤロープの使用基準
JIS F 1033 舟艇－ガソリン機関区画及びガソリンタンク区画の換気
JIS F 1036 舟艇－最大推進出力値の決定：船体の長さ8 m未満の舟艇
JIS F 1041 舟艇－最大搭載量
JIS F 1051-1 膨脹式ボート－第１部：最大出力4.5kW以下のボート
JIS F 1051-2 膨脹式ボート－第2部：最大出力4.5 kW以上 15 kW以下のボート
JIS F 1051-3 膨脹式ボート－第3部：最大出力 15 kW以上のボート
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背景・目的

⚫ 近年、コンテナ船等船舶の大型化に伴い、これらの船舶に装備される、えい航・係留金物などの船体ぎ装金物については、
大型化のみならず強度を中心により高度な性能を有するものに対する要求が高まっている。現状のJIS Fにおいては30年以

上前に制定された規格が多数であり、現状の船舶の大型化に対応しておらず、規格化されていないため、船主要求や船級
の検査において各造船所ごとに個別の対応となっている。

⚫ JIS F 2025（ケーブルクレンチ）及びJIS F 2026（水平ローラ付フェアリーダ）については、上記の背景のとおり、既存規格の最

大寸法を超える新たなタイプの規格化の要望がある。規格化に際しては、適切な強度を有することが必須であり、改めて
FEM等の強度解析を通じた強度性能の評価を実施したうえで強度要件に係る規定を定める必要がある。

⚫ 一方、ISOにおいては、これらのJIS Fに対応して、国際規格案ISO/DIS 24059（アンカーチェーンリリーサー）が間もなく発行予
定であり、また、国際規格ISO 13733:2020（上部ローラー付きユニバーサルフェアリーダ）が発行しており、今後、これらの国
際規格との整合を図るため、現行JIS Fの規定によるタイプのものとの性能要件や寸法要件等について比較検討が必要とな
る。

⚫ 上記の状況を踏まえて、現行JIS F 2025及びJIS F 2026について、強度評価のためのFEM解析、強度計算、ISO規格との整合
化に係る検討を通じて、強度、材料、寸法等含めた規格全般の再構築を行い、規格改正につなげることを目的とする。

効果
⚫ FEM解析や強度性能に係る解析の実施等を通じて得たデータをもとに規格改正が行われることによって、JIS Fの規定によ

る船体ぎ装金物の設計・取引の合理化、品質の向上、規格化による相互理解の促進によって船級承認や船主要求への個
別対応が解消され、これらの要求に対して容易に応えることが期待できる。

事業概要
(１)研究期間：2022年度
(２)実施状況
• ケーブルクレンチの呼び120のFEM解析結果と呼び122、142、162等の結果を比較検討し、適切な強度を有することを確認。

結果に基づき、寸法のスケールアップを行い、次年度規格案を取りまとめを行った。
• 水平ローラ付フェアリーダはJIS 解説の強度計算例とエンジニアリング会社が行った計算結果をもとに強度計算を実施し、

強度の確認を実施した。

ISO・JIS規格策定に向けた調査

（4） ケーブルクレンチ及び水平ローラ付フェアリーダの強度評価に関する調査研究
【日本財団助成事業: 新規 】 【終了】

 

背景・目的
GHG排出削減のために代替燃料の利用技術が開発されつつある。代替燃料の利用技術では、これまでの石油燃料とは

異なる機器が使用され、その中には新たな規格化が必要なものがある。技術開発は国際的な競争状況にあり、規格化
は競争力に影響する場合がある。そこで、本調査では、現在代替燃料船を建造する際に、利用可能な基準（IGFコード

等）・規格について調査し、既存基準・規格の整理および新たな規格化を必要とする技術・製品を洗い出すことを目的とす
る。 この調査で対象とする代替燃料はLNGおよびLPGとする。

事業概要
(１)研究期間：2022年度の1年間
(２)研究内容
1. LNG及びLPG燃料船の主要構成（LNG燃料ガス供給シ

ステム（FGSS）等。ポンプやバルブ等も含む）を調査し、
可能な範囲にて製造者の情報も収集し、リスト化。

2. 船舶で利用可能な他分野の利用可能な既存基準・規
格を調査。

3. 各主要構成機器・システムの製造において、利用又
は参照している基準（IGFコード等）・規格等を調査。

4. 新たに制定又は改訂が必要な技術規格作成の可能
性を調査。

効果
温室効果ガス排出を低減する船舶「低エミッション船」実現に向け、燃料にLNG、LPGの利用が進んでいる。既存基準・規

格の整理および新たな規格化を必要とする技術・製品を洗い出すことにより、調達を容易にし、作業工数の削減や競争力
の強化等に寄与することが期待できる。

（5）代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関する調査研究（1/5）

【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

ISO・JIS規格策定に向けた調査

調査スケジュール
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LNG及びLPGの特徴
・LNGとLPGの液化温度（大気圧での沸点）

メタン：−161.5℃ プロパン：−42.1℃ （この液化温度差が供給システムの違い）

（造船所ヒアリングからの情報）

✓LPGでは、常温常圧のタンクで気化したガスは再液化システムを通し液化しタンクに戻す（圧縮機を通しガスを加圧した後液化しタンク

へ）。

✓LNGでは、原則ガスの再液化せず、気化したガスはタンクから排出（タンク内に溜めるとタンク内圧が上昇し危険な状態になるため）。

LPG燃料船 推進システムフロー図
（出典）川崎重工株式会社ホームページ

LNG燃料船 推進システムフロー図
（出典）三菱重工業株式会社ホームページ

圧力0.6MPa 低圧FGSS

主機関 圧力20~30MPa 高圧FGSS

ISO・JIS規格策定に向けた調査

（5）代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関する調査研究（2/5）

【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

LNG及びLPG燃料船就航状況
・LNG燃料船は2012年就航は32隻。2020年には191隻に達し急速に増加。
・LPG燃料船は主機関が開発された段階で就航隻数は少ない。
・LNG及びLPG燃料船のFGSS等はノウハウが必要。

LNG及びLPG燃料船普及課題 → LNG燃料船の竣工・受注実績
のある国内全社にヒアリング又はアンケートを実施した。

・FGSS製品類の製品基準や規格の明確化で製品流通促進・低コスト化。
・構成部品の標準化（国産化）が可能であるかどうか（パッケージ販売?）

異常燃焼の問題はない（メタン価は無関係）が燃焼は不均一

ノッキングなどの異常燃焼の問題（メタン価に敏感）

 

造船所 主 機（噴射圧） FGSS 関連機材等

A社 ・IHI原動機バルチラ（低圧）
国外メーカからのパッケージ購入
（燃料タンクも含む）

・再液化装置搭載無し
・FGSS安全弁等の重要部品は実績
あるメジャーなメーカから調達

B社
・国内各社およびバルチラなどの
海外メーカ

・三菱造船（国内組み立て）他
※部品は国内外から調達

・現状、燃料タンクは中国製

C社 ・三井MAN（高圧）

・TGE Marine AG（独ボン）
※2015年三井E&S買収

・三菱造船
・郵船商事⇒LGM:Gloryholder
Liquefied Gas Machinery (DL) Co., Ltd
（中国:大連）
※高圧・低圧対応

・FGSSと燃料タンクはパッケージで
同時に調達

・二重管と配管とを接合する継手の
JIS化を要望

D社 ・三井MAN（高圧）
・TGE Marine AG（独ボン）
※2015年三井E&S買収

E社 ・川崎重工（高圧） ・海外 ・燃料タンクも海外

F社 ・IHI原動機バルチラ（低圧） ・中国
・FGSSと燃料タンクはパッケージで
同時に調達（中国）
・再液化装置搭載無し

G社 ・IHI原動機バルチラ（低圧）
・エア・ウォーター・プラントエンジニ
アリング（兵庫）

・FGSSと燃料タンクはパッケージで
エアウォータから調達。

LNG燃料船用FGSS（ガス燃料供給装置）の供給状況の例（造船会社ヒアリングおよびアンケート結果より）

ISO・JIS規格策定に向けた調査

（5）代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関する調査研究（3/5）

【日本財団助成事業: 新規】 【終了】
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代表機器調達先一覧の例（造船会社ヒアリングおよびアンケート結果より）

ISO・JIS規格策定に向けた調査

（5）代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関する調査研究（4/5）

【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

主要構成部品 参考にしている標準・基準 国内製造業者 海外製造業者

燃料ポンプ（遠心形ポンプ） GF編 9章9.9 (IGF 9.9)
GF編 附属書1 3章

シンコー 大宇造船海洋 (韓国)
Svanehoj Group (ﾃﾞﾝﾏｰｸ)
Vanzetti (イタリア)

燃料格納設備、プロセス用圧力容
器並びに燃料およびプロセス用管
装置に設ける弁

GF編 16章 16.7 (IGF 16.7)
GF編 附属書1  5章 (弁の構造お
よび強度はJIS又はNK規則)

中北製作所
三元バルブ製造

SNRI (フランス)
S&S VALVE (韓国)

燃料格納設備、プロセス用圧力容
器並びに燃料およびプロセス用管
装置に設ける逃し弁

GF編 6章 6.7 (IGF 6.7)
GF編 附属書1 6章

福井製作所

高圧FGSS GF編 13章 4, 13.6
ANSI
DIN
ISO 22547&22548 (使用実績無)

三井E&Sホールディングス
三菱造船

滬東重機有限公司
青島双瑞海洋環境工程股
份有限公司
海徳威集団
上海外高橋造船有限公司
SUNBO INDUSTRIES(韓国)
Gloryholder Liquefied Gas 
Machinery(D.L.)Co.,Ltd(中国)

低圧FGSS 三菱造船

エア・ウォーター・プラントエンジニ
アリング

LNG燃料タンク GF編 6章 6.3, 6.4, 6.6, 6.8, 6.9
GF編 13章 4, 13.6
GF編 16章

新来島サノヤス造船

エア・ウォーター・プラントエンジニ
アリング

FGSSとのパッケージで購入

青島双瑞海洋環境工程股份有限
公司
SUNBO INDUSTRIES(韓国) 
SOE(Sinopacific Offshore & 
Engineering)(中国)

下線の企業はヒアリングおよびアンケート以外の情報に基づき記載

 

ISO・JIS規格策定に向けた調査

（5）代替燃料（LNG、LPG）利用に伴う技術規格の現状と新規格のニーズに関する調査研究（5/5）

【日本財団助成事業: 新規】 【終了】

LNG燃料船代表機器 • 多くの部品を国内で調達することは可能。しかし、実際はコストや実績、船主、主機・
FGSSメーカーの意向等から、中国、韓国、欧州等国外からの調達が多い。

• FGSSと燃料タンクはパッケージでの購入が多い。

技術規格の現状 2000年当初からノルウェー・欧州での建造実績が多く、2010年代からは中国や韓国の建造
隻数も多くなっている。FGSSやLNGタンク等を基盤とした装備品は、建造実績の多い諸外国
の規格に依存しているところが多く、且つ調達の容易さからIGFコードの他、ANSI、DINおよび
SGMF等が利用されている（国内企業でのISO規格の利用無し）。JISの利用はFGSSと船体との
取り合い部に限定されている。

ユーザーからの新規
格のニーズ（具体化
に向けては、今後標
準部会／LNG燃料船
WGで継続検討）

• 低温流体管のフランジ継手の仕様
• 低圧のガス配管の標準化
• LNG燃料船のタンクコネクションスペースでの「承認されたフェイルセーフ型の自動ダン

パ」を船舶の居住区域で使用されている「Fire Damper」で代用するための仕様
• ガス管換気空気吸排気口のフレームスクリーン（アレスター）の仕様
• ISO8217（舶用燃料油規格）に相当する舶用燃料ガス規格が必要→→船用LNGの品質に

関する基準を定めたISO 23306:2020（海洋用途の燃料としての液化天然ガスの仕様）が
存在。しかし、算出式等は定めておらず、サプライヤーとユーザーとの合意となっている。

ユーザーからのバル
ブ製造業者へのリク
エスト

• バルブの選定は、過去の実績および信頼性、そして船主のオーダーを重要視。パーツ
の入手性にも関わるため。バルブメーカー側から性能などの実験結果の開示が必要。

• 現状では、メーカー毎にリーク量のばらつきが見られる。これはバルブメーカー毎に持っ
ている基準にばらつきがあるためで、造船会社としては注意している。

このたびの調査研究の纏め
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また、年度当初より計画をしておりました上記の 5件の調査研究の他、以下 1件の調査研究を年

度途中で追加実施いたしました。 

 

a) ISO/IEC国際規格の新業務項目提案（NP）への国内審議等に係る資料作成業務（新規：2022

年度[単年度]）（年度途中で追加実施した業務） 

＜背景及び目的＞ 

本調査では、ISO/IEC国際規格の作成にあたり最も重要な投票の一つに位置付けられている、

国際規格案の作成に着手するか否かを問う最初の国際投票である新業務項目提案（NP）に関

して、その提案概要を取り纏めるとともに重要性等を整理し、国内審議に資する資料を作成

する。 

＜効果＞ 

我が国の船舶、舶用機器の国際市場確保のため、さらに、日本の海事産業の国際競争力強化

のために、日本提案国際規格の作成と並行して、他国提案国際規格のうち、最も重要な投票

の一つに位置付けられている新業務項目提案（NP）への十分な検討の一助とする。 

＜2022年度の進捗状況＞ 

13 件の新業務項目提案（NP）に関して、その提案概要を取り纏めるとともに重要性等を整

理し、国内審議に資する資料を作成した。 
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3.2 2022年度活動報告（詳細） 

3.2.1 2022年度活動における「船舶に関する国際標準への日本の取組方針」に基づく「戦略的規

格提案等の実施」に関する取組み 

「船舶に関する国際標準への日本の取組方針」の二つの柱の一つである「戦略的規格提案等の実

施」のための以下の着実な活動を展開いたしました。 

当協会が国内審議団体を務める ISO及び IEC国際委員会は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

  

内容 委員会
制定済
規格数

作成中
規格数

船舶及び海洋技術 ISO/TC 8 408 85

海洋構造物（石油、LNG関連） ISO/TC 67/SC 7 22 10

船舶振動 ISO/TC 108/SC 2/WG 2 5 0

スモールクラフト（船体長さ24m以下） ISO/TC 188 95 13

船舶及び海洋構造物の電気設備 IEC/TC 18 64 25

合計 594 133

日本船舶技術研究協会が国内審議団体を務める
ISO及びIEC国際委員会

さらに、FLNGの設計（ISO/TC 67/SC 9 液化天然ガス用設備及び装置分科委員会。国内
審議団体：（一社）日本ガス協会）についても船技協が国内対応体制を構築している。

2023年3月15日現在
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3.2.1.1 日本提案の積極的な実施 

2022 年度に制定した日本提案による国際規格は以下のとおり 3件です。 

また、現在審議中の日本提案による国際規格は 9 件（新規提案 1 件、既存規格の改訂提案 8 件）

です。 

その他、現在審議中の国際規格の進捗を考慮しつつ、今後提案を計画している国際規格は現時点

で 4 件（新規提案 1件、既存規格の改訂提案 4件）です。 

ISO及び IECでは毎年 5 月 1日付でルール（ISO/IEC Directives Part 1）の改定が行われておりま

すが、近年は作成期間の短縮が強く求められており、提案前及び提案後も作成期間を十分に留意す

る必要がございます。そのため、ご提案社と当協会とで十分な協議をしつつ、分科会等での審議を

通じて、対応を進めております。 

  

  

 

日本提案の積極的な実施 (1/5)

2020年度 2021年度
2022年度

（2023年3月現在）

制定
4件

（新規3件、改訂1件）
7件

（新規3件、改訂4件）
3件

（新規3件）

審議中
18件

（新規7件、改訂11件）
12件

（新規4件、改訂8件）
9件

（新規1件、改訂8件）

●2020年度～2022年度に制定した国際規格の数

1. 戦略的規格提案等の実施
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なお、2022 年度に制定した日本提案による上記 3 件の国際規格の概要及び同規格の制定に伴う

期待される効果は以下のとおりです。 

 

規格番号 規格名称 概要 期待される効果 

ISO 23730 海洋環境影響評価

（MEIA)－海洋環

境影響評価に関す

る一般要件 

海洋環境影響評価に関する技術的手

法・手順を一般的に記述するもの。 

将来の商業ベースの海洋資源

開発が始まる際に必要となる、

民間でも使える深海調査とモ

ニタリング手法を提供できる。 

ISO 23668 排ガス洗浄水のモ

ニタリングシステ

ムのためのオンラ

イン pH 計測 

エンジン排ガス中の硫黄酸化物

（SOx）を低減するための船上の排ガ

ス洗浄システム（EGCS）に使われる

複合電極を用いた水素イオン濃度

(pH)の連続監視装置の性能要件及び

試験方法を取り纏めたもの。 

排ガス洗浄水のモニタリング

システムに関する測定・評価方

法を確立し、事実上、外国製造

業者による装置が独占してい

る市場に国内製造業者が参入

できる環境構築に寄与する。 

ISO 23807 非同期の船陸間デ

ータ伝送の一般要

件 

ISO 19847（船内データサーバー）で定

める船内データサーバー等で収集し

た船上搭載機器及びシステムからの

データを、非同期で陸側と通信、共有

するための要件（機能要件等）を取り

纏めたもの 

船舶 IoTデータを活用した安全

運航や効率運航に資するサー

ビス開発を促進し、国内海事業

界全体としての新たなビジネ

スモデル・イノベーションの創

出に寄与する。 

日本提案の積極的な実施 (2/5)

● 2022年度に制定した国際規格：3件

規格番号 新規/改訂
担当

分科会
名称

重点
分野

制定年

目標制定
時期

(ｱｸｼｮﾝ
ﾌﾟﾗﾝ)

評価

ISO 23730 新規 海洋技術
海洋環境影響評価（MEIA)－海洋環境
影響評価に関する一般要件

海洋開発 2022年4月 2022年1月
概ね計画

どおり

ISO 23668 新規 環境
排ガス洗浄水のモニタリングシステム
のためのオンラインpH計測

海洋環境 2022年11月 2022年8月
概ね計画

どおり

ISO 23807 新規 航海
非同期の船陸間データ伝送の一般要
件

IT・ビッグ
データ

2023年3月 2023年3月
計画
どおり
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No. 規格番号
担当分科会

/WG
名称 重点分野

制定
見込み

現状の
段階

評価

1 ISO 24132 環境
液化水素用ローディングアームの設計
と試験

海洋環境 2023年2月
FDIS

投票中
順調

●審議中の国際規格（新規提案）：1件

日本提案の積極的な実施 (3/5)

 

●審議中の国際規格（既存規格の改訂）：8件

No. 規格番号 担当分科会 名称 重点分野
制定

見込み
現状の
段階

評価

1 ISO 5489 救命 救命艇用なわばしご その他 2023年8月
CD

投票承認

左記制定目標
までにISO規格
を制定させる

2 ISO 8728 航海 ジャイロコンパス その他 2023年11月 DIS投票中

3 ISO 9875 航海 船用音響測深装置 その他 2023年2月 FDIS投票中

4 ISO 15371 防火
船舶用厨房調理器具保護のための消
火装置

その他 2024年5月 AWI

5 ISO 16425 航海 船内LAN装備仕様
IT・ビッグ
データ

2023年10月
DIS投票

承認

6 ISO 19847 航海 船内データサーバー
IT・ビッグ
データ

2023年10月
DIS投票

承認

7 ISO 19848 航海 船上機器及び機器用データ標準
IT・ビッグ
データ

2023年10月
DIS投票

承認

8 ISO 22554 航海
船用プロペラ軸回転計−電気式及び無
接触式（小改訂）

その他 2023年11月
FDIS投票
準備中

日本提案の積極的な実施 (4/5)
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●今後提案予定の国際規格：5件（新規提案1件、既存規格の改訂4件）

No. 規格番号 担当分科会 名称 重点分野 提案見込み 評価

1 ISO 16328 航海 高速船用ジャイロコンパス（改訂） その他 2023年度初旬
改訂案の作成
は終了。

一方、航海分科
会担当のISO規

格案は多数が
審議中であり、
作業量を考慮
のうえ、NP提案
時期を調整中。

2 ISO 22090-1 航海
真船首方位信号伝達装置－第1部：ジャイロコ
ンパス方式（改訂）

その他 2023年度初旬

3 ISO 22090-2 航海
真船首方位信号伝達装置－第2部：地磁気方
式（改訂）

その他 2023年度初旬

4 ISO 22090-3 航海
真船首方位信号伝達装置－第3部：GNSS方式
（改訂）

その他 2023年度初旬

5 ISO xxxxx 救命 密閉式担架の国際標準化（新規） その他
未定

関係者と
協議中

検討中

日本提案の積極的な実施 (5/5)
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3.2.1.2 他国提案への適切な対応 

他国提案の国際規格案についても分科会等の審議を通じて、2022 年度（2023 年 3 月 15 日現在）

は日本提案を含む計 191件の国際規格案（主な国際規格案を次頁に参考記載）への日本回答を取り

纏め、規格内容への日本意見の反映及び適正化を図ることができました。 

 

 

●国内WGのタイムリーな設置（2022年度1件、2021年度2件、2020年度0件）

他国提案への適切な対応 (1/3)

●国際投票の適切な実施

＊＝WD投票、CD投票、定期見直し等

投票 2020年度 2021年度 2022年度
（2023年3月15日現在）

賛成 107 87 84

反対 27 6 10

棄権 42 46 39

その他＊ 50 92 58

合計 226 226 191
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規格番号
担当分科会

/WG
名称 重点分野 提案国

ISO 3725 環境
バラスト水サンプリング条約に遵守した監視装置の
ための検証試験プロトコル

海洋環境 米国

ISO 6319 環境 プロアクティブな船体洗浄の実施と文書化の方法 海洋環境 ﾉﾙｳｪｰ

ISO 8933-1 環境
船舶及び海洋技術 – エネルギー効率 ‐Part 1:個々の
エネルギー効率

海洋環境 デンマーク

ISO 8933-2 環境
船舶及び海洋技術 – エネルギー効率 ‐Part 2: 海事機
能ユニットのエネルギー効率

海洋環境 デンマーク

ISO 8665-2 舟艇 舟艇－出力測定及び宣言－電気推進 海洋環境 ドイツ

ISO 23625 舟艇 舟艇－リチウムイオン蓄電池 海洋環境 ドイツ

ISO 11326
LNG燃料船

機械及び配管
液化水素船の液化水素貯留タンクの試験手順 海洋環境 韓国

ISO 16259 LNG燃料船 LNG BOG再液化システムの船上での性能試験手順 海洋環境 韓国

ISO 10655 LNG燃料船
CNGおよびLNG機器および付属品－船舶用CNG及び
LNG推進システム

海洋環境 イタリア

ISO 24440
代替燃料船の船員用教育及び訓練
（LNG船の船員用教育及び訓練から名称を変更）

海洋環境 米国

IEC/ISO/IEEE 
80005-3

電気設備
陸電装置－第3部：低圧陸上電源接続システム－一
般要件

海洋環境 ﾉﾙｳｪｰ

●主な規格（新規提案）

他国提案への適切な対応 (2/3)

※下線部は、本年度追加規格
 

規格番号
担当分科会

/WG
名称 重点分野 提案国

ISO 24060-2 航海
OT用船上機器のソフトウェアロギングシステム－電
子サービスレポート

IT・ビッグデー
タ

米国

ISO 6017 舟艇 舟艇－自動水密換気遮断システム その他 韓国

●主な規格（新規提案）

他国提案への適切な対応 (3/3)

規格番号 担当分科会 名称 重点分野 提案国

ISO 17631 防火
船舶及び海洋技術－船舶救命設備及び消防設備
の図記号

その他 イタリア

ISO 15016 航海
速力試験データの解析による速力性能及び出力性
能の評価に関する指針

海洋環境 オランダ

ISO 4864
甲板機械及び

ぎ装
自己昇降的ユニットに関するジャッキシステム設備
－一般要件

その他 中国

ISO 6325
甲板機械及び

ぎ装
造船－制鎖器 その他 中国

ISO 16315 舟艇 舟艇－電気推進システム 海洋環境 ドイツ

ISO 25862:2019
/Amd 1

航海
船用磁気コンパス、ビナクル及び方位測定具－追
補1（磁気コンパス安全距離試験を定めた参考附属
書の追加）

その他 中国

●主な規格（改訂）

※下線部は、本年度追加規格
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NP
（新規提案）

CD
（委員会
原案）

DIS
（国際規格

原案）

FDIS（最終国際規格
原案） (又はPRF)

３年以内に規格制定（原則メンバー国による投票）

AWI

（承認済
新作業
項目）

５年毎に規格の定期見直し
（定期見直し投票で改訂が承認された場合）

【標準化過程の状態を表す略語】：
NP – 新作業項目提案 (New Proposal / New Work Item Proposal)

AWI – 承認済作業項目 (Approved new Work Item) 

CD – 委員会原案 (Committee Draft)

DIS – 国際規格案 (Draft International Standard)

FDIS – 最終国際規格案 (Final Draft International Standard)

PRF – 校正原稿 (Proof of a new International Standard）

参考：規格づくりの審議（投票）手順（ISOの場合）

規
格
作
成
過
程

国
際
規
格
制
定

当協会の標準部会・分科会・WG等で審議
（当協会が意見を取りまとめ、国際会議対応・投票）

国際
対応

ISO/TC8（専門委員会）・SC（分科委員会）・WG（作業委
員会）等での審議（日本からも提案内容の説明等で参画）

国内
対応

 

他国提案

日本提案

61規格

ISO/TC8で作成された規格

408規格（394規格）

総規格数
（408規格）

種類 規格数

航海計器 29 (28)

防火 8 (8)

環境 9 (8)

救命 3 (3)

リサイクル 2 (2)

バルブ 2 (2)

機械及び配管 1 (1)

構造 1 (1)

甲板機械及び
ぎ装

1 (1)

振動 1 (1)

海洋開発 4 (3)

合計 61(58)

参考：ISO（船舶・海洋）の規格数

2023年3月15日現在
（カッコ内は2022年2月の制定規格数）

航海計器

防火

環境

救命
リサイクル

バルブ

機械及び

配管
構造

甲板機械及

びぎ装
振動 海洋開発

日本提案61規格（58規格）の内訳
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3.2.1.3 船舶部門日本産業規格（JIS F）の制定 

2022 年度の活動の結果、JIS F 規格の制定・改正はございませんでしたが、今年度に開催した標

準部会で承認された 2 件の既存規格の改正原案に関しまして、産業標準化法第 12 条に基づき、主

務大臣（国土交通省）へ申し出を行いました。 

また、4 件の JIS F原案（新規原案：2件、既存規格の改正原案 2件）の作成着手又は担当委員会

における作成審議を進捗することができました。 

その他、「船舶部門日本産業規格（JIS F）の規格体系の見直しと新領域の開発に関する調査研究」

の一環として 2021 年度に実施いたしました、船体及び舟艇に関する既存の JIS F 規格 110件へのア

ンケート及びヒアリングによる改廃調査と新領域調査結果に基づく、担当委員会での審議・承認を

得た既存の JIS F 規格 15 件の廃止計画を 2023 年 2 月 21日開催の第 37 回標準部会へ提出いたしま

した。これらの JIS F規格に関しましては、当協会内規に基づく廃止に係る意見受付公告（28日間）

等の手続きを行ったのち、2023 年 9 月開催予定の次回標準部会で廃止に関する審議が行われる予

定となっております。 

 

 

 

作成状況概要（2022年度） 制定 改正 廃止 合計

①標準部会で作業計画を承認（2023年2月21日） 0 1 12 13

②JIS原案作成作業グループで審議中のJIS F規格案 2 1 ― 3

③標準部会でJIS F原案を承認（2023年2月21日）・
主務大臣（国土交通省）へ産業標準化法第12条に
基づく申し出完了

0 1 0 1

④標準部会でJIS F原案を承認（2022年9月30日）・主務
大臣（国土交通省）へ産業標準化法第12条に基づく
申し出完了

0 1 0 1

⑤制定・改正 0 0 0 0

合 計 2 4 12 18

年度別制定件数 2020年度 2021年度 2022年度
(2023年3月15日現在)

新規 1 2 0

改正 14 6 0

合計 15 8 0

船舶部門日本産業規格案（JIS F）の作成状況（概要）

JIS F規格の制定（1/4）

 

－ 35 －



－36－ 

 

制定状況 新規
／

改正

規格番号 名称 作業
開始

作業
完了

対応
国際規格

船技協内
原案作成ｸﾞﾙｰﾌﾟ

2022年3
月25日付

で官報公
示（2件）

改正 JIS F 8081 船用電気設備及び電子機器－電磁
両立性（EMC）－金属製船体の船舶

2020 2021 IEC 60533 電気設備

追補 JIS F 2622 パイロットラダー用船側はしご 2021 2021 ― 救命／ラダーWG

2022年9
月30日の

標準部会
でJIS F原
案を承認

改正 JIS F 8061 船用電気設備－第101部：定義及び
一般要求事項

2022 2022 IEC 60092-
101:2018

電気設備

2023年2
月21日の

標準部会
でJIS F原
案を承認

改正 JIS F 8443 船用フラッドライト 2022 2023 ― 電気設備

JIS原案作

成作業グ
ループで
審議中の
JIS F規格
案 (3件)

新規 JIS F xxxx アルミニウム船－アルミニウム合金
製ダビット

2020 2023 － 甲板機械及びぎ装
／アルミ艤装品
JISWG

新規 JIS F XXXX 電子海図表示装置 2021 2023 － 航海分科会／電子
海図WG

改正 JIS F 2805 船舶及び海洋技術－海上安全－膨
脹式救命器具のガス膨脹システム

2022 2023 ISO 
15738:2019

救命

船舶部門日本産業規格案（JIS F）の作成状況

JIS F規格の制定（2/4）

 

制定状況 新規
／

改正

規格番号 名称 作業
開始

作業
完了

対応
国際規格

船技協内
原案作成ｸﾞﾙｰﾌﾟ

2023年2
月21日の

標準部会
でJIS F原

案の作業
計画を承
認 (1件)

改正 JIS F 3303 フラッシュバット溶接アンカーチェーン 2023 2023 － 甲板機械及びぎ装

2023年2
月21日の

標準部会
でJIS F原

案の廃止
計画を承
認 (12件)

廃止 JIS F 2021 船用小形フェアリーダ 2023 2023 － 甲板機械及びぎ装

廃止 JIS F 2024 船用小形スタンドローラ 2023 2023 － 甲板機械及びぎ装

廃止 JIS F 2205 ブームレスト頭部金物 2023 2023 － 甲板機械及びぎ装

廃止 JIS F 2251 船用小荷重デリックブーム 2023 2023 － 甲板機械及びぎ装

廃止 JIS F 2351 水密すべり戸開閉指示器 2023 2023 － 甲板機械及びぎ装

廃止 JIS F 0101 舟艇－ワイヤロープの使用基準 2023 2023 舟艇

廃止 JIS F 1033 舟艇－ガソリン機関区画及びガソリン
タンク区画の換気

2023 2023 ISO 
11105:1997

舟艇

船舶部門日本産業規格案（JIS F）の作成状況

JIS F規格の制定（3/4）
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船舶部門日本産業規格案（JIS F）の作成状況

JIS F規格の制定（4/4）

上記に加え、要望調査、既存JIS規格の定期見直し及び原案作成グループ審議等に基
づく関係業界ニーズに応じて、新規JIS案及び既存JIS規格の改正計画を適切に更新・
実施する

制定状況 新規
／

改正

規格番号 名称 作業
開始

作業
完了

対応
国際規格

船技協内
原案作成ｸﾞﾙｰﾌﾟ

2023年2
月21日の

標準部会
でJIS F原

案の廃止
計画を承
認 (12件) 
(続)

廃止 JIS F 1036 舟艇－最大推進出力値の決定：船
体の長さ8 m未満の舟艇

2023 2023 ISO 
11592:2001

舟艇

廃止 JIS F 1041 舟艇－最大搭載量 2023 2023 ISO 
14946:2001

舟艇

廃止 JIS F 1051-1 膨脹式ボート－第1部：最大出力
4.5kW以下のボート

2023 2023 ISO 
6185-1:2001

舟艇

廃止 JIS F 1051-2 膨脹式ボート－第2部：最大出力4.5 
kW以上 15 kW以下のボート

2023 2023 ISO 
6185-2:2001

舟艇

廃止 JIS F 1051-3 膨脹式ボート－第3部：最大出力 15 
kW以上のボート

2023 2023 ISO 
6185-3:2001

舟艇

 

1. JIS F 2624 アルミニウム船－アルミニウム合金製手すり（新規）

（甲板機械及びぎ装分科会担当）

2. JIS F 3651 造船上向き作業用アシストーツ（新規）

（標準部会／アシストスーツWG担当）

3. JIS F 2407  マッシュルーム通風筒（改正）（甲板機械及びぎ装分科会担当）

4. JIS F 8102  船用電気設備－リチウム二次電池を用いた蓄電池設備（追補/改正）

（電気設備分科会担当）

5. JIS F 8103  舟艇－電気機器－リチウム二次電池を用いた蓄電池設備（追補/改正）

（電気設備分科会担当）

6. JIS F 8414  船用防水形照明器具─作業灯，壁付灯，信号灯及び手さげ灯（改正）

（電気設備分科会担当）

7. JIS F 8103 船用電気設備及び電子機器－電磁両立性（EMC）－金属製船体の船舶 （改正）

（電気設備分科会担当）

8. JIS F 2622 パイロットラダー用船側はしご（追補/改正）

（救命分科会／ラダーWG担当）

参考：2021年度に制定したJIS F規格
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船舶一般（用語・記号）

船体

機関

電気設備

舟艇

航海機器

作業船

環境
その他

JIS F 394規格の内訳

参考：JIS F（船舶・海洋）の規格数

種類 規格数

船舶一般
（用語・記号）

68(68)

船体 111(111)

機関 76 (76)

電気設備 64 (64)

舟艇 56 (56)

航海機器 9 (9)

作業船 5 (5)

環境 4 (4)

その他 1 (1)

合計 394 (394)

JIS Fの総数は、394規格（394規格）あり、分類と規格数は次のとおり。

2023年3月現在
（カッコ内は2022年3月の制定規格数）

 

参考：規格づくりの手順（JIS Fの場合）

①分科会・WG（原案作成グ
ループ）でJIS原案作成の準備民

間
企
業
様
か
ら
の
規
格
作
成
の
相
談

②標準部会（原案作成委員
会）で作業計画の承認

③分科会・WGでJIS原案作成
・完成

④意見受付公告等

⑤標準部会でJIS原案の承認

日本船舶技術研究協会
（原案作成団体）

国
土
交
通
大
臣
がJIS

原
案
を
日
本

産
業
標
準
調
査
会
（JISC

）へ
付
議

⑥
JIS

原
案
を
国
土
交
通
大
臣
へ
申
し
出

日
本
産
業
標
準
調
査
会
第
一
標
準

部
会
で
の
調
査
審
議
・国
土
交
通
大

臣
へ
答
申

国
土
交
通
大
臣
がJIS

規
格
の
制
定
・

官
報
公
示

調査研究の実施

※５年毎に規格の見直し

毎
年
当
協
会
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
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3.2.2 2022年度活動における「船舶に関する国際標準への日本の取組方針」に基づく「対応体制

の強化」への取組み 

 

3.2.2.1 全般 

「船舶に関する国際標準への日本の取組方針」の二つの柱の残りの一つである「対応体制の強化」

のための以下の着実な活動を展開いたしました。 

 

 

  

認識共有の方法 内容

船技協ホームページ

・ ISO規格一覧表（TC8（船舶及び海洋技術専門委員会）及び傘下SC（分科委員会）
にて審議中のもの）の掲載及び定期更新（四半期ごと）

http://www.jstra.jp/a02/a2b03/isoa3b2c04/
・ 国際会議の審議結果（報告書） https://www.jstra.jp/a02/a2b02/a3b2c04/2022/

E-mail
・上記一覧表に関する周知（船技協ホットメールの活用他）
・国際会議の審議結果報告（随時）

直接説明・意見交換・
アンケート調査

・ 関係業界との情報交換・意見交換の実施
・ 関係業界へのアンケートによる意見照会 (2022.06.09～2022.07.08で実施)

舶用品標準化推進協
議会／標準化ｾﾐﾅｰ

国の標準化への取組みや船舶及び海事にかかるISO/IEC/JISに関する網羅的な情報
を提供するため、2023年3月8日に第16回舶用品標準化推進協議会（標準化セミ
ナー）をWEB開催（参加者：約100名）。

(1) 関係者におけるISO等に関する認識の共有

(2) 役割分担を明確化したうえでの取組の強化（ISOコーディネーター）

ISOコーディネーター

・海上技術安全研究所

・船技協

企業の専門家

ISOの横断的知見、国際交渉のノウハウ

製品に関する詳細な知見

チーム

件名 ISOコーディネー
ター

企業

シーアンカー
（2018年制定）

海上技術安全研
究所

藤倉航装

電子傾斜計
（2016年制定）

海上技術安全研
究所

宇津木計器

船内通信電話機等
の装備指針
（2019年制定）

海上技術安全研
究所

日本舶用
エレクトロニクス

ISOコーディネーター制度の活用事例

2. 対応体制の整備
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開催時期 名称 内容 開催地

2022年9月 第11回標準化研修（初級
編）

初めて国際規格に従事される方を対象として、規格の分
類、規格作りの手順、ISO組織等の基礎的な知識を身に
付けていただくことを目的（参加者：約50名）。

WEB

(4) 議長、幹事等のポストの確保 （2023年3月現在（括弧内は2012年））

日本 韓国 中国 欧州 米国

議長 2(2) 2(2) 3(1) 1(3) 1(2)

幹事 1(1) 2(1) 3(2) 2(3) 3(3)

(3) ISO等に関する人材の確保・育成

(5) 日本主催の国際会議の積極的開催

(6) 国際連携に関する枠組みの
構築及び活用

2012年9月、日中韓によるISOに関
する協力覚書締結

年1回開催のスタッフ会議で、
情報交換・意見交換
2018年8月東京
2019年8月釜山（韓国）
2020年8月（WEB開催）
2021年8月（WEB開催）
2022年8月（韓国+WEB開催）

国際委員会 議長又は幹事

ISO/TC8/SC2(海洋環境保護)議長 千田哲也（船技協）

ISO/TC8/SC6(航海及び操船)議長 庄司るり教授（東京海洋大学）

同 幹事 長谷川幸生（船技協）

開催時期 会議名 開催場所

2022年4月 速力試運転データ解析作業委員会(TC8/SC6/WG17) WEB

2022年5月 防火作業委員会(TC8/SC1/WG3) WEB

2022年5月 速力試運転データ解析作業委員会(TC8/SC6/WG17) WEB

2022年9月 速力試運転データ解析作業委員会(TC8/SC6/WG17) WEB

2022年10月 スマートナビゲーションのための船陸間通信に関する国際
標準化の検討委員会 (TC 8/WG 10 Panel)

WEB

2022年10月 航海及び操船分科委員会 (TC 8/SC 6) WEB

2022年10月 速力試運転データ解析作業委員会(TC8/SC6/WG17) WEB

2022年11月 防火作業委員会(TC8/SC1/WG3) WEB

2022年12月 速力試運転データ解析作業委員会(TC8/SC6/WG17) WEB

2022年12月 海洋環境保護分科委員会 (TC 8/SC 2) マルメ+WEB

2023年3月 海洋環境影響評価作業委員会 (TC 8/SC 13/WG 4) WEB

2023年3月 シップリサイクル作業委員会 (TC 8/WG 6) WEB

【標準化研修】
第11回船技協標準化研修（初級編）

（2022年9月14日にWEBで開催。参加者：約50名）

【概要】

今回の研修は、初めて国際規格に従事される方を対象として、（一財）日

本規格協会 システム系・国際規格開発ユニットの長谷川瑠沙氏（SO/TC 

69（統計的方法の適用）SC6・SC8 委員会マネジャー）を講師に招き、規

格の分類、規格作りの手順、ISO（国際標準化機構）組織等の基礎的な知

識に関して講義を行って頂いた。

オンラインを活用した人材育成・成果普及

【舶用品標準化推進協議会】
第16回標準化セミナー

（2023年3月8日にWEBで開催。参加者：約100名）

【概要】

国の海事産業や産業標準化に関する施策の動向、異業種におけるISO/IEC/JIS開発への取組みのほか、当協会が国

際議長を務めるISO/TC 8/SC 2（海洋環境保護分科委員会）の最新動向の紹介、更には、海洋環境保護および海上安

全（IoT）に関する国際規格の取組みについての講演を行って頂いた。

● 9月の研修は、前年度に引き続き初級編を実施。
● 標準化セミナーは2023年3月に開催。

渡田 滋彦 常務理事

岡 一嘉 会長
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3.2.2.2 国際会議への日本代表者の派遣 

「船舶に関する国際標準への日本の取組方針」に基づき、ISO/IEC 国際規格等への我が国意見を

反映させるため、2022年度は 57件の国際会議（日本が議長／コンビーナを務める 12件および他国

が議長／コンビーナを務める 45件）に当協会から延べ 74名、関連事業者から延べ 146名の日本代

表者を派遣しました。 

これらの出席報告書に関しましては、https://www.jstra.jp/member/a05/（会員限定。閲覧にはパスワ

ードが必要です）から閲覧することができます。 
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国際会議への日本代表者の派遣 

国際会議名 開催期間 開催地 
当協会からの派遣者総数 

（うち、当協会職員数） 

1 

ISO/TC 8/SC 6/WG 17（速力試運転データ解

析作業委員会）会合 

（オランダ提案 ISO 15016, 速力試験データ

の解析による速力性能及び出力性能の評価

に関する仕様の審議） 

2022年 4月 5日 
WEB 

議長国：日本 

9名 

（1名） 

2 

ISO/TC 8/WG 8（液体及びガス燃料船舶作業

委員会）会合 

（代替燃料に関する用語規格作成のための

ブレインストーミング） 

2022年 4月 11日 WEB 
1名 

（1名） 

3 

ISO/TC 8/SC 8（船舶設計分科委員会）会合

（2022年 4月 22日） 

（SC 8で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 4月 22日 WEB 
2名 

（1名） 

4 

ISO 8933WG（個別舶用品のエネルギー効率

の計算・測定 ISO作業委員会）会合 

（デンマーク提案の個別舶用品及びシステ

ムに関する ISO規格 2件の審議） 

2022年 4月 28日 WEB 
2名 

（1名） 

5 

ISO/TC 8/WG 10（スマートシッピング作業

委員会）会合 

（WG 10で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 5月 11日～12日 WEB 
13名 

（2名） 

6 
ISO/TC 8/SC 1/WG 3（防火作業委員会）会合 

（ISO/TC 8/SC 1/WG 3で審議中の規格 4件） 
2022年 5月 16日 

WEB 

議長国：日本 

3名 

（1名） 

7 

ISO/TC 8/SC 1/WG 1（救命作業委員会）会合 

（極海域で用いる個人用／グループ用サバ

イバルキットに関する ISO規格の審議） 

2022年 5月 17日 WEB 
1名 

（0名） 

8 

ISO/TC 8/SC 1/WG 2（その他の安全器具作業

委員会）会合 

（救命艇用なわばしごに関する ISO 規格の

審議） 

2022年 5月 17日 WEB 
1名 

（0名） 

9 
ISO/TC 8/SC 1（海上安全分科委員会）会合 

（SC 1で作成中の ISO規格案の進捗確認） 
2022年 5月 18日～19日 WEB 

5名 

（2名） 

10 

ISO/TC 8/SC 8/AHG1（戦略ビジネスプラン

を検討するアドホックグループ 1）会合 

 

2022年 5月 19日 WEB 
1名 

（1名） 

11 

ISO/TC 8 CSAG（議長戦略諮問グループ）会

合 

（TC 8の将来の規格作成方針の検討） 

2022年 5月 24日～25日 WEB 
4名 

（2名） 

12 

ISO/TC 8 Managers’ Workshop（TC 8事務局

会議）会合 

（TC 8で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 5月 26日 WEB 
1名 

（1名） 

13 

ISO/TC 8/SC 6/WG 17（速力試運転データ解

析作業委員会）会合 

（オランダ提案 ISO 15016, 速力試験データ

の解析による速力性能及び出力性能の評価

に関する仕様の審議） 

2022年 5月 31日 
WEB 

議長国：日本 

9名 

（1名） 

14 

ISO/TC 8/WG 12（水棲有害生物種作業委員

会）会合 

（簡易分析装置の性能評価方法に関する

ISO 規格の審議） 

2022年 6月 1日～2日 WEB 
2名 

（0名） 
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15 

ISO 8933WG（個別舶用品のエネルギー効率

の計算・測定 ISO作業委員会）会合 

（デンマーク提案の個別舶用品及びシステ

ムに関する ISO規格 2件の審議） 

2022年 6月 9日 WEB 
2名 

（1名） 

16 

ISO/TC 8/WG 8（液体及びガス燃料船舶作業

委員会）会合 

（代替燃料に関する用語規格作成のための

ブレインストーミング） 

2022年 6月 14日 WEB 
2名 

（1名） 

17 

ISO/TC 188（スモールクラフト専門委員会）

会合 

（TC 188 で作成中の ISO 規格案の進捗確

認） 

2022年 6月 17日 WEB 
1名 

（1名） 

18 

ISO/TC 8/SC 2/WG 4（船上廃棄物管理作業委

員会）会合 

（欧州域の内陸航行船における船上廃棄物

の管理に関する ISO規格の審議） 

2022年 6月 21日 WEB 
1名 

（0名） 

19 

ISO/TC 8/WG 4（海上セキュリティ作業委員

会）会合 

（中国提案 ISO 23799, 船上サイバーセー

フティの評価の審議） 

2022年 6月 28日 WEB 
1名 

（1名） 

20 

ISO/TC 8/WG 12（水棲有害生物種作業委員

会）会合 

（簡易分析装置の性能評価方法に関する

ISO 規格の審議） 

2022年 7月 6日～7日 WEB 
2名 

（0名） 

21 

ISO/TC 8/SC 3/AHG1（配管及び機械分科委

員 会 ／ Roadmap for eco-friendly ship 

standards）会合 

 

2022年 7月 14日 WEB 
2名 

（1名） 

22 

ISO/TC 8/SC 8/AHG1（戦略ビジネスプラン

を検討するアドホックグループ 1）会合 

 

2022年 7月 14日 WEB 
1名 

（1名） 

23 

ISO/TC 8/SC 4/WG 6（船上揚貨装置作業委員

会）会合 

（中国提案 ISO 16123, 船上クレーン―旋回

ベアリングの審議） 

2022年 7月 25日 WEB 
2名 

（2名） 

24 

ISO 8933WG（個別舶用品のエネルギー効率

の計算・測定 ISO作業委員会）会合 

（デンマーク提案の個別舶用品及びシステ

ムに関する ISO規格 2件の審議） 

2022年 8月 23日 WEB 
2名 

（1名） 

25 

ISO/TC 8/SC 4（甲板機械及びぎ装分科委員

会）会合 

（SC 4で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 8月 25日 WEB 
2名 

（2名） 

26 

ISO/TC 8/SC 3/WG 19（低温機械及び部品作

業委員会）会合 

（韓国提案 ISO 11326, 水素船における液化

水素貯蔵タンクの試験方法の審議） 

2022年 8月 29日 WEB 
8名 

（2名） 

27 

ISO/TC 8 Managing Meeting（ISO/TC 8 総会

準備会合）会合 

（TC 8総会での審議・報告事項の確認） 

2022年 9月 6日 WEB 
3名 

（2名） 

28 

ISO/TC 8/SC 3（配管及び機械分科委員会）

会合 

（SC 3で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

 

2022年 9月 7日 WEB 
2名 

（1名） 
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29 

ISO/TC 8/SC 6/WG 17（速力試運転データ解

析作業委員会）会合 

（オランダ提案 ISO 15016, 速力試験データ

の解析による速力性能及び出力性能の評価

に関する仕様の審議） 

2022年 9月 13日 
WEB 

議長国：日本 

10名 

（2名） 

30 

ISO/TC 8（船舶及び海洋技術専門委員会）会

合 

（TC 8傘下分科委員会の活動報告・船舶及

び海上輸送から発生する GHG の排出削減

に係るセミナーの開催） 

2022年 9月 14日～16日 WEB 
8名 

（6名） 

31 

ISO 8933WG（個別舶用品のエネルギー効率

の計算・測定 ISO作業委員会）会合 

（デンマーク提案の個別舶用品及びシステ

ムに関する ISO規格 2件の審議） 

2022年 9月 27日 WEB 
2名 

（1名） 

32 

ISO/TC 8/SC 11（インタモーダル及び短距離

海上輸送）会合 

（SC 11で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 9月 28日 WEB 
1名 

（1名） 

33 

ISO/TC 8/WG 10 Panel（スマートナビゲーシ

ョンのための船陸間通信に関する国際標準

化の検討委員会）会合 

2022年 10月 5日 
WEB 

議長国：日本 

9名 

（2名） 

34 

ISO/TC 8/SC 6（航海及び操船分科委員会）

会合 

（SC 6で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 10月 6日 
WEB 

議長国：日本 

10名 

（4名） 

35 

ISO/TC 8/SC 3/WG 19（低温機械及び部品作

業委員会）会合 

（韓国提案 ISO 11326, 水素船における液化

水素貯蔵タンクの試験方法の審議） 

2022年 10月 11日 WEB 
7名 

（1名） 

36 

IEC/IEEE/ISO/TC 18/JWG 28（陸上受電設備

作業委員会）会合 

（IEC/IEEE 80005-1, 高圧陸電装置の追補 2

（自動車運搬船の新規附属書）の審議） 

2022年 10月 11日～14

日 
ロサンゼルス 

9名 

（2名） 

37 
ISO/TC 8/SC 8/WG 14（推進システム作業委

員会）会合 
2022年 10月 17日 WEB 

3名 

（1名） 

38 

ISO/TC 8/SC 8/WG 32（海事セクター用代替

燃料作業委員会）会合 

（イタリア提案 ISO 10665, CNG・LNG機器

及び付属品―船舶及び小型船舶用 CNG・

LNG推進システムの審議） 

2022年 10月 20日 WEB 
2名 

（2名） 

39 

ISO/TC 8/SC 8（船舶設計分科委員会）会合 

（SC 8で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

 

2022年 10月 21日 WEB 
2名 

（1名） 

40 

ISO/TC 8/SC 6/WG 17（速力試運転データ解

析作業委員会）会合 

（オランダ提案 ISO 15016, 速力試験データ

の解析による速力性能及び出力性能の評価

に関する仕様の審議） 

2022年 10月 25日～26

日 

WEB 

議長国：日本 

10名 

（2名） 

41 

ISO 8933WG（個別舶用品のエネルギー効率

の計算・測定 ISO作業委員会）会合 

（デンマーク提案の個別舶用品及びシステ

ムに関する ISO規格 2件の審議） 

2022年 11月 1日 WEB 
1名 

（1名） 

42 

ISO/TC 8/SC 1/WG 3（防火作業委員会）会合 

（ISO/TC 8/SC 1/WG 3で審議中の規格 4件） 

 

2022年 11月 15日～16

日 

WEB 

議長国：日本 

3名 

（1名） 
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43 

ISO/TC 8/WG 10（スマートシッピング作業

委員会）会合 

（ドイツ提案 ISO 4891, 船舶用スマートア

プリケーションの相互運用性の審議） 

2022年 11月 22日 WEB 
1名 

（1名） 

44 

ISO/TC 8/WG 10（スマートシッピング作業

委員会）会合 

（韓国提案 ISO 18131, パブリッシュ・サブ

スクライブ方式の船陸間同期通信の一般要

件の審議） 

2022年 11月 24日 WEB 
3名 

（0名） 

45 

IEC/TC 18（船舶並びに移動及び固定式海洋

構造物の電気設備専門委員会）会合 

（TC 18で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 11月 22日～24

日 
ミラノ 

1名 

（1名） 

46 

ISO/TC 188/SC 1（個人用救命器具分科委員

会）会合 

（TC 188/SC 1で作成中の ISO規格案の進捗

確認） 

2022年 11月 28日～12

月 2日 
東京＋WEB 

9名 

（3名） 

47 

ISO/TC 8/SC 3/WG 19（低温機械及び部品作

業委員会）会合 

（韓国提案 ISO 11326, 水素船における液化

水素貯蔵タンクの試験方法の審議） 

2022年 12月 5日 
ワシントン

＋WEB 

7名 

（2名） 

48 

ISO/TC 8/WG 12（水棲有害生物種作業委員

会）会合 

（簡易分析装置の性能評価方法に関する

ISO 規格の審議） 

2022年 12月 6日～7日 
マルメ 

＋WEB 

4名 

（1名） 

49 

ISO/TC 8/SC 6/WG 17（速力試運転データ解

析作業委員会）会合 

（オランダ提案 ISO 15016, 速力試験データ

の解析による速力性能及び出力性能の評価

に関する仕様の審議） 

2022年 12月 8日 
WEB 

議長国：日本 

9名 

（1名） 

50 

ISO/TC 8/SC 2（海洋環境保護分科委員会）

会合 

（SC 2で作成中の ISO規格案の進捗確認） 

2022年 12月 8日 

マルメ 

＋WEB 

議長国：日本 

10名 

（4名） 

51 

IEC/TC 18/MT 21（IEC 60533 電磁両立性メ

ンテナンスチーム）会合 

（IEC 60533（電磁両立性）の改訂に関する

審議） 

2022年 12月 16日 WEB 
1名 

（0名） 

52 

IEC/ISO/IEEE/TC 18/JWG 28/Task Force #1

（IEC/IEEE 80005-3（低圧陸電装置）を審議

するグループ）会合 

2022年 12月 20日 WEB 
1名 

（0名） 

53 

IEC/TC 18/MT 21（IEC 60533 電磁両立性メ

ンテナンスチーム）会合 

（IEC 60533（電磁両立性）の改訂に関する

審議） 

2023年 2月 17日 WEB 
1名 

（0名） 

54 

ISO 8933WG（個別舶用品のエネルギー効率

の計算・測定 ISO作業委員会）会合 

（デンマーク提案の個別舶用品及びシステ

ムに関する ISO規格 2件の審議） 

2023年 2月 21日 WEB 
1名 

（1名） 

55 

ISO/TC 8/WG 6（シップリサイクル作業委員

会）会合 

（中国提案 ISO 30005 (シップリサイクルマ

ネジメント－造船の製造チェーン及び船舶

運航時における有害物質の情報管理) の審

議） 

2023年 3月 7日 
WEB 

議長国：日本 

2名 

（1名） 
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3.3 その他－ISO/TC 8（船舶及び海洋技術専門委員会） 

TC 8の加盟国は次の図のとおり、日本を含む Pメンバー国（投票権有）（濃紺色及び淡紺色）が

27カ国及び Oメンバー国（投票権無）（オレンジ色）が 22カ国加盟しています。 

TC 8の加盟国に関する情報は次の URLから閲覧が可能です。 

 

https://www.iso.org/committee/45776.html?view=participation 

 

 
 

  

56 

ISO/TC 8/SC 13/WG 4（海洋環境影響評価作

業委員会）会合 

（中国提案 ISO 22787(海洋生物相の調査の

ための試験要件)の審議） 

2023年 3月 14日 
WEB 

議長国：日本 

2名 

（1名） 

57 

ISO/TC 8/SC 2/WG 13（船体汚損の水中洗浄

作業委員会）会合 

（プロアクティブ水中洗浄のノルウェ―提

案 ISO規格に関する審議） 

2023年 3月 29日 WEB 
7名 

（1名） 

TC8加盟国（2023年 3月現在） 
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また、TC 8内の SC（分科委員会）及び WG（作業委員会）組織図は次のとおりとなっています。 

議長 中国 Mr. Yanqing Li (2016 - )

事務局 中国 (2007 - ) 

タイトル 議長 事務局

SC1 海上安全 空席 米国

SC2 海洋環境保護
日本

（千田哲也氏）
米国

SC3 配管及び機械 韓国 米国

SC4 属具甲板機械及び
ぎ装

中国 中国

SC6 航海及び操船
日本

（庄司るり氏）
日本

（長谷川幸生氏）

SC7 内陸航行船 ロシア ドイツ

SC8 船舶設計 韓国 韓国

SC11 短距離海上輸送 米国 韓国

SC12 ラージヨット 英国 イタリア

SC13 海洋技術 中国 中国

TC

SC

S Ch

S Ch

WG
E

E
E

Cv
PL

PL

WG
E

E
E

Cv
PL

PL

TC： 専門委員会, 
SC: 分科委員会, 
WG: 作業委員会, 
Ch: 議長, S: 幹事
国, Cv: コンビーナ, 
PL: ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ, 
E: 専門家

ISO/TC 8及び傘下SCsの議長、事務局
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現在、規格開発中のWG数（TC8及び各SCの傘下）： 56
内、日本がコンビーナを務めるWG数（赤字）： 12 （新規は下線）

【TC 8（船舶及び海洋技術）：8】
WG 3（特殊海洋構造物及び支援船）
WG 4（海上安全）
WG 6（ISO 30000シリーズ）
WG 8（ガス燃料船）
WG 10（スマートシッピング）
WG 11（浚渫船）
WG 12（水棲有害生物）
WG 14（海事教育及び訓練）

【TC 8/SC 1（海上安全）：3】
WG 1（救命）
WG 2（安全器具）
WG 3（防火）

【TC 8/SC 2（海洋環境保護）：7】
WG 3（環境への対応）
WG 4（船上廃棄物管理）
WG 5（船底防汚システム）
WG 10（排ガス洗浄装置）
WG 11（エネルギー効率データ収集）
WG 12（海洋液化水素移送装置）
WG 13（船舶汚損の水中洗浄）

【TC 8/SC 3（配管及び機械）：6】
WG 7（加熱、換気及び空調）
WG 10（陸電装置）
WG 15（カーゴタンク用P/V弁）
WG 17（遠隔閉鎖システム）
WG 18（石油・水タンクの排水設備）
WG 19（代替燃料に関する

機械システムと部品）

【TC 8/SC 4（甲板機械及びぎ装）：6】
WG 2（甲板機械）
WG 3（ぎ装品）
WG 4（係留金物）
WG 6（船上揚貨装置）
WG 7（コンテナ固縛装置）
WG 11（低温環境下における高マンガン鋼の海洋
部品）

【TC 8/SC 6（航海及び操船）：6】
WG 1（ジャイロコンパス）
WG 3（磁気コンパス及びビナクル）
WG 5（高速船用夜間暗視装置）
WG 9（指示計）
WG 16（船内情報系ネットワークシステム）
WG 17（速力試運転データ解析）

【TC 8/SC 7（内陸航行船：1）】
WG 1（内陸航路の安全及び持続性マネジメント）

【TC 8/SC 8（船舶設計）:7】
WG 14（プロペラ）
WG 26（船舶の居住性能）
WG 28（キャビンシステム）
WG 29（ワイヤーロープリフティングプラットフォー
ム）
WG 30（片開き戸）
WG 31（舷梯）
WG 32（海事セクターのための代替燃料）

【TC 8/SC 11（インタモーダル及び短距離
海上輸送）: 2】
WG 2（海上運用データモデル）
WG 3（ソフトウェアベースPMS）

【TC 8/SC 12（ラージヨット）： 4】
WG 2（安全及び船体完全性）
WG 3（装備）
WG 5（品質評価及び承認基準）
WG 6（環境及び持続性）

【TC 8/SC 13（海洋技術）: 6】
WG 1（潜水艇）
WG 2（海洋水文気象観測装置及び試験技
術）
WG 3（海水淡水化）
WG 4（海洋環境影響評価）
WG 5（沿岸ブルーカーボン）
WG 6（海底探査）

※ 2023年3月15日現在

ISO/TC 8及び傘下SCsのWGsコンビーナ数

※ 下線部は、本年度に新設された委員会
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ISO規格の提案国別の審議中の規格数推移
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審議中の規格件数（全体）

※各年の3月時点での審議中の規格数

年年

件 件

ISO/TC 8における審議規格件数の推移

●中国提案の割合が全体の約4割を占める。
●コロナの影響で審議中の規格件数の減少が続く一方で、中国提案数は高いレベルで
維持。韓国も2023年は回復傾向。日本は提案規格の制定に伴い、徐々に件数が減少。

 

2023年3月15日現在

提案国別の審議中の規格件数（TC 8）

委員会 担当分野
日
本

韓
国

中
国
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ノ
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ス
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ン

そ
の
他

合
計

TC8 船舶及び海洋技術 4 3 2 1 2 2 1 15

SC1 海上安全 2 1 1 2 1 1 8

SC2 海洋環境保護 1 1 1 1 4

SC3 配管及び機械 1 2 2 5

SC4 甲板機械及びぎ装 5 14 19

SC6 航海及び操船 6 1 1 8

SC7 内陸航行船 1 1

SC8 船舶設計 1 9 1 11

SC11 短距離海上輸送 1 2 3

SC12 ラージヨット 2 2 2 6

SC13 海洋技術 4 1 5

合計 9 12 34 3 4 3 2 0 5 1 0 0 5 2 0 0 5 85

ISO/TC 8における審議規格件数の推移
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4. 舶関係産業標準化事業に関する活動計画案 

2023 年 2 月 21 日開催の第 37 回標準部会で承認された、船舶関係産業標準化事業に関する 2023

年度の活動計画案は以下のとおりです。 

また、2023 年度に計画をしております、調査研究の概要を次頁以降に記します。 

 

 

 

  

 

(1) 日本提案の積極的な実施
日本の関連業界の技術開発の動向及び調査研究結果等を踏

まえ、主に以下の我が国提案の国際規格の作成を推進する。
• 海洋環境分野： ISO 24132（液化水素用ローディングアーム

の設計と試験）
• IoT・ビッグデータ分野： ISO 16425（船内LAN装備仕様）、

ISO 19847 （船内データサーバー）およびISO 19848（船内
データ標準）

• その他の分野： ISO 8728（ジャイロコンパス））等
また、ISOコーディネーターの制度を有効に活用し、国内各社

の国際標準化への取組みを支援する。

(2) 他国提案への適
切な対応

船体水中洗浄分野、
ゼロエミッション分野
（陸電装置&代替燃料

等）、スマートシッピン
グ分野等の他国の提
案による重要な国際規
格に対しても、関係業
界等と連携し、迅速且
つ的確な対応を図る。

(3) JIS規格の制定
JIS Fに対する事業者ニー

ズを把握し、必要性の認め
られた事項について、新規
JIS F原案又は既存JIS Fの
改正案を作成する。

また、過年度に実施した
JIS Fの規格体系の見直しと

新領域の開発に関する調
査研究結果に基づき、JIS F
の適正化を行う。

(４) 調査研究の実施
上記(1)～(3)を効果的かつ確実に実施するため、次頁の調査研究を実施する。

2. 対応体制の整備

(1) 認識の共有
各分科会にてISO

の審議状況等を紹
介するとともに新規
提案及び他国提案
への対応等の審議
を行う他、標準化セミ
ナー等でもISO審議
状況を紹介する。

(3) 人材育成
の推進

規格作成を
担う人材育成
のため、標準
化研修会の開
催、国際会議
へ参加促進等
を行う。

(5) 国際会議主
催の推進

我が国の関係
業界等が深い関
心を持つ国際委
員会等を主催し、
日本意見の反映
及び日本のプレ
ゼンスの維持・向
上に努める。

(6) 国際的協力
体制の活用

日中韓MOUに基

づくスタッフ会議
(年1回開催)等に

より、中韓の標準
化動向を把握する
とともに、日本提
案への理解増進
を図る。

(2) 取組の強化
海上・港湾・航空

技術研究所および
船技協より任命した
ISOコーディネーター

による国際会議へ
の提案・審議（英語
サポート、プロジェク
トリーダ代理等）の
支援を行う。

(4) 議長等ポス
トの確保

重要規格を審議
する国際委員会
の議長等のポス
トの維持・獲得
に取り組む。

1.戦略的規格提案等の実施

船舶関係産業標準化事業－2023年度活動計画（案）
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調 査 名
実施期間
（予定）

ISO・IEC

関係

（１）電子傾斜計の国際規格の見直しに伴う調査研究（新規）

２３・２４

（２）低圧陸上受電装置に関する調査研究（新規）

２３

（３）舶用品のエネルギー効率を算定する新規ISO規格に関する調査（新規）

２３

（４）IEC 60533（電磁両立性（EMC））の改正に伴う調査研究（新規）

２３

JIS関係

（５）えい航・係留金物の標準化に関する基礎調査（新規）

２３

概要： 2026年1月1日以降に建造される総トン数3,000トン以上のばら積み

貨物船およびコンテナ船への搭載が義務化予定の電子傾斜計の試験規格
ISO 19697の改訂に資する。

概要： 個別舶用品のエネルギー効率の計算・測定手法を取り纏める予定
のISO 8933のエネルギー効率を試算し、計算・測定手法の適切性等を国内
製造業者へヒアリングし、日本意見を取り纏める。

概要： 400V以上1000V未満の低圧陸電装置（中小型内航船舶が主な対
象）の仕様を取り纏める予定のIEC 80005-3の内容を精査のうえ、国内取
入れに関する調査・整理し、日本意見を取り纏める。

概要： 電気機器が周囲に不要な電磁ノイズを放出していないか（エミッション）
等の電磁両立性の試験要件を取り纏めたIEC 60533の改訂内容を精査のうえ、
国内取入れに関する調査・整理し、日本意見を取り纏める。

概要： 2024年1月1日発効予定の「安全な係船のための係船装置の設計・選
定に関するガイドライン（IMO)」への船主、造船所等への影響や課題等を調査
し、その結果を以て標準化の方向性を明らかにする。

ISO・IEC・JIS規格策定に向けた調査

 

背景・目的
⚫ 2022年6月のIMO/NSCR 9で、総トン数3,000トン以上のばら積み貨物船およびコンテナ船に対して、国際基準（決議MSC.363 (92)）に適合した

電子傾斜計の搭載を義務化するSOLAS条約第V章及び関連条約証書の様式の改正案が合意。
⚫ 2026年1月1日以降に建造される船舶に適用見込（2023年6月開催のIMO/MSC 107で採択見込）。
⚫ 決議MSC.363(92)に基づく試験規格は、ISO 19697:2016としてTC 8/SC 6にて日本主導により、作成済。
⚫ 一方、IMOにおいて、2014年7月1日以降に搭載する船橋機器の警報表示要件（電源喪失等）を定めたIMO Res. MSC 302(87) 船橋警報管理

(BAM)要件が新たに策定され、BAM規格としてIEC 62923 Seriesで取り纏められている。IMO性能基準に基づく船橋機器の試験要件等を定めた
ISO/IEC規格はこのBAM要件の反映が求められている。

⚫ そのため、電子傾斜計の試験規格を定めたISO 19697:2016へもBAM要件を盛り込む必要がある。
⚫ また、昨今の船舶へのLANの普及を鑑み、LAN接続を念頭にインタフェース要件の見直しも行う（現在はシリアル接続のみ）。

事業概要
(１)研究期間：2023/2024年度の2年間
(２)研究内容
<2023年度 (計画)>

① IMOでの電子傾斜計関連審議におけるISO規格への意見（要望）の整理。
② BAM規格（IEC 62923 Series）準拠にあたっての課題の把握及び是正案の検討。
③ LAN接続用のインタフェース規格であるIEC 61162-450を適用するにあたっての課

題の把握及び是正案の検討。
④ ①～③に基づく、ISOへ新業務項目提案（NP）を行うための文書の作成。
<2024年度 (計画)>

① 2023年度調査研究結果を踏まえた改訂案の作成。
② 国際審議対応および同結果を反映した改訂案の更新を行い、2026年1月1日前の制

定を目指す。

効果
⚫ 電子傾斜計の設置は現在は任意であるため、欧州へ製品を輸出するための基準である舶用機器指令（MED）の適用外。しかし、義務化に伴

い、MEDの適用を受けることになり、BAM要件の試験も課される。電子傾斜計の試験規格ISO 19697にBAM要件を反映し、インタフェース対応
もLANを考慮する形で改訂することで、国内製造業者が製造する高性能の電子傾斜計の海外展開について、標準化の観点から支援すること
ができる（国際規格は、輸出の際の試験基準として活用されている）。

（１）電子傾斜計の国際規格の見直しに伴う調査研究
【日本財団助成事業: 新規】

（出典）株式会社宇津木計器ホームページ

ISO・IEC・JIS規格策定に向けた調査
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背景・目的
⚫国際海運2050年カーボンニュートラルを目指し、IMO GHG削減戦略の目標達成に向けて各国からの規格提案が活発化の兆し。

⚫港湾の岸壁で停泊中の船舶については、船内発電機（ディーゼル機関等）を停止して、船舶から排出される環境汚染物質
（CO2、NOx、SOx）を削減させるため、IECが主体となり、IEEE（米国電気電子学会）およびISOとの合同規格であるIEC 80005 
Series （陸上から船舶に電力供給するための陸上・船上の陸上電源接続システム（陸電装置））の標準化が行われている。

⚫ IEC 80005 Seriesは、Part 1が1000V以上の高圧陸電装置の仕様を、Part 2が高圧及び低圧陸電装置の監視および制御用の
データ通信の仕様を、Part 3が400V以上1000V未満の低圧陸電装置の仕様を定めている。

⚫現在審議中のIEC 80005-3（低圧陸電装置）（※ IEC 80005-1の審議は概ね終了しており、IEC 80005-2は2016年に制定済）を国
内へ適用した場合の課題を調査・整理し、IEC規格への日本意見として取り纏める。

事業概要
(１)研究期間：2023年度の1年間

(２)研究内容
<2023年度 (計画)>

① IEC 80005-3（低圧陸電装置）が取り纏める内

容を精査するとともに、この国際規格を国内
へ適用した場合の課題を調査・整理する。

② ①で得た結果に基づき、IEC 80005-3に対す
る日本意見を取り纏める。

効果
IEC 80005-3を国内へ適用した場合の課題を調査・整理することで、国内取入れに向けた問題点を整理でき、また、課題を日本

意見として反映することで、問題点の是正を図ることができる。また、国際規格の国内取入れに寄与することで、船舶から排出さ
れる環境汚染物質（CO2、NOx、SOx）の削減にも貢献できる。

（２） 低圧陸上受電装置に関する調査研究
【日本財団助成事業: 新規】

（出典）富士電機ホームページ

停泊中のCO2排出をゼロへ
陸上電力供給により、停泊中の船舶からのCO2排出をゼロへ

低圧のため、中小型
内航船舶（電池推進
船を含む）が対象と
なる見込み。

ISO・IEC・JIS規格策定に向けた調査

 

（３）舶用品のエネルギー効率を算定する新規ISO規格に関する調査
【日本財団助成事業: 新規】

背景・目的
⚫ ISO/TC 8（船舶及び海洋技術専門委員会）において、船上で消費されるエネルギーの損失防止、費用対効果の改善、船主・造船所が

新造・修繕においてエネルギー効率が高い部品を客観的に識別することへの補助等を目的として、個別舶用品のエネルギー効率の計
算・測定手法に関するISO規格（ISO 8933）の作成をデンマークが2021年7月に提案した。欧州（デンマーク・ドイツ・ノルウェー）や中国
からの専門家を中心として、活発な議論が行われている。

⚫ 2022年9月時点では、船上で特にエネルギーを消費するとされる、以下5つのカテゴリに含まれるシステムのエネルギー効率を計算・
測定する方法を検討している。また、各システムを構成する要素である個別舶用品についても、近日中に議論が開始される予定。

⚫ さらに、各システムに対する等級付け（レイティング）も議論されており、欧州域への輸出時の障壁とならないよう、日本の舶用品の優れ
た省エネ技術・性能を本規格に適切に反映させることが重要と思われる。

⚫ このため、ISO8933が国内舶用品へ及ぼす利点・影響度を調査するため、同規格に基づき試算し、より適切なエネルギー効率の算定
手法について国内製造社へヒアリングし、同規格の修正案又は規格改訂案の検討材料とする。

事業概要
（１）研究期間 1年間
（２）研究内容
① ISO 8933が規定する計算・測定手法によって試算し、エネルギー効率の適切性を、国内の関連の製造社にヒアリングする。
② ヒアリング内容等を総括し、ISO 8933の修正案又は改訂案の検討を行い対処方針に反映させる。

効果
国内舶用品製造社にとって適切なエネルギー効率の計算・測定方法を把握することにより、ISO 8933の規定内容の適正化並びに、今後
の省エネルギー関係のISO規格案を審議する際の検討材料となる。

【５つのカテゴリとシステムの一例】
① 圧力・流量（バラスト水処理装置、海水冷却システム、ボイラー等）
② 照明（航海灯等）
③ 暖房・冷房（空調設備、冷凍機等）
④ 機械（デッキクレーン、アンカーウインチ等）
⑤ 推進機能（太陽光発電、風力推進等）

規格中で図示される
システムの例

ISO・IEC・JIS規格策定に向けた調査
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背景・目的
⚫ IEC 60533（電磁両立性（EMC）－金属製船体の船舶）は、船用の電気設備及び電子機器の電磁両立性（EMC）※とその性能基準に

対する最少要件を取り纏めている。現状のIEC 60533では、各機器のグループ毎に、試験方法が規定されているが、このたびのIEC 
60533の改訂提案では、各機器のグループ毎の試験方法の廃止が検討されており、リスクベースやルールベースに基づく、全く新
しいアプローチの試験方法が検討され、全面改訂が想定されている。

※電磁両立性（Electromagnetic Compatibility：EMC）：電気機器が周囲に不要な電磁ノイズを放出していないか（エミッション）
及び電気機器が外的な電磁ノイズで性能を低下せずに作動するか（イミュニティ）の確認。

⚫ IEC 60533の改訂提案を国内に適用した際の問題点および課題を検討・整理し、日本意見として取り纏める。また、国際会議におい
て日本意見の反映に努め、これら一連の検討結果および行った対応を報告書に取り纏め、今後の国内での検討に資する。

事業概要
(１)研究期間：2023年度の1年間
(２)研究内容
<2023年度 (計画)>

① 現在版（2015年版）からの変更点の整理および課題の検討。
② ①に基づく国内関係者へのヒアリング（国内取入れに当たっての問題点の把握）
③ ①および②に基づく、日本意見の取り纏めおよび国際会議での対応。

④ ①～③を適宜報告書に取り纏め、国内委員会で報告（国内関係者への情報の周
知・共有）および各位意見の聴取、同意見に基づく国際対応へのフィードバック。

効果
⚫ IEC 60533は、IEC 60092-504（船用電気設備－第504部：自動化、制御及び計装）に引用され、更に、この規格に基づいて国際船級

協会連合統一規則（IACS UR E10：電気・電子機器に対する試験基準を規定）が策定されている。
⚫ 本IEC規格は、様々な機器の電磁両立性試験に影響を及ぼす重要な規格である。この調査研究の実施により、国内海事産業界へ

IEC 60533の全面改訂（大改訂）の状況および問題点を適切に周知・共有することができ、関係各位からの更なる意見を日本意見に
反映することで、IEC 60533の国内への適切な適用に寄与できる。

（４） IEC 60533（電磁両立性（EMC））の改正に伴う調査研究
【日本財団助成事業: 新規】

EMC試験設備(10m法電波暗室)

ISO・IEC・JIS規格策定に向けた調査

 

（５） えい航・係留金物の標準化に関する基礎調査
【日本財団助成事業: 新規】

背景・目的

⚫ IMOにおいて「安全な係船のための係船装置の設計・選定に関するガイドライン（MSC.1/Circ.1619）」が承認（2024年1月1日発効予定）。

⚫ 係船索（鋼製索、繊維索等）の強度低下防止のため、えい航・係留金物（クローズドチョック、フェアリーダー等）の係船索の曲げの直径
（D)と係船索の径（d）の比率D/dを適切な値での使用が要求された（具体的な数値は規定されていない）。

⚫ 石油会社国際海事評議会（OCIMF）は、 係留設備に関する指針（MEG4）において、D/d=15以上を要求し、造船所に対してこの基準への
適合性を求めている。

⚫ IACSは、このIMOガイドラインに基づき、D/dを検査することも表明しており、OCIMFのD/d=15を船級などから要求された場合、例えば、
クローズドチョックのJIS FやISOの規定によると、D/dはOCIMFの規定値を満足しなくなる。これにより、直径の大きい係留金物や太い係
船索への交換が必要となる懸念がある。

⚫ また、造船所からOCIMFに準拠したえい航・係留金物の規格化の要望がでている。

上記の状況を踏まえ、えい航・係留金物の設計や製造に係る現状と主要船級協会の対応などを調査し、今後の影響度合い等の課題を整
理したうえで、標準化の方向性などを明らかにする必要がある。

事業概要
（１）研究期間 2023年度の1年間

（現状把握し今後の標準化の方向性を見出すための基礎的な調査）
（２）研究内容
① IMOガイドライン発効に伴う、船主、造船所等への影響や課題等を調査

し、その結果を以て標準化の方向性を明らかにする。
② 主要船級協会の対応を調査する。
③ OCIMFの規定による規格改正要望に係る実態についても明らかにする。

効果 IMOガイドラインの発効に伴う、船主、造船所、船級協会等の現状や今

後の対応、課題整理するとともに標準化の現状や動向等を明らかにすること
により、えい航・係留金物の将来の規格化の方向性を明らかにでき、かつ、規
格化に係る要望に応えられる。

ISO・JIS規格策定に向けた調査

D/dの説明図 クローズドチョック

係留策ｄ

D

D/ｄ≧１５

えい航・係留金物
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5. JIS Fの普及 

当協会では、皆様に JIS F 規格を有効に用いて頂くために、分野毎に分類し、収録した和文及び

英文規格集 CDを刊行しています。 

 

JIS F和文規格集 CDの構成 

  船体及び舟艇 編（規格本体及び規格解説）： 2023年版 

  機関 編（規格本体及び規格解説）： 2021年版 

  電気 編（規格本体及び規格解説）： 2023年版 

 

JIS F英文規格集 CDの構成 

  HULL FITTINGS（規格本体及び規格解説）：2023年版 

  ENGINE＆VALVES（規格本体及び規格解説）：2021 年版 

  ELECTRIC APPLIANCES＆NAVIGATION 

   INSTRUMENTS（規格本体及び規格解説）：2022 年版 

  

の計 3編 

の計 3編 
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せ
、
こ
れ
ら
の
結
果
に
基
づ
き
、
補
正
方
法
及
び
試
験
手
順
の
検
討
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

 

提
案
国

 
ド
イ
ツ

 

規
格
の
概
要

 
第

1
部
は
、
低
温
に
よ
る
衝
撃
や
低
体
温
症
な
ど
の
影
響
か
ら
身
体
を
防
護
す
る
た
め
、
作
業
お
よ
び
レ
ジ
ャ
ー
用
の
常
時
着
用
型
の
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ー
ツ
の
性
能
及
び
安
全
要
件
、
第

2
部
は
低
温
に
よ
る
衝
撃
や
低
体
温
症
な
ど
の
影
響
か
ら
身
体
を
防
護
す
る
た
め
、
緊
急
時
用
退
船
時
着
用
型
ス
ー
ツ
の

安
全
要
件
、
第

3
部
は

h
el

ic
o
p
te

r 
tr

an
si

t 
su

it
s 
を
含
む
常
時
着
用
ス
ー
ツ
お
よ
び
退
船
時
着
用
ス
ー
ツ
の
試
験
方
法
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
断
熱
性
能
の
数
値
基
準
値
を
含
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
等
、

IM
O
で
の
審
議
も
視
野
に
い
れ
た
対
応
を
行
う
。

 

救
命
分
科
会
が
担
当
す
る

J
IS
規
格

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
直
し

 

な
し

 
 

 

調
査
研
究

 
な
し
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2
. 
防
火
分
科
会

 

主
査

 
山
岸
史
典
（
製
品
安
全
評
価
セ
ン
タ
ー
）

 

委
員

 
商
船
三
井
、
日
本
郵
船
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
菱
造
船
、
名
村
造
船
所
、
福
岡
造
船
、
南
日
本
造
船
、
エ
ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
防
災
、
カ
シ
ワ
テ

ッ
ク
、
重
松
製
作
所
、
ダ
イ
キ
ン

M
R
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
、
ヤ
マ
ニ
シ
、
海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
、
全

国
内
航
タ
ン
カ
ー
海
運
組
合
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
主
協
会
、
日
本
旅
客
船
協
会
、
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
、
日
本
船
舶
品
質
管
理
協
会
、
日
本

造
船
工
業
会
、
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
品
検
定
協
会
、
横
浜
国
立
大
学
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所

 

設
置

W
G

 
－

 

開
催
会
議

 
分
科
会

1
回
（

IM
O
防
火
検
討
会
と
同
時
開
催
）

 

防
火
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1
（
海
上
安
全
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 2

4
4

0
9

-2
 
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
船
上
の
安
全
標
識
、
安
全
関
係
標
識
、
安
全
に
係
る
警
告
及
び
安
全
に
係
る
表
示
の
デ
ザ
イ
ン
、
位
置
の
選
定
及
び

使
用
方
法
－
第

2
部
：
カ
タ
ロ
グ

 

作
成
段
階

 
 

提
案
国

 
オ
ラ
ン
ダ

 

規
格
の
概
要

 
船
上
の
安
全
標
識
及
び
安
全
関
係
の
警
告
の
標
準
様
式
を
取
り
纏
め
る
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
IM

O
基
準
と
の
齟
齬
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
対
応
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

4
4

0
9
-4

 
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
船
上
の
安
全
標
識
、
安
全
関
係
標
識
、
安
全
に
係
る
警
告
及
び
安
全
に
係
る
表
示
の
デ
ザ
イ
ン
、

 

位
置
の
選
定
及
び
使
用
方
法
：
第

4
部
一
般
的
な
緊
急
情
報
で
使
用
さ
れ
る
避
難
経
路
図
の
標
識

 

作
成
段
階

 
F

D
IS
投
票
中

 

提
案
国

 
日
本

 

規
格
の
概
要

 
避
難
経
路
図
（

 
E

sc
ap

e 
p
la

n
）
で
使
用
さ
れ
る
図
記
号
を
取
り
纏
め
る
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
オ
ラ
ン
ダ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
共
同
で
ド
ラ
フ
ト
を
作
成
中
。

 

防
火
分
科
会
が
担
当
す
る

J
IS
規
格

 

JI
S
規
格
の

改
正
に
向

け
た
事
前

検
討
予
定

の
案
件

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
直
し

 

F
0
0
5

1
 

船
舶
救
命
及
び
消
火
設
備
の
図
記
号

 
対
応
国
際
規
格
で
あ
る

IS
O

 1
7

6
3

1
の
改
正
作
業
が
終
了
次
第
、

JI
S

 F
 0

0
5

1
:2

0
0

3
と
の
差
異
を
確

認
の
う
え
、
ユ
ー
ザ
ー
（
特
に
造
船
所
）
に
要
望
や
意
向
を
確
認
し
て
、

JI
S

 F
 0

0
5

1
の
今
後
の
対

応
を
検
討
す
る
。

 

F
8
0
1

0
 

船
舶
及
び
海
洋
技
術

―
旅
客
船
用
低
位

置
照
明

―
配
置

 

対
応
国
際
規
格
で
あ
る

IS
O

 1
5

3
7

0
:2

0
2

1
と

JI
S

 F
8

0
1

0
:2

0
0

7
と
の
差
異
を
確
認
の
う
え
、
今
後
の

対
応
を
検
討
す
る
。

 

調
査
研
究

 
－
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3
. 
環
境
分
科
会

 

分
科
会
長

 
吉
田
公
一
（
日
本
舶
用
品
検
定
協
会
）

 

委
員

 
日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、
川
崎
汽
船
、
川
崎
重
工
業
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
井

E
&

S
造
船
、
大
島
造
船
所
、
三
菱
造
船
、
中
国
塗
料
、

カ
ナ
ヱ
塗
料
、
関
西
ペ
イ
ン
ト
マ
リ
ン
、
日
本
ペ
イ
ン
ト
マ
リ
ン
、
ア
ル
フ
ァ
ラ
バ
ル
、
富
士
電
機
、
三
菱
化
工
機
、
サ
タ
ケ
、

M
O

L
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

JF
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
三
浦
工
業
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
ジ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
横
河
電
子
機
器
、

IH
I
原
動
機
、
兵
神
機
械
、
東
京
貿
易
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
株
式
会
社
、
日
本
エ
ヌ
・
ユ
ー
・
エ
ス
、
エ
ム
・
イ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
水
圏
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
日
本
海
洋
科
学
、
大
阪
市
立
自
然

史
博
物
館
、
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
、
電
力
中
央
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
主
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
、
日
本
舶

用
工
業
会
、
日
本
塗
料
工
業
会
、
日
本
舶
用
品
検
定
協
会
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所

 

設
置

W
G

 
1

. 
防
汚
塗
料

W
G
（
千
葉
知
義
（
中
国
塗
料
））

 

2
. 
E

G
C

S
排
水
監
視

W
G
（
高
橋
千
織
（
海
上
技
術
安
全
研
究
所
）
）

 

3
. 
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
リ
ン
グ

W
G
（
吉
田
勝
美
（
水
圏
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
））

 

4
. 
燃
費
デ
ー
タ
報
告

W
G
（
吉
田
公
一
（
日
本
舶
用
品
検
定
協
会
））
、

 

5
. 
液
化
水
素
移
送
装
置

W
G
（
石
川
勝
也
（
川
崎
重
工
業
）
）

 

開
催
会
議

 
・
環
境
分
科
会
：

1
回

 

・
E

G
C

S
排
水
監
視

W
G
：

1
回

 

環
境
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 2
（
海
洋
環
境
保
護
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 5

2
0

4
（
船
上
に
搭
載
し
た

E
G

C
S
の
排
水
に
含
有
さ
れ
る
油
を
計
測
す
る
機
器
の
校
正
手
法
）

 

作
成
段
階

 
W

D
を
作
成
中

 

提
案
国

 
英
国

 

規
格
の
概
要

 
船
上
に
搭
載
さ
れ
る
排
ガ
ス
洗
浄
装
置
（

E
G

C
S
）
か
ら
の
排
水
に
含
有
さ
れ
る

P
A

H
（
多
環
芳
香
族
炭
化
水
素
）
の
濃
度
を
計
測
す
る
機
器
の
校
正
方
法

を
取
り
纏
め
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

IM
O
決
議

M
E

P
C

.2
5
9
（

6
8
）
で
は
、

E
G

C
S
か
ら
の
排
水
に
関
し
、
排
水
中
の

P
A

H
を
連
続
的
に
監
視
・
記
録
す
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
一
方
、

P
A

H
計
測
機
器
の
世
界
シ
ェ
ア
は
ド
イ
ツ
と
イ
ギ
リ
ス
が
独
占
し
て
お
り
、
他
企
業
の
機
器
を
用
い
る
と
、

P
A

H
以
外
の
物
質
を
感
知
し
、
船
上
搭
載
前

に
ア
ラ
ー
ム
が
作
動
す
る
等
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
日
本
は
本

IS
O
規
格
の
作
業
開
始
に
賛
成
し
た
。

2
0

2
0
年

1
2
月

9
日
に
開
催
さ
れ
た

T
C

 8
/S

C
 2

/W
G

 1
0
会
議
に
お
い
て
、
原
案
作
成
に
先
立
つ
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
た
。
現
在
、
提
案
国
で
あ
る
英
国

が
原
案
を
作
成
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
 6

3
1

9
（
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
船
体
洗
浄
の
実
施
と
文
書
化
の
方
法
）

 

作
成
段
階

 
N

P
投
票
承
認

 

提
案
国

 
ノ
ル
ウ
ェ
ー
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規
格
の
概
要

 
船
体
汚
損
が
拡
大
す
る
前
に
実
施
す
る
タ
イ
プ
の
船
体
洗
浄
（
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
船
体
洗
浄
）
の
標
準
的
手
法
を
取
り
纏
め
る
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・
環
境
分
科
会
と
は
別
途
組
織
し
た
、「

水
中
洗
浄
委
員
会
」
に
て
合
意
形
成
を
図
り
対
応
を
行
う
。
本
件
の

N
P
投
票
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
し
て
も
規

格
開
発
早
期
の
段
階
で
専
門
家
を
登
録
し
、
情
報
を
収
集
す
べ
し
と
の
認
識
と
な
り
、
賛
成
回
答
の
う
え
、
専
門
家

1
0
名
を
登
録
し
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 8

9
3

3
（
個
別
舶
用
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
計
算
及
び
測
定
手
法
）

 

作
成
段
階

 
C

D
準
備
中

 

提
案
国

 
デ
ン
マ
ー
ク

 

規
格
の
概
要

 
・
本
規
格
案
は

2
部
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（

IS
O

 8
9
3
3

-1
及
び

-2
）。

IS
O

 8
9
3
3

-1
は
、
個
々
の
舶
用
部
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を
評
価
す
る
た
め
の
一
般

的
な
測
定
及
び
計
算
方
法
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

IS
O

 8
9

3
3

-2
は
、
機
能
ユ
ニ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
接
続
さ
れ
た
複
数
の
部
品
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
を
評
価
す
る
た
め
の
一
般
的
な
測
定
及
び
計
算
方
法
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

 

・
本
規
格
案
の
審
議
は

IS
O

 8
9
3
3
W

G
で
行
わ
れ
て
い
る
（
主
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
中
国
、
韓
国
、
日
本
が
参
加
）
。
本

W
G

は
、

IS
O

 8
9

3
3

-2
に
規
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
優
先
し
て
審
議
し
、
圧
力
・
流
量
シ
ス
テ
ム
、
照
明
シ
ス
テ
ム
、
加
熱
・
冷
却
シ
ス
テ
ム
、
機
械
シ
ス
テ
ム
、

推
進
シ
ス
テ
ム
を
大
分
類
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
計
算
・
測
定
の
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
規
定
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
原
案
は
、

2
月
上
旬
に

T
C

 8
メ
ン
バ
ー
国
宛
て
に

C
D
（
委
員
会
原
案
）
と
し
て
照
会
さ
れ
る
予
定
。

 

・
IS

O
 8

9
3

3
-1
に
つ
い
て
は
、
上
記
の

IS
O

 8
9
3
3
-2
の
概
ね
の
骨
子
が
固
ま
っ
た
後
に
審
議
を
行
っ
た
。
本

W
G
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
ポ
ン
プ
、
圧

縮
機
、
フ
ァ
ン
、
機
械
的
動
力
伝
達
、
熱
交
換
、
電
気
的
動
力
伝
達
、
居
住
区
装
備
、
電
気
モ
ー
タ
ー
、
照
明
器
具
、
分
離
機
に
関
す
る
個
別
舶
用
品
を
対

象
と
す
る
方
針
と
し
た
。
現
在
、

W
G
内
の
有
志
で
各
舶
用
品
に
係
る
原
案
を
作
成
し
て
お
り
、

2
0

2
3
年

2
月

2
1
日
の

W
G
で
審
議
さ
れ
る
予
定
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
C

D
投
票
の
原
案
が
回
章
さ
れ
た
後
、
国
内
関
係
団
体
と
調
整
の
う
え
、

C
D
へ
の
提
出
意
見
を
検
討
す
る
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

3
6

6
8
（
排
ガ
ス
洗
浄
装
置
（

E
G

C
S
）
た
め
の
船
上

p
H
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
）

 

作
成
段
階

 
制
定
【

2
0

2
2
年

1
1
月
制
定
】

 

提
案
国

 
日
本

 

規
格
の
概
要

 
IM

O
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
規
定
さ
れ
る
排
ガ
ス
洗
浄
装
置
（

E
G

C
S
）
の
排
水
監
視
に
用
い
る
た
め
の

p
H
計
に
つ
い
て
、
実
用
的
な
規
格
を
策
定
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
日
本
主
導
に
て

2
0
2

2
年

1
1
月
に
制
定
し
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

4
1

3
2
（
液
化
水
素
用
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ー
ム
の
設
計
と
試
験
）

 

作
成
段
階

 
F

D
IS
投
票
中

 

提
案
国

 
日
本

 

規
格
の
概
要

 
液
化
水
素
の
海
上
輸
送
に
必
要
な
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ー
ム
の
設
計
要
件
と
試
験
方
法
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

L
N

G
用
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ー
ム
の
規
格
（

IS
O

 

1
6

9
0

4
と
同
様
の
構
成
）。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

S
IP
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
液
化
水
素
用
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
開
発
と
ル
ー
ル
整
備
」
で
原
案
作
成
。

 

・
2

0
2

3
年

3
月

2
3
日
を
投
票
期
限
と
し
て
、

F
D

IS
投
票
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 

環
境
分
科
会
／
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
リ
ン
グ

W
G
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

2
で
審
議
中
の
重
要
案
件
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規
格
名

 
IS

O
 3

7
2

5
（
バ
ラ
ス
ト
水
条
約
に
遵
守
し
た
監
視
装
置
の
た
め
の
検
証
試
験
プ
ロ
ト
コ
ル
）

 

作
成
段
階

 
D

IS
終
了
（

F
D

IS
は
省
略
予
定
）

 

提
案
国

 
米
国

 

内
容
及
び
特
記
事
項

 
バ
ラ
ス
ト
水
の
排
水
基
準
へ
の
準
拠
を
判
断
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
船
上
排
出
を
迅
速
に
評
価
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
、
遵
守
監
視

装
置
（
サ
ン
プ
ル
の
バ
ラ
ス
ト
水
に
存
在
す
る
微
生
物
の
数
が
規
定
値
を
超
過
し
て
い
な
い
か
を
予
測
す
る
た
め
、
迅
速
に
且
つ
簡
易
な
バ
ラ
ス
ト
水
の
分

析
を
提
供
す
る
機
器
：
簡
易
分
析
装
置
）
の
検
証
プ
ロ
ト
コ
ル
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
1
) 
環
境
分
科
会
／
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
リ
ン
グ

W
G
の
審
議
で
は
、
本
原
案
に
米
国
規
制
で
見
ら
れ
る
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
通
常
の
規
格
開

発
期
間
よ
り
早
い

1
8
か
月
間
内
で
の
制
定
を
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
（
通
常
の
規
格
開
発
期
間
は

3
6
か
月
間
）。

 

2
) 

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

2
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
（

2
0
2
0
年

1
月
開
催
）
で
は
、
本
規
格
が
規
定
す
る
試
験
が
船
上
試
験
か
ラ
ボ
試
験
の
い
ず
れ
か
を
焦
点
と
す
る

か
議
論
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
コ
ス
ト
面
か
ら
ラ
ボ
試
験
を
要
求
事
項
と
す
る
べ
き
と
い
う
声
が
多
く
、
ラ
ボ
試
験
を
焦
点
と
し
た
規
格
と
す
る
こ
と
に
合

意
が
得
ら
れ
た
。
船
上
試
験
に
関
す
る
規
定
は
、
参
考
附
属
書
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

3
) 

2
0
2

0
年

4
月
以
降
の
各
種

W
E

B
会
議
に
て
原
案
が
作
成
さ
れ
、

2
0
2
1
年

1
1
月

1
4
日
を
終
了
期
限
と
し
た

C
D
投
票
が
実
施
さ
れ
た
が
、

3
カ
国
の
反

対
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

D
IS
投
票
へ
の
移
行
の
決
定
は
見
送
ら
れ
て
い
る
。

 

4
) 

2
0

2
1
年

1
2
月

1
5
日
に
開
催
さ
れ
た

W
G

 1
2
会
議
で
は
、

IM
O

/P
P

R
の

C
G
に
よ
る
「

R
E

V
IS

E
D

 P
R

O
P

O
S

E
D

 P
R

O
T

O
C

O
L

 F
O

R
 T

H
E

 V
E

R
IF

IC
A

T
IO

N
 

O
F

 B
A

L
L

A
S

T
 W

A
T

E
R

 C
O

M
P

L
IA

N
C

E
 M

O
N

IT
O

R
IN

G
 D

E
V

IC
E

S
」
の
最
終
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
、

W
G

 1
2
会
議
と
し
て
は
、

IS
O

 3
7
2
5
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
迅
速
化
す
る
必
要
が
現
時
点
で
は
無
く
な
っ
た
た
め
、

P
P

R
に
お
け
る
同
プ
ロ
ト
コ
ル
案

の
審
議
状
況
に
鑑
み
、
今
後
の
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

5
) 

D
IS
投
票
が

2
0

2
2
年

1
1
月

1
0
日
を
期
限
と
し
て
行
わ
れ
、
特
段
の
技
術
的
意
見
及
び
反
対
票
無
く
、
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
制
定
に
向
け
た
手
続

き
を

IS
O

/C
S
（
中
央
事
務
局
）
で
行
う
予
定
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

1
7

1
1

-2
（
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
ル
収
集
及
び
取
り
扱
い
）

 

作
成
段
階

 
校
正
中

 

提
案
国

 
米
国

 

規
格
の
概
要

 
船
上
に
お
け
る
バ
ラ
ス
ト
水
の
サ
ン
プ
ル
収
集
及
び
加
工
に
必
要
と
な
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置
の
選
定
及
び
使
用
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
取
り
纏
め
た
も

の
。
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日
本
の
対
応
状
況

 
1

) 
環
境
分
科
会
／
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
リ
ン
グ

W
G
に
て
対
応
。

 

2
) 

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

2
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
会
議
で
は
、
米
国
・
中
国
・
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
が
事
前
に
提
出
し
た
意
見
を
中
心
に
議
論
を
行
っ
た
。
日
本
と
し
て
特

に
気
に
な
る
点
と
し
て
は
、
サ
ン
プ
ル
水
の
抽
出
に
用
い
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
プ
ロ
ー
ブ
を
試
験
の
度
に
洗
浄
・
消
毒
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
運
用

で
は
プ
ロ
ー
ブ
は
船
に
装
着
し
た
ま
ま
用
い
る
た
め
、
今
後
の
検
討
事
項
と
な
っ
た
。

 

3
) 

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

2
ウ
ェ
ブ
会
議
で
は
、

2
0
2
0
年

5
月

2
5
日
を
期
限
と
し
て
行
わ
れ
た

C
D
省
略
投
票
に
提
出
さ
れ
た
各
国
意
見
を
審
議
し
た
。
日
本

は
、
同
投
票
に
お
い
て
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
濃
縮
に
用
い
た
フ
ィ
ル
タ
ー
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
に
残
留
し
た
微
生
物
の
洗
浄
に
関
す
る
意
見
を
提
出
し
た

が
、
今
次
ウ
ェ
ブ
会
議
の
出
席
各
国
の
理
解
を
得
て
、
原
案
に
反
映
さ
れ
た
。

 

4
) 

2
0

2
1
年

2
月

2
4
日
を
期
限
と
し
て
、

D
IS
投
票
実
施
中
。
日
本
は
、
編
集
的
意
見
数
点
を
提
出
の
う
え
、
賛
成
で
回
答
。

 

5
) 

D
IS
投
票
は
特
段
の
反
対
な
く
承
認
さ
れ
た
が
、
編
集
的
部
分
の
修
正
が
生
じ
た
た
め
、

2
0

2
2
年

8
月

2
4
日
を

F
D

IS
投
票
が
実
施
さ
れ
、
承
認
さ
れ

た
。
日
本
は
、
編
集
的
意
見
数
点
を
提
出
の
う
え
、
賛
成
で
回
答
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

1
7

1
1

-3
（
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
ル
の
分
析
）

 

作
成
段
階

 
W

D
を
作
成
中

 

提
案
国

 
ス
イ
ス

 

規
格
の
概
要

 
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
バ
ラ
ス
ト
水
排
出
基
準
（

D
-2
基
準
）
へ
の
遵
守
を
判
断
す
る
た
め
の
手
法
を
取
り
纏
め
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
1

) 
環
境
分
科
会
／
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
お
い
て
対
応
。

 

2
) 

IS
O

 1
1

7
1
1
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
を
排
水
す
る
前
に
排
水
パ
イ
プ
か
ら
代
表
サ
ン
プ
ル
を
得
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
サ
ン
プ
ル
ポ
ー
ト
の
設
計

お
よ
び
搭
載
（

IS
O

 1
1

7
1
1

-1
）、

バ
ラ
ス
ト
水
の
サ
ン
プ
ル
収
集
及
び
加
工
に
必
要
と
な
る
サ
ン
プ
リ
ン
グ
装
置
の
選
定
及
び
使
用
（

IS
O

 1
1

7
1
1

-2
）
に
関

し
て
取
り
纏
め
て
き
た
。

IS
O

 1
1
7
1
1

-3
で
は
、
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
バ
ラ
ス
ト
水
排
出
基
準
（

D
-2
基
準
）
へ
の
遵
守
を
判
断
す
る
た
め
の

手
法
を
取
り
纏
め
て
い
る
。

 

3
) 

2
0

2
1
年

1
月

1
3
日
を
期
限
と
し
て

N
P
投
票
が
行
わ
れ
、

T
C

 8
の
新
規
作
業
項
目
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
日
本
は
、
賛
成
で
回
答
の
う
え
、
専
門
家

3

名
を
登
録
し
た
。

 

4
) 
現
在
、
近
日
中
の

C
D
段
階
へ
の
到
達
を
目
指
し
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト
間
に
お
け
る
意
見
照
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
は
、

2
0

2
2
年

1
2
月
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
マ
ル
メ
で
開
催
さ
れ
る

W
G

 1
2
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
に
お
い
て
、
審
議
さ
れ
た
。
こ
の
審
議
結
果
を
基
と
し
た
原
案
を
作
成
し
、

3
月
～

4
月
の
間
に

W
G

 1
2
会
議
を
ウ
ェ
ブ
で
開
催
予
定
。

 

環
境
分
科
会
が
担
当
す
る
主
な

J
IS
規
格

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 
－

 

調
査
研
究

 
「

E
G

C
S
用
濁
度
セ
ン
サ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
」
（

2
0
2
1
年
度
～

2
0
2

2
年
度
）
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1
0
 

 

4
. 
機
械
及
び
配
管
分
科
会

 

分
科
会
長

 
村
上

 
陸
尚
（
海
上
技
術
安
全
研
究
所
）

 

委
員

 

（
W

G
委
員
含
む
）

 

川
崎
汽
船
、
日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
川
崎
重
工
業
、
三
菱
造
船
、
ダ
イ
ハ
ツ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
阪
神
内
燃
機
工
業
、
ヤ
ン

マ
ー
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
赤
阪
鐵
工
所
、
三
菱
化
工
機
、
ダ
イ
キ
ン

M
R
、
高
工
社
、

A
G

C
、
セ
ン
ト
ラ
ル
硝
子
、
日
本
板
硝
子
、
日
東
精
工
、
海
上
技

術
安
全
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
主
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
工
業
会
、
板
硝
子
協
会

 

設
置

W
G

 
1

. 
空
調
及
び
通
風

W
G
（
足
立
勉
（
川
崎
重
工
業
）
）

 

開
催
会
議

 
分
科
会
（

0
回
）

 

機
械
及
び
配
管
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

8
/S

C
3
（
配
管
及
び
機
械
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

（
IS

O
/T

C
8
/S

C
3
に
て
現
在
審
議
中
の
規
格
：

5
件
。
こ
の
う
ち
、

IE
C

/I
E

E
E

 8
0
0
0
5

-1
:2

0
1
9
/F

D
A

m
d
2
（
高
圧
陸
電
装
置
の
部
分
改
訂
）
お
よ
び

IE
C

/I
E

E
E

 D
IS

 8
0

0
0

5
-3
（
低
圧

陸
電
装
置
）
の
審
議
に
つ
い
て
は
、

IE
C

/T
C

 1
8
の
国
内
対
策
委
員
会
で
あ
る
「
電
気
設
備
分
科
会
」
に
て
対
応
中
。
そ
の
他
、

IS
O

 1
1

3
2

6
を
除
く
他
の

2
件
は
国
内
的
に
は
関
心

は
少
な
い
）

 

規
格
名

 
IS

O
 7

5
4

7
:2

0
2

2
（
船
舶
の
居
住
区
及
び
そ
の
他
の
密
閉
空
間
の
空
調
及
び
通
風
－
設
計
条
件
及
び
計
算
基
準
）

 

作
成
段
階

 
2
0

2
2
年

4
月
制
定
（
改
訂
）

 

提
案
国

 
中
国
お
よ
び
米
国
の
合
同
提
案

 

規
格
の
概
要

 
国
際
航
海
に
従
事
す
る
商
船
の
居
住
区
及
び
そ
の
他
の
密
閉
区
間
の
空
調
及
び
通
風
の
た
め
の
設
計
条
件
と
適
切
な
計
算
方
法
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

な
お
、
外
気
条
件
と
し
て
は
極
端
な
提
案
又
は
高
温
・
湿
度
以
外
の
す
べ
て
の
条
件
を
対
象
に
し
て
い
る
。

 

【
2

0
1

2
年
版
（
前
版
）
か
ら
の
主
な
改
訂
内
容
】

 

－
2

0
0

8
年
に
発
行
し
た
正
誤
票
（
数
式
の
誤
記
修
正
）
の
反
映
。

 

－
船
内
換
気
に
関
す
る
関
連
規
格
で
あ
る

IS
O

 8
8
6
2
（
機
関
制
御
室
の
空
調
及
び
通
風
基
準
）
、

IS
O

 8
8

6
3
（
船
舶
の
操
舵
室
の
窓
）
、

IS
O

 8
8

6
4
（
船
の
操
だ

室
の
空
調
及
び
通
風
）
、

IS
O

 9
0
9
9
（
船
の
乾
物
庫
の
空
調
及
び
通
風
）
及
び

IS
O

 9
9
4
3
（
調
理
器
具
を
備
え
た
ギ
ャ
レ
ー
及
び
パ
ン
ト
リ
ー
の
通
風
及
び
空

気
処
理
）
を
統
合
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
機
械
及
び
配
管
分
科
会
、
機
械
及
び
配
管
分
科
会
／
空
調
及
び
通
風

W
G
に
て
検
討
。
技
術
的
な
問
題
は
な
く
賛
成
の
立
場
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

1
3

2
6
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
液
化
水
素
船
の
液
化
水
素
貯
留
タ
ン
ク
の
試
験
手
順
）

 

作
成
段
階

 
C

D
（
委
員
会
原
案
）（

投
票
期
間
：

2
0
2
2
年

1
2
月

1
0
日
～

2
0
2
3
年

2
月

4
日
。
各
国
意
見
有
）
（
新
規
）

 

提
案
国

 
韓
国
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1
1

 

規
格
の
概
要

 
こ
の
規
格
は
、
新
規
規
格
で
あ
り
、
水
素
運
搬
船
に
搭
載
さ
れ
た
、

1
,0

0
0
 m

3
以
下
の
貨
物
用

T
y
p

e 
C
真
空
断
熱
タ
ン
ク
※
（
水
素
貯
蔵
タ
ン
ク
）
の
一

般
的
な
検
査
お
よ
び
試
験
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
ま
た
、
純
粋
な
パ
ラ
水
素

 
(含
有
量
が

 
9

5
%

 
以
上

) 
を
輸
送
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
液
体
水
素
カ

ー
ゴ
タ
ン
ク
に
も
適
用
で
き
る
。

 
※

 
下
線
部
分
が
日
本
意
見
に
よ
り
追
加
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
日
本
回
答
の
取
り
纏
め
の
た
め
、
機
械
及
び
配
管
分
科
会
の
他
、
官
庁
関
係
者
、
水
素
供
給
利
用
技
術
協
会
等
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
組
織
等
へ
照
会
し
た
結

果
、「

液
化
水
素
運
搬
船
の
技
術
は
安
全
要
件
も
含
め
、
未
だ
検
証
の
段
階
に
あ
り
、
安
全
要
件
が
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
検
査
方
法
を
標
準
化
す
る
こ
と

は
不
合
理
。
先
ず
は
、
技
術
検
証
を
行
い
、

IG
C

 C
O

D
E
、

IG
F

 C
O

D
E
に
織
り
込
む
べ
き
。」

旨
の
意
見
を
添
付
し
、
反
対
の
日
本
回
答
を
行
っ
た
。

 

1
st

W
D
の
照
会
（

2
0

2
2
年

5
月

3
0
日
～

6
月

3
0
日
）、

2
n
d
W

D
の
照
会
（

2
0
2
2
年

7
月

2
9
日
～

8
月

1
9
日
）、

3
rd

W
D
の
照
会
（

2
0

2
2
年

9
月

8
日
～

3
0

日
）
に
対
し
て
、
各
々
の
照
会
へ
日
本
意
見
を
提
出
、
概
ね
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

W
D
で
の
審
議
結
果
を
反
映
し
た
ド
ラ
フ
ト
に
基
づ
き
、

C
D
投
票

が
行
な
わ
れ
た
が
、
日
本
は
意
見
無
し
で
回
答
。
し
か
し
、
こ
の
投
票
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ン
ド
お
よ
び
米
国
か
ら
多
数
の
意
見
が
提
出
さ
れ

て
お
り
、
日
本
と
し
て
の
問
題
の
有
無
に
関
し
て
現
在
確
認
中
。

 

上
記
の
国
内
対
応
ス
キ
ー
ム
と
し
て
は
、
川
崎
重
工
業
、

N
K
、
海
技
研
、
船
技
協
が
コ
ア
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
日
本
対
応
案
を
立
案
。
機
械
及
び
配
管
分
科

会
、
標
準
部
会
／

L
N

G
燃
料
船

W
G
、

H
y
S

T
R

A
等
へ
照
会
し
、
日
本
対
応
を
決
定
し
て
い
る
。

 

機
械
及
び
配
管
分
科
会
分
科
会
が
担
当
す
る
主
な

J
IS
規
格

 

JI
S
規
格
の
改
正
に

向
け
た
事
前
検
討

予
定
の
案
件

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

F
 7

0
0

5
 

船
用
配
管
の
識
別

 
国
内
法
規
と

JI
S
と
が
整
合
が
取
れ
て
い
る
が
、
対
応
国
際
規
格
と
は
整
合
が
取
れ

て
い
な
い
問
題
等
あ
り
。
分
科
会
で
現
在
検
討
中
。

 

F
 7

8
1

0
 

船
用
鋼
製
溶
接
ス
リ
ー
ブ
式
管
継
手

 
S

I
単
位
系
以
外
の
表
記
が
併
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
問
題
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
対
応

方
針
が
決
ま
り
次
第
、
改
正
の
た
め
の
作
業
計
画
を
標
準
部
会
へ
提
出
す
る
。

 

調
査
研
究

 
－
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1
2
 

 

5
. 
甲
板
機
械
及
び
ぎ
装
分
科
会

 

分
科
会
長

 
大
城

 
貴
昭
（
三
菱
造
船
）

 

委
員
（

W
G
委
員
含

む
）

 

海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
工
業
会
、
商
船
三
井
、
新
来
島
サ
ノ
ヤ
ス
造
船
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
、
日
本
シ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
、
墨
田
川
造
船
、
常
石
造
船
、
三
菱
造
船
、

U
A

C
J
他

 

設
置

W
G

 
小
型
高
速
艇
用
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
艤
装
品
設
計
基
準
規
格
原
案
作
成

W
G

 
主
査
：
岩
田
知
明
（
海
上
技
術
安
全
研
究
所
）

 

開
催
会
議

 
分
科
会
：

3
回
、

W
G
：

1
回

 
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

 

甲
板
機
械
及
び
ぎ
装
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 4
（
甲
板
機
械
及
び
ぎ
装
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 1

6
1

2
3
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
船
用
ク
レ
ー
ン
－
旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
）

 

作
成
段
階

 
N

P
投
票
承
認
（

2
0

2
2
年

4
月

1
1
日
付
）

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
に
搭
載
す
る
ク
レ
ー
ン
の
旋
回
部
に
用
い
る
ベ
ア
リ
ン
グ
の
寸
法
等
の
仕
様
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
船
級
協
会
規
則
に
準
拠
し
た
ク
レ
ー
ン
製
造
者
と
旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
者
間
の
合
意
に
よ
る
仕
様
に
よ
っ
て
設
計
及
び
製
造
を
し
て
い
る
た
め
、
規
格
化
の

必
要
性
が
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
反
対
の
日
本
回
答
を
提
出
。

 

規
格
名

 
IS

O
 6

3
2

5
（
制
鎖
器
）

 

作
成
段
階

 
N

P
投
票
承
認
（

2
0

2
2
年

4
月

1
6
日
付
）

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
用
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
及
び
ア
ン
カ
ー
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
と
の
組
合
せ
で
使
用
す
る
制
鎖
器
の
機
能
、
作
動
、
設
計
、
構
造
、
安
全
性
及
び
強
度
に
関
す
る
要
求

事
項
に
つ
い
て
規
定
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
N

P
投
票
に
お
い
て
特
段
の
コ
メ
ン
ト
の
提
示
は
せ
ず
賛
成
回
答
を
実
施
。
今
後
は
現
行

JI
S
の
製
鎖
器
の
提
案
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
予
定
。

IS
O
は
降
伏

荷
重
、

JI
S
は
引
張
荷
重
よ
る
強
度
評
価
な
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
主
流
な
降
伏
荷
重
を
採
用
し
て
い
る

IS
O

 6
3

2
5
の
規
定
を
採
用
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

8
8

2
1
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
複
合
的
に
接
続
さ
れ
た
係
留
索
）

 

作
成
段
階

 
N

P
投
票
承
認
（

2
0

2
2
年

1
1
月

3
日
付
）

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
用
の
複
合
的
に
接
続
さ
れ
た
係
船
索
の
分
類
、
構
造
及
び
記
号
、
設
計
要
件
、
試
験
及
び
検
査
方
法
、
表
示
に
つ
い
て
規
定
。
タ
ン
カ
ー
用
複
合
係
留
索

の
設
計
、
製
造
及
び
検
査
に
適
用
で
き
る
。
他
の
種
類
の
船
舶
に
使
用
す
る
複
合
係
留
索
と
し
て
参
照
に
よ
り
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
既
存
の

IS
O

 1
0

3
2

5
（

F
ib

er
 r

o
p
es

 -
 H

ig
h
 m

o
d
u
lu

s 
p
o
ly

et
h
y
le

n
e-

 8
-s

tr
an

d
 b

ra
id

ed
 r

o
p
es

, 
1

2
-s

tr
an

d
 b

ra
id

ed
 r

o
p

es
 a

n
d

 c
o

v
er

ed
 r

o
p
es
）
や
主
要
船
級
協
会

規
則
等
を
採
用
し
て
お
り
、
新
規
に
船
舶
用
の
係
留
索
の
規
格
化
の
意
義
が
希
少
で
あ
る
た
め
、

N
P
投
票
に
お
い
て
反
対
し
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

8
8

2
4
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術

 
–

 
船
舶
の
係
留
・
曳
航
設
備

 
–
 
水
平
ロ
ー
ラ
付
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
）

 

作
成
段
階

 
N

P
投
票
承
認
（

2
0

2
2
年

1
0
月

3
1
日
付
）
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1
3
 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
の
係
留
索
を
支
え
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
水
平
ロ
ー
ラ
付
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の
設
計
、
寸
法
及
び
技
術
的
要
件
に
つ
い
て
規
定
。
水
平
ロ
ー
ラ
付
フ
ェ
ア
リ

ー
ダ
の
設
計
，
製
造
，
受
入
れ
及
び
操
作
に
適
用
で
き
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
水
平
ロ
ー
ラ
付
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
は
、
え
い
航
・
係
留
装
置
の
範
疇
で
は
な
く
、
同
装
置
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
の
附
属
的
な
も
の
で
あ
り
、
船
舶
の
え
い

航
・
係
留
装
置
と
し
て
規
格
化
の
意
義
が
希
少
で
あ
る
た
め
、

N
P
投
票
に
お
い
て
反
対
し
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

6
1

2
3
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
船
用
ク
レ
ー
ン
－
旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
）

 

作
成
段
階

 
N

P
投
票
承
認
（

2
0

2
2
年

4
月

1
1
日
付
）

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
に
搭
載
す
る
ク
レ
ー
ン
の
旋
回
部
に
用
い
る
ベ
ア
リ
ン
グ
の
寸
法
等
の
仕
様
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
船
級
協
会
規
則
に
準
拠
し
た
ク
レ
ー
ン
製
造
者
と
旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
者
間
の
合
意
に
よ
る
仕
様
に
よ
っ
て
設
計
及
び
製
造
を
し
て
い
る
た
め
、
規
格
化
の

必
要
性
が
な
い
と
の
判
断
か
ら
、
反
対
の
日
本
回
答
を
提
出
。

 

甲
板
機
械
及
び
ぎ
装
分
科
会
が
担
当
す
る
主
な

J
IS
規
格

 

 
規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 
F

 x
x

x
x
（
新
規
）

 
船
用
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
一
般

ダ
ビ
ッ
ト

 

小
型
高
速
艇
用
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
艤
装
品
設
計
基
準
規
格
原
案
作
成

W
G
で
審
議
中

 

F
 3

3
0

3
 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ト
溶
接
ア
ン
カ

ー
チ
ェ
ー
ン

 

分
科
会
案
の
取
り
ま
と
め
が
完
了
し
、
日
本
規
格
協
会
へ
校
閲
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
標
準
部

会
で
の
作
業
計
画
の
承
認
の
審
議
・
決
定
を
予
定
。

 

調
査
研
究

 
「
ア
ン
カ
ー
の
規
格
提
案
に
関
す
る
調
査
研
究
」（

2
0
2
0
年
度
～

2
0
2
1
年
度
）

 

「
JI

S
 F

 2
2

0
5
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ン
チ
及
び

JI
S

 F
 2

0
2
6
水
平
ロ
ー
ラ
付
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の
規
格
改
正
に
係
る
強
度
解
析
及
び
評
価
」
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1
4
 

6
. 
航
海
分
科
会

 

分
科
会
長

 
庄
司
る
り
（
東
京
海
洋
大
学
副
学
長
）

 

委
員
（

W
G
委
員
含

む
）

 

川
崎
汽
船
、
商
船
三
井
、
日
本
郵
船
、
川
崎
重
工
業
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
井

E
＆

S
造
船
、
宇
津
木
計
器
、

M
T

I、
大
阪
布
谷
精
器
、
光

電
製
作
所
、
寺
崎
電
気
産
業
、
東
京
計
器
、
日
本
舶
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
日
本
無
線
、

B
E

M
A

C
、
古
野
電
気
、

Y
D

K
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
東
京
海
洋
大

学
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
全
国
船
舶
無
線
協
会
、
製
品
安
全
評
価
セ
ン
タ
ー
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
舶
電
装
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
中
小

型
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
工
業
会
、
日
本
舶
用
品
検
定
協
会

 

設
置

W
G

 
1

. 
コ
ン
パ
ス

W
G
（
宮
本
佳
則
（
東
京
海
洋
大
学
）
）

 

2
. 
磁
気
コ
ン
パ
ス

W
G
（
宮
本
佳
則
（
東
京
海
洋
大
学
）
）

 

2
. 

JI
S

 F
 0

4
1

2
改
正

W
G
（
山
田
隆
志
（

B
E

M
A

C
））

 

3
. 
電
子
海
図

W
G
（
桑
原
悟
（
日
本
海
洋
科
学
）
）

 

4
. 
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ

W
G
（
庄
司
る
り
（
東
京
海
洋
大
学
）
）

 

開
催
会
議

 
分
科
会
（

3
回
）、

コ
ン
パ
ス

W
G
（

3
回
）、

磁
気
コ
ン
パ
ス

W
G
（

0
回
）、

JI
S

 F
 0

4
1
2
改
正

W
G
（

0
回
）、

電
子
海
図

W
G
（

0
回
）、

 

ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ

W
G
（

0
回
）

 

航
海
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
（
航
海
及
び
操
船
分
科
委
員
会
）
、

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
（
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
委
員
会
）
、

 

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1

1
（
イ
ン
タ
モ
ー
ダ
ル
及
び
短
距
離
海
上
輸
送
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

※
 
下
記
記
載
の
他
、

T
C

 8
/S

C
 6
で
は
、
日
本
主
導
に
よ
り

2
件
の
既
存

IS
O
規
格
（
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス

1
件
お
よ
び
プ
ロ
ペ
ラ
軸
回
転
数
表
示
器

1
件
）
の
改
訂
を
実
施
中
。

ま
た
、
今
後
コ
ン
パ
ス
関
係

4
件
の
既
存

IS
O
規
格
の
改
訂
を
日
本
主
導
で
行
う
こ
と
を
計
画
（
提
案
時
期
は
他
の
日
本
主
導
案
件
の
進
捗
を
考
慮
）
。

 

※
 

T
C

 8
/S

C
 6
で
の
他
国
主
導
案
件
と
し
て
は
、
中
国
主
導
に
よ
る

1
件
の

IS
O

 2
5
8
6
2
:2

0
1
9
（
磁
気
コ
ン
パ
ス
）
の
追
補
（
部
分
改
訂
）（

目
的
：
磁
気
コ
ン
パ
ス
安
全
距
離
試
験

方
法
を
定
め
る

IS
O

 2
5

8
6

2
:2

0
1

9
の
新
附
属
書

F
の
作
成
）
が
審
議
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

9
8

4
7
（
実
海
域
デ
ー
タ
共
有
化
の
た
め
の
船
内
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
要
件
）
（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
D

IS
（
国
際
規
格
案
）
投
票
承
認
（
期
間
：

2
0
2
2
年

1
2
月

5
日
～

2
0
2
3
年

2
月

2
7
日
）

 

提
案
国

 
日
本
（

P
ro

je
ct

 L
ea

d
er
：
山
田
隆
士
氏

 
[B

E
M

A
C

]）
 

規
格
の
概
要

 
搭
載
機
器
又
は
シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
安
全
か
つ
効
率
的
に
共
有
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
船
上
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
の
要
件

を
取
り
纏
め
た
も
の
。
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1
5
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
W

G
を
設
置
せ
ず
、
航
海
分
科
会
で
直
接
審
議
。
こ
の

IS
O
規
格
を
審
議
す
る
国
際
委
員
会
は

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
6
（
主
査
：
森
本
峰
行
氏

 
[寺
崎

電
気
産
業

]）
。

 

・
 
日
本
舶
用
工
業
会

 
新
ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研
究
会

4
と
連
携
し
つ
つ
、
以
下
を
反
映
し
た
改
訂
版

IS
O

 1
9

8
4

7
を
作
成
中
。

 

1
) 

IS
O

 1
9

8
4

7
（
実
海
域
デ
ー
タ
共
有
化
の
た
め
の
船
内
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
要
件
）
対
応
機
器
用
試
験
要
件
の
追
加
（
拡
充
）

 

概
要
：

IS
O

 1
9

8
4
7
及
び

1
9
8
4
8
準
拠
の
製
品
開
発
に
資
す
る
た
め
の
試
験
要
件
を
拡
充
し
、
そ
れ
ら
製
品
の
認
証
を
船
級
他
の
認
証
機
関
が
出
来

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
機
器
の
普
及
、
信
頼
性
向
上
に
つ
な
げ
、
将
来
の
本
船
デ
ー
タ
の
活
用
を
目
指
す
。

 

2
) 
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
応
要
件
の
追
加

 

概
要
：

 
IS

O
 1

9
8
4
7
の

T
C

 8
.S

C
機
能
要
件
の
う
ち
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
関
す
る
要
件
を
強
化
す
る
。

 

・
 

2
0

2
1
年

1
0
月

2
5
～

2
7
日
に

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
6
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。
同
結
果
を
反
映
し
た

C
D
案
を

W
G

 1
6
専
門
家
へ
照
会
し
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

9
8

4
8
（
船
上
機
械
及
び
機
器
用
デ
ー
タ
標
準
）
（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
D

IS
（
国
際
規
格
案
）
投
票
承
認
（
期
間
：

2
0
2
2
年

1
2
月

2
日
～

2
0
2
3
年

2
月

2
4
日
）

 

提
案
国

 
日
本
（

P
ro

je
ct

 L
ea

d
er
：
森
本
峰
行
氏

 
[寺
崎
電
気
産
業

]）
 

規
格
の
概
要

 
船
舶
の
構
造
及
び
搭
載
さ
れ
て
い
る
装
置
に
適
用
さ
れ
、
各
装
置
の
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
及
び
シ
ス
テ
ム
間
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
処
理
に
用
い
ら
れ

る
デ
ー
タ
の
標
準
（
形
式
）
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

IS
O

 1
9
8
4
7
で
定
め
る
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
へ
の
入
力
及
び
出
力
に
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
W

G
を
設
置
せ
ず
、
航
海
分
科
会
で
直
接
審
議
。
こ
の

IS
O
規
格
を
審
議
す
る
国
際
委
員
会
は

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
6
。

 

・
 
日
本
舶
用
工
業
会

 
新
ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研
究
会

4
と
連
携
し
つ
つ
、
以
下
を
反
映
し
た
改
訂
版

IS
O

 1
9

8
4

8
を
作
成
中
。

 

1
) 
標
準
辞
書
の
拡
充
。

A
n
n
ex

 B
で
定
め
る
、
機
関
関
係
の
標
準
辞
書
の
解
説
を
追
加
す
る
ほ
か
、
航
海
デ
ー
タ
、
運
航
デ
ー
タ
、
船
体
状
態
・
強
度

デ
ー
タ
、
荷
役
関
連
デ
ー
タ
等
の
標
準
辞
書
及
び
解
説
を
作
成
し
、
追
加
す
る
。
各
国
の
取
組
み
に
も

IS
O

 1
9

8
4

8
が
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

 

・
 

2
0

2
1
年

1
0
月

2
5
～

2
7
日
に

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
6
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。
同
結
果
を
反
映
し
た

C
D
案
を

W
G

 1
6
専
門
家
へ
照
会
し
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

6
4

2
5
（
船
内
機
器
用
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
装
備
仕
様
（
船
内

L
A

N
装
備
仕
様
）
）（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
D

IS
（
国
際
規
格
案
）
投
票
承
認
（
期
間
：

2
0
2
2
年

1
2
月

5
日
～

2
0
2
3
年

2
月

2
7
日
）

 

提
案
国

 
日
本
（

P
ro

je
ct

 L
ea

d
er
：
山
田
隆
士
氏

 
[B

E
M

A
C

]）
 

規
格
の
概
要

 
航
海
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
機
関
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
独
立
し
た
船
内
機
器
、
シ
ス
テ
ム
間
の
通
信
を
改
善
す
る
た
め
の
船
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
装
備
仕
様
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
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1
6
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
W

G
を
設
置
せ
ず
、
航
海
分
科
会
で
直
接
審
議
。
こ
の

IS
O
規
格
を
審
議
す
る
国
際
委
員
会
は

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
6
。

 

・
 
日
本
舶
用
工
業
会

 
新
ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研
究
会

4
と
連
携
し
つ
つ
、
以
下
を
反
映
し
た
改
訂
版

IS
O

 1
6

4
2

5
を
作
成
中
。

 

※
 

IS
O

 1
6

4
2

5
は
、

L
A

N
の
船
内
装
備
要
件
を
定
め
て
お
り
、
実
装
し
や
す
い
要
件
・
構
成
に
改
め
た
。
ま
た
、

IS
O

 1
9

8
4

7（
船
内
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
）

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ

の
対
応
等
最
新
の
技
術
や
と
り
ま
く
環
境
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
新
た
に
追
加
す
べ
き
標
準
化
要
件
及
び
現
在
の

IS
O

 1
6

4
2

5
:2

0
1
3
で
定
め
て
い
る

要
件
で
更
新
す
べ
き
要
件
の
抽
出
を
行
い
、
更
新
し
た
。

 

※
 
国
内
及
び
海
外
に
於
け
る
無
線
に
よ
る
船
内

L
A

N
に
関
す
る
取
り
組
み
を
調
査
し
、

IS
O

 1
6

4
2

5
改
訂
案
へ
反
映
（
無
線

L
A

N
要
件
の
追
加
。
※

 

IS
O

 1
6

4
2

5
:2

0
1

3
は
有
線

L
A

N
）。

 

・
 

IS
O

 1
6

4
2

5
改
訂
案
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
研
究
を

2
0
1
8
年
度
か
ら

2
0
2

0
年
度
の

3
年
間
で
実
施
。

 

・
 

2
0

2
1
年

1
0
月

2
5
～

2
7
日
に

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
6
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。
同
結
果
を
反
映
し
た

C
D
案
を

W
G

 1
6
専
門
家
へ
照
会
中
（

2
0

2
2

年
2
月

2
3
日
迄
）。

 

・
 
元
々
の
名
称
で
あ
る
「

G
u
id

el
in

e 
fo

r 
th

e 
in

st
al

la
ti

o
n
 o

f 
sh

ip
 c

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 n

et
w

o
rk

s 
fo

r 
sh

ip
b
o

ar
d

 e
q

u
ip

m
en

t 
an

d
 s

y
st

em
s」
で
は

sh
al

l
の
表
現

は
用
い
る
こ
と
が
出
来
な
い
旨
が

IS
O
中
央
事
務
局
か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、2

0
2

1
年

1
0
月

2
8
日
開
催
の

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
総
会
で「

G
u

id
el

in
e」

を
「

S
p

ec
if

ic
ai

o
n
」
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

 

 
IS

O
 2

3
8

0
7
（
非
同
期
の
船
陸
間
デ
ー
タ
伝
送
の
一
般
要
件
）（

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
2

0
2

3
年

3
月
制
定
（
新
規
）

 

提
案
国

 
日
本
（

P
ro

je
ct

 L
ea

d
er
：
安
藤
英
幸
氏

 
[M

T
I]
）

 

規
格
の
概
要

 
IS

O
 1

9
8

4
7

 
で
定
め
る
船
内
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
等
で
収
集
し
た
船
上
搭
載
機
器
及
び
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
を
、
陸
側
と
通
信
、
共
有
す
る
た
め
の
要
件
（
機

能
要
件
等
）
を
取
り
纏
め
た
も
の

 

こ
の
文
書
で
は
、
船
上
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
か
ら
陸
上
デ
ー
タ
サ
ー
バ
ー
へ
の
船
舶
間
デ
ー
タ
伝
送
に
関
す
る
以
下
の
要
件
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

 

•
エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド
の
通
信
品
質
を
測
定
す
る
方
法

 
•
非
同
期
通
信

 
•
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の
整
合
性

 
•
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
暗
号

化
、
認
証
、
承
認
な
ど
）

 
•
デ
ー
タ
送
信
の
管
理
（
優
先
順
位
付
け
、
ロ
グ
記
録
、
通
信
事
業
者
の
認
識

/管
理
な
ど
）

 
•
通
信
の
最
適
化
（
重
複
排
除
、

圧
縮
、
再
開
、
多
重
化
な
ど
）

 
•

IS
O

 1
9
8
4
7
を
含
む
が
こ
れ
に
限
定
さ
れ
な
い
デ
ー
タ
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
へ
の
準
拠

 

ま
た
、
こ
の
文
書
は
以
下
を
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
。

 

•
デ
ー
タ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

/コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
（

ID
管
理
な
ど
）

 
•
通
信
機
器
の
要
件

 
•
帯
域
幅
や
遅
延
な
ど
の
性
能
要
件
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1
7
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
日
本
舶
用
工
業
会

 
ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研
究
会

4
と
連
携
し
つ
つ
、
推
進
し
た
。

 

・
 

2
0

2
0
年
度
～

2
0

2
2
年
度
の
調
査
研
究
に
基
づ
く
提
案
。

 

・
 
ま
た
、
国
際
対
応
も
適
切
に
実
施
し
て
お
り
、

2
0
1
9
年

5
月
の

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0（
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ
）
で
の
審
議
の
結
果
、

IS
O

 2
3

8
0

7
を
含
む

船
陸
間
通
信
の
標
準
化
全
般
を
担
当
す
る

P
an

el
会
議
が

W
G

 1
0
内
に
設
置
さ
れ
、
こ
の
議
長
に

M
T

I
安
藤
英
幸
氏
が
就
任
。

 

・
 

2
0

1
9
年

1
1
月

1
5
日
に

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
 P

an
el
会
議
の
第

1
回
開
催
（
於
：
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム
）。

 

・
 

2
0

2
0
年

1
1
月

9
日
に

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
 P

an
el
会
議
の
第

2
回
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
。

 

・
 

2
0

2
1
年

3
月

1
6
日
に

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
 P

an
el
会
議
の
第

3
回
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）。

 

・
 

2
0

2
2
年

1
月

2
5
日
に

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
 P

an
el
会
議
の
第

4
回
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
。

D
IS
（
国
際
規
格
案
）
へ
審
議
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
。
実
装

に
向
け
た
参
考
附
属
書
を
拡
充
し
た
の
ち
、

D
IS
投
票
を
実
施
予
定
。

 

・
 

2
0

2
2
年

1
0
月

5
日
に

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
 P

an
el
会
議
の
第

5
回
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）。

D
IS
投
票
で
提
出
さ
れ
た
各
国
意
見
の
取
入
れ
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、

F
D

IS
（
最
終
国
際
規
格
案
）
投
票
を
経
ず
に

IS
O
規
格
と
し
て
制
定
す
る
こ
と
が
決
定
。

 

 
IS

O
 9

8
7

5
（
船
用
音
響
測
深
装
置
）（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
F

D
IS
（
最
終
国
際
規
格
案
）
投
票
中
（
期
間
：

2
0
2

3
年

2
月

7
日
～

4
月

4
日
）

 

提
案
国

 
日
本
（

P
ro

je
ct

 L
ea

d
er
：
荻
野
市
也
氏

 
[古
野
電
気

]）
 

規
格
の
概
要

 
IM

O
決
議

 
A

.2
2

4
(V

II
)に
適
合
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
船
用
音
響
測
深
装
置
の
最
低
限
の
動
作
・
性
能
要
求
事
項
、
試
験
方
法
と
必
要
と
さ
れ
る
試
験
結

果
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
な
お
こ
の
規
格
の
記
載
事
項
が

IE
C

 6
0
9
4
5
（
船
用
航
海
無
線
設
備
－
一
般
要
求
事
項
）
と
異
な
る
場
合
に
は
、
こ
の
規
格

を
優
先
す
る
。

 

 
本
件
は

2
0

0
0
年
版
の
改
訂
で
あ
り
、
欧
州
連
合
（

E
U
）
の
舶
用
機
器
指
令

M
E

D
）
に
お
い
て
、

IE
C

 6
2

9
2

3
 (

B
A

M
)及
び

IE
C

 6
2

2
8

8
 (
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

)

の
適
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
改
訂
（

B
A

M
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
要
件
の
追
加
、
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
接
続
（

IE
C

 6
1
1

6
2

-4
5

0
）

の
選
択
肢
を
追
加
）。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
航
海
分
科
会
／
コ
ン
パ
ス

W
G
で
対
応
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

3
8

1
6
（

IP
v
6
を
基
礎
と
し
た
船
舶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
技
術
仕
様
）
（

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

0
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
N

P
（
新
業
務
項
目
提
案
）
投
票
承
認
（

2
0
2
2
年

3
月

1
8
日
付
）

 

提
案
国

 
韓
国
及
び

N
E

M
A
（
全
米
舶
用
電
子
機
器
協
会
）

 

規
格
の
概
要

 
将
来
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
に
よ
る
接
続
機
器
の
増
大
に
も
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル

IP
v
6

 
を
基
礎
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
上
の
各
種
電
子
機
器
を
相
互
接
続
す
る
た
め
の
最
小
限
の
実
装
要
件
を
定
め
る
。
こ
の
韓
国
及
び

N
M

E
A
提
案
の
基
礎
は
、
前
述
の

N
M

E
A

 O
n

eN
et
で

あ
り
、

O
n

eN
et
を
ど
う
使
う
か
等
の
利
用
す
る
観
点
で
の
概
念
が
追
加
さ
れ
て
い
る
他
、
既
存
の
船
舶
の
他
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
規
格
と
の
接
続
も
考
慮
し

て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
N

M
E

A
の
専
門
家
（
古
野
電
気
）
を
招
き
、
勉
強
会
を
企
画
。

2
0
2
0
年

1
月

2
7
日
に
開
催
し
、
募
集

3
0
名
に
対
し
て

4
6
名
の
参
加
を
得
た
。

 

・
 
航
海
分
科
会
お
よ
び
航
海
分
科
会
／
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ

W
G
で
対
応
を
検
討
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

4
0

6
0
-2
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－

O
T
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
－
電
子
サ
ー
ビ
ス
レ
ポ
ー
ト
）（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1

1
で
審
議
中
）
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1
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作
成
段
階

 
D

IS
（
国
際
規
格
案
）
投
票
中
（
投
票
期
間
：

2
0
2

2
年

1
2
月

2
2
日
～

2
0
2
3
年

3
月

1
6
日
）

 

提
案
国

 
米
国

 

規
格
の
概
要

 
こ
の
規
格
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
に
用
い
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
レ
ポ
ー
ト
の
標
準
化
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
形
式
を
取
り
纏
め
た
も

の
。
こ
れ
に
よ
り
、
船
の

S
S

L
S
と
直
接
統
合
し
、
船
上
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
グ
に
確
実
に
記
録
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

B
IM

C
O

-C
IR

M
 m

ai
n

te
n

an
ce

 

g
u

id
el

in
es
の

A
p

p
en

d
ix

 4
（
電
子
サ
ー
ビ
ス
レ
ポ
ー
ト
）
を
対
象
と
し
た
、

O
T
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
纏
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
航
海
分
科
会
、
航
海
分
科
会
／
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ

W
G
が
中
心
と
な
り
、
対
応
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

8
0

0
5

 S
er

ie
s（
船
舶
と
港
湾
間
に
お
け
る
電
子
通
関
手
続
き
に
関
す
る
標
準
）（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1

1
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
第

1
部
：

IS
制
定
（

2
0

1
3
年

3
月
）（

新
規
）

 

経
年
に
よ
る
技
術
更
新
事
項
の
反
映
を
目
的
と
し
た
改
訂
中
。
現
在
は

C
D
（
委
員
会
原
案
）
と
し
て
登
録
（

2
0

2
1
年

1
0
月

1
2
日
付
）

 

第
2
部
：

IS
制
定
（

2
0

2
1
年

6
月
）（

新
規
）

 

第
3
部
：

N
P
（
新
業
務
項
目
提
案
）
投
票
承
認
（
新
規
）
（

2
0
2
1
年

1
2
月

1
日
付
）

 

提
案
国

 
ノ
ル
ウ
ェ
ー

 

規
格
の
概
要

 
第

1
部
の
概
要
：

 

・
 
船
舶
と
港
湾
間
に
お
け
る
電
子
通
関
手
続
き
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
要
件
、
業
務
シ
ナ
リ
オ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
構
造
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
要
件
等
の
電
子

通
関
手
続
き
に
関
連
し
て
必
要
な
指
針
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

第
2
部
の
概
要
：

 

・
 
船
舶
と
港
湾
間
に
お
け
る
電
子
通
関
手
続
き
に
関
す
る

IM
O
参
照
デ
ー
タ
モ
デ
ル
で
定
義
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
要
素
と
デ
ー
タ
モ
デ
ル
を

X
M

L
デ
ー

タ
構
造
で
送
受
信
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
要
素
と
デ
ー
タ
モ
デ
ル
の
詳
細
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
ま
た
、
こ
の
規
格
は
、

IM
O

 R
es

o
lu

ti
o

n
 M

E
P

C
.1

3
8

（
5

3
）
で
修
正
さ
れ
た

IM
O

 R
es

o
lu

ti
o
n
 A

.8
5
1
（

2
0
）
で
定
義
さ
れ
た
必
須
の
船
舶
報
告
及
び

IM
O

 R
es

o
lu

ti
o

n
 A

.8
6

2
で
定
義
さ
れ
た
バ
ル
ク
ロ
ー

ド
・
ア
ン
ロ
ー
ド
情
報
を

X
M

L
デ
ー
タ
構
造
で
送
受
信
す
る
た
め
に
必
要
な
デ
ー
タ
要
素
も
定
め
て
い
る
。

 

第
3
部
の
概
要
：

 

・
 
船
の
寄
港
に
関
連
し
て
海
と
陸
の
関
係
者
の
調
整
に
使
用
さ
れ
る
基
本
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
と
デ
ー
タ
要
素
を
定
義
す
る
。

 
こ
れ
は
、
港
の
割
り
当

て
お
よ
び
出
入
港
に
関
す
る
ポ
ー
ト
コ
ー
ル
に
関
連
す
る
特
定
の
プ
ロ
セ
ス
の
計
画
と
実
行
に
関
連
す
る
。
船
舶
の
動
向
、
地
理
的
位
置
、
お
よ
び
タ
イ

ム
ス
タ
ン
プ
も
カ
バ
ー
す
る
。

 
こ
れ
の
規
格
の
重
要
な
目
的
と
し
て
は
、
出
入
港
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
最
適
化
し
、
持
続
可
能
な
も
の
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て

G
H

G
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
船
舶
の
出
入
港
に
関
す
る
情
報
と
提
案
を
港
湾
お
よ
び
海
運
部
門
な
ら
び
に
港
湾
お
よ

び
海
事
行
政
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
航
海
分
科
会
及
び
航
海
分
科
会
／
ス
マ
ー
ト
シ
ッ
ピ
ン
グ

W
G
で
国
内
対
応
中
。

 

・
 
任
意
規
格
で
は
あ
る
も
の
の

IM
O

/F
A

L
（
簡
易
化
委
員
会
）
に
関
連
し
た
取
組
み
で
あ
る
た
め
、

F
A

L
担
当
の
国
土
交
通
省
港
湾
局
へ
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
財
務
省
関
税
局
に
も
情
報
を
提
供
中
。
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規
格
名

 
IS

O
 1

5
0

1
6
（
速
力
試
験
デ
ー
タ
の
解
析
に
よ
る
速
力
性
能
及
び
出
力
性
能
の
評
価
に
関
す
る
指
針
）
（

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
で
審
議
中
）

 

作
成
段
階

 
2

0
1

5
年
版
の
改
訂
。

C
D
（
委
員
会
原
案
）
投
票
中
（
投
票
期
間
：

2
0
2
3
年

2
月

1
日
～

3
月

2
9
日
）。

 

提
案
国

 
議
長
：
日
本
（
東
京
大
学

 
高
木
健
教
授
）

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
：

H
en

k
 v

an
 d

en
 B

o
o
m
氏
（
オ
ラ
ン
ダ
海
事
研
究
所

[M
A

R
IN

]/
S

T
A

 G
ro

u
p
[オ
ラ
ン
ダ

]）
 

規
格
の
概
要

 
速
力
－
出
力
－
回
転
数
の
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
現
象
に
関
連
し
た
船
舶
の
速
力
試
験
の
結
果
の
分
析
に
用
い
る
手
順
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
な

お
、
こ
の
規
格
は
排
水
量
型
の
商
船
に
の
み
適
用
可
能
。

M
A

R
P

O
L
条
約
附
属
書

V
I
第

5
.4
規
則
に
お
い
て
参
照
さ
れ
て
い
る
「

E
E

D
I
の
検
査
・
認
証
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
同
規
格
の

4
.3

.5
（
海
象
条
件
の
計
測
）、

4
.3

.6
（
船
速
の
計
算
）
及
び

4
.3

.7
（
パ
ワ
ー
カ
ー
ブ
の
作
成
）
が
引
用
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
一
般
社
団
法
人
日
本
造
船
工
業
会
が
国
内
対
応
を
主
導
。
国
内
意
見
を
取
り
纏
め
る
場
（
国
内
対
策
委
員
会
）
は
、
当
協
会
／
設
計
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
諸

基
準
事
業
に
よ
る
委
員
会
）。

 

・
 

E
E

D
I
の
検
査
・
認
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

IS
O

 1
5
0
1
6
と
共
に
引
用
さ
れ
て
い
る

IT
T

C
手
法
が

2
0

1
7
年
版
に
更
新
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
更

新
さ
れ
た

IT
T

C
手
法

2
0
1
7
年
版
が
定
め
る
波
高
制
限
等
の
取
入
れ
の
他
、
航
走
毎
の
相
対
風
速
を
用
い
る
修
正
方
法
又
は
新
た
な
方
法
を
取
り
入
れ

る
べ
く
日
本
主
導
で
改
訂
を
計
画
し
て
い
た
が
、

2
0
2
1
年

5
月
の

S
T

A
 G

ro
u
p
と
の
協
議
の
結
果
、

P
ro

je
ct

 L
ea

d
er
を

S
T

A
 G

ro
u

p
が
、
審
議
を
行
う

S
C

 6
/W

G
 1

7
コ
ン
ビ
ー
ナ
を
日
本
（
東
京
大
学

 
高
木
先
生
）
が
担
う
こ
と
を
合
意
。
以
降
、

1
月
毎
に

S
T

A
 G

ro
u

p
と
日
本
と
の
非
公
式
会
議
を
開
催
。 

・
 

2
0

2
1
年

9
月

2
8
日
に
第

1
回
、

1
1
月

1
6
日
に
第

2
回
、

2
0
2
2
年

1
月

2
0
日
に
第

3
回
、

2
月

1
7
日
に
第

4
回
、

2
月

2
8
日
に
第

5
回
、

3
月

2
2
日

に
第

6
回
、

4
月

5
日
に
第

7
回
、

5
月

3
1
日
に
第

8
回
、

9
月

1
3
日
に
第

9
回
、

1
0
月

2
5
/2

6
日
に
第

1
0
回
、

1
2
月

8
日
に
第

1
1
回
の
本
件
を
審

議
す
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6

/W
G

 1
7
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。

C
D
を
取
り
纏
め
た
。

 

航
海
分
科
会
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

JI
S
規
格
の
改
正
に

向
け
た
事
前
検
討

中
の
案
件

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

F
x

x
x

x
（
新
規
）

 
電
子
海
図
表
示
装
置

 
1
) 
航
海
分
科
会
／
電
子
海
図

W
G
で
事
前
検
討
中
。

 

2
) 

2
0
2
1
年

3
月

1
日
開
催
の
標
準
部
会
で
作
業
計
画
が
承
認
。

 

F
0

4
1

2
（
改
正
）

 
船
舶
機
関
部
機
器
類
の
警
報
及
び

表
示
の
方
式

 

1
) 

JI
S

 F
 0

4
1
2
改
正

W
G
で
事
前
検
討
中
。

 

2
) 
業
界
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
大
幅
な
変
更
は
望
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
第

1

回
W

G
で
の
審
議
の
結
果
、
関
連
す
る

IM
O
国
際
基
準
（
警
報
と
表
示
の
コ
ー
ド
：

A
.1

0
2
1
(2

6
)）
の
必
要
部
分
を
反
映
す
る
部
分
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

 

3
) 

JI
S
案
作
成
の
計
画
が
立
案
出
来
次
第
、
標
準
部
会
へ
作
業
計
画
案
を
提
出
予
定
。

 

F
9

1
0

1
（
改
正
）

 
磁
気
コ
ン
パ
ス

 
改
正
を
要
す
る
か
否
か
を
今
後
検
討
予
定
。

 

F
9

6
0

4
（
改
正
）

 
船
首
方
位
制
御
装
置

 
改
正
を
要
す
る
か
否
か
を
今
後
検
討
予
定
。

 

調
査
研
究

 
「
船
陸
間
デ
ー
タ
通
信
に
関
す
る
技
術
規
格
の
実
装
と
新
規
格
の
可
能
性
に
関
す
る
調
査
研
究
」（

2
0

2
2
年
度

[単
年
度

]）
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2
0
 

 

7
. 
構
造
分
科
会

 

分
科
会
長

 
矢
尾
哲
也
（
広
島
大
学
／
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）

 

委
員
（

W
G
委
員
含

む
）

 

商
船
三
井
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
、
大
島
造
船
所
、
尾
道
造
船
、
川
崎
重
工
業
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
井
造
船
昭
島
研
究
所
、
三
菱
重
工

業
、
か
も
め
プ
ロ
ペ
ラ
、
ナ
カ
シ
マ
プ
ロ
ペ
ラ
、
西
日
本
流
体
技
研
、
大
阪
大
学
、
九
州
大
学
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
主
協
会
、

日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会

 

設
置

W
G

 
1

. 
プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

IS
O
規
格
検
討

W
G
（
上
入
佐

 
光
氏
）

 

開
催
会
議

 
構
造
分
科
会
（

1
回
）、

プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン

IS
O
規
格
検
討

W
G
（

0
回
）

 

構
造
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 8
（
船
舶
設
計
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

※
 
下
記
記
載
を
含
め
、
韓
国
、
中
国
主
導
に
よ
る

1
1
件
の

IS
O
規
格
案
を
審
議
中
。

 

規
格
名

 
IS

O
/D

IS
 4

6
7

8
 
キ
ャ
ビ
ン
で
の
換
気
及
び
空
調
シ
ス
テ
ム
で
の
騒
音
計
測
方
法

 

作
成
段
階

 
D

IS
投
票
中

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
船
内
に
お
け
る
、
キ
ャ
ビ
ン
で
の
換
気
及
び
空
調
シ
ス
テ
ム
で
の
騒
音
計
測
方
法
に
つ
い
て
、
取
り
纏
め
て
い
る
。

 

前
回

S
C

8
青
島
総
会
（

2
0

1
9
年

8
月
実
施
）
に
て
、
中
国
よ
り
下
記
の
説
明
が
あ
っ
た
。

 

『
近
年
、

M
S

C
 3

3
7

(9
1
) 

“C
o
d
e 

o
n
 n

o
is

e 
le

v
el

s 
o
n
 b

o
ar

d
 s

h
ip

s 
”で
、
船
上
に
置
け
る
居
住
区
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
基
準
が
作
成
さ
れ
た
。
騒
音
の
根
源
は
、

機
器
（
ベ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
エ
ア
コ
ン
）
か
ら
で
あ
る
が
、
通
風
孔
を
通
し
て
、
遠
く
離
れ
た
居
住
区
へ
伝
達
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
現
在
、
ラ
ボ
で
騒
音

を
計
測
す
る
方
法
を
取
り
纏
め
た
、

”I
S

O
 5

1
3
6
:2

0
0
3
 A

co
u
st

ic
s 

—
D

et
er

m
in

at
io

n
 o

f 
so

u
n

d
 p

o
w

er
 r

ad
ia

te
d

 i
n
to

 a
 d

u
ct

 b
y
 f

an
s 

an
d

 o
th

er
 a

ir
-m

o
v
in

g
 

d
ev

ic
es

 —
In

-d
u

ct
 m

et
h

o
d

”と
い
う
規
格
が
存
在
し
て
い
る
が
、
船
上
で
騒
音
を
計
測
す
る
方
法
を
取
り
纏
め
た
規
格
が
な
い
。
そ
こ
で
、
本
提
案
で
は
、
船

上
で
騒
音
を
計
測
す
る
方
法
を
取
り
纏
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
』

 

日
本
の
対
応
状
況

 
C

D
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（

2
0
2
2
年

6
月

3
0
日
〆
切
）
で
は
、
「
意
見
無
し
」
の
回
答
を
行
っ
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
/C

D
 2

4
6

8
2
（
複
合
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
パ
ネ
ル
の

B
級
耐
火
区
画
シ
ス
テ
ム
の
技
術
要
件
）

 

作
成
段
階

 
D

IS
投
票
準
備
中

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
F

T
P
コ
ー
ド

P
ar

t3
（

IM
O
決
議

A
7
5
4
(1

8
)）
で
定
め
ら
れ
た
、「

B
級
仕
切
り
」
の
う
ち
、
居
住
区
で
使
用
さ
れ
る
、
複
合
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
パ
ネ
ル
に
関
す
る

耐
火
区
画
シ
ス
テ
ム
の
技
術
要
件
及
び
試
験
方
法
を
取
り
纏
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
C

D
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
（

2
0

2
2
年

1
1
月

2
日
〆
切
）
で
は
、「

意
見
付
き
」
の
日
本
回
答
を
行
っ
た
。
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2
1
 

構
造
分
科
会
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 
規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

な
し

 
 

 

調
査
研
究

 
な
し
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2
2
 

 

8
. 
海
事
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分
科
会
（
休
止
中
）

 

分
科
会
長

 
太
田

 
進
（
海
上
技
術
安
全
研
究
所
）

 

 

委
員

 
日
本
郵
船
、
エ
ム
・
オ
ー
・
マ
リ
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
東
京
海
洋
大
学
、
運
輸
政
策
研
究
機
構
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
海
難

防
止
協
会
、
日
本
機
械
輸
出
組
合
、
日
本
船
主
協
会

 

 

設
置

W
G

 
な
し

 

 

開
催
会
議

 
－

 

・
 

T
C

 8
で
担
当
し
て
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格

IS
O

 2
8

0
0

0
シ
リ
ー
ズ
が

IS
O

/T
C

 2
9

2
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
専
門
委
員
会
）
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
、
か
つ
関
連

IS
O
規
格
の
作
成
も
終
了
し
国
際
動
向
が
一
段
落
し
た
た
め
活
動
を
休
止
中
。

 

・
 
一
方
で
日
本
規
格
協
会
内
に
設
置
さ
れ
た

T
C

 2
9
2
国
内
対
応
委
員
会
に
代
表
者
（
太
田
分
科
会
長
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所

 
横
井
氏
、
船
技
協

 
長
谷

川
）
を
派
遣
、
情
報
収
集
を
行
な
っ
て
い
る
。
現
在
は

T
C

 2
9
2
国
内
対
応
委
員
会
の
委
員
を
太
田
分
科
会
長
か
ら
横
井
氏
に
交
代
。

 

  
な
お
、

IS
O

 2
8

0
0

0
シ
リ
ー
ズ
改
訂
に
関
す
る
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
以
下
の
と
お
り
。

 

1
. 

IS
O

 2
8

0
0

0
を
改
訂
す
る
場
合
は
、
そ
の
解
説
で
あ
る

2
8
0
0
4
も
改
訂
を
行
う
こ
と
を
要
請
す
る
。

 

2
. 

IS
O

 2
8

0
0

0
を
改
訂
す
る
場
合
は
、

IS
O
の
ル
ー
ル
書
で
あ
る

IS
O

 D
ir

ec
ti

v
es

 P
ar

t 
1
の

A
n

n
ex

 S
L
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
（

M
S

S
)の
共
通
構

造
（

H
L

S
））

と
の
整
合
化
の
た
め
、
大
幅
な
要
求
事
項
の
変
更
を
要
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

 

3
. 
船
舶
・
港
湾
施
設
に
係
る
標
準
化
作
業
は
、

IS
O

 2
8
0
0
0
シ
リ
ー
ズ
を
拡
大
せ
ず
既
存
の

IS
P

S
 C

o
d

e(
船
舶
と
港
湾
施
設
の
保
安
の
た
め
の
国
際
コ
ー
ド

)

に
適
応
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
。

 

 

 
そ
の
他
、

IS
O

 2
8

0
0

1
（
最
適
実
施
法
）
に
は

IS
P

S
 C

o
d
e
を
満
た
せ
ば
、

IS
O

 2
8
0
0
0
を
満
た
し
て
い
る
と
す
る
規
定
（

IS
P

S
 c

u
rv

e 
o

u
t）
が
あ
り
、
同
規

定
が
無
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
ワ
ッ
チ
す
る
必
要
あ
り
。

 

 

今
後
の
対
応
に
当
た
り
、
①

 
IS

O
 2

8
0
0
0
 S

er
ie

s
を
知
っ
て
い
る
か
否
か
、
②

 
IS

O
 2

8
0

0
0

 S
er

ie
s
の
利
用
実
績
の
有
無
に
関
し
て
、
国
内
関
係
者
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

 

 
 

 
 

 
(1

) 
日
本
船
主
協
会
会
員
企
業
に
て
認
識
・
利
用
実
績
と
も
無
し
。

 

 
 

 
(2

) 
関
税
局
の

A
E

O
認
証
な
ど
法
令
に
基
づ
く
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
体
制
を
運
営
し
て
お
り
、

IS
O

 2
8

0
0

0
を
利
用
し
て
い
る
会
社
は
国
内
に
は
な
い
。
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2
3
 

海
事
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分
科
会
が
関
与
す
る

IS
O

/T
C

 2
9
2
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
専
門
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 2

8
0

0
0

:2
0

2
2
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
2
年

3
月
）

 

提
案
国

 
不
明

 

規
格
の
概
要

 
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
保
証
に
不
可
欠
で
あ
る
側
面
を
含
む
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
要
求
事
項
に
つ
い
て
取
り
纏
め

た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
静
観
（
関
心
が
少
な
い
）

 

規
格
名

 
IS

O
 2

8
0

0
4
-1

:2
0

0
7
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－

IS
O

 2
8

0
0

0
の
実
施
の
た
め
の
指
針
）

 

作
成
段
階

 
定
期
見
直
し
を
実
施
（
投
票
期
間
：

2
0
1
8
年

4
月

1
5
日
～

9
月

3
日
）

 

投
票
結
果
は
、
現
状
維
持
（
確
認
）：

1
2
ヵ
国
、
改
訂

8
ヵ
国
、
棄
権

2
7
ヵ
国
で
あ
っ
た
。

2
0
1

8
年

1
0
月
の
会
議
か
ら
具
体
的
な
改
訂
に
つ
い
て
の
審
議
が

行
わ
れ
、
改
訂
に
係
る
妥
当
性
報
告
を
起
草
し
た
が
、
改
訂
の
た
め
の

W
G
設
立
は
合
意
で
き
な
か
っ
た
た
め
、「

確
認
（
現
状
維
持
）」

の
判
定
と
な
り
、

5

年
後
の
次
回
見
直
し
で
改
め
て
審
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

T
C

 2
9
2
/W

G
 8
が
新
設
さ
れ
た
た
め
か
、
前
述
の
定
期
見
直
し
へ
の
最
終
結
果

は
未
だ
出
さ
れ
て
い
な
い
（

IS
O
ウ
ェ
ブ
上
の
状
況
は
、「

定
期
見
直
し
投
票
終
了
」
の
ま
ま
）。

 

提
案
国

 
－

 

規
格
の
概
要

 
IS

O
 2

8
0

0
0

:2
0

0
7
内
容
を
解
釈
す
る
に
当
た
っ
て
の
実
施
指
針
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
上
記
審
議
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
太
田
分
科
会
長
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所

 
横
井
様
及
び
事
務
局
（
船
技
協
）
と
で
協
議
の
上
、
実
施
中
。

 

・
 
業
界
へ
の
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
海
事
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分
科
会
の
活
動
を
再
開
予
定
。

 

規
格
名

 

検
討
中
の

JI
S

規
格

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

な
し

 
 

 

 
 

 

調
査
研
究

 
な
し
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2
4
 

9
. 
舟
艇
分
科
会

 

分
科
会
長

 
藤
本
修
平
（
海
上
技
術
安
全
研
究
所
）

 

委
員
（

W
G
委
員
含

む
）

 

川
崎
重
工
業
、
ス
ズ
キ
、
ト
ー
ハ
ツ
、
ニ
ッ
パ
ツ
・
メ
ッ
ク
、
本
田
技
研
工
業
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
、
ヤ
ン
マ
ー
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
ヤ
ン
マ
ー
マ
リ
ン
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ジ
ア
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
、
製
品
安
全
評
価
セ
ン
タ
ー
、
日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

 

設
置

W
G

 
―

 

開
催
会
議

 
舟
艇
分
科
会
（

2
回
）

 

舟
艇
分
科
会
が
担
当
す
る

IS
O

/T
C

 1
8
8
（
ス
モ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
専
門
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

 

※
 
下
記
記
載
を
含
め

C
E

N
（
欧
州
標
準
化
委
員
会
）
依
頼
に
基
づ
き
、
欧
州
ボ
ー
ト
指
令
（

R
C

D
）
と
の
整
合
化
を
目
的
と
し
た
既
存

IS
O
規
格
の
簡
易
改
訂
を
主
体
と
し
た
活

動
が
一
段
落
し
、

T
C

 1
8

8
に
お
け
る
現
在
の
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
は
、
昨
今
の
国
際
的
な
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
際
的
な
動
向
を
踏
ま
え
、
蓄
電
池
・
電
気
推
進
に
関
す

る
規
格
作
成
を
実
施
中
。

 

※
 

T
C

 1
8
8
傘
下
で
は
計

9
件
の

IS
O
規
格
案
を
審
議
中
。

 

※
 

2
0
1
9
年

9
月

2
日
開
催
の
舟
艇
分
科
会
の
結
果
、
重
要

IS
O
規
格
を
選
定
（
選
定
か
ら
漏
れ
た

IS
O
規
格
は
意
見
照
会
を
せ
ず
、
原
則
「
棄
権
」
と
し
て
対
応
）。

 

※
 
国
内
に
お
い
て
、
推
進
用
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
用
い
た
高
出
力
の
小
型
船
舶
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
に
お
い
て
、「

高
電
圧

(2
5

0

ボ
ル
ト
を
超
え
る
電
圧

)の
電
気
機
器
を
施
設
し
た
小
型
船
舶
の
安
全
基
準
に
係
る
調
査
研
究
」
委
員
会
が
設
置
、
審
議
が
開
始
。
同
委
員
会
へ
の
審
議
に
協
力
。

 

※
 

2
0
2
1
年
度
に
実
施
し
た
「
船
舶
部
門
日
本
産
業
規
格
（

JI
S

 F
）
の
規
格
体
系
の
見
直
し
と
新
領
域
の
開
発
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
結
果
に
基
づ
き
、

2
0

2
2
年

7
月

1
3
日
開
催

の
舟
艇
分
科
会
に
お
い
て
、
舟
艇
関
係

JI
S

 F
 5

7
規
格
の
改
廃
に
つ
い
て
審
議
を
実
施
。
廃
止
方
針
と
な
っ
た

JI
S

 F
に
関
し
て
は
、
業
界
団
体
等
よ
り
広
い
関
係
者
へ
意
見
聴

取
を
行
い
、
同
結
果
に
基
づ
く

2
0

2
2
年

1
2
月

2
6
日
開
催
の
舟
艇
分
科
会
の
審
議
の
結
果
、

7
件
の
既
存

JI
S
規
格
の
廃
止
を
決
定
。
ま
た
、
優
先
的
に
改
訂
を
行
う

JI
S

 F
と

し
て
、
以
下
を
選
定
し
た
。

 

①
 

JI
S

 F
 0

0
8
0
 (
舟
艇
の
識
別
－
番
号
付
与
シ
ス
テ
ム

) 
②

 
JI

S
 F

 1
0
3
0
 (
パ
ー
ソ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
（

P
W

C
）

) 
③

 
JI

S
 F

 1
0

2
9

 (
電
気
シ
ス
テ
ム
－
交
流
及
び
直

流
設
備

) 

規
格
名

 
IS

O
 1

3
5

9
0
（
舟
艇
－
パ
ー
ソ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
－
構
造
と
シ
ス
テ
ム
搭
載
時
の
要
求
事
項
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
2
年

6
月
）（

改
訂
）

 

提
案
国

 
米
国

 

規
格
の
概
要

 
パ
ー
ソ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
対
す
る
製
造
者
銘
板
、
常
設
の
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
装
置
、
電
気
装
置
、
操
舵
装
置
、
通
風
、
船
体
構
造
及
び
浮
揚
の
構

造
及
び
搭
載

 
並
び
に

 
復
原
性
能
要
件
、
乾
舷
、
オ
ー
ナ
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

2
0

1
3
年
版
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
、
①
「
接
地
」
に
関
し
て
「

ea
rt

h
ed
」
と
「

g
ro

u
n
d
ed
」
の
双
方
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「

cr
af

t’
s 

g
ro

u
n

d
ed
」

と
い
う
用
語
に
統
一
、
②

 
船
外
機
用

P
W

C
及
び

je
t 
p
o
w

er
ed

 s
u
rf

b
o
ar

d
s
は
こ
の
規
格
の
範
囲
外
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
、
③

 
す
べ
て
の
規
定
値
を

S
A

E
お

よ
び
産
業
標
準
（

in
d

u
st

ry
 s

ta
n
d
ar

d
s）
と
比
較
し
た
、
④

 
船
体
識
別
の
要
件
を
定
め
た
新
箇
条

5
を
追
加
、
⑤

 
推
進
機
関
遮
断
装
置
の
要
件
を
定
め
た
新
箇

条
1

3
を
追
加
、
⑥

 
オ
フ
ス
ロ
ッ
ト
ル
ス
テ
ア
リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
定
め
た
新
附
属
書

A
を
追
加
、
等
。
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2
5
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
日
本
は
パ
ー
ソ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
）
を
製
造
、
輸
出
入
し
て
お
り
、
関
係
業
界
へ
の
影
響
は
大
き
い
。

 

・
 
こ
れ
ま
で
の
審
議
で
は
技
術
的
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
意
見
は
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

2
0

2
1
年

1
月

1
1
日
～

2
2
日
を
投
票
期
間
と
し
た

F
D

IS
案

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
箇
条

1
3（
推
進
機
関
遮
断
装
置
）（
※
操
船
者
が
落
水
し
た
際
に
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
る
装
置
）
の
要
件
が
、

D
IS
投
票
で
は
意
見
は

無
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
更
な
る
審
議
の
実
施
を
求
め
る
意
見
を
提
出
し
た
。

 

・
 

2
0

2
1
年

2
月

1
日
開
催
の
国
際
会
議
で
確
認
を
行
っ
た
結
果
、

A
B

Y
C
規
格
の
記
載
を
追
加
し
た
こ
と
、

E
N
規
格
と
し
て
適
用
す
る
た
め
に
は
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が

C
E

N
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
国
内
的
に
は
対
応
可
能
で
あ
り
問
題
は
無
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

3
2

9
7
（
舟
艇
－
電
気
シ
ス
テ
ム
－
直
流
及
び
交
流
設
備
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
0
年

2
月
）（

改
訂
：
統
合
）

 

部
分
改
訂

/追
補
（

A
m

en
d

m
en

t）
制
定
（

2
0
2
2
年

9
月
）

 

提
案
国

 
米
国

 
 

規
格
の
概
要

 
船
体
の
長
さ
が

2
4

m
以
下
の
舟
艇
に
搭
載
し
、
単
相
交
流
の
呼
び
電
圧
が

 
2
5
0
 V

 
未
満
及
び
直
流

5
0
V
以
下
で
作
動
す
る
交
流
及
び
直
流
電
気
装
置
の
設

計
、
製
造
及
び
据
え
付
け
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
、
舟
艇
用
交
流
電
気
設
備
を
定
め
た

IS
O

 1
3

2
9

7
と
舟
艇
用
直
流
電
気
設
備
を
定
め
た

IS
O

 1
0

1
3

3
と

を
統
合
す
る
改
訂
。

 

2
0

2
0
年
版
に
関
し
て
、
箇
条

2
に
引
用
し
て
い
る
規
格
に
年
版
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
最
新
版
を
引
用
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
今
後
の
改

訂
に
よ
り
規
格
内
容
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

E
N
規
格
へ
の
取
入
れ
が
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
是
正
を
図
る
た
め
の

A
m

en
d

m
en

t
を
作
成
す
る
。

 

追
補
で
の
主
な
修
正
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

 

①
 
箇
条

2
（
引
用
規
格
）
で
の

IS
O

 1
0
2
4
0
（
船
主
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
引
用
を
削
除
。

 

②
 
附
属
書

B
の
船
主
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
要
件
を
更
新
。

 

③
 
参
考
文
献
に

IS
O

 1
0
2
4
0
を
追
加
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
IS

O
 1

3
2

9
7

:2
0

1
4
（
交
流
設
備
）
を
対
応
国
際
規
格
と
す
る

JI
S
が
あ
り
、
統
合
前
の
国
際
規
格
が
小
型
船
舶
安
全
規
則
細
則
で
同
等
性
が
認
め
ら
れ
て
い

る
な
ど
、
技
術
的
問
題
点
は
な
い
と
判
断
し
、
賛
成
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

3
6

2
5
（
舟
艇
－
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
）

 

作
成
段
階

 
C

D
投
票
終
了
（

2
0

2
3
年

2
月

9
日
付
）（

新
規
）

 

2
0

2
1
年

3
月
に

T
S
（
技
術
仕
様
書
）
と
し
て
制
定
。
現
在
、
正
式
な

IS
O
規
格
と
す
る
た
め
の
審
議
中
。

 

提
案
国

 
ド
イ
ツ

 

規
格
の
概
要

 
舟
艇
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
選
択
と
設
置
に
関
す
る
要
件
と
推
奨
事
項
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
舟
艇
に
設
置
さ
れ
た
一
般
的
な
船
上
装
置
及
び
電
気

推
進
シ
ス
テ
ム
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の

6
0
0
W

h
を
超
え
る
容
量
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
要
件
を
取
り
纏
め
て
お
り
、
舟
艇
製
造
業
者
と
蓄
電
池
の

設
置
業
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
産
業
用
リ
チ
ウ
ム
二
次
電
池
の
単
電
池
及
び
電
池
シ
ス
テ
ム
の

JI
S
お
よ
び

IE
C
作
成
を
行
っ
て
い
る
、
一
般
社
団
法
人
電
池
工
業
会
か
ら
助
言
を
頂
き
つ

つ
対
応
中
。
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規
格
名

 
IS

O
 8

6
6

5
-2
（
舟
艇
－
出
力
測
定
及
び
宣
言
－
第

2
部
：
電
気
推
進
）

 

作
成
段
階

 
D

IS
投
票
承
認
（

2
0

2
3
年

2
月

1
日
付
）（

新
規
）

 

提
案
国

 
米
国

 

規
格
の
概
要

 
船
体
の
長
さ
が

2
4

m
以
下
の
舟
艇
の
電
気
推
進
機
関
又
は
装
置
の
馬
力
を
決
定
す
る
た
め
に
実
施
す
る
試
験
要
求
事
項
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
舟
艇
分
科
会
で
の
審
議
の
結
果
、
変
更
な
し
で
こ
の
規
格
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
賛
成
で
回
答
を
提
出
。

 

舟
艇
分
科
会
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

審
議
を
終
了
し
た

JI
S
規
格

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

F
0
0

8
0（
改
正
） 
舟
艇
の
識
別
－
番
号
付
与
シ
ス
テ
ム

 
国
際
一
致
規
格
と
し
て
作
成
す
る
方
針
の
基
、
今
後
審
議
に
着
手
す
る
予
定
。

 

F
1

0
3

0（
改
正
） 
パ
ー
ソ
ナ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
（

P
W

C
）

 

F
1

0
2

9（
改
正
） 
電
気
シ
ス
テ
ム
－
交
流
及
び
直
流
設
備

 

調
査
研
究

 
な
し
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2
8
 

 

1
0

. 
振
動
分
科
会
（
休
止
中
）

 

分
科
会
長

 
平
川
真
一
（
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社
）

 

委
員

 
川
崎
汽
船
、
浅
川
造
船
、
大
島
造
船
所
、
川
崎
重
工
業
、
北
日
本
造
船
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
住
友
重
機
械
マ
リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

三
井

E
&

S
造
船
、
三
菱
造
船
、
ヤ
マ
ニ
シ
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会

 

設
置

W
G

 
―

 

開
催
会
議

 
分
科
会
（

0
回
）

 

振
動
分
科
会
が
関
与
す
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 8

/W
G

 1
2
（
船
舶
振
動
作
業
委
員
会
）
及
び

IS
O

/T
C

 1
0
8
/S

C
 2

/W
G

 2
（
船
舶
振
動
作
業
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
現
在
審
議
中
の
案
件
無
し
。

 

作
成
段
階

 
日
本
が
作
成
を
主
導
し
た

IS
O

 2
1
9
8
4
:2

0
1
8（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
特
定
の
船
舶
の
居
住
性
に
関
す
る
振
動
計
測
・
評
価
及
び
記
録
基
準
）、
ド
イ
ツ
（

D
N

V
 

G
L
）
が
作
成
を
主
導
し
た

IS
O

 2
0
2
8
3

-5
:2

0
1
6（
機
械
振
動
－
船
上
に
お
け
る
振
動
の
計
測
－
客
船
及
び
商
船
の
居
住
性
に
関
す
る
振
動
計
測
・
評
価
及
び
記

録
基
準
）
と
も
制
定
し
、
原
案
作
成
を
行
っ
た
対
応
国
際
委
員
会
も
解
散
し
た
状
況

 

提
案
国

 
 

規
格
の
概
要

 
1

. 
IS

O
 2

1
9
8
4

:2
0

1
8
（
初
版
）
：

 

IS
O

 2
0

2
8

3
-5

:2
0

1
6
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
値
を
技
術
的
に
満
足
す
る
こ
と
が
難
し
い
船
舶
に
対
し
て
の
選
択
肢
（
造
船
所
及
び
船
主
に
と
っ
て
よ
り
実
際
的

な
標
準
）
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

IS
O

 2
0
2
8
3

-5
を
基
礎
と
し
、
以
下
の
い
ず
れ
か
又
は
両
方
の
特
徴
を
有
す
る
特
定
の
船
舶
（
商
船
）
を
対
象
に
技

術
的
根
拠
と
実
際
に
許
容
さ
れ
て
き
た
振
動
量
に
基
づ
き
修
正
（
船
橋
：

5
.0

 m
m

/s
→

6
.0

 m
m

/s
。
乗
員
居
室
：

3
.5

 m
m

/s
→

5
.0

 m
m

/s
）
。

 

①
 
低
速

2
ス
ト
ロ
ー
ク
サ
イ
ク
ル
エ
ン
ジ
ン
で
固
定
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
直
結
の
推
進
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
。

 

②
 
ス
レ
ン
ダ
ー
な
上
部
構
造
物
を
有
す
る
船
舶
（
図
示
定
義
あ
り
）
。

 

2
. 

IS
O

 2
0

2
8

3
-5

:2
0

1
6
：

 

客
船
及
び
商
船
（

2
4
時
間
以
上
の
航
行
）
に
乗
船
す
る
全
て
の
人
員
（
乗
組
員
と
便
乗
者
）
の
居
住
性
に
関
す
る
振
動
の
測
定
、
評
価
、
報
告
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
規
定
。
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2
9
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
IS

O
 2

1
9

8
4

:2
0
1

8
の
制
定
に
伴
い
、

IS
O

 2
0
2
8
3

-5
が
適
用
で
き
な
い
船
舶
に
つ
い
て
も
適
正
な
基
準
を
提
供
で
き
、
国
内
業
界
の
懸
念
は
な
く
な
っ
た
。

 

・
 
船
上
に
於
け
る
振
動
の
測
定
に
関
す
る

IS
O

 2
0
2
8
3
シ
リ
ー
ズ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
見
直
し
）
は
、

IS
O

/T
C

 1
0

8
/S

C
 2
（
機
械
・
乗
物
及
び
構
造
物
の
振

動
・
衝
撃
の
測
定
・
評
価
分
科
委
員
会
）
（
国
内
審
議
団
体
：
一
般
社
団
法
人
日
本
機
械
学
会
）
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
機
械
学
会
と
連
携
し
、

IS
O

 2
0

2
8

3
シ
リ
ー
ズ
の
適
正
化
を
行
う
予
定
。

 

・
 

IS
O

 2
0

2
8

3
-5

:2
0

1
6
の
定
期
見
直
し
は

2
0
2
1
年
を
、

IS
O

 2
1
9
8
4
:2

0
1
8
の
定
期
見
直
し
は

2
0

2
3
年
を
予
定
。
統
合
化
に
向
け
た
審
議
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
、
引
き
続
き
の
フ
ォ
ロ
ー
を
要
す
る
が
現
状
で
は
作
業
は
無
い
。

 

・
 
一
方
、

IS
O

 2
1

9
8

4
:2

0
1

8
を
対
応
国
際
規
格
と
す
る

JI
S

 F
 0

9
0
8
及
び

IS
O

 2
0
2
8
3

-5
を
対
応
国
際
規
格
と
す
る

JI
S

 F
 0

9
0

7
が

2
0
2

0
年

3
月
に
官
報
公

示
（
制
定
）
し
た
こ
と
に
伴
い
、
作
業
を
休
止
中
。

 

 

振
動
分
科
会
分
科
会
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

審
議
を
終
了
し
た

JI
S
規
格

 

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

JI
S

 F
 0

9
0

7
 

機
械
振
動
－
船
上
に
お
け
る
振
動
の
計
測
－
客

船
及
び
商
船
の
居
住
性
に
関
す
る
振
動
計
測
，
評

価
及
び
記
録
基
準
（

IS
O

 2
0

2
8
3

-5
）

 

・
 

IS
O

 2
0
2
8
3
-5

:2
0

1
6
の
国
際
一
致
規
格
（
既
存

JI
S
規
格
の
改
正
）。

 

・
 

2
0
2
0
年

3
月
官
報
公
示
（
制
定
）
。

 

JI
S

 F
 0

9
0

8
 

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
特
定
の
船
舶
の
居
住
性

に
関
す
る
振
動
計
測
、
評
価
及
び
記
録
基
準
（

IS
O

 

2
1

9
8

4
）

 

・
 

IS
O

 2
1
9
8
4
:2

0
1

8
の
国
際
一
致
規
格
（
新
規

JI
S
規
格
）。

 

・
 

2
0
2
0
年

3
月
官
報
公
示
（
制
定
）。

 

調
査
研
究

 
―
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3
0
 

11
. 
電
気
設
備
分
科
会

 

分
科
会
長

 
木
船
弘
康
（
東
京
海
洋
大
学
）

 

委
員

 
川
崎
汽
船
、
日
本
郵
船
、
川
崎
重
工
業
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
新
来
島
ど
っ
く
、
三
井

E
&

S
造
船
、
三
菱
造
船
、
ア
イ
ピ
ー
エ
ス
、
ア
ズ
ビ

ル
、
エ
ヌ
ゼ
ッ
ト
ケ
イ
、
大
阪
布
谷
精
器
、
北
澤
電
機
製
作
所
、
倉
本
計
器
精
工
所
、
高
工
社
、
三
信
船
舶
電
具
、

JR
C

S
、
大
洋
電
機
、
寺
崎
電
気
産
業
、
東

京
計
器
、
ナ
ブ
テ
ス
コ
、
西
芝
電
機
、
日
本
無
線
、
布
谷
計
器
製
作
所
、

B
E

M
A

C
、
横
河
電
子
機
器
、
東
京
海
洋
大
学
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
・
オ
ブ
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
、
製
品
安
全
評
価
セ
ン
タ
ー
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
舶
電
装
協
会
、
日
本
電
機
工
業
会
・
大
阪
支
部
、
日
本
電

線
工
業
会

 

設
置

W
G

 
1

. 
陸
電

JI
S
化
検
討

W
G

 
[丹
羽
康
之

 
(海
上
技
術
安
全
研
究
所
）

]（
休
止
中
）

 

2
. 
陸
電
装
置
に
係
わ
る
検
討
基
準

W
G
【
丹
羽
康
之

 
(海
上
技
術
安
全
研
究
所

)】
 

開
催
会
議

 
分
科
会
（

0
回
）、

陸
電

JI
S
化
検
討

W
G
（

0
回
）、

陸
電
装
置
に
係
わ
る
基
準
検
討

W
G
（

2
回
）

 

電
気
設
備
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IE
C

/T
C

1
8
（
船
用
電
気
設
備
及
び
移
動
式
海
洋
構
造
物
の
電
気
設
備
専
門
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

※
 
下
記
記
載
を
含
め

IE
C

/T
C

1
8
傘
下
で
は
計

2
2
件
、

IE
C

/T
C

1
8
/S

C
1
8
A
（
船
舶
並
び
に
移
動
式
お
よ
び
固
定
式
の
海
洋
構
造
物
の
電
気
ケ
ー
ブ
ル
分
科
委
員
会
）
傘
下
で

は
計

3
件
の

IE
C
規
格
案
を
審
議
中
。

 

※
 
主
に
既
存

IE
C
規
格
を
更
新
中
。

 

規
格
名

 
陸
上
電
源
供
給
規
格

IE
C

 8
0

0
0
5
シ
リ
ー
ズ

 

作
成
段
階

 

 

・
 

IE
C

/I
E

E
E

 8
0

0
0

5
-1

(高
圧
陸
上
電
源
シ
ス
テ
ム

)：
2
0
1
9
年

3
月

2
2
日
に
第

2
版
（

2
0

1
9
年
制
定
）
制
定
。

2
0

2
2
年

2
月

2
日
に
追
補

1
が
制
定
。

 

・
 

IE
C

/I
E

E
E

 8
0

0
0

5
-2

(通
信
シ
ス
テ
ム

)：
2
0
1
6
年

6
月

2
7
日
に
第

1
版
制
定
。
改
訂
動
向
な
し
。

 

・
 

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0

0
5

-3
(低
圧
陸
上
電
源
シ
ス
テ
ム

)：
 
2
0
1
4
年

8
月

2
5
日
に

P
A

S（
公
開
仕
様
書
）
が
制
定
。

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
規
格
と
し
て
制
定
す
べ

く
第

1
版
審
議
中
（

F
D

IS
（
最
終
国
際
規
格
案
）
準
備
中
）。

 

提
案
国

 
フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

 

規
格
の
概
要

 
・

 
陸
上
か
ら
船
舶
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
陸
上
及
び
船
上
の
高
圧
陸
上
電
源
シ
ス
テ
ム
（

6
.6

 K
V
ま
た
は

1
1

 K
V
給
電
）
（

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0

0
5

-

1
）
／
低
圧
陸
上
電
源
シ
ス
テ
ム
（

4
0
0

 V
、

4
4
0

 V
ま
た
は

6
9
0

 V
給
電
）（

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0

0
5

-3
）
に
関
す
る
要
件
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
接
岸

時
の
船
の
燃
料
消
費
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

C
O

2
、

N
O
ｘ

 
の
削
減
を
図
り
、
海
洋
環
境
保
護
に
資
す
る
。

 

・
 

IE
C

/I
S

O
/J

W
G

 2
8
で
審
議
さ
れ
て
お
り
、

2
0
1
6
年

8
月
末
に

JW
G

2
8
コ
ン
ビ
ー
ナ
が
辞
任
し
て
以
降
、
審
議
が
止
ま
っ
て
い
た
が
後
任
者
が
定
ま

り
、

2
0

1
7
年

1
0
月
の
国
際
会
議
（
ミ
ラ
ノ
）
か
ら
審
議
を
再
開
。
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3
1
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
2

0
1

7
年

6
月
に
開
催
さ
れ
た

IM
O
第

9
8
回
海
上
安
全
委
員
会

(M
S

C
 9

8
)に
中
国
よ
り
、
陸
電
設
備
の
配
置
要
件
や
定
期
的
検
査
要
件
を

S
O

L
A

S
条
約

に
定
め
る
た
め
の
新
規
作
業
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
の
中
国
文
書
の
中
で
、

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0

0
5
シ
リ
ー
ズ
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
今
後

IM
O
で
作
成

さ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
引
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
国
提
案
の
審
議
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
ま
た
、

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0

0
5
シ
リ
ー
ズ

を
一
体
で
審
議
す
る
た
め
、
電
気
設
備
分
科
会
（

IS
O

/I
E

C
担
当
）
及
び
防
火
検
討
会
（

IM
O
担
当
）
傘
下
に
合
同

W
G
を
新
設
し
た
。

 

・
 

8
0

0
0

5
シ
リ
ー
ズ
を
審
議
す
る

IE
C

/I
S

O
/J

W
G

 2
8
は
、
日
本
が
ホ
ス
ト
と
な
り
、

2
0
1

8
年

5
月
に
大
阪
（
寺
崎
電
気
産
業
株
式
会
社
）
で
開
催
し
た
。

日
本
か
ら

IM
O
で
の
審
議
状
況
を
各
国
の
会
議
参
加
者
へ
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
各
国
が

IM
O
で
の
審
議
へ
参
加
し
て
貰
う
よ
う
に
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。

 

・
 

2
0

1
8
年

1
0
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

IE
C

/T
C

 1
8
総
会
に
て
、

IE
C

/T
C

 1
8
か
ら

IM
O

/S
S

E
 6
（
第

6
回
船
舶
設
備
小
委
員
会
）
へ
文
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
日
本
か
ら
提
案
し
、
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
合
意
に
基
づ
き
、

IM
O

 
に
於
け
る
陸
電
装
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
た
め
の

C
G
（
通
信
部

会
）
の
審
議
に
応
じ
る
形
で
、

IE
C

 
か
ら

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0
0
5
 
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
す
る

S
S

E
 6

/I
N

F
.5

 
が

IM
O

/S
S

E
 6
へ
提
出
さ
れ
た
。

 

・
 

2
0

1
9

 
年

6
 
月

4
 
日
～

7
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
／
ベ
ル
ゲ
ン
で
会
議
が
開
催
さ
れ
、
①

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0

0
5

-3
(低
圧
陸
上
電
源
シ
ス
テ
ム

)の
F

D
IS
案
の

取
り
纏
め
、
②

IE
C

/I
E

E
E

 8
0

0
0

5
シ
リ
ー
ズ
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
要
件
の
要
否
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

IM
O
に
於
け
る
陸
電
装
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
審
議
で
は
、
技
術
要
件
は

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 8

0
0
0
5
シ
リ
ー
ズ
を
参
照
し
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
限
定
し
た
内
容
で
審
議
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

IM
O

 

と
IE

C
 
で
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
要
件
」
の
重
複
及
び
齟
齬
を
避
け
る
た
め
、

IM
O

 
で
の
審
議
が
終
わ
る
ま
で
、

IE
C

 
側
で
陸
電
の
「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

要
件
」
を
作
成
し
な
い
こ
と
を
日
本
か
ら
提
案
し
た
。
審
議
の
結
果
、

IE
C

/I
E

E
E

8
0
0

0
5

-1
 
は
現
状
を
維
持
し
、
次
回
改
訂
時
に
改
め
て
審
議
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

 

・
 

2
0

1
9

 
年

1
1
 
月

4
 
日
～

8
日
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
／
オ
ス
ロ
ー
で
会
議
が
開
催
さ
れ
、
現
在
、

IM
O
で
陸
電
装
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
方
針
と
し
て
、

8
0
0
0
5
シ
リ
ー
ズ
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
要
件
を
記
載
し
な
い
こ
と
で
合
意
さ
れ
、
現
在
、
審
議
中
の

IE
C

/I
S

O
/I

E
E

E
 

8
0

0
0

5
-3
か
ら
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
要
件
が
削
除
さ
れ
た
。

 

・
 

IE
C

/I
E

E
E

 8
0

0
0

5
-1

(高
圧

)は
、

2
0
1
9
年

3
月
に
第

2
版
が
制
定
さ
れ
、
第

1
版
（

2
0

1
2
年
版
）
と
比
較
す
る
と
、
第

2
版
の

A
n

n
ex

 C
ク
ル
ー
ズ
船
の

図
4
に
お
い
て
、
ピ
ン
配
置
が
変
更
さ
れ
て
お
り
、
正
誤
表
を
発
行
す
る
こ
と
が

JW
G

2
8
会
議
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
修
正
に
伴
い
、

技
術
的
な
変
更
（
本
文
の
一
部
で
）
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
誤
表
で
な
く
追
補

1
（
部
分
改
正
）
と
し
て
制
定
す
る
こ
と
な
り
、

2
0

2
2
年

2
月

2

日
に
追
補

1
が
制
定
し
た
。

 

・
 

IE
C

/I
E

E
E

 8
0

0
0

5
-1
（
高
圧
陸
電
）
の
自
動
車
運
搬
船
の
新
規
附
属
書
を
追
補

2
と
し
て
、
規
格
作
成
を
問
う
投
票
が
、

2
0

2
2
年

1
月

2
8
日
を
〆
切
と

し
て
、
実
施
さ
れ
た
。
本
件
を
審
議
す
る
対
面
会
議
が
、

1
0
月

1
1
日
～

1
4
日
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

 

電
気
設
備
分
科
会
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

※
電
気
設
備
分
科
会
で
は

3
件
の

JI
S
規
格
を
担
当
、
そ
の
う
ち
、

1
件
は
新
規
、

2
件
は
改
正

 

JI
S
規
格
の
新
規
作

成
に
向
け
た
事
前

検
討
中
の
案
件
又

は
審
議
が
終
了
し

規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

新
規

 
陸
電
装
置
－
第

1
部
：
高
電
圧
陸
上
電
源
接
続
シ
ス

テ
ム
一
般
要
件

 

2
0
1
6
年

1
月
、

IE
C

 8
0

0
0

5
-1
の

JI
S

 F
原
案
ド
ラ
フ
ト
作
成
。
当
該
規
格
の
改
訂
作

業
が
あ
っ
た
た
め
、
作
業
を
中
断
。

IE
C

 8
0

0
0

5
-1
の
第

2
版
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
再
度
、
開
始
す
る
こ
と
を
検
討
中
。
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3
2
 

た
案
件

 
JI

S
 F

 8
0

6
1
 

改
正

 

船
用
電
気
設
備
－
第

1
0
1
部
：
定
義
及
び
一
般
要
求

事
項

 

対
応
国
際
規
格

IE
C

 6
0

0
9

2
-1

0
1
の
内
容
が
修
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
規
格
を
改

正
し
て
い
る
。

2
0
2

2
年

9
月

3
0
日
開
催
の
第

3
6
回
標
準
部
会
で
承
認
さ
れ
、
国
土

交
通
省
へ
申
し
出
が
完
了
。

 

JI
S

 F
 8

4
4

3
: 

改
正

 

船
用
フ
ラ
ッ
ド
ラ
イ
ト

 
L

E
D
灯
の
要
件
を
追
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
改
正
。

2
0

2
3
年

2
月

2
1
日
開
催
の

第
3
7
回
標
準
部
会
で
承
認
さ
れ
、
国
土
交
通
省
へ
申
し
出
が
完
了
。

 

調
査
研
究

 
な
し
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3
3
 

 

1
2

. 
バ
ル
ブ
及
び
こ
し
器
分
科
会

 

分
科
会
長

 
大
島

 
誠
（
日
本
シ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
）

 

委
員

 
日
本
シ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
、
岸
上
バ
ル
ブ
、
鷹
取
製
作
所
、
日
の
本
辨
工
業
、
中
北
製
作
所
、
三
元
バ
ル
ブ
製
造
、
水
野
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
工
業
、
海
上
技
術
安
全
研

究
所
、
日
本
海
事
協
会

 

設
置

W
G

 
－

 

開
催
会
議

 
2
回

 

バ
ル
ブ
及
び
こ
し
器
分
科
会
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 3
（
配
管
及
び
機
械
分
科
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
現
在
、

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 3
で
は
、
バ
ル
ブ
及
び
こ
し
器
に
関
す
る
重
要
案
件
は
審
議
さ
れ
て
い
な
い
。

 

作
成
段
階

 
－

 

提
案
国

 
－

 

規
格
の
概
要

 
－

 

日
本
の
対
応
状
況

 
－

 

バ
ル
ブ
及
び
こ
し
器
分
科
会
が
担
当
す
る
主
な

JI
S
規
格

 

改
正
作
業
着
手
予

定
の

JI
S

 F
 

規
格
番
号

 
件
名

 
改
正
の
主
旨

 

F
 7

3
7

9
:1

9
9

6
 

船
用
黄
銅

3
0
K
く
い
込
形

止
め
弁

 

近
年
に
改
正
し
た
他
の
関
連
規
格
と
様
式
を
合
わ
せ
た
改
正
を
行
う
。

 

F
 3

0
5

6
:1

9
9

6
 

船
用
フ
ー
ト
弁

 

調
査
研
究

 
－
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3
4
 

1
3

. 
標
準
部
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

 

W
G
名

 
標
準
部
会
／
洋
上
風
力
発
電
及
び
支
援
船
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G

 

主
査

 
鈴
木
英
之
（
東
京
大
学
）

 

委
員

 
東
京
大
学
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
井

E
&

S
造
船
、
丸
紅
、
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
エ
ナ
ジ
ー
、
清
水
建
設
、
東
京
電
力
、
新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
電
機
工
業
会
、
日
本
風
力
発
電
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
工
業
会

 

開
催
会
議

 
－

 

洋
上
風
力
発
電
及
び
支
援
船
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

 

IS
O

/T
C

8
/W

G
3
（
特
殊
海
洋
構
造
物
及
び
支
援
船
作
業
委
員
会
）
で
審
議
さ
れ
た
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 2

9
4

0
0
（
洋
上
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

—
 
港
湾
及
び
海
上
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

 

作
成
段
階

 
2

0
2

0
年

5
月

2
9
日
に
制
定
。

 

提
案
国

 
ド
イ
ツ

 

規
格
の
概
要

 
鋼
製
基
礎
お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

G
B

S（
g
ra

v
it

y
 b

as
e 

st
ru

ct
u
re
）
、
鋼
製
基
礎
パ
イ
ル
、
サ
ブ
シ
ー
テ
ン
プ
レ
ー
ト
、
風
力
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
構
成
部
品

で
あ
る
鋼
製
タ
ワ
ー
、
ナ
セ
ル
、
羽
根
等
の
オ
フ
シ
ョ
ア
構
造
物
の
港
湾
及
び
海
上
で
の
作
業
に
係
る
要
求
事
項
及
び
手
引
き
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
2
0

1
5
年

1
0
月
、

IS
O

2
9

4
0
0
:2

0
1
5
改
訂
の

N
P
投
票
が
実
施
さ
れ
、

N
P
投
票
で
改
訂
が
承
認
さ
れ
改
訂
を
行
な
っ
て
い
る
。（
日
本
は
「
賛
成
」
の
回
答
を

行
っ
た
。）

 

現
在
の
規
格
案
で
は
、
損
傷
時
復
原
性
に
関
し
て
要
件
が
厳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
損
傷
時
復
原
性
（
無
人
施
設
と
し
て
、
あ
る
条
件
下
で
損

傷
時
復
原
性
の
確
保
を
免
除
）
を
記
述
し
て
い
る

IE
C

 6
1

4
0
0

-3
-2
「
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
」
を
考
慮
し
て
、
こ
の
損
傷
時
復
原
性
に
関
す
る
要
件
（
無
人
施

設
と
し
て
、
あ
る
条
件
下
で
損
傷
時
復
原
性
の
確
保
を
免
除
）
を
追
記
す
べ
き
と
の
意
見
を
頂
い
た
。
こ
の
意
見
を
付
し
、

D
IS
投
票
で
は
「
反
対
・
意
見
付

き
」
の
日
本
回
答
を
行
っ
た
。

 

洋
上
風
力
発
電
及
び
支
援
船
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 
―

 

調
査
研
究

 
―
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3
5
 

W
G
名

 
標
準
部
会
／

F
S

R
U

/F
L

N
G
の
設
計
等
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G

 

（
IS

O
/T

C
 6

7
/S

C
 7

, 
海
洋
構
造
物
分
科
委
員
会
の
国
内
対
策
委
員
会
を
兼
ね
た
、
「
標
準
部
会
／
海
洋
構
造
物

W
G
」
に
改
組
を
計
画
）

 

主
査

 
尾
崎
雅
彦
（
東
京
大
学
）

 

委
員

 
IH

I、
千
代
田
化
工
、
東
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
日
揮
、
東
京
ガ
ス
、
日
本
郵
船
、
商
船
三
井
、
川
崎
汽
船
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
井

E
&

S
造

船
、
川
崎
重
工
、
海
技
研
、
日
本
海
事
協
会

 

開
催
会
議

 
―

 F
S

R
U

/F
L

N
G
の
設
計
等
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

6
7

/S
C

9
/W

G
7
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 2

0
2

5
7
-1
（
液
化
天
然
ガ
ス
の
設
置
及
び
設
備
－
浮
体
式

L
N

G
設
備
の
設
計
－
第

1
部
：
一
般
要
求
事
項
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
0
年

4
月
）

 

提
案
国

 
フ
ラ
ン
ス

 

規
格
の
概
要

 
洋
上

L
N

G
液
化
設
備
の
設
計
及
び
運
用
に
関
す
る
要
件
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
IS

O
 2

0
2

5
7
シ
リ
ー
ズ
は
国
内
審
議
団
体
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 6
7
/S

C
 9
（
液
化
天
然
ガ
ス
施
設
お
よ
び
設
備
分
科
委
員
会
）
で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
特
別
に
国
内
対
策
委
員
会
を
「

F
S

R
U

/F
L

N
G
の
設
計
等
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G
」
が
務
め
て
い
る
。

 

・
 

IS
O

 2
0

2
5

7
-1
開
発
の
必
要
性
は
国
内
で
認
識
さ
れ
て
お
り
、
「
賛
成
」
が
基
本
ス
タ
ン
ス
。

 

・
 

IS
O

 2
0

2
5

7
-3
（
液
化
天
然
ガ
ス
の
設
備
お
よ
び
設
備
－
オ
フ
シ
ョ
ア
設
備
の
設
計
－
第

3
部
：

F
L

N
G
（
浮
体
式

L
N

G
液
化
設
備

 
[プ
ラ
ン
ト

]）
の
特

定
要
件
）
の
作
成
も
企
図
さ
れ
て
い
た
が
、
ド
ラ
フ
ト
も
な
い
ま
ま
、

T
C

 6
7
/S

C
 9
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
削
除
さ
れ
た
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

0
2

5
7

-2
（
液
化
天
然
ガ
ス
の
設
置
と
設
備
－
オ
フ
シ
ョ
ア
設
備
の
設
計
－
第

2
部
：

F
S

R
U
（
浮
体
式

L
N

G
再
ガ
ス
化
設
備
（
プ
ラ
ン
ト
）
の
特
定
要

件
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
1
年

6
月
）

 

提
案
国

 
フ
ラ
ン
ス

 

規
格
の
概
要

 
L

N
G
の
液
化
、
貯
蔵
、
気
化
、
移
送
お
よ
び
取
り
扱
い
を
含
む
す
べ
て
の
浮
体
式

L
N

G
設
備
の
設
計
及
び
運
転
に
関
す
る
機
能
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
取
り
纏

め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
国
内
取
入
れ
に
技
術
的
問
題
は
無
く
、
賛
成
の
ス
タ
ン
ス
。

 

F
S

R
U

/F
L

N
G
の
設
計
等
に
関
す
る

IS
O
規
格
検
討

W
G
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

検
討
中
の

JI
S

規
格

 

―
 

調
査
研
究

 
―
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3
6
 

W
G
名

 
標
準
部
会
／

L
N

G
燃
料
船

W
G

 

主
査

 
西
藤
浩
一
（
日
本
海
事
協
会
）

 

委
員

 
飯
野
海
運
、
川
崎
汽
船
、
商
船
三
井
、
日
本
郵
船
、
今
治
造
船
、
大
島
造
船
所
、
川
崎
重
工
業
、
ジ
ャ
パ
ン

 
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
三
井

E
&

S
造
船
、
三
菱
造

船
、
大
阪
ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
、
海
上
技
術
安
全
研
究
所
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
工
業
会
、
日
本
舶
用
品
検
定
協
会

 

開
催
会
議

 
2
回

 

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 8
（
ガ
ス
燃
料
船
作
業
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

※
 
下
記
の
他
、
代
替
燃
料
に
関
す
る
標
準
化
検
討
に
も
着
手
中
（
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
）

 

規
格
名

 
IS

O
 2

0
5

1
9
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
ガ
ス
燃
料
船
の
バ
ン
カ
リ
ン
グ
用
仕
様
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
1
年

1
2
月
）（

第
2
版
）

 

提
案
国

 
米
国

 

規
格
の
概
要

 

 

IG
C
コ
ー
ド
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
、

L
N

G
燃
料
船
に
燃
料
を
積
む
た
め
に
用
い
る

L
N

G
バ
ン
カ
リ
ン
グ
移
送
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
設
備
の
要
件
を
取
り
纏

め
た
も
の
。

2
0

1
7
年
版
か
ら
以
下
が
改
訂
さ
れ
た
。

 

①
 
IS

O
 2

1
5

9
3

:2
0

1
9
（
船
の

L
N

G
燃
料
供
給
口
の
急
速
着
脱
機
構
）
と
の
整
合
化
：

 
d

ry
-d

is
co

n
n

ec
t/

co
n

n
ec

t
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
要
件
（

5
.5

.5
項
）
に
関

し
て
、
ノ
ズ
ル
と
レ
セ
プ
タ
ク
ル
間
の
相
互
接
続
に
関
す
る

IS
O

 2
1
5
9
3
要
件
の
追
加
。

 

②
 
IS

O
/T

C
 2

8
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る

IS
O

 2
1
9
0
3
: 
R

ef
ri

g
er

at
ed

 H
y
d
ro

ca
rb

o
n
 F

lu
id

s 
―

D
y
n

am
ic

 M
ea

su
re

m
en

t 
―

 
G

u
id

an
ce

 f
o

r 
th

e 
ca

li
b

ra
ti

o
n

, 

in
st

al
la

ti
o
n

 a
n

d
 u

se
 o

f 
fl

o
w

m
et

er
s 

fo
r 

L
N

G
 a

n
d
 o

th
er

 r
ef

ri
g
er

at
ed

 h
y
d
ro

ca
rb

o
n
 f

lu
id

s
へ
の
考
慮
：

 
6

.2
.2
項
の

L
N

G
移
送
用
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
へ
の

IS
O

 2
1

9
0

3
要
件
の
追
加
。

 

③
 
7

.1
項
の
対
象
組
織
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
件
の
改
訂

 

日
本
の
対
応
状
況

 
基
本
ス
タ
ン
ス
は
賛
成

 

規
格
名

 
IS

O
 2

2
5

4
7
（

L
N

G
燃
料
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
（

F
G

S
S

)に
お
け
る
高
圧
ポ
ン
プ
の
性
能
試
験
手
順
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
1
年

5
月
）（

初
版
）

 

提
案
国

 
韓
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
の
燃
料
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
（

F
G

S
S

)へ
L

N
G
を
移
送
す
る
た
め
の
電
気
モ
ー
タ
ー
に
よ
り
稼
動
す
る
補
機
に
備
え
ら
れ
る
往
復
ポ
ン
プ
等
機
器
の
性

能
確
認
の
た
め
の
試
験
手
順
を
提
案
し
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
基
本
ス
タ
ン
ス
は
賛
成
。
た
だ
し
、
国
内
で
の
利
用
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

2
5

4
8
（

L
N

G
燃
料
ガ
ス
供
給
シ
ス
テ
ム
（

F
G

S
S

)の
性
能
試
験
手
順
）

 

作
成
段
階

 
IS
制
定
（

2
0

2
1
年

6
月
）（

初
版
）

 

提
案
国

 
韓
国

 

規
格
の
概
要

 
L

N
G
燃
料
船
の
往
復
動
内
燃
機
関
用

F
G

S
S
に
関
す
る
圧
力
、
流
量
、
気
温
等
の
性
能
試
験
方
法
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
基
本
ス
タ
ン
ス
は
賛
成
。
た
だ
し
、
国
内
で
の
利
用
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
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3
7
 

規
格
名

 
IS

O
 1

6
2

5
9
（

L
N

G
 B

O
G
再
液
化
シ
ス
テ
ム
の
船
上
で
の
性
能
試
験
手
順
）

 

作
成
段
階

 
N

P
（
新
業
務
項
目
提
案
）
投
票
承
認
（

2
0
2
2
年

4
月

2
0
日
付
）
（
新
規
）

 

提
案
国

 
韓
国

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
に
搭
載
す
る

 
L

N
G

 B
O

G
 
再
液
化
シ
ス
テ
ム
の
機
械
的
特
性
を
確
認
す
る
た
め
に
実
施
す
る
性
能
試
験
の
試
験
要
件
及
び
手
順
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

こ
の
試
験
手
順
は
、

L
N

G
 F

S
R

U
（

F
lo

at
in

g
, S

to
ra

g
e,

 R
e-

g
as

if
ic

at
io

n
 U

n
it
：
浮
体
式
貯
蔵
・
再
ガ
ス
化
設
備
）、

L
N

G
運
搬
船
、

L
N

G
バ
ン
カ
リ
ン
グ
船
、

L
N

G
燃
料
船
等
の

L
N

G
船
に
お
け
る

L
N

G
 B

O
G
再
液
化
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
及
び
行
政
が
求
め
る
機
能
及
び
安
全
プ
ロ
セ
ス
を
文
書
化
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
た
だ
し
、
メ
ー
カ
ー
固
有
の
機
能
及
び
顧
客
要
求
に
よ
る
追
加
試
験
や
仕
様
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
な
い
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
標
準
部
会
／

L
N

G
燃
料
船

W
G
で
検
討
中
（
機
械
及
び
配
管
分
科
会
に
も
意
見
聴
取
）
。

 

規
格
名

 
IS

O
 1

0
6

5
5
（
船
舶
用

C
N

G
及
び

L
N

G
推
進
シ
ス
テ
ム
の
設
置
要
件
）

 
※

 
本
件
だ
け
は

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 8
（
船
舶
設
計
分
科
委
員
会
）
に
審
議
中

 

作
成
段
階

 
N

P
（
新
業
務
項
目
提
案
）
投
票
承
認
（

2
0
2
2
年

5
月

1
0
日
付
）
（
新
規
）

 

提
案
国

 
イ
タ
リ
ア

 

規
格
の
概
要

 
C

N
G
及
び

L
N

G
推
進
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
構
成
部
品
を
船
舶
へ
設
置
す
る
た
め
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
標
準
部
会
／

L
N

G
燃
料
船

W
G
で
検
討
中
（
機
械
及
び
配
管
分
科
会
に
も
意
見
聴
取
）
。

 

L
N

G
燃
料
船

W
G
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

検
討
中
の

JI
S

規
格

 

 
規
格
番
号

 
件
名

 
進
捗
状
況
・
見
通
し

 

－
 

―
 

―
 

―
 

調
査
研
究

 
「
代
替
燃
料
（

L
N

G
、

L
P

G
）
利
用
に
伴
う
技
術
規
格
の
現
状
と
新
規
格
の
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
研
究
」（

2
0

2
2
年
度

[単
年
度

]）
に
協
力
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3
8
 

W
G
名

 
標
準
部
会
／
海
洋
技
術

W
G

 

主
査

 
藤
原
敏
文
（
海
上
技
術
安
全
研
究
所
）

 

委
員

 
造
水
促
進
セ
ン
タ
ー
、
海
洋
研
究
開
発
機
構
、
日
本
舶
用
品
検
定
協
会

 

開
催
会
議

 
―

 

海
洋
技
術

W
G
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

8
/S

C
1
3
（
海
洋
技
術
専
門
委
員
会
）
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

規
格
名

 
IS

O
 2

3
7

4
5
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術

 
- 
船
上
気
象
測
器
の
一
般
的
な
仕
様
）

 

作
成
段
階

 
W

D
作
成
中

 

提
案
国

 
船
舶
の
気
象
測
器
に
関
す
る
用
語
と
定
義
、
一
般
的
な
技
術
仕
様
、
デ
ー
タ
形
式
、
環
境
適
応
性
、
試
験
環
境
、
お
よ
び
方
法
を
取
り
纏
め
て
い
る
。

 

規
格
の
概
要

 
中
国

 

日
本
の
対
応
状
況

 
関
係
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
結
果
、
本
件
の
検
討
は
、

T
C

 8
/S

C
 1

3
へ
の
リ
エ
ゾ
ン
団
体
で
あ
る

W
M

O
（
世
界
気
象
機
関
）
に
一
任
す
る
こ
と
と
し
て
、
静

観
。

 

規
格
名

 
IS

O
 2

2
7

8
7
 
海
洋
生
物
相
の
調
査
の
た
め
の
試
験
要
件

--
一
般
事
項
、
定
義
及
び
要
件

 

作
成
段
階

 
D

IS
投
票
承
認
（
制
定
版
の
原
案
を
担
当

W
G
で
作
成
予
定
）

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
技
術
的
設
計
要
件
、
調
査
要
件
、
調
査
及
び
解
析
の
た
め
の
装
備
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
サ
ン
プ
ル
保
護
及
び
解
析
を
含
む
、
海
底
に
お
け
る
海
洋
生
物
相
の
調

査
に
係
る
一
般
的
な
技
術
要
件
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
海
洋
技
術

W
G
に
て
対
応
。
審
議
経
過
で
日
本
か
ら
提
出
し
た
意
見
は
概
ね
反
映
さ
れ
た
。

 

海
洋
技
術

W
G
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 
－

 

調
査
研
究

 
－
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3
9
 

 

W
G
名

 
標
準
部
会
／
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G

 

主
査

 
吉
田
公
一
（
日
本
舶
用
品
検
定
協
会
）

 

委
員

 
川
崎
汽
船
、
商
船
五
井
、
日
本
郵
船
、
重
松
製
作
所
、
日
本
海
洋
科
学
、
船
舶
解
撤
企
業
協
議
会
、
日
本
海
事
協
会
、
日
本
船
主
協
会
、
日
本
造
船
工
業
会
、
日
本

中
小
型
造
船
工
業
会
、
日
本
舶
用
工
業
会
、
日
本
舶
用
品
検
定
協
会
、
日
本
旅
客
船
協
会

 

開
催
会
議

 
－

 

シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G
が
国
内
対
応
委
員
会
を
務
め
る
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
で
審
議
中
の
重
要
案
件

 

※
 
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G
が
国
内
対
策
委
員
会
を
務
め
る

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 6
（

W
G
コ
ン
ビ
ー
ナ

 
吉
田
氏
）
の
当
初
の

T
O

R
は

IS
O

 3
0

0
0

1
（
最
適
実
施
法
）
の
新
規
作

成
、

IS
O

 3
0

0
0

6
（
船
上
の
有
害
物
質
の
位
置
表
示
）
及
び

IS
O

 3
0
0

0
7
（
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
法
）
の
改
訂
案
作
成
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

2
0

1
8
年

9
月
開
催
の

IS
O

/T
C

 8

総
会
で

T
O

R
が
見
直
さ
れ
、

IS
O

 3
0

0
0

0
（
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
シ
リ
ー
ズ
全
般
が
対
象
と
な
っ
た
。

 

※
 
中
国
が

IS
O

 3
0

0
0

5
の
改
訂
を

2
0

1
8
年

9
月
及
び

2
0
1
9
年

9
月
開
催
の

IS
O

/T
C

 8
総
会
で
表
明
（

2
0
2
1
年

4
月

2
8
日
〆
切
の

N
P
投
票
が
承
認
）
。

 

※
 

T
C

 8
/S

C
 1
議
長
（

U
K
）
が

2
0

1
9
年

9
月
の

T
C

 8
総
会
で
、

IS
O

 3
0
0
0
7
:2

0
1
0
（
船
舶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
と
ば
く
露
防
止
対
策
）
の
改
訂
を
表

明
。

 

規
格
名

 
IS

O
 3

0
0

0
1
（
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
優
良
事
例
－
評
価
及
び
計
画
）

 

作
成
段
階

 
・

 
新
規

IS
O
規
格
案
の
作
成
。

 

・
 
予
備
作
業

P
W

I
段
階
。

W
D
公
表
済
み
。
過
去
に
審
議
に
着
手
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
退
任
に
よ
り
審
議
が
凍
結
し
て
い
た
。

 

・
 

2
0

1
9
年

1
1
月
末
を
期
日
と
し
た

W
D
（
作
業
原
案
）
が

T
C

 8
/W

G
 6
登
録
専
門
家
を
対
象
に
照
会
さ
れ
た
が
、
期
日
ま
で
に
意
見
を
提
出
し
た
の
が
日

本
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
〆
切
を

2
0
1
9
年

1
2
月
末
ま
で
に
延
期
し
実
施
し
た
。

 

提
案
国

 
日
本
（
吉
田
公
一
氏
が

p
ro

je
ct

 l
ea

d
er
）

 

規
格
の
概
要

 
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
優
良
事
例
に
関
す
る
指
針
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

 
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、
こ
の
規
格
を
「
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
計
画
（

S
R

F
P：

S
h

ip
 R

ec
y
cl

in
g
 F

ac
il

it
y
 P

la
n
）（

※
）」

の
確
立
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
計
画
に
よ
り
、
安
全
で
環
境
に
配
慮
し
た
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施

で
き
る
と
し
て
い
る
。

 

 

※
 
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
条
約
が
発
効
す
る
と
、
所
管
官
庁
か
ら
承
認
さ
れ
た
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
な
け
れ
ば
締
約
国
の
船
舶
を
解
体
・
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、
所
管
官
庁
か
ら
承
認
を
受
け
る
際
、
施
設
に
お
け
る
安
全
・
環
境
保
全
を
確
保
す
る

方
法
等
を
記
載
し
た
「
船
舶
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
計
画
（

S
R

F
P
：

S
h
ip

 R
ec

y
cl

in
g
 F

ac
il

it
y
 P

la
n
）」

を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
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4
0
 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G
に
て
対
応
。

 

・
 
国
内
専
門
家
間
で
の
審
議
の
結
果
、
同

IS
O
案
に
つ
い
て
は
、
以
下
が
確
認
さ
れ
、
混
乱
を
招
く
こ
と
は
無
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

①
 
基
本
的
に

IM
O
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（

R
es

o
lu

ti
o
n
 M

E
P

C
.2

1
0
(6

3
) 

2
0
1
2
 G

u
id

el
in

es
 f

o
r 

S
af

e 
an

d
 E

n
v
ir

o
n

m
en

ta
ll

y
 S

o
u

n
d

 S
h

ip
 R

ec
y
cl

in
g
）
に
沿

っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

 

②
 
設
備
面
の
要
求
事
項
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
運
用
面
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
関
す
る
要
求
事
項
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ト
ル
コ
と
イ
ン
ド
で
差
の

つ
く
よ
う
な
内
容
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

 

③
 

N
K
が
、
イ
ン
ド
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の
審
査
に
お
い
て
普
段
指
導
し
て
い
る
内
容
と
も
基
本
的
に
整
合
し
て
い
る
こ
と
。

 

規
格
名

 
IS

O
 3

0
0

0
5
（
造
船
の
製
造
チ
ェ
ー
ン
及
び
船
舶
運
航
時
に
お
け
る
有
害
物
質
の
情
報
管
理
）

 

作
成
段
階

 
C

D
（
委
員
会
原
案
）（

2
0
2

1
年

4
月

2
8
日
〆
切
の

N
P
投
票
が
承
認
）
（

2
0
1
2
年
版
の
改
訂
）

 

2
0

2
4
年

4
月

3
0
日
ま
で
の

IS
化
を
目
指
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
か
ら

C
D
案
の
提
供
を
待
つ
状
況

 

提
案
国

 
中
国

 

規
格
の
概
要

 
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
条
約
の
規
定
に
適
合
し
た
有
効
か
つ
標
準
化
さ
れ
た
矛
盾
の
な
い
方
法
で
有
害
物
質
に
係
る
情
報
を
管
理
、
伝
達
、
維
持
す
る
た
め
の
指

針
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

 
こ
の
た
び
の
改
訂
は
、
有
害
物
質
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
開
発
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

IM
O

 R
es

o
lu

ti
o

n
 M

E
P

C
. 

2
6

9
(6

8
) 
と
の
整
合
を
目
的
と
す
る
。

 

 
2

0
1

2
年
版
と
の
改
訂
点
は
上
記
の
反
映
を
規
格
全
体
に
施
し
た
ほ
か
、

IS
O
中
央
事
務
局
指
摘
に
基
づ
き
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
で
は
な
い
こ
と

を
明
確
に
す
る
た
め
、
規
格
名
称
か
ら
「

S
y
st

em
」
を
削
除
し
て
い
る
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G
に
て
対
応
。
基
本
方
針
は
賛
成
の
ス
タ
ン
ス
。

 

規
格
名

 
IS

O
 3

0
0

0
7

:2
0

1
0
（
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
時
の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
と
曝
露
防
止
対
策
）

 

作
成
段
階

 
2

0
2

1
年

3
月

4
日
を
〆
切
と
し
た
定
期
見
直
し
（
※
）
投
票
結
果
に
基
づ
き
、

2
0
2
2
年

8
月

2
0
日
付
で
「
確
認
（
現
状
維
持
）」

と
し
て
対
応
。

 

※
 

IS
O

/I
E

C
規
格
は
規
格
内
容
の
経
年
に
よ
る
陳
腐
化
を
避
け
る
た
め
、
規
格
制
定
後

5
年
ご
と
に
言
直
し
投
票
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

 

提
案
国

 
2

0
1

0
年
版
は
日
本
が
提
案

 

規
格
の
概
要

 
シ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
際
に
船
舶
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
発
じ
ん
を
抑
制
し
て
、
一
般
環
境
へ
の
飛
散
及
び
作
業
者
の
暴
露
を
防
ぐ
た
め
の
有
効
な

方
法
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

 

日
本
の
対
応
状
況

 
・

 
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G
に
て
対
応
。

 

シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

W
G
が
担
当
す
る

JI
S
規
格

 

検
討
中
の

JI
S
規
格

 
－

 

調
査
研
究

 
－

 

 

以
 
上
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巻末付録 2 

 

 

船舶関係 ISO/IEC 規格 

（ISO/TC 8, TC 67/SC 7, TC 188 及び 

IEC/TC 18担当分） 

として制定及び作成中の規格等一覧表 

(2023年 3月 1日付更新) 
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（
注

）
１
．

２
．

３
．

A
W

I：
A

pp
ro

ve
d 

W
or

k 
Ite

m
（
新
規
業

務
項

目
）

C
D
：
C

om
m

itt
ee

 D
ra

ft（
委
員
会
原
案
）

D
IS
：

D
ra

ft 
In

te
rn

at
io

na
l S

ta
nd

ar
d（

国
際

規
格

案
）

FD
IS
：

Fi
na

l D
ra

ft 
In

te
rn

at
io

na
l S

ta
nd

ar
d（

最
終

国
際

規
格

案
）

N
P：

N
ew

 P
ro

po
sa

l（
新
規
業
務
項
目

提
案

）

PA
S：

Pu
bl

ic
 A

va
ila

bl
e 

Sp
ec

ifi
ca

tio
n（

公
開

仕
様

書
）

PR
F：

Pr
oo

f（
校
正
原
稿
）

PW
I：

Pr
el

im
in

ar
y 

W
or

k 
Ite

m
（
予
備

業
務

項
目

）

TR
：
Te

ch
ni

ca
l R

ep
or

t（
技
術
報
告
書
）

TS
：
Te

ch
ni

ca
l S

pe
ci

fic
at

io
n（

技
術

仕
様

書
）

W
D
：

W
or

ki
ng

 D
ra

ft（
作
業
原
案
）

※
IS

O
規

格
制

定
手

続
き
：
（

PW
I→

）
N

P→
A

W
I→

W
D
（
→

C
D
）
→

D
IS
→

FD
IS
又

は
PR

F→
IS

O
規
格
（

PA
S、

TR
、

TS
、

R
）

４
．

ID
T：

翻
訳

JI
S（

IS
O
を
和

訳
し
た
も
の

を
そ
の

ま
ま

JI
Sと

し
た
も
の
）

M
O

D
：

IS
O
を
取

入
れ

つ
つ
も
内

容
を
一

部
修

正
し
た
も
の

N
EQ

：
IS

O
と
対
象
は
同
じ
で
は
あ
る
も
の
の
内
容
は
異
な
る
も
の

５
．

表
中

の
「

JI
S化

の
状
況
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
略
号
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

他
の

機
関
（

IE
C（

In
te

rn
at

io
na

l E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l C
om

m
is

si
on

）
、

IE
EE

（
Th

e 
In

st
itu

te
 o

f E
le

ct
ric

al
 a

nd
 E

le
ct

ro
ni

c 
En

gi
ne

er
s, 

In
c.
）
等
）
と
共
同
で
作
成
さ
れ

た
規

格
に
つ
い
て
は

、
IS

O
/IE

C
 X

X
X

X
等
の
規
格
番
号
が
付
さ
れ
ま
す
。

本
リ
ス
ト
に
つ
い
て
御

不
明

な
点

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当

会
規

格
ユ
ニ
ッ
ト
　
松

本
、
佐

藤
又

は
太

田
に
お
問

い
合

わ
せ

下
さ
い
。

電
話

番
号

　
０
３
－

５
５
７
５
－

６
４
２
６
　
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　
松

本
　

m
at

su
m

ot
o@

js
tra

.jp
、
佐
藤
　

sa
to

@
js

tra
.jp

、
太
田
　

y-
ot

a@
js

tra
.jp

IS
O

/T
C

 8
（
船

舶
及

び
海

洋
技

術
専

門
委

員
会

）
に
て
作

成
済

又
は

作
成

中
の

規
格

等
一

覧
表

20
23

年
3月

1日
現

在
（
作

成
作

業
中

の
も
の

は
網

掛
け
で
記

載
）

（
JI

Sに
取

り
入

れ
ら
れ

て
い
る

IS
O
規

格
に
関

す
る
情

報
は

各
IS

O
規

格
の

一
番

右
欄

に
記

載
）

本
表
は
、
当
会
が
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（

JI
SC

）
か
ら
受
託
し
、
審
議
団
体
と
な
っ
て
い
る

IS
O
規

格
等

（
審

議
中

の
も
の

を
含

む
。
）
を
取

り
纏

め
た
も
の

で
す
。

用
語

は
JI

S規
格

化
さ
れ

た
も
の

に
つ
い
て
は

そ
の

用
語

例
を
優

先
し
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
法
令
等
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
の
例
に
倣
っ
て
い
ま
す
。

表
中
の
「
規
格
番
号
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
略
号
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1／
60
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議
長

：
M

r. 
Y

an
qi

ng
 L

i（
中
国
）
、
幹
事
国
（
中
国
）

担
当

規
格

番
号

標
題

標
題

（
邦

訳
）

概
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

TC
8

IS
O

/P
R

F 
37

25
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
A

qu
at

ic
 n

ui
sa

nc
e 

sp
ec

ie
s —

 M
et

ho
ds

fo
r e

va
lu

at
in

g 
th

e 
pe

rf
or

m
an

ce
 o

f
co

m
pl

ia
nc

e 
m

on
ito

rin
g 

de
vi

ce
s f

or
ba

lla
st

 w
at

er
 d

is
ch

ar
ge

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
–バ

ラ
ス
ト
水
の
サ

ン
プ
リ
ン
グ

–遵
守

監
視

装
置

の
遵

守
監

視
装

置
の

性
能

評
価

手
法

バ
ラ
ス
ト
水

管
理

条
約

が
定

め
る
排

出
基

準
を
遵

守
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る
た
め
に
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
船
上

排
出

を
迅

速
に
評

価
す
る
よ
う
に
設

計
さ
れ

た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装

置
に
適

用
で
き
る
プ
ロ
ト
コ

ル
に
つ
い
て
取

り
纏

め
て
い
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装

置
は

、
バ

ラ
ス
ト
水

管
理

（
B

W
M
）
条
約

で
定

義
さ
れ

て
い
る

1つ
ま
た
は
そ
れ

以
上

の
生

物
ま
た
は

生
物

サ
イ
ズ
部

類
を
対

象
と
す
る
場

合
が

あ
る
。

【
米

国
主

導
】

IM
O

/P
PR

（
汚

染
・
防

止
対

応
）
小

委
員

会
傘

下
の

C
G
（
通

信
部

会
）
に
お
い
て
、

20
22
年

6月
1日

の
発
効
に

向
け
て
審
議
さ
れ
て
き
た
、
「

R
EV

IS
ED

 P
R

O
PO

SE
D

 P
R

O
TO

C
O

L 
FO

R
 T

H
E 

V
ER

IF
IC

A
TI

O
N

 O
F

B
A

LL
A

ST
 W

A
TE

R
 C

O
M

PL
IA

N
C

E 
M

O
N

IT
O

R
IN

G
 D

EV
IC

ES
」
に
先

立
っ
て
規

格
を
制

定
さ
せ

る
こ

と
を
目

標
と
し
て
、

W
G

 1
2で

審
議
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
プ
ロ
ト
コ
ル
案
の
審
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が

後
ろ
倒

し
に
な
っ
た
た
め
、

W
G

 1
2会

議
に
お
い
て
は

、
通

常
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
審

議
を
進

め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

一
方

、
IS

O
に
お
け
る
所

定
の

開
発

期
限

を
超

過
し
な
い
範

囲
で
、
規

格
を
開

発
す
る
必

要
性

が
認

識
さ
れ

、
11

月
10
日

を
投

票
期

限
と
し
た

D
IS
投
票
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
特
段
の
反
対
が
無
い
賛
成
多
数
で
投
票
が

承
認

さ
れ

た
。
ま
た
、
技

術
的

意
見

も
提

出
さ
れ

な
か

っ
た
。

ま
た
、

IS
O

/T
C

 8
/W

G
 1

2マ
ル
メ
会
議
（
20

22
/1

2/
6-

8）
に
お
い
て
、
こ
の

投
票

結
果

が
共

有
さ
れ

、

IM
O

/M
EP

C
に
て
上

記
プ
ロ
ト
コ
ル

が
承

認
さ
れ

る
ま
で
に
、
本

IS
O
を
発

行
す
る
目

標
を
共

有
し
た
。

現
在

、
制

定
に
向

け
た
校

正
作

業
中

。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.1
1.

10

－

TC
8

SC
6か

ら
移

行

IS
O

/D
IS

 4
89

1
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
In

te
ro

pe
ra

bi
lit

y 
of

 sm
ar

t a
pp

lic
at

io
ns

fo
r s

hi
ps

船
舶

及
び
海

洋
技

術
―

船
舶

用
ス
マ
ー
ト

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

相
互

運
用

性
の

審
議

こ
の

規
格

は
、
ス
マ
ー
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

操
作

上
の

必
要

要
件

及
び
性

能
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

【
ド
イ

ツ
主

導
】
。
こ
の

規
格

で
定

め
る
ス
マ
ー
ト
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
人
間
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

/
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
、

IO
T/
セ
ン
サ
ー
、
及
び
第
三
者
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、
書
類
提
出
、
プ
ロ
セ
ス
管
理
、
接
続
、

及
び
デ
ー
タ
収

集
に
適

用
で
き
、

IS
O

 2
17

45
「
電

子
ロ
グ
ブ
ッ
ク
－

技
術

仕
様

及
び
操

作
上

の
必

要
要

件
」
（
パ

ナ
マ
が

主
導

の
形

を
と
り
つ
つ
、
実

質
日

本
が

作
成

し
た

IS
O
規

格
）
を
補

足
す
る
規

格
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
20

20
年

9月
開

催
の

IS
O

/T
C

8/
SC

6/
W

G
18
会

議
で
の

審
議

の
結

果
、
こ
の

提
案

で
の

ス
マ
ー
ト
ロ
グ
ブ
ッ
ク

と
は

、
モ
バ

イ
ル

又
は

固
定

機
器

（
デ
ー
タ
サ

ー
バ

ー
）
で
電

子
ロ
グ
ブ
ッ
ク
デ
ー
タ
と
双

方
向

で
デ
ー
タ
の

や
り

取
り
が
で
き
る
ほ
か
、
船
内
機
器
か
ら
も
情
報
収
集
が
可
能
で
（
機
器
→
ス
マ
ー
ト
ロ
グ
ブ
ッ
ク
の
一
方
向
）
、
収

集
し
た
デ
ー
タ
を
船

橋
又

は
陸

上
に
取

組
み

で
あ
る
こ
と
が

分
か

っ
た
。

　
20

21
年

9月
14
日

の
国

際
会

議
の

結
果

、
TC

8/
SC

6か
ら

TC
8へ

移
管

す
る
こ
と
に
な
り
、

TC
8お

よ
び

TC
8/

SC
6に

お
い
て
、

20
21
年

11
月

9日
を
締

切
と
し
た
移

管
に
向

け
た
投

票
が

実
施

さ
れ

、
TC

8へ
の
移
管
が

承
認

さ
れ

た
。

D
IS
投
票
中

20
23

.0
5.

31
〆
切

－

TC
 8

IS
O

/A
W

I 7
61

3
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
H

op
pe

r D
re

dg
er

- T
ra

ili
ng

 su
ct

io
n

tu
be

 p
os

iti
on

 m
on

ito
rin

g 
sy

st
em

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ド
ラ
グ
サ

ク
シ
ョ
ン

浚
渫

船
用

ト
レ
ー
リ
ン
グ
サ

ク
シ
ョ
ン

チ
ュ
ー
ブ
の

位
置

監
視

シ
ス
テ
ム

本
規

格
は

、
ド
ラ
グ
サ

ク
シ
ョ
ン
浚

渫
船

用
ト
レ
ー
リ
ン
グ
サ

ク
シ
ョ
ン
チ
ュ
ー
ブ
位

置
監

視
シ
ス
テ
ム
の

設
計

、
製
造
、
変
更
お
よ
び
承
認
に
適
用
す
る
た
め
の
設
置
要
件
、
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
、
技
術
要
件
、
試
験
方
法
な

ど
を
取

り
纏

め
た
も
の

【
中

国
主

導
】
。

20
21

.0
7.

21
A

W
I登

録
－

TC
 8

IS
O

/A
W

I 8
93

3-
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

En
er

gy
 e

ff
ic

ie
nc

y 
—

 P
ar

t 1
: E

ne
rg

y
ef

fic
ie

nc
y 

of
 in

di
vi

du
al

 m
ar

iti
m

e
co

m
po

ne
nt

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
－

第
1部

：
個
々
の
舶
用
部
品
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効

率

本
規

格
は

、
個

々
の

舶
用

部
品

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
を
評

価
す
る
た
め
の

一
般

的
な
測

定
及

び
計

算
方

法
に

つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

【
デ
ン
マ
ー
ク
主

導
】
。

現
在

は
、

12
月

の
C

D
照

会
を
目

標
と
し
て
、
定

期
的

に
ウ
ェ
ブ
会

議
が

開
催

さ
れ

て
い
る
。

初
回

～
第

4回
の

W
G
会

議
に
お
け
る
審

議
で
は

、
IS

O
 8

93
3-

2を
優

先
し
て
審

議
が

行
わ

れ
て
い
た
が

、
第

5
回

の
W

G
会
議
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
が
提
案
さ
れ
た
。

W
G
は

、
素

案
の

作
成

に
先

立
ち
、
船

上
に
搭

載
さ
れ

て
い
る
舶

用
部

品
の

う
ち
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の

消
費

に
特

に
影

響
す
る
も
の

を
リ
ス
ト
化
し
、
簡

潔
な
情

報
を
網

羅
し
た
規

格
と
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
次

回
の

W
G
会
議
は
、

3月
31
日

に
開

催
す
る
予

定
。

20
21

.1
0.

20
A

W
I登

録

－

IS
O

/T
C

 8
（
船

舶
及

び
海

洋
技

術
専

門
委

員
会

）
直

属
の

W
G
担

当
分

2／
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TC
 8

IS
O

/A
W

I 8
93

3-
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

En
er

gy
 e

ff
ic

ie
nc

y 
—

 P
ar

t 2
: E

ne
rg

y
ef

fic
ie

nc
y 

of
 m

ar
iti

m
e 

fu
nc

tio
na

l
un

its

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
－

第
2部

：
個

々
の

舶
用

部
品

の
機

能
ユ
ニ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

本
規

格
は

、
機

能
ユ
ニ
ッ
ト
と
呼

ば
れ

る
シ
ス
テ
ム
に
接

続
さ
れ

た
複

数
の

部
品

の
エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
を
評

価
す
る
た
め
の

一
般

的
な
測

定
及

び
計

算
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

【
デ
ン
マ
ー
ク
主

導
】
。

現
在

は
、

12
月

の
C

D
照

会
を
目

標
と
し
て
、
定

期
的

に
ウ
ェ
ブ
会

議
が

開
催

さ
れ

て
い
る
。

圧
力

及
び
流

量
ユ
ニ
ッ
ト
、
照

明
ユ
ニ
ッ
ト
、
暖

房
・
冷

房
ユ
ニ
ッ
ト
、
機

械
ユ
ニ
ッ
ト
、
及

び
推

進
ユ
ニ
ッ
ト
の

5つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分

け
て
、
審

議
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
上

記
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属

す
る
シ
ス
テ
ム
を
列

挙
し
、

各
シ
ス
テ
ム
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
効

率
の

測
定

及
び
計

算
手

法
の

規
定

に
関

す
る
審

議
を
行

っ
た
。
第

7回
会
議

（
11

/1
開

催
）
で
は

、
ウ
ェ
ブ
会

議
の

参
加

メ
ン
バ

ー
以

外
の

関
係

者
に
対

し
て
行

っ
た
意

見
照

会
を
審

議
し
た

が
、
さ
ら
に
数

回
の

W
G
会

議
を
経

て
、

C
D
投

票
の

実
施

が
決

定
し
た
。

C
D
投
票
は
、

4月
12
日

を
投

票
期

限

と
し
て
、

TC
 8
メ
ン
バ

ー
間

に
お
い
て
行

わ
れ

て
い
る
。
我
が
国
は
、
国
内
の
舶
用
品
製
造
メ
ー
カ
ー
を
中
心

に
、
意

見
を
収

集
の

う
え
対

応
。

C
D
投
票
中

20
23

.0
4.

12
〆
切

－

TC
8

IS
O

 1
17

11
-1

:2
01

9
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
A

qu
at

ic
 N

ui
sa

nc
e 

Sp
ec

ie
s -

- P
ar

t 1
:

B
al

la
st

 w
at

er
 d

is
ch

ar
ge

 sa
m

pl
e 

po
rt

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

水
棲

有
害

生
物

種
－

第
1部

：
バ
ラ
ス
ト
水
排
出
サ
ン
プ
リ

ン
グ
装
置

本
規

格
は

、
バ

ラ
ス
ト
水

を
排

水
す
る
前

に
排

水
パ

イ
プ
か

ら
代

表
サ

ン
プ
ル

を
得

る
た
め
に
要

求
さ
れ

る
サ

ン
プ
ル

ポ
ー
ト
の

設
計

お
よ
び
搭

載
に
関

す
る
指

針
を
取

り
纏

め
て
い
る
。

20
19

.0
5

－

TC
8

IS
O

 1
17

11
-2

:2
02

2
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
B

al
la

st
 w

at
er

 sa
m

pl
in

g 
an

d 
an

al
ys

is
 -

- P
ar

t 2
: B

al
la

st
 w

at
er

 sa
m

pl
e

co
lle

ct
io

n 
an

d 
ha

nd
lin

g

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン

プ
リ
ン
グ
及

び
分

析
－

第
2部

：
バ
ラ
ス
ト

水
サ

ン
プ
ル

の
収

集
及

び
取

扱
い

船
上

に
お
け
る
バ

ラ
ス
ト
水

の
サ

ン
プ
ル

収
集

及
び
加

工
に
必

要
と
な
る
サ

ン
プ
リ
ン
グ
装

置
の

選
定

及
び
使

用
に
関

す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
。
サ

ン
プ
ル

プ
ロ
ー
ブ
、
代

表
的

な
サ

ン
プ
リ
ン
グ
の

制
約

を
満

足
す
る
た
め
の

制
御

能
力

を
有

す
る
サ
ン
プ
ル

収
集

装
置

の
設

計
に
関

す
る
規

定
も
含

む
。

20
22

.0
9

－

TC
8

IS
O

/A
W

I 1
17

11
-3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

A
qu

at
ic

 n
ui

sa
nc

e 
sp

ec
ie

s -
- P

ar
t 3

:
A

na
ly

se
s o

f b
al

la
st

 w
at

er
 sa

m
pl

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
–水

棲
有

害
生

物
種

–第
3部

: バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
ル
の
分
析

IS
O

11
71

1-
1及

び
-2
の
手
順
に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
バ
ラ
ス
ト
水
サ
ン
プ
ル
を
分
析
し
、
バ
ラ
ス
ト
水
排
出
基
準

（
D

-2
基

準
）
へ

の
遵

守
を
判

断
す
る
た
め
の

手
法

を
取

り
纏

め
て
い
る
。
【
ス
イ
ス
主

導
】

20
20
年

10
月

か
ら

20
21
年

1月
に
か

け
て

N
P投

票
が
行
わ
れ
、

TC
8/

W
G

12
の

新
規

作
業

項
目

と
し
て
承

認
さ

れ
た
（
日

本
は

賛
成

）
。

新
規

作
業

項
目

と
し
て
承

認
さ
れ

た
後

、
し
ば

ら
く
進

捗
が

確
認

さ
れ

て
い
な
か

っ
た
が

、
7月

6日
-7
日

に
開

催

さ
れ

た
TC

 8
/W

G
 1

2ウ
ェ
ブ
会

議
に
お
い
て
、
原

案
の

審
議

が
行

わ
れ

た
。
こ
こ
で
、
開

発
期

限
が

迫
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、

C
D
を
省

略
す
る
手

続
き
の

実
施

が
提

案
さ
れ

た
が

、
原

案
が

十
分

に
議

論
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

か
ら
、

C
D
照

会
の

実
施

は
見

送
り
と
な
っ
た
。

W
G

 1
2マ

ル
メ
会
議
（
12

/6
-8
）
で
引
き
続
き
審
議
が
行
わ
れ
た

が
、
多

数
の

提
出

意
見

に
よ
り

C
D
照

会
に
付

す
原

案
は

最
終

化
さ
れ

な
か

っ
た
。
今

後
の

予
定

と
し
て
は

、
2

月
頃

に
最

新
原

案
を
意

見
照

会
し
、

3月
-4
月

に
ウ
ェ
ブ
会

議
に
て
議

論
を
行

う
。

N
P投

票
承
認

20
21

.0
1.

13

C
D
照

会
に
向

け
て

原
案
審
議
中

－

TC
8

SC
11
か
ら
移

行

IS
O

 1
58

49
:2

00
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

G
ui

de
lin

es
 fo

r i
m

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 a

fle
et

 m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
 n

et
w

or
k

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

フ
リ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
施
の
た

め
の

指
針

船
主

及
び
フ
リ
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
FM

S）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
サ

ー
ビ
ス
の

運
用

者
に
、
そ

の
選

定
と
実

施
に
つ
い
て
の

概
要

と
、
実

施
の

際
の

指
針

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

に
は

次
の

も
の

が
含

ま
れ

て
い
る
。

a)
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
デ
ー
タ
伝

送
サ

ー
ビ
ス
及

び
共

通
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
設
備
を
含
む
、
一
般
的
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
関
す
る
指
針

b)
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
サ

ー
ビ
ス
を
含

む
、
船

上
設

備
に
関

す
る
指
針

c)
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
サ

ー
ビ
ス
を
含

む
、
陸

上
設

備
に
関

す
る
指
針

20
01

.1
1.

01
JI

S 
F 

00
75

:2
00

3
(I

D
T)

TC
8

SC
11
か
ら
移

行

IS
O

 1
58

49
:2

00
1/

A
m

d 
1:

20
03

同
上

IS
O

 1
58

49
:2

00
1追

補
1:

20
03

IS
O

 1
58

49
に
規

定
さ
れ

て
い
る

SI
TP

（
Sh

ip
 In

fo
rm

at
io

n 
Te

ch
no

lo
gy

 P
la

tfo
rm

）
及
び

LI
TP

（
La

nd
-b

as
ed

In
fo

rm
at

io
n 

Pl
at

fo
rm

）
に
適

用
さ
れ

る
場

合
の

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

設
計

仕
様

書
の

例
を
附

属
書

A
と
し
て
追

加
し
た
も
の

。

20
03

.0
9.

01
同
上

3／
60

－ 101 －



TC
 8

IS
O

/A
W

I 1
62

59
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Pe

rf
or

m
an

ce
 te

st
 p

ro
ce

du
re

s o
f L

N
G

B
O

G
 re

-li
qu

ef
ac

tio
n 

sy
st

em
 o

n 
bo

ar
d

a 
sh

ip

船
舶
及
び
海
洋
技
術
ー

LN
G

 B
O

G
再
液
化

シ
ス
テ
ム
の
船
上
に
お
け
る
性
能
試
験
手
順

こ
の

文
書

は
、
船

舶
に
搭

載
す
る

 L
N

G
 B

O
G

 再
液

化
シ
ス
テ
ム
の

機
械

的
特

性
を
確

認
す
る
た
め
に
実

施

す
る
性

能
試

験
の

試
験

要
件

及
び
手

順
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

試
験

手
順

は
、

LN
G

 F
SR

U
（
Fl

oa
tin

g,
 S

to
ra

ge
, R

e-
ga

si
fic

at
io

n 
U

ni
t：
浮

体
式
貯
蔵
・
再
ガ
ス
化
設
備
）
、

LN
G
運
搬
船
、

LN
G
バ
ン
カ
リ

ン
グ
船
、

LN
G
燃

料
船

等
の

LN
G
船

に
お
け
る

LN
G

 B
O

G
再

液
化

シ
ス
テ
ム
の

国
際

規
格

及
び
行

政
が

求
め
る
機

能
及

び
安

全
プ
ロ
セ
ス
を
文

書
化

す
る
た
め
に
取

り
纏

め
ら
れ

た
も
の

で
あ
る
。
こ
の

文
書

に
は

メ
ー

カ
ー
固

有
の

機
能

及
び
顧

客
要

求
に
よ
る
追

加
試

験
や

仕
様

に
つ
い
て
は

含
ま
れ

な
い
。
こ
の

文
書

は
、

LN
G

船
の

 B
O

G
 再

液
化
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
試
験
手
順
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
提
供
す
る
。
【
韓
国
主
導
】

N
P投

票
承
認

20
22

.0
4.

11
ー

TC
 8

IS
O

/A
W

I 1
81

31
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r p
ub

lis
h-

su
bs

cr
ib

e 
ar

ch
ite

ct
ur

e 
on

 sh
ip

-s
ho

re
da

ta
 c

om
m

un
ic

at
io

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
ー
パ

ブ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ

ブ
ス
ク
ラ
イ
ブ
方
式
の
船
陸
間
同
期
通
信
の
一

般
要
件

こ
の

文
書

は
、
船

陸
間

デ
ー
タ
通

信
に
お
け
る
パ

ブ
リ
ッ
シ
ュ

/サ
ブ
ス
ク
ラ
イ
ブ
方

式
に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
て
お
り
、
造
船
業
界
、
海
運
会
社
、
機
器
メ
ー
カ
ー
、
港
湾
お
よ
び
陸

上
サ

ー
ビ
ス
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
な
ど
の

利
害

関
係

者
が

パ
ブ
リ
ッ
シ
ュ

/サ
ブ
ス
ク
ラ
イ
ブ
方

式
で
船
陸
間
通
信
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
【
韓
国
主

導
】

こ
の

文
書

で
は

以
下

を
取

り
纏

め
て
い
る
。

―
 ブ

ロ
ー
カ
ー
、
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー
、
サ
ブ
ス
ク
ラ
イ
バ
ー
の
役
割
の
定
義

―
 ク

ラ
ウ
ド
環

境
に
お
け
る
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
シ
ー
ベ
ー
ス
の
デ
ー
タ
管

理
シ
ス
テ
ム
の

定
義

―
 パ

ブ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
ブ
ス
ク
ラ
イ
ブ
方
式
の
一
般
要
件

―
 デ

ー
タ
の

機
密

性
、
完

全
性

、
可

用
性

を
確

保
す
る
た
め
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要

件

―
 デ

ー
タ
の

命
名

規
則

と
デ
ー
タ
構

造
の

設
定

N
P投

票
承
認

20
22

.0
9.

01

TC
8

IS
O

 2
05

19
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r b

un
ke

rin
g 

of
liq

ue
fie

d 
na

tu
ra

l g
as

 fu
el

le
d 

ve
ss

el
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ガ
ス
燃

料
船

の
バ

ン
カ
リ
ン
グ
用

仕
様

こ
の

国
際

規
格

は
、

IG
C
コ
ー
ド
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
、

LN
G
燃

料
船

に
燃

料
を
積

む
た
め
に
用

い
る

LN
G

バ
ン
カ
リ
ン
グ
移

送
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
設

備
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
 こ

の
標
準
の
範
囲
は
以
下
の

5つ
の

要
素

を
含

む
【
米

国
主

導
】
。

1)
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
：
液
体
お
よ
び
ガ
ス
の
接
続
（
フ
ラ
ン
ジ
、
ホ
ー
ス
、
ド
ラ
イ
デ
ィ
ス
コ
ネ
ク
ト
、

ER
Sお

よ
び
緊

急

遮
断

（
ES

D
1/

2）
）

2)
バ

ン
カ
リ
ン
グ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
緊

急
事

態
対

応
の

計
画

立
案

に
資

す
る
、
操

作
の

手
続

、
通

信
、

個
人

保
護

装
置

（
最

小
機

能
要

件
）
の

要
件

化
。

 バ
ル
ブ
閉
鎖
時
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
お
よ
び
検
査
時
の
対
応
も

考
慮

。
LN

G
供

給
者

と
船

の
オ
ペ
レ
ー
タ
用

の
要

件
と
し
て
、

IM
O
の

IG
Fコ

ー
ド
の

18
.2

.3
項

で
定

め
ら
れ

て
い

る
燃

料
取

り
扱

い
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
非

常
時

手
順

詳
細

に
つ
い
て
も
定

め
て
い
る
。

3)
燃
料
品
質
、
温
度
、
密
度
お
よ
び
ネ
ッ
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
測
定
法
お
よ
び
算
出
法
。

4)
作

業
者

の
訓

練
お
よ
び
資

格
。

5)
適

用
可

能
な

IS
O
標

準
お
よ
び
地

域
規

則
へ

合
致

さ
せ

る
た
め
の

液
化

天
然

ガ
ス
設

備
の

要
件

・
ま
た
、

B
un

ke
r s

af
et

y 
ch

ec
kl

is
tも

A
nn

ex
と
し
て
掲

載
。

C
C

C
 2

/3
/2
と
し
て
本

件
開

発
状

況
を

IM
O
へ

報
告
。

20
17
年

版
か

ら
の

改
訂

点
は

以
下

の
と
お
り
【
米

国
主

導
】
。

①
IS

O
21

59
3:

20
19

(船
の

LN
G
燃

料
供

給
口

の
急

速
着
脱
機
構

)と
の

整
合

化
：

dr
y-

di
sc

on
ne

ct
/c

on
ne

ct
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
要
件

(5
.5

.5
項

)に
関

し
て
、
ノ
ズ
ル

と
レ
セ
プ
タ
ク
ル

間
の

相
互

接
続

に
関

す
る

IS
O

21
59

3要
件

の
追

加
。

②
IS

O
/T

28
で
開

発
中

の
IS

O
21

90
3へ

の
考

慮
：
6.

2.
2項

の
LN

G
移
送
用
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

IS
O

21
90

3要
件

の
追

加
。

③
対
象
組
織
へ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
求
（

7.
1項

）
の
改
訂

20
21

.1
2

－

TC
8

IS
O

 2
06

61
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

C
ut

te
r s

uc
tio

n 
dr

ed
ge

r s
up

er
vi

so
ry

an
d 

co
nt

ro
l s

ys
te

m
s

C
ut

te
r d

re
dg

er
 su

pe
rv

is
or

y 
an

d
co

nt
ro

l s
ys

te
m

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

カ
ッ
タ
ー
サ

ク
シ
ョ

ン
浚

渫
設

備
（
シ
ス
テ
ム
）
の

標
準

化
カ
ッ
タ
ー
サ
ク
シ
ョ
ン
浚
渫
設
備
（
シ
ス
テ
ム
）
の
技
術
要
件
、
試
験
方
法
、
検
査
基
準
、
表
示
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン

グ
、
移

送
お
よ
び
ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
20

.0
1

－

TC
8

IS
O

 2
06

62
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

H
op

pe
r d

re
dg

er
 su

pe
rv

is
or

y 
an

d
co

nt
ro

l s
ys

te
m

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ド
ラ
グ
浚

渫
設

備
（
シ
ス
テ
ム
）
の

標
準

化
ド
ラ
グ
浚
渫
設
備
（
シ
ス
テ
ム
）
の
技
術
要
件
、
試
験
方
法
、
検
査
基
準
、
表
示
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、
移
送
お
よ

び
ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
20

.0
1

－
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TC
8

IS
O

 2
06

63
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 G
ra

b
dr

ed
ge

r s
up

er
vi

so
ry

 a
nd

 c
on

tro
l

sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

グ
ラ
ブ
（
掴

上
げ
）

浚
渫

設
備

（
シ
ス
テ
ム
）
の

標
準

化
グ
ラ
ブ
（
掴

上
げ
）
浚

渫
設

備
（
シ
ス
テ
ム
）
の

技
術

要
件

、
試
験
方
法
、
検
査
基
準
、
表
示
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
、

移
送

お
よ
び
ス
ト
レ
ー
ジ
な
ど
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
20

.0
1

－

TC
8

IS
O

 2
15

93
:2

01
9

M
ar

in
e 

LN
G

 fu
el

 b
un

ke
rin

g 
qu

ic
k

co
nn

ec
t/d

is
co

nn
ec

t c
ou

pl
in

g 
st

an
da

rd
船

の
LN

G
燃

料
供

給
口

の
急

速
着

脱
機

構
燃

料
と
し
て

LN
G
を
用

い
る
船

舶
の

燃
料

補
給

に
用

い
ら
れ

る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の

急
速

着
脱

機
構

に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

【
中

国
主

導
】
。

こ
の

標
準

は
、
以

下
の

内
容

を
含

む
。

（
1）
一

般
的

な
設

置
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

要
件

。

（
2）

ノ
ズ
ル

の
た
め
の

技
術

的
要

件
。

（
3）
レ
セ
プ
タ
ク
ル
の
た
め
の
技
術
的
要
件
。

（
4）
標
準
タ
イ
プ
と
寸
法
。

（
5）
基

本
的

な
情

報
を
含

む
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
へ

の
マ
ー
ク
。

（
6）
水
圧
試
験
、
動
作
テ
ス
ト
、
衝
撃
試
験
及
び
破
断
試
験
の
要
件
等
。

　
 本

件
は

、
IM

O
/M

SC
（
海

上
安

全
委

員
会

）
及

び
C

C
C（

貨
物
運
送
小
委
員
会
）
か
ら
、
船
の
燃
料
供
給
口

の
フ
ラ
ン
ジ
へ
の
急
速
着
脱
機
構
に
関
す
る

IS
O
規
格
開
発
着
手
が

IS
O

/T
C

8に
要

請
さ
れ

た
こ
と
に
基

づ
く
。

　
TC

67
/S

C
9（
液

化
天

然
ガ
ス
用

設
備

及
び
装

置
分

科
委

員
会

）
で
も

SC
O

PE
を
全

く
同

じ
く
す
る

N
P投

票
が

行
わ
れ
、
可
決
さ
れ
た
が
、

TC
67

議
長

及
び
幹

事
、

TC
8議

長
と
の

間
で
対

応
が

協
議

さ
れ

、
ダ
ブ
ル

ス
タ
ン

ダ
ー
ド
化
を
避
け
る
た
め
、

TC
67

/S
C

9が
N

Pを
撤

回
し
た
。

　
た
だ
し
、

IS
O

/T
C

 6
7で

作
成

さ
れ

た
IS

O
/T

S 
18

68
3:

20
15
の

A
nn

ex
 G
で
定

め
て
い
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
こ
の

IS
O
規

格
案

で
定

め
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
と
は

、
寸

法
が

異
な
る
た
め
、
互

換
性

は
な
い
。

20
19

.0
7

－

TC
8

IS
O

 2
25

47
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Pe
rf

or
m

an
ce

 te
st

 p
ro

ce
du

re
 fo

r h
ig

h-
pr

es
su

re
 p

um
p 

in
 L

N
G

 F
ue

l G
as

Su
pp

ly
 S

ys
te

m
s (

FG
SS

)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
ー

LN
G
燃

料
ガ
ス

供
給

シ
ス
テ
ム
（
FG

SS
)に

お
け
る
高

圧
ポ

ン
プ
の

性
能

試
験

手
順

船
舶

の
燃

料
ガ
ス
供

給
シ
ス
テ
ム
（
FG

SS
)へ

LN
G
を
移

送
す
る
た
め
の

電
気

モ
ー
タ
ー
に
よ
り
稼

動
す
る
補

機
に
備

え
ら
れ

る
往

復
ポ
ン
プ
等

機
器

の
性

能
確

認
の

た
め
の

試
験

手
順

を
提

案
し
て
い
る
。
【
韓

国
主

導
】

20
21

.0
5

－

TC
8

IS
O

 2
25

48
:2

02
1 

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Pe
rf

or
m

an
ce

 T
es

t P
ro

ce
du

re
 o

f S
hi

p’
s L

N
G

 F
ue

l G
as

 S
up

pl
y 

Sy
st

em
s

(F
G

SS
)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
ー
船

舶
の

LN
G
燃

料
ガ
ス
供

給
シ
ス
テ
ム
（

FG
SS

)の
性

能
試

験
手

順

LN
G
燃

料
船

の
往

復
動

内
燃

機
関

へ
の

LN
G
燃

料
供

給
の

た
め
に
製

造
さ
れ

る
FG

SS
に
関

す
る
圧

力
、
流

量
、
気

温
等

の
性

能
試

験
方

法
を
提

案
し
て
い
る
。
【
韓
国
主
導
】

20
21

.0
6

－

TC
8

IS
O

 2
31

52
:2

02
1

U
ltr

av
io

le
t B

al
la

st
 W

at
er

M
an

ag
em

en
t S

ys
te

m
--

 M
at

he
m

at
ic

al
M

od
el

in
g 

an
d 

C
al

cu
la

tio
ns

 o
n

Sc
al

in
g 

--
 R

A
N

S-
D

O
 M

od
el

in
g

紫
外
線
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
シ
ス
テ
ム
－

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
に
関

す
る
数

学
的

モ
デ
リ
ン

グ
お
よ
び
計

算
－

R
A

N
S-

D
Oモ

デ
リ
ン
グ

紫
外
線
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
シ
ス
テ
ム
（

U
V

B
W

M
S）

の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
に
関

す
る

R
A

N
S-

D
Oモ

デ
リ
ン
グ
の

計
算

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
数

学
的

モ
デ
リ
ン
グ
お
よ
び
計

算
は

、
シ
ス
テ
ム
性

能
に
影

響
を
与

え
る
可

能
性

の
あ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
が

ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト
お
よ
び
ス
ケ
ー
ル

ユ
ニ
ッ
ト
の

間
で
等

し
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

 ス
ケ
ー
リ
ン
グ
さ
れ

た
ユ
ニ
ッ
ト
の

設
計

は
、
潜

在
的

に
ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト
の

性
能

要
件

を
満

た
す
こ
と
が

で
き
る
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
本

規
格

は
U

V
B

W
M

S上
の

離
散

モ
デ
ル

の
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
に
適

用
さ
れ

、
ベ
ー
ス
ユ
ニ
ッ
ト
と
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
の

組
み

合
わ

せ
に
は

適
用

さ
れ

な
い
と
し
て
い
る
。

20
21

.0
7

－

TC
8

IS
O

 2
33

14
-2

:2
02

1
B

al
la

st
 w

at
er

 m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s

(B
W

M
S)

 - 
R

is
k 

as
se

ss
m

en
t -

 P
ar

t 2
:

B
W

M
S 

us
in

g 
el

ec
tro

ly
tic

 m
et

ho
ds

バ
ラ
ス
ト
水

管
理

シ
ス
テ
ム
－

リ
ス
ク
評

価
及

び
低

減
－

第
2部

：
電

解
質

手
法

を
用

い
た

B
M

W
S

IS
O

12
10

0に
従

い
電

解
質

手
法

を
用

い
た

B
W

M
Sの

リ
ス
ク
評

価
お
よ
び
リ
ス
ク
低

減
を
実

施
す
る
際

の
ガ
イ

ダ
ン
ス
。
ハ

ザ
ー
ド
の

同
定

お
よ
び
リ
ス
ク
の

予
測

及
び
評

価
の

プ
ロ
セ
ス
の

手
順

や
例

を
示

す
。

20
21

.1
1

－
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TC
8

IS
O

/F
D

IS
 2

37
80

-1
Pe

rf
or

m
an

ce
 te

st
 p

ro
ce

du
re

 o
f

co
nt

in
uo

us
 m

on
ito

rin
g 

TR
O

 se
ns

or
in

 sh
ip

 u
se

-P
ar

t 1
: D

PD
 se

ns
or

s

TR
O
（
バ
ラ
ス
ト
水
中
の
総
残
留
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
）
常
時
監
視
セ
ン
サ
の
性
能
試
験
手

順
－

第
1部

：
D

PD
セ
ン
サ
ー
方
式

こ
の
規
格
は
、
船
舶
で
用
い
ら
れ
る

TR
O
（
バ

ラ
ス
ト
水

中
の

総
残

留
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
）
を
常

時
監

視
す
る
セ
ン
サ

の
性

能
試

験
手

順
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
主

導
】

20
22
年

2月
8日

を
回

答
期

限
と
し
た

D
IS
投
票
は
、
特
段
の
反
対
な
く
承
認
さ
れ
た
（
日
本
は
棄
権
回
答
）
。

現
在

、
4月

13
日

を
投

票
期

限
と
し
て
、

FD
IS
投

票
実
施
中
。

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
4.

13
〆
切

－

TC
8

IS
O

/D
IS

 2
37

99
 

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

A
ss

es
sm

en
t o

f o
nb

oa
rd

 c
yb

er
 sa

fe
ty

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

サ
イ
バ

ー
セ
ー
フ
テ
ィ
の
評
価

船
上

で
の

サ
イ
バ

ー
セ
ー
フ
テ
ィ
リ
ス
ク
を
評

価
す
る
た
め
の

一
般

的
な
方

法
を
提

供
す
る
。
そ
れ

は
無

線
通

信
と
陸

上
ベ
ー
ス
の

シ
ス
テ
ム
を
除

く
、
船

上
シ
ス
テ
ム
内

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接

続
に
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の
規

格
は

、
①

用
語

と
定

義
、
②

船
上

の
サ

イ
バ

ー
リ
ス
ク
特

定
、
③

サ
イ
バ

ー
資

産
評

価
、
④

サ
イ
バ

ー
リ
ス
ク
分

析
基
準
、
⑤
規
制
措
置
識
別
、
⑥
評
価
の
割
り
当
て
、
か
ら
構
成
さ
れ
る
【
中
国
主
導
】
。

D
IS
投
票
中

20
23

.0
5.

15
〆
切

－

TC
8

IS
O

 2
38

06
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 M
ar

in
e 

Te
ch

no
lo

gy
 --

C
yb

er
 sa

fe
ty

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

サ
イ
バ

ー
セ
ー
フ

テ
ィ

こ
の

規
格

は
、
リ
ス
ク
評

価
手

法
に
よ
る
サ
イ
バ

ー
安

全
要

件
を
定

め
た
も
の

で
あ
り
、

SM
S（

Sa
fe

ty
M

an
ag

em
en

t S
ys

te
m
）
（
IS

M
 C

od
e 

[国
際

安
全

管
理

コ
ー
ド

] で
求
め
ら
れ

て
い
る
要

件
を
満

た
す
安

全
管

理
シ
ス
テ
ム
）
に
組

み
込

ん
で
運

用
さ
れ

る
こ
と
を
想

定
し
た
も
の

。
船

舶
管

理
者

に
求

め
ら
れ

て
い
る

SM
Sの

策
定

・
実

施
・
維

持
の

活
動

に
併

せ
て
運

用
さ
れ

る
こ
と
で
、
サ

イ
バ

ー
安

全
の

継
続

的
な
改

善
が

図
ら
れ

る
と

し
て
い
る
【
英

国
主

導
】
。

こ
れ

ま
で
の

国
際

審
議

の
結

果
、

N
IS

Tフ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
基

礎
と
し
て
書

き
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
国

内

で
の

検
討

は
こ
の

書
き
直

し
が

終
了

し
て
か

ら
行

う
予

定
で
あ
っ
た
が

、
N

IS
Tフ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
へ

の
書

き
直

し

を
す
る
こ
と
な
く
、

C
D
省

略
投

票
が

開
始

さ
れ

た
。

IS
O
様

式
に
も
沿

っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、

N
IS

Tフ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
へ

の
書

き
直

し
及

び
IS

O
様

式
に
基

づ
く
修

正
を
求

め
、
日

本
は

「
反

対
」
を
し
た
。
し
か

し
、

D
IS
投
票
で

は
、

N
IS

Tフ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
沿

っ
た
要

件
に
な
っ
て
い
な
い
も
の

の
、

SM
Sで

要
求

さ
れ

て
い
る
事

項
を
定

め
て
い
る
だ
け
で
実

害
は

な
い
こ
と
か

ら
賛

成
の

日
本

回
答

を
提

出
し
た
。

20
22
年

6月
28
日

開
催

の
IS

O
/T

C
 8

/W
G

 4
会

議
に
お
い
て
、

IS
O
内
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
委
員
会
で
あ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
か
ら
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
と
し
て

IS
O

/IE
C

 D
ire

ct
iv

es
Pa

rt 
1の

附
属

書
SL

に
準

拠
さ
せ

る
必

要
が

指
摘

さ
れ

、
TC

 8
幹
事
と

IS
O
中

央
事

務
局

で
対

応
を
協

議
中

で
あ
っ
た
が

協
議

が
終

了
し
た
。

20
22

.1
2

－

TC
8

IS
O

 2
38

07
:2

02
3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

G
en

er
al

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r t

he
as

yn
ch

ro
no

us
 sh

ip
-s

ho
re

 d
at

a
co

m
m

un
ic

at
io

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

非
同

期
の

船
陸

間
デ
ー
タ
伝

送
の

一
般

要
件

IS
O

19
84

7で
定

め
る
船

内
デ
ー
タ
サ

ー
バ

ー
等

で
収

集
し
た
船

上
搭

載
機

器
及

び
シ
ス
テ
ム
か

ら
の

デ
ー
タ

を
、
非

同
期

で
陸

側
と
通

信
、
共

有
す
る
た
め
の

要
件

（
機

能
要

件
等

）
を
取

り
纏

め
た
も
の

【
日

本
主

導
】
。

こ
の

規
格

は
、
船

上
デ
ー
タ
サ

ー
バ

ー
か

ら
陸

上
デ
ー
タ
サ

ー
バ

ー
へ

の
船

舶
間

デ
ー
タ
通

信
に
関

す
る
以

下
の

要
件

を
取

り
纏

め
て
い
る
。

•エ
ン
ド
ツ
ー
エ
ン
ド
の

通
信

品
質

を
測

定
す
る
方

法

•非
同

期
お
よ
び
同

期
通

信

•ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
の

整
合

性

•ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
暗

号
化

、
認

証
、
承

認
な
ど
）

•デ
ー
タ
送

信
の

管
理

（
優

先
順

位
付

け
、
ロ
グ
記

録
、
通

信
事

業
者

の
認

識
/管

理
な
ど
）

•通
信
の
最
適
化
（
重
複
排
除
、
圧
縮
、
再
開
、
多
重
化
な
ど
）

•I
SO

19
84

7を
含

む
が

こ
れ
に
限

定
さ
れ

な
い
デ
ー
タ
通

信
プ
ロ
ト
コ
ル

へ
の

準
拠

ま
た
、
こ
の

文
書

は
以

下
を
カ
バ

ー
し
て
い
な
い
。

•デ
ー
タ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
/コ

ン
シ
ュ
ー
マ
ー
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
（I

D
管
理
な
ど
）

•通
信

機
器

の
要

件

•帯
域

幅
や

遅
延

な
ど
の

性
能

要
件

20
23

.0
3

－

TC
 8

IS
O

/A
W

I 2
38

16
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Se

cu
re

d 
sh

ip
 n

et
w

or
k 

ba
se

d 
on

 IP
v6

Et
he

rn
et

 n
et

w
or

k

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 —

 IP
v6

 イ
ー
サ

ネ
ッ
ト

 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基

づ
く
安

全
な
船

舶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
の

文
書

は
、
デ
ー
タ
が

 IP
v4

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
は

IE
C

 6
11

62
 シ

リ
ー
ズ
、
そ
の
他
の

 IS
O

 お
よ
び
産

業
用

プ

ロ
ト
コ
ル

に
基

づ
く
異

な
る
プ
ロ
ト
コ
ル

で
収

集
さ
れ

る
場

合
で
も
、

IP
v6

 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基

づ
い
て
船

橋
、
機

関
室

お
よ
び
貨

物
シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
た
め
に
使

用
さ
れ

る
安

全
な
船

舶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

最
小

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
22

.0
4.
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TC
8

IS
O

/T
S 

23
86

0:
20

22
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
V

oc
ab

ul
ar

y 
re

la
te

d 
to

 a
ut

on
om

ou
s

sh
ip

 sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 自
律

船
舶

シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
用
語

こ
の

規
格

は
、
自

動
化

シ
ス
テ
ム
自

体
及

び
そ
の

分
類
を
含
む
、
自
動
運
航
船
（

M
A

SS
）
の
自
動
化
シ
ス
テ
ム

の
運

航
過

程
に
関

連
し
て
、

M
A

SS
の

概
念

を
記

述
す
る
た
め
の

専
門

用
語

を
定

義
し
た
も
の

【
ノ
ル

ウ
ェ
ー
主

導
】
。

こ
の

規
格

の
開

発
情

報
を

IM
O
に
報

告
す
る
た
め
、

IS
O
は

IM
O

/M
SC

 1
01
、

10
2お

よ
び

10
3へ

IS
O
と
し
て
文

書
を
提

出
し
て
い
る
。

20
22

.0
5

－

TC
 8

IS
O

/P
A

S 
24

43
8:

20
20

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

M
ar

iti
m

e 
ed

uc
at

io
n 

an
d 

tra
in

in
g 

—
M

ar
iti

m
e 

ca
re

er
 g

ui
de

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
事

教
育

及
び

訓
練

－
海

事
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ド

こ
の

文
書

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
区

別
な
く
、
キ
ャ
リ
ア
の

拡
大

に
寄

与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
海

事
業

界
へ

の
就

業
に
当

た
っ
て
ど
の
よ
う
な
業

務
に
ど
の
よ
う
な
学

習
が

必
要

で
あ
る
の

か
を
リ
ス
ト
に
纏

め
た
も
の

。
海

事
業

界
の

仕
事

を
以

下
の

15
の

領
域

に
区

分
し
、
各

々
の

領
域

で
ど
の
よ
う
な
職

業
が

あ
り
、
そ
の

職
に
就

く
た

め
に
は

ど
の

よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
が

必
要

か
を
リ
ス
ト
化

し
て
い
る
。
【
パ

ナ
マ
主

導
】

20
20

.1
0

－

TC
 8

IS
O

/D
IS

 2
44

38
同

上
同

上
同

上

IS
O

/P
A

S 
24

43
8の

IS
制

定
を
目

指
し
た
審

議
の

再
開

。
【
パ

ナ
マ
主

導
】

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
8.

09
－

TC
 8

IS
O

/A
W

I 2
44

39
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Em

po
w

er
in

g 
w

om
en

 in
 m

ar
iti

m
e

in
du

st
ry

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –
海

事
産

業
で
の

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

こ
の

文
書

は
、
船

主
と
海

事
業

界
の

意
思

決
定

者
に
、
女

性
の

海
事

業
界

へ
の

参
加

の
増

加
を
妨

げ
る
多

く
の

障
壁

に
関

す
る
情

報
を
提

供
し
、
訓

練
の

側
面

か
ら
企

業
/船

の
方

針
ま
で
、
そ
れ

ら
の

障
壁

を
最

小
限

に
抑

え
る
た
め
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提

供
す
る
。
【
パ

ナ
マ
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
21

.1
1.

24
ー

TC
 8

IS
O

/A
W

I 2
44

40
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
iti

m
e 

Ed
uc

at
io

n 
an

d 
Tr

ai
ni

ng
 --

C
re

w
 tr

ai
ni

ng
 fo

r a
lte

rn
at

iv
e 

fu
el

sh
ip

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
事

教
育

及
び

訓
練

－
代

替
燃

料
船

乗
組

員
の

訓
練

こ
の

文
書

は
、

ST
C

W
要

件
を
満

た
す
訓

練
機

関
で
用

い
ら
れ

る
、

IG
C
コ
ー
ド
及

び
IG

Fコ
ー
ド
の

対
象

と
な
る

LN
G
船

の
乗

組
員

の
他

、
代

替
燃

料
船

の
乗

組
員

に
対

す
る
訓

練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開

発
す
る
際
に
考

慮
さ
れ

る
べ

き
最

低
要

件
及

び
要

件
の

認
証

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

【
米

国
提

案
】
。

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
特

例
に
よ
る

6か
月

間
の

作
業

休
止

を
適

用
。

20
21
年

9月
の

TC
8総

会
の

結
果

、
LN

G
船

に
限

定
し
て
い
た
名

称
を
代

替
燃

料
船

に
拡

大
す
る
こ
と
を
決

議
し
た
。

D
IS
登

録
期

限
：
20

23
年

3月
6日

N
P投

票
承
認

20
20

.0
8.

28

－

TC
8

IS
O

 2
80

04
-2

:2
01

4
Se

cu
rit

y 
m

an
ag

em
en

t s
ys

te
m

s f
or

 th
e

su
pp

ly
 c

ha
in

 --
 G

ui
de

lin
es

 fo
r t

he
im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 IS

O
 2

80
00

 --
 P

ar
t

2:
 G

ui
de

lin
es

 fo
r a

do
pt

in
g 

IS
O

 2
80

00
fo

r u
se

 in
 m

ed
iu

m
 a

nd
 sm

al
l s

ea
po

rt
op

er
at

io
ns

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

た
め
の

セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－

IS
O

 2
80

00
の

実
施

の
た
め
の

指
針

－
第

2部
：
IS

O
28

00
0を

中
小
港
湾
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

適
用

す
る
た
め
の

指
針

IS
O

 2
80

00
を
中

小
港

湾
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
適

用
す
る
に
際

し
て
の

指
針

と
し
て
自

己
認

証
基

準
を
取

り
纏

め
る
も
の

。
20

14
.0

2.
01

－

TC
8

IS
O

 2
80

07
-1

:2
01

5
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
G

ui
de

lin
es

 fo
r P

riv
at

e 
M

ar
iti

m
e

Se
cu

rit
y 

C
om

pa
ni

es
 (P

M
SA

)
pr

ov
id

in
g 

pr
iv

at
el

y 
co

nt
ra

ct
ed

 a
rm

ed
se

cu
rit

y 
pe

rs
on

ne
l (

PC
A

SP
) o

n 
bo

ar
d

sh
ip

s (
an

d 
pr

o 
fo

rm
a 

co
nt

ra
ct

)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

民
間

武
装

警
備

員
を
供

給
す
る
民

間
海

上
警

備
会

社
に

関
す
る
指

針
（
及

び
見

積
り
契

約
書

）

危
険

海
域

に
お
け
る
海

賊
対

策
と
し
て
乗

船
さ
せ

る
民

間
警

備
員

を
供

給
す
る
民

間
海

上
警

備
会

社
が

具
備

す
べ

き
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
B

IM
C

O
が

作
成

し
た
標

準
契

約
書

を
附

属
書

A
と
し
て
添

付
し
て
い
る
。

※
IS

O
 2

80
07
と
し
て
作

業
が

開
始

さ
れ

た
が

、
IS

O
 2

80
07

-2
の

作
成

作
業

開
始

に
伴

い
IS

O
28

00
7-

1に
変

更

20
15

.0
4.

01

－

TC
8

IS
O

 2
94

00
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

O
ff

sh
or

e 
w

in
d 

en
er

gy
 --

 P
or

ts
 a

nd
m

ar
in

e 
op

er
at

io
ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

洋
上

風
力

エ
ネ

ル
ギ
ー
－

港
湾

及
び
海

洋
で
の

作
業

鋼
製

基
礎

お
よ
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

G
B

S（
gr

av
ity

 b
as

e 
st

ru
ct

ur
e）
、
鋼
製
基
礎
パ
イ
ル
、
サ
ブ
シ
ー
テ
ン
プ

レ
ー
ト
、
風

力
タ
ー
ビ
ン
発

電
機

の
構

成
部

品
で
あ
る
鋼

製
タ
ワ
ー
、
ナ
セ
ル

、
羽

根
等

の
オ
フ
シ
ョ
ア
構

造
物

の
港

湾
及

び
海

上
で
の

作
業

に
係

る
要

求
事

項
及

び
手

引
き
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

は
、
追

加
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
搭

載
や

構
成

部
品

の
交

換
と
い
っ
た
既

設
構

造
物

の
変

更
に
も
適

用
可

能
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

規
格

は
海

洋
環

境
に
さ
ら
さ
れ
な
い
陸
上
の
建
設
作
業
、
オ
フ
シ
ョ
ア
構
造
物
の
供
用

期
間

中
の

海
上

で
の

ル
ー
チ
ン
作

業
や

潜
水

作
業

に
は

適
用

で
き
な
い
。

20
20

.0
5

－

7／
60

－ 105 －



TC
8

IS
O

 2
94

04
:2

01
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

O
ff

sh
or

e 
w

in
d 

en
er

gy
 --

 L
og

is
tic

s -
-

Su
pp

ly
 C

ha
in

 In
fo

rm
at

io
n 

Fl
ow

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

洋
上

風
力

エ
ネ

ル
ギ
ー
－
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
－
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
情

報
フ
ロ
ー

洋
上

風
力

エ
ネ
ル

ギ
ー
施

設
の

建
設

時
又

は
保

守
時

に
お
け
る
構

成
部

品
の

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か

ら
建

設
サ

イ
ト
ま
で
の

物
理

的
移

動
を
制

御
す
る
た
め
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の

内
容

及
び
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
取

り
纏

め
る
も
の

。
20

15
.1

2.
01

－

TC
8

IS
O

 3
00

00
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p
re

cy
cl

in
g 

m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s -

-
Sp

ec
ifi

ca
tio

ns
 fo

r m
an

ag
em

en
t

sy
st

em
s f

or
 sa

fe
 a

nd
 e

nv
iro

nm
en

ta
lly

so
un

d 
sh

ip
 re

cy
cl

in
g 

fa
ci

lit
ie

s

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－
安
全
で
環
境

に
優

し
い
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

施
設

の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
仕
様

国
内

基
準

及
び
国

際
基

準
に
従

っ
て
安

全
で
環

境
に
優

し
い
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

作
業

を
実

施
す
る
た
め
に
必

要
な
船

舶
の

リ
サ

イ
ク
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

一
連

の
手

順
、
ポ
リ
シ
ー
及

び
目

的
に
つ
い
て
の

要
求

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
09

.0
3.

15

－

TC
8

IS
O

 3
00

02
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p
re

cy
cl

in
g 

m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s -

-
G

ui
de

lin
es

 fo
r s

el
ec

tio
n 

of
 sh

ip
re

cy
cl

er
s (

an
d 

pr
o 

fo
rm

a 
co

nt
ra

ct
)

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
者
選
定
の
た
め
の
指
針
（
及

び
見

積
契

約
書

）

船
舶

所
有

者
に
対

す
る
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

施
設

選
定
の
際
の
選
定
プ
ロ
セ
ス
や
契
約
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
等
の
指
針

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

12
.0

6.
15

－

TC
8

IS
O

 3
00

03
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p
re

cy
cl

in
g 

m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s -

-
R

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r b

od
ie

s p
ro

vi
di

ng
au

di
t a

nd
 c

er
tif

ic
at

io
n 

of
 sh

ip
re

cy
cl

in
g 

m
an

ag
em

en
t

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
監
査
及

び
認

証
を
行

う
団

体
の

要
件

IS
O

30
00

0の
規
定
に
沿
っ
た
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
係
る
監
査
及
び
認
証
業
務
を
行
う

組
織

・
団

体
へ

の
原

則
及

び
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

09
.1

0.
01

.

－

TC
8

IS
O

 3
00

04
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p
re

cy
cl

in
g 

m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s -

-
G

ui
de

lin
es

 fo
r t

he
 im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
IS

O
 3

00
00

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－

IS
O

 3
00

00
の

実
施

の
た
め
の

指
針

IS
O

 3
00

00
の
原
理
・
原
則
を
解
説
す
る
と
と
も
に
各
要
求
項
目
の
趣
旨
、
典
型
的
イ
ン
プ
ッ
ト
、
プ
ロ
セ
ス
と
典

型
的

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
つ
い
て
記

述
し
、

IS
O

 3
00

00
の

包
括

的
な
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
12

.0
7.

15
.

－

TC
8

IS
O

 3
00

05
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p
re

cy
cl

in
g 

m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s -

-
In

fo
rm

at
io

n 
co

nt
ro

l f
or

 h
az

ar
do

us
m

at
er

ia
ls

 in
 th

e 
m

an
uf

ac
tu

rin
g 

ch
ai

n
of

 sh
ip

bu
ild

in
g 

an
d 

sh
ip

 o
pe

ra
tio

ns

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－
造
船
の
製

造
チ
ェ
ー
ン
及

び
船

舶
運

航
時

に
お
け
る

有
害

物
質

の
情

報
管

理

シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

条
約

の
規

定
に
適

合
し
た
有

効
か

つ
標

準
化

さ
れ

た
矛

盾
の

な
い
方

法
で
有

害
物

質
に
係

る
情

報
を
管

理
、
伝

達
、
維

持
す
る
た
め
の

指
針

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

12
.0

5.
15

.

－

TC
 8

IS
O

/C
D

 3
00

05
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 S

hi
p

re
cy

cl
in

g 
m

an
ag

em
en

t -
- I

nf
or

m
at

io
n

co
nt

ro
l f

or
 h

az
ar

do
us

 m
at

er
ia

ls
 in

 th
e

m
an

uf
ac

tu
rin

g 
ch

ai
n 

of
 sh

ip
bu

ild
in

g
an

d 
sh

ip
 o

pe
ar

at
io

ns

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
－
造
船
の
製
造
チ
ェ
ー
ン

及
び
船

舶
運

航
時

に
お
け
る
有

害
物

質
の

情
報

管
理

有
害
物
質
の
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
開
発
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

IM
O

 R
es

ol
ut

io
n 

M
EP

C
. 2

69
(6

8)
 と

の
整

合
を
目

的
と
し
た
改

訂
【
中

国
主

導
】
。

　
20

12
年

版
と
の

改
訂

点
は

上
記

の
反

映
を
規

格
全

体
に
施

し
た
ほ

か
、

IS
O
中
央
事
務
局
指
摘
に
基
づ
き
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規

格
で
は

な
い
こ
と
を
明

確
に
す
る
た
め
、
規

格
名

称
か

ら
「

Sy
st

em
」
を
削

除
し
て
い

る
。

N
P投

票
承
認

20
21

.0
4.

28

TC
8

IS
O

 3
00

06
:2

01
0

Sh
ip

 re
cy

cl
in

g 
m

an
ag

em
en

t s
ys

te
m

s -
- D

ia
gr

am
s t

o 
sh

ow
 th

e 
lo

ca
tio

n 
of

ha
za

rd
ou

s m
at

er
ia

ls
 o

nb
oa

rd
 sh

ip
s

シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

－
船

上
に
存

在
す
る
有

害
物

質
の

場
所

を
示

す
図

表

シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

条
約

で
義

務
付

け
ら
れ

て
い
る
有

害
物

質
一

覧
表

（
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
）
に
関

す
る
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル

業
者

の
理

解
を
助

け
る
こ
と
と
な
る
船

上
に
存

在
す
る
有

害
物

質
の

場
所

を
示

す
図

表
に
係

る
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
10

.1
2.

15
.

－

TC
8

IS
O

 3
00

07
:2

01
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ea

su
re

s t
o 

pr
ev

en
t a

sb
es

to
s

em
is

si
on

 a
nd

 e
xp

os
ur

e 
du

rin
g 

sh
ip

re
cy

cl
in

g

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
シ
ッ
プ
リ
サ
イ
ク

ル
時

の
ア
ス
ベ
ス
ト
飛

散
と
曝

露
防

止
対

策

シ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル

の
際

に
船

舶
に
使

用
さ
れ

て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の

発
じ
ん
を
抑

制
し
て
、
一

般
環

境
へ

の
飛

散
及

び
作

業
者

の
暴

露
を
防

ぐ
た
め
の

有
効

な
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
10

.1
2.

01
.

－

8／
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議
長
：
空
位
、
幹
事
国
：
米
国
（

A
N

SI
）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
1

IS
O

 7
99

-1
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

Pi
lo

t
la

dd
er

s-
 P

ar
t 1

: D
es

ig
n 

an
d

Sp
ec

ifi
ca

tio
n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ

ダ
ー

-第
1部

：
設

計
お
よ
び
仕

様
パ

イ
ロ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
に
関

す
る

IM
O
要

件
を
補

完
す
る
も
の

と
し
て
取

り
纏

め
た

IS
O

 7
99

: 2
00

4を
、
今
日
の
船

舶
大

型
化

に
伴

い
、

IM
O
の

強
制

規
則

及
び
本

規
格

に
記

述
さ
れ

て
い
る
性

能
要

件
へ

の
適

合
を
確

保
す
る

た
め
改
訂
し
た
も
の
。
決
議
（
IS

O
/T

C
 8

/S
C

 1
 R

es
ol

ut
io

n 
N

o.
 2

23
）
に
よ
り
、

79
9を

3部
構

成
と
す
る
こ
と
が

採
択

さ
れ

た
。

第
1部

は
、
ラ
ダ
ー
の
材
料
、
構
造
、
試
験
お
よ
び
検
査
な
ど
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

IS
O

 7
99

:2
00

4は
SO

LA
S第

5章
第

23
規

則
で
参

照
さ
れ

て
い
る
。

20
19

.0
2.

19
IS

O
 7

99
: 2

00
4の

対
応
規

格
JI

S 
F 

26
15

:2
00

6
(M

O
D

)

SC
1

IS
O

 7
99

-2
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

Pi
lo

t
la

dd
er

s-
 P

ar
t 2

: M
ai

nt
en

an
ce

, u
se

,
su

rv
ey

, a
nd

 in
sp

ec
tio

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ

ダ
ー

-第
2部

：
保
守
、
利
用
、
検
査
お
よ
び

点
検

パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
の
点
検
、
保
守
、
記
録
、
保
管
お
よ
び
利
用
の
要
件
を
規
定
。

20
21

.0
5.

21

－

SC
1

IS
O

 7
99

-3
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

Pi
lo

t
la

dd
er

s-
 P

ar
t 3

: A
tta

ch
m

en
ts

 a
nd

as
so

ci
at

ed
 e

qu
ip

m
en

t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ

ダ
ー

-第
3部

：
付

属
品

お
よ
び
関

連
備

品
パ

イ
ロ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
の

付
属

品
お
よ
び
関

連
備

品
に
関

す
る
要

件
を
規

定
。

20
22

.0
4

－

SC
1

IS
O

 4
00

1:
19

77
Sh

ip
bu

ild
in

g 
- I

nl
an

d 
na

vi
ga

tio
n 

-
R

af
t-t

yp
e 

lif
e-

sa
vi

ng
 a

pp
ar

at
us

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
い
か

だ
型

救
命

器
具

内
陸

航
行

船
用

の
固

型
式

（
非

膨
脹

式
）
い
か

だ
型

救
命
装
置
の
目
的
、
材
料
及
び
主
な
技
術
的
要
求
事
項

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

77
.0

3.
15

.
－

SC
1

IS
O

 4
14

3:
19

81
Sh

ip
bu

ild
in

g 
- I

nl
an

d 
ve

ss
el

s -
 O

pe
n

ro
w

in
g 

lif
eb

oa
ts

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
無

甲
板

手
こ
ぎ

式
救

命
艇

19
74
年

SO
LA

S条
約

で
は

カ
バ

ー
さ
れ

て
い
な
い
内

陸
航
行
船
用
の
開
放
型
手
漕
ぎ
救
命
艇
の
型
式
、
主
な

特
性

、
設

計
要

求
事

項
及

び
設

備
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

81
.0

5.
15

.
－

SC
1

IS
O

 5
47

6:
20

23
Sh

ip
s a

nd
 M

ar
in

e 
Te

ch
no

lo
gy

 —
V

irt
ua

l r
ea

lit
y 

an
d 

si
m

ul
at

or
 tr

ai
ni

ng
eq

ui
pm

en
t a

nd
 sy

st
em

s f
or

 li
fe

sa
vi

ng
ap

pl
ia

nc
es

 a
nd

 a
rr

an
ge

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

救
命

設
備

用
の

バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
及

び
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

の
訓

練
装

置
お
よ
び
シ
ス
テ
ム

救
命

設
備

の
訓

練
、
操

練
及

び
保

守
に
用

い
ら
れ

る
バ

ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
及

び
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
装

置
及

び
シ

ス
テ
ム
の

一
般

規
定

及
び
最

低
基

準
を
規

定
。

提
案

国
：
米

国

20
23

.0
2

－

SC
1

IS
O

 5
48

8:
20

15
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
A

cc
om

m
od

at
io

n 
la

dd
er

s
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ

ン
ラ
ダ
ー

商
船

（
客

船
を
除

く
）
に
使

用
さ
れ

る
船

側
は

し
ご
（
舷

梯
）
に
係

る
要

求
事

項
及

び
試

験
の

方
法

を
規

定
。

20
20
年

10
月

か
ら
予

定
さ
れ

て
い
る
定

期
見

直
し
投

票
で
米

国
が

改
訂

の
提

案
を
す
る
予

定
。

20
15

.1
2.

15
JI

S 
F 

26
05

 (M
O

D
)

JI
S 

F 
26

21
 (N

EQ
)

SC
1

IS
O

 5
48

9:
20

08
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Em

ba
rk

at
io

n 
la

dd
er

s
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

救
命

艇
用

な
わ

ば
し
ご

救
命

艇
乗

込
用

な
わ

ば
し
ご
に
関

す
る

IM
O
要

件
を
補

完
す
る
も
の

と
し
て
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
IM

O
の
強
制

規
則

に
は

乗
込

用
は

し
ご
承

認
の

た
め
の

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
試

験
に
つ
い
て
の

詳
細

な
要

件
が

規
定

さ
れ

て
い
な

い
た
め
、
本

規
格

に
記

述
さ
れ

て
い
る
試

験
方

法
は

、
IM

O
要

件
に
は

含
ま
れ

て
い
な
い
が

、
IM

O
の
強
制
規

則
及

び
本

規
格

に
規

定
さ
れ

て
い
る
性

能
要

件
へ

の
適

合
を
確

保
す
る
た
め
に
取

り
纏

め
ら
れ

た
も
の

。

TC
 8

/S
C

 1
総

会
（
20

19
年

5月
24

-2
6日

）
は

、
IS

O
 7

99
-1
に
合

わ
せ

た
改

正
案

を
日

本
が

提
出

す
る
こ
と
に
合

意
し
た
（
決

議
29

3）
。

20
08

.0
3.

01
.

JI
S 

F 
26

17
:2

01
1

(M
O

D
)

SC
1

IS
O

/D
IS

 5
48

9
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Em

ba
rk

at
io

n 
la

dd
er

s
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

救
命

艇
用

な
わ

ば
し
ご

以
下

の
改

訂
を
行

う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、

20
08
年
版
を
改
訂
作
業
中
。
【
日
本
主
導
】

・
「
2項

 引
用

規
格

」
の

修
正

・
「
3項

 用
語

及
び
定

義
」
の

追
加

、

・
「
4項

 材
料

」
の

要
件

を
IS

O
79

9-
1:

20
19
の

要
件

に
整

合
さ
せ

る
。

8月
23
日

を
投

票
期

限
と
し
て
、

C
D
投
票
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
（
日
本
は
意
見
付
き
賛
成
）
。

現
在

、
D

IS
投

票
の

準
備

中
。

C
D
投
票
承
認

20
22

.0
8.

23

－

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1
（
海

上
安

全
分

科
委

員
会

）
担

当
分

9／
60

－ 107 －



SC
1

IS
O

 7
06

1:
20

15
Sh

ip
bu

ild
in

g 
- A

lu
m

in
iu

m
 sh

or
e

ga
ng

w
ay

s f
or

 se
ag

oi
ng

 v
es

se
ls

造
船

－
外

洋
航

行
船

用
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
製

シ
ョ
ア
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ

船
舶

か
ら
陸

上
へ

の
軽

量
で
使

い
勝

手
の

良
い
安

全
な
ア
ク
セ
ス
手

段
と
し
て
主

と
し
て
乗

員
が

使
用

す
る
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
シ
ョ
ア
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
（
タ
ラ
ッ
プ
）
で
船

上
に
搭

載
す
る
よ
う
設

計
さ
れ

た
も
の

の
要

求
事

項
に

つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
適

用
対

象
は

水
平

又
は

30
度
以
内
の
傾
き
で
使
用
さ
れ
る
タ
ラ
ッ
プ
で
、
こ
れ
以
上

の
傾

斜
角

で
使

用
す
る
も
の

に
つ
い
て
は

踏
板

、
デ
ッ
キ
に
特

別
な
配

慮
が

必
要

で
あ
る
。

20
15

.1
2.

15
JI

S 
F 

26
13

 (M
O

D
)

SC
1

IS
O

/C
D

 7
06

1
Sh

ip
bu

ild
in

g 
- A

lu
m

in
iu

m
 sh

or
e

ga
ng

w
ay

s f
or

 se
ag

oi
ng

 v
es

se
ls

造
船

－
外

洋
航

行
船

用
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
製

シ
ョ
ア
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ

船
舶

か
ら
陸

上
へ

の
軽

量
で
使

い
勝

手
の

良
い
安

全
な
ア
ク
セ
ス
手

段
と
し
て
主

と
し
て
乗

員
が

使
用

す
る
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
シ
ョ
ア
ギ
ャ
ン
グ
ウ
ェ
イ
（
タ
ラ
ッ
プ
）
で
船

上
に
搭

載
す
る
よ
う
設

計
さ
れ

た
も
の

の
要

求
事

項
に

つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
現

行
規

格
が

定
め
る
規

定
が

細
か

く
、
製

造
の

自
由

度
を
制

限
す
る
可

能
性

が
あ

る
こ
と
か

ら
、
韓

国
の

提
案

に
よ
り
、
改

訂
作

業
が

行
わ

れ
て
い
る
。
【
韓
国
主
導
】

20
23

.0
2

W
D
作
成
中

－

SC
1

IS
O

 7
36

4:
20

16
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 - 
D

ec
k

m
ac

hi
ne

ry
 - 

A
cc

om
m

od
at

io
n 

la
dd

er
w

in
ch

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

甲
板

機
械

－
舷

梯
用

ウ
ィ
ン
チ

電
気

、
油

圧
又

は
空

気
圧

駆
動

式
の

ウ
イ
ン
チ
及

び
無
動
力
ウ
イ
ン
チ
の

要
求

事
項

及
び
特

性
に
つ
い
て
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
な
お
、
ウ
イ
ン
チ
駆

動
用

発
動

機
の

要
求

事
項

は
含

ま
れ

な
い
。

M
SC

.1
 C

irc
. 1

33
1で

参
照

さ
れ

て
い
る
。

20
16

.0
4.

01

－

SC
1

 (S
C

4よ
り
移

管
)

IS
O

 1
31

22
:2

01
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

La
un

ch
in

g 
ap

pl
ia

nc
es

 fo
r d

av
it-

la
un

ch
ed

 li
fe

ra
fts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ダ
ビ
ッ
ト
進

水
式

救
命

い
か

だ
の

進
水

装
置

ダ
ビ
ッ
ト
進
水
式
救
命
い
か
だ
の
進
水
装
置
の
性
能
、
設
計
、
構
造
、
運
用
方
法
、
安
全
性
、
点
検
方
法
、
保
守

及
び
試

験
に
関

す
る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
18
年

9月
の

TC
 8
総
会
で
、
審
議
を

TC
 8

/S
C

 1
に
移

行
す
る
旨

の
決

議
38

7が
出

さ
れ

た
。

R
es

ol
ut

io
n 

38
7

B
as

ed
 o

n 
an

 in
te

rn
al

 c
ol

la
bo

ra
tio

n 
ag

re
em

en
t r

ea
ch

ed
 b

y 
SC

1 
an

d 
SC

4,
 T

C
8 

re
-a

ff
irm

s t
ha

t a
ll

st
an

da
rd

s o
n 

lif
e-

sa
vi

ng
 a

pp
lia

nc
es

 a
rr

an
ge

m
en

ts
 (s

uc
h 

as
 th

os
e 

co
ve

re
d 

by
 S

O
LA

S 
C

ha
pt

er
 II

I a
nd

LS
A

 C
od

e)
 w

ou
ld

 b
e 

w
ith

 S
C

1 
an

d 
co

ns
eq

ue
nt

ly
 re

so
lv

ed
 to

 tr
an

sf
er

 IS
O

/A
W

I 2
35

74
 fr

om
 S

C
4 

to
SC

1 
fo

r c
om

pl
et

io
n 

un
de

r S
C

1a
nd

 it
s W

G
1.

 N
ot

in
g 

th
is

 T
C

8 
al

so
 a

gr
ee

d 
to

 tr
an

sf
er

 p
ub

lis
he

d
st

an
da

rd
s I

SO
 1

31
22

:2
01

1,
 IS

O
 1

55
16

:2
00

6 
an

d 
IS

O
 2

26
73

:2
00

8 
fr

om
 S

C
4 

to
 S

C
1 

at
 th

e 
ne

xt
re

vi
si

on
.

20
11

.0
8.

15
.

－

SC
1

IS
O

 1
53

70
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

Lo
w

-
lo

ca
tio

n 
lig

ht
in

g 
(L

LL
) o

n 
pa

ss
en

ge
r

sh
ip

s -
- A

rr
an

ge
m

en
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

旅
客

船
用

低
位

置
照

明
－

配
置

19
74
年

SO
LA

S条
約

20
00
年

改
正

第
Ⅱ

-２
章
第

13
-3

-2
-5

-1
規

則
並

び
に

IM
O
消

防
設

備
コ
ー
ド
に
規

定
す

る
旅

客
船

用
低

位
置

照
明

の
承

認
、
取

付
け
及

び
保

守
に
関

す
る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

21
.0

1.
08

JI
S 

F 
80

10
:2

00
7

(I
D

T)

SC
1

IS
O

15
37

0:
20

21
/D

A
M

D
 1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Lo
w

-lo
ca

tio
n 

lig
ht

in
g 

(L
LL

) o
n

pa
ss

en
ge

r s
hi

ps
 —

 A
rr

an
ge

m
en

t —
A

m
en

dm
en

t 1

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

旅
客

船
用

低
位

置
照

明
－

配
置

ー
追

補
1

IS
O

15
37

0:
20

21
の

FD
IS
投
票
で
、
ド
イ
ツ
か
ら
技
術
的
な
コ
メ
ン
ト
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
コ
メ
ン
ト
を
反
映

す
る
た
め
、
追

補
を
作

成
す
る
こ
と
が

、
20

21
年

5月
18
～

19
日
に

W
EB

で
開

催
さ
れ

た
、

IS
O

/T
C

8/
SC

1総
会

で
合

意
さ
れ

た
。
【
イ
タ
リ
ア
主

導
】

D
IS
投
票
終
了

20
22

.1
1.

21
－

SC
1

IS
O

 1
53

71
:2

01
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Fi
re

ex
tin

gu
is

hi
ng

 sy
st

em
s f

or
pr

ot
ec

tio
n 

of
 g

al
le

y 
co

ok
in

g
eq

ui
pm

en
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
厨

房
調

理
器

具
保

護
の

た
め
の

消
火

装
置

厨
房

フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
、
揚

げ
物

用
鍋

そ
の

他
の

グ
リ
ー
ス
付

着
の

器
具

を
保

護
す
る
消

火
装

置
ユ
ニ
ッ
ト
の

設
計

、
試

験
、
使

用
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

15
.1

1.
15

－

SC
1

IS
O

/A
W

I 1
53

71
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Fi

re
ex

tin
gu

is
hi

ng
 sy

st
em

s f
or

pr
ot

ec
tio

n 
of

 g
al

le
y 

co
ok

in
g

eq
ui

pm
en

t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
厨

房
調

理
器

具
保

護
の

た
め
の

消
火

装
置

20
21
年

3月
を
〆

切
に
実

施
さ
れ

た
定

期
見

直
し
で
、
提

出
さ
れ

た
各

国
コ
メ
ン
ト
を
反

映
す
る
た
め
、
改

訂
す

る
こ
と
が
、

20
21
年

5月
18
～

19
日

に
W

EB
で
開

催
さ
れ

た
、

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1
総

会
に
て
合

意
さ
れ

た
。

【
日

本
主

導
】

C
D
登
録

20
21

.0
5.

27

SC
1

IS
O

 1
53

72
:2

00
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

In
fla

ta
bl

e 
re

sc
ue

 b
oa

ts
 --

 C
oa

te
d

fa
br

ic
s f

or
 in

fla
ta

bl
e 

ch
am

be
rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

助
艇

－
気
室
用
の
ゴ
ム
引

き
布

19
74
年

SO
LA

S条
約

（
改

正
を
含

む
）
、
救

命
設

備
コ
ー
ド
（
IM

O
決
議

M
SC

.4
8(

66
)）
第
１
章

1.
2項

及
び
第

V
章

並
び
に

IM
O
総

会
決

議
A

.6
89

(1
7)
（
改

正
を
含

む
）
に
適

合
す
る
救

助
艇

の
気

室
の

構
造

に
使

用
す
る
ゴ

ム
引
き
布

に
係

る
最

低
限

の
要

求
事

項
及

び
試

験
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。

IM
O
救

命
設

備
試

験
勧

告
M

SC
.8

1(
70

) の
第

 7
.2

.1
4項

で
脚

注
参

照
さ
れ

て
い
る
。

20
00

.1
2.

01
.

－

SC
1

IS
O

 1
53

72
:2

00
0/

D
A

m
d 

1
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
In

fla
ta

bl
e 

re
sc

ue
 b

oa
ts

 --
 C

oa
te

d
fa

br
ic

s f
or

 in
fla

ta
bl

e 
ch

am
be

rs
 --

A
m

en
dm

en
t 1

: O
il-

re
si

st
an

ce
 te

st

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

助
艇

－
気
室
用
の
ゴ
ム
引
き
布
－
追
補

IS
O

 1
53

72
: 2

00
0の

第
6.

2.
5.

3項
に
記

載
さ
れ

る
耐

油
試

験
の

試
験

温
度

70
℃

が
誤

記
で
あ
る
こ
と
が

確
認

さ
れ
た
た
め
、

IS
O

/T
R

 6
06

5の
規

定
と
同

じ
20
℃

に
修

正
す
る
追

補
発

行
を
行

っ
た
。

20
21

.0
2.

05

10
／

60

－ 108 －



SC
1

 (S
C

4よ
り
移

管
)

IS
O

 1
55

16
:2

00
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

La
un

ch
in

g 
ap

pl
ia

nc
es

 fo
r d

av
it-

la
un

ch
ed

 li
fe

bo
at

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ダ
ビ
ッ
ト
進

水
型

救
命

艇
の

進
水

装
置

ダ
ビ
ッ
ト
進
水
救
命
艇
用
進
水
装
置
の
性
能
、
設
計
、
構
造
、
安
全
性
、
保
守
及
び
試
験
に
関
す
る
要
求
事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
R

o/
R

o旅
客

船
に
装

備
す
る
高

速
救

助
艇

用
進

水
装

置
を
含

む
外

洋
航

行
船

の
ダ
ビ
ッ

ト
進

水
型

救
助

艇
の

進
水

装
置

に
も
適

用
可

能
で
あ
る
。

20
18
年

9月
の

TC
 8
総
会
で
、
審
議
を

TC
 8

/S
C

 1
に
移

行
す
る
旨

の
決

議
38

7が
出

さ
れ

た
。

R
es

ol
ut

io
n 

38
7

B
as

ed
 o

n 
an

 in
te

rn
al

 c
ol

la
bo

ra
tio

n 
ag

re
em

en
t r

ea
ch

ed
 b

y 
SC

1 
an

d 
SC

4,
 T

C
8 

re
-a

ff
irm

s t
ha

t a
ll

st
an

da
rd

s o
n 

lif
e-

sa
vi

ng
 a

pp
lia

nc
es

 a
rr

an
ge

m
en

ts
 (s

uc
h 

as
 th

os
e 

co
ve

re
d 

by
 S

O
LA

S 
C

ha
pt

er
 II

I a
nd

LS
A

 C
od

e)
 w

ou
ld

 b
e 

w
ith

 S
C

1 
an

d 
co

ns
eq

ue
nt

ly
 re

so
lv

ed
 to

 tr
an

sf
er

 IS
O

/A
W

I 2
35

74
 fr

om
 S

C
4 

to
SC

1 
fo

r c
om

pl
et

io
n 

un
de

r S
C

1 
an

d 
its

 W
G

1.
 N

ot
in

g 
th

is
 T

C
8 

al
so

 a
gr

ee
d 

to
 tr

an
sf

er
 p

ub
lis

he
d

st
an

da
rd

s I
SO

 1
31

22
:2

01
1,

 IS
O

 1
55

16
:2

00
6 

an
d 

IS
O

 2
26

73
:2

00
8 

fr
om

 S
C

4 
to

 S
C

1 
at

 th
e 

ne
xt

re
vi

si
on

.

20
06

.0
2.

15
.

－

SC
1

IS
O

 1
57

34
:2

00
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

H
yd

ro
st

at
ic

 re
le

as
e 

un
its

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

水
圧

離
脱

装
置

膨
脹

式
救

命
い
か

だ
及

び
非

常
用

位
置

指
示

無
線

標
識

（
EP

IR
B
）
等

の
自

己
浮

揚
式

の
救

命
設

備
に
使

用
さ
れ

る
自

動
水

圧
離

脱
装

置
の

性
能

及
び
試

験
に
係

る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

01
.0

6.
01

.
－

SC
1

IS
O

 1
57

36
:2

00
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Py
ro

te
ch

ni
c 

lif
e-

sa
vi

ng
 a

pp
lia

nc
es

 --
Te

st
in

g,
 in

sp
ec

tio
n 

an
d 

m
ar

ki
ng

 o
f

pr
od

uc
tio

n 
un

its

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

救
命

設
備

用
火

工
品

－
製

造
ユ
ニ
ッ
ト
に
つ
い
て
の

試
験

、
検

査
及

び
表

示

IM
O
の

救
命

設
備

の
試

験
に
関

す
る
勧

告
に
従

っ
て
評

価
、
試

験
を
受

け
、

IM
O
救

命
設

備
コ
ー
ド
に
よ
り
型

式
承

認
を
受

け
る
救

命
設

備
用

火
工

品
の

試
験

、
検

査
、
適

合
評

価
手

順
及

び
表

示
の

方
法

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

は
、
定

期
的

に
全

て
の

原
型

試
験

を
繰

り
返

し
実

施
す
る
た
め
、

IM
O
救
命
設
備
の

試
験

に
関

す
る
勧

告
第

２
部

第
４
節

の
要

件
に
は

影
響

を
及

ぼ
さ
な
い
が

、
こ
の

規
格

に
適

合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
主

管
庁

が
原

型
試

験
の

実
施

頻
度

を
決

定
す
る
際
に
斟

酌
さ
れ

る
可

能
性

が
あ
る
。

20
06

.0
1.

15
.

－

SC
1

IS
O

 1
57

38
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

M
ar

iti
m

e 
Sa

fe
ty

 - 
G

as
 in

fla
tio

n
sy

st
em

s f
or

 in
fla

ta
bl

e 
lif

e-
sa

vi
ng

ap
pl

ia
nc

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

命
器

具
の

ガ
ス
膨

脹
シ
ス
テ
ム

19
74
年

SO
LA

S条
約

（
改

正
を
含

む
。
）
及

び
IM

O
決
議

M
SC

.4
8(

66
) （

救
命

設
備

コ
ー
ド
）
の

要
件

に
適

合

す
る
膨

脹
式

救
命

器
具

の
ガ
ス
膨

脹
シ
ス
テ
ム
の

性
能

及
び
試

験
に
関

す
る
要

求
事

項
に
つ
い
て
、

IM
O
強

制
文

書
を
補

完
す
る
も
の

と
し
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
な
お
、
ガ
ス
容

器
の

品
質

、
使

用
方

法
、
試

験
に
関

す
る

要
件

は
各

国
様

々
で
あ
る
た
め
、
こ
の

規
格

で
は

ガ
ス
容

器
に
つ
い
て
は

対
象

外
と
し
て
い
る
。

本
規
格
の
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム
は
、
生
存
艇
、

M
ES

お
よ
び
そ
の

他
の

救
命

手
段

で
あ
る
。

日
本

主
導

で
改

訂
作

業
を
行

い
、
主

に
、
ガ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
バ

ル
ブ
と
カ
ッ
ト
装

置
の

一
体

型
に
も
言

及
す
る
規

格
と
し
た
。

LS
Aコ

ー
ド
第

4.
2.

2.
3項

で
脚

注
参

照
さ
れ

て
い
る
。

20
19

.0
7.

12
IS

O
 1

57
38

:2
00

2の
対
応
規

格
：

JI
S 

F 
28

05
:2

00
6

(M
O

D
)

SC
1

IS
O

 1
64

37
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Li
fe

sa
vi

ng
 a

nd
 fi

re
 p

ro
te

ct
io

n 
--

A
tm

os
ph

er
ic

 o
il 

m
is

t d
et

ec
to

rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

救
命

及
び
防

火
－
オ
イ
ル
ミ
ス
ト
感
知
装
置

船
内

で
発

生
す
る
引

火
性

の
オ
イ
ル

ミ
ス
ト
を
検

知
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ

る
警

報
装

置
（
オ
イ
ル

・
ミ
ス
ト
・
デ
ィ

テ
ク
タ
ー
）
に
対

す
る
要

求
事

項
、
試

験
方

法
及

び
性

能
基

準
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

IS
O
規

格
制

定
の

5年
後

に
実

施
さ
れ

る
定

期
見

直
し
投

票
が

実
施

さ
れ

た
（

20
17
年

4月
15
日
～

20
17
年

9月
4日

）
。

SC
 1
メ
ン
バ
ー
間
で
は
、
改
訂
を
要
望
す
る
提
案
は
な
か
っ
た
。

20
12

.0
7.

01
.

（
制
定
）

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
17

.0
9.

04

－

SC
1

IS
O

/A
W

I 1
66

81
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
 P

ilo
t

tra
ns

fe
r a

rr
an

ge
m

en
ts

 —
 S

hi
p 

hu
ll

se
cu

rin
g 

eq
ui

pm
en

t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 水
先

案
内

人
用

の
乗

下
船

設
備

--船
体

固
定

装
置

水
先

人
の

乗
下

船
に
用

い
ら
れ

る
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
と
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ダ
ー
を
船

体
に
固

定
す
る
こ
と

を
目

的
と
し
た
装

置
の

性
能

、
保

守
及

び
検

査
に
つ
い
て
取

り
纏

め
て
い
る
。
【
オ
ラ
ン
ダ
主

導
】

20
22
年

5月
4日

を
投

票
期

限
と
し
た
の

N
P投

票
及

び
以

降
の

審
議

の
結

果
、

TC
 8

/S
C

 1
の
新
規
作
業
項
目

と
し
て
承

認
さ
れ

た
。

W
D
作
成
中

－

SC
1

IS
O

 1
67

06
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 M
ar

in
e 

Te
ch

no
lo

gy
 -

M
ar

in
e 

Ev
ac

ua
tio

n 
Sy

st
em

s –
 L

oa
d

ca
lc

ul
at

io
ns

 fo
r m

oo
rin

g 
an

d 
pa

ss
ag

e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

降
下

式
生

存
艇

乗
込

装
置

の
係

留
と
降

下
の

荷
重

算
定

降
下

式
乗

込
装

置
(M

ES
)の

係
留

と
降

下
の

荷
重

算
定

方
法

に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
る
も
の

。
20

16
.0

7.
15

－

11
／

60

－ 109 －



SC
1

IS
O

 1
67

07
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

M
ar

in
e 

ev
ac

ua
tio

n 
sy

st
em

s -
D

et
er

m
in

at
io

n 
of

 c
ap

ac
ity

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

降
下

式
乗

込
装

置
―

容
量

の
算

定
方

法
IM

O
救

命
設

備
コ
ー
ド
及

び
M

SC
決

議
81

(7
0)
の

Pa
rt1

/1
2.

6.
1で

定
め
る
手

続
き
で
要

求
さ
れ

る
降

下
式

乗
込

装
置

の
容

量
の

評
価

及
び
算

定
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
る
も
の

。

20
22
年

3月
13
日

を
投

票
期

限
と
し
た
定

期
見

直
し
投

票
の

結
果

、
フ
ラ
ン
ス
が

改
訂

を
希

望
す
る
回

答
を
し
た

が
、
他

の
メ
ン
バ

ー
国

は
確

認
（
現

状
維

持
）
を
回

答
し
た
。
し
か

し
な
が

ら
、

5月
18

-1
9日

に
開

催
さ
れ

た

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1
ウ
ェ
ブ
総

会
に
て
、

M
ES

の
部

品
等

の
定

義
等

が
不

十
分

で
あ
る
と
フ
ラ
ン
ス
か

ら
改

め
て
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
改
訂
を
検
討
す
る
方
向
で
、

SC
 1
が

調
整

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

20
16

.1
0.

15

定
期

見
直

し
投

票
終

了
20

22
.0

3.
13

－

SC
1

IS
O

 1
73

38
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

D
ra

w
in

gs
 fo

r f
ire

 p
ro

te
ct

io
n 

-
In

di
ca

tio
ns

 o
f f

ire
 ra

tin
g 

by
 d

iv
is

io
ns

fo
r s

hi
ps

 a
nd

 h
ig

h-
sp

ee
d 

cr
af

t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

防
火

に
関

す
る

図
面

－
船

舶
及

び
高

速
艇

に
関

す
る
区

画
ご
と
の

防
火

等
級

の
指

示
方

法

船
舶

及
び
高

速
艇

の
防

火
の

た
め
の

防
熱

・
構

造
仕

切
の

防
火

等
級

の
図

面
上

の
デ
ザ

イ
ン
及

び
配

置
に
つ

い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

09
.0

8.
15

.

－

SC
1

IS
O

 1
73

39
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

Se
a

an
ch

or
s f

or
 su

rv
iv

al
 c

ra
ft 

an
d 

re
sc

ue
bo

at
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

生
存

艇
及

び
救

助
艇

用
シ
ー
ア
ン
カ
ー

IM
O
の

救
命

設
備

コ
ー
ド
に
従

っ
て
生

存
艇

及
び
救

助
艇

に
備

え
る
シ
ー
ア
ン
カ
ー
の

設
計

、
性

能
及

び
原

型
試

験
方

法
に
係

る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。

IS
O

 1
73

39
:2

00
2の

改
訂

案
を
我

が
国

主
導

で
作

成
し
た
。
【
日

本
主

導
】

20
18

.0
7.

19

－

SC
1

IS
O

 1
76

31
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Sh
ip

bo
ar

d 
pl

an
s f

or
 fi

re
 c

on
tro

l,
da

m
ag

e 
co

nt
ro

l, 
lif

e-
sa

vi
ng

ap
pl

ia
nc

es
 a

nd
 m

ea
ns

 o
f e

sc
ap

e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

火
災

制
御

、
損

傷
制

御
、
救

命
設

備
及

び
脱

出
手

段
の

た
め
の

船
用

図
面

消
防

設
備

、
防

火
構

造
、
救

命
設

備
及

び
脱

出
設

備
に
関

す
る
船

舶
に
備

え
る
図

面
の

内
容

、
型

式
、
設

計
、

配
置

及
び
使

用
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
こ
れ

ら
の

図
面

に
お
い
て
使

用
さ
れ

る
図

記
号

及
び
挿

絵
に
つ
い
て
も
記

述
し
て
い
る
。

20
22
年

版
に
て
、

D
C

P（
ダ
メ
ー
ジ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

・
プ
ラ
ン
）
に
関

す
る
要

件
を
追

加
さ
れ

た
。

20
22

.1
2

IS
O

 1
76

31
:2

00
2が

、
JI

S 
F

00
51

:2
00

3(
M

O
D

)に
対

応
し
て
い
る
。

SC
1

IS
O

 1
80

79
-1

:2
01

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Se

rv
ic

in
g 

of
 in

fla
ta

bl
e 

lif
es

av
in

g
ap

pl
ia

nc
es

 - 
Pa

rt 
1:

 G
en

er
al

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

命
設

備
の

整
備

－
第

1部
：
総

則
SO

LA
S第

II
I章

20
.8
に
適

合
す
る
膨

脹
式

救
命

機
器

を
整

備
す
る
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
一

般
要

件
に
つ
い
て
規

定
し
た
も
の

。
20

18
.0

5.
30

－

SC
1

IS
O

 1
80

79
-2

:2
01

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Se

rv
ic

in
g 

of
 in

fla
ta

bl
e 

lif
es

av
in

g
ap

pl
ia

nc
es

 - 
Pa

rt 
2:

 In
fla

ta
bl

e 
lif

e
ra

fts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

命
設

備
の

整
備

－
第

2部
：
膨

脹
式

救
命

い
か

だ

SO
LA

S第
II

I章
20

.8
に
適

合
す
る
膨

脹
式

救
命

い
か

だ
を
整

備
す
る
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
事

項
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

5.
30

－

SC
1

IS
O

 1
80

79
-3

:2
01

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Se

rv
ic

in
g 

of
 in

fla
ta

bl
e 

lif
es

av
in

g
ap

pl
ia

nc
es

 - 
Pa

rt 
3:

 In
fla

ta
bl

e
lif

ej
ac

ke
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

命
設

備
の

整
備

－
第

3部
：
膨

脹
式

救
命

胴
衣

SO
LA

S第
II

I章
20

.8
に
適

合
す
る
膨

脹
式

救
命

胴
衣

を
整

備
す
る
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
事

項
に

つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

5.
30

－

SC
1

IS
O

 1
80

79
-4

:2
01

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Se

rv
ic

in
g 

of
 in

fla
ta

bl
e 

lif
es

av
in

g
ap

pl
ia

nc
es

 - 
Pa

rt 
4:

 In
fla

ta
bl

e 
m

ar
in

e
ev

ac
ua

tio
n 

sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

救
命

設
備

の
整

備
－

第
4部

：
膨

脹
型

降
下

式
乗

込
装

置

SO
LA

S第
II

I章
20

.8
に
適

合
す
る
膨

脹
型

降
下

式
乗

込
装

置
を
整

備
す
る
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る

事
項

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

5.
30

－

SC
1

IS
O

 1
80

79
-5

:2
01

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Se

rv
ic

in
g 

of
 in

fla
ta

bl
e 

lif
es

av
in

g
ap

pl
ia

nc
es

 - 
Pa

rt 
5:

 in
fla

te
d 

re
sc

ue
bo

at
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

膨
脹

式
救

命
設

備
の

整
備

－
第

5部
：
膨

脹
型

救
助

艇
SO

LA
S第

II
I章

20
.8
に
適

合
す
る
膨

脹
型

救
助

艇
を
整

備
す
る
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
事

項
に
つ

い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
18

.0
5.

30

－

SC
1

IS
O

 1
88

13
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Su
rv

iv
al

 e
qu

ip
m

en
t f

or
 su

rv
iv

al
 c

ra
ft

an
d 

re
sc

ue
 b

oa
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

生
存

艇
及

び
救

助
艇

の
艤

装
品

19
74
年

SO
LA

S条
約

（
改

正
を
含

む
）
及

び
IM

O
救

命
設

備
コ
ー
ド
に
適

合
す
る
生

存
艇

及
び
救

助
艇

の
艤

装
品

に
係

る
設

計
、
性

能
、
使

用
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
ま
た
、
乗

組
員

及
び
管

理
者

に
よ
る
定

期
点

検
、
保

守
の

指
針

に
つ
い
て
も
記

述
し
て
い
る
。

LS
Aコ

ー
ド
第

IV
章

4.
1.

5.
1.

18
お
よ
び

19
で
脚

注
参

照
さ
れ

て
い
る
。

20
22

.0
9

制
定

－

12
／

60

－ 110 －



SC
1

IS
O

 1
92

92
:2

01
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Li
fe

sa
vi

ng
 a

nd
 fi

re
 p

ro
te

ct
io

n 
-

Po
in

t-t
yp

e 
re

se
tta

bl
e 

fla
m

e 
de

te
ct

or
s

fo
r s

hi
ps

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

救
命

及
び
防

火
－

船
舶

用
ス
ポ
ッ
ト
型

炎
感

知
器

船
舶

用
火

災
探

知
装

置
に
使

用
さ
れ

る
ス
ポ
ッ
ト
型

炎
感

知
器

の
要

求
事

項
、
試

験
方

法
及

び
性

能
判

定
基

準
に
つ
い
て
取
り
纏

め
る
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
14

.0
3.

15

－

SC
1

IS
O

 1
98

91
-1

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
Sp

ec
ifi

ca
tio

ns
 fo

r g
as

 d
et

ec
to

rs
in

te
nd

ed
 fo

r u
se

 o
nb

oa
rd

 sh
ip

s -
 P

ar
t

1:
 P

or
ta

bl
e 

G
as

 d
et

ec
to

rs
 fo

r
at

m
os

ph
er

e 
te

st
in

g 
of

 e
nc

lo
se

d
sp

ac
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

に
お
け
る

使
用

を
目

的
と
し
た
ガ
ス
検

知
器

の
仕

様
－

第
1部

：
閉

鎖
区

域
の

気
質

を
測

定
す

る
た
め
の

可
搬

型
ガ
ス
検

知
器

船
舶

の
閉

鎖
区

域
に
お
け
る
作

業
従

事
者

の
安

全
確

保
の

た
め
に
、
様

々
な
ガ
ス
を
検

知
す
る
た
め
に
用

い
る
マ
ル

チ
ガ
ス
検

知
器

の
設

計
、
製

造
、
試

験
等

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
我

が
国

の
意

見
を
十

分
に
反

映
し
た
形
で
、

20
17
年

7月
に
制

定
さ
れ

た
。

20
17

.0
7

－

SC
1

IS
O

 1
98

97
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

M
ar

in
e 

ev
ac

ua
tio

n 
sy

st
em

s-
C

on
di

tio
n 

of
 ic

in
g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

降
下

式
生

存
艇

乗
込

装
置

－
氷

結
試

験
IM

O
で
作

成
し
た

LS
Aコ

ー
ド
の

6.
2.

2.
1項

を
補

完
す
る
た
め
の

降
下

式
生

存
艇

乗
込

み
装

置
の

氷
結

試
験

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

19
.0

5.
03

－

SC
1

IS
O

 1
98

98
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 –

 L
ife

-
sa

vi
ng

 a
pp

lia
nc

es
 a

nd
 a

rr
an

ge
m

en
ts

 -
M

ea
ns

 o
f r

ec
ov

er
y 

of
 p

er
so

ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

救
命

設
備

お
よ

び
配

置
- 落

水
者

の
回

収
方

法
水

中
ま
た
は

生
存

艇
か

ら
安

全
に
回

収
す
る
目

的
に
か

な
う
可

能
性

の
あ
る
救

命
設

備
お
よ
び
専

用
の

回
収

装
置

の
評

価
を
基

に
、
船

ご
と
に
定

め
ら
れ

て
い
る
落

水
者

の
回

収
装

置
を
選

択
す
る
際

の
助

け
と
な
る
指
針

及
び
性

能
基

準
を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
一

般
、
性

能
、
素
材
、
表
示
、
機
能
、
お
よ
び
試
験
要
件
を
規
定
。

20
19

.0
8.

07

－

SC
1

IS
O

 1
99

12
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 –

Se
rv

ic
in

g 
of

 im
m

er
si

on
 su

its
, a

nt
i-

ex
po

su
re

 su
its

 a
nd

 c
on

st
an

t w
ea

r
su

its

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ー
ツ
、
耐

曝
露

ス
ー
ツ
及

び
常

時
着

用
型

ス
ー
ツ
の

整
備

要
件

IS
O

 1
80

79
-1
と
併

せ
て
、
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
、
耐

曝
露

ス
ー
ツ
及

び
常

時
着

用
型

ス
ー
ツ
の

整
備

及
び
試

験
要

件
を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
20

19
.0

6.
18

SC
1

IS
O

 2
11

95
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Sy
st

em
s f

or
 th

e 
de

te
ct

io
n 

of
 p

er
so

ns
w

hi
le

 g
oi

ng
 o

ve
rb

oa
rd

 fr
om

 sh
ip

s
(M

an
 o

ve
rb

oa
rd

 d
et

ec
tio

n)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

か
ら
の

落
水

者
（
M

O
B
）
検

知
シ
ス
テ
ム

船
上

か
ら
の

落
水

者
を
検

知
す
る
シ
ス
テ
ム
の

技
術

要
件

を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
原
則
、
構
成
、
制
御
、
設
計
及
び
試
験
、
落
水
者
検
知
等
の
要
件
を
規
定
。

20
20

.0
6.

22

－

SC
1

IS
O

 2
24

88
:2

01
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 –

Sh
ip

bo
ar

d 
fir

e-
fig

ht
er

s' 
ou

tfi
ts

(p
ro

te
ct

iv
e 

cl
ot

hi
ng

, g
lo

ve
s, 

bo
ot

s
an

d 
he

lm
et

)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
消

防
用

装
備

（
防

護
服

、
グ
ロ
ー
ブ
、
ブ
ー
ツ
お
よ

び
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）

乗
組

員
が

船
上

で
の

消
火

活
動

の
際

に
用

い
る
防

護
服

、
グ
ロ
ー
ブ
、
ブ
ー
ツ
及

び
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の

規
定

を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
固

定
消

火
シ
ス
テ
ム
を
運

用
す
る
前

の
段

階
（
炎

の
中

に
入

る
こ
と
を
意

図
し
な
い
）
小

規
模

か
ら
中

規
模

の
火

災
に
適

用
す
る
。

20
11

.0
6.

15

SC
1

 (S
C

4よ
り
移

管
)

IS
O

 2
26

73
:2

00
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

La
un

ch
in

g 
ap

pl
ia

nc
es

 fo
r f

re
e-

fa
ll

lif
eb

ao
ta

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

自
由

降
下

式
救

命
艇

の
進

水
装

置
自
由
降
下
式
救
命
艇
の
用
語
を
定
義
し
、
設
計
、
建
造
、
許
諾
、
検
査
、
性
能
、
運
航
お
よ
び
保
守
要
件
を
規

定
し
て
い
る
。

船
舶
お
よ
び
沿
岸
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
自
由
降
下
式
救
命
艇
を
進
水
す
る
た
め
に
、
傾
斜
ラ
ン
プ
を
用
い

る
進

水
装

置
に
適

用
可

能
な
規

格
で
あ
る
。

20
18
年

9月
の

TC
 8
総
会
で
、
審
議
を

TC
 8

/S
C

 1
に
移

行
す
る
旨

の
決

議
38

7が
出

さ
れ

た
。

R
es

ol
ut

io
n 

38
7

B
as

ed
 o

n 
an

 in
te

rn
al

 c
ol

la
bo

ra
tio

n 
ag

re
em

en
t r

ea
ch

ed
 b

y 
SC

1 
an

d 
SC

4,
 T

C
8 

re
-a

ff
irm

s t
ha

t a
ll

st
an

da
rd

s o
n 

lif
e-

sa
vi

ng
 a

pp
lia

nc
es

 a
rr

an
ge

m
en

ts
 (s

uc
h 

as
 th

os
e 

co
ve

re
d 

by
 S

O
LA

S 
C

ha
pt

er
 II

I a
nd

LS
A

 C
od

e)
 w

ou
ld

 b
e 

w
ith

 S
C

1 
an

d 
co

ns
eq

ue
nt

ly
 re

so
lv

ed
 to

 tr
an

sf
er

 IS
O

/A
W

I 2
35

74
 fr

om
 S

C
4 

to
SC

1 
fo

r c
om

pl
et

io
n 

un
de

r S
C

1
an

d 
its

 W
G

1.
 N

ot
in

g 
th

is
 T

C
8 

al
so

 a
gr

ee
d 

to
 tr

an
sf

er
 p

ub
lis

he
d 

st
an

da
rd

s I
SO

 1
31

22
:2

01
1,

 IS
O

15
51

6:
20

06
 a

nd
 IS

O
 2

26
73

:2
00

8 
fr

om
 S

C
4 

to
 S

C
1 

at
 th

e 
ne

xt
 re

vi
si

on
.

20
08

.0
3.

15

SC
1
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O

 2
32

69
-1

:2
00

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
B

re
at

hi
ng

 a
pp

ar
at

us
 fo

r s
hi

ps
 - 

Pa
rt

1:
 E

m
er

ge
nc

y 
es

ca
pe

 b
re

at
hi

ng
de

vi
ce

s (
EE

B
D

) f
or

 sh
ip

bo
ar

d 
us

e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
呼

吸
具

－
第

1 部
：
船

上
で
使

用
す
る
非

常
脱

出

用
呼

吸
具

(E
EB

D
)

19
74
年

SO
LA

S条
約

20
00
年

改
正

第
Ⅱ

-2
章

Ｄ
部

及
び

IM
O
消

防
設

備
コ
ー
ド
第

３
章

に
お
い
て
要

求
さ
れ

て
い
る
非

常
脱

出
用

呼
吸

具
(E

EB
D
：
危

険
な
環

境
下

で
居

住
区

域
又

は
機

関
区

域
か

ら
脱

出
の

に
必

要
な

酸
素

を
供

給
す
る
装
置

) の
性

能
仕

様
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。

20
08

.0
2.

01
.

－

13
／

60

－ 111 －
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1
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O
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69
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1
Sh

ip
s a
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ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
B

re
at

hi
ng

 a
pp

ar
at

us
 fo

r s
hi

ps
 - 

Pa
rt

2:
 S

el
f-

co
nt

ai
ne

d 
br

ea
th

in
g 

ap
pa

ra
tu

s
fo

r s
hi

pb
oa

rd
 fi

re
fig

ht
er

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
呼

吸
具

－
第

2部
：
船

上
消

防
用

自
蔵

式
呼

吸
具

19
74
年

SO
LA

S条
約

（
改

正
を
含

む
。
）
第

Ⅱ
-2
章

C
部
及
び

IM
O
消

防
設

備
コ
ー
ド
第

３
章

に
お
い
て
船

舶
へ

の
設

置
が

義
務

付
け
ら
れ

て
い
る
自

蔵
式

呼
吸

具
の

仕
様

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

11
.1

0.
01

.

－

SC
1

IS
O

 2
32

69
-3

:2
01

1
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
B

re
at

hi
ng

 a
pp

ar
at

us
 fo

r s
hi

ps
 - 

Pa
rt

3:
 S

el
f-

co
nt

ai
ne

d 
br

ea
th

in
g 

ap
pa

ra
tu

s
(s

af
et

y 
eq

ui
pm

en
t) 

re
qu

ire
d 

by
 th

e
IM

O
 IB

C
 a

nd
 IG

C
 C

od
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
呼

吸
具

－
第

3部
：
IM

O
 IB

C
コ
ー
ド
及

び
IG

C
コ
ー
ド
で
要

求
さ
れ

る
自

蔵
式

呼
吸

具
(安

全
設

備
)

IB
C
コ
ー
ド
及

び
IG

C
コ
ー
ド
に
お
い
て
要

求
さ
れ

て
い
る
自

蔵
式

呼
吸

具
の

仕
様

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
。

20
11

.0
5.

01
.

－

SC
1

IS
O
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32

69
-4

:2
01

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
B

re
at

hi
ng

 a
pp

ar
at

us
 fo

r s
hi

ps
 - 

Pa
rt

4:
 S

el
f-

co
nt

ai
ne

d 
br

ea
th

in
g 

ap
pa

ra
tu

s
fo

r e
m

er
ge

nc
y 

es
ca

pe
 re

qu
ire

d 
by

 th
e

IM
O

 IB
C

 a
nd

 IG
C

 C
od

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
救

命
呼

吸
器

－
第

4部
：
IM

O
 IB

C
及

び
IG

C
コ
ー

ド
で
要

求
さ
れ

る
非

常
脱

出
用

自
蔵

式
呼

吸
具

IB
C
コ
ー
ド

14
.2

.8
.2
項

及
び

IG
C
コ
ー
ド

14
.4

.2
.2
項

に
お
い
て
要

求
さ
れ

る
非

常
脱

出
用

自
蔵

式
呼

吸
具

の
性
能
仕
様
を
提
供
す
る
も
の
。
な
お
、
こ
の
装
具
は
、
消
防
作
業
、
貨
物
取
扱
作
業
、
炎
へ
の
接
近
、
進
入
を
想

定
し
た
も
の

で
は

な
い
。

20
10

.1
0.

15
.

－

SC
1
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O

 2
36

78
-1

:2
02

2
M

ai
nt

en
an

ce
, t

ho
ro

ug
h 

ex
am

in
at

io
n,

op
er

at
io

na
l t

es
tin

g,
 o

ve
rh

au
l a

nd
re

pa
ir 

of
 li

fe
bo

at
s (

in
cl

ud
in

g 
fr

ee
-f

al
l

lif
eb

oa
ts

) a
nd

 re
sc

ue
 b

oa
ts

(in
cl

ud
in

g
re

sc
ue

bo
at

s)
, l

au
nc

hi
ng

 a
pp

lia
nc

es
an

d 
re

le
as

e 
ge

ar
 se

rv
ic

e 
pe
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ne
l -

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r
tra

in
in

g 
pr

ov
id

er
s

救
命

艇
（
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル

を
含

む
）
及

び
救

助
艇

（
高

速
救

助
艇

を
含

む
）
、
進

水
装

置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運

用
試

験
、
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
要

員
－

第
1部

：
訓
練
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
一
般

要
件

IS
O

 2
36

78
シ
リ
ー
ズ
は
、
救
命
艇
、
救
助
艇
、
進
水
装
置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運
用
試
験
、

オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
に
要

求
さ
れ

る
能

力
を
開

発
・
維

持
で
き
る
よ
う
に
人

員
を
訓

練
す
る
た
め
の

安
全

で
統

一
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規

定
す
る
。

第
1部

は
、
技

能
の

道
筋

、
資

源
、
施

設
お
よ
び
製

造
者
の
訓
練
を
受
け
る
人
員
あ
る
い
は

A
SP

(A
ut

ho
riz

ed
Se

rv
ic

e 
Pr

ov
id

er
)の

認
定

要
件

を
規

定
す
る
。
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22

.0
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－
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2
M
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nt
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am
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at
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at
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na
l t

es
tin

g,
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ve
rh

au
l a

nd
re
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ir 

of
 li

fe
bo

at
s (

in
cl

ud
in

g 
fr

ee
-f

al
l

lif
eb

oa
ts

) a
nd

 re
sc

ue
 b

oa
ts
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cl

ud
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g
re
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bo
at

s)
, l

au
nc

hi
ng
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pp
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es
an

d 
re
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e 
ge

ar
 se
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e 
pe
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ne
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2:
 S

er
vi

ce
 P

er
so

nn
el

 In
iti

al
Tr

ai
ni

ng
 S

ta
nd

ar
d

救
命

艇
（
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル

を
含

む
）
及

び
救

助
艇

（
高

速
救

助
艇

を
含

む
）
、
進

水
装

置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運

用
試

験
、
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
要

員
－

第
2部

：
初

級
技

術
者

向
け
の

訓
練

標
準

IS
O

 2
36

78
シ
リ
ー
ズ
は
、
救
命
艇
、
救
助
艇
、
進
水
装
置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運
用
試
験
、

オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
に
要

求
さ
れ

る
能

力
を
開

発
・
維

持
で
き
る
よ
う
に
人

員
を
訓

練
す
る
た
め
の

安
全

で
統

一
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規

定
す
る
。

第
2部

は
、
製
造
者
ま
た
は

A
SP

が
認

証
す
る
人

員
の
た
め
の
初
級
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
規
定
す
る
。
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.0
8
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2
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nt
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op
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l t
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s (
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l
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oa
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(in
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ud
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g
re
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at

s)
, l
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pp
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es
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d 
re
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e 
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e 
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3:
 L

ev
el

 1
 T

ec
hn

ic
al

 - 
Tr

ai
ni

ng
St

an
da

rd

救
命

艇
（
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル

を
含

む
）
及

び
救

助
艇

（
高

速
救

助
艇

を
含

む
）
、
進

水
装

置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運

用
試

験
、
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
要

員
－

第
3部

：
レ
ベ
ル

 1
技

術
－

訓
練

標
準

IS
O

 2
36

78
シ
リ
ー
ズ
は
、
救
命
艇
、
救
助
艇
、
進
水
装
置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運
用
試
験
、

オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
に
要

求
さ
れ

る
能

力
を
開

発
・
維

持
で
き
る
よ
う
に
人

員
を
訓

練
す
る
た
め
の

安
全

で
統

一
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規

定
す
る
。

第
3部

は
、

[製
造

者
ま
た
は

]A
SP

が
認

証
す
る
人

員
の

た
め
の

レ
ベ
ル

1の
管

理
さ
れ

た
環

境
で
の

教
育

及
び

実
地
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
規
定
す
る
。
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4:
 L

ev
el

 2
 in

fil
ed

 c
om

pe
te

nc
e

as
se

ss
m

en
t

救
命

艇
（
フ
リ
ー
フ
ォ
ー
ル

を
含

む
）
及

び
救

助
艇

（
高

速
救

助
艇

を
含

む
）
、
進

水
装

置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運

用
試

験
、
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
要

員
－

第
4部

：
レ
ベ
ル

2　
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

の
技

能
評

価

IS
O

 2
36

78
シ
リ
ー
ズ
は
、
救
命
艇
、
救
助
艇
、
進
水
装
置
及
び
離
脱
装
置
の
整
備
、
総
点
検
、
運
用
試
験
、

オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル

及
び
修

理
に
要

求
さ
れ

る
能

力
を
開

発
・
維

持
で
き
る
よ
う
に
人

員
を
訓

練
す
る
た
め
の

安
全

で
統

一
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
規

定
す
る
。

第
4部

は
、
製
造
者
ま
た
は

A
SP

が
認

証
す
る
人

員
の

た
め
の

レ
ベ
ル

2の
技

能
評

価
を
規

定
す
る
。

20
22

.0
8

－

SC
 1

IS
O

 2
41

36
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

Pi
lo

t
la

dd
er

 w
in

ch
 re

el
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ

ダ
ー
ウ
ィ
ン
チ
リ
ー
ル

船
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ダ
ー
ウ
イ
ン
チ
リ
ー
ル

の
用

語
と
定

義
、
設

計
、
特

徴
及

び
、
試

験
方

法
な
ど
を
規

定
す
る
。

20
21

.0
9.

06

SC
1

IS
O

 2
44

08
:2

00
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Po
si

tio
n-

in
di

ca
tin

g 
lig

ht
s f

or
 li

fe
-

sa
vi

ng
 a

pp
lia

nc
es

 --
 T

es
tin

g,
in

sp
ec

tio
n 

an
d 

m
ar

ki
ng

 o
f p

ro
du

ct
io

n
un

its

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

救
命

設
備

用
位

置
表
示
灯
－
製
品
ユ
ニ
ッ
ト
の
試
験
、
検

査
及

び
表

示

救
命
胴
衣
、
生
存
艇
、
自
己
点
火
灯
、
救
命
浮
環
等
の
救
命
設
備
に
使
用
さ
れ
る
位
置
表
示
灯
の
製
品
試

験
、
検

査
及

び
表

示
に
係

る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
各

国
海

事
主

管
庁

又
は

そ
の

代
行

機
関

に
よ
り
型

式
承

認
さ
れ

た
位

置
表

示
灯

に
適

用
す
る
。

20
05

.1
1.

15
.

－

SC
1

IS
O

 2
44

09
-1

:2
01

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
D

es
ig

n,
 lo

ca
tio

n 
an

d 
us

e 
of

 sh
ip

bo
ar

d
sa

fe
ty

 si
gn

s, 
sa

fe
ty

-r
el

at
ed

 si
gn

s,
sa

fe
ty

 n
ot

ic
es

 a
nd

 sa
fe

ty
 m

ar
ki

ng
s -

Pa
rt 

1:
 D

es
ig

n 
pr

in
ci

pl
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
安

全
標

識
、
安
全
関
係
標
識
、
安
全
に
係
る
警
告

及
び
安

全
に
係

る
表

示
の

デ
ザ

イ
ン
、
位

置
の

選
定

及
び
使

用
方

法
－

第
1部

：
設

計
原

則

乗
船

者
に
安

全
に
関

す
る
情

報
を
提

供
す
る
た
め
の

サ
イ
ン
、
表

示
お
よ
び
警

告
の

デ
ザ

イ
ン
の

原
則

に
つ
い

て
取

り
ま
と
め
た
も
の

で
、

SO
LA

S条
約

第
II

-2
章

第
13
規
則

3.
2.

5.
1項

及
び
第

II
I章

第
11
規
則
第

5項
並
び

に
IS

O
 1

76
31
を
補

完
す
る
も
の

。
な
お
、
船

上
に
備

え
る
図

面
や

書
類

に
使

用
す
る
図

記
号

は
対

象
と
し
て
い

な
い
。

20
10

.1
0.

15

－

SC
1

IS
O

 2
44

09
-1

:2
02

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
D

es
ig

n,
 lo

ca
tio

n 
an

d 
us

e 
of

 sh
ip

bo
ar

d
sa

fe
ty

 si
gn

s, 
fir

e 
co

nt
ro

l p
la

n 
si

gn
s,

sa
fe

ty
 n

ot
ic

es
 a

nd
 sa

fe
ty

 m
ar

ki
ng

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
安

全
標

識
、
火
災
制
御
図
、
安
全
に
係
る
警
告
及

び
安

全
に
係

る
表

示
の

デ
ザ

イ
ン
、
位

置
の

選
定

及
び
使

用
方

法
－

第
1部

：
設

計
原

則

乗
船

者
に
安

全
に
関

す
る
情

報
を
提

供
す
る
た
め
の

サ
イ
ン
、
表

示
お
よ
び
警

告
の

デ
ザ

イ
ン
の

原
則

に
つ
い

て
取

り
ま
と
め
た
も
の

で
、

SO
LA

S条
約

第
II

-2
章

第
13
規
則

3.
2.

5.
1項

及
び
第

II
I章

第
11
規
則
第

5項
並
び

に
IS

O
 1

76
31
を
補

完
す
る
も
の

。
な
お
、
船

上
に
備

え
る
図

面
や

書
類

に
使

用
す
る
図

記
号

は
対

象
と
し
て
い

な
い
。

20
20

.0
3.

25

－

SC
1

IS
O

 2
44

09
-2

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
D

es
ig

n,
 lo

ca
tio

n 
an

d 
us

e 
of

 sh
ip

bo
ar

d
sa

fe
ty

 si
gn

s, 
sa

fe
ty

-r
el

at
ed

 si
gn

s,
sa

fe
ty

 n
ot

ic
es

 a
nd

 sa
fe

ty
 m

ar
ki

ng
s -

Pa
rt 

2:
 C

at
al

og
ue

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
安

全
標

識
、
安
全
関
係
標
識
、
安
全
に
係
る
警
告

及
び
安

全
に
係

る
表

示
の

デ
ザ

イ
ン
、
位

置
の

選
定

及
び
使

用
方

法
－

第
2部

：
カ
タ

ロ
グ

船
上

の
安

全
標

識
及

び
安

全
関

係
の

警
告

の
標

準
様

式
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

14
.0

1.
16

－

SC
1

IS
O

/F
D

IS
 2

44
09

-2
D

es
ig

n,
 lo

ca
tio

n 
an

d 
us

e 
of

 sh
ip

bo
ar

d
sa

fe
ty

 si
gn

s, 
fir

e 
co

nt
ro

l p
la

n 
si

gn
s,

sa
fe

ty
-r

el
at

ed
 si

gn
s, 

sa
fe

ty
 n

ot
ic

es
an

d 
sa

fe
ty

 m
ar

ki
ng

s -
 P

ar
t 2

:
C

at
al

og
ue

 o
f s

hi
pb

oa
rd

 sa
fe

ty
 si

gn
s

an
d 

fir
e 

co
nt

ro
l p

la
n 

si
gn

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
安

全
標

識
、
火
災
制
御
図
、
安
全
関
係
標
識
、
安

全
に
係

る
警

告
及

び
安

全
に
係

る
表

示
の

デ
ザ
イ
ン
、
位
置
の
選
定
及
び
使
用
方
法

－
第

2部
：
船

上
の

安
全

標
識

及
び
火

災
制

御
図

で
の

標
識

の
カ
タ
ロ
グ

船
上

の
安

全
標

識
及

び
安

全
関

係
の

警
告

の
標

準
様

式
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
船

上
で
使

用
す
る
安

全
標

識
及

び
火

災
制

御
図

で
使

用
す
る
標

識
を
避

難
手

段
の
標
識
、
非
常
用
設
備
の
標
識
、
消
防
用
設
備
の
標
識
、

救
命
用
設
備
の
標
識
、
禁
止
の
標
識
、
警
告
の
標
識
、
義
務
の
標
識
の

7つ
に
分

類
し
て
い
る
。
【
主

導
国

：
空

位
】

FD
IS
投
票
終
了

20
19

.0
1.

31

－

SC
1

IS
O

 2
44

09
-3

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
D

es
ig

n,
 lo

ca
tio

n 
an

d 
us

e 
of

 sh
ip

bo
ar

d
sa

fe
ty

 si
gn

s, 
sa

fe
ty

-r
el

at
ed

 si
gn

s,
sa

fe
ty

 n
ot

ic
es

 a
nd

 sa
fe

ty
 m

ar
ki

ng
s -

Pa
rt 

3:
 C

od
e 

of
 p

ra
ct

ic
e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
安

全
標

識
、
安
全
関
係
標
識
、
安
全
に
係
る
警
告

及
び
安

全
に
係

る
表

示
の

デ
ザ

イ
ン
、
位

置
の

選
定

及
び
使

用
方

法
－

第
3部

：
実

務
要

領

安
全

、
火

災
制

御
関

係
の

標
識

に
関

し
、
表

示
位

置
、
大

き
さ
並

び
に
標

識
及

び
こ
れ
を
補

完
す
る
テ
キ
ス
ト
の

使
用

方
法

に
関

す
る
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

14
.0

1.
16

－

15
／

60

－ 113 －



SC
1

IS
O

/F
D

IS
 2

44
09

-4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
D

es
ig

n,
 lo

ca
tio

n 
an

d 
us

e 
of

 sh
ip

bo
ar

d
sa

fe
ty

 si
gn

s, 
sa

fe
ty

-r
el

at
ed

 si
gn

s,
sa

fe
ty

 n
ot

ic
es

 a
nd

 sa
fe

ty
 m

ar
ki

ng
s -

-
Pa

rt 
4:

 E
sc

ap
e 

pl
an

 si
gn

s u
se

d 
fo

r
ge

ne
ra

l e
m

er
ge

nc
y

in
fo

rm
at

io
n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
安

全
標

識
、
安
全
関
係
標
識
、
安
全
に
係
る
警
告

及
び
安

全
に
係

る
表

示
の

デ
ザ

イ
ン
、
位

置
の

選
定

及
び
使

用
方

法
：
第

4部
　
一

般
的

な
緊

急
情

報
で
使

用
さ
れ

る
避

難
経

路
図

の
標

識

避
難

経
路

図
（
Es

ca
pe

pl
an
）
で
使

用
さ
れ

る
図

記
号

を
取

り
纏

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
【
イ
タ
リ
ア
主

導
】

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
1.

30
～

20
23

.0
3.

27
－

SC
1

IS
O

 2
79

91
:2

00
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

M
ar

in
e 

ev
ac

ua
tio

n 
sy

st
em

s -
 M

ea
ns

of
 c

om
m

un
ic

at
io

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

降
下

式
乗

込
装

置
－

連
絡

手
段

SO
LA

S条
約

第
II

I章
第

6規
則

4.
4項

に
よ
り
要

求
さ
れ
る
降
下
式
乗
込
装
置
の
乗
込
み
口
と
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
間

母
生

存
艇

と
の

間
の

連
絡

手
段

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

08
.0

9.
01

.

－

SC
1

IS
O

 2
44

52
:2

02
3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Pe
rs

on
al

 a
nd

 g
ro

up
 su

rv
iv

al
 k

it 
fo

r
us

e 
in

 p
ol

ar
 w

at
er

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 極
海

域
で
用

い

る
個

人
用

/グ
ル

ー
プ
用

サ
バ

イ
バ

ル
キ
ッ

ト

極
海

コ
ー
ド
で
要

求
さ
れ

る
、
人

の
体

温
の

維
持

に
十

分
な
断

熱
性

を
提

供
で
き
る
救

命
器

具
と
組

み
合

わ
せ

た
個

人
用

及
び
グ
ル

ー
プ
用

サ
バ

イ
バ

ル
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
試

験
要

件
ま
た
は

最
小

値
と
と
も
に
明

確
に
す
る

目
的
で
、
規
格
を
開
発
中
。

極
海

域
を
航

行
す
る
際
に
必

要
と
さ
れ

る
個

人
用

、
又

は
グ
ル
ー
プ
用
の
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ッ
ト
の
、
用
語
と
定

義
、
設
計
、
特
性
及
び
試
験
方
法
な
ど
を
規
定
。

20
23
年

2月
に
制

定
。

20
23

.0
2

－

SC
1

IS
O

/F
D

IS
 2

45
69

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Ex
te

rn
al

 fi
re

fig
ht

in
g 

sy
st

em
 te

st
m

et
ho

d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 外
部

消
火

シ
ス

テ
ム
の

試
験

方
法

船
上
に
設
置
後
の
外
部
消
火
シ
ス
テ
ム
の
主
要
な
性
能
試
験
方
法
（
試
験
目
的
、
試
験
準
備
、
試
験
条
件
、
試

験
項

目
及

び
手

順
を
含

む
）
を
取

り
纏

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
【
中

国
】

制
定
準
備
中

－

16
／

60

－ 114 －



議
長
：
千
田
哲
也
氏
（
（
一
財
）
日
本
船
舶
技
術
研
究
協
会
）
、
幹
事
国
：
米
国
（

A
N

SI
）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
2

IS
O

/A
W

I P
A

S 
52

04
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
C

al
ib

ra
tio

n 
m

et
ho

d 
fo

r i
ns

tru
m

en
ts

de
si

gn
ed

 to
 m

ea
su

re
 o

il 
in

 d
is

ch
ar

ge
w

at
er

 fr
om

 e
xh

au
st

 g
as

 c
le

an
in

g
sy

st
em

s (
EG

C
S)

 o
n 

sh
ip

s

EG
C

Sか
ら
の

排
水

に
含

有
さ
れ

る
PA

H
s

の
濃

度
を
計

測
す
る
機

器
の

校
正

方
法

本
規

格
は

、
船

上
に
搭

載
さ
れ

る
EG

C
Sか

ら
の

排
水

に
含

有
さ
れ

る
PA

H
sの

濃
度

を
計

測
す
る
機

器
の

校
正

方
法

を
規

定
す
る
、
ま
た
、
機

器
の

校
正

に
使

用
さ
れ

る
試

験
サ

ン
プ
ル
を
規

定
す
る
。
さ
ら
に
、
校

正
の

た
め
に
計

測
さ
れ

る
PA

H
の

種
類

を
規

定
す
る
。
【
英

国
主

導
】

20
20
年

7月
10
日

を
投

票
期

限
と
し
て

N
P投

票
が

終
了

し
、

TC
 8

/S
C

 2
の

新
規

作
業

項
目

と
し
て
承

認
さ
れ

た
。

20
20
年

12
月

9日
に
開

催
さ
れ

た
IS

O
/T

C
8/

SC
2/

W
G

10
に
お
い
て
、
提

案
国

で
あ
る
英

国
か

ら
本

件
の

開
発

主
旨

が
説

明
さ
れ

た
が

、
依

然
と
し
て
初

期
原

案
が

提
出

さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
早

期
の

原
案

提
出

の
必

要
性

が
W

G
内

で
共

有
さ
れ

た
。

20
20

.0
7.

10
N

P投
票
承
認

W
D
作
成
中

－

SC
2

IS
O

/A
W

I 6
31

9
Sh

ip
s a
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 —
M

ar
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t p
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—
M
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r p
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ce
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nd
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cu

m
en

ta
tio

n 
of

 p
ro

ac
tiv

e 
hu

ll
cl

ea
ni

ng

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 海
洋

環
境

保
護

– 
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
船

体
洗

浄
の

実
施

と
文

書
化

の
方

法

本
規

格
案

は
、
船

体
汚

損
が

拡
大

す
る
前

に
実

施
す
る
タ
イ
プ
の
船
体
洗
浄
（
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
船
体
洗
浄
）

の
標

準
的

手
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の

提
案

と
し
て
、

20
23
年

1月
に

N
P投

票
が
承
認
さ
れ
、
同

国
を
座

長
と
す
る

W
G

 1
3（
船

体
汚

損
の

水
中

洗
浄

）
に
て
審

議
が

行
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第

1回
W

G
会
議

は
、
ウ
ェ
ブ
形

式
に
て
、

3月
29
日

に
開

催
さ
れ

る
。
【
ノ
ル

ウ
ェ
ー
主

導
】

20
23

.0
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26
N

P投
票
承
認

－

SC
2
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2
Sh

ip
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te
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R
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k
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m
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t o
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g 
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s
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ip
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- P
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ar
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e
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ro
nm

en
ta

l r
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k 
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ss

m
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t
m

et
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of

 b
io

ci
da

lly
 a

ct
iv

e
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ta

nc
es

 u
se

d 
fo

r a
nt

i-f
ou

lin
g

sy
st

em
s o

n 
sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
防

汚
方

法
に
関

す
る
リ
ス
ク
評

価
－

第
1部

：
船

舶
の

防
汚

方
法

に
用

い
る
殺

生
物

性
活

性
物

質
の

海
洋

環
境

リ
ス
ク
評

価
法

船
舶

に
使

用
さ
れ

る
防

汚
シ
ス
テ
ム
で
意

図
的

に
使

わ
れ

て
い
る
殺

生
物

性
活

性
物

質
に
よ
る
潜

在
的

悪
影

響
か

ら
海

洋
環

境
を
保

護
す
る
た
め
の

リ
ス
ク
評

価
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】
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k
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m
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an
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g 
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s
on

 sh
ip
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- P

ar
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ar
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e
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ta
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is

k 
as

se
ss

m
en

t
m

et
ho

d 
fo

r a
nt

i-f
ou

lin
g 

sy
st

em
s o

n
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ip
s u

si
ng

 b
io

ci
da

lly
 a

ct
iv

e
su

bs
ta

nc
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
防

汚
方

法
に
関

す
る
リ
ス
ク
評

価
－

第
2部

：
殺

生
物

性
活

性
物

質
を
用

い
た
船

舶
の

防
汚

方
法

の
海

洋
環

境
リ
ス
ク
評

価
法

船
舶

に
使

用
さ
れ

る
殺

生
物

性
活

性
物

質
を
含

む
防

汚
シ
ス
テ
ム
（
防

汚
塗

料
等

）
に
よ
る
潜

在
的

悪
影

響
か

ら
海

洋
環

境
を
保

護
す
る
た
め
の

リ
ス
ク
評

価
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
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ip
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ar
in
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te
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no
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is
k
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se
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m

en
t o
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in

g 
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s
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 sh
ip

s -
- P

ar
t 3

: H
um

an
 H

ea
lth

 ri
sk
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se

ss
m

en
t f

or
 th

e 
ap

pl
ic

at
io

n 
an

d
re

m
ov

al
 o

f a
nt

i-f
ou

lin
g 

sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
防

汚
方

法
に
関

す
る
リ
ス
ク
評

価
－

第
3部

：
殺

生
物

性
活

性
物

質
が

用
い
ら
れ

た
船

舶
の

防
汚

方
法

の
塗

装
及

び
除

去
作

業
に
お

け
る
人

健
康

リ
ス
ク
評

価
法

船
舶

の
防

汚
塗

料
に
用

い
ら
れ

る
殺

生
物

性
活

性
物

質
に
よ
っ
て
、
塗

装
作

業
者

が
被

ば
く
す
る
リ
ス
ク
が

あ
る
場

合
で
、
同

物
質

を
含

む
塗

料
製

品
を
用

い
る
こ
と
が

で
き
る
と
判

断
す
る
た
め
の

リ
ス
ク
評

価
法

に
つ
い
て

取
り
纏

め
た
も
の

。
　
専

門
家

あ
る
い
は

ア
マ
チ
ュ
ア
の

労
働

者
へ

与
え
る
影

響
の

測
定

に
こ
の
リ
ス
ク
評

価
を

用
い
る
こ
と
が

で
き
る
。
　
た
だ
し
、
危

険
及

び
毒

性
の
評
価
の
た
め
の
特
定
の
試
験
方
法
は
こ
の
規
格
で
は

定
め
て
お
ら
ず
、
物

質
の

使
用

制
限

等
の

推
奨

も
し
て
は
い
な
い
。
【
日
本
主
導
】
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ip
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ip

bo
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ne

ra
to

rs
 -

R
eq

ui
re

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

－
船

上
焼

却
炉

の
要

件
船

舶
の

通
常

業
務

に
伴

っ
て
発

生
す
る
ガ
ベ
ー
ジ
や
そ
の

他
の

船
内

廃
物

（
M

A
R

PO
L条

約
附
属
書
Ⅱ
又
は

Ⅲ
に
よ
り
定

義
さ
れ

た
物

質
で
汚

れ
た
貨

物
関

連
廃

物
を
除

く
。
）
を
焼

却
す
る
焼

却
装

置
の

設
計

、
製

造
、
性

能
、
運

転
、
機

能
及

び
試

験
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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洋
環

境
保

護
分

科
委

員
会

）
担

当
分
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／

60

－ 115 －
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ar
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no
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gy
 -

Sh
ip

bo
ar

d 
in
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ne

ra
to

rs
 -

R
eq

ui
re

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

－
船

上
焼

却
炉

の
要

件
船

舶
の

通
常

業
務

に
伴

っ
て
発

生
す
る
ガ
ベ
ー
ジ
や
そ
の

他
の

船
内

廃
物

（
M

A
R

PO
L条

約
附
属
書
Ⅱ
又
は

Ⅲ
に
よ
り
定

義
さ
れ

た
物

質
で
汚

れ
た
貨

物
関

連
廃

物
を
除

く
。
）
を
焼

却
す
る
焼

却
装

置
の

設
計

、
製

造
、
性

能
、
運

転
、
機

能
及

び
試

験
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

。

改
正

作
業

に
着

手
。

SC
3（
配

管
及

び
機

械
分

科
委

員
会

）
か

ら
移

管
。

20
19
年

7月
8日

を
投

票
期

限
と
し
た

FD
IS
投
票
は
全
面
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
同
年

8月
に
本

規
格

は
改

訂
さ
れ

た
。

20
19

.0
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Sh
ip

s a
nd

 m
ar
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no
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M
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en
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ro
te

ct
io

n 
--

Te
rm

in
ol

og
y 

re
la

tin
g 

to
 o

il 
sp

ill
re

sp
on

se

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
油

流
出

へ
の

対
応

に
関

す
る
用
語

油
流

出
と
そ
の

管
理

に
関

す
る
用

語
お
よ
び
定

義
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

IS
O

/T
C

8/
SC

2/
W

G
3（
油
流
出
対
応
作
業
委
員
会
）
ハ
ン
ブ
ル
ク
会
議
（
20

19
年

3月
）
に
て
、
参

考
文

献
を
修

正
す
る
必

要
性

が
指

摘
さ
れ

た
。
こ
の

指
摘

を
受

け
、

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 2
京
都
総
会
（
20

19
年

5月
）
に
て
、
小

改

訂
の

た
め
の

FD
IS
投

票
を
実

施
す
る
た
め
の

決
議

が
採

択
さ
れ

た
。

20
20
年

3月
2日

を
投

票
期

限
と
し
た

FD
IS
投

票
で
は

、
小

改
訂

に
関

し
て
大

多
数

が
賛

成
し
た
た
め
、

20
20
年

4月
に
改

訂
版

が
発

行
さ
れ

た
。
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 m
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ro
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A
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m
en

t a
nd

 m
an

ag
em

en
t o

f
po

rt 
w

as
te

 re
ce

pt
io

n 
fa

ci
lit

ie
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
港

湾
廃

棄
物

受
入

施
設

の
配

置
及

び
管

理

M
A

R
PO

L条
約

に
よ
り
規

制
を
受

け
る
船

内
発

生
廃

棄
物

で
あ
っ
て
港

湾
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
陸

揚
げ
さ
れ

る
も
の

の
管

理
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

で
、
港

湾
廃

棄
物

管
理

計
画

（
PW

M
P）

作
成
、
同
計
画
の
実
施
及
び
港

湾
受

入
施

設
の

運
用

に
お
い
て
の

際
に
考

慮
す
べ

き
原

則
や

問
題

に
つ
い
て
も
記

述
し
て
い
る
。

20
13
年

1月
1日

に
発

効
し
た

M
A

R
PO

L条
約

改
正

附
属
書

V
に
準

拠
し
た
形
で
改

訂
を
行

っ
た
。

20
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8.

29
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ip

s a
nd

 m
ar
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no
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M
ar
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en
ta
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A

da
pt

or
 fo

r j
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ni
ng

 d
is

si
m

ila
r b

oo
m

co
nn

ec
to

rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
異

種
の

コ
ネ
ク
タ
ー
を
備

え
付

け
た

ブ
ー
ム
を
連

結
す
る
た
め
の

ア
ダ
プ
タ
ー

標
準

的
ア
ダ
プ
タ
ー
を
介

し
て
種

類
の

異
な
る
コ
ネ
ク
タ
ー
を
備

え
た
流

出
油

封
じ
込

め
用

ブ
ー
ム
の

統
一

的
な
結

合
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

13
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- P
ar

t 1
: D

es
ig

n 
re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
－

第
1部

：
設

計
要

件
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
の

基
本

設
計

、
一

般
的

な
機

能
、
表
示
方
法
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
こ
の
規
格
は
ユ
ー
ザ
ー

に
よ
る
製

造
業

者
選

択
に
役

立
つ
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
製

造
業

者
が

提
供

す
べ

き
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
の

材
料
、
設
計
及
び
性
能
の
最
小
限
の
要
件
を
記
載
し
て
い
る
。
　
た
だ
し
、
安
全
関
係
へ
の
取
り
組
み
及
び
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
の
操
作
手
順
は
定
め
て
い
な
い
。

20
14

.0
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18

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
19
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確
認

（
現
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）
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qu
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en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
－

第
2部

：
強

度
及

び
性

能
に
関

す
る
要

求
事

項

IS
O

17
32

5-
1に

加
え
、
オ
イ
ル

ブ
ー
ム
の

強
度

及
び
性

能
要

件
並

び
に
関

連
す
る
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も

の
。
オ
イ
ル

ブ
ー
ム
の

使
用

に
お
け
る
安

全
要

件
に
つ
い
て
は

記
載

さ
れ

て
い
な
い
。

20
20
年

3月
2日

〆
切
の
定
期
見
直
し
投
票
で
は
、
確
認
（
現
状
維
持
）
の
回
答
が
多
く
、
改
訂
又
は
廃
止
の
要

望
は
無
か
っ
た
。

20
14

.1
0.

15

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
20
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03
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（
現
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維
持
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: E
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s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
－

第
3部

：
エ
ン
ド
コ
ネ
ク

タ

水
上

に
お
け
る
油

の
流

出
を
防

止
す
る
た
め
の

オ
イ
ル

ブ
ー
ム
の

連
結

に
関

す
る
最

低
限

の
基

準
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
な
お
、
配

置
に
関

す
る
制

限
は

設
け
な
い
。

20
18

.0
9.

25

―

SC
2

IS
O

 1
73

25
-4

:2
01

8
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
m

ar
in

e 
en

vi
ro

nm
en

t p
ro

te
ct

io
n 

- O
il

bo
om

s -
- P

ar
t 4

: A
ux

ili
ar

y
Eq

ui
pm

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
－

第
4部

：
周

辺
器

具
オ
イ
ル

ブ
ー
ム
の

設
置

に
必

要
な
周

辺
機

器
の

設
計

、
配

置
及

び
適

用
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

9.
18

－

18
／

60

－ 116 －



SC
2

IS
O

 1
83

09
:2

01
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

In
ci

ne
ra

to
r s

iz
in

g 
an

d 
se

le
ct

io
n 

--
G

ui
de

lin
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
内

焼
却

炉
の

寸
法

及
び
選

定
－

指
針

IS
O

13
61

7の
関

連
文

書
と
し
て
、
船

内
焼

却
炉

購
入

の
選

定
を
助

け
る
選

定
基

準
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
化

学
物

質
、
産

業
廃

棄
物

な
ど
を
焼

却
す
る
特

別
焼

却
船

に
お
け
る
焼

却
シ
ス
テ
ム
に
は

適
用

さ
れ

な
い
。

20
20
年

3月
2日

〆
切
の
定
期
見
直
し
投
票
で
は
、
確
認
（
現
状
維
持
）
の
回
答
が
多
く
、
改
訂
又
は
廃
止
の
要

望
は
無
か
っ
た
。

20
14

.1
0.

15

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
20

.0
3.

03
確
認

（
現
状
維
持
）

－

SC
2

IS
O

 1
86

11
-1

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy
－

M
ar

in
e 

SC
R

 a
pp

lic
at

io
ns

 —
 N

O
x

re
du

ct
io

n 
ag

en
t A

U
S 

40
: -

 P
ar

t 1
:

Q
ua

lit
y 

re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
SC

R用
N

O
x還

元
剤

A
U

S4
0－

第
1

部
：
品

質
に
関

す
る
要

求
事

項

エ
ン
ジ
ン
排

ガ
ス
処

理
の

た
め
の

SC
Rに

使
用

す
る

N
O

x還
元
剤

A
U

S4
0（
尿

素
溶

液
）
の

品
質

特
性

に
つ
い

て
取

り
纏

め
る
も
の

。

20
19
年

12
月

2日
〆

切
の

定
期

見
直

し
投

票
の

結
果
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
み
、
改
訂
・
追
補
の
回
答
。
日
本
は

含
む
大
半
の
メ
ン
バ
ー
国
は
、
「
確
認
（
現
状
維
持
）
」
の
回
答
。

20
14

.1
0.

03

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
19

.1
2.

02
確
認
（
現
状
維
持
）

－

SC
2

IS
O

 1
86

11
-2

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
SC

R
 a

pp
lic

at
io

ns
 —

 N
O

x
re

du
ct

io
n 

ag
en

t A
U

S 
40

: -
 P

ar
t 2

:
Te

st
 m

et
ho

ds

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
SC

R用
N

O
x還

元
剤

A
U

S4
0－

第
2

部
：
試

験
方

法

N
O

x還
元

剤
A

U
S4

0（
尿

素
溶

液
）
の

品
質

特
性

の
決

定
に
必

要
な
試

験
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
る
も
の

。

20
19
年

12
月

2日
〆

切
の

定
期

見
直

し
投

票
の

結
果
、
改
訂
・
追
補
の
回
答
は
無
し
。
日
本
は
含
む
大
半
の
メ

ン
バ

ー
国

は
、
「
確

認
（
現

状
維

持
）
」
の

回
答

。

20
14

.1
0.

03

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
19

.1
2.

02
確
認
（
現
状
維
持
）

－

SC
2

IS
O

 1
86

11
-3

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
SC

R
 a

pp
lic

at
io

ns
 —

 N
O

x
re

du
ct

io
n 

ag
en

t A
U

S 
40

: -
 P

ar
t 3

:
H

an
dl

in
g,

 tr
an

sp
or

ta
tio

n 
an

d 
st

or
ag

e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
SC

R用
N

O
x還

元
剤

A
U

S4
0－

第
3

部
：
取

扱
い
、
輸

送
及

び
保

管

N
O

x還
元

剤
A

U
S4

0（
尿

素
溶

液
）
の

取
扱

い
、
輸

送
及

び
貯

蔵
を
最

適
に
実

施
す
る
た
め
の

要
求

事
項

及
び

推
奨

事
項

を
取

り
纏

め
る
も
の

。

20
19
年

12
月

2日
〆

切
の

定
期

見
直

し
投

票
の

結
果
、
改
訂
・
追
補
の
回
答
は
無
し
。
日
本
は
含
む
大
半
の
メ

ン
バ

ー
国

は
、
「
確

認
（
現

状
維

持
）
」
の

回
答

。

20
14

.1
0.

03

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
19

.1
2.

02
確
認
（
現
状
維
持
）

－

SC
2

IS
O

 1
90

30
-1

:2
01

6
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 –
M

ea
su

re
m

en
t o

f c
ha

ng
es

 in
 h

ul
l a

nd
pr

op
el

le
r p

er
fo

rm
an

ce
 –

 P
ar

t 1
:

G
en

er
al

 p
rin

ci
pl

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
体

及
び
プ
ロ
ペ

ラ
性
能
変
化
の
測
定
－
第

1部
：
一

般
要

件

船
体

及
び
プ
ロ
ペ
ラ
性

能
の

変
化

の
測

定
に
関

す
る
一

般
事

項
を
取

り
纏

め
る
も
の

。
本

規
格

の
目

的
を
達

成
す
る
に
当

た
り
、
次

の
事

項
を
規

定
す
る
。

－
船

体
及

び
プ
ロ
ペ
ラ
（
水

中
に
お
け
る
）
性

能
の

定
義

－
船

体
推

進
効

率
と
船

体
へ

の
総

抵
抗

の
関

連
性

－
船

体
及

び
プ
ロ
ペ
ラ
性

能
の

変
化

測
定

時
に
お
け
る
適

切
な
測

定
パ

ラ
メ
ー
タ

－
デ
ー
タ
取

得
手

順
－

測
定

の
不

確
か

さ
の

主
な
要

因

20
16

.1
1.

15

－

SC
2

IS
O

 1
90

30
-2

:2
01

6
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 –
M

ea
su

re
m

en
t o

f c
ha

ng
es

 in
 h

ul
l a

nd
pr

op
el

le
r p

er
fo

rm
an

ce
 –

 P
ar

t 2
:

D
ef

au
lt 

m
et

ho
d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
体

及
び
プ
ロ
ペ

ラ
性
能
変
化
の
測
定
－
第

2部
：
標

準
手

法

船
体

及
び
プ
ロ
ペ
ラ
効

率
の

経
時

変
化

測
定

並
び
に
基

本
性

能
指

標
を
用

い
た
計

算
の

標
準

手
法

に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
た
も
の

。
20

16
.1

1.
15

－

SC
2

IS
O

 1
90

30
-3

:2
01

6
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 –
M

ea
su

re
m

en
t o

f c
ha

ng
es

 in
 h

ul
l a

nd
pr

op
el

le
r p

er
fo

rm
an

ce
 –

 P
ar

t 3
:

A
lte

rn
at

iv
e 

m
et

ho
d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
体

及
び
プ
ロ
ペ

ラ
性
能
変
化
の
測
定
－
第

3部
：
代

替
手

法

IS
O

19
03

0-
2で

取
り
ま
と
め
た
手

法
を
実

践
で
き
な
い
場

合
の

代
替

手
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

16
.1

1.
15

－

SC
2

IS
O

 2
00

53
:2

01
7

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
-

G
ui

da
nc

e 
on

 d
es

ig
n 

an
d 

se
le

ct
io

n 
of

so
rb

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
油

吸
着

材
の

設
計

及
び
選

定
指

針
水

上
で
用

い
ら
れ

る
油

吸
着

材
の

基
本

設
計

、
一

般
的

な
機

能
等

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
ま
た
、
製

造
者

か
ら
供

給
さ
れ

る
油

吸
着

材
の

選
定

基
準

、
材

料
、
設

計
及

び
性

能
に
つ
い
て
の

最
低

要
件

を
取

り
纏

め
て

い
る
。

20
17

.0
7

－

SC
2

IS
O

 2
00

83
-2

:2
01

9
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -S
ha

ft
po

w
er

 m
ea

su
re

m
en

t f
or

 sh
ip

pr
op

ul
si

on
 sy

st
em

 --
 P

ar
t 2

: O
pt

ic
al

re
fle

ct
io

n 
m

et
ho

d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

推
進

シ
ス

テ
ム
の

軸
出

力
計

測
－

第
2部

：
光

反
射

式
軸

馬
力

計

光
源

、
反

射
版

及
び
フ
ォ
ト
セ
ン
サ

ー
等

で
構

成
さ
れ

る
光

学
式

軸
馬

力
計

の
技

術
要

件
及

び
校

正
手

順
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
19
年

6月
に
正

式
な

IS
O
規

格
と
し
て
制

定
さ
れ

た
。
ま
た
、
規

格
制

定
に
伴

い
、
本

件
の

規
格

開
発

を
行

っ

た
IS

O
/T

C
 8

/S
C

 2
/W

G
 8
を
休

眠
状

態
と
す
る
こ
と
が

、
20

19
年

5月
開
催
の

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 2
京
都
総
会
で
承

認
さ
れ

た
。

20
19

.0
6

－

19
／

60

－ 117 －



SC
2

IS
O

 2
00

83
-3

:2
01

9
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
en

vi
ro

nm
en

t p
ro

te
ct

io
n 

--
Pa

rt 
3:

 S
ha

ft 
po

w
er

 m
ea

su
re

m
en

t f
or

sh
ip

 p
ro

pu
ls

io
n 

sy
st

em
 --

 P
ar

t 3
:

El
as

tic
 st

rip
 v

ib
ra

tio
n 

m
et

ho
d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

推
進

シ
ス

テ
ム
の

軸
出

力
計

測
－

第
3部

：
振

動
膜

式
軸

馬
力

計

振
動

膜
式

軸
馬

力
計

の
一

般
要

件
及

び
機

器
の

構
成

並
び
に
計

測
精

度
を
決

定
す
る
要

素
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の
。
【
日
本
主
導
】

20
19
年

6月
に
正

式
な

IS
O
規

格
と
し
て
制

定
さ
れ

た
。
ま
た
、
規

格
制

定
に
伴

い
、
本

件
の

規
格

開
発

を
行

っ

た
IS

O
/T

C
 8

/S
C

 2
/W

G
 8
を
休

眠
状

態
と
す
る
こ
と
が

、
20

19
年

5月
開
催
の

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 2
京
都
総
会
で
承

認
さ
れ

た
。

20
19

.0
6

－

SC
2

IS
O

 2
10

70
:2

01
7

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
--

M
an

ag
em

en
t a

nd
 h

an
dl

in
g 

of
sh

ip
bo

ar
d 

ga
rb

ag
e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
--海

洋
環

境
保

護
--

船
上

ご
み

の
管

理
お
よ
び
取

り
扱

い

船
上

ご
み

の
取

り
扱

い
、
収

集
、
分

別
、
表

示
、
処

理
お
よ
び
貯

蔵
な
ど
に
関

す
る
手

順
を
と
り
ま
と
め
た
も
の

。
船

陸
間

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
お
よ
び
船

か
ら
陸

側
の

受
け
取

り
施

設
へ

の
運

搬
に
つ
い
て
も
記

載
さ
れ

て
い

る
。
本
規
格
案
の
ご
み
の
定
義
は

M
A

R
PO

L 
A

nn
ex

 V
と
同

様
で
あ
る
。

20
17

.1

SC
2

IS
O

 2
10

70
:2

01
7/

A
m

d 
1:

20
22

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
—

M
an

ag
em

en
t a

nd
 h

an
dl

in
g 

of
sh

ip
bo

ar
d 

ga
rb

ag
e 

—
 A

m
en

dm
en

t 1
:

U
pd

at
es

 to
 c

la
ss

ifi
ca

tio
n 

of
 g

ar
ba

ge

船
舶

及
び
海

洋
技

術
--海

洋
環

境
保

護
--

船
上

ご
み

の
管

理
お
よ
び
取

り
扱

い
（
追

補
1）

M
A

R
PO

L 
A

nn
ex

Vの
改

正
に
合

わ
せ

た
追

補
。

20
22

.0
7

－

SC
2

IS
O

 2
10

72
-2

:2
02

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
en

vi
ro

nm
en

t p
ro

te
ct

io
n:

pe
rf

or
m

an
ce

 te
st

in
g 

of
 o

il 
sk

im
m

er
s -

- P
ar

t 2
: L

ig
ht

 a
nd

 m
ed

iu
m

 v
is

co
si

ty
oi

l

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
油
回
収
装
置
（
オ
イ
ル
ス
キ
マ
ー
）
の
性

能
試

験
--第

2部
：
軽

粘
度

及
び
中

粘
度

の
油

オ
イ
ル

ス
キ
マ
ー
の

性
能

を
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
が

客
観

的
に
判

断
・
比

較
・
評

価
す
る
の
に
資

す
る
た
め
、
オ
イ

ル
ス
キ
マ
ー
の

静
水

条
件

下
で
の

性
能

に
関

す
る
定

量
的

性
能

デ
ー
タ
を
取

得
す
る
た
め
の

方
法

に
つ
い
て

取
り
纏

め
た
も
の

。

20
20
年

6月
8日

を
投

票
期

限
と
し
て
実

施
さ
れ

た
、
規

格
名

称
を
「
・
・
・
第

2部
：
軽

粘
度

及
び
中

粘
度

の
油

」
に

小
改

訂
す
る
た
め
の

投
票

が
承

認
さ
れ

、
同

月
に
改

訂
さ
れ

た
。

20
20

.0
6

－

SC
2

 
IS

O
 2

10
72

-3
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n:
pe

rf
or

m
an

ce
 te

st
in

g 
of

 o
il 

sk
im

m
er

s -
- P

ar
t 3

: H
ig

h 
V

el
oc

ity
 O

il

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
油
回
収
装
置
（
オ
イ
ル
ス
キ
マ
ー
）
の
性

能
試

験
－

第
3部

：
高

粘
度

の
油

オ
イ
ル

ス
キ
マ
ー
の

性
能

を
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
が

客
観

的
に
判

断
・
比

較
・
評

価
す
る
の
に
資

す
る
た
め
、
高

粘
度

の
油

の
回

収
性

能
に
関

す
る
定

量
的

性
能

デ
ー
タ
を
取

得
す
る
た
め
の

方
法

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

本
件

を
審

議
す
る

IS
O

/T
C

8/
SC

2/
W

G
3（
油

流
出

対
応

）
に
て
、
中

国
が

小
改

訂
を
要

望
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、

20
20
年

8月
21
日

を
投

票
期

限
と
し
て
実

施
さ
れ

た
FD

IS
投
票
が
承
認
さ
れ
、
同
年

9月
に
改

訂
さ
れ

た
。

20
20

.0
9

－

SC
2

IS
O

 2
17

16
-1

:2
02

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 –
B

io
as

sa
y 

m
et

ho
ds

 fo
r s

cr
ee

ni
ng

 a
nt

i-
fo

ul
in

g 
pa

in
ts

 -P
ar

t 1
: G

en
er

al
re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

防
汚

塗
料

の
生

物
検

定
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手

法
－

第
1部

：
一

般
要

件

船
体

付
着

生
物

の
越

境
を
防

ぐ
た
め
に
船

舶
に
使

用
さ
れ

る
防

汚
塗

料
の

性
能

評
価

試
験

の
共

通
的

な
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
20
年

12
月

に
制

定
さ
れ

た
。

20
20

.1
2

－

SC
2

IS
O

 2
17

16
-2

:2
02

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 –
B

io
as

sa
y 

m
et

ho
ds

 fo
r s

cr
ee

ni
ng

 a
nt

i-
fo

ul
in

g 
pa

in
ts

 -P
ar

t 2
: B

ar
na

cl
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

防
汚

塗
料

の
生

物
検

定
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手

法
－

第
2部

：
フ
ジ
ツ
ボ

フ
ロ
ー
ス
ル

ー
シ
ス
テ
ム
を
適

用
し
て
、
フ
ジ
ツ
ボ
を
用

い
た
防

汚
塗

料
の

性
能

を
評

価
す
る
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の
。

 【
日

本
主

導
】

20
20
年

12
月

に
制

定
さ
れ

た
。

20
20

.1
2

－

SC
2

IS
O

 2
17

16
-3

:2
02

0
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 –
B

io
as

sa
y 

m
et

ho
ds

 fo
r s

cr
ee

ni
ng

 a
nt

i-
fo

ul
in

g 
pa

in
ts

 -P
ar

t 3
: M

us
se

ls

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

防
汚

塗
料

の
生

物
検

定
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
手

法
－

第
3部

：
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ

フ
ロ
ー
ス
ル

ー
シ
ス
テ
ム
を
適

用
し
て
、
ム
ラ
サ

キ
イ
ガ
イ
を
用

い
た
防

汚
塗

料
の

性
能

を
評

価
す
る
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
 【
日

本
主

導
】

20
20
年

12
月

に
制

定
さ
れ

た
。

20
20

.1
2

SC
2

IS
O

 2
19

63
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
--

Ta
nk

 a
nd

 p
ip

in
g 

sy
st

em
 fo

r
fa

ci
lit

at
in

g 
oi

ly
 w

at
er

 se
pa

ra
tio

n 
on

fix
ed

 o
ff

sh
or

e 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

海
洋

環
境

に
資

す
る
油

水
分

離
器

を
最

適
化

す
る
た
め
の

タ
ン
ク
及

び
配

管
の

設
計

船
舶
、
海
洋
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及

び
海

洋
構

造
物

の
運

用
時

に
発

生
す
る
汚

水
の

油
水

分
離

を
最

適
化

に
す

る
た
め
の

タ
ン
ク
、
配

管
及

び
分

離
シ
ス
テ
ム
の

設
計

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

20
.0

9

－

20
／

60

－ 118 －



SC
2

IS
O

 2
30

48
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

V
er

ifi
ca

tio
n 

m
et

ho
d 

fo
r p

or
ta

bl
e

po
w

er
 m

ea
su

re
m

en
t u

si
ng

 st
ra

in
ga

ug
e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ひ
ず
み

ゲ
ー
ジ

式
軸

馬
力

計
の

校
正

手
法

燃
料

消
費

等
を
計

測
す
る
、
ひ
ず
み

ゲ
ー
ジ
式

軸
馬

力
計

の
校

正
手

法
に
つ
い
て
規

定
し
た
も
の

。

【
補

足
】
TC

 8
/S

C
 2
ペ
イ
ン
ト
ン
総

会
（

20
17
年

6月
）
に
お
い
て
、
本

IS
O
規
格
は

IS
O

 2
00

83
-2
及
び

-3
と
主

旨

が
異

な
る
た
め
（
※

1）
、
シ
リ
ー
ズ
で
は

な
く
単

独
規

格
と
す
る
た
め
の

提
案

が
あ
っ
た
。
こ
の

提
案

に
伴

い
、
本

規
格

を
単

独
規

格
と
す
る
た
め
、
番

号
及

び
名

称
を
変

更
す
る
手

続
き
が

取
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

IS
O

 2
00

83
-1
（
現

IS
O

 2
30

48
）
は

、
校

正
手

法
を
主

眼
と
し
て
い
る
一

方
、

IS
O

 2
00

83
-2
及
び

-3
は
、
機
器
そ

の
も
の

に
つ
い
て
規

定
し
て
い
る
。

20
18

.0
7.

04

－

SC
2

IS
O

 2
36

68
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 –

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n–
C

on
tin

uo
us

 o
n-

bo
ar

d 
pH

 m
on

ito
rin

g
m

et
ho

d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
船

上
の

pH
連

続
監

視
手

法
エ
ン
ジ
ン
排
ガ
ス
中
の
硫
黄
酸
化
物
（

SO
x）
を
低

減
す
る
た
め
の

船
上

の
排

ガ
ス
洗

浄
シ
ス
テ
ム
（

EG
C

S）
に

使
わ
れ
る
複
合
電
極
を
用
い
た
水
素
イ
オ
ン
濃
度

(p
H

)の
連

続
監

視
装

置
の

性
能

要
件

及
び
試

験
方

法
を
と

り
ま
と
め
た
も
の

【
日

本
主

導
】
。

20
22

.1
1

－

SC
2

IS
O

 2
37

65
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
--

G
ui

de
lin

es
 fo

r a
 m

et
ho

d 
of

 c
ol

le
ct

in
g

sh
ip

's 
fu

el
 o

il 
co

ns
um

pt
io

n 
da

ta

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
燃

料
油

消
費

量
デ
ー
タ
の

収
集

方
法

の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

M
A

R
PO

L条
約

附
属

書
V

Iの
22

A
規

則
の

要
件

に
従

っ
て
、
総

ト
ン
数

5,
00

0ト
ン
以

上
の

船
舶

の
デ
ー
タ
を
収

集
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
規

定
す
る
。
航

行
距

離
、
停
泊
し
て
い
な
い
時
間
、
燃
料
油
消
費
量
の
計
測
と

い
っ
た
デ
ー
タ
の

収
集

の
た
め
の

実
用

的
な
手

法
が

こ
の

規
格

に
お
い
て
明

記
さ
れ

る
。

20
21

.1
2

－

SC
2

IS
O

/F
D

IS
 2

41
32

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

D
es

ig
n 

an
d 

te
st

in
g 

of
 m

ar
in

e 
tra

ns
fe

r
ar

m
s f

or
 li

qu
ef

ie
d 

hy
dr

og
en

船
舶

及
び
海

洋
技

術
–液

化
水

素
用

海
洋

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ア
ー
ム
の

設
計

と
試

験

液
化

水
素

運
搬

船
を
扱

う
沿

岸
液

化
水

素
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
使

用
さ
れ

る
液

化
水

素
用

海
洋

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ア
ー

ム
（
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア
ー
ム
）
に
関

す
る
設

計
、
安

全
の

た
め
の

最
小

限
の

要
件

、
検

査
及

び
試

験
方

法
に
つ
い

て
取

り
纏

め
た
も
の

。
[日

本
主

導
]

現
在

、
3月

23
日

を
投

票
期

限
と
し
て
、

FD
IS
投

票
を
実

施
中

。

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
3.

23
ま
で

－

SC
2

IS
O

/D
IS

 2
41

46
-1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
--

Pa
rt 

1:
 M

an
ag

em
en

t a
nd

 h
an

dl
in

g 
of

sh
ip

bo
ar

d 
w

as
te

 o
n 

in
la

nd
 v

es
se

ls

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
第

1部
：
内

陸
航

行
船

の
船

上
で
発

生
す
る
廃

棄
物

の
管

理
と
取

り
扱

い

内
陸

航
行

船
の

船
上

で
発

生
す
る
ゴ
ミ
の

管
理

の
手

順
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る
（
取

り
扱

い
、
収

集
、
分

別
、
マ
ー
キ
ン
グ
、
処
置
及
び
貯
蔵
）
。
【
オ
ラ
ン
ダ
主
導
】

12
月

20
日

投
票

期
限

の
D

IS
投

票
は

、
1件

の
反

対
を
除
き
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
（
日
本
は
賛
成
回
答
）
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.1
2.

20

－

SC
2

IS
O

/P
W

I 2
41

46
-2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t p

ro
te

ct
io

n 
--

Pa
rt 

2:
 S

pe
ci

fic
at

io
ns

 o
f p

or
t

re
ce

pt
io

n 
fa

ci
lit

ie
s o

f s
hi

pb
oa

rd
w

as
te

 fr
om

 in
la

nd
 n

av
ig

at
io

n 
ve

ss
el

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
第

2部
：
内

陸
航

行
船

の
船

上
で
発

生
す
る
廃

棄
物

の
た
め
の

、
港

湾
受

入
施

設
の

仕
様

内
陸

航
行

船
の

船
か

ら
陸

へ
の

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
、
及

び
船

か
ら
港

湾
受

入
施

設
へ

の
ゴ
ミ
の

引
き
渡

し
に
つ

い
て
取

り
纏

め
て
い
る
。

TC
8/

SC
2内

に
お
け
る
専

門
家

の
不

足
等

を
理

由
に
、
原

案
作

成
作

業
の

遅
延

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

削
除

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
件
を

PW
I段

階
に
登

録
し
直

し
た
後

、
準

備
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
の

賛

否
を
問

う
投

票
が

行
わ

れ
、

PW
Iと

し
て
再

登
録

さ
れ

た
。

20
19

.0
5.

09
N

P投
票
で
承
認

PW
I段

階
へ
移
管
す

る
賛

否
を
問

う
投

票
の
結
果
、

PW
Iと

し
て

再
登
録

－

SC
2

IS
O

/P
W

I 2
42

47
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

--
M

ar
in

e
en

vi
ro

nm
en

t p
ro

te
ct

io
n-

-
A

rr
an

ge
m

en
t a

nd
 m

an
ag

em
en

t o
f

po
rt 

re
ce

pt
io

n 
fa

ci
lit

ie
s i

n 
th

e 
ar

ct
ic

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
極

海
域

に
お
け
る
港

湾
受

入
施

設
の

配
置

及
び
管

理

極
海

域
の

航
行

船
に
お
い
て
発

生
し
た
ゴ
ミ
を
港

湾
施

設
が

適
切

に
取

り
扱

う
た
め
の

準
拠

す
べ

き
要

件
を
取

り
纏

め
て
い
る
。

20
19
年

6月
24
日

〆
切

の
N

P投
票

が
終

了
し
た
が

、
新

規
作

業
項

目
の

承
認

に
必

要
な
専

門
家

登
録

が
不

足
し
て
い
る
。

TC
8/

SC
2内

に
お
け
る
専

門
家

の
不

足
等

を
理

由
に
、
原

案
作

成
作

業
の

遅
延

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

削
除

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
件
を

PW
I段

階
に
登

録
し
直

し
た
後

、
準

備
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
の

賛

否
を
問

う
投

票
が

行
わ

れ
、

PW
Iと

し
て
再

登
録

さ
れ

た
。

20
19

.0
6.

24
N

P投
票
終
了

PW
I段

階
へ
移
管
す

る
賛

否
を
問

う
投

票
の
結
果
、

PW
Iと

し
て

再
登
録

－

SC
2

IS
O

/P
W

I 2
42

48
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

--
M

ar
in

e
en

vi
ro

nm
en

t p
ro

te
ct

io
n-

-M
an

ae
m

en
t

an
d 

ha
nd

lin
g 

of
 w

as
te

 g
en

er
at

ed
 o

n
bo

ar
d 

ar
ct

ic
 sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

環
境

保
護

－
極

海
域

航
行

船
に
お
い
て
出

さ
れ

た
ゴ

ミ
の

管
理

及
び
取

り
扱

い

極
海

域
の

航
行

船
が

、
船

上
で
発

生
し
た
ゴ
ミ
を
港

湾
施

設
に
引

き
渡

す
ま
で
の

管
理

要
件

を
取

り
纏

め
て
い

る
。

20
19
年

6月
24
日

〆
切

の
N

P投
票

が
終

了
し
た
が

、
新

規
作

業
項

目
の

承
認

に
必

要
な
専

門
家

登
録

が
不

足
し
て
い
る
。

TC
8/

SC
2内

に
お
け
る
専

門
家

の
不

足
等

を
理

由
に
、
原

案
作

成
作

業
の

遅
延

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

削
除

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
件
を

PW
I段

階
に
登

録
し
直

し
た
後

、
準

備
を
行

う
こ
と
に
つ
い
て
の

賛

否
を
問

う
投

票
が

行
わ

れ
、

PW
Iと

し
て
再

登
録

さ
れ

た
。

20
19

.0
6.

24
N

P投
票
終
了

PW
I段

階
へ
移
管
す

る
賛

否
を
問

う
投

票
の
結
果
、

PW
Iと

し
て

再
登
録

－

21
／

60

－ 119 －



議
長

：
M

r. 
W

oo
n-

ho
 L

EE
（
韓
国

, K
or

ea
n 

R
eg

is
te

r o
f S

hi
pp

in
g 

(K
R

)）
、
幹
事
国
（
米
国
（

A
N

SI
）
）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
3

IS
O

 4
84

-1
:2

01
5

Sh
ip

bu
ild

in
g 

--
 S

hi
p 

sc
re

w
 p

ro
pe

lle
rs

--
 M

an
uf

ac
tu

rin
g 

to
le

ra
nc

es
 --

 P
ar

t 1
:

Pr
op

el
le

rs
 o

f d
ia

m
et

er
 g

re
at

er
 th

an
2.

50
 m

造
船
－
船
用
プ
ロ
ペ
ラ
－
製
作
許
容
差
－

第
１
部
：
直
径

2.
50

m
を
超

え
る
プ
ロ
ペ
ラ

直
径

2.
50
ｍ
を
超

え
る
一

体
型

、
組

立
式

及
び
可

変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
に
適
用
す
る
種
々
の
公
差
を
定
義
し
、
ま

た
ピ
ッ
チ
、
断

面
の

厚
さ
を
計

測
す
る
方

法
を
記

述
し
、
精

度
等

級
を
提

供
す
る
も
の

。
20

15
.1

2.
01

－

SC
3

IS
O

 4
84

-2
:2

01
5

Sh
ip

bu
ild

in
g 

--
 S

hi
p 

sc
re

w
 p

ro
pe

lle
rs

--
 M

an
uf

ac
tu

rin
g 

to
le

ra
nc

es
 --

 P
ar

t 2
:

Pr
op

el
le

rs
 o

f d
ia

m
et

er
 b

et
w

ee
n 

0.
80

an
d 

2.
50

 m
 in

cl
us

iv
e

造
船
－
船
用
プ
ロ
ペ
ラ
－
製
作
許
容
差
－

第
2部

：
直

径
0.

80
m
以

上
2.

50
m
以

下
の

プ
ロ
ペ
ラ

直
径

0.
80
ｍ
以
上

2.
50
ｍ
以

下
の

一
体

型
、
組

立
式

及
び
可

変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
に
適

用
す
る
種

々
の

公
差

を
定

義
し
、
ま
た
ピ
ッ
チ
、
断

面
の

厚
さ
を
計

測
す
る
方

法
を
記

述
し
、
精

度
等

級
を
提

供
す
る
も
の

。
20

15
.1

2.
01

－

SC
3

IS
O

 2
41

2:
19

82
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 C
ol

ou
rs

 o
f i

nd
ic

at
or

lig
ht

s
造

船
－

表
示

器
の

灯
火

の
色

船
内

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

パ
ネ
ル

や
計

器
、
設

備
の

表
示

灯
の

色
の

標
準

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

82
.1

1.
15

.
JI

S 
F 

04
12

:1
99

8
(M

O
D

)

SC
3

IS
O

 3
71

5-
1:

20
02

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Pr
op

ul
si

on
 p

la
nt

s f
or

 sh
ip

s -
- P

ar
t 1

:
V

oc
ab

ul
ar

y 
fo

r g
eo

m
et

ry
 o

f
pr

op
el

le
rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
推

進
装

置
－
第
１
部
：
プ
ロ
ペ
ラ
の
形
状
に
関
す
る

用
語

船
舶

、
移

動
式

海
底

資
源

掘
削

ユ
ニ
ッ
ト
等

の
推

進
装

置
に
使

用
さ
れ

る
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ
に
関

す
る
用
語

及
び
定

義
を
適

用
す
る
も
の

。
プ
ロ
ペ
ラ
の

流
体

力
学

的
効

果
を
発

生
す
る
部

分
の

み
を
対

象
と
し
て
お
り
、
ハ

ブ
の

機
械

構
造

に
関

す
る
も
の

は
含

ま
れ

て
い
な
い
。

20
02

.0
3.

01
.

JI
S 

F 
00

24
:1

99
8

(N
EQ

)

SC
3

IS
O

 3
71

5-
2:

20
01

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Pr
op

ul
si

on
 p

la
nt

s f
or

 sh
ip

s -
- P

ar
t 2

:
V

oc
ab

ul
ar

y 
fo

r c
on

tro
lla

bl
e-

pi
tc

h
pr

op
el

le
r p

la
nt

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
の

推
進

設
備

－
第

2部
：
可
変
ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
装

置
に
関

す
る
用

語

連
続

可
変

及
び
油

圧
駆

動
の

可
変

ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
装

置
を
対

象
と
し
た
用

語
及

び
定

義
を
提

供
す
る
も
の

。
20

01
.0

8.
01

.
同
上

SC
3

IS
O

 5
48

3:
20

03
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 D

ra
in

fa
ci

lit
ie

s f
ro

m
 o

il 
an

d 
w

at
er

 ta
nk

s
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

油
タ
ン
ク
及

び
水

タ
ン
ク
か

ら
の

排
水

設
備

油
タ
ン
ク
及

び
水

タ
ン
ク
の

底
部

に
設

け
る
溶

接
環

及
び
排

水
プ
ラ
グ
の

寸
法

及
び
材

料
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の
。

20
03

.0
2.

15
.

－

SC
3

IS
O

/F
D

IS
 5

48
3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 D
ra

in
fa

ci
lit

ie
s f

ro
m

 o
il 

an
d 

w
at

er
 ta

nk
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

油
タ
ン
ク
及

び
水

タ
ン
ク
か

ら
の

排
水

設
備

20
03
年

版
の

改
訂

。
主

な
改

訂
点

は
以

下
の

と
お
り
。
【
中
国
主
導
】

・
プ
レ
ー
ト
の

厚
さ
が

38
m

m
未

満
の

Ty
pe

 A
の

追
加

・
Ty

pe
 B
の

補
足

と
し
て
一

般
的

に
用

い
ら
れ

て
い
る

Ty
pe

 C
の
追
加

・
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
用
い
ら
れ

て
い
る

Ty
pe

 D
の
追
加

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
9.

02
－

SC
3

IS
O

 5
62

0-
1:

19
92

Sh
ip

bu
ild

in
g 

an
d 

m
ar

in
e 

st
ru

ct
ur

es
 --

Fi
lli

ng
 c

on
ne

ct
io

n 
fo

r d
rin

ki
ng

 w
at

er
ta

nk
s -

- P
ar

t 1
: G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
飲

料
水

タ
ン
ク

の
注

水
口

－
第

1部
：
一

般
要

求
事

項
他

船
又

は
陸

上
の

配
水

系
統

か
ら
の

配
管

を
取

り
付

け
る
船

上
の

飲
料

水
注

水
口

に
つ
い
て
の

一
般

的
要

求
事

項
、
構

成
及

び
故

障
の

標
準

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

92
.1

2.
01

.

－

SC
3

IS
O

 5
62

0-
2:

19
92

Sh
ip

bu
ild

in
g 

an
d 

m
ar

in
e 

st
ru

ct
ur

es
 --

Fi
lli

ng
 c

on
ne

ct
io

n 
fo

r d
rin

ki
ng

 w
at

er
ta

nk
s -

- P
ar

t 2
: C

om
po

ne
nt

s

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
飲

料
水

タ
ン
ク

の
注

水
口

－
第

2部
：
構

成
部

品
他

船
又

は
陸

上
の

配
水

系
統

か
ら
の

配
管

を
取

り
付

け
る
船

上
の

飲
料

水
注

水
口

構
成

部
品

に
つ
い
て
の

技
術

的
な
詳

細
仕

様
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

92
.1

2.
01

.

－

SC
3

IS
O

 5
62

1:
19

84
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 B
ilg

e 
m

ud
 b

ox
es

 fo
r

m
ac

hi
ne

ry
 sp

ac
es

 a
nd

 tu
nn

el
s -

-
G

en
er

al
 d

es
ig

n 
ch

ar
ac

te
ris

tic
s

造
船

－
機

械
室

及
び
軸

室
ビ
ル

ジ
用

マ
ッ

ド
ボ
ッ
ク
ス
－
設
計
の
一
般
特
性

船
舶

の
機

械
室

及
び
軸

室
内

で
ポ
ン
プ
と
ビ
ル

ジ
吸

入
口

と
の

間
に
使

用
す
る
マ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

設
計

の
一

般
特

性
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
な
お
、
マ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
の

寸
法

及
び
材

料
に
つ
い
て
は

記
述

し
て
い
な

い
。

19
84

.1
2.

01
.

JI
S 

F 
72

03
:1

99
8

(M
O

D
)

SC
3

IS
O

 5
62

5:
19

78
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 W
el

de
d 

bu
lk

he
ad

pi
ec

es
 w

ith
 fl

an
ge

s f
or

 st
ee

l
pi

pe
w

or
k 

--
 P

N
 6

, P
N

 1
0 

an
d 

PN
 1

6

造
船
－
鋼
管
用
フ
ラ
ン
ジ
付
き
溶
接
隔
壁

貫
通

金
物

－
PN

6、
PN

10
及

び
PN

16
造

船
に
使

用
さ
れ

る
フ
ラ
ン
ジ
付

隔
壁

貫
通

金
物

の
主

要
寸

法
を
提

供
す
る
も
の

。
溶

接
に
よ
り
組

み
立

て
る

金
物

で
IS

O
 2

08
4（
圧

力
等

級
PN

6、
PN

10
及

び
PN

16
）
に
従

っ
た
フ
ラ
ン
ジ
と
併

せ
て
使

用
す
る
こ
と
を
前

提
と
し
た
も
の

。

19
78

.0
7.

01
.

－

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 3
（
配

管
及

び
機

械
分

科
委

員
会

）
担

当
分

22
／

60

－ 120 －



SC
3

IS
O

 6
45

4:
19

84
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 S
tru

m
 b

ox
es

造
船

－
ロ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス

ビ
ル

ジ
吸

引
管

の
端

末
に
設

け
て
管

が
固

形
物

で
つ
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
ロ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
の

主
要

寸
法

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

84
.1

2.
01

.
JI

S 
F 

72
06

:1
99

8
(M

O
D

)

SC
3

IS
O

 7
54

7:
20

22
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 A

ir-
co

nd
iti

on
in

g 
an

d 
ve

nt
ila

tio
n 

of
ac

co
m

m
od

at
io

n 
sp

ac
es

 a
nd

 o
th

er
en

cl
os

ed
 c

om
pa

rte
nt

s o
n 

bo
ar

d 
sh

ip
s

--
 D

es
ig

n 
co

nd
iti

on
s a

nd
 b

as
is

 o
f

ca
lc

ul
at

io
ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
の

居
住

区
及

び
そ
の

他
の

密
閉

空
間

の
空

調
及

び
通

風
－

設
計

条
件

及
び
計

算
基

準

国
際

航
海

に
従

事
す
る
商

船
の

居
住

区
及

び
そ
の

他
の

密
閉

区
間

の
空

調
及

び
通

風
の

た
め
の

設
計

条
件

と
適

切
な
計

算
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
な
お
、
外

気
条

件
と
し
て
は

極
端

な
提

案
又

は
高

温
・
湿

度
以

外
の

す
べ

て
の

条
件

と
し
て
い
る
。

以
下

の
反

映
を
目

的
と
し
た

20
02
年

版
を
改

訂
し
た
も
の

【
中

国
と
米

国
の

合
同

主
導

】
。

－
20

08
年

発
行

の
正

誤
票

の
反

映

－
船

内
換

気
に
関

す
る
要

件
に
つ
い
て
、

IS
O

 8
86

2、
IS

O
 8

86
3、

IS
O

 8
86

4、
IS

O
 9

09
9及

び
IS

O
 9

94
3と

の
整

合
化

（
統

合
）
。

20
22

.0
4

同
上

SC
3

IS
O

 8
27

7:
20

13
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Pi

pe
w

or
k 

an
d 

m
ac

hi
ne

ry
 --

In
fo

rm
at

io
n 

tra
ns

fe
r

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

配
管

及
び
機

械
－

情
報

伝
達

配
管

関
係

の
プ
レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ

―
シ
ョ
ン
及
び
組

立
並

び
に
設

計
部

門
か

ら
現

場
へ

の
伝

達
に
関

し
最

低
限

必
要

な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

13
.0

6.
01

－

SC
3

IS
O

 8
86

1:
19

98
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 E
ng

in
e-

ro
om

ve
nt

ila
tio

n 
in

 d
ie

se
l-e

ng
in

ed
 sh

ip
s -

-
D

es
ig

n 
re

qu
ire

m
en

ts
 a

nd
 b

as
is

 o
f

ca
lc

ul
at

io
ns

造
船

－
デ
ィ
ー
ゼ
ル

船
に
お
け
る
機

関
室

通
風

－
設

計
条

件
及

び
計

算
基

準
あ
ら
ゆ
る
水

域
を
通

常
航

行
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル

推
進

商
船

の
機

関
室

の
通

風
に
関

す
る
設

計
要

件
及

び
通

風
量

算
出

方
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

98
.0

5.
15

.
JI

S 
F 

04
07

:1
99

8
(I

D
T)

SC
3

IS
O

 9
78

5:
20

02
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
V

en
til

at
io

n 
of

 c
ar

go
 sp

ac
es

 w
he

re
ve

hi
cl

es
 w

ith
 in

te
rn

al
 c

om
bu

st
io

n
en

gi
ne

s a
re

 d
riv

en
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 C
al

cu
la

tio
n 

of
th

eo
re

tic
al

 to
ta

l a
irf

lo
w

 re
qu

ire
d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

内
燃

機
関

を
有

す
る
車

両
が

運
転

さ
れ

る
貨

物
区

画
の

換
気

－
理

論
的

総
通

風
量

の
計

算
方

法

内
燃

機
関

を
有

す
る
車

輌
が

走
行

す
る
船

の
貨

物
区

画
に
お
け
る
汚

染
さ
れ

た
空

気
を
許

容
水

準
ま
で
希
釈

す
る
た
め
に
必

要
な
外

気
量

の
理

論
値

を
を
計

算
す
る
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
IM

O
で
作

成
さ
れ

た
M

SC
/C

irc
.7

29
"G

ui
de

le
in

e 
an

d 
R

ec
om

m
en

da
tio

ns
 fo

r V
en

til
at

io
n 

sy
st

em
s i

n 
R

O
-R

O
 C

ar
go

Sp
ac

es
"も

併
せ

て
参

照
の

こ
と
。
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20

09
Sh

ip
bu

ild
in

g 
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 V
en

til
at

io
n 

an
d 

ai
r-

tre
at

m
en

t o
f g

al
le

ys
 a

nd
 p

an
tri

es
 w

ith
co

ok
in

g 
ap

pl
ia

nc
es

造
船

－
調

理
器

具
を
備

え
た
ギ
ャ
レ
ー
及

び
パ

ン
ト
リ
ー
の

通
風

及
び
空

気
処

理
外

洋
を
航

行
す
る
商

船
の

ギ
ャ
レ
ー
及

び
パ

ン
ト
リ
ー
（
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー
、
料

理
保

温
用

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、
電

気
湯

沸
し
器

等
小

容
量

の
消

費
電

力
の

も
の

以
上

に
電

力
を
消

費
す
る
調

理
器

具
を
備

え
る
も
の

）
の

通
風

及
び
空

気
処

理
の

た
め
の

設
計

条
件

及
び
一

般
的

留
意

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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13
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Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te
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no
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gy
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 T

es
t
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oc

ed
ur

es
 fo

r l
iq

ui
d 

hy
dr

og
en

st
or

ag
e 

ta
nk

 o
f h

yd
ro

ge
n 

sh
ip

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

液
化

水
素

船
の

液
化

水
素

貯
留

タ
ン
ク
の

試
験

手
順

液
化

水
素

船
の

水
素

貯
留

タ
ン
ク
の

機
械

的
特

性
を
確

認
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ

る
性

能
試

験
の

試
験

手
順

と
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
主

導
】

C
D
投
票
終
了

20
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.0
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1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar
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e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ai

nt
en

an
ce

 a
nd

 te
st

in
g 

to
 re

du
ce

lo
ss

es
 in

 c
rit

ic
al

 sy
st

em
s f

or
pr

op
ul

si
on

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

重
要

な
推

進
シ

ス
テ
ム
の

喪
失

を
低

減
す
る
た
め
の

保
守

及
び
試

験

最
近

の
調

査
結

果
で
は

、
20

03
～

20
07
年

に
お
け
る

SO
LA

S適
用
船
の
海
難
の
う
ち
、
多
く
の
も
の
が
主
機
の

空
気

起
動

装
置

の
不

具
合

、
燃

料
油

の
質

の
問

題
、
燃
料
の
切
替
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ

ら
の

推
進

力
喪

失
海

難
を
低

減
す
る
た
め
、
船

舶
の

推
進

力
喪

失
に
関

係
す
る
特

定
の

シ
ス
テ
ム
に
関

す
る

保
守

お
よ
び
チ
ェ
ッ
ク
に
影

響
を
及

ぼ
す
要

因
に
つ
い
て
検

討
す
る
必

要
性

を
乗

員
そ
の

他
関

係
者

に
情

報
提

供
す
る
た
め
に
取

り
纏

め
た
も
の

。
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en
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ic

at
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n 
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lo
ur

s f
or

 th
e 

co
nt

en
t

of
 p

ip
in

g 
sy

st
em

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

配
管

系
統

の
識

別
色

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

上
の

配
管

に
つ
い
て
、
そ
の

内
容

物
と
機

能
に
応

じ
た
識

別
を
行

う
た
め
の

色
に
つ
い

て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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1
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 --
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ev
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 to
 p

re
ve

nt
 th

e
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ag

e 
of

 fl
am

e 
in

to
 c

ar
go

 ta
nk

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

貨
物

タ
ン
ク
用

PV
弁

及
び
貨

物
タ
ン
ク
へ

の
火

炎
侵

入
防

止
装

置

タ
ン
カ
ー
の

貨
物

タ
ン
ク
に
設

置
さ
れ

る
PV

弁
の

性
能

及
び
試

験
に
関

す
る
最

低
要

求
事

項
お
よ
び
火

炎
侵

入
防

止
装

置
（
D

PP
F）

の
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
特

に
材

料
の

選
定

、
内

面
仕

上
げ
、
表

面
に
重

点
を
置

い
た
も
の

。

20
16
年
版
と
比
べ
、
火
炎
侵
入
防
止
装
置
（
D

PP
F）

の
要

件
が

追
加

さ
れ

た
。
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m
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ie
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es
t

m
et

ho
ds

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ホ
ー
ス
ア
セ
ン
ブ

リ
の

耐
火

性
－

試
験

方
法

呼
び
径

15
0m

m
以

下
の

非
金

属
性

ホ
ー
ス
ア
セ
ン
ブ
リ
の

耐
火

性
を
評

価
す
る
た
め
の

試
験

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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R
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r t
he

 te
st

 b
en

ch

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ホ
ー
ス
ア
セ
ン
ブ

リ
の

耐
火

性
－

試
験

装
置

の
要

求
事

項
IS

O
15

54
0:

20
16
で
定

め
る
、
呼

び
径

が
15

0m
m
以

下
の

非
金

属
性

ホ
ー
ス
ア
セ
ン
ブ
リ
の

耐
火

性
評

価
に
使

用
す
る
試

験
装

置
の

要
求

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

16
.0

7.
15

－
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／
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48
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2
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e 
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gy
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ta
bl

e 
w

at
er
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pp

ly
 o

n 
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ip
s a

nd
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
 P

ar
t 1

: P
la

nn
in

g
an

d 
de

si
gn

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

用
飲

料
水

供
給

装
置

－
第

1部
：

計
画

及
び
設

計

船
舶

、
海

洋
構

造
物

及
び
内

陸
航

行
船

用
の

飲
料

水
供

給
装

置
に
つ
い
て
、
飲

料
水

を
保

護
し
そ
の

品
質

を
維

持
す
る
た
め
に
必

要
な
最

低
限

の
要

求
事

項
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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02
.0
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SC
3
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O

 1
57

48
-2

:2
00

2
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
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no

lo
gy
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e 
w

at
er

 su
pp

ly
 o

n 
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ip
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nd
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ar
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e 
st
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 P

ar
t 2

: M
et

ho
d

of
 c

al
cu

la
tio

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

用
飲

料
水

供
給

装
置

－
第

2部
：

計
算

方
法

船
舶

、
海

洋
構

造
物

及
び
内

陸
航

行
船

用
の

飲
料
水
供
給
装
置
に
関
し
、
搭
載
す
べ
き
飲
料
水
の
量
、
圧
力

容
器

及
び
水

加
熱

器
の

容
量

、
ポ
ン
プ
能

力
な
ど
を
決

定
す
る
た
め
の

計
算

方
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
。
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4
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in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
D

ra
in

ag
e 

sy
st

em
s o

n 
sh

ip
s a

nd
m

ar
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: S
an

ita
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dr
ai
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-s
ys

te
m

 d
es

ig
n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構
造
物
の
排
水
装
置
－
第
１
部
：
衛
生
排

水
装

置
の

設
計

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

の
居

住
区

域
及

び
糧

食
区

域
か

ら
の

廃
水

を
排

出
す
る
装

置
（
衛

生
排

水
装

置
）
の

計
画

及
び
設

計
に
関

し
、

 基
本

的
な
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
IS

O
 1

57
49

-2
～

 IS
O

 1
57

49
-4
と
合

わ
せ

て
適

用
す
る
。
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g 
fo

r g
ra

vi
ty

sy
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em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

の
排

水
シ
ス
テ
ム
－

第
2部

：
重

力
方

式
の

衛
生

排
水

及
び
排

水
配

管

重
力

排
水

方
式

の
衛

生
排

水
管

系
の

設
計

に
適

用
す
る
も
の

。
計

画
及

び
基

本
的

要
求

事
項

に
つ
い
て
、

IS
O

 1
57

49
-1
参

照
。
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g 
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r v
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uu
m
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st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

の
排

水
シ
ス
テ
ム
－

第
3部

：
バ

キ
ュ
ー
ム
方

式
の

衛
生

排
水

及
び
排

水
配

管

バ
キ
ュ
ー
ム
式

の
衛

生
排

水
管

系
装

置
に
お
け
る
サ

ニ
タ
リ
排

水
管

の
設

計
に
適

用
す
る
も
の

。
計

画
及

び
基

本
的

要
求

事
項

に
つ
い
て
、

 IS
O

 1
57

49
-1
参

照
。
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: S
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, s
ew

ag
e 

di
sp

os
al

 p
ip

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

の
排

水
シ
ス
テ
ム
－

第
4部

：
衛

生
排

水
、
ふ

ん
尿

処
理

管
系

衛
生

配
管

系
の

ふ
ん
尿

処
理

管
系

の
設

計
に
適

用
す
る
も
の

。
計

画
及

び
基

本
的

要
求

事
項

に
つ
い
て
、

IS
O

 1
57

49
-1
参

照
。
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es
 a

nd
 sw
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m
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g

po
ol

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
構

造
物

の
排

水
シ
ス
テ
ム
－

第
5部

：
甲

板
区

域
、
貨

物
区

域
及

び
ス
イ
ミ
ン
グ

プ
ー
ル

の
排

水

風
雨
密
甲
板
、
非
水
密
区
域
、

R
o/

R
o区

域
、
貨

物
区

域
、
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル

の
風

雨
密

甲
板

及
び
非

風
雨

密
甲

板
か

ら
の

グ
レ
ー
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

重
力

式
排

水
管

系
の

計
画

及
び
設

計
に
関

し
必

要
な
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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ca

tio
n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

管
系

に
使

用
す

る
ガ
ス
ケ
ッ
ト
付
き
機
械
式
継
手
－
性
能

要
求

事
項

ガ
ス
ケ
ッ
ト
付

き
機

械
式

継
手

の
性

能
特

性
及

び
品

質
試

験
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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l c
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g
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ns
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 P

er
fo

rm
an

ce
sp

ec
ifi

ca
tio

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

管
系

に
使

用
す

る
ガ
ス
ケ
ッ
ト
付
き
機
械
式
継
手
付
加
物

－
性

能
仕

様

IS
O

15
83

7に
適
合
す
る
ガ
ス
ケ
ッ
ト
付
き
機
械
式
継
手
付
加
物
の
分
類
、
材
料
、
検
査
要
求
事
項
、
表
示
及
び

包
装

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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s p
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 b

e 
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 fo

r m
ar

in
e

ap
pl
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at
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ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

用
熱

硬
化

性
FR

P管
及

び
取

付
物

の
標

準
仕

様
海

洋
関

係
で
使

用
す
る
船

舶
用

配
管

装
置

に
お
い
て
使

用
さ
れ

る
呼

び
径

（
D

N
)0
～

12
00

m
m
及

び
呼

び
管

寸
法

（
N

PS
)0
～

48
ま
で
の
強
化
熱
硬
化
性
樹
脂
管
系
の
分
類
、
性
能
要
求
事
項
、
試
験
方
法
等
の
標
準
仕

様
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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re
qu

ire
m

en
ts

 o
f
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m
at
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 q
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ck
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lo

si
ng

 v
al

ve
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

空
気

式
緊

急
遮

断
弁

の
設

計
及

び
試

験
要

件
海

洋
空

気
式

緊
急

遮
断

弁
の

圧
力

及
び
気

温
、
設

計
要

件
（
構

造
及

び
材

料
を
含

む
）
、
試

験
方

法
及

び
マ
ー

キ
ン
グ
を
取

り
纏

め
る
。
こ
の

文
書

は
、
呼

び
径

が
D

N
25

0以
下
の
空
気
式
緊
急
遮
断
弁
の
設
計
、
製
造
、
合

格
検

査
及

び
運

用
に
適

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
【
中
国
主
導
】
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票
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認
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ac
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to
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ce
 a
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 c

en
tre

 to
 fa

ce
 d

im
en

si
on

s

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
フ
ラ
ン
ジ
管
用
金

属
製

弁
－

面
間

寸
法

フ
ラ
ン
ジ
管

系
に
使

用
す
る
船

用
金

属
製

弁
の

面
間

寸
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
IS

O
 7

00
5-

1:
20

11
、

IS
O

 7
00

5-
2:

19
88
及

び
IS

O
70

05
-3

:1
98

8に
適
合
す
る
フ
ラ
ン
ジ
に
使
用
さ
れ
る
も
の
に
適
用
で
き
る
。
【
日
本

主
導

】
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 D
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ig
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te
st

in
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m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

用
玉

形
弁

－
設

計
及

び
試

験
要

求
事

項
極

低
温

環
境

に
お
け
る
低

温
用

玉
形

弁
の

耐
漏

え
い
性

を
高

品
質

で
確

保
す
る
た
め
の

設
計

、
製

造
、
試

験
方

法
の

要
件

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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m

en
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

用
パ

イ
ロ
ッ

ト
作

動
式

安
全

弁
－

設
計

要
求

事
項

LN
G
船

の
カ
ー
ゴ
タ
ン
ク
に
使

用
さ
れ

る
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
式

パ
イ
ロ
ッ
ト
形

安
全

弁
の

圧
力

を
保

持
す
る
た
め
の

設
計

、
試

験
及

び
検

査
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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de

lin
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

極
海

域
に
お
け

る
船

用
機

械
類

の
操

作
－

指
針

極
海

域
の

環
境

の
中

で
船

舶
運

航
前

及
び
運

航
中

に
機

械
類

に
つ
い
て
配

慮
す
べ

き
重

要
事

項
に
つ
い
て

設
計

及
び
操

作
要

員
（
乗

員
）
に
係

る
指

針
を
取

り
纏

め
る
も
の

。
IM

O
 C

od
e 

fo
r S

hi
ps

 O
pe

ra
tin

g 
in

 P
ol

ar
 W

at
er

s及
び

IA
C

S 
U

R
 "

I"
, R

eq
ui

re
m

en
ts

 C
on

ce
rn

in
g 

Po
la

r
C

la
ss
を
補

完
す
る
も
の

。
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re
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io

n 
of

 le
ak

ag
e 

of
fla

m
m

ab
le

 o
il

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

機
関

区
域

の
可

燃
性

油
装

置
－

漏
油

に
よ
る
火

災
防

止
期

間
区

域
可

燃
性

油
装

置
か

ら
の

可
燃

性
油

の
漏

え
い
が

発
火

源
と
な
る
火

災
を
防

止
す
る
た
め
に
必

要
な

取
る
べ

き
対

策
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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st

in
g

re
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ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

環
境

用
仕

切
弁

－
設

計
及

び
試

験
要

件
本
規
格
は
、
極
低
温
環
境
（
－

50
℃

～
－

19
6℃

）
に
お
け
る
品

質
の

高
い
耐

漏
性

を
低

温
環

境
用

仕
切

弁
に

施
す
た
め
の

設
計

、
製

造
、
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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ip
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s w
ith

 re
si
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nt
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to
m
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ic
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al

s -
- T

es
t m

et
ho

ds

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

弾
力

性
及

び
エ

ラ
ス
ト
マ
ー
シ
ー
ル

を
備

え
た
金

属
配

管
部

品
の

耐
火

性
－

試
験

方
法

本
規
格
は
、
弾
力
性
ま
た
は
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
シ
ー
ル
を
含
み
、
船
舶
工
学
シ
ス
テ
ム
で
用
い
ら
れ
る
金
属
弁
、
配

管
継

手
、
お
よ
び
同

様
の

配
管

部
品

の
耐

火
性

を
決

定
す
る
た
め
の

試
験

手
順

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
本

規
格

の
目

的
は

、
IS

O
19

92
2の

要
件
を
満
た
す
試
験
台
で
の
火
災
試
験
の
後
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
構
成
要
素

が
し
っ
か

り
と
し
て
お
り
、
耐

圧
に
さ
ら
さ
れ

て
も
そ
の

機
能

に
影

響
を
与

え
る
可

能
性

の
あ
る
故

障
が

な
い
か

ど
う
か

を
判

断
す
る
た
め
と
し
て
る

 。
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ch

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

弾
力

性
及

び
エ

ラ
ス
ト
マ
ー
シ
ー
ル

を
備

え
た
金

属
配

管
部

品
の

耐
火

性
－

試
験

台
に
要

求
さ
れ

る
要

件

本
規

格
は

、
IS

O
19

92
1に

基
づ
く
試

験
に
よ
っ
て
、
弾

性
ま
た
は

エ
ラ
ス
ト
マ
ー
材

料
を
含

む
金

属
パ

イ
プ
ラ
イ

ン
部

品
の

耐
火

性
を
決

定
す
る
た
め
の

試
験

台
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

05
.1

0.
01

－

SC
3

IS
O

 2
06

02
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

C
he

ck
va

lv
es

 fo
r u

se
 in

 lo
w

a 
te

m
pe

ra
tu

re
ap

pl
ic

at
io

ns
－

D
es

ig
n 

an
d 

te
st

in
g

re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

環
境

用
逆

止
弁

－
設

計
及

び
試

験
要

件
本
規
格
は
、
極
低
温
環
境
（
－

50
℃

～
－

19
6℃

）
に
お
け
る
品

質
の

高
い
耐

漏
性

を
低

温
環

境
用

逆
止

弁
に

施
す
た
め
の

設
計

、
製

造
、
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の
。
【
韓
国
提
案
】
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

環
境

用
逆

止
弁

－
設

計
及

び
試

験
要

件
 (追

補
1)
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O

20
60

2:
20

19
か

ら
の

修
正

点
は

以
下

の
と
お
り
。
【
韓

国
主

導
】

・
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5の
誤

記
1箇

所
を
修

正
。

・
8.

8.
2.

1 
e)
の

誤
記

を
修

正
。

・
8.

8.
2.

2.
2 

b)
の

誤
記

を
修

正
。
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g

re
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ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

環
境

用
ボ
ー
ル

弁
－

設
計

及
び
試

験
要

件
本
規
格
は
、
極
低
温
環
境
（
－

50
℃

～
－

19
6℃

）
に
お
け
る
品

質
の

高
い
耐

漏
性

を
低

温
環

境
用

ボ
ー
ル

弁
に
施

す
た
め
の

設
計

、
製

造
、
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

低
温

環
境

用
バ

タ
フ
ラ
イ
弁
－
設
計
及
び
試
験
要
件

本
規
格
は
、
極
低
温
環
境
（
－

50
℃

～
－

19
6℃

）
に
お
け
る
品

質
の

高
い
耐

漏
性

を
低

温
環

境
用

バ
タ
フ
ラ
イ

弁
に
施

す
た
め
の

設
計

、
製

造
、
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

バ
ン
カ
ー
重

油
質

量
流

量
計

－
要

件
バ

ン
カ
ー
重

油
を
受

け
入

れ
る
際

に
、
船

舶
側

に
設

置
す
る
質

量
流

量
計

の
性

能
基

準
、
試

験
方

法
、
認

証
に

つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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 w
at

er
 sh

or
e

co
nn

ec
tio

n 
fla

ng
e 

--
 D

es
ig

n
re

qu
ire

m
en

ts

国
際
バ
ラ
ス
ト
水
船
岸
接
続
フ
ラ
ン
ジ

 --
設

計
要

件

船
舶

と
港

湾
の

受
入

施
設

又
は

船
舶

間
同

士
に
お
け
る
バ

ラ
ス
ト
水

の
移

送
に
使

わ
れ

る
フ
ラ
ン
ジ
の

設
計

の
材

料
要

件
及

び
寸

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

20
.0

1

－

SC
3

IS
O

 2
32

12
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Fl
an

ge
 c

on
ne

ct
io

n 
fo

r f
ue

l a
nd

lu
br

ic
at

io
n 

oi
l b

un
ke

rin
g 

--
 B

as
ic

di
m

en
si

on
s a

nd
 te

ch
ni

ca
l

re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

燃
料

及
び
潤

滑
油
の
補
油
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ジ
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
－

基
本

寸
法

及
び
技

術
要

件

燃
料

及
び
潤

滑
油

を
補

油
す
る
た
め
の

フ
ラ
ン
ジ
型

継
手

の
適

合
寸

法
、
特

性
、
技

術
使

用
の

要
件

に
つ
い
て

纏
め
た
も
の
。
【
中
国
主
導
】

20
21

.0
3

－

SC
3

IS
O

 2
42

24
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Ta
nk

er
 c

ar
go

 m
an

ifo
ld

 sh
or

e
co

nn
ec

tio
n 

--
 T

ec
hn

ic
al

 re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

タ
ン
カ
ー
貨

物
マ

ニ
ホ
ー
ル
ド
シ
ョ
ア
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
－
技
術

要
件

貨
物
マ
ニ
ホ
ー
ル
ド
シ
ョ
ア
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
タ
イ
プ
、
構
造
、
寸
法
お
よ
び
技
術
的
要
求
事
項
を
取
り
纏
め
た
も

の
。
石

油
タ
ン
カ
ー
ま
た
は

ケ
ミ
カ
ル

タ
ン
カ
ー
の

配
管

マ
ニ
ホ
ー
ル

ド
の

貨
物

/バ
ン
カ
ー
お
よ
び
ベ
ー
パ

ー
ラ

イ
ン
の
陸
上
接
続
に
適
用
さ
れ
る
。
【
中
国
主
導
】

20
22

.0
8

－

SC
3

IS
O

 2
42

25
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

pn
eu

m
at

ic
 q

ui
ck

-c
lo

si
ng

de
vi

ce
s

船
舶

と
海

洋
技

術
－

船
舶

用
空

気
式

急
閉

制
御

装
置

船
舶
用
空
気
式
急
閉
制
御
装
置
（
以
下
、
空
気
式
急
閉
装
置
）
の
用
語
と
定
義
、
設
計
、
性
能
、
試
験
と
検
査
、

マ
ー
キ
ン
グ
、
包

装
、
取

扱
い
と
保

管
に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

は
、
船

舶
用

ク
イ
ッ
ク
ク

ロ
ー
ズ
装

置
の

設
計

、
製

造
及

び
承

認
に
適

用
さ
れ

る
【
中

国
主

導
】
。

20
22

.0
6

－

SC
 3

IS
O

 2
85

20
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Lu
br

ic
at

in
g 

oi
l s

ys
te

m
s —

 G
ui

da
nc

e
fo

r g
ra

de
s o

f c
le

an
lin

es
s a

nd
 fl

us
hi

ng

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

潤
滑

油
シ
ス
テ

ム
－

清
潔

度
お
よ
び
洗

浄
度

の
グ
レ
ー
ド

に
関

す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
規

格
は

、
潤

滑
油

シ
ス
テ
ム
の

清
潔

度
お
よ
び
清

浄
度

の
等

級
付

け
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た

も
の
。

洗
浄

プ
ロ
セ
ス
の

目
的

は
、
取

付
部

分
の

汚
れ

を
取

り
除

き
、
配

管
と
シ
ス
テ
ム
全

体
が

適
切

に
洗

浄
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

20
09

.0
2.

15

－

SC
 3

IS
O

 2
85

21
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

H
yd

ra
ul

ic
 o

il 
sy

st
em

s－
G

ui
da

nc
e 

fo
r

gr
ad

es
 o

f c
le

an
lin

es
s a

nd
 fl

us
hi

ng

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

油
圧

シ
ス
テ
ム

－
清

潔
度

お
よ
び
洗

浄
度

の
グ
レ
ー
ド
に

関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

本
規

格
は

、
油

圧
油

管
シ
ス
テ
ム
の

配
管

の
清

潔
度

お
よ
び
洗

浄
度

レ
ベ
ル

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
 油

圧
シ
ス

テ
ム
の
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
操
作
に
は
、
油
圧
オ
イ
ル
管
シ
ス
テ
ム
の
配
管
や
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
洗
浄
が
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
附

属
部

品
を
備

え
た
油

圧
シ
ス
テ
ム
の

特
定

部
品

の
洗

浄
を
実

際
に
実

行
す
る
た
め
の

方
法

と
設

備
の

要
件

を
記

載
し
て
い
る
。

洗
浄

プ
ロ
セ
ス
の

目
的

は
、
取

付
部

分
の

汚
れ

を
取
り
除
き
、
配
管
お
よ
び
油
圧
シ
ス
テ
ム
が
適
切
に
洗
浄
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

20
09

.0
6.

01

－

SC
3

IS
O

 2
85

22
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

H
yd

ra
ul

ic
 o

il 
sy

st
em

s -
- G

ui
da

nc
e 

fo
r

as
se

m
bl

y 
an

d 
flu

sh
in

g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

油
圧

系
統

－
組

立
及

び
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
関

す
る
手

引
き

油
圧

系
統

の
管

及
び
構

成
部

品
が

適
正

に
組

み
立

て
ら
れ

試
験

さ
れ

る
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
、
油

圧
系

統
の

組
立

及
び
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
関

す
る
手

引
き
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

09
.0

2.
15

.

－

SC
3

IS
O

 2
85

23
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Lu
br

ic
at

in
g 

an
d 

hy
dr

au
lic

 o
il 

sy
st

em
s

--
 G

ui
da

nc
e 

fo
r s

am
pl

in
g 

to
de

te
rm

in
e 

cl
ea

nl
in

es
s a

nd
 p

ar
tic

le
co

nt
am

in
at

io
n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

潤
滑

油
・
油

圧
系

統
－

清
浄

度
及

び
粒

子
汚

染
を
決

定
す

る
た
め
の

サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
関

す
る
手

引
き

潤
滑

油
系

統
及

び
油

圧
系

統
の

動
的

サ
ン
プ
リ
ン
グ
及

び
静

的
サ

ン
プ
リ
ン
グ
採

取
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た

も
の
。

20
09

.0
2.

15
.

－

26
／

60
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SC
3

IE
C

/IE
EE

 8
00

05
-1

:2
01

9
U

til
ity

 c
on

ne
ct

io
ns

 in
 p

or
t -

 P
ar

t 1
:

H
ig

h 
V

ol
ta

ge
 S

ho
re

 C
on

ne
ct

io
n

(H
V

SC
) S

ys
te

m
s -

 G
en

er
al

re
qu

ire
m

en
ts

陸
電

装
置

－
第

1部
：
高

圧
陸

上
電

源
接

続
シ
ス
テ
ム
－

一
般

要
件

陸
上

か
ら
船

に
電

力
を
供

給
す
る
た
め
の

陸
上

及
び
船

上
の

高
圧

陸
上

電
源

シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
要

件
を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
20

19
.0

3

－

SC
3

IE
C

/IE
EE

 8
00

05
-

1:
20

19
/A

m
d1

:2
02

2
U

til
ity

 c
on

ne
ct

io
ns

 in
 p

or
t -

 P
ar

t 1
:

H
ig

h 
V

ol
ta

ge
 S

ho
re

 C
on

ne
ct

io
n

(H
V

SC
) S

ys
te

m
s -

 G
en

er
al

re
qu

ire
m

en
ts

 --
 A

m
en

dm
en

t 1

陸
電

装
置

－
第

1部
：
高

圧
陸

上
電

源
接

続
シ
ス
テ
ム
－

一
般

要
件

(追
補

)
20

19
年

版
の

A
nn

ex
C

(ク
ル

ー
ズ
船

)の
図

4に
お
い
て
、
ピ
ン
配

置
が

変
更

（
第

1版
(2

01
2年

版
)と

第
2版

(2
01

9年
版

)で
は

、
L1

と
L2

の
位

置
が

逆
）
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
是

正
す
る
た
め
追

補
を
制

定
さ
せ

る
こ
と
に

な
っ
た
も
の

。
こ
の

変
更

に
伴

い
、
関

連
項

目
（
5.

1項
、

5.
2項

、
7.

3.
4項

等
）
に
も
修

正
を
加

え
て
い
る
。

20
22

.0
2

－

SC
3

IE
C

/IE
EE

 8
00

05
-

1:
20

19
/F

D
A

m
d2

U
til

ity
 c

on
ne

ct
io

ns
 in

 p
or

t -
 P

ar
t 1

:
H

ig
h 

V
ol

ta
ge

 S
ho

re
 C

on
ne

ct
io

n
(H

V
SC

) S
ys

te
m

s -
 G

en
er

al
re

qu
ire

m
en

ts
 --

 A
m

en
dm

en
t 2

陸
電

装
置

－
第

1部
：
高

圧
陸

上
電

源
接

続
シ
ス
テ
ム
－

一
般

要
件

(追
補

2)
自

動
車

運
搬

船
（
PC

C
）
用

新
附

属
書

の
作

成
を
目

的
と
し
た
追

補
。
【
ノ
ル

ウ
ェ
ー
主

導
】

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
3.

13
〆
切

－

SC
3

IE
C

/IE
EE

 8
00

05
-2

:2
01

6
U

til
ity

 c
on

ne
ct

io
ns

 in
 p

or
t -

 P
ar

t 2
:

H
ig

h 
an

d 
lo

w
 v

ol
ta

ge
 sh

or
e

co
nn

ec
tio

n 
sy

st
em

s -
 D

at
a

co
m

m
un

ic
at

io
n 

fo
r m

on
ito

rin
g 

an
d

co
nt

ro
l

陸
電

装
置

－
第

2部
：
高

圧
及

び
低

圧
陸

上
電

源
接

続
シ
ス
テ
ム
－

監
視

及
び
制

御
の

た
め
の

デ
ー
タ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

陸
船

間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及

び
デ
ー
タ
送

信
を
行

う
た
め
の

通
信

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の

仕
様

を
取

り
ま
と

め
た
も
の

。
20

15
.0

6.
15

－

SC
3

IE
C

/IE
EE

 D
IS

 8
00

05
-3

U
til

ity
 c

on
ne

ct
io

ns
 in

 p
or

t -
 P

ar
t 3

:
Lo

w
 V

ol
ta

ge
 S

ho
re

 C
on

ne
ct

io
n

(L
V

SC
) S

ys
te

m
s -

 G
en

er
al

re
qu

ire
m

en
ts

陸
電

装
置

－
第

3部
：
低

圧
陸

上
電

源
接

続
シ
ス
テ
ム
－

一
般

要
件

陸
上

か
ら
船

に
電

力
を
供

給
す
る
た
め
の

陸
上

及
び
船

上
の

低
圧

陸
上

電
源

シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
要

件
を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
【
ノ
ル

ウ
ェ
ー
主

導
】

20
14
年

5月
　

N
P承

認
。
　

20
15
年

10
月

9日
C

D
投

票
了
。

D
IS
投
票
承
認

20
16

.1
0.

21
－

SC
3

IE
C

/P
A

S 
80

00
5-

3:
20

14
Ed

iti
on

 1
.0

 (2
01

4-
08

-2
5)

U
til

ity
 c

on
ne

ct
io

ns
 in

 p
or

t -
 P

ar
t 3

:
Lo

w
 V

ol
ta

ge
 S

ho
re

 C
on

ne
ct

io
n

(L
V

SC
) S

ys
te

m
s -

 G
en

er
al

re
qu

ire
m

en
ts

陸
電

装
置

－
第

3部
：
低

圧
陸

上
電

源
接

続
シ
ス
テ
ム
－

一
般

要
件

（
公

開
仕

様
書

）

陸
上

か
ら
船

に
電

力
を
供

給
す
る
た
め
の

陸
上

及
び
船

上
の

低
圧

陸
上

電
源

シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
要

件
を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
20

14
.0

8

－

27
／

60

－ 125 －



議
長

：
M

r. 
Li

u 
Zh

en
g（
中
国

SM
ER

I）
、
幹

事
国

：
中

国
（

SM
ER

I/S
A

C）
）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
4

IS
O

 1
70

4:
20

22
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 S

tu
d-

lin
k 

an
ch

or
 c

ha
in

s
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

ス
タ
ッ
ド
リ
ン
ク
ア

ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン

ス
タ
ッ
ド
付

き
ア
ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン
の

定
義

、
形

状
、
寸

法
及

び
構

成
部

品
の

公
差

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

【
中

国
主

導
】
。

20
08
年

版
か

ら
の

主
な
修

正
点

は
以

下
の

と
お
り
。

・
船

級
規

則
で
定

め
て
い
る
グ
レ
ー
ド

4の
ス
タ
ッ
ド
付
き
ア
ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
強
度
要
件
の
追
加
、
寸
法
の
修

正
、
試
験
方
法
の
追
加
等
。

関
連

国
内

規
格

：
JI

S 
F 

33
03

:2
01

0

20
22

.0
2

FD
IS
投
票
の
際
の
コ
メ
ン
ト

は
次

回
定

期
見

直
し
の

際
に
検

討
－

SC
4

IS
O

 3
07

8:
20

16
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 C
ar

go
 w

in
ch

es
造

船
－

カ
ー
ゴ
ウ
ィ
ン
チ

カ
ー
ゴ
デ
リ
ッ
ク
の

ウ
イ
ン
チ
（
特

に
電

動
、
油

圧
駆

動
の

も
の

）
の

特
性

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

16
.1

1.
17

20
22

.0
3.

04
締

め
切

り
SR

確
認
回
答

JI
S 

F 
67

08
:1

99
6

（
N

EQ
）

（
IS

O
 3

07
8:

19
87
に
対

応
）

SC
4

IS
O

 3
73

0:
20

12
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
M

oo
rin

g 
w

in
ch

es
造

船
及

び
海

洋
構

造
物

－
ム
ア
リ
ン
グ
ウ

イ
ン
チ

電
動

、
油

圧
駆

動
又

は
蒸

気
駆

動
に
よ
る
自

動
及

び
手

動
ム
ア
リ
ン
グ
ウ
イ
ン
チ
の

機
能

特
性

に
つ
い
て
取
り

纏
め
た
も
の

。

20
18
年

の
定

期
見

直
し
投

票
の

結
果

、
確

認
（
現

状
維

持
）
と
な
っ
た
。

19
88

.1
2.

15
.

JI
S 

F 
67

09
:1

99
5

（
N

EQ
)

SC
4

IS
O

 3
82

8:
20

08
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
D

ec
k 

m
ac

hi
ne

ry
 --

 V
oc

ab
ul

ar
y 

an
d

sy
m

bo
ls

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
甲

板
機

械
－

用
語

及
び
記

号
甲

板
機

械
に
関

し
使

用
さ
れ

る
用

語
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
投

揚
錨

、
係

留
、
荷

役
、
曳

航
、
補

助
的

甲
板

機
械

、
作

業
船

や
海

洋
調

査
船

用
の

特
殊

な
甲

板
機

械
に
関

連
す
る
用

語
も
含

む
。

関
連

国
内

規
格

：
JI

S 
F 

00
13

:2
01

1

20
08

.0
3.

01
.

－

SC
4

IS
O

 4
56

8:
20

21
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 S
ea

-g
oi

ng
 v

es
se

ls
 --

W
in

dl
as

se
s a

nd
 a

nc
ho

r c
ap

st
an

s
造
船
－
外
洋
航
行
船
－
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
及

び
ア
ン
カ
ー
・
キ
ャ
プ
ス
タ
ン

外
洋

を
航

行
す
る
船

舶
に
装

備
す
る
電

動
、
油

圧
駆

動
、
蒸

気
駆

動
又

は
外

部
駆

動
の

ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
及

び
ア

ン
カ
ー
・
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
の

設
計

、
構

造
、
性

能
及

び
受

入
試

験
に
関

す
る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
【
中

国
主

導
】
。

20
06
年

版
か

ら
の

改
訂

点
は

、
ウ
ィ
ン
チ
の

使
用

荷
重

及
び
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
荷

重
に
つ
い
て

IA
C

S 
U

R
 A

3が
改

正
さ
れ

た
こ
と
へ

の
対

応
。

20
21

.0
8

JI
S 

F 
67

14
:1

99
5

（
M

O
D

)
(I

SO
 4

56
8:

19
86
に
対

応
)

SC
4

IS
O

 4
82

7:
20

22
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Es

co
ur

tin
g 

an
d 

pu
ll-

ba
ck

 sy
st

em
 fo

r
ta

nk
er

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

タ
ン
カ
ー
用

エ
ス

コ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

タ
ン
カ
ー
を
他

船
が

曳
航

等
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
（
器

具
）
の

技
術

要
件

と
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

,0
00

D
W

T以
上

の
タ
ン
カ
ー
に
適

用
。
【
中

国
主

導
】

20
22

.1
0

－

SC
4

IS
O

 4
84

5:
20

23
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
C

om
bi

ne
d 

rig
gi

ng
 fo

r d
ee

p-
se

a
m

oo
rin

g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

深
海

係
留

の
た

め
の

複
合

索
具

海
洋

で
の

係
留

に
使

用
さ
れ

る
複

合
ぎ
装

品
の

種
類

、
寸

法
、
テ
ス
ト
、
そ
の

他
の

技
術

要
件

を
取

り
纏

め
た
も

の
。
深
さ

10
00

m
か

ら
50

00
m
の

深
海

構
造

物
の

係
留

及
び
位

置
決

め
に
使

用
さ
れ

る
ぎ
装

品
に
適

用
。
【
中

国
主

導
】

20
23

.0
3

－

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 4
（
甲

板
機

械
及

び
ぎ
装

分
科

委
員

会
）
担

当
分

28
／

60

－ 126 －



SC
4

IS
O

/D
IS

 4
85

3
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 A

-
fr

am
e 

la
un

ch
 a

nd
 re

co
ve

ry
 sy

st
em

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

A
フ
レ
ー
ム
の

進
水

と
回

収
シ
ス
テ
ム

A
フ
レ
ー
ム
の

進
水

と
回

収
シ
ス
テ
ム
の

設
計

、
運

用
、
性

能
、
受
入
れ
試
験
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
中
国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.0
4.

09

W
D
照
会
実
施

（
意

見
な
し
）

20
21

.1
0.

20
-1

1.
30

C
D

_S
ki

p投
票
実
施

20
22

.0
1.

08
締
切

賛
成
回
答

承
認

D
IS
投
票
実
施

20
22

.0
6.

14
締
切

賛
成
回
答

承
認

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
4.

12
締
切

－

SC
4

IS
O

/D
IS

 4
85

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 T

es
t

pr
oc

ed
ur

es
 a

nd
 m

et
ho

ds
 fo

r
w

in
dl

as
se

s a
nd

 w
in

ch
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
と

ウ
イ
ン
チ
の

試
験

手
順

と
方

法
機
器
が
組
み
立
て
ら
れ
た
後
の
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
及
び
ウ
イ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
の
完
全
な
セ
ッ
ト
の

FA
T(
工
場
受
入

テ
ス
ト

)の
手

順
と
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
試

験
方
法
と
手
順
は
、
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
、
ア
ン
カ
ー
キ
ャ
プ

ス
タ
ン
、
係
留
ウ
イ
ン
チ
、
係
留
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
、
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス

/係
留

ウ
イ
ン
チ
の

組
み

合
わ

せ
及

び
ウ
イ
ン
ド

ラ
ス

/係
留
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
に
適
用
。
【
中
国
主
導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.0
4.

09

W
D
作
成

C
D

_S
ki

p投
票
実

施
20

22
.2

.1
7締

切
棄
権
回
答

20
22

.0
8.

16
D

IS
投
票
賛
成
回
答
済

　
承
認

－

SC
4

IS
O

/D
IS

 4
86

1
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 P

ili
ng

ba
rg

e 
w

in
ch

es
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

杭
打

船
の

ウ
イ
ン

チ
杭

打
船

ウ
イ
ン
チ
シ
ス
テ
ム
の

油
圧

ま
た
は

電
動

ウ
イ
ン
チ
の
設
計
、
操
作
、
性
能
、
お
よ
び
受
入
れ
試
験
を

取
り
纏

め
た
も
の

。
主

に
吊

り
下

げ
式

パ
イ
ル

（
杭

）
ウ
イ
ン
チ
、
ハ

ン
マ
ー
ス
タ
ー
ト
ウ
イ
ン
チ
、
吊

り
下

げ
式

ハ
ン
マ
ー
ウ
イ
ン
チ
、
吊

り
下

げ
式

ホ
ー
ス
ウ
イ
ン
チ
を
含

む
、
杭

打
船

の
作

業
中

に
パ

イ
ル

と
パ

イ
ル

ハ
ン
マ
ー

を
操

作
す
る
た
め
に
必

要
な
ウ
イ
ン
チ
に
適

用
。
【
中

国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.0
4.

09

W
D
作
成

W
D
作
成

C
D

_S
ki

p投
票
実

施
20

22
.2

.1
7締

切
棄
権
回
答

D
IS
投
票
実
施

20
22

.0
9.

01
締
切

賛
成
回
答
済

承
認

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
4.

19
締
切

－

29
／
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SC
4

IS
O

/D
IS

 4
86

2
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
W

in
ch

es
 fo

r t
ra

ili
ng

 su
ct

io
n 

ho
pp

er
dr

ed
ge

r

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ド
ラ
グ
サ

ク
シ
ョ
ン

浚
渫
船
の
ウ
イ
ン
チ

ド
ラ
グ
サ
ク
シ
ョ
ン
浚
渫
船
の
油
圧
ま
た
は
電
動
ウ
イ
ン
チ
の
設
計
、
操
作
、
性
能
お
よ
び
受
入
れ
試
験
の
要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
主

に
ド
ラ
グ
ヘ
ッ
ド
ウ
イ
ン
チ
、
ジ
ン
バ

ル
ウ
イ
ン
チ
及

び
ト
ラ
ニ
オ
ン
ウ
イ
ン
チ
を
含

む
、

ド
ラ
グ
サ

ク
シ
ョ
ン
浚

渫
船

ウ
イ
ン
チ
の

浚
渫

の
際

に
吸

気
管

を
操

作
す
る
た
め
に
必

要
な
ウ
イ
ン
チ
に
適

用
。

【
中

国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.0
4.

09

W
D
作
成

W
D
作
成

C
D

_S
ki

p投
票
実

施
20

22
.2

.1
7締

切
棄
権
回
答

20
22

.0
8.

16
D

IS
投
票
賛
成
回
答
済
　
承

認

20
23

.0
2.

21
-0

4-
18

FD
IS
投
票
中

－

SC
4

IS
O

/F
D

IS
 4

86
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
to

lg
y 

--
Ja

ck
in

g 
sy

st
m

e 
ap

pl
ia

nc
es

 o
n 

se
lf-

el
av

at
in

g 
un

it 
- G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

自
己

昇
降

的
ユ

ニ
ッ
ト
に
関

す
る
ジ
ャ
ッ
キ
シ
ス
テ
ム
設
備

－
一

般
要

件

甲
板

昇
降

ユ
ニ
ッ
ト
に
関

す
る
ジ
ャ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

一
般

要
件

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
の

。
特

に
ラ
ッ
ク

ア
ン
ド
ピ
ニ
オ
ン
及

び
ヨ
ー
ク
ピ
ン
の

シ
ス
テ
ム
に
適

用
。
【
中

国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.0
4.

09

C
D

_S
ki

p投
票
実
施

20
22

.1
.8
締
切

棄
権
回
答

20
22

.3
.2

2-
6.

14
D

IS
投
票
実
施

賛
成
回
答

承
認

－

SC
4

IS
O

/P
R

F 
55

28
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
D

ee
p-

se
a 

hy
dr

au
lic

 w
in

ch
 e

qu
ip

m
en

t
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

深
海

用
油

圧
式

ウ
イ
ン
チ
装

置
深
海
調
査
、
深
海
で
の
救
助
、
深
海
の
船
舶
の
引
き
揚
げ
（
サ
ル
ベ
ー
ジ
）
、
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等

で
、
深

さ
30

00
m
～

12
,0

00
m
で
用
い
ら
れ
る
油
圧
式
ウ
イ
ン
チ
の
分
類
、
設
計
及
び
構
造
要
件
、
試
験

法
、
材
料
、
性
能
、
検
査
、
表
示
、
梱
包
お
よ
び
貯
蔵
等
の
要
件
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。

【
中

国
主

導
】
。

N
P投

票
承
認

20
20

.1
0.

14
W

D
照
会

20
21

.0
4.

30

C
D

_S
ki

p投
票
実

20
22

.0
4.

08
棄
権

20
22

.0
8.

16
D

IS
投
票

賛
成
回
答

承
認

FD
IS
へ

－

30
／

60
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SC
4

IS
O

/P
R

F 
55

40
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
 S

ea
-

go
in

g 
ve

ss
el

s —
 D

ua
l

tra
ct

io
n/

st
or

ag
e 

w
in

ch
 fo

r
oc

ea
no

gr
ap

hi
c 

re
se

ar
ch

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

外
航

船
－

海
洋

調
査

研
究

用
の

二
重

牽
引

／
積

付
用

ウ
イ
ン
チ

海
洋

調
査

研
究

用
の

二
重

牽
引

／
積

付
用

ウ
イ
ン
チ
の

設
計
及
び
構
造
、
安
全
性
、
性
能
及
び
受
入
れ
試
験

の
要

件
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
海

洋
調

査
研

究
用

の
二

重
牽

引
／

積
付

用
ウ
イ
ン
チ
は

、
主

に
、
海

底
地
質
調
査
、
水
域
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ
測
定
、
海
洋
生
物
の
調
査
等
、
定
点
調
査
お
よ
び
牽
引
調
査
に
適
用
。
【
中

国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.1
0.

14
W

D
照
会

20
21

.0
4.

30

C
D

_S
ki

p投
票

20
22

.0
4.

08
締
切

棄
権

20
22

.0
8.

16
D

IS
投
票
賛
成
回
答
承
認

FD
IS
へ

－

SC
4

IS
O

/P
R

F 
55

56
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
 S

ea
-

go
in

g 
ve

ss
el

s —
 S

in
gl

e-
dr

um
 w

in
ch

fo
r o

ce
an

og
ra

ph
ic

 re
se

ar
ch

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

外
航

船
－

海
洋

調
査
研
究
用
の
シ
ン
グ
ル
ド
ラ
ム
ウ
イ
ン

チ

海
洋
調
査
研
究
用
の
シ
ン
グ
ル
ド
ラ
ム
ウ
イ
ン
チ
の
設
計
及
び
構
造
、
安
全
性
、
性
能
及
び
受
入
れ
試
験
の
要

件
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
海

洋
調

査
研

究
用

の
シ
ン
グ
ル
ド
ラ
ム
ウ
イ
ン
チ
は
、
主
に
、
海
底
地
質
調

査
、
水
域
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ
測
定
、
海
洋
生
物
の
調
査
等
、
定
点
調
査
お
よ
び
牽
引
調
査
に
適
用
。
【
中
国
主

導
】

N
P投

票
承
認

20
20

.1
0.

14
W

D
照
会

20
21

.0
4.

30
締
切

C
D

_S
ki

p投
票

20
22

.0
4.

08
締
切

棄
権

20
22

.0
8.

16
D

IS
投
票
賛
成
回
答
承
認

FD
IS
へ

－

SC
4

IS
O

 6
04

3:
19

85
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
Ey

e 
an

d 
fo

rk
 a

ss
em

bl
ie

s u
nd

er
te

ns
io

n 
lo

ad
 --

 M
ai

n 
di

m
en

si
on

s

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
引

張
荷

重
を

受
け
る
ア
イ
及
び
フ
ォ
ー
ク
部
品
－
主
要

寸
法

引
張

荷
重

を
受

け
る
部

材
に
用

い
ら
れ

る
ア
イ
材

及
び
フ
ォ
ー
ク
並

び
に
こ
れ

ら
に
付

属
す
る
ボ
ル

ト
、
ピ
ン
の

互
換

性
を
確

保
す
る
た
め
に
主

要
寸

法
及

び
材

質
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

85
.1

2.
15

－

SC
4

IS
O

 6
04

4:
19

85
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
D

er
ric

k 
bo

om
 h

ee
l f

itt
in

gs
 --

 M
ai

n
di

m
en

si
on

s

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー

ム
基

部
金

物
－

主
要

寸
法

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

の
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
基

部
金

物
の

フ
ォ
ー
ク
及

び
附

属
の

ボ
ル

ト
又

は
ピ
ン
に
関

し
て
、

互
換

性
を
確

保
す
る
た
め
主

要
寸

法
と
材

質
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

85
.1

2.
15

.
JI

S 
F 

22
10

:1
99

8
（
M

O
D

)

SC
4

IS
O

 6
04

5:
19

87
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
B

ea
rin

gs
 fo

r d
er

ric
k 

go
os

en
ec

ks
 --

A
ss

em
bl

ie
s a

nd
 c

om
po

ne
nt

s

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
デ
リ
ッ
ク
グ
ー

ス
ネ
ッ
ク
軸

受
－

構
成

及
び
構

成
部

品
船

舶
の

荷
役

用
と
し
て
装

備
さ
れ

る
通

常
の

デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
グ
ー
ス
ネ
ッ
ク
軸

受
の

形
式

の
定

義
、
構

成
部

品
の

寸
法

及
び
材

質
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

85
.0

4.
15

JI
S 

F 
22

03
:1

99
8

(M
O

D
)

SC
4

IS
O

 6
11

5:
19

88
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 T
ra

w
l w

in
ch

es
造

船
－

ト
ロ
ー
ル

ウ
ィ
ン
チ

ト
ロ
ー
ル

漁
具

と
し
て
装

備
さ
れ

る
電

動
、
電

動
油

圧
駆

動
、
油

圧
デ
ィ
ー
ゼ
ル

駆
動

又
は

外
部

動
力

駆
動

の
ト

ロ
ー
ル

ウ
イ
ン
チ
の

要
求

事
項

及
び
特

性
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

88
.1

1.
01

.
－

SC
4

IS
O

 6
32

5:
19

87
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 C
ab

le
 st

op
pe

rs
造

船
－

制
鎖

器
船

舶
用

ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
及

び
ア
ン
カ
ー
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
と
の

組
合

せ
で
使

用
す
る
制

鎖
器

の
機

能
、
作

動
、
設

計
、
構

造
、
安

全
性

及
び
強

度
に
関

す
る
要

求
事

項
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

87
.0

7.
15

.
JI

S 
F 
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31

:1
99

8
(M

O
D

)

31
／

60

－ 129 －



SC
 4

IS
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5
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 C
ab

le
 st

op
pe

rs
造

船
－

制
鎖

器
19

87
年

版
は

3種
類

の
制

鎖
器

の
要

件
を
定

め
て
い
る
が

、
新

し
い
種

類
の

制
鎖

器
の

要
件

を
追

加
す
る
た
め

の
改

訂
。

19
87
年

版
か

ら
の

主
な
技

術
的

変
更

は
以

下
の

と
お
り
。
【
中

国
提

案
】

―
図

 2
、
図

 3
お
よ
び
図

 4
a)

 の
図

を
修

正
。

―
図

 4
 b

) に
調

整
可

能
な
停

止
装

置
を
備

え
た
新
し
い
タ
イ
プ
を
追

加
。

―
4.

2 
に
ケ
ー
ブ
ル

 ス
ト
ッ
パ

ー
の

公
称

サ
イ
ズ
を
追

加
。

―
5.

1 
に
設

計
環

境
条

件
と
材

料
要

件
を
追

加
。

―
6.

3 
と

 6
.4

 に
設

置
と
操

作
の

要
件

を
追

加
。

―
7 
に
受

け
入

れ
テ
ス
ト
の

要
件

を
追

加
。

―
附

属
書

 A
 お

よ
び
附

属
書

 B
 を

削
除

。

20
22

.4
.1

1締
切

N
P投

票
実
施

賛
成
回
答

N
P承

認

20
22

.0
4.

16

同
上

SC
4

IS
O

 6
48

2:
20

17
Sh

ip
bu

ild
in

g-
-D

ec
k 

m
ac

hi
ne

ry
--

W
ar

pi
ng

 e
nd

 p
ro

fil
es

造
船

－
甲

板
機

械
－

ワ
ー
ピ
ン
グ
エ
ン
ド

概
略

ワ
ー
ピ
ン
グ
エ
ン
ド
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

の
種

類
、
呼

び
径

、
寸

法
、
表

示
及

び
選

定
条

件
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
。

本
規

格
が

取
り
纏

め
る
ワ
ー
ピ
ン
グ
エ
ン
ド
は

、
ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
、
係

留
ウ
イ
ン
チ
、
キ
ャ
プ
ス
タ
ン
及

び
鋼

線
ロ
ー
プ
並
び
に
天

然
及

び
人

工
繊

維
を
用

い
た
他

の
甲

板
機

械
に
適

用
。

20
17

.0
5

20
22

.0
8.

26
SR

投
票
確
認
回
答

確
認

－

SC
4

IS
O

 6
55

5:
19

88
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 T
op

pi
ng

 w
in

ch
es

造
船

－
ト
ッ
ピ
ン
グ
ウ
ィ
ン
チ

デ
リ
ッ
ク
荷

役
装

置
に
使

用
さ
れ

る
軽

動
力

駆
動

及
び
外

部
動

力
駆

動
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
ウ
イ
ン
チ
の

要
求

事
項

及
び
特

性
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

88
.1

1.
01

.
－

SC
4

IS
O

 6
81

2:
19

83
R

ol
l o

n/
R

ol
l o

ff
 sh

ip
-to

-s
ho

re
co

nn
ec

tio
n 

--
 In

te
rf

ac
e 

be
tw

ee
n

te
rm

in
al

s a
nd

 sh
ip

s w
ith

 st
ra

ig
ht

st
er

n/
bo

w
 ra

m
ps

ロ
ー
ル
オ
ン

/ロ
ー
ル
オ
フ
船
船
陸
間
接
続

－
船

首
又

は
船

尾
直

線
ラ
ン
プ
に
よ
る

タ
ー
ミ
ナ
ル

と
船

舶
と
の

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス

船
舶

と
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
の

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の

調
和

を
図

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、

R
o/

R
o船

と
陸

岸
と
の

接
続

に
関

し
主

要
な
寸

法
及

び
設

計
の

原
則

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

83
.0

9.
01

.

－

SC
4

IS
O

 7
36

5:
20

12
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
D

ec
k 

m
ac

hi
ne

ry
 --

 T
ow

in
g 

w
in

ch
es

fo
r d

ee
p 

se
a 

us
e

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
甲

板
機

械
－

遠
洋

で
使

用
す
る
曳

航
ウ
ィ
ン
チ

電
動

、
油

圧
駆

動
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

駆
動

又
は

蒸
気

駆
動

の
遠

洋
用

の
曳

航
ウ
イ
ン
チ
の

特
性

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

83
.0

7.
01

20
22

.1
2.

02
締
切

SR
投
票
実
施
確
認

回
答
済

－

SC
4

IS
O

 7
82

4:
19

86
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
Lu

br
ic

at
io

n 
ni

pp
le

s -
- C

on
e 

an
d 

fla
t

ty
pe

s

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
潤

滑
用

ニ
ッ
プ

ル
－
円
錐
型
及
び
フ
ラ
ッ
ト
型

油
圧

潤
滑

油
用

ニ
ッ
プ
ル

の
形

式
の

定
義

及
び
そ
れ

ら
の

寸
法

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

86
.1

2.
15

20
22

.6
.1

2締
切

締
切
定
期
見
直
し

廃
止
回
答

確
認

－

SC
4

IS
O

 7
82

5:
20

17
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 D
ec

k 
m

ac
hi

ne
ry

 --
G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
造

船
－

甲
板

機
械

－
一

般
要

求
事

項
い
か

な
る
種

類
の

甲
板

機
械

に
も
共

通
す
べ

き
特

性
（
環

境
条

件
、
材

料
、
安

全
性

等
）
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た

も
の
。

20
17

.1
0.

20
23

.3
.0

4締
切

SR
投
票

確
認
（
現
状
維
持
）
回
答

－

SC
4

IS
O

 8
14

6:
19

85
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
O

va
l e

ye
pl

at
es

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
船

用
オ
ー
バ

ル
ア
イ
プ
レ
ー
ト

船
舶

の
荷

役
作

業
に
用

い
ら
れ

る
船

用
オ
ー
バ

ル
ア
イ
プ
レ
ー
ト
の

寸
法

及
び
材

質
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も

の
。

19
86

.0
4.

15
.

JI
S 

F 
34

10
:1

99
9

(M
O

D
)

SC
4

IS
O

 8
14

7:
19

95
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
D

er
ric

k 
rig

s a
nd

 c
om

po
ne

nt
 p

ar
ts

 --
V

oc
ab

ul
ar

y

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
デ
リ
ッ
ク
装

置
及

び
部

品
－

用
語

船
舶

に
装

備
さ
れ

る
デ
リ
ッ
ク
装

置
の

最
も
重

要
な
部

品
に
関

連
し
て
使

用
さ
れ

て
い
る
種

々
の

用
語

に
つ
い

て
取
り
纏

め
た
も
の

。
デ
リ
ッ
ク
装

置
に
関

連
し
て
使

用
さ
れ

る
用

語
及

び
そ
れ
ら
の

定
義

に
つ
い
て
記

述
す
る

と
と
も
に

IS
O

38
28
に
従

っ
た
ウ
ィ
ン
チ
に
関

す
る
用

語
も
追

記
し
て
い
る
。

19
95

.0
7.

01
.

－

SC
4

IS
O

 8
14

8:
19

85
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
D

er
ric

k 
bo

om
 h

ea
df

itt
in

gs
 --

 F
ix

ed
ty

pe

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー

ム
頭

部
金

物
－

固
定

形
船

舶
の

荷
役

に
使

用
す
る
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
の

固
定

型
頭

部
金

物
の

寸
法

及
び
材

料
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
。
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
に
取

り
付

け
る
ガ
イ
・
ア
イ
プ
レ
ー
ト
（
IS

O
81

46
に
適

合
す
る
プ
レ
ー
ト
）
の

取
付

位
置

に
つ
い
て
は

附
属

書
で
定

め
て
い
る
。

19
85

.0
5.

01
.

JI
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22
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O

D
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4:
19

87
Sh

ip
bu

ild
in

g 
an

d 
m

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
es

 --
Tr

un
ni

on
 p

ie
ce

s f
or

 sp
an

 b
ea

rin
gs

an
d 

le
ad

 b
lo

ck
 b

ea
rin

gs

造
船

及
び
海

洋
構

造
物

－
ス
パ

ン
支

承
及
び
リ
ー
ド
ブ
ロ
ッ
ク
軸
受
用
ト
ラ
ニ
オ
ン

ピ
ー
ス

船
舶

の
デ
リ
ッ
ク
ブ
ー
ム
の

操
作

で
使

用
さ
れ

る
ト
ラ
ニ
オ
ン
ピ
ー
ス
の

寸
法

、
材

質
、
ス
パ

ン
軸

受
及

び
揚

貨
索

導
滑

車
軸

受
の

組
立

の
た
め
の

ボ
ル
ト
の

位
置

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

87
.0

3.
15

.
JI

S 
F 

22
02

:1
99

8
(M

O
D

)

SC
4

IS
O

 8
43

1:
19

88
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 F
ix

ed
 ji

b 
cr

an
es

 --
Sh

ip
-m

ou
nt

ed
 ty

pe
 fo

r g
en

er
al

 c
ar

go
ha

nd
lin

g

造
船

－
固

定
式

ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
－

一
般

貨
物

荷
役

用
の

船
上

取
付

け
型

電
動

、
油

圧
又

は
往

復
動

内
燃

機
関

に
よ
り
駆

動
し
、
船

舶
に
恒

久
的

に
設

置
さ
れ

る
ジ
ブ
ク
レ
ー
ン
の

要
求

事
項

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

88
.0

3.
15

.

前
回
定
期
見
直
し

20
19

.0
6.

04
－

SC
4

IS
O

 9
08

9:
20

19
M

ar
in

e 
st

ru
ct

ur
e 

- M
ob

ile
 o

ff
sh

or
e

un
its

 - 
M

oo
rin

g 
po

si
tio

ni
ng

w
in

dl
as

se
s a

nd
 w

in
ch

es

海
洋

構
造

物
－

移
動

式
海

洋
施

設
－

位
置

保
持

の
た
め
の

係
留

ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
及

び
ウ
イ
ン
チ

移
動

式
海

洋
施

設
、
特

に
掘

削
船

、
半

没
水

式
掘

削
リ
グ
、
居
住
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
定
点
保
持
及
び
一

時
的

又
は

緊
急

時
の

錨
泊

に
使

用
す
る
ア
ン
カ
ー
ウ
イ
ン
チ
の

要
求

事
項

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。

ア
ン
カ
ー
ウ
イ
ン
チ
の

種
類

、
構

造
体

及
び
機

能
を
修

正
並

び
に
補

足
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て

19
89
年

版
を
改

訂
し
た
。
ま
た
、
ス
プ
ロ
ケ
ッ
ト
や

ギ
ア
の

よ
う
な
、
重

要
な
部

分
及

び
組

み
立

て
に
関

す
る
関

連
要

求
事

項
が

追
加

さ
れ

て
い
る
。

20
19

.0
7.

2

－

SC
4

IS
O

 1
37

13
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p'
s

m
oo

rin
g 

an
d 

to
w

in
g 

fit
tin

gs
 --

M
oo

rin
g 

ch
oc

ks

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
ム
ア
リ
ン
グ
チ
ョ
ッ
ク

船
の

係
留

索
、
曳

航
索

を
導

く
た
め
に
装

備
さ
れ

る
ム
ア
リ
ン
グ
チ
ョ
ッ
ク
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
主

導
】

O
C

IM
O

F 
M

EG
 4

 (M
oo

rin
g 

Eq
ui

pm
en

t G
ui

de
lin

es
) 7

.3
.3
項

で
参

照
さ
れ

て
い
る
。

20
20

.0
8

JI
S 

F 
20

54
:2

01
7

（
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設
備
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チ
ョ
ッ
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パ
ナ
マ
運
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鋼
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曳
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索

に
よ
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車

及
び
／

又
は

タ
グ
ボ
ー
ト
に
牽

引
さ
れ

通
航

）
を
通

航
す
る
船

舶
が

装
備

す
る
パ

ナ
マ
チ
ョ
ッ
ク
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い

て
取

り
纏
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も
の

。
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
ク
ロ
ー
ズ
ド
チ
ョ
ッ
ク

船
の
係
留
索
、
曳
航
索
を
導
く
た
め
に
装
備
さ
れ
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
チ
ョ
ッ
ク
の
種
類
、
呼
び
サ
イ
ズ
、
寸
法
及
び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏
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た
も
の
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舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設

備
－

ア
ッ
パ

ー
ロ
ー
ラ
ー
付

ユ
ニ

バ
ー
サ

ル
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ

船
の

係
留

索
を
導

く
た
め
に
装

備
す
る
ア
ッ
パ

ー
ロ
ー
ラ
ー
付

ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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技
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－
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舶

の
係

留
・
曳

航
設

備
－

ア
ッ
パ

ー
ロ
ー
ラ
ー
非

装
備

の
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ

船
の

係
留

索
を
導

く
た
め
に
装

備
す
る
ア
ッ
パ

ー
ロ
ー
ラ
ー
の

な
い
ユ
ニ
バ

ー
サ

ル
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
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留
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航
設
備
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製
ロ
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ラ
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船
の

係
留

索
を
導

く
た
め
に
装

備
す
る
鋼

製
ロ
ー
ラ
ー
の
種
類
、
呼
び
サ
イ
ズ
、
寸
法
及
び
材
料
、
構
成
、
製
造

及
び
表

示
の

要
件

に
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い
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り
纏

め
た
も
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設

備
－

船
側

ロ
ー
ラ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ

船
の

係
留

索
を
導

く
た
め
に
装

備
す
る
船

側
ロ
ー
ラ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
、
製

造
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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韓
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主
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設

備
－

ペ
デ
ス
タ
ル

フ
ェ
ア
リ
ー
ダ

船
の

係
留

索
を
導

く
た
め
に
装

備
す
る
ペ
デ
ス
タ
ル

フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、

構
成

、
製

造
及

び
表

示
の

要
件
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い
て
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り
纏
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も
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舶
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び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
外
洋
航
行
船
用
鋼
製
ボ
ラ
ー
ド

通
常

の
係

留
及

び
曳

航
に
必

要
な
条

件
を
満

足
す
る
た
め
の

外
洋

航
行

船
に
適

し
た
鋼

製
ボ
ラ
ー
ド
の

種
類
、
呼
び
サ
イ
ズ
、
寸
法
、
材
料
、
構
成
、
表
示
の
要
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に
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い
て
取
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纏
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も
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係

留
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曳

航
設
備
－
十
字
型
ボ
ラ
ー
ド

通
常

の
係

留
及

び
曳

航
に
必

要
な
条

件
を
満

足
す
る
た
め
の

外
洋

航
行

船
に
適

し
た
十

字
型

ボ
ラ
ー
ド
の

種
類

、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
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り
纏
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も
の

。
【
韓

国
主

導
】

O
C

IM
O

F 
M

EG
 4

 (M
oo

rin
g 

Eq
ui

pm
en

t G
ui

de
lin

es
) 7

.3
.3
項

で
参

照
さ
れ

て
い
る
。

20
20

.0
8

－

SC
4

IS
O

 1
37

98
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p'
s

m
oo

rin
g 

an
d 

to
w

in
g 

fit
tin

gs
 --

R
ec

es
se

d 
bi

tts
 (S

te
el

 p
la

te
 ty

pe
)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
リ
セ
ス
形
ビ
ッ
ト
（
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の
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な
条
件
を
満
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す
る
た
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の
鋼
板
製
の
リ
セ
ス
形
ビ
ッ
ト
の
種
類
、
呼
び
サ
イ
ズ
、
寸
法

及
び
材
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、
構

成
及

び
表

示
の

要
件
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て
取

り
纏

め
た
も
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技
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の
係
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・
曳

航
設
備
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リ
セ
ス
形
ビ
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（
鋳
造
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常
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航
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必
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な
条
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す
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造
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セ
ス
形
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ッ
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種
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サ
イ
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材
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構
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ク
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－

旋
回

ベ
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リ
ン
グ

船
舶

に
搭

載
す
る
ク
レ
ー
ン
の

旋
回

部
に
用

い
る
ベ
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リ
ン
グ
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寸
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仕
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に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も

の
。
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ム
機
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ッ
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ピ
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ン
脚
固
定
シ
ス
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ム

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の

上
昇

又
は

浮
上

時
に
ユ
ニ
ッ
ト
本

体
と
杭

脚
構

造
を
ロ
ッ
ク
し
て
固

定
す
る
た
め
に

使
用

す
る
機

械
的

な
シ
ス
テ
ム
の

試
験

及
び
表

示
に
つ
い
て
取
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纏

め
た
も
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。
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自
動
昇
降
ユ
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ッ
ト
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ャ
ッ
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シ
ス
テ
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験
受
入
要
件
、
試
験
条
件
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試
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内
容
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方
法
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試
験
報
告
書

及
び
そ
の

他
の

規
則

を
取

り
纏

め
た
も
の
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動
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ユ
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ッ
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支
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ャ
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- G
en

er
al

 re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

揚
貨

装
置

の
ル

ー
ズ
金

具
－

一
般

要
求

事
項

船
上

揚
貨

装
置

の
ル

ー
ズ
金

具
の

一
般

要
求

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

で
、
船

舶
用

ク
レ
ー
ン
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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- H
oo

ks

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

揚
貨

装
置

の
ル
ー
ズ
金
具
－
フ
ッ
ク

船
上

揚
貨

装
置

の
ル

ー
ズ
金

具
の

フ
ッ
ク
に
関

す
る
形

式
の

定
義
、
基
本
パ
ラ
メ
ー
タ
、
技
術
的
要
求
事
項
、

表
示

、
保

管
及

び
運

搬
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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- S
ha

ck
le

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

揚
貨

装
置

の
ル
ー
ズ
金
具
－
シ
ャ
ッ
ク
ル

船
上

揚
貨

装
置

の
ル

ー
ズ
金

具
の

シ
ャ
ッ
ク
ル

に
関

す
る
形
式
の
定
義
、
基
本
パ
ラ
メ
ー
タ
、
技
術
的
要
求
事

項
、
表

示
、
保

管
及

び
運

搬
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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- S
he

av
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

揚
貨

装
置

の
ル

ー
ズ
金

具
－

シ
ー
ブ

船
上

揚
貨

装
置

の
ル

ー
ズ
金

具
の

シ
ー
ブ
に
関

す
る
構

造
形

式
の

定
義

、
基

本
パ

ラ
メ
ー
タ
、
技

術
的

要
求

事
項

、
試

験
方

法
、
点

検
方

法
、
表

示
、
保

管
及

び
運

搬
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
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1:
H

ig
h 

Pr
es

su
re

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

空
気

式
ゴ
ム
製

浮
フ
ェ
ン
ダ
ー
－
第

1部
：
高

圧
形

他
船

又
は

構
造

物
へ

の
接

岸
又

は
係

留
に
使

用
さ
れ

る
高

圧
形

空
気

式
ゴ
ム
製

浮
フ
ェ
ン
ダ
ー
の

材
質

、
性

能
、
寸

法
、
試

験
方

法
及

び
点

検
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】
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w
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e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

空
気

式
ゴ
ム
製

浮
フ
ェ
ン
ダ
ー
－
第

2部
：
低

圧
形

他
船

又
は

構
造

物
へ

の
接

岸
又

は
係

留
に
使

用
さ
れ

る
低

圧
形

空
気

式
ゴ
ム
製

浮
フ
ェ
ン
ダ
ー
の

材
質

、
性

能
、
寸

法
、
試

験
方

法
及

び
点

検
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
英

国
主

導
】
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f c
on
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 d

ev
ic

es
 fo

r
sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

コ
ン
テ
ナ
装

置
の

設
置

、
検

査
及

び
整

備
船

舶
用

コ
ン
テ
ナ
固

縛
装

置
の

種
類

、
要

件
、
試

験
方

法
な
ど
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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em
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r c

on
ve

nt
io

na
l t

an
ke

rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

従
来

型
タ
ン
カ
ー

用
一

点
係

留
装

置
一

点
係

留
装

置
を
使

用
す
る
船

舶
に
必

要
な
装

備
に
関

す
る
技

術
的

要
件

及
び
試

験
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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14
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en
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el
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nc
ho

r
w

in
ch

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
海

及
び
浅

海
域

用
海

洋
技

術
船

舶
－

ア
ン
カ
ー
ウ
ィ
ン

チ

ア
ン
カ
ー
ウ
イ
ン
チ
の

設
計

、
構

造
、
運

用
、
安

全
、
性

能
及

び
検
査
要
件
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
輸
送

船
に
設

置
さ
れ

る
油

圧
式

又
は

電
気

式
の

ア
ン
カ
ー
ウ
イ
ン
チ
に
適

用
。
ま
た
、
浅

海
域

航
行

船
や

内
陸

航
行

船
に
も
使

用
で
き
る
。
た
だ
し
、
ア
ン
カ
ー
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
用

い
る
ア
ン
カ
ー
ウ
イ
ン
チ
に
限

定
。
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船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

船
舶

移
動

用
ウ
ィ

ン
チ

電
動

式
又

は
油

圧
式

で
稼

動
す
る
船

舶
移

動
式

ウ
イ
ン
チ
の
設
計
、
運
用
、
安
全
、
性
能
及
び
検
査
要
件
に
つ

い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
海

洋
作

業
に
使

用
さ
れ

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
船

の
縦

及
び
横

方
向

へ
の

動
き
又

は
位

置
取

り
に
適

用
。
内

陸
航

行
船

に
も
適

用
可

。
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te
m

pe
ra

tu
re

船
舶

及
び
海

洋
技

術
―

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー

ス
テ
ナ
イ
ト
鋼
―

極
低

温
用

高
マ
ン
ガ
ン

 
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

鋳
物

の
仕

様

極
低
温
用
バ
ル
ブ
、
フ
ラ
ン
ジ
及
び
そ
の
他
の
圧
力
保
持
部
品
用
の
高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼
鋳
物
の

最
低

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
高

マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

鋳
物

の
仕

様
は

、
全

て
の

圧
力

保
持

部
品

及
び
非

圧
力

保
持

部
品

に
適

用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

必
要

な
追

加
材

料
要

件
を
含

め
、
特

定
の

サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
高

マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

鋳
物

の
選

択
は

、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
の

責
任

で
あ
る
。
【
韓

国
提

案
】

N
P投

票
承
認
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ry

og
en
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te

m
pe

ra
tu

re

船
舶

及
び
海

洋
技

術
―

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー

ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

―
極

低
温

用
高

マ
ン
ガ
ン

 
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

鍛
造

品
の

仕
様

極
低
温
用
バ
ル
ブ
、
フ
ラ
ン
ジ
及
び
そ
の
他
の
圧
力
保
持
部
品
用
の
高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼
鍛
造
品

の
最

低
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
高

マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

鍛
造

品
の

仕
様

は
、
全

て
の

圧
力

保
持

部
品

及
び
非

圧
力

保
持

部
品

に
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

必
要

な
追

加
材

料
要

件
を
含

め
、
特

定
の

サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
高

マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

鍛
造

品
の

選
択

は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
の

責
任

で
あ
る
。
【
韓

国
提

案
】

N
P投

票
承
認
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h 

m
an

ga
ne

se
au

st
en
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c 

st
ee

l w
el

de
d 

fit
tin

gs
 fo

r
cr

yo
ge

ni
c 

te
m

pe
ra

tu
re

船
舶

及
び
海

洋
技

術
―

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー

ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

―
極

低
温

用
高

マ
ン
ガ
ン

オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

溶
接

継
手

の
仕

様

極
低

温
の

圧
力

配
管

用
鍛

造
高

マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

溶
接

継
手

の
仕

様
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼
溶
接
継
手
の
仕
様
は
、
船
体
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
陸
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の

全
て
の

圧
力

保
持

部
品

と
非

圧
力

保
持

部
品

に
適

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
【
韓

国
提

案
】

N
P投

票
承
認

20
22

.1
0.

25

－
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87
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de
d 
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se
 a
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tic

 st
ee

l t
ub

es
 fo

r
cr

yo
ge

ni
c 

te
m

pe
ra

tu
re

船
舶

及
び
海

洋
技

術
―

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー

ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

極
低

温
用

の
縦

方
向

に
溶

接
さ
れ

た
高

マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

管

極
低

温
用

の
管

状
の

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

の
仕

様
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

文
書

は
、
そ
の

使
用

に
関

連
す
る
全
て
の

安
全

上
の

懸
念

事
項

（
も
し
あ
れ

ば
）
を
取

り
扱

う
こ
と
を
意

図
し

た
も
の

で
は

な
い
。
こ
の

規
格

の
ユ
ー
ザ

ー
は

、
使

用
前

に
適

切
な
安

全
衛

生
対

策
を
確

立
し
、
規

制
制

限
の

適
用

性
を
判

断
す
る
責

任
が

あ
る
。
【
韓

国
提

案
】

N
P投

票
承
認
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m

pe
ra

tu
re

船
舶

及
び
海

洋
技

術
―

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー

ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

―
極

低
温

用
高

マ
ン
ガ
ン

オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

極
低

温
用

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

の
熱

間
圧

延
板

及
び
帯

鋼
の

仕
様

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

文
書

は
、
そ
の

使
用

に
関

連
す
る
全
て
の

安
全

上
の

懸
念

事
項

（
も
し
あ
れ

ば
）
を
取

り
扱

う
こ
と
を
意

図
し

た
も
の

で
は

な
い
。
こ
の

規
格

の
ユ
ー
ザ

ー
は

、
使

用
前

に
適

切
な
安

全
衛

生
対

策
を
確

立
し
、
規

制
制

限
の

適
用

性
を
判

断
す
る
責

任
が

あ
る
。
【
韓

国
提

案
】

N
P投

票
承
認
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22
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M
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m
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n 
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g 

lin
e
船

舶
及

び
海

洋
技

術
 –

 複
合

的
に
接

続
さ
れ

た
係

留
索

船
舶

用
の

複
合

的
に
接

続
さ
れ

た
係

船
索

（
以

下
、
複

合
係

留
索

と
い
う
）
の

分
類

、
構

造
及

び
記

号
、
設

計
要

件
、
試

験
及

び
検

査
方

法
、
表

示
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

文
書

は
、
タ
ン
カ
ー
用

複
合

係
留

索
の

設
計

、
製

造
及

び
検

査
に
適

用
し
、
他

の
種

類
の

船
舶

に
使

用
す

る
複

合
係

留
索

は
、
参

照
に
よ
り
選

択
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
【
中

国
提

案
】

N
P反

対
投
票

N
P承

認

20
22

.1
1.

03
－

SC
 4

IS
O

/A
W

I 1
88

24
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Sh

ip
's 

m
oo

rin
g 

an
d 

to
w

in
g 

fit
tin

gs
 —

H
or

iz
on

ta
l r

ol
le

r f
ai

rle
ad

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 船
舶

の
係

留
・
曳

航
設

備
 –

 水
平

ロ
ー
ラ
付

フ
ェ
ア
リ
ー
ダ

船
舶

の
係

留
索

を
支

え
る
た
め
に
設

置
さ
れ

る
水

平
ロ
ー
ラ
付

フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の

設
計

、
寸

法
及

び
技

術
的

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の
文
書
は
、
水
平
ロ
ー
ラ
付
フ
ェ
ア
リ
ー
ダ
の
設
計
，
製
造
，
受
入
れ
及
び
操
作
に
適
用
で
き
る
。
【
中
国
提

案
】

N
P反

対
投
票

N
P承

認

20
22

.1
0.

31
－

SC
4

IS
O

 1
93

54
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

cr
an

es
－

G
en

er
al

re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン
－

一
般

要
件

船
上

ク
レ
ー
ン
の

一
般

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
16

.1
2.

01

－

SC
4

IS
O

 1
93

55
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

cr
an

es
－

St
ru

ct
ur

al
re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン

-
構

造
要

件

船
上

ク
レ
ー
ン
の

構
造

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
16

.1
2.

15

－

SC
4

IS
O

 1
93

56
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

cr
an

es
－

Te
st

 sp
ec

ifi
ca

tio
n

an
d 

pr
oc

ed
ur

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン

-
試

験
仕

様
及

び
手

順

船
上

ク
レ
ー
ン
の

試
験

仕
様

及
び
手

順
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
16

.0
9

－

SC
4

IS
O

 1
93

57
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

cr
an

es
－

D
es

ig
n 

re
qu

ire
m

en
ts

fo
r i

ce
 z

on
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン
－

寒
冷

区
域

に
お
け
る
設

計
要

件
マ
イ
ナ
ス

30
°C

以
下

の
寒

冷
区

域
で
航

行
す
る
船

舶
で
使

用
さ
れ

る
船

上
ク
レ
ー
ン
の

一
般

設
計

要
件

に
つ

い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
16

.1
1.

15

－

SC
4

IS
O

 1
93

60
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

cr
an

es
－

Te
ch

ni
ca

l
re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r r
ig

gi
ng

 a
pp

lic
at

io
ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン
－

艤
装

品
の

技
術

要
件

船
上

ク
レ
ー
ン
に
用

い
ら
れ

る
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の

選
定

及
び
、
ク
レ
ー
ン
の

設
計

、
適

用
並

び
に
整

備
要

件
に

基
づ
い
た
、
船

上
ク
レ
ー
ン
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
の

許
容

強
度

及
び
性

能
レ
ベ
ル

の
最

低
要

件
に
つ
い
て
取
り

纏
め
た
も
の
。
【
中
国
主
導
】

20
16

.1
1.

15

－

36
／

60

－ 134 －
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4

IS
O
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04

38
:2

01
7

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

O
ff

sh
or

e 
m

oo
rin

g 
ch

ai
ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
洋

施
設

用
ム

ア
リ
ン
グ
チ
ェ
イ
ン

海
洋

施
設

用
の

ム
ア
リ
ン
グ
チ
ェ
イ
ン
に
関

す
る
用

語
及

び
定

義
、
チ
ェ
ー
ン
の

等
級

、
材

料
、
種

類
、
寸

法
及

び
許

容
差

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

17
.0

6

20
22

.0
8.

26
SR

投
票
確
認
回
答
済
み

確
認

－

SC
4

IS
O

 2
11

25
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

C
ra

ne
se
－

M
an

uf
ac

tu
rin

g
re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン
－

製
造

要
件

船
上

ク
レ
ー
ン
の

一
般

的
な
製

造
要

件
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
19

.0
6

－

SC
4

IS
O

 2
11

30
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
aj

or
co

m
po

ne
nt

s o
f E

m
er

ge
nc

y 
To

w
in

g
A

rr
an

ge
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

非
常

用
え
い
航

設
備

の
主

要
構

成
部

品
20

,0
00

t以
上

の
石

油
タ
ン
カ
ー
、
ガ
ス
運

搬
船

（
LP

G
, L

N
G
等

）
及

び
ケ
ミ
カ
ル

タ
ン
カ
ー
の

非
常

用
え
い
航

設
備

の
試

験
法

、
検

査
規

則
、
表

示
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
。
【
中
国
主
導
】

20
19

.0
4

－

SC
4

IS
O

 2
11

31
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

C
ra

ne
se
－

N
oi

se
 li

m
its

 a
nd

m
ea

su
rin

g 
m

et
ho

d

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン
－

騒
音

の
制

限
及

び
計

測
方

法
船

上
ク
レ
ー
ン
か

ら
発

す
る
騒

音
の

測
定

方
法

、
測

定
誤

差
、
騒

音
か

ら
の

防
護

方
法

及
び
騒

音
に
関

す
る
表

示
等

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
19

.0
6

－

SC
4

IS
O

 2
11

32
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

M
ar

in
e 

C
ra

ne
se
－

O
pe

ra
tio

n 
an

d
m

ai
nt

en
an

ce
 re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

ク
レ
ー
ン
－

運
用

及
び
整

備
要

件
船
上
ク
レ
ー
ン
の
人
員
資
格
、
適
用
範
囲
、
運
転
、
検
査
等
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
中
国
主
導
】

20
19

.0
5

－

SC
4

IS
O

 2
15

39
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
－

Te
st

in
g 

sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r w

al
kw

ay
us

in
g 

el
ec

tri
ca

l r
es

is
ta

nc
e 

tra
ce

H
ea

tin
g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
気

抵
抗

ト
レ
ー

ス
加

熱
を
用

い
る
連

絡
用

通
路

の
試

験
仕

様

季
節

を
問

わ
ず
、
寒

冷
区

域
を
航

行
す
る
船

舶
に
設

置
す
る
加

熱
式

連
絡

用
通

路
の

運
用

性
能

及
び
安

全
要

件
を
評

価
す
る
た
め
、
設

計
、
試

験
方

法
な
ど
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

19
.0

4

－

SC
4

IS
O

 2
17

11
: 2

01
9

M
ar

in
e 

st
ru

ct
ur

e 
- M

ob
ile

 o
ff

sh
or

e
un

its
 - 

C
ha

in
 W

he
el

s
海

洋
構

造
物

－
移

動
式

海
洋

構
造

物
－

チ
ェ
イ
ン
・
ホ
イ
ー
ル

チ
ェ
イ
ン
・
ホ
イ
ー
ル

の
刃

の
形

状
、
寸

法
、
許

容
差

、
材

料
、
熱
処
理
及
び
検
査
に
関
す
る
要
件
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

19
.0

4
－

SC
4

IS
O

 2
18

85
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 -

Te
st

in
g 

sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r s

ta
irs

te
p

us
in

g 
el

ec
tri

ca
l r

es
is

ta
nc

e 
tra

ce
he

at
in

g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
気

抵
抗

ト
レ
ー

ス
加

熱
を
用

い
る
踏

み
板

の
試

験
仕

様
季

節
を
問

わ
ず
、
寒

冷
区

域
を
航

行
す
る
船

舶
に
設

置
す
る
加

熱
式

踏
み

板
の

運
用

性
能

及
び
安

全
要

件
を

評
価

す
る
た
め
、
設

計
、
試

験
方

法
な
ど
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

19
.0

4

－

SC
4

IS
O

 2
24

19
: 2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Te
st

in
g 

sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r h

an
dr

ai
l

us
in

g 
el

ec
tri

ca
l r

es
is

ta
nc

e 
tra

ce
he

at
in

g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
気

抵
抗

ト
レ
ー

ス
加

熱
を
用

い
る
手
す
り
の

試
験

仕
様

季
節

を
問

わ
ず
、
寒

冷
区

域
を
航

行
す
る
船

舶
に
設

置
す
る
加

熱
式

手
す
り
の

運
用

性
能

及
び
安

全
要

件
を

評
価

す
る
た
め
、
設

計
、
試

験
方

法
な
ど
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

19
.0

4

－

SC
4

IS
O

 2
31

13
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p’
s m

oo
rin

g 
an

d 
to

w
in

g 
fit

tin
gs

 --
 S

ea
ts

fo
r c

lo
se

d 
ch

oc
ks

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
ク
ロ
ー
ズ
ド
チ
ョ
ッ
ク
の
台
座

船
舶

の
係

留
索

及
び
え
い
航

索
を
つ
な
ぐ
た
め
に
搭

載
さ
れ

る
ク
ロ
ー
ズ
ド
チ
ョ
ッ
ク
の

台
座

の
種

類
、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
、
製

造
お
よ
び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
韓
国
主
導
】

20
20

.0
8

－

SC
4

IS
O

 2
31

15
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p’
s m

oo
rin

g 
an

d 
to

w
in

g 
fit

tin
gs

 --
 S

ea
ts

fo
r m

oo
rin

g 
ch

oc
ks

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
ム
ア
リ
ン
グ
チ
ョ
ッ
ク
の
台
座

船
舶

の
係

留
索

及
び
え
い
航

索
を
つ
な
ぐ
た
め
に
搭

載
さ
れ

る
ム
ア
リ
ン
グ
チ
ョ
ッ
ク
の

台
座

の
種

類
、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
主

導
】

20
20

.0
8

－

SC
4

IS
O

 2
31

16
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p’
s m

oo
rin

g 
an

d 
to

w
in

g 
fit

tin
gs

 --
 S

ea
ts

fo
r P

an
am

a 
ch

oc
ks

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
係

留
・
曳

航
設
備
－
パ
ナ
マ
チ
ョ
ッ
ク
の
台
座

船
舶

の
係

留
索

及
び
え
い
航

索
を
つ
な
ぐ
た
め
に
搭

載
さ
れ

る
パ

ナ
マ
チ
ョ
ッ
ク
の

台
座

の
種

類
、
呼

び
サ

イ
ズ
、
寸

法
及

び
材

料
、
構

成
及

び
表

示
の

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
主

導
】

20
20

.0
8

－

37
／
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SC
4

IS
O

 2
35

75
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

se
cu

rin
g 

de
vi

ce
s f

or
 ro

-r
o

ca
rg

oe
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

R
o-

ro
貨

物
の

舶
用

固
定

装
置

海
上

輸
送

時
の

車
両

の
固

定
装

置
の

種
類

、
寸

法
お
よ
び
強

度
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
22

.0
3

－

SC
4

IS
O

 2
35

77
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Te
rm

s a
nd

 d
ef

in
iti

on
s f

or
 c

ar
go

se
cu

rin
g 

sy
st

em
s o

n 
sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

の
貨

物
の

固
縛

シ
ス
テ
ム
の

用
語

お
よ
び
定

義
船

上
の

貨
物

の
固

縛
シ
ス
テ
ム
の

一
般

用
語

お
よ
び
コ
ン
テ
ナ
船

、
R

o-
R

O
船

及
び
木

材
運

搬
船

の
特

定
の

用
語

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
21

.0
3

－

SC
4

IS
O

 2
40

41
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
ha

rk
ja

w
 a

nd
 to

w
in

g 
pi

ns
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –

 シ
ャ
ー
ク
ジ
ョ
ー
と
牽
引
ピ
ン

電
気

、
水

圧
（
油

圧
）
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル

又
は

蒸
気

に
よ
っ
て
駆

動
す
る
牽

引
ピ
ン
及
び
シ
ャ
ー
ク
ジ
ョ
ー
の

設
計

、
操

作
、
性

能
及

び
承

認
試

験
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

20
20

.1
2

－

SC
4

IS
O

 2
40

42
:2

02
0

Li
qu

id
 c

ar
go

 h
an

dl
in

g 
eq

ui
pm

en
t -

-
C

ru
de

 o
il 

of
flo

ad
in

g 
sy

st
em

 --
Ta

nd
em

 m
oo

rin
g 

w
in

ch

液
体

貨
物

運
搬

機
器

－
原

油
積

出
シ
ス

テ
ム

 －
タ
ン
デ
ム
係

船
ウ
イ
ン
チ

タ
ン
デ
ム
係

船
ウ
イ
ン
チ
の

設
計

、
操

作
、
性

能
及

び
承

認
試

験
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
液

体
貨

物
運

搬
機

器
の

原
油

積
出

シ
ス
テ
ム
の

た
め
の

タ
ン
デ
ム
係

船
ウ
イ
ン
チ
の

設
計

、
製

造
及

び
受

け
入

れ
に
適

用
。

20
20

.1
0

－

SC
4

IS
O

 2
40

43
:2

02
0

M
ar

in
e 

st
ru

ct
ur

es
 --

 C
ru

de
 o

il
of

flo
ad

in
g 

sy
st

em
 --

 H
os

e 
re

el
s

海
洋

構
造

物
－

原
油

積
出

シ
ス
テ
ム
ー

ホ
ー
ス
リ
ー
ル

（
巻

取
り
）

原
油

積
出

シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ス
リ
ー
ル

の
設

計
、
操

作
及

び
承

認
試

験
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
FP

SO
や

モ
バ

イ
ル

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

よ
う
な
海

洋
構

造
物

の
船

尾
積

出
シ
ス
テ
ム
の

た
め
の

ホ
ー
ス
リ
ー

ル
の

設
計

、
製

造
及

び
受

け
入

れ
に
適

用
。

20
20

.1
0

－

SC
4

IS
O

 2
40

44
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 D
ec

k
m

ac
hi

ne
ry

 --
 M

ul
tif

un
ct

io
na

l
m

an
ip

ul
at

or

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

甲
板

機
械

－
多

機
能

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
装

置
ア
ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン
及

び
ロ
ー
プ
等

、
甲

板
操

作
の

た
め
の

多
機

能
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
装

置
の

分
類

、
要

件
、
テ
ス

ト
手

法
、
検

査
規

則
、
印

付
け
、
梱

包
、
輸

送
及

び
保

管
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
甲

板
操

作
に
お
い
て
ア
ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
固

定
及

び
整

頓
す
る
た
め
の

２
つ
折

り
の

多
機

能
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
装

置
の

設
計

、
製

造
及

び
受

け
入

れ
に
適

用
。

20
20

.1
0

－

SC
4

IS
O

 2
40

45
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

A
dj

us
ta

bl
e 

ro
lle

r-
ty

pe
 c

ha
in

 st
op

pe
r

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

調
節

可
能

な
ロ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
の
制
鎖
器

ウ
イ
ン
ド
ラ
ス
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る
調
節
可
能
な
ロ
ー
ラ
ー
タ
イ
プ
の
制
鎖
器
の
機
能
、
設
計
、
操
作
、
構
造
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及

び
強

度
要

件
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

【
中

国
主

導
】
。

G
ra

de
 3
の

チ
ェ
ー
ン
に
適

用
。

20
21

.1
0

－

SC
4

IS
O

 2
40

59
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

A
nc

ho
r c

ab
le

 re
le

as
er

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ア
ン
カ
ー
ケ
ー
ブ

ル
リ
リ
ー
サ

ー
ア
ン
カ
ー
ケ
ー
ブ
ル
リ
リ
ー
サ
ー
の
分
類
と
識
別
、
要
件
、
試
験
方
法
、
検
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
印
づ
け
、
梱
包
、

取
扱

い
、
及

び
保

管
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

【
中

国
主

導
】
。

IS
O

17
04
の

規
定

に
よ
る
呼

び
36

~1
52
の

ア
ン
カ
ー
ケ
ー
ブ
ル

リ
リ
ー
サ

ー
の

設
計

、
製

造
及

び
受

け
入

れ
に

適
用

。

20
21

.1
0

－

SC
4

IS
O

 2
40

61
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 H
ig

h
ho

ld
in

g 
po

w
er

 b
al

an
ce

 a
nc

ho
r

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

高
把

駐
力

の
バ

ラ
ン
ス
ア
ン
カ
ー

高
把
駐
力
の
バ
ラ
ン
ス
ア
ン
カ
ー
（
以
下
、
ア
ン
カ
ー
と
い
う
）
の
設
計
、
製
造
、
試
験
及
び
試
験
方
法
（
強
度
試

験
、
引
張
試
験
、
海
の
把
駐
力
テ
ス
ト
を
含
む
）
、
印
づ
け
等
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
中
国
主
導
】

高
把
駐
力
の
バ
ラ
ン
ス
ア
ン
カ
ー
の
設
計
、
選
択
、
製
造
及
び
受
け
入
れ
に
適
用
。

20
21

.1
0

－

38
／

60

－ 136 －



議
長
：
庄
司
る
り
氏
（
東
京
海
洋
大
学
副
学
長
）
、
幹
事
国
：
日
本
（
（
一
財
）
日
本
船
舶
技
術
研
究
協
会
）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
6

IS
O

 1
06

9:
19

73
M

ag
ne

tic
 c

om
pa

ss
es

 a
nd

 b
in

na
cl

es
fo

r s
ea

 n
av

ig
at

io
n 

--
 V

oc
ab

ul
ar

y
船

用
磁

気
コ
ン
パ
ス
及
び
ビ
ナ
ク
ル

－
用

語
船

用
磁

気
コ
ン
パ

ス
及

び
ビ
ナ
ク
ル

に
係

る
用

語
(英

語
及

び
仏

語
)に

つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

73
.1

2.
01

.
－

SC
6

IS
O

 8
46

8:
20

07
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 S

hi
p'

s
br

id
ge

 la
yo

ut
 a

nd
 a

ss
oc

ia
te

d
eq

ui
pm

en
t -

- R
eq

ui
re

m
en

ts
 a

nd
gu

id
el

in
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
橋

配
置

及
び

関
連

装
置

－
要

求
事

項
及

び
指

針
船

橋
形

状
、
船

橋
配

置
、
船

橋
の

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及

び
船

橋
の

環
境

に
つ
い
て
の

基
本

的
な
機

能
上

の
要

求
事

項
と
と
も
に
こ
れ

ら
を
実

現
す
る
た
め
の

方
策

に
つ
い
て
の

指
針

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
米

国
主

導
】

20
07

.0
7.

15
.

JI
S 

F 
04

20
:2

00
9

（
M

O
D

)

SC
6

IS
O

 8
72

8:
20

14
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
gy

ro
-c

om
pa

ss
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

ジ
ャ
イ
ロ
コ

ン
パ
ス

19
74
年

SO
LA

S第
V
章

で
要

求
さ
れ

る
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ

ス
の

構
造

，
性

能
及

び
型

式
試

験
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
。
【
日
本
主
導
】

20
14

.0
8.

01
－

SC
6

IS
O

/D
IS

 8
72

8
同

上
同

上
20

20
年

11
月

開
催

の
IS

O
/T

C
8/

SC
6会

議
に
お
い
て
、
定

期
見

直
し
結

果
に
基

づ
き
、
定

期
見

直
し
投

票
で
提

出
さ
れ

た
意

見
等

の
反

映
を
目

的
と
し
た
改

訂
す
る
こ
と
が

合
意

さ
れ

た
。

①
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
は
、
「
IE

C
61

16
2-

1、
IE

C
61

16
2-

2又
は

IE
C

61
16

2-
45

0の
い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
変

更
（

LA
N
対

応
の

IE
C

61
16

2-
45

0を
選

択
肢

の
一

つ
に
追

加
）
。

②
欧

州
連

合
（
EU

）
の

舶
用

機
器

指
令

（
M

ED
）
に
お
い
て
、

IE
C

62
92

3（
B

A
M
）
及
び

IE
C

62
28

8（
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
）
の

適
用

が
義

務
化

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
両

規
格

と
の

整
合

を
図

る
。

作
業

項
目

は
36
カ
月

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
登

録
さ
れ

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
は

、
板

倉
昇

氏
（
東

京
計

器
株
式
会
社
）
が
任
命
さ
れ
た
。
【
日
本
主
導
】

D
IS
投
票
中

20
23

.0
3.

17
〆
切

－

SC
6

IS
O

 8
72

9-
1:

20
10

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

ra
da

r r
ef

le
ct

or
s -

- P
ar

t 1
:

Pa
ss

iv
e 

ty
pe

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

レ
ー
ダ
反

射
器

－
第

1部
：
パ
ッ
シ
ブ
タ
イ
プ

IM
O
決

議
M

SC
.1

64
（
78
）
で
要

求
さ
れ

る
総

ト
ン
数

15
0ト

ン
以

下
の

小
型

船
舶

用
の

レ
ー
ダ
反

射
器

の
う
ち
、

パ
ッ
シ
ブ
タ
イ
プ

(即
ち
機
械
式
の
も
の

)の
も
の
に
つ
い
て
、
最
低
限
の
要
求
事
項
、
構
造
、
性
能
、
試
験
方
法

及
び
取

付
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
10

.0
1.

15
.

－

SC
6

IS
O

 8
72

9-
2:

20
09

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

ra
da

r r
ef

le
ct

or
s -

- P
ar

t 2
:

A
ct

iv
e 

ty
pe

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
海

用
レ
ー
ダ
リ

フ
レ
ク
タ
－
第

2部
：
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
イ
プ

IM
O
決

議
M

SC
.1

64
（
78
）
で
要

求
さ
れ

る
総

ト
ン
数

15
0ト

ン
以

下
の

小
型

船
舶

用
の

レ
ー
ダ
反

射
器

の
う
ち
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
イ
プ

(即
ち
電
子
式
の
も
の

)の
も
の
に
つ
い
て
、
最
低
限
の
要
求
事
項
、
構
造
、
性
能
、
試
験
方

法
及

び
取

付
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
英

国
主

導
】

20
09

.0
6.

01
.

－

SC
6

IS
O

 9
87

5:
20

00
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
ec

ho
-s

ou
nd

in
g 

eq
ui

pm
en

t
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

船
用

音
響

測
深

装
置

IM
O
決

議
A

.2
24

(V
II

)に
適

合
す
る
こ
と
を
要

求
さ
れ

る
船

用
音

響
測

深
装

置
の

最
低

限
の

動
作

・
性

能
要

求
事

項
、
試

験
方

法
と
必

要
と
さ
れ

る
試

験
結

果
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
な
お
こ
の

規
格

の
記

載
事

項
が

IE
C

60
94

5（
船

用
航

海
無

線
設

備
－

一
般

要
求

事
項

）
と
異

な
る
場

合
に
は

、
こ
の

規
格

を
優

先
す
る
。
【
日

本
主

導
】

20
00

.1
1.

01
.

JI
S 

F 
94

01
:2

00
4

（
ID

T)

SC
6

IS
O

 9
87

5:
20

00
/C

or
 1

:2
00

6
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
ec

ho
-s

ou
nd

in
g 

eq
ui

pm
en

t
TE

C
H

N
IC

A
LC

O
R

R
IG

EN
D

U
M

 1

IS
O

 9
87

5:
20

00
正

誤
票

1:
20

06
参
照
規
格
番
号
、
参
照
規
則
番
号
の
誤
記
修
正
。
【
日
本
主
導
】

20
06

.0
2.

15
.

同
上

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 6
（
航

海
及

び
操

船
分

科
委

員
会

）
担

当
分

39
／

60

－ 137 －



SC
6

IS
O

/F
D

IS
 9

87
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

ec
ho

-s
ou

nd
in

g 
eq

ui
pm

en
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

音
響

測
深

装
置

SC
6決

議
72
に
基

づ
き
、
以

下
の

反
映

を
目

的
と
し
た

FD
IS
か

ら
の

小
改

訂
に
着

手
す
る
こ
と
が

決
定

し
た
。

【
日

本
主

導
】

①
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
は
、
「
IE

C
61

16
2-

1、
IE

C
61

16
2-

2又
は

IE
C

61
16

2-
45

0の
い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
変

更
。

（
注

記
：
現

状
の

要
件

は
、

IE
C

61
16

2-
1又

は
IE

C
61

16
2-

2の
何

れ
か

か
ら
選

択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
改

訂
は

LA
N
対

応
の

IE
C

61
16

2-
45

0を
選

択
肢

の
一

つ
に
追

加
）
。

②
船

橋
警

報
管

理
（
B

A
M
）
を
定

め
た

IM
O
決

議
M

SC
.3

02
 (8

7)
を
参

考
文

献
と
し
て
追

加
。

そ
の
後
の
審
議
で
、
欧
州
連
合
（
EU

）
の

舶
用

機
器
指
令

M
ED

）
に
お
い
て
、

IE
C

62
92

3（
B

A
M
）
及
び

IE
C

62
28

8（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
の

適
用

が
義

務
化

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
両

規
格

と
の

整
合

化
を
図

る
こ
と

に
な
り
（
具

体
的

な
警

報
要

件
の

追
加

）
、
小

改
訂

の
枠

組
み

を
超

え
る
改

訂
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、

D
IS
か
ら
の

改
訂

に
着

手
す
る
こ
と
を
定

め
た

SC
 6
決

議
10

5が
作

成
さ
れ

た
。

FD
IS
投
票
中

20
23

.0
4.

04
〆
切

同
上

SC
6

IS
O

 9
87

6:
20

15
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

ar
in

e 
fa

cs
im

ile
 re

ce
iv

er
s f

or
m

et
eo

ro
lo

gi
ca

l c
ha

rts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

気
象

フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
受

信
機

世
界

気
象

機
構

（
W

M
O
）
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ

て
い
る
、
文

書
番

号
38

6、
第
Ⅲ

-7
部

に
従

っ
て
明

記
さ
れ

て
い

る
「
気

象
図

の
無

線
回

路
上

の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
送

信
」
に
よ
っ
て
送

信
さ
れ

る
気

象
図

を
受

信
す
る
本

船
搭

載
気

象
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
受

信
機

に
対

す
る
構

造
、
性

能
、
型

式
試

験
及

び
検

査
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
15

.0
3.

15
.

JI
S 

F 
96

01
:2

00
1

（
ID

T)

※
19

97
年
版
が
対
応
国
際

規
格

SC
6

IS
O

 1
05

96
:2

00
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

w
in

d 
va

ne
 a

nd
 a

ne
m

om
et

er
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

風
向

計
及

び
風

速
計

航
海

に
供

す
る
た
め
海

上
の

風
向

、
風

速
を
計

測
す
る
た
め
に
装

備
さ
れ

る
船

用
風

向
計

及
び
風

速
計

の
型

式
分

類
、
構

造
、
機

能
、
性

能
及

び
試

験
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
日
本
主
導
】

20
09

.1
0.

15
.

－

SC
6

IS
O

 1
16

06
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

M
ar

in
e 

el
ec

tro
m

ag
ne

tic
 c

om
pa

ss
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

電
子

磁
気

コ
ン
パ
ス

19
74
年

SO
LA

S条
約

第
V
章

及
び
高

速
船

の
安

全
に
関

す
る
国

際
規

則
（

H
SC

コ
ー
ド
）
に
よ
り
要

求
さ
れ

る
操

舵
用

並
び
に
方

位
測

定
用

又
は

そ
れ

ら
の

い
ず
れ

か
に
供

す
る

20
02
年

7月
1日

以
前

に
搭

載
さ
れ

た
船

用
電

子
磁

気
コ
ン
パ
ス
の

構
造

及
び
性

能
に
つ
い
て
の

一
般

要
件

、
型

式
検

査
及

び
個

別
検

査
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

02
年

7月
1日

以
降

に
搭

載
さ
れ

た
船

用
電

子
磁

気
コ
ン
パ
ス
に
は

IS
O

 2
20

90
-2
を
適
用
。
【
日

本
主

導
】

20
00
年

版
の

改
訂

。
以

下
の

反
映

を
目

的
と
し
て
、
主

に
以

下
の

改
訂

を
実

施
し
た
。

①
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
は
、
「
IE

C
61

16
2-

1、
IE

C
61

16
2-

2又
は

IE
C

61
16

2-
45

0の
い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
変

更
。

（
注

記
：
現

状
の

要
件

は
、

IE
C

61
16

2-
1又

は
IE

C
61

16
2-

2の
何

れ
か

か
ら
選

択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
改

訂
は

LA
N
対

応
の

IE
C

61
16

2-
45

0を
選

択
肢

の
一

つ
に
追

加
）
。

②
IS

O
規

格
の

Sc
op

eを
M

SC
.1

16
(7

3)
に
従

っ
た
小
変
更
。
（
※
）

③
IE

C
62

92
3（

B
A

M
）
及

び
IE

C
62

28
8（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
と
の
整
合
化
（
対
応
で
き
る
場
合
の
限
定
付
き
）

（
※

）
IM

O
決

議
M

SC
.1

66
(7

8)
に
お
い
て
、
こ
の

IS
O
規

格
の

基
礎

と
な
る

IM
O
決
議

M
SC

.8
6(

70
)は

20
02
年

7月
1日

以
前

に
船

舶
に
設

置
さ
れ

た
電

子
磁

気
コ
ン
パ

ス
を
対

象
に
し
て
お
り
、

20
02
年

7月
1日

以
降

に
設

置

さ
れ

た
電

子
磁

気
コ
ン
パ

ス
に
は

IM
O
決

議
M

SC
. 1

16
(7

3)
（
IS

O
22

09
0-

2）
を
用

い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
、

IS
O

11
60

6は
欧

州
連

合
（
EU

）
の

舶
用

機
器

指
令
（
M

ED
）
の

適
用

外
で
あ
る
（M

ED
で
は

IS
O

22
09

0-
2

を
適

用
）
。

20
22

.0
2

JI
S 

F 
91

02
:2

00
2

（
ID

T)

※
20

00
年
版
が
対
応
国
際

規
格

SC
6

IS
O

 1
16

74
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

H
ea

di
ng

 c
on

tro
l s

ys
te

m
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
首

方
位

制
御

装
置

船
舶

に
搭

載
す
る
船

首
方

位
制

御
装

置
の

構
造

、
性

能
、
検

査
及

び
試

験
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
14
年

10
月

開
催

の
IS

O
/T

C
8/

SC
6会

議
で
の

審
議

結
果

を
踏

ま
え
、
日

本
主

導
に
よ
り

20
06
年

版
を
改

訂
し

た
。
（
船

橋
警

報
管

理
（
B

A
M
）
に
関

す
る

IM
O
決

議
M

SC
.3

02
(8

7)
へ
の
対
応
等
が
改
訂
の
目
的
）

20
19

.1
1

JI
S 

F 
96

04
:2

00
3

(I
D

T)
※

 2
00

6年
版
の
翻
訳
規
格

SC
6

IS
O

 1
36

43
-1

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
M

an
oe

uv
rin

g 
of

 sh
ip

s -
- P

ar
t 1

:
G

en
er

al
 c

on
ce

pt
s, 

qu
an

tit
ie

s a
nd

 te
st

co
nd

iti
on

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

操
縦

性
能

－
第

1
部

：
一

般
概

念
、
物

理
量

及
び
試

験
条

件

船
舶

及
び
潜

水
船

並
び
に
こ
れ

ら
の

模
型

の
操

縦
性

能
を
表

し
決

定
す
る
際
に
用

い
ら
れ

る
概

念
、
記

号
及

び
試

験
条

件
に
つ
い
て
、
試

験
に
固

有
の

個
々

の
物

理
量

と
と
も
に
取

り
纏

め
る
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
17

.0
2

－

SC
6

IS
O

 1
36

43
-2

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 -
M

an
oe

uv
rin

g 
of

 sh
ip

s -
- P

ar
t 2

:
Tu

rn
in

g 
an

d 
ya

w
 c

he
ck

in
g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

操
縦

性
能

－
第

2
部

：
旋

回
及

び
船

首
揺

れ
の

確
認

船
舶

及
び
潜

水
船

並
び
に
こ
れ

ら
の

模
型

の
旋

回
性

能
及

び
船

首
横

揺
れ

抑
制

性
能

を
証

明
す
る
た
め
の

試
験

方
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
る
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
17

.0
2

－

40
／

60

－ 138 －



SC
6

IS
O

 1
36

43
-3

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

an
oe

uv
rin

g 
of

 sh
ip

s -
- P

ar
t 3

: Y
aw

st
ab

ili
ty

 a
nd

 st
ee

rin
g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

操
縦

性
能

－
第

3
部

：
針

路
安

定
性

及
び
操

舵
性

能

船
舶

及
び
潜

水
船

並
び
に
こ
れ

ら
の

模
型

の
針

路
安

定
性

及
び
操

舵
性

能
を
証

明
す
る
た
め
の

試
験

方
法

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
17

.0
2

－

SC
6

IS
O

 1
36

43
-4

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

an
oe

uv
rin

g 
of

 sh
ip

s -
- P

ar
t 4

:
St

op
pi

ng
, a

cc
el

er
at

io
n,

 tr
av

er
si

ng

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

操
縦

性
能

－
第

4
部
：
停
止
性
能
、
加
速
性
能
、
ト
ラ
バ
ー
ス

性
能

船
舶

及
び
潜

水
船

並
び
に
こ
れ

ら
の

模
型

の
停

止
性

能
、
加

速
性

能
及

び
ト
ラ
バ

ー
ス
性

能
を
証

明
す
る
た
め

の
試

験
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
る
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
17

.0
2

－

SC
6

IS
O

 1
36

43
-5

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

an
oe

uv
rin

g 
of

 sh
ip

s -
- P

ar
t 5

:
Su

bm
ar

in
e 

sp
ec

ia
ls

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

操
縦

性
能

－
第

5
部

：
潜

水
船

特
有

の
試

験

潜
水

船
及

び
そ
の

模
型

の
垂

直
面

内
で
の

操
縦

性
能

を
証

明
す
る
た
め
の

試
験

方
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た

も
の
。
【
ド
イ
ツ
主
導
】

20
17

.0
2

－

SC
6

IS
O

 1
36

43
-6

:2
01

7
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
M

an
oe

uv
rin

g 
of

 sh
ip

s -
- P

ar
t 6

:
M

od
el

 te
st

 sp
ec

ia
ls

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

操
縦

性
能

－
第

6
部

：
模

型
試

験
特

有
の

試
験

船
舶

及
び
潜

水
船

の
模

型
試

験
に
お
い
て
面

内
運

動
、
円

運
動

又
は

斜
め
曳

航
等

の
下

で
の

所
定

の
運

動
に
よ
る
流

体
力

学
的

な
力

及
び
モ
ー
メ
ン
ト
を
決

定
す
る
た
め
の

試
験

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

は
IS

O
13

64
3-

1と
併

用
す
る
も
の

で
、
ま
た
、
風

洞
試

験
に
も
適

用
可

能
で
あ
る
。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
17

.0
2

－

SC
6

IS
O

 1
48

59
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

So
un

d
re

ce
pt

io
n 

sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

音
響

受
信

装
置

M
SC

決
議

86
(7

0)
の

附
属

書
1で

定
め
る
音

響
受

信
装

置
（
完

全
に
閉

囲
さ
れ

た
船

橋
内

で
当

直
員

が
外

部
の

音
響

信
号

を
認

識
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

電
子

音
響

機
器

）
の

機
能

上
の

要
求

事
項

、
取

付
方

法
及

び
性

能
試

験
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
米

国
主

導
】

20
12

.0
4.

01

－

SC
6

IS
O

 1
50

16
:2

01
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

G
ui

de
lin

es
 fo

r t
he

 a
ss

es
sm

en
t o

f
sp

ee
d 

an
d 

po
w

er
 p

er
fo

rm
an

ce
 b

y
an

al
ys

is
 o

f s
pe

ed
 tr

ia
l d

at
a

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

速
力

試
験

デ
ー

タ
の

解
析

に
よ
る
速

力
性

能
及

び
出

力
性

能
の

評
価

に
関

す
る
指

針

速
力

－
出

力
－

回
転

数
の

関
係

に
影

響
を
及

ぼ
し
得

る
現

象
に
関

連
し
た
船

舶
の

速
力

試
験

の
結

果
の

分
析

に
用

い
る
手

順
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
な
お
、
こ
の

規
格

は
排

水
量

型
の

商
船

に
の

み
適

用
可

能
で
あ

る
。

20
15
年

版
で
は

、
国

際
海

運
に
お
け
る

C
O

2排
出
規
制
（
En

er
gy

 E
ff

ic
ie

nc
y 

D
es

ig
n 

In
de

x：
EE

D
I規

制
）
で
の

船
舶

の
省

エ
ネ
ル

ギ
ー
設

計
指

標
（
EE

D
I値

）
へ

の
活

用
を
念

頭
と
し
た
、
海

上
公

試
時

の
外

部
環

境
要
因
（
波
、
風
、
潮
流
）
補
正
方
法
等
の
改
正
を
施
し
た
。
【
日
本
主
導
】

20
15

.0
4.

01

－

SC
6

IS
O

/C
D

 1
50

16
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Sp

ec
ifi

ca
tio

n 
fo

r t
he

 a
ss

es
sm

en
t o

f
sp

ee
d 

an
d 

po
w

er
 p

er
fo

rm
an

ce
 b

y
an

al
ys

is
 o

f s
pe

ed
 tr

ia
l d

at
a

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

速
力

試
験

デ
ー

タ
の

解
析

に
よ
る
速

力
性

能
及

び
出

力
性

能
の

評
価

に
関

す
る
仕

様

20
20
年

11
月

開
催

の
IS

O
/T

C
 8

/S
C

 6
総

会
に
お
い
て
、
定

期
見

直
し
投

票
で
提

出
さ
れ

た
意

見
を
取

入
れ

る

こ
と
を
目

的
と
し
て
、
改

訂
す
る
こ
と
が

合
意

さ
れ

た
。
作

業
項

目
は

36
カ
月

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
登

録
さ
れ

た
。
改

訂
に
着

手
後

、
11
回

の
国

際
会

議
を
開

催
し
（
直

近
で
の

会
議

は
20

22
年

12
月

8日
に
開

催
）
、

C
D
文

書
を
取
り
纏
め
た
。
【
オ
ラ
ン
ダ
主
導
】

 ※
参

考
：
EE

D
I 検

査
・
認
証
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
、

IS
O

 1
50

16
:2

01
5 
又
は
国
際
試
験
水
槽
会
議

 （
IT

TC
 ）

 で
 定

 め
 る

 IT
TC

 R
ec

om
m

en
de

d 
Pr

oc
ed

ur
e 

an
d 

G
ui

de
lin

e 
7.

5-
04

-0
1-

01
.1

;2
01

7(
IT

TC
-

R
P;

20
17

)の
何

れ
か

を
海

上
試

運
転

の
実

施
・
解

析
法

等
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が

記
載

。
元

々
の

引
用

は

IT
TC

-R
P;

20
14

で
あ
っ
た
が

 IT
TC

-R
P;

20
17

に
更

新
さ
れ

た
。
ま
た
、

IT
TC

で
は

IT
TC

-R
P;

20
21

が
作
成
さ

れ
る
な
ど
、

IT
TC

で
の

審
議

状
況

を
考

慮
し
つ
つ
、
定

期
見

直
し
投

票
で
提

出
さ
れ

た
意

見
を
考

慮
し
て
、
改

訂
に
着

手
中

。

C
D
投
票
中

20
23

.0
3.

29
〆
切

－

SC
6

IS
O

 1
62

73
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 N
ig

ht
vi

si
on

 e
qu

ip
m

en
t f

or
 h

ig
h-

sp
ee

d 
cr

af
t

--
 O

pe
ra

tio
na

l a
nd

 p
er

fo
rm

an
ce

re
qu

ire
m

en
ts

, m
et

ho
ds

 o
f t

es
tin

g 
an

d
re

qu
ire

d 
te

st
 re

su
lts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

高
速

船
用

夜
間

暗
視

装
置

－
操

作
及

び
性

能
要

求
事

項
，
試

験
方

法
及

び
必

要
と
さ
れ

る
試

験
結

果

IM
O
の

高
速

船
の

安
全

の
た
め
の

国
際

規
則

（
H

SC
コ
ー
ド
）
第

13
章
及
び

IM
O
の

定
め
た
性

能
基

準
（

IM
O

決
議

M
SC

..9
4（

72
）
）
に
従

っ
た
高

速
船

に
装

備
す
る
夜

間
暗

視
装

置
の

操
作

及
び
性

能
に
関

す
る
要

求
事

項
並

び
に
試

験
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
20

.0
9

－

SC
6

IS
O

 1
63

28
:2

01
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 G
yr

o-
co

m
pa

ss
es

 fo
r h

ig
h-

sp
ee

d 
cr

af
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

高
速

船
用

ジ
ャ
イ

ロ
コ
ン
パ
ス

19
74
年

SO
LA

S条
約

（
19

96
年

改
正

）
の

第
X
章
で
要
求
さ
れ
る
高
速
船
用
ジ
ャ
イ
ロ
コ
ン
パ
ス
の
構
造
、
性
能

及
び
試

験
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
14

.0
3.

01

－

SC
6

IS
O

 1
63

29
:2

00
3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

H
ea

di
ng

 c
on

tro
l s

ys
te

m
s f

or
 h

ig
h-

sp
ee

d 
cr

af
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

高
速

船
用

船
首

方
位

制
御

装
置

高
速

船
（
速

力
が

30
ノ
ッ
ト
を
超

え
70
ノ
ッ
ト
以
下
、
最
大
旋
回
速
度
が

20
度

/秒
で
あ
り
、
か

つ
、
通

常
の

航
行

範
囲

が
北

緯
70
度

と
南

緯
70
度

の
間

の
も
の

に
限

る
。
）
に
装

備
さ
れ

る
船

主
方

位
制

御
装

置
の

構
造

、
性

能
、
検

査
方

法
及

び
試

験
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
03

.0
4.

15
.

－

41
／

60

－ 139 －



SC
6

IS
O

 1
64

25
:2

01
3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

G
ui

de
lin

es
 fo

r t
he

 in
st

al
la

tio
n 

of
 sh

ip
co

m
m

un
ic

at
io

n 
ne

tw
or

ks
 fo

r
sh

ip
bo

ar
d 

eq
ui

pm
en

t a
nd

 sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
内

機
器

用
情

報
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

装
備

指
針

（
船

内
LA

N
装

備
指

針
）

航
海

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及

び
機

関
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か

ら
独

立
し
た
船

内
機

器
、
シ
ス
テ
ム
間

の
通

信
を
改

善
す

る
た
め
の

船
内

通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関

す
る
装

備
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
13

.0
2.

01
.

－

SC
6

IS
O

/D
IS

 1
64

25
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Sp

ec
ifi

ca
tio

n 
fo

r t
he

 in
st

al
la

tio
n 

of
sh

ip
 c

om
m

un
ic

at
io

n 
ne

tw
or

ks
 fo

r
sh

ip
bo

ar
d 

eq
ui

pm
en

t a
nd

 sy
st

em
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
内

機
器

用
情

報
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

装
備

仕
様

（
船

内
LA

N
装

備
仕

様
）

20
13
年

版
の

改
訂

。
主

な
改

訂
の

目
的

は
以

下
の

と
お
り
。

①
 現

在
版

で
定

め
る
要

件
の

合
否

に
関

す
る
閾

値
が

曖
昧

な
部

分
の

是
正

②
 W

iF
i（
無

線
LA

N
）
要

件
の

追
加

③
 必

要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要

件
の

明
確

化
（
IE

C
 6

11
62

-4
60

 の
取
入
れ
等
）

④
 船

内
LA

N
 の

設
計

に
関

す
る
工

程
と
各

工
程

に
必

要
な
入

出
力

事
項

の
要

件
化

（
船

主
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
ー
、
造
船
所
、
製
造
業
者
、
船
舶
管
理
会
社
等
の
役
割
も
考
慮
）
等
。
【
日
本
主
導
】

D
IS
投
票
承
認

20
23

.0
2.

27

－

SC
6

IS
O

 1
78

84
:2

00
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Se
ar

ch
lig

ht
s f

or
 h

ig
h-

sp
ee

d 
cr

af
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

高
速

船
用

探
照

灯
IM

O
高

速
船

の
安

全
の

た
め
の

国
際

規
則

（
H

SC
コ
ー
ド
）
に
適

合
す
る
高

速
船

用
探

照
灯

の
要

求
事

項
、
型

式
承

認
試

験
方

法
、
表

示
等

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
04

.1
1.

01
.

－

SC
6

IS
O

 1
78

99
:2

00
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

el
ec

tri
c 

w
in

do
w

 w
ip

er
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

舶
用

電
動

ウ
イ
ン

ド
ウ
ワ
イ
パ

ー
外

洋
航

行
船

に
装

備
さ
れ

る
電

動
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ワ
イ
パ

ー
に
要

求
さ
れ

る
形

状
、
性

能
、
構

造
材

料
及

び
電

気
設

備
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
04

.0
7.

15
.

－

SC
6

IS
O

 1
90

18
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Te
rm

s, 
ab

br
ev

ia
tio

ns
, g

ra
ph

ic
al

sy
m

bo
ls

 a
nd

 c
on

ce
pt

s o
n 

na
vi

ga
tio

n

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
行

に
関

す
る

用
語
、
略
語
、
図
記
号
及
び
概
念

船
上

に
お
い
て
海

上
航

海
時

に
使

用
さ
れ

る
べ

き
用

語
、
略

語
及

び
図

記
号

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
20

.0
8

－

SC
6

IS
O

 1
90

19
:2

00
5

Se
a-

go
in

g 
ve

ss
el

s a
nd

 m
ar

in
e

te
ch

no
lo

gy
 --

 In
st

ru
ct

io
ns

 fo
r

pl
an

ni
ng

, c
ar

ry
in

g 
ou

t a
nd

 re
po

rti
ng

se
a 

tri
al

s

外
洋

航
行

船
及

び
海

洋
技

術
－

海
上

試
運

転
の

計
画

、
実

施
及

び
報

告
要

領
船

主
、
設

計
者

、
造

船
所

及
び
海

上
試

運
転

要
員

に
対

す
る
海

上
試

運
転

の
計

画
・
実

施
・
報

告
要

領
と
し
て

取
り
纏

め
た
も
の

。
20

05
.0

4.
15

.

－

SC
6

IS
O

 1
93

79
:2

00
3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 E
C

S
da

ta
ba

se
s -

- C
on

te
nt

, q
ua

lit
y,

up
da

tin
g 

an
d 

te
st

in
g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
子

海
図

デ
ー

タ
ベ
ー
ス
－

内
容

、
品

質
、
更

新
及

び
試

験

電
子

海
図

用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

作
製

に
関

す
る
要

求
事

項
及

び
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

で
、
航

行
の

安
全

に
関

係
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

内
容

、
品

質
、
更

新
等

に
も
言

及
し
た
も
の

。
【
米

国
主

導
】

20
03

.0
9.

01
.

－

SC
6

IS
O

 1
96

97
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

N
av

ig
at

io
n 

an
d 

sh
ip

 o
pe

ra
tio

ns
 --

El
ec

tro
ni

c 
in

cl
in

om
et

er
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
海

及
び
操

船
－

電
子

傾
斜

計
IM

O
決

議
M

SC
.3

63
(9

2)
で
定

め
る
電

子
傾

斜
計

に
関

す
る
構

造
、
性

能
、
試

験
方

法
及

び
試

験
結

果
要

求
事

項
等

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

電
子

傾
斜

計
の

強
制

化
に
向

け
た
審

議
が

IM
O
で
開

始
さ
れ

て
お
り
、

 2
02

2年
6月

の
IM

O
/N

SC
R

 9
で
、
総

ト
ン
数

3,
00

0ト
ン
以

上
の

ば
ら
積

み
貨

物
船

お
よ
び
コ
ン
テ
ナ
船

に
対

し
て
、
国

際
基

準
（
決

議
M

SC
.3

63
(9

2)
）
に
適

合
し
た
電

子
傾

斜
計

の
搭

載
を
義

務
化

す
る

SO
LA

S条
約
第

V
章

及
び
関

連
条

約
証

書
の

様
式

の
改

正
案

が
合

意
。

20
26
年

1月
1日

以
降

に
建

造
さ
れ

る
船

舶
に
適

用
見

込
。

20
16

.1
1.

15

－

SC
6

IS
O

 1
98

47
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Sh
ip

bo
ar

d 
da

ta
 se

rv
er

s t
o 

sh
ar

e 
fie

ld
da

ta
 o

n 
th

e 
se

a

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

実
海

域
デ
ー
タ

共
有

化
の

た
め
の

船
内

デ
ー
タ
サ

ー
バ

ー
要

件

搭
載

機
器

又
は

シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
収

集
し
た
デ
ー
タ
を
安

全
か

つ
効

率
的

に
共

有
す
る
た
め

に
用

い
ら
れ

る
船

上
デ
ー
タ
サ

ー
バ

の
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

※
一

般
社

団
法

人
日

本
舶

用
工

業
会

　
新

ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研

究
会

と
連

携
を
と
り
つ
つ
、

「
船

舶
の

安
全

か
つ
効

率
的

な
運

航
を
可

能
に
す
る
た
め
の

航
海

、
機

関
、
気

象
・
海

象
等

の
多

種
多

様
な

デ
ー
タ
の

統
合

化
」
及

び
「
船

内
及

び
陸

上
間

の
IT
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
」
の
実
現
の
た
め
、
開
発

を
行

っ
た
。

20
18

.1
0

－

SC
6

IS
O

/D
IS

 1
98

47
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Sh

ip
bo

ar
d 

da
ta

 se
rv

er
s t

o 
sh

ar
e 

fie
ld

da
ta

 o
n 

th
e 

se
a

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

実
海

域
デ
ー
タ

共
有

化
の

た
め
の

船
内

デ
ー
タ
サ

ー
バ

ー
要

件

20
18
年

版
の

改
訂

。
主

な
改

訂
の

目
的

は
以

下
の

と
お
り
。

現
在

版
で
明

確
化

さ
れ

て
い
な
い
、
こ
の

国
際

規
格

に
基

づ
く
製

品
の

認
証

に
必

要
と
な
る
試

験
要

件
の

追
加

・
見

直
し
等

の
他

、
サ

イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

応
を
追

加
す
る
。
【
日

本
主

導
】

D
IS
投
票
承
認

20
23

.0
2.

27
－

42
／

60

－ 140 －



SC
6

IS
O

 1
98

48
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

St
an

da
rd

 d
at

a 
fo

r s
hi

pb
oa

rd
m

ac
hi

ne
ry

 a
nd

 e
qu

ip
m

en
t o

f s
hi

p

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

機
械

及
び

機
器

用
デ
ー
タ
標

準
船

舶
の

構
造

及
び
搭

載
さ
れ

て
い
る
装

置
に
適

用
さ
れ

、
各

装
置

の
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の

取
り
込

み
及

び
シ
ス

テ
ム
間

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

処
理

に
用

い
ら
れ

る
デ
ー
タ
の

標
準

（
形

式
）
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

※
一

般
社

団
法

人
日

本
舶

用
工

業
会

　
新

ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研

究
会

と
連

携
を
と
り
つ
つ
、

「
船

舶
の

安
全

か
つ
効

率
的

な
運

航
を
可

能
に
す
る
た
め
の

航
海

、
機

関
、
気

象
・
海

象
等

の
多

種
多

様
な

デ
ー
タ
の

統
合

化
」
及

び
「
船

内
及

び
陸

上
間

の
IT
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
」
の
実
現
の
た
め
、
開
発

を
行

っ
た
。

20
18

.1
0

－

SC
6

IS
O

/D
IS

 1
98

48
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
St

an
da

rd
 d

at
a 

fo
r s

hi
pb

oa
rd

m
ac

hi
ne

ry
 a

nd
 e

qu
ip

m
en

t o
f s

hi
p

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
上

機
械

及
び

機
器

用
デ
ー
タ
標

準
20

18
年

版
の

改
訂

。
主

な
改

訂
の

目
的

は
以

下
の

と
お
り
。

利
便

性
の

向
上

を
目

指
し
、
現

在
版

に
記

載
さ
れ

て
い
る
機

関
関

係
デ
ー
タ
に
加

え
て
、
航

海
デ
ー
タ
、
運

航
デ
ー
タ
、
船

体
状

態
・
強

度
デ
ー
タ
、
荷

役
関

連
デ
ー
タ
等

に
関

す
る
標

準
辞

書
（

St
an

da
rd

 D
at

a 
D

ic
tio

na
ry
）

を
IS

O
 1

98
48

 の
附

属
書

B
 に

追
加

す
る
。
【
日

本
主

導
】

D
IS
投
票
承
認

20
23

.0
2.

24
－

SC
6

IS
O

 2
06

72
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 R
at

e
of

 tu
rn

 in
di

ca
to

rs
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

回
頭

角
速

度
計

19
74
年

SO
LA

S条
約

20
00
年

改
正

第
V
章

第
19
規

則
2.

9.
1で

要
求
さ
れ
る
回
頭
角
速
度
計
の
構
造
、
性
能
要

求
事

項
、
試

験
方

法
及

び
必

要
と
さ
れ

る
試

験
結

果
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
07
年

版
の

改
訂

。
以

下
の

反
映

を
目

的
と
し
て
、
主

に
以

下
の

改
訂

を
実

施
し
た
。

①
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
は
、
「
IE

C
61

16
2-

1、
IE

C
61

16
2-

2又
は

IE
C

61
16

2-
45

0の
い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
変

更
。

（
注

記
：
現

状
の

要
件

は
、

IE
C

61
16

2-
1又

は
IE

C
61

16
2-

2の
何

れ
か

か
ら
選

択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
改

訂
は

LA
N
対

応
の

IE
C

61
16

2-
45

0を
選

択
肢

の
一

つ
に
追

加
）
。

②
欧

州
連

合
（
EU

）
の

舶
用

機
器

指
令

（
M

ED
）
に
お
い
て
、

IE
C

62
92

3(
B

A
M

)及
び

IE
C

62
28

8(
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
)の

適
用

が
義

務
化

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
両
規
格
と
の
整
合
化
を
図
る
。
（
対
応
で
き
る
場
合
の
限
定

付
き
）

20
22

.0
2

－

SC
6

IS
O

 2
06

73
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

El
ec

tri
c 

ru
dd

er
 a

ng
le

 in
di

ca
to

rs
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

電
気

式
舵

角
指

示
器

19
74
年

SO
LA

S条
約

20
00
年

改
正

第
V
章

第
19
規

則
2.

5.
4で

要
求
さ
れ
る
舵
角
指
示
器
の
構
造
、
性
能
要
求

事
項

、
試

験
方

法
及

び
必

要
と
さ
れ

る
試

験
結

果
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
07
年

版
の

改
訂

。
以

下
の

反
映

を
目

的
と
し
て
、
主

に
以

下
の

改
訂

を
実

施
し
た
。

①
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
は
、
「
IE

C
61

16
2-

1、
IE

C
61

16
2-

2又
は

IE
C

61
16

2-
45

0の
い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
変

更
。

（
注

記
：
現

状
の

要
件

は
、

IE
C

61
16

2-
1又

は
IE

C
61

16
2-

2の
何

れ
か

か
ら
選

択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
改

訂
は

LA
N
対

応
の

IE
C

61
16

2-
45

0を
選

択
肢

の
一

つ
に
追

加
）
。

②
警

報
管

理
要

件
（
B

A
M
）
を
定

め
た

IM
O

 M
SC

.3
02

 (8
7)
を
参

考
文

献
と
し
て
追

加
。

③
欧

州
連

合
（
EU

）
の

舶
用

機
器

指
令

（
M

ED
）
に
お
い
て
、

IE
C

62
92

3(
B

A
M

)及
び

IE
C

62
28

8(
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
)の

適
用

が
義

務
化

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
両
規
格
と
の
整
合
化
を
図
る
。
（
対
応
で
き
る
場
合
の
限
定

付
き
）

20
22

.0
2

JI
S 

F 
85

22
:2

01
2

（
M

O
D

)

※
20

07
年
版
が
対
応
国
際

規
格

SC
6

IS
O

 2
17

92
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

N
av

ig
at

io
n 

an
d 

sh
ip

 o
pe

ra
tio

ns
 --

G
ui

de
lin

e 
fo

r O
nb

oa
rd

te
le

ph
on

e 
eq

ui
pm

en
t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
海

及
び
操

船
－

船
内

電
話

設
備

に
関

す
る
指
針

船
内

で
用

い
ら
れ

る
電

話
設

備
と
し
て
の

、
自

動
交

換
式

電
話

装
置

、
共

電
式

電
話

装
置

及
び
無

電
源

式
電

話
装

置
に
関

す
る
一

般
要

件
（

4項
）
、
品
質
要
件
（
5項

）
、
接
続
要
件
（
6項

）
、
設
置
要
件
（
7項

）
、
動
作
試
験

（
8項

）
及

び
保

守
要

件
（

9項
）
に
関

す
る
指

針
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
19

.0
8

－

SC
6

IS
O

 2
20

90
-1

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Tr

an
sm

itt
in

g 
he

ad
in

g 
de

vi
ce

s
(T

H
D

s)
 --

 P
ar

t 1
: G

yr
o-

co
m

pa
ss

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
首

方
位

信
号

伝
達

装
置

（
TH

D
)－

第
1部

：
ジ
ャ
イ
ロ
コ

ン
パ
ス
方
式

19
74
年

SO
LA

S条
約

第
V
章

（
改

正
）
に
よ
り
要

求
さ
れ

る
船

首
方

位
伝

達
装

置
（

TH
D
）
と
し
て
の

ジ
ャ
イ
ロ
コ

ン
パ

ス
の

構
造

、
性

能
及

び
試

験
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
14

.0
3.

01
JI

S 
F 

96
05

:2
00

6
（
M

O
D
）

※
 2

00
2年

版
が
対
応
国
際

規
格

SC
6

IS
O

 2
20

90
-2

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Tr

an
sm

itt
in

g 
he

ad
in

g 
de

vi
ce

s
(T

H
D

s)
 --

 P
ar

t 2
: G

eo
m

ag
ne

tic
pr

in
ci

pl
es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
首

方
位

信
号

伝
達

装
置

（
TH

D
）
－

第
2部

：
地

磁
気

方
式

19
74
年

SO
LA

S条
約

第
V
章

（
改

正
）
に
よ
り
要

求
さ
れ

る
船

首
方

位
伝

達
装

置
（

TH
D
）
で
あ
っ
て
地

磁
気

の
み

を
使

用
す
る
装

置
の

構
造

、
性

能
及

び
試

験
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
14

.0
3.

01
JI

S 
F 

96
05

:2
00

6
（
M

O
D
）

※
 2

00
4年

版
が
対
応
国
際

規
格

43
／

60

－ 141 －



SC
6

IS
O

 2
20

90
-3

:2
01

4
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
Tr

an
sm

itt
in

g 
he

ad
in

g 
de

vi
ce

s
(T

H
D

s)
 --

 P
ar

t 3
: G

N
SS

 p
rin

ci
pl

es

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
首

方
位

信
号

伝
達

装
置

（
TH

D
）
－

第
3部

：
G

N
SS

方
式

19
74
年

SO
LA

S条
約

第
V
章

（
改

正
）
に
よ
り
要

求
さ
れ

る
船

首
方

位
伝

達
装

置
（

TH
D
）
で
あ
っ
て

G
N

SS
方
式

に
よ
る
も
の

の
構

造
、
性

能
及

び
試

験
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
14

.0
3.

01
JI

S 
F 

96
05

:2
00

6
（
M

O
D
）

※
 2

00
4年

版
が
対
応
国
際

規
格

SC
6

IS
O

 2
24

72
:2

01
6

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

G
ui

de
lin

es
 fo

r t
he

 o
pe

ra
tio

n 
an

d
in

st
al

la
tio

n 
of

 v
oy

ag
e 

da
ta

 re
co

rd
er

s
(V

D
R

)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
海

情
報

記
録

装
置

（
V

D
R）

の
運

用
及

び
装

備
に
関

す
る
指
針

IM
O
決

議
M

SC
.3

33
 (9

0)
 に

基
づ
く

IE
C

 6
19

96
-1

 及
び

 IM
O
決
議

M
SC

.1
63

 (7
8)

 に
基

づ
く

 IE
C

 6
19

96
-2

に
従

っ
た
航

海
情

報
記

録
装

置
（

V
D

R）
及

び
簡

易
型

航
海

情
報

記
録

装
置

（
S-

V
D

R）
の
計
画
、
装
備
及
び

操
作

試
験

に
関

す
る
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
16

.0
9.

15
JI

S 
F 

90
05

:2
02

1
（
ID

T）

SC
6

IS
O

 2
25

54
:2

01
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Pr
op

el
le

r s
ha

ft 
re

vo
lu

tio
n 

in
di

ca
to

rs
 -

- E
le

ct
ric

 ty
pe

 a
nd

 e
le

ct
ro

ni
c 

ty
pe

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
プ
ロ
ペ
ラ
軸
回
転

数
表

示
器

－
電

気
式

及
び
電

子
式

19
74
年

SO
LA

S条
約

20
00
年

改
正

第
V
章

第
19
規

則
2.

5.
4で

要
求

さ
れ

る
電

気
式

及
び
電

子
式

の
プ
ロ
ペ
ラ

軸
回

転
数

表
示

器
の

構
造

、
性

能
要

求
事

項
、
試

験
方

法
及

び
必

要
と
さ
れ

る
試

験
結

果
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
。
【
日
本
主
導
】

20
15

.0
3.

15
.

JI
S 

F 
85

21
:2

01
2

（
M

O
D

)
※

20
07
年
版
が
対
応
国
際

規
格

SC
6

IS
O

/F
D

IS
 2

25
54

同
上

同
上

20
20
年

11
月

開
催

の
IS

O
/T

C
8/

SC
6会

議
に
お
い
て
、
れ

ら
の

作
業

項
目

は
24
ヶ
月

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
登

録
さ
れ

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
に
は

TC
8/

SC
6事

務
局

を
任

命
し
た
。
【
日

本
主

導
】

20
20
年

11
月

6日
開

催
の

TC
8/

SC
6総

会
で
作

成
さ
れ

た
SC

6決
議

10
0に

基
づ
き
、
欧

州
連

合
（

EU
）
の
舶
用

機
器

指
令

（
M

ED
）
を
考

慮
し
、
箇

条
7（

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
を
修

文
（
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
用

デ
ジ
タ
ル

イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
要

件
を
定

め
た

 IE
C

 6
11

62
-4

50
も
選

択
可

能
と
す
る
。
）
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て

FD
IS
か
ら
の
小
改
訂
に

着
手

す
る
こ
と
が

決
定

し
た
。

そ
の
後
の
審
議
で
、
欧
州
連
合
（
EU

）
の

舶
用

機
器
指
令
（
M

ED
）
に
お
い
て
、

IE
C

62
92

3(
B

A
M

)及
び

IE
C

62
28

8(
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

)の
適

用
が

義
務

化
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
両

規
格

と
の

整
合

化
を
図

る
こ
と

に
な
り
（
対

応
で
き
る
場

合
の

限
定

付
き
）
、
小

改
訂
の
枠
組
み
を
超
え
る
改
訂
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

D
IS
か
ら

の
改

訂
に
着

手
す
る
こ
と
を
定

め
た

SC
6決

議
10

5が
作

成
さ
れ

た
。

FD
IS
原
稿
提
出

20
23

.0
3.

02
同
上

SC
6

IS
O

 2
25

55
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Pr
op

el
le

r p
itc

h 
in

di
ca

to
rs

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
プ
ロ
ペ
ラ
ピ
ッ
チ

表
示

器
19

74
年

SO
LA

S条
約

20
00
年

改
正

第
V
章

第
19
規

則
2.

5.
4で

要
求
さ
れ
る
プ
ロ
ペ
ラ
ピ
ッ
チ
表
示
器
の
構
造
、

性
能

要
求

事
項

、
試

験
方

法
及

び
必

要
と
さ
れ

る
試

験
結

果
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
07
年

版
の

改
訂

。
以

下
の

反
映

を
目

的
と
し
て
、
主

に
以

下
の

改
訂

を
実

施
し
た
。

①
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
要
件
は
、
「
IE

C
61

16
2-

1、
IE

C
61

16
2-

2又
は

IE
C

61
16

2-
45

0の
い
ず
れ

か
の

要
件

を
満

た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
に
変

更
。

（
注

記
：
現

状
の

要
件

は
、

IE
C

61
16

2-
1又

は
IE

C
61

16
2-

2の
何

れ
か

か
ら
選

択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
改

訂
は

LA
N
対

応
の

IE
C

61
16

2-
45

0を
選

択
肢

の
一

つ
に
追

加
）
。

②
 B

rid
ge

 A
le

rt 
M

an
ag

em
en

t（
B

A
M
）
を
定

め
た

IM
O

 M
SC

.3
02

 (8
7)
を
参

考
文

献
と
し
て
追

加
。

③
欧

州
連

合
（
EU

）
の

舶
用

機
器

指
令

（
M

ED
）
に
お
い
て
、

IE
C

62
92

3(
B

A
M

)及
び

IE
C

62
28

8(
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
)の

適
用

が
義

務
化

さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
両
規
格
と
の
整
合
化
を
図
る
。
（
対
応
で
き
る
場
合
の
限
定

付
き
）

20
22

.0
2

－

SC
6

IS
O

 2
58

61
:2

00
7

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

N
av

ig
at

io
n 

--
 D

ay
lig

ht
 si

gn
al

lin
g

la
m

ps

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

航
海

－
昼

間
信

号
灯

19
74
年

SO
LA

S条
約

（
改

正
を
含

む
。
）
第

V
章

及
び
高

速
船

の
安

全
に
関

す
る
国

際
規

則
（

H
SC

コ
ー
ド
）
第

8
章

に
よ
り
要

求
さ
れ

IM
O
決

議
M

SC
.9

5(
72

)に
従

っ
た
昼
間
信
号
灯
の
要
求
事
項
、
型
式
承
認
試
験
方
法
、

試
験

報
告

書
、
表

示
方

法
等

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
ド
イ
ツ
主

導
】

20
07

.1
2.

01
.

－

SC
6

IS
O

 2
58

62
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

m
ag

ne
tic

 c
om

pa
ss

es
,

bi
nn

ac
le

s a
nd

 a
zi

m
ut

h 
re

ad
in

g
de

vi
ce

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

磁
気

コ
ン

パ
ス
、
ビ
ナ
ク
ル

及
び
方

位
測

定
具

航
海

用
及

び
操

舵
用

と
し
て
装

備
さ
れ

る
船

用
磁

気
コ
ン
パ

ス
、
ビ
ナ
ク
ル

及
び
方

位
測

定
具

の
構

造
、
性

能
、
表

示
等

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】

20
19

.0
7

JI
S 

F 
91

01
:2

01
6

(I
D

T)
※

IS
O

 2
58

62
:2

00
9が

対
応

し
て
い
る
。

SC
6

IS
O

 2
58

62
:2

01
9/

D
A

m
d1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

m
ag

ne
tic

 c
om

pa
ss

es
,

bi
nn

ac
le

s a
nd

 a
zi

m
ut

h 
re

ad
in

g
de

vi
ce

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

磁
気

コ
ン

パ
ス
、
ビ
ナ
ク
ル

及
び
方

位
測

定
具

－
追

補
1

SC
6決

議
10

4に
基

づ
く
改

訂
（
追

補
）
。

磁
気

コ
ン
パ

ス
安

全
距

離
測

定
方

法
を
定

め
た
附

属
書
（
参
考
）
の
追
加
。
【
中
国
主
導
】

D
IS
投
票
中

20
23

.0
6.

27
〆
切

－

44
／

60

－ 142 －



議
長

：
M

r. 
A

nt
on

 L
ut

sk
ev

ic
h（
ロ
シ
ア

)、
幹
事
国
：
ド
イ
ツ
（

D
IN

）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
7

IS
O

 3
65

2:
19

75
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

 R
op

e
re

el
s

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
ロ
ー
プ
リ
ー
ル

内
海

水
路

で
使

用
す
る
、
全

て
の

型
及

び
目

的
の

船
に
お
け
る
係

留
及

び
曳

航
ロ
ー
プ
の

格
納

を
目

的
と
し
た

ロ
ー
プ
リ
ー
ル

の
特

徴
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

75
.1

2.
15

－

SC
7

IS
O

 3
67

4:
19

76
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

 D
ec

k
ra

il
造

船
－

内
陸

航
行

船
－

甲
板

手
す
り

全
て
の

種
類

の
内

陸
航

行
船

で
の

使
用

を
目

的
と
し
た
甲

板
手

す
り
の

型
、
設

計
及

び
基

本
的

寸
法

に
つ
い

て
取
り
纏

め
た
も
の

。
特

別
な
目

的
に
対

し
て
設

計
さ
れ

る
特

別
な
甲

板
手

す
り
に
は

適
用

し
な
い
。

19
76

.0
5.

01
－

SC
7

IS
O

 3
78

6:
19

75
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 n

av
ig

at
io

n
to

w
in

g 
ho

ok
s -

- S
ca

le
 o

f t
ra

ct
iv

e
ef

fo
rts

造
船

－
内

航
用

曳
航

フ
ッ
ク
－

け
ん
引

力
の

尺
度

内
陸

水
路

で
の

曳
航

を
目

的
と
し
た
、
全

て
の

型
及

び
目

的
の

曳
航

船
上

で
使

用
さ
れ

る
曳

航
フ
ッ
ク
の

牽
引

力
の

尺
度

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

75
.1

2.
15

－

SC
7

IS
O

 3
87

6:
19

86
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

H
an

d-
ho

le
s

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
ハ

ン
ド
ホ
ー
ル

内
陸

航
行

船
で
使

用
さ
れ

る
水

密
及

び
油

密
ハ

ン
ド
ホ
ー
ル

の
寸

法
及

び
設

計
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

86
.1

2.
15

－

SC
7

IS
O

 3
92

6:
19

80
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 n

av
ig

at
io

n 
--

C
ou

pl
in

gs
 fo

r o
il 

an
d 

fu
el

 re
ce

pt
io

n 
-

- M
at

in
g 

di
m

en
si

on
s

造
船

－
内

陸
航

行
－

油
及

び
燃

料
口

用
継

手
－

か
み

合
わ

せ
寸

法
内

陸
航

行
船

及
び
そ
れ

ら
の

船
舶

が
使

用
す
る
港

湾
設

備
に
適

用
さ
れ

る
油

及
び
燃

料
口

用
継

手
の

か
み

合
わ

せ
寸

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
石

油
製

品
の

輸
送

を
目

的
と
し
た
船

舶
が

備
え
る
貨

物
シ
ス
テ
ム
の

装
置

に
対

し
て
は

適
用

さ
れ

な
い
。

19
80

.0
8.

01

－

SC
7

IS
O

 3
94

8:
19

77
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

C
om

pr
es

se
d-

ai
r s

ys
te

m
s -

- P
re

ss
ur

e
ra

ng
es

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
空

気
圧

縮
装

置
の

圧
力

範
囲

内
陸

航
行

船
に
お
い
て
使

用
す
る
設

備
、
機

械
及

び
主

機
、
補

機
又

は
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関

の
た
め
の

空
気

始
動

装
置

の
配

管
要

素
を
選

定
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
空

気
始

動
装

置
及

び
圧

縮
装

置
の

圧
力

範
囲

に
つ
い

て
取

り
纏

め
た
も
の

。
圧

縮
装

置
の

圧
力

範
囲

は
、
設

備
、
機

械
及

び
様

々
な
設
備
の
運
用
を
補
う
装
置
の
配
管
要
素
の
選
定
を
目

的
と
し
て
い
る
。

19
77

.0
8.

01

－

SC
7

IS
O

 3
96

9:
19

79
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

O
pe

ra
tio

na
l d

oc
um

en
ta

tio
n

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
操

作
説

明
書

船
舶

操
作

説
明

書
の

種
類

及
び
題

名
の

他
、
文

書
の

維
持

及
び
表

示
に
関

す
る
基

本
要

件
、
並

び
に
改

修
及

び
修

繕
中

船
舶

に
関

す
る
文

書
の

収
集

及
び
置

換
の

過
程

に
つ
い
て
取

り
纏

め
て
い
る
。

19
79

.0
9.

01
－

SC
7

IS
O

 4
05

0:
19

77
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

"R
hi

ne
" 

an
d 

H
al

l's
 st

oc
kl

es
s a

nc
ho

rs
造
船
－
内
陸
航
行
船
－
ラ
イ
ン
型
及
び

ホ
ー
ル
型
ス
ト
ッ
ク
レ
ス
ア
ン
カ
ー

内
陸

航
行

船
に
お
い
て
使

用
さ
れ

る
ラ
イ
ン
型

及
び
ホ
ー
ル

型
ス
ト
ッ
ク
レ
ス
ア
ン
カ
ー
の

主
な
特

性
に
つ
い
て

取
り
纏

め
た
も
の

。
19

77
.1

1.
01

－

SC
7

IS
O

 4
05

1:
19

77
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

St
ee

rin
g 

ge
ar

 --
 V

al
ue

s o
f t

or
qu

es
造

船
－

内
陸

航
行

船
－

操
舵

装
置

－
ト

ル
ク
値

内
陸

航
行

船
に
お
い
て
使

用
さ
れ

る
、

1台
又

は
そ
れ

以
上

の
は

し
ご
（
回

転
推

進
ノ
ズ
ル

式
）
を
操

舵
す
る
た

め
の

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ギ
ア
の

ト
ル

ク
値

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

77
.1

1.
01

－

SC
7

IS
O

 4
08

9:
19

79
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 n

av
ig

at
io

n 
--

Se
al

in
g 

ru
bb

er
 fo

r c
ov

er
s o

f c
ar

go
ha

tc
he

s

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
カ
ー
ゴ
ハ

ッ
チ
カ

バ
ー
の

密
封

用
ゴ
ム

種
々

の
内

陸
航

行
船

及
び
舟

艇
が

備
え
る
カ
ー
ゴ
ハ

ッ
チ
カ
バ

ー
の

密
封

用
ゴ
ム
の

型
式

、
主

要
寸

法
及

び
技

術
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

79
.0

6.
01

－

SC
7

IS
O

 4
12

7-
1:

19
79

Sh
ip

bu
ild

in
g 

--
 In

la
nd

 n
av

ig
at

io
n 

--
Fa

irl
ea

ds
 --

 P
ar

t 1
: T

w
o-

lip
 fa

irl
ea

ds
造

船
－

内
陸

航
行

船
－

フ
ェ
ア
リ
ー
ド
ー

第
1部

：
ツ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
リ
ー
ド

内
陸

航
行

船
で
使

用
さ
れ

る
ツ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
リ
ー
ド
の

設
計

、
寸

法
、
基

本
的

パ
ラ
メ
ー
タ
及

び
技

術
的

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

79
.0

7.
01

－

SC
7

IS
O

 4
12

7-
2:

19
80

Sh
ip

bu
ild

in
g 

--
 In

la
nd

 v
es

se
ls

 --
Fa

irl
ea

ds
 --

 P
ar

t 2
: R

ol
le

r f
ai

rle
ad

s
造

船
－

内
陸

航
行

－
フ
ェ
ア
リ
ー
ド
－
第

2
部

：
ロ
ー
ラ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ド

内
陸
航
行
船
で
使
用
さ
れ
る
ロ
ー
ラ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ド
の
型
、
種
類
、
基
本
的
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
技
術
的
要
件
を

取
り
纏

め
た
も
の

。
19

80
.0

6.
15

－

SC
7

IS
O

 4
17

5:
19

79
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 S
hi

pb
or

ne
 b

ar
ge

s,
se

rie
s 1

 --
 M

ai
n 

di
m

en
si

on
s

造
船

－
海

上
輸

送
用

は
し
け
シ
リ
ー
ズ

1
－

主
要

寸
法

海
上

輸
送

用
は

し
け
の

主
要

寸
法

及
び
主

要
構

造
要

素
の

寸
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

79
.0

9.
15

－

SC
7

IS
O

 5
48

5:
19

86
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 v

es
se

ls
 --

Fi
xe

d 
st

ee
l d

ec
k 

st
ai

rs
造

船
－

内
陸

航
行

船
－

固
定

式
鋼

製
甲

板
は

し
ご

内
陸

航
行

船
に
お
い
て
使

用
さ
れ

る
固

定
式

鋼
製

は
し
ご
の

技
術

的
要

求
事

項
及

び
主

な
寸

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
室

内
用

は
し
ご
、
舷

外
は

し
ご
、
緊

急
時

及
び
専

用
は

し
ご
に
は

適
用

さ
れ

な
い
。

19
86

.1
2.

01
－

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 7
（
内

陸
航

行
船

分
科

委
員

会
）
担

当
分

45
／

60

－ 143 －



SC
7

IS
O

 6
21

6:
19

80
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 n

av
ig

at
io

n 
--

Pi
lo

t c
ra

ft 
--

 C
la

ss
ifi

ca
tio

n 
an

d 
ba

si
c

re
qu

ire
m

en
ts

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
水

先
人

用
船

舶
－

分
類

及
び
基

本
的

要
件

閉
鎖

水
域

、
河

口
及

び
外

洋
港

外
停

泊
地

に
お
い
て
、
商

船
の

水
先

案
内

人
業

務
に
従

事
す
る
自

航
式

船
の

要
件

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
商

船
を
先

導
す
る
こ
と
に
よ
り
水

先
案

内
に
主

に
従

事
す
る
船

舶
は

、
こ
れ

ら
の

要
求

事
項

に
完

全
に
又

は
部

分
的

に
適

用
外

と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

19
80

.0
4.

15

－

SC
7

IS
O

 6
21

7:
19

82
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 In
la

nd
 n

av
ig

at
io

n 
--

Pi
lo

t c
ra

ft 
--

 Id
en

tif
ic

at
io

n 
pa

in
tin

g
an

d 
in

sc
rip

tio
ns

造
船

－
内

陸
航

行
船

－
水

先
人

用
船

舶
－

識
別

塗
装

及
び
銘

刻
文

字
水

先
案

内
人

業
務

の
能

率
及

び
航

行
安

全
の

改
善

を
目

的
と
し
、
荒

天
時

に
お
け
る
水

先
案

内
人

船
の

識
別

を
助

け
る
た
め
、
統

一
さ
れ

た
外

塗
装

の
色

彩
図

表
及

び
識

別
記

号
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
水

先
案

内
人

が
商

船
に
乗

下
船

す
る
た
め
に
、
閉

鎖
水

域
、
河

口
及

び
外

洋
港

外
停

泊
地

に
お
い
て
使

用
さ

れ
る
水

先
案

内
人

船
に
適

用
さ
れ

る
。
海

軍
旗

の
下

で
航

行
す
る
水

先
案

内
人

船
に
対

す
る
要

求
事

項
の

適
用

性
は

、
関

連
す
る
国

の
管

轄
権

を
有

す
る
機

関
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ

る
。
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内
陸

航
行

船
－

押
航

船
用

の
手

動
式

及
び
機

械
式

継
手

－
安

全
要

件
及

び
主

要
寸

法

押
航

船
又
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ワ
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ー
ロ
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プ
で
沿

岸
に
連

結
さ
れ

る
船

舶
と
し
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用

い
ら
れ

る
内

陸
航

行
船

の
組

立
用

の
手

動
式

継
手

装
置

（
固

縛
装

置
）
お
よ
び
機

械
式

継
手

の
寸

法
及

び
安

全
要

件
の

他
、
表

示
及

び
試

験
の

規
則

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
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え
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ス
ト
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テ
ィ
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の

設
備

、
寸
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及
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つ
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て
取
り
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も
の
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造
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輸
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用

は
し
け
、
シ
リ
ー
ズ
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－

主
要

寸
法

海
上

輸
送

用
は

し
け
シ
リ
ー
ズ

3の
主

要
寸

法
及

び
主

要
構

造
要

素
の

寸
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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用
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け
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ー
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主
要

寸
法

海
上

輸
送

用
は

し
け
シ
リ
ー
ズ

4の
主

要
寸

法
及

び
主

要
構

造
要

素
の

寸
法

に
つ
い
て
取
り
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め
た
も
の
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洋
構

造
物

－
海

上
輸

送
用

は
し
け
，
シ
リ
ー
ズ

1，
は

し
け
運

搬
船

－
主

要
技

術
要

件

は
し
け
運

搬
船

上
に
お
け
る
積

み
込

み
、
積

み
降

ろ
し
及

び
輸

送
時

に
お
け
る
、
海

上
輸

送
用

は
し
け
シ
リ
ー

ズ
1の

主
要

技
術

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の
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上
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用
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し
け
，
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主
寸

法

海
上

輸
送

用
は

し
け
の

主
要

寸
法

及
び
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要
構

造
要

素
の

寸
法

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の
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内
陸

航
行

船
－

押
航

船
用

の
取

り
外

し
式

信
号

マ
ス
ト
－

搭
載

装
置

内
陸

航
行

船
を
対

象
と
す
る
押

航
船

に
用

い
る
取

外
し
式

信
号

マ
ス
ト
の

下
部

及
び
固

定
式

信
号

マ
ス
ト
台

の
主

要
寸

法
、
設

計
、
技

術
的

要
件

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

内
陸

航
行

船
－

用
語

－
第

2部
：
船
用
シ
ャ
フ
ト

内
陸

航
行

船
（
河

川
・
湖

な
ど
の

運
航

船
）
を
対

象
と
し
た
シ
ャ
フ
ト
に
関

す
る
用

語
お
よ
び
定

義
を
取

り
纏

め
た

も
の
。
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造
船
－
内
陸
航
行
船
－
複
式
バ
ケ
ッ
ト
式

浚
渫
船
－
バ
ケ
ツ
容
量
の
尺
度

内
陸

浚
渫

船
の

詳
細

を
標

準
化

す
る
基

礎
と
し
て
バ

ケ
ツ
容

量
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
ま
た
、
浚

渫
を
実

施
す
る

河
川

、
運

河
、
湖

、
貯

水
水

域
、
港

区
域

及
び
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
運
航
す
る
複
式
バ
ケ
ッ
ト
式
浚
渫
船
に
つ
い
て
も

取
り
纏

め
た
も
の

。
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造
船

－
内

陸
航

行
船

－
油

性
混

合
物

及
び
下

水
処

理
用

継
手

貯
蔵

庫
か

ら
排

出
さ
れ

る
油

性
混

合
物

及
び
下

水
の

処
理

の
た
め
に
用

い
ら
れ

る
、
貯

蔵
コ
ン
テ
ナ
と
配

管
を

連
結

す
る
継

手
の

型
、
設

計
、
基

本
寸

法
及

び
要

件
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
継

手
の

型
は

、
船

舶
の

用
途

及
び
運

航
区

域
で
採

択
さ
れ

た
汚

水
の

輸
送

及
び
処

理
シ
ス
テ
ム
に
委

ね
ら
れ

る
。
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造
船

－
海

上
輸

送
用

は
し
け
，
シ
リ
ー
ズ

3
－

主
操

作
及

び
技

術
要

件

は
し
け
運

搬
船

上
及

び
内

陸
水

路
の

両
方

の
貨

物
輸

送
手

段
と
し
て
用

い
ら
れ

る
海

上
輸

送
用

は
し
け
の

主
な
操

作
及

び
技

術
要

件
を
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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造
船

－
海

上
輸

送
用

は
し
け
，
シ
リ
ー
ズ

3
－

換
気

シ
ス
テ
ム
－

主
要

か
み

合
わ

せ
寸

法

海
上

輸
送

用
は

し
け
シ
リ
ー
ズ

3が
備

え
る
換

気
シ
ス
テ
ム
の

主
要

か
み

合
わ

せ
寸

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た

も
の
。
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及
び
海

洋
技

術
－

浚
渫

船
－

用
語

集
浚

渫
船

に
関

連
す
る
用

語
及

び
定

義
を
、
全

て
の

分
野

の
専

門
家

が
明

確
に
理

解
で
き
る
よ
う
に
取

り
纏

め
た

も
の
。
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舶
及

び
海

洋
技

術
－

浚
渫

船
－

分
類

抜
錨

、
揚

錨
、
浚

渫
材

料
の

輸
送

及
び
処

理
を
目

的
に
設

計
さ
れ

た
全

て
の

浚
渫

船
を
一

つ
づ
つ
分

類
し
て
い

る
。
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海

上
輸

送
用

は
し
け
－

分
類

及
び
主

要
要

件
全

種
類

の
海

上
輸

送
用

は
し
け
の

寸
法

、
移

動
、
及

び
最

大
載

貨
重

量
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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s
造
船
－
内
陸
航
行
船
－
マ
ト
ロ
ソ
フ
ア
ン

カ
ー

内
陸

航
行

船
が

備
え
る
マ
ト
ロ
ソ
フ
ア
ン
カ
ー
の

技
術

的
特

性
及

び
寸

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

内
陸

航
行

船
－

救
命
ブ
イ
収
納
容
器

救
命

ブ
イ
を
劣

化
及

び
汚

損
か

ら
保

護
す
る
た
め
の

収
納

容
器

の
建

造
及

び
寸

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
。
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

内
陸

航
行

船
－

落
水
者
の
救
助
、
蘇
生
、
応
急
処
置
用
指

示
板

内
航

船
舶

内
、
内

陸
航

路
沿

岸
の

適
切

な
区

域
（
港
、
停
泊
所
、
水
門
）
及
び
他
の
使
用
す
る
こ
と
が
適
切
な

区
域

に
設

置
す
る
、
落

水
者

の
救

助
、
蘇

生
、
応

急
処

置
を
指

示
す
る
指

示
板

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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船
舶

及
び
海

洋
技

術
 –
内

陸
水

路
の

商
業

輸
送

に
お
け
る
安

全
性

と
持

続
可

能
性

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
–
使
用
ガ
イ
ダ

ン
ス
付
き
要
件

こ
の
文
書
は
、
内
陸
水
路
で
の
商
業
輸
送
の
安
全
性
及
び
持
続
可
能
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
実
施
を

可
能

に
す
る
、
単

一
の

、
セ
ク
タ
ー
固

有
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
文
書
は
、

河
川

及
び
湖

を
含

む
が

こ
れ

に
限

定
さ
れ

な
い
内

陸
水

路
で
の

航
行

船
舶

（
内

陸
水

路
を
航

行
す
る
全
長

24
メ
ー
ト
ル

を
超

え
る
貨

物
船

、
ク
ル

ー
ズ
船

、
フ
ェ
リ
ー
、
旅

客
船

）
及

び
船

舶
を
支

援
す
る
陸

上
業

務
に
適

用
さ

れ
る
。
【
ス
イ
ス
提
案
】

こ
の

文
書

か
ら
除

外
は

以
下

の
と
お
り
：

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目

的
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
又

は
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
（I

SO
/T

C
 1

88
 ス

モ
ー
ル
ク
ラ
フ
ト
）
又
は

長
さ
が

24
m
未

満
で
金

銭
的

利
益

を
目

的
と
し
な
い
船

舶
。

ま
た
、
こ
の
文
書
は
、
品
質
（
IS

O
 9

00
1）
、
労
働
安
全
衛
生
（
IS

O
 4

50
01
）
、
環
境
（
IS

O
 1

40
01
）
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
（

IS
O

 5
00

01
）
又

は
リ
ス
ク
管

理
（

IS
O

 3
10

00
）
な
ど
、
他
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
に
特
有
の
要
件

に
置
き
代
わ
る
も
の
で
も
、
そ
れ
を
含
む
も
の
で
も
な
い
。
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試

験
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て
取

り
纏

め
た
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の
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質
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方
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取
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の
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改
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目

的
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す
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こ
と
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承
認

さ
れ

た
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国
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】
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強
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及
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安

全
性
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観
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新
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追
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ス
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適
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す
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す
る
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窓
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主
要

な
構

成
部

品
（
窓

枠
、
ガ
ラ
ス
枠

及
び

内
蓋

）
間

の
水

密
性

を
確

保
す
る
た
め
に
使

用
す
る
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の

寸
法

及
び
材

料
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も

の
。
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角
窓
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用
角
窓
の
分
類
（
系
列
、
級
別
、
形
式
及
び
予
備
寸
法
）
、
互
換
性
及
び
構
造
上
必
要
な
寸
法
、
材
料
、
試

験
、
表

示
及

び
製

品
の

呼
び
方

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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ク
リ
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ス
ク
リ
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し
て
船

舶
に
用

い
ら
れ

る
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
の

設
計

及
び
構

造
に
関

す
る
要

求
事

項
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製

品
の
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称
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び
取

付
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
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船
舶
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び
海

洋
技

術
ー
キ
ャ
ビ
ン
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換
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及
び
空

調
シ
ス
テ
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で
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騒
音

計
測

方
法
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お
け
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ン
で
の

換
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び
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調
シ
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テ
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で
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騒
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計
測

方
法

に
つ
い
て
、
取

り
纏

め
る
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と
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目
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い
る
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ク
ラ
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精
密
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ベ
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エ
ン
ジ
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リ
ン
グ
レ
ベ
ル

）
）
し
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ

ト
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水
圧

性
能

試
験

方
法

に
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い
て
取
り
纏

め
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。
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類
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造
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性

能
要

件
、
試

験
方

法
、
適
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性

を
纏

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
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】
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寸
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材
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質
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れ
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仕
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－
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締
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般
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舶
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ボ
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締

め
蓋
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で
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密
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油

密
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す
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ン
ホ
ー
ル
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要

求
事
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に
つ
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り
纏
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た
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追
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。
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取
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－
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状
要

素
の

数
値

表
現
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関

す
る
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義
の

異
な
る
シ
ス
テ
ム
間
で
の

形
状

デ
ー
タ
の

交
換
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行

う
こ
と
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的
と
し
た
船
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の
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何
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的
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状

を
数

値
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式
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現
す
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方
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に
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も
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デ
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。
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ピ
ュ
ー
タ

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

た
め
の

用
語

及
び

定
義

造
船

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ

の
入

出
力

に
使

用
さ
れ

る
物

理
帳

に
関

す
る
用

語
及

び
定

義
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

85
.0

2.
15

.

－

SC
8

IS
O

 9
20

3-
1:

19
89

Sh
ip

bu
ild

in
g 

--
 T

op
ol

og
y 

of
 sh

ip
 h

ul
l

st
ru

ct
ur

e 
el

em
en

ts
 --

 P
ar

t 1
: L

oc
at

io
n

of
 e

le
m

en
ts

造
船

－
船

こ
く
構

造
要

素
の

位
相

－
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に
関

す
る
情
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正
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に
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達
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る
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と
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目

的
と
し
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船
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外

板
要
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位
相

に
つ
い
て
取
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た
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置
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め
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る
。
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す
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取
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現
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。

19
89

.0
7.

15
.

－

SC
8

IS
O

 9
20

3-
3:

19
89

Sh
ip

bu
ild

in
g 

--
 T

op
ol

og
y 

of
 sh

ip
 h

ul
l

st
ru

ct
ur

e 
el

em
en

ts
 --

 P
ar

t 3
:

R
el

at
io

ns
 o

f e
le

m
en

ts

造
船
－
船
こ
く
構
造
要
素
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー

－
第

3部
：
要

素
の

相
互

の
関

係
IS

O
 9

20
3は

、
要

素
及

び
配

置
に
関

す
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こ
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的
と
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外
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位
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に
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て
取
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纏
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た
も
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で
、
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で
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。
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踏
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踏
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ダ
ー
の

踏
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式
、
寸

法
、
材

料
、
製

品
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呼
称

等
に
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い
て
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た
も
の
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検

査
を
行

う
た
め
に
使

用
す
る
、
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
で
吊
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す
プ
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ォ
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験
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。
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テ
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カ
ー
の

空
所

ば
ら
積

み
運

搬
船

及
び
油

タ
ン
カ
ー
の

空
所

の
防

食
方

法
及

び
検

査
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
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 P
ar

t 3
: C

ar
go

 o
il 

ta
nk

s o
f

cr
ud

e 
oi

l t
an

ke
rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
防

食
塗

装
及

び
検

査
方

法
－

第
3部

：
原

油
タ
ン

カ
ー
の

貨
物

油
タ
ン
ク

原
油

タ
ン
カ
ー
（
50

00
D

W
T以

上
で

20
13
年

1月
1日

以
後

に
建

造
契

約
が

結
ば

れ
る
も
の

若
し
く
は

同
様

の
建

造
段

階
に
あ
る
も
の

又
は

20
16
年

1月
１
日

以
後

に
引

渡
し
を
受

け
る
も
の

）
の

貨
物

油
タ
ン
ク
の

防
食

方
法

及
び
検

査
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
12
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s a
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lo
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 P
ar
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ut
om

at
ed

m
ea

su
rin

g 
m

et
ho

d 
fo

r t
he

 to
ta

l
am

ou
nt

 o
f w

at
er

-s
ol

ub
le

 sa
lts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
防

食
塗

装
及

び
検

査
方

法
－

第
4部

：
鋼

材
表

面
の

塗
装

前
塩

分
濃

度
自

動
測

定
方

法

防
食

塗
装

前
の

鋼
板

表
面

の
塩

分
濃

度
評

価
の

た
め
電

導
度

計
を
用

い
た
自

動
塩

分
濃

度
測

定
方

法
に
つ

い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
日

本
主

導
】
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 P
ar
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en
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nd
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ul
at

in
g 

m
et

ho
d 

fo
r d

am
ag

ed
co

at
in

g 
ar

ea
s o

f b
al

la
st

 ta
nk

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
防

食
塗

装
及

び
検

査
方

法
－

第
5部

：
バ
ラ
ス
ト
タ

ン
ク
の

塗
装

損
傷

面
積

の
評

価
計

算
方

法

バ
ラ
ス
ト
タ
ン
ク
及
び

IM
O

/P
SP

C
が

適
用

さ
れ

る
貨

物
油

タ
ン
ク
の

塗
装

損
傷

面
積

の
評

価
及

び
計

算
方

法
に
つ
い
て
取

り
纏

め
る
も
の

。
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14
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ip
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nd

 m
ar
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C
om
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r a
pp
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at
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ns
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 S

hi
pb

oa
rd

lo
ad

in
g 

in
st

ru
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
－

船
舶

積
付

計
器

積
付

け
そ
の

他
の

安
全

に
関

す
る
事

項
（
非

損
傷

時
復

原
性

、
縦

強
度

等
）
に
関

連
し
た
機

能
を
果

た
す
た
め

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使

用
す
る
場

合
の

積
付

計
算

用
計

器
の

要
求

事
項

に
つ
い
て

IM
O
の

M
SC

/C
irc

.8
54

及
び

89
1並

び
に

IA
C

S 
R

ec
om

m
en

da
tio

n 
N

o.
48
を
補

完
す
る
も
の

と
し
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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 m
ar
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te
ch
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 S
hi

p
de
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gn

 --
 G

en
er

al
 g

ui
da

nc
e 

on
em

er
ge

nc
y 

to
w

in
g 

pr
oc

ed
ur

e

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

設
計

－
非

常
時

曳
航

手
順

に
関

す
る
一

般
的

手
引

き
SO

LA
S 
第

II
-1
章

/3
-4
規

則
に
よ
り
要

求
さ
れ

て
い
る
非

常
時

に
お
け
る
貨

物
船

及
び
旅

客
船

の
曳

航
手

順
に

関
す
る
手

引
き
と
し
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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 m
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no
lo

gy
 --

M
et

ho
do

lo
gy

 fo
r l

au
nc

hi
ng

 sh
ip

ut
ili

zi
ng

 a
ir 

ba
gs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

エ
ア
バ
ッ
グ
を
用

い
た
船

舶
の

進
水

方
法

進
水
船
舶
の
仕
様
、
施
設
（
エ
ア
バ
ッ
グ
、
船
台
、
曳
航
装
置
等
）
、
進
水
手
順
、
進
水
時
の
安
全
措
置
等
に
関

す
る
指

針
を
含

む
エ
ア
バ

ッ
グ
を
使

用
し
た
船

舶
の

進
水

方
法

に
係

る
一

般
的

な
指

針
を
取

り
纏

め
る
も
の

。
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ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

C
er

am
ic

 w
el

di
ng

 b
ac

ki
ng

 fo
r m

ar
in

e
us

e

船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
船
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク

製
溶

接
裏

当
材

船
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
裏
当
材
の
分
類
、
寸
法
及
び
外
観
、
性
能
、
試
験
方
法
等
に
つ
い
て
取
り
纏
め
る
も
の
。

20
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.0
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00
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Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

C
om

pu
te

r a
pp

lic
at

io
ns

 --
 G

en
er

al
pr

in
ci

pl
es

 fo
r t

he
 d

ev
el

op
m

en
t a

nd
us

e 
of

 p
ro

gr
am

m
ab

le
 e

le
ct

ro
ni

c
sy

st
em

s i
n 

m
ar

in
e 

ap
pl

ic
at

io
ns

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
－
船
舶
用
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ

ル
電

子
系

の
開

発
及

び
使

用
に
関

す
る

一
般

原
則

信
頼
性
の
あ
る
船
舶
用
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
電
子
系
の
開
発
並
び
に
使

用
に
関

す
る
必

須
原

則
、
推

奨
判

定
基

準
及

び
関

連
指

針
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
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Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 O
il-

tig
ht

 h
at

ch
 c

ov
er

s
船
舶
及
び
海
洋
技
術
－
オ
イ
ル
タ
イ
ト

ハ
ッ
チ
カ
バ
ー

オ
イ
ル
ハ
ッ
チ
カ
バ
ー
の
分
類
、
寸
法
、
性
能
、
試
験
方
法
、
検
査
、
表
示
、
梱
包
、
輸
送
及
び
設
置
の
要
件
を

取
り
ま
と
め
る
も
の

。
【
中

国
提

案
】

20
15

.0
9.

01
－

51
／

60

－ 149 －
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Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

H
in

ge
d 

w
at

er
tig

ht
 d

oo
rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ヒ
ン
ジ
付

き
水

密
戸

19
66
年

の
満

載
喫

水
線

に
関

す
る
国

際
条

約
を
考

慮
し
た
船

用
ヒ
ン
ジ
付

き
水

密
戸

の
主

要
寸

法
、
材

料
、
品

質
及

び
製

造
条

件
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の

。
【
中

国
提

案
】

20
15

.0
9.

01
－

SC
8
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O

 1
79

41
:2

01
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

H
yd

ra
ul

ic
 h

in
ge

d 
w

at
er

tig
ht

 fi
re

pr
oo

f
do

or
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

油
圧

式
ヒ
ン
ジ
付

き
水
密
防
火
戸

油
圧
式
ヒ
ン
ジ
付
き
水
密
防
火
戸
の
分
類
、
寸
法
、
性
能
、
試
験
方
法
、
検
査
、
輸
送
及
び
設
置
方
法
等
に
つ

い
て
取

り
ま
と
め
る
も
の

。
こ
の

規
格

は
水

圧
1.

0M
Pa

ま
で
耐

え
る
こ
と
が

で
き
る
油

圧
式

ヒ
ン
ジ
付

き
水

密
防

火
戸

の
設

計
、
製

造
及

び
受

け
入

れ
に
適

用
す
る
。
【
中

国
提

案
】
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.0
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ar
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e 
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lo
gy
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R
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ea

bl
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ba
tte

ry
 sy

st
em

s f
or

el
ec

tri
ca

lly
 p

ro
pe

lle
d 

sh
ip

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
気

推
進

船
用

二
次

電
池

シ
ス
テ
ム

電
気

推
進

船
用

二
次

電
池

シ
ス
テ
ム
の

設
計

基
準

を
取

り
纏

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
【
韓
国
主
導
】

N
P承

認

20
22

.0
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Sh
ip

s a
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ar

in
e 

te
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no
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gy
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G
en

er
al

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r

in
cl

in
om

et
er

s u
se

d 
fo

r d
et

er
m

in
at

io
n

of
 tr

im
 a

nd
 li

st
 o

f L
N

G
 c

ar
rie

rs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

LN
G
船

の
ト
リ
ム

及
び
リ
ス
ト
の

測
定

に
用

い
る
傾

斜
計

の
一

般
要

件

LN
G
船

に
お
け
る

C
TM

Sの
ト
リ
ム
及

び
リ
ス
ト
を
測

定
す
る
た
め
の

傾
斜

計
の

設
置

及
び
計

測
方

法
等

に
つ

い
て
取

り
ま
と
め
る
も
の

。
20

19
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G
ui

de
lin

es
 o

n 
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 m
et
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d 

of
vi

br
at
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n 
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io

n 
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r s
hi

p 
au

xi
lia

ry
m

ac
hi

ne
ry

舶
用

補
機

の
振

動
防

止
の

た
め
の

設
計

方
法

に
関

す
る
指
針

舶
用

補
機

の
振

動
防

止
の

た
め
の

設
計

方
法

に
関

す
る
指

針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
提

案
】

【
補

足
】

N
P投

票
は

エ
キ
ス
パ

ー
ト
定

足
数

の
不

足
に
よ
り

20
14
年

10
月

10
日
付
で
否
決
さ
れ
た
が
、
提
案
国
の
要
請

に
よ
り
投

票
が

1ヶ
月

間
延

長
さ
れ

、
結

果
と
し
て
、

N
P投

票
が

可
決

さ
れ

た
。
本

件
審

議
の

た
め
、

SC
8/

W
G

12
が

新
設

置
さ
れ

た
。
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Te
st
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et

ho
d 

of
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ow
 in

du
ce

d 
in

-p
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e
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e 

so
ur

ce
 c

ha
ra

ct
er

is
tic

s f
or

 sh
ip

-
us

ed
 p

um
p

船
内
ポ
ン
プ
の
水
流
に
よ
る
パ
イ
プ
内
騒

音
減

特
性

の
測

定
方

法
ポ
ン
プ
を
起

因
と
し
た
水

流
に
よ
り
引

き
起

こ
さ
れ

た
パ

イ
プ
内

騒
音

源
特

性
の

計
測

方
法

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の
。
【
中
国
提
案
】

【
補

足
】

N
P投

票
は

エ
キ
ス
パ

ー
ト
定

足
数

の
不

足
に
よ
り

20
14
年

10
月

10
日
付
で
否
決
さ
れ
た
が
、
提
案
国
の
要
請

に
よ
り
投

票
が

1ヶ
月

間
延

長
さ
れ

、
結

果
と
し
て
、

N
P投

票
が

可
決

さ
れ

た
。
本

件
審

議
の

た
め
、

SC
8/

W
G

13
が

新
設

置
さ
れ

た
。
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プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
ノ
イ
ズ
評

価
の

た
め
の

モ
デ
ル

試
験

方
法

 - 
第

1部
：
音

源
レ
ベ
ル

推
定

法

プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

騒
音

評
価

試
験

法
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
韓
国
提
案
】

本
件

審
議

の
た
め
、

SC
8/

W
G

14
が

新
設

置
さ
れ

た
。
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in

 sh
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ar
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ur
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io

n

プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
ノ
イ
ズ
評

価
の

た
め
の

モ
デ
ル

試
験

方
法

 - 
第

2部
：
音

源
探

査

こ
の

規
格

は
、
船

舶
設

計
に
お
け
る
プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
音

源
評

価
の

モ
デ
ル

試
験

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の
。
試
験
の
目
的
は
、
模
型
試
験
に
よ
っ
て
設
計
段
階
で
プ
ロ
ペ
ラ
の
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
ノ
イ
ズ
特
性
を

評
価

す
る
こ
と
に
よ
り
、
船

舶
設

計
に
お
け
る
プ
ロ
ペ
ラ
騒

音
を
低

減
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 間
接
的
な
音
響
感
知

法
を
用

い
て
設

計
段

階
で
雑

音
源

を
局

在
化

さ
せ

、
そ
の

雑
音

レ
ベ
ル

を
予

測
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

20
19

.0
8

－

SC
8

IS
O

 2
03

13
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

C
at

ho
di

c 
pr

ot
ec

tio
n 

of
 sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

用
カ
ソ
ー
ド

防
食

船
体

お
よ
び
船

体
付

属
物

の
カ
ソ
ー
ド
防

食
に
関

す
る
必

要
条

件
お
よ
び
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【

N
A

C
E

提
案

】
本

件
審

議
の

た
め
、

SC
8/

W
G

15
が

新
設

置
さ
れ

た
。

20
18

.0
1

－

SC
8

IS
O

 2
10

05
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Th
er

m
al

ly
 to

ug
he

ne
d 

sa
fe

ty
-g

la
ss

pa
ne

s f
or

 w
in

do
w

s a
nd

 si
de

 sc
ut

tle
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
用

角
窓

及
び

丸
窓
用
熱
強
化
安
全
ガ
ラ
ス

IS
O

 3
90

3に
適

合
す
る
角

窓
及

び
IS

O
 1

75
1に

適
合

す
る
丸

窓
に
用

い
ら
れ

る
熱

強
化

安
全

ガ
ラ
ス
の

材
質

及
び
仕

上
げ
、
互

換
性

確
保

に
必

要
な
寸

法
、
公

差
、
平

行
度

お
よ
び
平

坦
度

、
表

示
並

び
に
製

品
の

呼
び
方

等
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
18

.0
2

－

52
／

60

－ 150 －



SC
8

IS
O

 2
16

35
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Sp
ec

ifi
ca

tio
n 

of
 h

ig
h 

m
an

ga
ne

se
au

se
ni

tic
 st

ee
l u

se
d 

fo
r L

N
G

 ta
nk

s o
n

bo
ar

d 
sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

LN
G
タ
ン
ク
用

高
マ
ン
ガ
ン
鋼

の
仕

様
船

上
に
設

置
す
る
小

規
模

LN
G
タ
ン
ク
に
用

い
る
高

マ
ン
ガ
ン
鋼

の
仕

様
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

7

－

SC
8

IS
O

 2
19

84
:2

01
8

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

G
ui

de
lin

es
 fo

r m
ea

su
re

m
en

t,
ev

al
ua

tio
n 

an
d 

re
po

rti
ng

 o
f v

ib
ra

tio
n

w
ith

 re
ga

rd
 to

 h
ab

ita
bi

lit
y 

on
 sp

ec
ifi

c
sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

一
定

条
件

の
船

舶
の

居
住

性
に
関

す
る
振

動
の

測
定

、
評

価
、
報
告

一
定

条
件

の
船

舶
の

居
住

性
に
関

す
る
振

動
に
つ
い
て
、
適

切
な
測

定
方

法
、
評

価
方

法
、
報

告
方

法
を
取

り
纏
め
た
も
の
。
【
日
本
主
導
】

20
18

.0
2

－

SC
8

IS
O

 2
20

98
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Fu
ll-

sc
al

e 
te

st
 m

et
ho

d 
fo

r p
ro

pe
lle

r
ca

vi
ta

tio
n 

ob
se

rv
at

io
n 

an
d 

hu
ll

pr
es

su
re

 m
ea

su
re

m
en

t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

実
船

に
お
け
る
プ

ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
観
測
と
船
体
船

尾
圧

測
定

法

こ
の

規
格

は
、
プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
観

測
と
船

体
船

尾
圧

測
定

の
実

船
に
よ
る
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の
。

 こ
の

試
験

の
目

的
は

、
実

船
試

験
に
よ
り
プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
挙
動
と
船
舶
振
動
へ
の
影

響
を
検

証
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 プ
ロ
ペ
ラ
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

挙
動

と
そ
れ

に
関

連
す
る
船

体
圧

力
は

、
模

型
試

験
に
よ
っ
て
評

価
さ
れ

る
の

が
一

般
的

で
あ
る
が

、
模

型
試

験
で
は

実
船

の
フ
ル

ス
ケ
ー
ル

キ
ャ
ビ
テ
ー

シ
ョ
ン
現

象
が

計
測

で
き
な
い
場

合
が

あ
り
得

る
。

こ
の
規
格
で
は
、
キ
ャ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
観
測
お
よ
び
船
体
船
尾
圧
測
定
の
た
め
の
手
順
（
テ
ス
ト
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、

構
造

安
全

性
、
デ
ー
タ
処

理
お
よ
び
報

告
）
を
含

む
。

20
20

.0
5.

13

－

SC
8

IS
O

 2
29

87
:2

02
0

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

Pe
rf

or
m

an
ce

 T
es

t f
or

 S
ki

n 
Fr

ic
tio

n 
of

A
nt

ifo
ul

in
g 

Pa
in

ts
 b

y 
R

ot
at

in
g 

D
ru

m

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

回
転

ド
ラ
ム
に
よ

る
防

汚
塗

料
の

表
面

摩
擦

の
た
め
の

性
能

試
験

回
転

式
ド
ラ
ム
に
よ
る
防

汚
塗

料
の

表
面

摩
擦

の
た
め
の

性
能

試
験

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

20
.0

6.
11

－

SC
8

IS
O

 2
31

20
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

G
ra

ph
ic

al
 sy

m
bo

ls
 fo

r s
hi

p 
ac

ci
de

nt
re

sp
on

se

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

事
故

対
応

の
た
め
の

図
記

号
こ
の

規
格

は
、
船

舶
事

故
対

応
の

た
め
の

図
記

号
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
提

案
】

20
22

.0
8

－

SC
8

IS
O

 2
31

21
-1

:2
01

9
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
In

fla
ta

bl
e 

bu
oy

an
cy

 su
pp

or
t s

ys
te

m
us

in
g 

fix
ed

 fi
re

 e
xt

in
gu

is
hi

ng
ar

ra
ng

em
en

t a
ga

in
st

 fl
oo

di
ng

 o
f s

hi
ps

--
 P

ar
t 1

: G
as

 in
le

t s
ys

te
m

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
浸

水
防

止
の

た
め
の

固
定

式
消

火
装

置
を
用

い
た
膨

脹
式

浮
力

支
援

シ
ス
テ
ム
－

第
1部

：
ガ
ス
注

入
シ
ス
テ
ム

こ
の

規
格

は
、
船

舶
の

浸
水

防
止

の
た
め
の

固
定

式
消
火
装
置
を
用
い
た
膨
脹
式
浮
力
支
援
シ
ス
テ
ム
（
ガ

ス
注

入
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
提

案
】

20
19

.1
2

－

SC
8

IS
O

 2
31

22
-2

:2
01

9
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
In

fla
ta

bl
e 

bu
oy

an
cy

 su
pp

or
t s

ys
te

m
us

in
g 

fix
ed

 fi
re

 e
xt

in
gu

is
hi

ng
ar

ra
ng

em
en

t a
ga

in
st

 fl
oo

di
ng

 o
f s

hi
ps

--
 P

ar
t 2

: P
ar

t 2
: B

uo
ya

nc
y 

ch
am

be
r

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

船
舶

の
浸

水
防

止
の

た
め
の

固
定

式
消

火
装

置
を
用

い
た
膨

脹
式

浮
力

支
援

シ
ス
テ
ム
－

第
2部

：
浮
力
チ
ャ
ン
バ

こ
の

規
格

は
、
船

舶
の

浸
水

防
止

の
た
め
の

固
定

式
消
火
装
置
を
用
い
た
膨
脹
式
浮
力
支
援
シ
ス
テ
ム
（
浮

力
チ
ャ
ン
バ

）
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
韓

国
提

案
】

20
19

.1
2

－

SC
8

IS
O

 2
34

30
:2

01
9

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

Sp
ec

ifi
ca

tio
n 

of
 h

ig
h 

m
an

ga
ne

se
au

st
en

iti
c 

st
ee

l t
hi

n 
st

rip
s u

se
d 

fo
r

LN
G

 ta
nk

s o
n 

bo
ar

d 
sh

ip
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

LN
G
タ
ン
ク
用

薄
板
高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

LN
G
タ
ン
ク
用

薄
板

高
マ
ン
ガ
ン
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
鋼

に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
フ
ラ
ン
ス
提

案
】

20
19

.1
2

－

SC
8

IS
O

 2
34

53
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

G
ui

de
lin

e 
on

 d
es

ig
n 

an
d 

ap
pl

ic
at

io
n

of
 h

ub
 v

or
te

x 
ab

so
rb

ed
 fi

ns
 fo

r f
ix

ed
-

pi
tc

h 
m

ar
in

e 
pr

op
el

le
r

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

固
定

ピ
ッ
チ
プ
ロ

ペ
ラ
用
フ
ィ
ン
付
キ
ャ
ッ
プ
の
設
計
と
運
用

に
関

す
る
指

針

固
定

ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
用

フ
ィ
ン
付

キ
ャ
ッ
プ
の

設
計

と
運

用
に
関

す
る
指

針
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
 【
中

国
提

案
】

20
22

.1
2

－

SC
8

IS
O

/2
41

69
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Fi
re

pr
oo

f w
at

er
tig

ht
 h

at
ch

 c
ov

er
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

耐
火

性
水

密
ハ
ッ
チ
カ
バ
ー

耐
火
性
水
密
ハ
ッ
チ
カ
バ
ー
の
分
類
、
フ
ラ
ッ
ギ
ン
グ
、
要
件
、
試
験
手
法
、
検
査
規
則
、
印
づ
け
、
梱
包
、
輸
送

及
び
保

管
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
水
圧

10
m
ま
で
の

全
種

類
の

船
舶

の
耐

火
性

水
密

ハ
ッ
チ
カ
バ

ー
の

設
計

、
製

造
に
適

用
で
き

る
。
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.0
1.
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SC
8

IS
O

 2
43

16
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

D
es

ig
n 

an
d 

te
st

in
g 

sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r

st
ee

l d
oo

rs
 u

si
ng

 e
le

ct
ric

al
 re

si
st

an
ce

tra
ce

 h
ea

tin
g

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
気

抵
抗

ト
レ
ー

ス
加

熱
を
用

い
た
鋼

製
ド
ア
の

設
計

及
び

試
験

仕
様

低
温

環
境

(－
20
度

未
満

)で
航

海
す
る
船

舶
用

の
電

気
抵

抗
ト
レ
ー
ス
加

熱
を
用

い
た
鋼

製
ド
ア
の

た
め
の

設
計

、
性

能
、
材

質
、
製

造
品

質
、
試

験
及

び
指

定
に
つ
い
て
取
り
纏
め
て
い
る
。
【
中
国
提
案
】

20
22

.0
7

－

SC
8

IS
O

 2
43

19
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

D
es

ig
n 

an
d 

te
st

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r

el
ec

tri
ca

l t
ra

ce
 h

ea
tin

g 
sm

al
l s

te
el

ha
tc

he
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
気

ト
レ
ー
ス
加

熱
を
用

い
た
小

型
ハ

ッ
チ
カ
バ

ー
の

設
計

及
び
試

験
要

件

低
温

環
境

(－
20
度

未
満

)で
航

海
す
る
船

舶
用

の
電

気
抵

抗
ト
レ
ー
ス
加

熱
を
用

い
た
鋼

製
小

型
ハ

ッ
チ
の

た
め
の

設
計

、
性

能
、
材

質
、
製

造
品

質
、
試

験
及

び
指

定
に
つ
い
て
取

り
纏

め
て
い
る
。
【
中

国
提

案
】

20
22

.0
6

－

SC
8

IS
O

/F
D

IS
 2

46
81

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Fi
be

r-
re

in
fo

rc
ed

 p
ol

ym
er

 g
ra

tin
gs

繊
維

強
化

ポ
リ
マ
ー
の

グ
レ
ー
チ
ン
グ

通
路

や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
使

用
す
る
た
め
の

繊
維

強
化

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

の
グ
レ
イ
チ
ン
グ
に
関

し
て
、
技

術
要

件
（
分

類
・
設

計
）
及

び
検

査
・
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
【
中

国
主

導
】

制
定
準
備
中

－

SC
8

IS
O

/C
D

 2
46

82
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Te

ch
ni

ca
l r

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r B

-c
la

ss
fir

e-
re

si
st

an
t c

om
pa

rtm
en

t s
ys

te
m

 o
f

co
m

po
si

te
 ro

ck
 w

oo
l p

an
el

複
合

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

パ
ネ
ル

の
B
級

耐
火

区
画

シ
ス
テ
ム
の

技
術

要
件

FT
Pコ

ー
ド

Pa
rt3

（
IM

O
決

議
A

75
4(

18
)）
で
定

め
ら
れ

た
、
「

B
級

仕
切

り
」
の

う
ち
、
居

住
区

で
使

用
さ
れ

る
、

複
合

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル

パ
ネ
ル

に
関

す
る
耐

火
区

画
シ
ス
テ
ム
の

技
術

要
件

及
び
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
る
こ
と

を
目

的
と
し
て
い
る
。
【
中

国
主

導
】

C
D
投
票
終
了
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議
長

：
M

r. 
St

ev
en

 O
'M

al
le

y（
米
国
）
、
幹
事
国
：
韓
国
（
韓
国
舶
用
品
研
究
所

K
O

M
ER

I）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
11

IS
O

 7
25

5:
19

85
Sh

ip
bu

ild
in

g 
--

 A
ct

iv
e 

co
nt

ro
l u

ni
ts

of
 sh

ip
s -

- V
oc

ab
ul

ar
y

造
船
－
船
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
制
御
装
置
－
用

語
船

の
ア
ク
テ
ィ
ブ
制

御
装

置
に
関

連
す
る
用

語
及

び
定

義
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
19

85
.1

2.
15

.
－

SC
11

TC
8か

ら
移

管

IS
O

 2
08

58
:2

00
7

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

iti
m

e 
po

rt 
fa

ci
lit

y 
se

cu
rit

y
as

se
ss

m
en

ts
 a

nd
 se

cu
rit

y 
pl

an
de

ve
lo

pm
en

t

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

港
湾

施
設

の
保

安
評

価
と
保

安
計

画
の

作
成

IS
PS

コ
ー
ド
に
よ
り
要

求
さ
れ

る
港

湾
施

設
に
係

る
保

安
評

価
の

実
施

及
び
保

安
計

画
の

作
成

を
行

う
人

員
の

能
力

に
つ
い
て
取

り
纏

め
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
を
実

施
す
る
た
め
の

文
書

化
に
関

す
る
要

求
事

項
を
提

供
す
る

も
の
。

20
07

.1
0.

15
.

－

SC
11

IS
O

 2
17

45
:2

01
9

El
ec

tro
ni

c 
re

co
rd

 b
oo

ks
 fo

r s
hi

ps
 --

Te
ch

ni
ca

l s
pe

ci
fic

at
io

n 
an

d
op

er
at

io
na

l r
eq

ui
re

m
en

ts

電
子
レ
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
－
技
術
規
定
及
び

運
用

要
件

海
洋

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
於

け
る
電

子
ロ
グ
ブ
ッ
ク
の

使
用

上
の

技
術

的
及

び
運

用
上

の
要

件
を
取

り
纏

め
る

も
の
。

20
19

.0
9.

03

－

SC
11

IS
O

 2
33

23
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

Sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r s

of
tw

ar
e-

ba
se

d
pl

an
ne

d 
m

ai
nt

en
an

ce
 sy

st
em

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ベ
ー
ス
の

計
画

保
守

シ
ス
テ
ム
の

仕
様

こ
の

規
格

は
、
国

際
安

全
管

理
コ
ー
ド

(I
SM

 C
od

e)
の
第

10
章

（
船

舶
及

び
設

備
の

保
守

）
へ

の
適

用
を
支

援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
同

コ
ー
ド
に
関

連
す
る
船

上
機

器
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
を
保

守
す
る
た
め
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

ベ
ー
ス
の

計
画

保
守

シ
ス
テ
ム
の

最
小

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

（
船

舶
に
特

化
し
な
い
一

般
的

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
。

20
21

.0
9

－

SC
11

IS
O

 2
40

60
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 S
hi

p
So

ftw
ar

e 
Lo

gg
in

g 
Sy

st
em

 fo
r

O
pe

ra
tio

na
l T

ec
hn

ol
og

y

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

O
T用

船
上

機
器

の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(S
SL

S)

こ
の

規
格

は
、

B
IM

C
O

-C
IR

M
 m

ai
nt

en
an

ce
 g

ui
de

lin
es
の

A
pp

en
di

x 
5を

基
礎

と
し
、
船

上
装

置
及

び
シ
ス

テ
ム
の

O
T用

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

た
め
の

指
針

を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
船

上
機

器
及

び
シ
ス

テ
ム
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
機

器
）
が

適
切

に
動

作
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の

ロ
グ
を
得

る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
【
米

国
】

20
21

.0
7

－

SC
11

IS
O

/D
IS

 2
40

60
-2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

 S
hi

p
so

ftw
ar

e 
lo

gg
in

g 
sy

st
em

 fo
r

op
er

at
io

na
l t

ec
hn

ol
og

y 
—

 P
ar

t 2
:

El
ec

tro
ni

c 
se

rv
ic

e 
re

po
rts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

O
T用

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
－

電
子

サ
ー
ビ
ス

レ
ポ
ー
ト

こ
の

規
格

は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の

終
了

後
に
用

い
ら
れ

る
サ
ー
ビ
ス
レ
ポ
ー
ト
の

標
準

化
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル

形
式

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
れ
に
よ
り
、
船

の
SS

LS
と
直

接
統

合
し
、
船

上
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ

グ
に
確

実
に
記

録
で
き
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

B
IM

C
O

-C
IR

M
 m

ai
nt

en
an

ce
 g

ui
de

lin
es
の

A
pp

en
di

x 
4（
電

子
サ

ー
ビ
ス
レ
ポ
ー
ト
）
を
対

象
と
し
た
、

O
T用

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ロ
ギ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
取

り
纏

め
る
こ
と
を
目

的
と

し
て
い
る
。
【
米

国
主

導
】

D
IS
投
票
中

20
23

.0
3.

16
〆
切

－

SC
11

IS
O

 2
80

05
-1

:2
01

3
Se

cu
rit

y 
m

an
ag

em
en

t s
ys

te
m

s f
or

 th
e

su
pp

ly
 c

ha
in

 --
 E

le
ct

ro
ni

c 
po

rt
cl

ea
ra

nc
e 

(E
PC

) -
- P

ar
t 1

: M
es

sa
ge

st
ru

ct
ur

es
 --

 Im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 a
m

ar
iti

m
e 

si
ng

le
 w

in
do

w
 sy

sy
te

m

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－

電
子

通
関

手
続

き
(E

PC
)－

第
1部

：
メ
ッ
セ
ー
ジ
構
造
－
海

事
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
の

履
行

メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
要
件
、
業
務
シ
ナ
リ
オ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
構
造
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
要
件
等
の
電
子
通
関
手
続
き
に
関

連
し
て
必

要
な
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

13
.0

3.
01

.

－

SC
11

IS
O

/C
D

 2
80

05
-1

Se
cu

rit
y 

m
an

ag
em

en
t s

ys
te

m
s f

or
 th

e
su

pp
ly

 c
ha

in
 --

 E
le

ct
ro

ni
c 

po
rt

cl
ea

ra
nc

e 
(E

PC
) -

- P
ar

t 1
: M

es
sa

ge
st

ru
ct

ur
es

 --
 Im

pl
em

en
ta

tio
n 

of
 a

m
ar

iti
m

e 
si

ng
le

 w
in

do
w

 sy
sy

te
m

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－

電
子

通
関

手
続

き
(E

PC
)－

第
1部

：
メ
ッ
セ
ー
ジ
構
造
－
海

事
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
の

履
行

メ
ッ
セ
ー
ジ
送
信
要
件
、
業
務
シ
ナ
リ
オ
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
構
造
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
要
件
等
の
電
子
通
関
手
続
き
に
関

連
し
て
必

要
な
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
ノ
ル

ウ
ェ
ー
主

導
】

20
21
年

9月
28
日

開
催

の
IS

O
/T

C
8/

SC
11
総

会
で

C
D
か

ら
の

改
訂

を
決

議
。
経

年
に
よ
る
技

術
更

新
事

項
の

反
映

を
目

的
。

C
D
登
録

'2
02

1.
10

.1
2

－

SC
11

TC
8か

ら
移

管

IS
O

 2
80

05
-2

:2
02

1
Se

cu
rit

y 
m

an
ag

em
en

t s
ys

te
m

s f
or

 th
e

su
pp

ly
 c

ha
in

 --
 E

le
ct

ro
ni

c 
po

rt
cl

ea
ra

nc
e 

(E
PC

) -
- P

ar
t 2

: C
or

e 
da

ta
el

em
en

ts

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
－

電
子

通
関

手
続

き
(E

PC
)－

第
2部

：
コ
ア
デ
ー
タ
要

素

船
舶

と
港

湾
間

に
お
け
る
電

子
通

関
手

続
き
に
関

す
る

IM
O
参

照
デ
ー
タ
モ
デ
ル

で
定

義
さ
れ

て
い
る
デ
ー
タ

要
素

と
デ
ー
タ
モ
デ
ル

を
X

M
Lデ

ー
タ
構

造
で
送

受
信

す
る
た
め
に
必

要
な
デ
ー
タ
要

素
と
デ
ー
タ
モ
デ
ル

の

詳
細

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
ま
た
、
こ
の

規
格

は
、

IM
O

 R
es

ol
ut

io
n 

M
EP

C
.1

38
（
53
）
で
修

正
さ
れ

た
IM

O
R

es
ol

ut
io

n 
A

.8
51
（
20
）
で
定

義
さ
れ

た
必

須
の

船
舶

報
告

及
び

IM
O

 R
es

ol
ut

io
n 

A
.8

62
で
定

義
さ
れ

た
バ

ル
ク
ロ
ー
ド
・
ア
ン
ロ
ー
ド
情

報
を

X
M

Lデ
ー
タ
構

造
で
送

受
信

す
る
た
め
に
必

要
な
デ
ー
タ
要

素
も
定

め
て
い

る
。
こ
の

規
格

と
IM

O
参

照
デ
ー
タ
モ
デ
ル

の
デ
ー
タ
要

素
リ
ス
ト
と
の

関
連

は
こ
の

規
格

の
附

属
書

B
に
記

載
。

20
21

.0
5

－

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1

1（
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル

及
び
短

距
離

海
上

輸
送

分
科

委
員

会
）
担

当
分
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／
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SC
11

IS
O

/A
W

I 2
80

05
-3

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 —

El
ec

tro
ni

c 
po

rt 
cl

ea
ra

nc
e 

(E
PC

) —
Pa

rt 
3:

 T
ec

hn
ic

al
 st

an
da

rd
 fo

r
ad

m
in

is
tra

tiv
e 

an
d 

op
er

at
io

na
l d

at
a

ex
ch

an
ge

s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

電
子

通
関

手
続

き
（
EP

C
）
－

第
3部

：
管

理
及

び
運

航
デ
ー

 
タ
交

換
の

た
め
の

技
術

規
格

こ
の

規
格

は
、
船

の
寄

港
に
関

連
し
て
海

と
陸

の
関

係
者

の
調

整
に
用

い
ら
れ

る
基

本
的

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
交

換
と
デ
ー
タ
要

素
を
取

り
纏

め
て
い
る
。
こ
れ

は
以

下
に
関

連
す
る
。

1）
当

局
へ

の
通

知
と
申

告

2）
寄

港
に
関

連
す
る
特

定
の

プ
ロ
セ
ス
の

計
画

と
実

行
。
例

：
バ

ー
ス
の

割
り
当

て
、
到

着
、
出

発
。

範
囲

と
し
て
は

、
船

舶
の

通
知

や
申

告
、
移

動
、
地

理
的

な
位

置
、
及

び
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
カ
バ

ー
す
る
。
こ
の

規
格

で
は

、
メ
ッ
セ
ー
ジ
交

換
の

た
め
の

前
後

関
係
を
提
供
す
る
「
ス
ケ
ル
ト
ン
」
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
も
定
義
す

る
。

こ
の
中
で
重
要
な
の
は
、
寄
港
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
最
適
化
し
、
エ
ン
ド
・
ツ
ー
・
エ
ン
ド
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
顧

客
に
持

続
可

能
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

G
H

G
排

出
量

を
削

減
す

る
目

的
で
、
港

湾
・
海

事
行

政
同

様
に
港

湾
・
海

運
セ
ク
タ
ー
に
対

し
て
、
い
か

に
し
て
船
の

JI
T到

着
(J

us
t i

n
tim

e:
ち
ょ
う
ど
間

に
合

っ
て
到

着
す
る
こ
と

)を
促

進
す
る
か

に
つ
い
て
の

情
報

や
提

案
を
提

供
す
る
こ
と
で
あ

る
。
【
ノ
ル

ウ
ェ
ー
提

案
】

N
P承

認

20
21

.1
2.

01

－
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長
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m
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hi
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in
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R
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is
try

 Y
ac

ht
 C

od
es

 S
pe

ci
al

is
t）
、
幹

事
国

：
イ
タ
リ
ア
（

U
N

I）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
12

IS
O

 1
12

09
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 L
ar

ge
ya

ch
ts

 --
 D

ec
k 

cr
an

e 
an

d 
ac

ce
ss

ga
ng

w
ay

s s
tre

ng
th

 re
qu

ire
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

甲
板
ク
レ
ー
ン
及
び
乗
艇
用
ギ
ャ
ン
グ

ウ
ェ
イ
の

強
度

要
求

事
項

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
用

の
揚

卸
し
装

置
の

構
造

材
料

の
最

小
寸

法
に
つ
い
て
の

要
求

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

12
.0

9.
15

－

SC
12

IS
O

 1
13

36
-1

:2
01

2
La

rg
e 

ya
ch

ts
 --

 S
tre

ng
th

,
w

ea
th

er
tig

ht
ne

ss
 a

nd
 w

at
er

tig
ht

ne
ss

of
 g

la
ze

d 
op

en
in

gs
 --

 P
ar

t 1
: D

es
ig

n
cr

ite
ria

, m
at

er
ia

ls
, f

ra
m

in
g 

an
d

te
st

in
g 

of
 in

de
pe

nd
en

t g
la

ze
d

op
en

in
gs

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
ガ
ラ
ス
製
開
口
部
の
強

度
、
風

雨
密

性
及

び
水

密
性

－
第

1部
：

独
立

し
た
ガ
ラ
ス
製

開
口

部
の

設
計

基
準
、
材
料
、
骨
組
及
び
試
験

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
の

独
立

し
た
ガ
ラ
ス
製

開
口

部
に
つ
い
て
、
航

行
条

件
、
開

口
の

位
置

を
考

慮
し
た
技

術
的

要
求

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

12
.0

7.
01

－

SC
12
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/F
D
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 1

13
36
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rg
e 

ya
ch

ts
 --
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tre
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th

,
w
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er

tig
ht
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 P
ar

t 1
: D

es
ig

n
cr

ite
ria

, m
at

er
ia

ls
, f

ra
m

in
g 

an
d

te
st

in
g 

of
 in

de
pe

nd
en

t g
la

ze
d

op
en

in
gs

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
ガ
ラ
ス
製
開
口
部
の
強

度
、
風

雨
密

性
及

び
水

密
性

－
第

1部
：

独
立

し
た
ガ
ラ
ス
製

開
口

部
の

設
計

基
準
、
材
料
、
骨
組
及
び
試
験

IS
O

11
33

6-
1:

20
12
の
改
正
を
行
っ
て
い
る
。
【
ド
イ
ツ
主
導
】

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
8.

10

－

SC
12

IS
O

 1
13

36
-2

:2
02

0
La

rg
e 

ya
ch

ts
 --

 S
tre

ng
th

,
w

ea
th

er
tig

ht
ne

ss
 a

nd
 w

at
er

tig
ht

ne
ss

of
 g

la
ze

d 
op

en
in

gs
 --

 P
ar

t 2
: G

la
ze

d
op

en
in

g 
in

te
gr

at
ed

 in
to

 a
dj

ac
en

t
st

ru
ct

ur
e 

(d
ire

ct
ly

 b
on

de
d 

to
 th

e
bu

lk
he

ad
 o

r s
he

ll)
 --

 D
es

ig
n 

cr
ite

ria
,

st
ru

ct
ur

al
 su

pp
or

t, 
in

st
al

la
tio

n 
an

d
te

st
in

g

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
ガ
ラ
ス
製
開
口
部
の
強

度
、
風

雨
密

性
及

び
水

密
性

－
第

2部
：

隣
接

し
た
構

造
部

へ
統

合
さ
れ

た
ガ
ラ
ス

製
開

口
部

（
隔

壁
又

は
シ
ェ
ル

へ
直

接
接

合
さ
れ
た
構
造
部
）
－
設
計
基
準
、
構
造

支
持

、
設

置
及

び
試

験
）

IS
O

11
33

6-
1で

定
め
る
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
の
ガ
ラ
ス
製
開
口
部
の
船
体
形
成
箇
所
へ
の
ガ
ラ
ス
材
料
の
直
接
接
合

に
関

す
る
技

術
的

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

20
.0

8

－
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12
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O

 1
13

36
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:2
01
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rg
e 

ya
ch

ts
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 S
tre

ng
th

,
w

ea
th

er
tig

ht
ne

ss
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nd
 w

at
er

tig
ht

ne
ss

of
 g
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ze

d 
op

en
in
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 P
ar

t 3
: Q

ua
lit

y
as

su
ra

nc
e,

 in
st

al
la

tio
n 

an
d 

in
-s

er
vi

ce
in

sp
ec

tio
n

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
ガ
ラ
ス
製
開
口
部
の
強

度
、
風

雨
密

性
及

び
水

密
性

－
第

3部
：

品
質

保
証

、
設

置
及

び
サ

ー
ビ
ス
中

検
査

以
下

の
項

目
に
関

し
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
－

ヨ
ッ
ト
に
使

用
す
る
、
薄

く
加

工
し
た
ガ
ラ
ス
及

び
安

全
ガ
ラ
ス
の

適
合

及
び
工

場
製

造
制

御
の

評
価

－
ヨ
ッ
ト
上

の
設

置
用

に
供

給
さ
れ

る
ガ
ラ
ス
の

製
造

ラ
ベ
リ
ン
グ
及

び
表

示
方

法
－

設
置

さ
れ

た
ガ
ラ
ス
の

検
査

方
法

20
19

.0
6

－

SC
12

IS
O

 1
13

47
:2

01
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

 L
ar

ge
ya

ch
ts

 --
 M

ea
su

re
m

en
t a

nd
as

se
ss

m
en

t o
f t

he
 v

is
ua

l a
pp

ea
ra

nc
e

of
 c

oa
tin

gs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

塗
装

の
目

視
測

定
及

び
評

価
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
の

表
面

塗
装

に
つ
い
て
、
光

沢
、
色

、
表

面
欠

陥
等

に
関

す
る
目

視
計

測
及

び
そ
の

評
価

方
法

に
つ
い
て
の

技
術

的
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

12
.0

5.
15

.

－

SC
12

IS
O

/D
IS

 1
13

47
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 --
 L

ar
ge

ya
ch

ts
 --

 M
ea

su
re

m
en

t a
nd

as
se

ss
m

en
t o

f t
he

 v
is

ua
l a

pp
ea

ra
nc

e
of

 c
oa

tin
gs

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

塗
装

の
目

視
測

定
及

び
評

価
20

21
年

4月
20
日

開
催

の
IS

O
/T

C
 8

/S
C

 1
2総

会
で
改
訂
が
決
議
さ
れ
た
。
【

IC
O

M
IA
主
導
】

改
訂

目
的

等
は

未
入

手
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
8.

15
－

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1

2（
船

舶
及

び
海

洋
技

術
用

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
分

科
委

員
会

）
担

当
分

57
／

60

－ 155 －



SC
12
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O

/A
W

I 1
19

58
La

rg
e 

ya
ch

ts
 —

 S
ta

nd
ar

di
ze

d
op

er
at

io
na

l p
ro

fil
e

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
標
準
化
さ
れ
た
運
航
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル

こ
の

規
格

は
、
様

々
な
目

的
の

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
し
て
機

能
で
き
る
よ
う
に
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
に
共

通
す
る
運

航
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
規
格
は
、

12
か

月
の

期
間

に
わ

た
っ
て
以

下
の

6つ
の
異
な
る
航
海
条
件

に
分

け
て
平

均
的

な
運

航
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

を
説

明
し
て
い
る
。

①
港

（
利

用
可

能
な
場

合
は

陸
上

電
力

）
②

ア
ン
カ
ー
時

（
安

定
化

 / 
D

P）
③

ロ
イ
タ
リ
ン
グ

/ 操
縦

④
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
（
レ
ン
ジ
ス
ピ
ー
ド
）

⑤
高

速
ク
ル

ー
ジ
ン
グ

⑥
最

大
速

度
ま
た
、
こ
の
規
格
は
、
喫
水
線
の
長
さ
が

30
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
を
対
象
と
し
て
い
る
。
【
オ
ラ
ン
ダ
提

案
】

N
P投

票
承
認

20
22

.0
1.

22

SC
12

IS
O

 1
48

84
:2

01
5

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 - 

La
rg

e
Y

ac
ht

s -
 W

ea
th

er
tig

ht
 D

oo
rs

 -
St

re
ng

th
 a

nd
 w

ea
th

er
tig

ht
ne

ss
re

qu
ire

m
en

ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

水
密

戸
－

強
度

及
び
水

密
性

に
関

す
る

要
求

事
項

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
用

水
密

戸
（
ヒ
ン
ジ
付

戸
、
す
べ

り
戸

、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
機
構
付
戸
）
の
技
術
的
要
求
事
項
を
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

15
.0

2.
01

.

－

SC
12

IS
O

 1
48

85
:2

01
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

La
rg

e
ya

ch
ts

--
D

ie
se

l e
ng

in
es

 fo
r m

ai
n

pr
op

ul
si

on
 a

nd
 e

ss
en

tia
l a

ux
ili

ar
ie

s-
-

Sa
fe

ty
 R

eq
ui

re
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

推
進

主
機

及
び
重

要
な
補

機
用

デ
ィ
ー
ゼ

ル
機

関
－

安
全

要
求

事
項

艇
長

24
ｍ
以
上

50
0総

ト
ン
未

満
の

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
（
ス
ポ
ー
ツ
又

は
レ
ジ
ャ
ー
を
目

的
と
し
た
商

用
の

も
の

で
貨

物
又

は
12
人

を
超

え
る
旅

客
を
搭

載
し
な
い
も
の

）
の

主
推

進
用

又
は

重
要

補
機

用
の

定
格

出
力

10
0k

W
以

上
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関

に
つ
い
て
の

安
全

に
関

す
る
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
る
も
の

。

20
14

.0
7.

15
.

－
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12

IS
O

 1
48

86
:2

01
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

La
rg

e
Y

ac
ht

s -
- S

tru
ct

ur
al

 F
ire

 P
ro

te
ct

io
n

fo
r F

R
P 

Y
ac

ht
s

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

FR
P製

ヨ
ッ
ト
の
防
火
構
造

艇
長

24
ｍ
以
上

50
0総

ト
ン
未

満
で

12
人

を
超

え
る
旅

客
を
搭

載
し
な
い

FR
P製

商
用

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
の

防
火

構
造

に
つ
い
て
取

り
纏

め
る
も
の

。
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14
.1

1.
15

.

－

SC
12

IS
O

 1
48

86
:2
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4/
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W

I A
m

d1
Sh

ip
s a

nd
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ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy
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rg
e

Y
ac

ht
s -

- S
tru

ct
ur

al
 F

ire
 P

ro
te

ct
io

n
fo

r F
R

P 
Y

ac
ht

s -
- A

m
en

dm
en

t 1

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

FR
P製

ヨ
ッ
ト
の
防
火
構
造
－
追
補

1
20

21
年

4月
20
日

開
催

の
IS

O
/T

C
 8

/S
C

 1
2総

会
で
改
訂
が
決
議
さ
れ
た
。
【
ド
イ
ツ
主
導
】

改
訂

目
的

等
は

未
入

手
。

A
W

Iと
し
て
登

録

20
21

.0
4.

21
－

SC
12

IS
O

 1
65

56
:2

01
4

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
--

La
rg

e
Y

ac
ht

s-
-A

nc
ho

rin
g 

eq
ui

pm
en

ts
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

錨
泊

装
置

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
用
錨
泊
装
置
の
配
置
、
設
計
及
び
装
備
に
関
す
る
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
る
も
の

。
20

14
.1

2.
01

.

－

SC
12

IS
O

/D
IS

 2
28

22
La

rg
e 

Y
ac

ht
s -

- Q
ua

lit
y 

as
se

ss
m

en
t

an
d 

ac
ce

pt
an

ce
 c

rit
er

ia
 --

 D
yn

am
ic

po
si

tio
ni

ng
 sy

st
em

s o
n 

La
rg

e 
ya

ch
ts

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
品
質
評
価
及
び
容
認
基

準
－

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
に
お
け
る
自

動
船

位
保

持
装

置

こ
の
規
格
は
、
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
（

LY
）
の
自
動
船
位
保
持
装
置
の
技
術
的
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
オ
ラ
ン
ダ

主
導

】
D

IS
投
票
承
認

20
22

.0
3.

26
－

SC
12

IS
O

/A
W

I 2
28

28
La

rg
e 

Y
ac

ht
s —

 M
an

ag
em

en
t o

f
he

al
th

 a
nd

 sa
fe

ty
 ri

sk
s a

ss
oc

ia
te

d
w

ith
 th

e 
st

or
ag

e,
 h

an
dl

in
g,

 g
en

er
at

io
n

an
d 

us
e 

of
 is

oc
ya

na
te

s i
n 

th
e

w
or

kp
la

ce

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
作
業
ス
ペ
ー
ス
で
の

イ
ソ

シ
ア
ネ
ー
ト
の

保
管

、
取

り
扱

い
、
生

成
、

使
用

に
関

連
す
る
健

康
と
安

全
の

リ
ス
ク

の
管

理

SC
12
決

議
13

/2
02

1の
投

票
結

果
に
基

づ
く

A
W

Iと
し
て
登

録
。
【I

C
O

M
IA
主
導
】

名
称

だ
け
で
、
規

格
案

の
内

容
は

公
開

さ
れ

て
い
な
い
。

A
W

Iと
し
て
登

録

20
22

.0
1.

17

SC
12

IS
O

 2
28

34
:2

02
2

La
rg

e 
ya

ch
ts

 --
 Q

ua
lit

y 
as

se
ss

m
en

t o
f

lif
e 

on
bo

ar
d 

--
 P

ar
t 1

:
St

ab
ili

za
tio

n/
se

a 
ke

ep
in

g

ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－

乗
船

中
の

人
に
影

響
を
与

え
る
品

質
評

価
－

第
1部

：
ス
タ
ビ
リ
ゼ
イ

シ
ョ
ン

/シ
ー
キ
ー
ピ
ン
グ

こ
の

規
格

は
、
豪

華
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
に
於

け
る
生

活
の

質
を
主

観
的

に
評

価
す
る
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

22
.0

3

－

SC
12

IS
O

 2
44

82
:2

02
3

La
rg

e 
ya

ch
ts

 —
 N

av
ig

at
io

na
l b

rid
ge

vi
si

bi
lit

y
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
－
航
海
船
橋
の
可
視
性

こ
の
規
格
は
、
ラ
ー
ジ
ヨ
ッ
ト
の
航
海
船
橋
か
ら
の
前
方
（
水
平
方
向
お
よ
び
垂
直
方
向
）
お
よ
び
後
方
の
視
野

の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
【
オ
ラ
ン
ダ
主
導
】

20
23

.0
3

－

58
／

60
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議
長

：
M

r. 
Ji

ab
ia

o 
Li
（
中
国
）
、
幹
事
国
：
中
国
（

SA
C）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

SC
13

IS
O

 3
48

2:
20

22
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Te

ch
ni

ca
l G

ui
de

lin
es

 fo
r t

he
 A

ct
iv

e
So

ur
ce

 E
xp

lo
ra

tio
n 

of
 O

ce
an

 B
ot

to
m

Se
is

m
om

et
er

s (
O

B
S)

船
舶

及
び
海

洋
技

術
－

海
底

地
震

計
（
O

B
S）

の
活

発
な
資

源
探

査
の

た
め
の

技
術

指
針

本
規
格
案
は
、
海
底
地
震
計
（
O

B
S）

を
使

用
し
た
海

洋
地
球
物
理
学
調
査
の
技
術
設
計
、
機
器
の
技
術
指

標
、
海

洋
検

出
手

順
、
デ
ー
タ
処

理
と
解

釈
、
お
よ
び
結

果
概

要
を
取

り
纏

め
て
い
る
。

20
22

.0
5

－

SC
13

IS
O

/D
IS

 5
41

1
Su

bm
er

si
bl

es
 - 

Te
rm

in
ol

og
y

潜
水

艇
－

用
語

潜
水

艇
の

種
類

、
性

能
、
耐

圧
構

造
、
シ
ス
テ
ム
及

び
装
備
、
試
験
及
び
検
査
と
い
っ
た
５
つ
の
側
面
を
含
む
、

潜
水

艇
の

標
準

化
さ
れ

た
用

語
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

12
月

15
日

を
投

票
期

限
と
し
て
行

わ
れ

た
C

D
投

票
は

賛
成

多
数

で
承

認
さ
れ

た
。

現
在

、
D

IS
投

票
の

準
備

中
。

C
D
投
票
承
認

20
22

.1
2.

15

D
IS
投
票
準
備
中

－

SC
13

IS
O

/A
W

I 1
32

05
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

 —
Se

aw
at

er
 d

es
al

in
at

io
n 

—
Te

rm
in

ol
og

y

海
水

淡
水

化
－

用
語

海
水

淡
水

化
の

分
野

で
使

用
さ
れ

る
用

語
や

定
義

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
【
中

国
主

導
】

1月
10
日

を
回

答
期

限
と
し
た
意

見
照

会
が

実
施

さ
れ

て
い
る
。
日

本
は

1点
の

編
集

的
意

見
を
提

出
し
た
。

W
D
意
見
照
会
中

－

SC
13

IS
O

 2
11

73
:2

01
9

Su
bm

er
si

bl
es

 - 
H

yd
ro

st
at

ic
 p

re
ss

ur
e

te
st

 - 
Pr

es
su

re
 h

ul
l a

nd
 b

uo
ya

nc
y

m
at

er
ia

ls

潜
水

艇
の

耐
圧

構
造

の
静

水
圧

試
験

方
法

潜
水

艇
の

耐
圧

構
造

の
静

水
圧

試
験

を
取

り
纏

め
て
い
る
。

20
19

.0
8

－

SC
13

IS
O

 2
18

51
:2

02
0

St
an

da
rd

 D
es

ig
n 

C
rit

er
ia

 o
f C

om
pl

ex
V

irt
ua

l I
ns

tru
m

en
ts

 fo
r O

ce
an

O
bs

er
va

tio
n

海
洋

観
測

の
た
め
の

複
合

バ
ー
チ
ャ
ル

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
の
標
準
設
計
基
準

海
洋

観
測

機
器

及
び
関

連
メ
タ
デ
ー
タ
か

ら
収

集
し
た
デ
ー
タ
の

加
工

及
び
表

示
の

た
め
に
用

い
ら
れ

る
C

V
Is

（
セ
ン
サ
ー
類

が
観

測
し
た
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上

に
表

示
さ
せ

る
た
め
の

ソ
フ
ト
）
に
基

づ
い
た
海

洋
観

測
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス
テ
ム
の

枠
組

み
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
20

.0
8

－

SC
13

IS
O

 2
20

13
:2

02
1

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

se
ns

or
 p

er
fo

rm
an

ce
船

舶
及

び
海

洋
技

術
－

海
洋

セ
ン
サ

ー
性

能
通

常
遭

遇
す
る
フ
ィ
ー
ル

ド
条

件
の

範
囲

に
お
い
て
耐

え
う
る
た
め
に
重

要
と
な
る
仕

様
を
規

定
す
る
、
海

水
と

淡
水

の
セ
ン
サ

性
能

基
準

を
定

義
す
る
も
の

。
仕

様
と
し
て
は

、
正

確
性

（A
cc

ur
ac

y）
、
精
度
（
pr

ec
is

io
n）
、
時

間
応
答
や
ド
リ
フ
ト
、
環
境
要
因
（
温
度
、
圧
力
（
水
深
）
、
生
物
付
着
、
等
）
が
焦
点
と
な
る
。

20
20
年

1月
16
日

を
回

答
期

限
と
し
た

D
IS
投

票
が

賛
成

多
数

で
承

認
さ
れ

、
20

21
年

1月
に
正

式
な

IS
O
規
格

と
し
て
制

定
さ
れ

た
。

20
21

.0
1

－

SC
13

IS
O

 2
22

52
:2

02
0

M
an

ne
d 

su
bm

er
si

bl
es

 —
B

re
at

hi
ng

ai
r s

up
pl

y 
an

d 
ca

rb
on

 d
io

xi
de

ab
so

rp
tio

n—
D

es
ig

n 
re

qu
ire

m
en

ts

有
人

潜
水

艇
―

呼
吸

用
酸

素
の

供
給

及
び
二

酸
化

炭
素

の
吸

収
－

設
計

要
件

本
規

格
は

、
設

計
段

階
に
あ
る
、
有

人
潜

水
艇

の
m

an
-r

at
ed

ch
am

be
rの

た
め
の

、
酸

素
供

給
及

び
二

酸
化

炭
素

吸
収

に
関

す
る
要

件
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る
。

本
規
格
は
、
潜
水
艇
の

at
m

os
ph

er
ic

m
an

-r
at

ed
ch

am
be

rに
適
用
さ
れ
る
。
軽
量
ダ
イ
ビ
ン
グ
、
重
量
ダ
イ
ビ
ン

グ
、
飽

和
潜

水
、
高

圧
室

等
は

適
用

外
と
す
る
。

20
20

.0
1

－

SC
13

IS
O

/D
IS

 2
27

87
Te

ch
ni

ca
l s

pe
ci

fic
at

io
n 

fo
r m

ar
in

e
bi

ot
ic

 su
rv

ey
 in

 a
re

a 
—

 G
en

er
al

pr
in

ci
pl

es
, d

ef
in

iti
on

s a
nd

re
qu

ire
m

en
ts

海
洋

生
物

相
の

調
査

の
た
め
の

試
験

要
件

--一
般

事
項

、
定

義
及

び
要

件
技
術
的
設
計
要
件
、
調
査
要
件
、
調
査
及
び
解
析
の
た
め
の
装
備
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
サ
ン
プ
ル
保
護
及
び
解

析
を
含

む
、
海

底
に
お
け
る
海

洋
生

物
相

の
調

査
に
係

る
一

般
的

な
技

術
要

件
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る

（
技
術
的
な
設
計
要
件
、
調
査
要
件
、
調
査
及
び
解
析
の
た
め
の
装
備
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
サ
ン
プ
ル
保
護
及
び

解
析
等
）
。
【
米
国
主
導
】

10
月

12
日

投
票

期
限

で
終

了
し
た

D
IS
投

票
は

、
1件

の
反
対
票
が
投
じ
ら
れ
た
が
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
（
日

本
は

賛
成

）
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.1
0.

12

－

SC
13

IS
O

/D
IS

 2
28

04
G

en
er

al
 te

ch
ni

ca
l r

eq
ui

re
m

en
t o

f
m

ar
in

e 
co

nd
uc

tiv
ity

-te
m

pe
ra

tu
re

-
de

pt
h 

(C
TD

) m
ea

su
rin

g 
in

st
ru

m
en

ts

海
洋

電
気

伝
導

度
・
温

度
・
深

度
測

定
装

置
の

一
般

技
術

的
要

件
海

洋
観

測
に
用

い
ら
れ

る
C

TD
（
電

気
伝

導
度

・
温

度
・
深

度
）
観

測
装

置
の

技
術

要
件

に
つ
い
て
規

定
し
て
い

る
。
【
中

国
主

導
】

2月
14
日

を
投

票
期

限
と
し
た

D
IS
投
票
は
、
特
段
の
反
対
な
く
承
認
さ
れ
た
（
日
本
は
賛
成
）
。
こ
の
た
め
、

FD
IS
投

票
を
省

略
し
、
制

定
手

続
き
に
進

む
見

込
み

。

D
IS
投
票
承
認

20
23

.0
2.

14

―

IS
O

/T
C

 8
/S

C
 1

3（
海

洋
技

術
分

科
委

員
会

）
担

当
分
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／
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SC
13

IS
O

 2
30

40
:2

02
1

Sp
ec

ifi
ca

tio
n 

fo
r m

ar
in

e 
se

di
m

en
ts

 in
se

ab
ed

 a
re

a 
--

 S
ed

im
en

t i
nt

er
st

iti
al

bi
ot

a 
su

rv
ey

海
底

地
域

に
お
け
る
海

成
堆

積
物

に
関

す
る
仕

様
－

海
底

堆
積

物
の

生
物

相
の

調
査

海
底

堆
積

物
の

生
物

相
の

調
査

に
係

る
サ

ン
プ
ル
収
集
、
実
験
手
順
及
び
ツ
ー
ル
、
サ
ン
プ
ル
解
析
及
び

デ
ー
タ
管

理
に
つ
い
て
規

定
す
る
。

20
21

.1
2

―

SC
13

IS
O

 2
34

46
 :2

02
1

Pr
od

uc
t w

at
er

 o
f s

ea
w

at
er

 re
ve

rs
e

os
m

os
is

 d
es

al
in

at
io

n
海

水
の

逆
浸

透
法

に
よ
り
淡

水
化

し
た
生

産
水

海
水

の
逆

浸
透

法
に
よ
り
淡

水
化

し
た
生

産
水

の
技

術
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

21
.0

9
－

SC
13

IS
O

 2
37

30
:2

02
2

Sh
ip

s a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

En
vi

ro
nm

en
t i

m
pa

ct
as

se
ss

m
en

t (
M

EI
A

) -
- G

en
er

al
te

ch
ni

ca
l r

eq
ui

re
m

en
t o

n 
m

ar
in

e
en

vi
ro

nm
en

t i
m

pa
ct

 a
ss

es
sm

en
t

海
洋

環
境

影
響

評
価

（
M

EI
A

)－
海

洋
環

境
影

響
評

価
に
関

す
る
一

般
要

件
【
日

本
主

導
】

海
洋

環
境

影
響

評
価

に
関

す
る
技

術
的

手
法

・
手

順
を
一

般
的

に
記

述
す
る
も
の

。
20

22
.0

4

－

SC
13

IS
O

 2
37

31
:2

02
1

Sh
ip

 a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

En
vi

ro
nm

en
t i

m
pa

ct
as

se
ss

m
en

t -
- L

on
g 

te
rm

 in
 si

tu
im

ag
e 

ba
se

d 
su

rv
ey

s i
n 

de
ep

 se
a

en
vi

ro
nm

en
ts

海
洋

環
境

影
響

評
価

（
M

EI
A

)－
深

海
環

境
に
お
け
る
長

期
間

の
画

像
に
基

づ
く
調

査
方

法
【
日

本
主

導
】

海
底

の
画

像
を
長

期
（
最

長
1年

）
に
わ

た
り
、
自

動
的

・
間

欠
的

に
撮

影
し
、
回

収
す
る
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

21
.0

7

－

SC
13

IS
O

 2
37

32
:2

02
1

Sh
ip

 a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

En
vi

ro
nm

en
t i

m
pa

ct
as

se
ss

m
en

t -
- G

en
er

al
 p

ro
to

co
l f

or
ob

se
rv

at
io

n 
of

 m
ei

of
au

na
l

co
m

m
un

ity

海
洋

環
境

影
響

評
価

（
M

EI
A

)－
メ
イ
オ

フ
ィ
ー
ナ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

観
察

の
た
め
の

一
般

的
な
プ
ロ
ト
コ
ル

【
日

本
主

導
】

海
底
の
メ
オ
フ
ァ
ウ
ナ
（
微
生
物
）
を
、
メ
タ
ゲ
ノ
ム
及

び
画

像
解

析
手

法
に
よ
り
、
定

性
的

及
び
定

量
的

に
分

析
す
る
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

21
.0

7

－

SC
13

IS
O

 2
37

34
:2

02
1

Sh
ip

 a
nd

 m
ar

in
e 

te
ch

no
lo

gy
 --

M
ar

in
e 

en
vi

ro
nm

en
t i

m
pa

ct
as

se
ss

m
en

t -
- O

nb
oa

rd
 b

io
as

sa
y 

to
m

on
ito

r s
ea

w
at

er
 q

ua
lit

y 
us

in
g

de
la

ye
d 

flu
or

es
ce

nc
e 

of
 m

ic
ro

al
ga

海
洋

環
境

影
響

評
価

（
M

EI
A

)－
微

細
藻

類
の

蛍
光

を
使

用
し
た
海

水
の

質
を
観

察
す
る
た
め
の

生
物

検
定

法
【
日

本
主

導
】

海
底

鉱
物

資
源

を
海

表
面

に
揚

げ
る
と
き
に
周

囲
の

海
水

に
漏

れ
出

る
場

合
の

生
物

影
響

評
価

を
、
海

面
付

近
の

代
表

的
な
藻

類
に
よ
り
測

定
す
る
方

法
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

21
.0

7

－

SC
13

IS
O

/A
W

I 2
37

45
Sh

ip
s a

nd
 m

ar
in

e 
te

ch
no

lo
gy

--
G

en
er

al
 se

ci
fic

at
io

n 
fo

r s
hi

pb
or

ne
m

et
eo

ro
lo

gi
ca

l i
ns

tru
m

en
ts

船
舶

及
び
海

洋
技

術
--船

上
気

象
測

器
の

一
般

的
な
仕

様

船
舶

の
気

象
測

器
に
関

す
る
用

語
と
定

義
、
一

般
的

な
技

術
仕

様
、
デ
ー
タ
形

式
、
環

境
適

応
性

、
試

験
環

境
、
お
よ
び
方

法
を
取

り
纏

め
て
い
る
。
【
中

国
主

導
】

20
20
年

3月
14
日

を
回

答
期

限
と
し
た

N
P投

票
は

承
認

さ
れ

た
。

日
本
は
、
本
件
へ
の
意
見
提
出
を

W
M

O
（
世

界
気

象
機

関
）
に
委

ね
る
こ
と
が

適
切

と
判

断
し
、
同

投
票

に
「
棄

権
」
回

答
を
提

出
し
た
。

現
在

、
3月

14
日

を
投

票
期

限
と
し
て
、

C
D
段

階
を
省

略
す
る
た
め
の

投
票

が
行

わ
れ

て
い
る
。
日

本
は

、
N

P
投
票
と
同
様
、
棄
権
回
答
で
対
応
。

C
D
省
略
投
票
中

20
23

.0
3.

14
ま
で

－
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 2
02

3.
03

.0
1 
現
在

 IS
O

 T
C

 6
7 

SC
 7

（
注

）
１
．

２
．

３
．

A
W

I：
A

pp
ro

ve
d 

W
or

k 
Ite

m
（
新
規
業

務
項

目
）

C
D
：
C

om
m

itt
ee

 D
ra

ft（
委
員
会
原
案
）

D
IS
：

D
ra

ft 
In

te
rn

at
io

na
l S

ta
nd

ar
d（

国
際

規
格

案
）

FD
IS
：

Fi
na

l D
ra

ft 
In

te
rn

at
io

na
l S

ta
nd

ar
d（

最
終

国
際

規
格

案
）

N
P：

N
ew

 P
ro

po
sa

l（
新
規
業
務
項
目

提
案

）

PA
S：

Pu
bl

ic
 A

va
ila

bl
e 

Sp
ec

ifi
ca

tio
n（

公
開

仕
様

書
）

PR
F：

Pr
oo

f（
校
正
原
稿
）

PW
I：

Pr
el

im
in

ar
y 

W
or

k 
Ite

m
（
予
備

業
務

項
目

）

TR
：
Te

ch
ni

ca
l R

ep
or

t（
技
術
報
告
書
）

TS
：
Te

ch
ni

ca
l S

pe
ci

fic
at

io
n（

技
術

仕
様

書
）

W
D
：

W
or

ki
ng

 D
ra

ft（
作
業
原
案
）

※
IS

O
規

格
制

定
手

続
き
：
（

PW
I→

）
N

P→
A

W
I→

W
D
（
→

C
D
）
→

D
IS
→

FD
IS
又

は
PR

F→
IS

O
規
格
（

PA
S、

TR
、

TS
、

R
）

４
．

ID
T：

翻
訳

JI
S（

IS
O
を
和

訳
し
た
も
の

を
そ
の

ま
ま

JI
Sと

し
た
も
の
）

M
O

D
：

IS
O
を
取

入
れ

つ
つ
も
内

容
を
一

部
修

正
し
た
も
の

N
EQ

：
IS

O
と
対
象
は
同
じ
で
は
あ
る
も
の
の
内
容
は
異
な
る
も
の

５
．

表
中

の
「

JI
S化

の
状
況
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
た
略
号
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。

他
の

機
関
（

IE
C（

In
te

rn
at

io
na

l E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l C
om

m
is

si
on

）
、

IE
EE

（
Th

e 
In

st
itu

te
 o

f E
le

ct
ric

al
 a

nd
 E

le
ct

ro
ni

c 
En

gi
ne

er
s, 

In
c.
）
等
）
と
共
同
で
作
成
さ
れ

た
規

格
に
つ
い
て
は

、
IS

O
/IE

C
 X

X
X

X
等
の
規
格
番
号
が
付
さ
れ
ま
す
。

本
リ
ス
ト
に
つ
い
て
御

不
明

な
点

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当

会
規

格
ユ
ニ
ッ
ト
　
松

本
、
佐

藤
又

は
太

田
に
お
問

い
合

わ
せ

下
さ
い
。

電
話

番
号

　
０
３
－

５
５
７
５
－

６
４
２
６
　
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
　
松

本
　

m
at

su
m

ot
o@

js
tra

.jp
、
佐
藤
　

sa
to

@
js

tra
.jp

、
太
田
　

y-
ot

a@
js

tra
.jp

IS
O

/T
C

 6
7/

SC
 7
（
海
洋
構
造
物
分
科
委
員
会
）
に
て
作

成
済

又
は

作
成

中
の

規
格

等
一

覧
表

20
23

年
3月

1日
現

在
（
作

成
作

業
中

の
も
の

は
網

掛
け
で
記

載
）

（
JI

Sに
取

り
入

れ
ら
れ

て
い
る

IS
O
規

格
に
関

す
る
情

報
は

各
IS

O
規

格
の

一
番

右
欄

に
記

載
）

本
表
は
、
当
会
が
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（

JI
SC

）
か
ら
受
託
し
、
審
議
団
体
と
な
っ
て
い
る

IS
O
規

格
等

（
審

議
中

の
も
の

を
含

む
。
）
を
取

り
纏

め
た
も
の

で
す
。

用
語

は
JI

S規
格

化
さ
れ

た
も
の

に
つ
い
て
は

そ
の

用
語

例
を
優

先
し
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は
法
令
等
で
使
用
さ
れ
て
い
る
用
語
の
例
に
倣
っ
て
い
ま
す
。

表
中
の
「
規
格
番
号
」
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
略
号
の
意
味
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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 2
02

3.
03

.0
1 
現
在

 IS
O

 T
C

 6
7 

SC
 7

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
　
要

制
定
等
年
月
日

JI
S化

の
状
況

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

08
55

-1
:2

01
8

O
ff

sh
or

e 
co

nt
ai

ne
rs

 --
 P

ar
t 1

: D
es

ig
n,

m
an

uf
ac

tu
re

 a
nd

 m
ar

ki
ng

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
－

第
1部

：
設
計
、
製

造
、
表
示

洋
上

及
び
船

舶
間

に
お
け
る
繰

り
返

し
の

使
用

を
目

的
と
し
た
、

25
,0

00
kg
を
越

え
な
い
洋

上
コ
ン
テ
ナ

の
設

計
、
製

造
及

び
表

示
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

5.
16

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/A

W
I 1

08
55

-1
O

ff
sh

or
e 

co
nt

ai
ne

rs
 a

nd
 a

ss
oc

ia
te

d
lif

tin
g 

se
ts

 --
 P

ar
t 1

: D
es

ig
n,

m
an

uf
ac

tu
re

 a
nd

 m
ar

ki
ng

 o
f o

ff
sh

or
e

co
nt

ai
ne

rs

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
及
び
関
連
す
る
吊
り

上
げ
装

置
 –
第
１
部
：オ

フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ

の
設

計
、
製

造
及

び
表

示

以
下

に
示

す
事

項
を
更

新
す
る
た
め
、
改

訂
作

業
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

- 溶
接

手
順

の
資

格
要

件

-材
料

、
試

験
、
製

造
な
ど
、
オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
に
関

連
す
る
代
替
の
国
際
又
は
国
内
規
格
へ
の
参

照
を
追

加
す
る
こ
と
。

-許
容

さ
れ

る
建

設
材

料
の

リ
ス
ト
へ

の
追

加

-フ
ォ
ー
ク
ポ
ケ
ッ
ト
の
最
小
サ
イ
ズ
に
関
す
る
要
件
の
改
訂

-設
計

要
件

の
更

新
と
そ
の

他
の

軽
微

な
変

更

- 設
置

機
器

の
構

造
サ

ポ
ー
ト
の

範
囲

と
要

件
の

明
確

化

20
22

.0
4.

17

N
P投

票
承
認

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

08
55

-2
:2

01
8

O
ff

sh
or

e 
co

nt
ai

ne
rs

 --
 P

ar
t 2

: L
ift

in
g

se
ts

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
－

第
2部

：
吊

り
上

げ
装

置

洋
上

に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
を
扱

う
吊
り
上

げ
装

置
に
関

し
て
、
技

術
要

件
、
表

示
及

び
、
鎖

ス
リ
ン
グ
並

び
に
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
ス
リ
ン
グ
を
含

ん
だ
、
シ
ン
グ
ル

及
び
マ
ル

チ
レ
ッ
グ
ス
リ
ン
グ
の

認
証

に
つ
い
て

取
り
纏

め
た
も
の

。

20
18

.0
5.

16

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/A

W
I 1

08
55

-2
O

ff
sh

or
e 

co
nt

ai
ne

rs
 a

nd
 a

ss
oc

ia
te

d
lif

tin
g 

se
ts

 --
 P

ar
t 2

: D
es

ig
n,

m
an

uf
ac

tu
re

 a
nd

 m
ar

ki
ng

 o
f l

ift
in

g
se

ts

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
及
び
関
連
す
る
吊
り

上
げ
装

置
 –
第

２
部

：
吊

り
上

げ
装

置
の

設
計

、
製

造
及

び
表

示

以
下

に
示

す
事

項
を
更

新
す
る
た
め
、
改

訂
作

業
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

-オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
の

吊
り
上

げ
装

置
及

び
吊

り
上

げ
装

置
構

成
部

品
に
関

す
る
代

替
の

国
際

又
は

国
内

規
格

へ
の

参
照

を
追

加
す
る
こ
と
。

-オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
の

吊
り
上

げ
装

置
に
使

用
さ
れ

る
鋼

鉄
部

品
に
対

す
る
最

大
硬

度
制

限
を
導

入
す
る
。

-オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
用

鍛
吊

り
上

げ
装

置
構

成
部

品
の

衝
撃

エ
ネ
ル

ギ
ー
要

件
を
見

直
す
。

- 更
新

と
軽

微
な
変

更

20
22

.0
4.

17

N
P投

票
承
認

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

08
55

-3
:2

01
8

O
ff

sh
or

e 
co

nt
ai

ne
rs

 --
 P

ar
t 3

:
Pe

rio
di

c 
in

ns
pe

ct
io

n 
ex

am
in

at
io

n 
an

d
te

st
in

g

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
－

第
3部

：
定

期
的

検
査

、
試

験
及

び
テ
ス
ト

IS
O

10
85

5-
1に

よ
っ
て
建

造
さ
れ

た
洋

上
の

フ
ラ
イ
ト
及

び
サ

ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ナ
の

定
期

検
査

、
試

験
に

つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

18
.0

5.
16

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/A

W
I 1

08
55

-3
O

ff
sh

or
e 

co
nt

ai
ne

rs
 a

nd
 a

ss
oc

ia
te

d
lif

tin
g 

se
ts

 --
 P

ar
t 3

: P
er

io
di

c
in

sp
ec

tio
n,

 e
xa

m
in

at
io

n 
an

d 
te

st
in

g

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
及
び
関
連
す
る
吊
り

上
げ
装

置
–第

３
部
：
定
期
的
検
査
、
試
験

及
び
テ
ス
ト

オ
フ
シ
ョ
ア
コ
ン
テ
ナ
及

び
関

連
す
る
吊
り
上

げ
装

置
の

修
理

が
い
つ
必

要
か

を
決

定
す
る
た
め
の

検
査
及
び
受
入
基
準
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
更
新
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

20
22

.0
4.

17

N
P投

票
承
認

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
00

:2
01

9
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

一
般

要
件

既
知

あ
る
い
は

予
測

可
能

な
種

類
の

作
用

を
受

け
る
海

洋
構

造
物

の
設

計
及

び
評

価
に
関

す
る
一
般

的
な
原

則
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
浮

体
式

構
造

物
を
含

め
た
す
べ

て
の

固
定

式
構

造
物

及
び
鉄

鋼
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及

び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
含

む
全

て
の

材
料

に
適

用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

20
19

.0
6

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-1
:2

01
5

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 1
: M

et
oc

ea
n 

de
si

gn
an

d 
op

er
at

in
g 

co
ns

id
er

at
io

ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

1部
：
海

象
を
考

慮
し
た
設

計
及

び
運

用
に
関

す
る
考

慮
事

項

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
に
用

い
ら
れ

る
全

種
の

海
洋

構
造

物
を
設

計
、
建

造
及

び
運

用
す
る
た
め
の

気
象

学
的

及
び
海

象
学

的
条

件
の

決
定

及
び
使

用
に
関

す
る
一

般
要

件
を
取

り
纏

め
た

も
の
。

20
15

.1
0.

14

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/C

D
 1

99
01

-1
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

—
 S

pe
ci

fic
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

 —
 P

ar
t 1

: M
et

oc
ea

n
de

si
gn

 a
nd

 o
pe

ra
tin

g 
co

ns
id

er
at

io
ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

1部
：
海

象
を
考

慮
し
た
設

計
及

び
運

用
に
関

す
る
考

慮
事

項

以
下

に
示

す
事

項
を
更

新
す
る
た
め
、
改

訂
作

業
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

・
地

域
的

な
情

報
を
示

す
附

属
書

を
追

加
・
海

象
調

査
に
関

す
る
規

定
・
再

生
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関

す
る
気

象
分

析
・
衛

星
デ
ー
タ
の

使
用

及
び
検

証

C
D
投
票
準
備
中

－

IS
O

/T
C

 6
7/

SC
 7
（
海

洋
構

造
物

分
科

委
員

会
）
担

当
分

議
長

：
　

M
r. 

D
av

id
 P

et
ru

sk
a 

(U
S)
幹

事
国

：
U

K
（

B
SI
）
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 2
02

3.
03

.0
1 
現
在

 IS
O

 T
C

 6
7 

SC
 7

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-2
:2

02
2

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 2
: S

ei
sm

ic
 d

es
ig

n
pr

oc
ed

ur
es

 a
nd

 c
rit

er
ia

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件
－
第
２
部
：
耐
震
設
計
手
順
及
び
基

準

海
洋

構
造

物
の

耐
震

設
計

手
順

及
び
基

準
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る
。

20
22

.0
6

―

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-3
:2

01
4

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 3
: T

op
si

de
s

st
ru

ct
ur

e

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

3部
：
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
構

造

石
油
及
び
ガ
ス
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
構
造
に
適
用
す
る
設
計
、
製
造
、
設
置
、
改
造
及
び

構
造

保
全

管
理

に
関

す
る
要

件
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

14
.1

2.
03

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/D

IS
 1

99
01

-3
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

—
 S

pe
ci

fic
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

 —
 P

ar
t 3

: T
op

si
de

s
st

ru
ct

ur
e

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

3部
：
ト
ッ
プ
サ
イ
ド
構

造

20
20
年
に
行
わ
れ
た
定
期
見
直
し
投
票
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

、
米

国
か

ら
改

訂
の

要
望

が
あ
っ
た
。
現

在
、
こ
れ

ら
の

改
訂

要
望

を
検

討
し
た
形

で
、
改

訂
作

業
が

行
わ

れ
て
い
る
。

10
月

26
日

を
投

票
期

限
と
し
て
実

施
さ
れ

た
D

IS
投
票
は
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
（
日
本
は
棄
権
回

答
）
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.1
0.

26

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-4
:2

01
6

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 4
: G

eo
te

ch
ni

ca
l a

nd
fo

un
da

tio
n 

de
si

gn
 c

on
si

de
ra

tio
ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

4部
：
地

盤
工

学
及

び
基

礎
の

設
計

に
関

す
る
考
慮

海
洋

構
造

物
に
つ
い
て
幅

広
い
範

囲
で
適

用
す
る
、
位

置
特

性
, 土

壌
及

び
岩

石
特

性
, 海

底
（
浅
海

設
置

）
支

持
の

設
計

及
び
設

置
及

び
災

害
の

識
別

に
つ
い
て
、
地

球
科

学
及

び
土

台
工

事
の

観
点

に
お
け
る
要

件
及

び
推

奨
事

項
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
16

.0
7.

15

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/D

IS
 1

99
01

-4
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

—
 S

pe
ci

fic
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

 —
 P

ar
t 4

: G
eo

te
ch

ni
ca

l
de

si
gn

 c
on

si
de

ra
tio

ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

4部
：
地

盤
工

学
及

び
基

礎
の

設
計

に
関

す
る
考
慮

本
規

格
の

改
訂

作
業

を
実

施
中

。

8月
11
日

を
投

票
期

限
と
し
た

D
IS
投

票
は

、
賛

成
多

数
で
承
認
さ
れ
た
（
日
本
は
賛
成
（
意
見
無
し
）
回

答
）
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
8.

11

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-5
:2

02
1

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 5
: W

ei
gh

t c
on

tro
l

du
rin

g 
en

gi
ne

er
in

g 
an

d 
co

ns
tru

ct
io

n

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

5部
：
設

計
及

び
建

設
時

の
重

量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

海
洋

構
造

物
の

設
計

や
設

置
時

に
考

慮
す
べ

き
要

件
を
追

加
し
た
形

で
、
改

訂
作

業
に
着

手
中

。
20

21
.1

1

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-6
:2

00
9

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 6
: M

ar
in

e
op

er
at

io
ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

6部
：
海
上
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

海
洋

構
造

物
の

海
上

に
お
け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

計
画

・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
部

材
・
部

品
、
シ
ス
テ

ム
、
装

置
、
手

順
の

設
計

及
び
解

析
）
に
関

す
る
要

件
及

び
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。

日
本

は
、

20
20
年

3月
3日

〆
切

の
定

期
見

直
し
投

票
で
、
確
認
（
現
状
維
持
）
の
回
答
を
行
っ
た
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
米
国
か
ら
改
訂
の
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
将
来

的
に

TC
 6

7/
SC

 7
で
改

訂
が

行
わ

れ
る
見

込
み

。

20
09

.1
2.

15

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
20

.0
3.

03
（
改
訂
要
望
多
数
）

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-6
:2

00
9/

C
or

1:
20

11
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 S

pe
ci

fic
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

 --
 P

ar
t 6

: M
ar

in
e

op
er

at
io

ns
 --

 T
ec

hn
ic

al
 C

or
rig

en
du

m
1

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

6部
：
海

上
で
の

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
－

正
誤

票
1

IS
O

 1
99

01
-6

:2
00

9に
関

す
る
正

誤
票

。
20

11
.1

2.
01

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-7
:2

01
3

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 7
: S

ta
tio

nk
ee

pi
ng

sy
st

em
s f

or
 fl

oa
tin

g 
of

fs
ho

re
st

ru
ct

ur
es

 a
nd

 m
ob

ile
 o

ff
sh

or
e 

un
its

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

7部
：
浮

体
式

海
洋

構
造

物
及

び
移

動
式

海
洋

構
造

物
の

位
置

保
持

装
置

石
油

及
び
ガ
ス
産

業
に
お
け
る
浮

体
式

構
造

物
の

位
置

保
持

シ
ス
テ
ム
の

設
計

、
解

析
、
評

価
の

手
法

及
び
移

動
式

海
洋

装
置

の
特

定
位

置
保

持
シ
ス
テ
ム
の

評
価

手
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。

日
本

は
、

20
20
年

3月
3日

〆
切

の
定

期
見

直
し
投

票
で
、
確
認
（
現
状
維
持
）
の
回
答
を
行
っ
た
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
米
国
か
ら
改
訂
の
要
望

が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
将
来
的
に

TC
 6

7/
SC

 7
で
改

訂
が
行
わ
れ
る
見
込
み
。

20
13

.0
5.

01

定
期
見
直
し

投
票
終
了

20
20

.0
3.

03
（
改
訂
要
望
多
数
）

－

3／
5

－ 161 －



 2
02

3.
03

.0
1 
現
在

 IS
O

 T
C

 6
7 

SC
 7
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7
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O
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D
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99
01
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tro
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um
 a

nd
 n

at
ur
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 g

as
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du
st

rie
s

--
 S

pe
ci

fic
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

 --
 P

ar
t 7

: S
ta

tio
nk

ee
pi

ng
sy

st
em

s f
or

 fl
oa

tin
g 

of
fs

ho
re

st
ru

ct
ur

es
 a

nd
 m

ob
ile

 o
ff

sh
or

e 
un

its

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

7部
：
浮

体
式

海
洋

構
造

物
及

び
移

動
式

海
洋

構
造

物
の

位
置

保
持

装
置

20
20
年

に
実

施
さ
れ

た
定

期
見

直
し
投

票
に
提

出
さ
れ

た
各

国
意

見
を
基

に
、
改

訂
作

業
が

行
わ

れ
て

い
る
。
現
在
、

C
D
投

票
の

準
備

中
。

C
D
投
票
準
備
中

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-8
:2

01
4

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 8
: M

ar
in

e 
so

il
In

ve
st

ig
at

io
ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

8部
：
海

底
地

盤
調

査

あ
ら
ゆ
る
種

類
の

海
洋

及
び
沖

合
構

造
物

又
は

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び

装
置

に
携

わ
る
地

質
技

術
評

価
研

究
に
関

連
す
る
、
顧

客
、
土

壌
調

査
契

約
者

、
設

計
者

、
敷

設
契

約
者

、
地

質
技

術
研

究
所

及
び
公

共
並

び
に
監

督
当

局
を
対

象
に
し
て
い
る
。
計

画
及

び
土

壌
調

査
の

施
行

、
掘

削
、
原

位
置

試
験

、
サ

ン
プ
リ
ン
グ
、
研

究
所

試
験
、
及
び
記
録
に
関
す
る
要
件
及
び
推
奨
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
14

.1
2.

01

―

TC
67

/S
C

7
IS

O
/D

IS
 1

99
01

-8
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 S

pe
ci

fic
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r o
ff

sh
or

e
st

ru
ct

ur
es

 --
 P

ar
t 8

: M
ar

in
e 

so
il

In
ve

st
ig

at
io

ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

8部
：
海

底
地

盤
調

査

20
20
年
に
行
わ
れ
た
定
期
見
直
し
投
票
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
、
ロ
シ
ア
、
米

国
か

ら
改

訂
の

要
望

が
あ
っ
た
。
現

在
、
こ
れ

ら
の

改
訂

要
望

を
検

討
し

た
形

で
、
改

訂
作

業
が

行
わ

れ
て
い
る
。

20
22
年

3月
10
日

を
回

答
期

限
と
し
て
投

票
が

承
認

さ
れ

た
（
日

本
は

「
棄

権
」
回

答
）
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
3.

19

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01
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:2
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9
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tro
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nd
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ur
al

 g
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 in
du

st
rie

s
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 S
pe
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fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 9
: S

tru
ct

ur
al

In
te

gr
ity

 M
an

ag
em

en
t

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
工

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

9部
：
構

造
保

全
管

理

既
知

或
い
は

予
見

さ
れ

て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対

す
る
海

洋
構

造
物

の
構

造
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（

IS
M
）
に
関

す
る
基

本
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

19
.0

5.
07

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
01

-1
0:

20
21

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
pe

ci
fic

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r o

ff
sh

or
e

st
ru

ct
ur

es
 --

 P
ar

t 1
0:

 M
ar

in
e

ge
op

hy
si

ca
l i

nv
es

tig
at

io
ns

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

海
洋

構
造

物
の

特
定

要
件

－
第

10
部

：
海

洋
地

球
物

理
学

的
調

査

本
規

格
は

、
石

油
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
に
用

い
る
海

洋
構

造
物

の
た
め
の

海
洋

サ
イ
ト
探

査
に
関

連
す
る
、
運

用
者

／
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ

ー
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
及

び
公

的
並

び
に
法

的
機

関
に
適

用
さ
れ

る
。
本

規
格

は
、
地

下
水

汲
み

上
げ
井

戸
に
お
け
る
ガ
ス
災

害
の

評
価

と
い
っ
た
、
海

洋
土

壌
探

査
の

計
画

に
要

求
さ
れ

る
海

洋
地

質
物

理
探

査
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る
。

20
21

.0
3

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
02
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0
Pe
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um
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 n

at
ur
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 g

as
 in

du
st

rie
s

—
 F

ix
ed

 st
ee

l o
ff

sh
or

e 
st

ru
ct

ur
es

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

固
定

式
鋼

製
海

洋
構

造
物

ケ
ー
ソ
ン
式

、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
式

、
モ
ノ
タ
ワ
ー
式

及
び
タ
ワ
ー
式

の
石

油
・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
に
用

い
る
固

定
式

鋼
製

海
洋

構
造

物
に
適

用
可

能
な
要

件
及

び
推

奨
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

制
定

20
20

.1
1

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
03

:2
01

9
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 F

ix
ed

 c
on

cr
et

e 
of

fs
ho

re
 st

ru
ct

ur
es

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

固
定

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
海

洋
構

造
物

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
用

の
固

定
式

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

海
洋

構
造

物
の

要
件

及
び
推

奨
事

項
、
新

規
に
建

造
さ
れ

る
構

造
の

設
計

、
建

造
、
輸

送
及

び
設

置
に
関

す
る
要

件
、
稼

働
中

の
検

査
及

び
可

能
性

の
あ
る
構

造
物

の
撤

去
に
関

す
る
要

件
も
含

ま
れ

る
。
稼

働
中

の
構

造
物

の
評

価
、
及

び
他

所
に
お
け
る
構

造
物

の
再

利
用

に
関

す
る
評

価
に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。

20
19

.0
8

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
04

-1
:2

01
9

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 F
lo

at
in

g 
of

fs
ho

re
 st

ru
ct

ur
es

 --
 P

ar
t

1:
 S

hi
p-

sh
ap

ed
, s

em
i-s

ub
m

er
si

bl
e,

sp
ar

 a
nd

 sh
al

lo
w

-d
ra

ug
ht

 c
yl

in
dr

ic
al

st
ru

ct
ur

es

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
－

浮
体

式
海

洋
構

造
物

－
第

1部
：
船

型
、
半

潜
水

ス
パ

ー
及

び
浅

喫
水

円
筒

型
構

造
物

石
油

及
び
天

然
ガ
ス
産

業
に
お
い
て
、
製

造
・
貯

蔵
及

び
／

又
は

荷
下

ろ
し
、
掘

削
及

び
製

造
、
製

造
、

貯
蔵

及
び
荷

下
ろ
し
並

び
に
掘

削
、
製

造
、
貯

蔵
及

び
荷

下
ろ
し
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ

る
浮

体
式

海
洋

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
造

設
計

及
び
／

又
は

評
価

の
た
め
の

要
件

及
び
指

針
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
19

.0
6

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
05

-1
:2

01
6

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
ite

-s
pe

ci
fic

 a
ss

es
sm

en
t o

f m
ob

ile
of

fs
ho

re
 u

ni
ts

 --
 P

ar
t 1

: J
ac

k-
up

s

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

移
動

式
海

洋
構

造
物

の
位

置
特

定
評

価
－

第
1部

：
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
式

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
工

業
用

材
料

及
び
装

置
 に

用
い
ら
れ

る
、
独

立
レ
ッ
グ
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ

プ
装

置
の

位
置

特
定

評
価

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

16
.0

1.
15

－

4／
5
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 2
02

3.
03

.0
1 
現
在

 IS
O

 T
C

 6
7 

SC
 7

TC
67

/S
C

7
IS

O
/D

IS
 1

99
05

-1
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 S

ite
-s

pe
ci

fic
 a

ss
es

sm
en

t o
f m

ob
ile

of
fs

ho
re

 u
ni

ts
 --

 P
ar

t 1
: J

ac
k-

up
s

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

移
動

式
海

洋
構

造
物

の
位

置
特

定
評

価
－

第
1部

：
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
式

改
訂

作
業

を
実

施
中

。
20

22
年

5月
6日

を
期

限
と
し
た

D
IS
投

票
が

承
認

さ
れ

た
（
日

本
は

「
棄

権
」
回

答
）
。

D
IS
投
票
承
認

20
22

.0
5.

06
－

TC
67

/S
C

7
IS

O
/T

R
 1

99
05

-2
:2

01
2

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
ite

-s
pe

ci
fic

 a
ss

es
sm

en
t o

f m
ob

ile
of

fs
ho

re
 u

ni
ts

 --
 P

ar
t 2

: J
ac

k-
up

s
co

m
m

en
ta

ry
 a

nd
 d

et
ai

le
d 

sa
m

pl
e

ca
lc

ul
at

io
n

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

移
動

式
海

洋
装

置
の

位
置

特
定

評
価

－
第

2部
：
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ

プ
式

に
関

す
る
解

説
及

び
詳

細
な
サ

ン
プ

ル
計

算

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
工

業
用

材
料

及
び
装

置
に
お
い
て
使

用
さ
れ

る
独

立
レ
ッ
グ
ジ
ャ
ッ

キ
ア
ッ
プ
設

備
の

位
置

特
定

評
価

の
要

件
及

び
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
取
り
纏

め
て
い
る

IS
O

 1
99

05
-1

の
背

景
、
補

足
文

書
、
追

加
又

は
代

替
計

算
方

法
並

び
に
詳

細
な
サ

ン
プ
ル

計
算

に
つ
い
て
の

解
説

を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
12

.1
2.

15

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
06

:2
01

0
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 A

rc
tic

 o
ff

sh
or

e 
st

ru
ct

ur
es

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

極
海

域
に
お
け
る
海

洋
構

造
物

極
海

域
及

び
寒

冷
地

帯
に
お
け
る
石

油
・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
活

動
に

関
連

す
る
、
海

洋
構

造
物

の
設

計
、
建

造
、
輸

送
、
設

置
及

び
撤

去
に
つ
い
て
の

要
件

及
び
推

奨
事

項
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
10

.1
2.

15

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
05

-3
:2

02
1

Pe
tro

le
um

 a
nd

 n
at

ur
al

 g
as

 in
du

st
rie

s
--

 S
ite

-s
pe

ci
fic

 a
ss

es
sm

en
t o

f m
ob

ile
of

fs
ho

re
 u

ni
ts

 --
 P

ar
t 3

: F
lo

at
in

g 
un

its

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

移
動

式
海

洋
装

置
の

位
置

特
定

評
価

－
第

3部
：
浮

体
式

装
置

石
油

及
び
天

然
ガ
ス
産

業
に
用

い
ら
れ

る
移

動
式

海
洋

構
造

物
の

位
置

特
定

評
価

に
つ
い
て
取
り
纏

め
た
も
の

。
20

21
.0

3

－

TC
67

/S
C

7
IS

O
 1

99
06

:2
01

9
Pe

tro
le

um
 a

nd
 n

at
ur

al
 g

as
 in

du
st

rie
s

--
 A

rc
tic

 o
ff

sh
or

e 
st

ru
ct

ur
es

石
油

・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
 －

極
海

域
に
お
け
る
海

洋
構

造
物

極
海

域
及

び
寒

冷
地

帯
に
お
け
る
石

油
・
石

油
化

学
及

び
天

然
ガ
ス
産

業
用

材
料

及
び
装

置
活

動
に

関
連

す
る
、
海

洋
構

造
物

の
設

計
、
建

造
、
輸

送
、
設

置
及

び
撤

去
に
つ
い
て
の

要
件

及
び
推

奨
事

項
に
つ
い
て
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
19

.0
7

－

5／
5
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（
注

）
１
．

２
．

３
．

A
W

I：
A

pp
ro

ve
d 

W
or

k 
Ite

m
（
新
規
業
務
項
目
）

C
D
：

C
om

m
itt

ee
 D

ra
ft（

委
員
会
原
案
）

D
IS
：

D
ra

ft 
In

te
rn

at
io

na
l S

ta
nd

ar
d（

国
際
規
格
案
）

FD
IS
：

Fi
na

l D
ra

ft 
In

te
rn

at
io

na
l S

ta
nd

ar
d（

最
終
国
際
規
格
案
）

N
P：

N
ew

 P
ro

po
sa

l（
新
規
業
務
項
目

提
案
）

PA
S：

Pu
bl

ic
 A

va
ila

bl
e 

Sp
ec

ifi
ca

tio
n（
公
開
仕
様
書
）

PR
F：

Pr
oo

f（
校
正
原
稿
）

PW
I：

Pr
el

im
in

ar
y 

W
or

k 
Ite

m
（
予

備
業
務
項
目
）

TR
：

Te
ch

ni
ca

l R
ep

or
t（
技
術
報
告

書
）

TS
：

Te
ch

ni
ca

l S
pe

ci
fic

at
io

n（
技
術

仕
様
書
）

W
D
：

W
or

ki
ng

 D
ra

ft（
作
業
原
案
）

※
IS

O
規
格
制
定
手
続
き
：
（

PW
I→

）
N

P→
A

W
I→

W
D
（
→

C
D
）
→

D
IS
→

FD
IS
又
は

PR
F→

IS
O
規

格
（

PA
S、

TR
、

TS
、

R
）

４
．

ID
T：

翻
訳

JI
S（

IS
O
を
和

訳
し
た
も
の

を
そ
の

ま
ま

JI
Sと

し
た
も
の

）

M
O

D
：

IS
O
を
取

入
れ

つ
つ
も
内

容
を
一

部
修

正
し
た
も
の

N
EQ

：
IS

O
と
対
象
は
同
じ
で
は
あ
る
も
の
の
内
容
は
異
な
る
も
の

５
．

表
中

の
「

JI
S化

の
状

況
」
の

欄
に
記

載
さ
れ

た
略

号
の

意
味

は
次

の
と
お
り
で
す
。

他
の

機
関
（

IE
C（

In
te

rn
at

io
na

l E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l C
om

m
is

si
on
）
、

IE
EE

（
Th

e 
In

st
itu

te
 o

f E
le

ct
ric

al
 a

nd
 E

le
ct

ro
ni

c 
En

gi
ne

er
s, 

In
c.
）
等

）
と
共

同
で
作

成
さ
れ

た
規

格
に
つ
い
て
は

、
IS

O
/IE

C
 X

X
X

X
等

の
規

格
番

号
が

付
さ
れ

ま
す
。

本
リ
ス
ト
に
つ
い
て
御
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
会
規
格
ユ
ニ
ッ
ト
　
長
谷
川
、
松
本
又
は
佐
藤
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

電
話
番
号
　
０
３
－
５
５
７
５
－
６
４
２
６
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
長
谷
川
　

ha
se

ga
w

a@
js

tra
.jp

、
松

本
 m

at
su

m
ot

o@
js

tra
.jp
、
佐

藤
 sa

to
@

js
tra

.jp

IS
O

/T
C

 1
88

（
ス
モ
ー
ル

ク
ラ
フ
ト
専

門
委

員
会

）
に
て
作

成
済

又
は

作
成

中
の

規
格

等
一

覧
表

20
23
年

3月
1日

現
在

（
作

成
作

業
中

の
も
の

は
網

掛
け
で
記

載
）

（
JI

S又
は

小
型

船
舶

安
全

規
則

（
小

安
則

）
細

則
に
取

り
入

れ
ら
れ

て
い
る

IS
O
規

格
に
関

す
る
情

報
は

各
IS

O
規

格
の

一
番

右
欄

に
記

載
）

本
表
は
、
当
会
が
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（

JI
SC

）
か

ら
受

託
し
、
審

議
団

体
と
な
っ
て
い
る

IS
O
規
格
等
（
審
議
中
の
も
の
を
含
む
。
）
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

用
語

は
JI

S規
格

化
さ
れ

た
も
の

に
つ
い
て
は

そ
の

用
語

例
を
優

先
し
、
そ
の

他
に
つ
い
て
は

法
令

等
で
使

用
さ
れ

て
い
る
用

語
の

例
に
倣

っ
て
い
ま
す
。

表
中

の
「
規

格
番

号
」
の

欄
に
記

載
さ
れ

て
い
る
略

号
の

意
味

は
次

の
と
お
り
で
す
。
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

議
長

：
　

M
r. 

C
ra

ig
 S

ch
ol

te
n（

米
国

）
、
幹

事
国

：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（

SI
S）

担
当

担
当

W
G

規
格

番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
要

制
定

等
年

月
日

JI
S化

の
状

況

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 4

56
6:

19
92

Sm
al

l c
ra

ft 
w

ith
 in

bo
ar

d 
en

gi
ne

 --
Pr

op
el

le
r s

ha
ft 

en
ds

 a
nd

 b
os

se
s w

ith
1:

10
 ta

pe
r

船
用
小
形
プ
ロ
ペ
ラ
取
付
部
　
テ
ー
パ

1:
10

1：
10

の
テ
ー
パ

を
有

す
る

20
m

m
か

ら
16

0m
m
の

軸
直

径
範

囲
に
お
け
る
互

換
性

に
対

す
る
寸

法
及

び
公

差
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

92
.1

2.
15

JI
S 

F 
48

01
:1

99
9

(M
O

D
)

TC
18

8
W

G
20

IS
O

/D
IS

 6
01

7
Sm

al
l c

ra
ft 

—
 A

ut
om

at
ic

 w
at

er
tig

ht
ve

nt
ila

tio
n 

sh
ut

do
w

n 
sy

st
em

舟
艇

ー
自

動
水

密
換

気
遮

断
シ
ス
テ
ム

船
内

機
を
持

ち
、
密

閉
で
き
る
エ
ン
ジ
ン
ル

ー
ム
を
有

す
る
舟

艇
を
対

象
と
し

た
、
船

舶
の

沈
没

を
防

止
又

は
遅

延
さ
せ

る
た
め
に
用

い
ら
れ

る
自

動
水

密
換

気
遮
断
シ
ス
テ
ム
の
設
計
と
試
験
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

D
IS
投

票
予

定

20
23

.0
3.

09
～

06
.0

1
－

TC
18

8
W

G
2

IS
O

 6
18

5-
1:

20
01

In
fla

ta
bl

e 
bo

at
s -

- P
ar

t 1
: B

oa
ts

 w
ith

a 
m

ax
im

um
 m

ot
or

 p
ow

er
 ra

tin
g 

of
4,

5 
kW

膨
脹

式
ボ
ー
ト
－

第
1部

：
最
大
出
力

4.
5

kW
以

下
の

ボ
ー
ト

全
長
が

8m
以
下
で
浮
力
が

18
00

N
以

上
（
最

大
出

力
が

4.
5 

kw
以

下
の

機
関

を
搭

載
す
る
こ
と
が

出
来

る
）
の

膨
脹

式
ボ
ー
ト
（
複

合
型

膨
脹

式
ボ
ー
ト
を
含

む
）

の
設

計
、
使

用
材

料
、
製

造
及

び
試

験
に
関

す
る
安

全
上

の
最

小
限

の
要

件
を

取
り
纏
め
た
も
の
。

20
01

.1
1.

15
JI

S 
F 

10
51

-1
:2

00
4

(I
D

T)

TC
18

8
W

G
2

IS
O

 6
18

5-
2:

20
01

In
fla

ta
bl

e 
bo

at
s -

- P
ar

t 2
: B

oa
ts

 w
ith

a 
m

ax
im

um
 m

ot
or

 p
ow

er
 ra

tin
g 

of
4,

5 
kW

 to
 1

5 
kW

 in
cl

us
iv

e

膨
脹

式
ボ
ー
ト
－

第
2部

：
最
大
出
力

4.
5

kW
以
上

15
 k

W
以

下
の

ボ
ー
ト

全
長
が

8m
以
下
で
浮
力
が

18
00

N
以

上
（
最

大
出

力
が

4.
5 

kw
以

上
 1

5 
kw

以
下

の
機

関
を
搭

載
す
る
こ
と
が

出
来

る
）
の

膨
脹

式
ボ
ー
ト
（
複

合
型

膨
脹

式
ボ
ー
ト
を
含

む
）
の

設
計

、
使

用
材

料
、
製

造
及

び
試

験
に
関

す
る
安

全
上

の
最

小
限
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
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01
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JI

S 
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8
W
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ta
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bo
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- P
ar

t 3
: B

oa
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 w
ith

a 
m
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im

um
 m

ot
or

 p
ow

er
 ra

tin
g 

of
 1

5
kW

 a
nd

 g
re

at
er

膨
脹

式
ボ
ー
ト
－

第
3部

：
最
大
出
力

15
kW

以
上

の
ボ
ー
ト

全
長
が

8m
以
下
で
浮
力
が

18
00

N
以

上
（
最

大
出

力
が

15
 k

w
以

上
の

機
関

を
搭

載
す
る
こ
と
が

出
来

る
）
の

膨
脹

式
ボ
ー
ト
（
複

合
型

膨
脹

式
ボ
ー
ト
を
含

む
）

の
設

計
、
使

用
材

料
、
製

造
及

び
試

験
に
関

す
る
安

全
上

の
最

小
限

の
要

件
を

取
り
纏
め
た
も
の
。

20
14

.0
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JI
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51

-3
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00
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※
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00
1年

版
が

対
応

国
際

規
格

TC
18

8
W

G
2
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O

/D
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18

5-
3

In
fla

ta
bl

e 
bo

at
s -

- P
ar

t 3
: B

oa
ts

 w
ith

a 
m

ax
im

um
 m

ot
or

 p
ow

er
 ra

tin
g 

of
 1

5
kW

 a
nd

 g
re

at
er

膨
脹

式
ボ
ー
ト
－

第
3部

：
最
大
出
力

15
kW

以
上

の
ボ
ー
ト

定
期

見
直

し
で
提

出
さ
れ

た
意

見
等

の
反

映
の

た
め
の

20
14
年

版
の

改
訂

。

20
20

年
9月

か
ら
改
訂
に
着

手
。

主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
タ
イ
プ

V
II
お
よ
び

V
II

Iの
ボ
ー
ト
は
、
出
力
で
は
な
く
、
設
計
区
分
に
よ
っ
て
、

区
分

す
る
よ
う
に
変

更
。

・
箇
条

3（
定
義
）
の
更
新
（
現

在
の

慣
行

を
反

映
）

・
タ
イ
プ

V
II

Iの
ボ
ー
ト
は

よ
り
広

い
ヒ
ー
ル

角
度

を
許

容
す
る
よ
う
に
変

更
。

・
出

力
と
速

度
の

増
加

を
反

映
す
る
た
め
、
水

中
性

能
試

験
は

最
大

出
力

未
満

で
よ
り
小
さ
な
波
で
実
施
す
る
場
合
を
許
容
す
る
こ
と
に
変
更
。

D
IS
投

票
承

認

20
23

.0
1.
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F 

10
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00
4
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)

※
 2

00
1年

版
が

対
応

国
際

規
格
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18

8
W

G
2

IS
O

 6
18

5-
4:
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11
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fla

ta
bl

e 
bo

at
s -

- P
ar

t 4
: B

oa
ts

 w
ith

a 
hu

ll 
le

ng
th

 o
f b

et
w

ee
n 

8 
m

 a
nd

 2
4

m
 w

ith
 a

 m
ot

or
 p

ow
er

 ra
tin

g 
of

 1
5

kW
 a

nd
 g

re
at

er

膨
脹

式
ボ
ー
ト
－

第
4部

：
最
大
出
力

15
kW

以
上
で
船
体
の
長
さ
が

8 
m
以
上

24
m
以

下
の

ボ
ー
ト

全
長
が

8m
～

24
m
以
下
で
浮

力
が

18
00

N
以

上
（
最

大
出

力
が

15
 k

w
以

上
の

機
関

を
搭

載
す
る
こ
と
が

出
来

る
）
の

膨
脹

式
ボ
ー
ト
（
複

合
型

膨
脹

式
ボ
ー
ト

を
含

む
）
の

設
計

、
使

用
材

料
、
製

造
及

び
試

験
に
関

す
る
安

全
上

の
最

小
限

の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
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 現
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C
 1

88
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8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 7

84
0:

20
21

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 F
ire

-r
es

is
ta

nt
 fu

el
 h

os
es

舟
艇

－
耐

火
性

燃
料

ホ
ー
ス

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
け
る
、
呼
び
内

径
10

m
m
以

下
の

ホ
ー

ス
に
対

し
て
は

0.
34

M
Pa

を
、

10
m

m
よ
り
大

き
な
内

径
の

ホ
ー
ス
に
対

し
て
は

0.
25

M
Pa

を
超

え
な
い
使

用
圧

力
に
対

し
て
設

計
さ
れ

た
、
石

油
及

び
デ
ィ
ー
ゼ

ル
油

用
耐

火
性

ホ
ー
ス
に
対
す
る
一

般
的

要
求

事
項

及
び
物

理
的

試
験

の
要

件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

こ
の
規
格
は
、
恒
久
的
に
据

付
け
ら
れ

た
船

内
機

関
を
も
つ
船

体
の

長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

を
対

象
と
す
る
ホ
ー
ス
に
適

用
す
る
。

船
外
機
に
直
接
連
結
さ
れ
る
船
尾
の
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ウ
ェ
ル
内
に
あ
る
ホ
ー
ス
に

は
適
用
し
な
い
。

　
前
版
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
低

透
過

性
燃

料
ホ
ー
ス
の

要
件

の
追

加
（6

.9
項

）
。

—
石
油
燃
料
の
テ
ス
ト
流
体
の

明
確

化
（
6.

2項
）
。

20
21

.0
2

JI
S 

F 
71

51
:2

00
9

(M
O

D
)

※
20

04
年

版
が

対
応

国
際

規
格

20
04
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
－

IS
O

 8
09

9-
1:

20
18

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 W
as

te
 sy

st
em

s -
- P

ar
t

1:
 W

as
te

 w
at

er
 re

te
nt

io
n

舟
艇
－
廃
棄
物
シ
ス
テ
ム
－
汚
水
貯
留

船
体
の
長
さ
が

24
 m

 以
下
の
舟
艇
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
排
出
前
に
一
時

的
に
貯

留
す
る
シ
ス
テ
ム
の

設
計

、
構

造
及

び
設

置
に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
18

.0
2

－

TC
18

8
－

IS
O

 8
09

9-
2:

20
20

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 W
as

te
 sy

st
em

s -
- P

ar
t

2:
 W

as
te

 w
at

er
 tr

ea
tm

en
t

舟
艇
－
廃
棄
物
シ
ス
テ
ム
－
汚
水
処
理

船
体
の
長
さ
が

24
 m

 以
下
の
舟
艇
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
排
出
前
に
一
時

的
に
貯

留
す
る
シ
ス
テ
ム
の

設
計

、
構

造
及

び
設

置
に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た

IS
O

 8
09

9-
1:

20
18
が

EU
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指

令
で
定

め
る
廃

水
処

理
シ

ス
テ
ム
要

件
を
定

め
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ

を
補

完
す
る
た
め
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
20

.1
2

－
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18

8
旧
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18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 8

46
9:

20
21

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 N
on

-f
ire

-r
es

is
ta

nt
 fu

el
ho

se
s

舟
艇

－
非

耐
火

性
燃

料
ホ
ー
ス

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
け
る
、
呼
び
内

径
10

m
m
以

下
の

ホ
ー

ス
に
対

し
て
は

0.
34

M
Pa

を
、

10
m

m
よ
り
大

き
な
内

径
の

ホ
ー
ス
に
対

し
て
は

0.
25

M
Pa

を
超

え
な
い
使

用
圧

力
に
対

し
て
設

計
さ
れ

た
、
石

油
及

び
デ
ィ
ー
ゼ

ル
油

用
非

耐
火

性
ホ
ー
ス
に
対
す
る
一

般
的

要
求

事
項

及
び
物

理
試

験
の

要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

こ
の
規
格
は
、
恒
久
的
に
据

付
け
ら
れ

た
船

内
機

関
を
も
つ
船

体
の

長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

を
対

象
と
す
る
ホ
ー
ス
に
適

用
す
る
。

前
版
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
低

透
過

性
燃

料
ホ
ー
ス
の

要
件

の
追

加
（6

.8
項

）
。

—
石
油
燃
料
の
テ
ス
ト
流
体
の

明
確

化
（
6.

2項
）
。

—
図

B
.1
の
改
訂
。

20
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.0
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71

50
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00
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（
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※
 2

00
6年

版
が

対
応

国
際

規
格

20
06
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
旧
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18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 8

66
5:

20
06

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 M
ar

in
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pr
op

ul
si

on
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ci
pr
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at

in
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in
te

rn
al

 c
om

bu
st

io
n

en
gi

ne
s -

- P
ow

er
 m

ea
su

re
m

en
ts

 a
nd

de
cl

ar
at

io
ns

舟
艇
－
船
舶
推
進
用
往
復
動
内
燃
機
関

－
出

力
測

定
及

び
宣

言
船
体
の
長
さ
が

24
m
以
下
の

舟
艇

の
推

進
機

関
又

は
装

置
の

馬
力

を
決

定
す

る
た
め
に
、

IS
O

30
46

-1
に
追

加
し
て
実

施
す
る
試

験
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
た

も
の
。
ま
た
、
製
造
業
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
申
告
（
定
格
）
馬
力
の
証
拠
書

類
と
し
て
立

証
す
る
及

び
調

査
す
る
手

段
を
提

供
し
て
い
る
。

20
06

.0
6.

01
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00
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D
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 1

88
W

G
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Sm
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 P
ow

er
 m

ea
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re
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en
ts

an
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de
cl

ar
at

io
ns

 —
 P

ar
t 2

: E
le

ct
ric

m
ar

in
e 

pr
op

ul
si

on

舟
艇

－
出

力
測

定
及

び
宣

言
－

第
2部

：
電
気
推
進

船
体
の
長
さ
が

24
m
以
下
の

舟
艇

の
電

気
推

進
機

関
又

は
装

置
の

馬
力

を
決

定
す
る
た
め
に
実

施
す
る
試

験
要

求
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
D

IS
投

票
承

認

20
23
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01
‐

TC
18

8
W

G
9

IS
O

 8
66

6:
20

20
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 P

rin
ci

pa
l d

at
a

舟
艇

－
主

要
デ
ー
タ

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

の
主

要
寸

法
及

び
関

係
ぎ
装

品
の

定
義

、
仕

様
書

及
び
載

荷
状

態
の

均
一

性
を
確

立
す
る
た
め
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も

の
。

前
版
（

20
16

年
版
）
か
ら
の
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
IS

O
/IE

C
 D

ire
ct

iv
es

 P
ar

t 2
に
基
づ
く
最
新

IS
O
様

式
化

。
－
規
定
項
目
の
移
動
。

20
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版
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国
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格
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01
 現

在
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O
 T

C
 1

88

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
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管
IS

O
 8

84
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19
94

Sm
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l c
ra

ft 
w

ith
 in

bo
ar

d 
en

gi
ne

 --
Pr

op
el

le
r s

ha
ft 

en
ds

 a
nd

 b
os

se
s w

ith
1:

16
 ta

pe
r

船
用
小
形
プ
ロ
ペ
ラ
取
付
部
　
テ
ー
パ

1:
16

船
内

機
関

を
有

す
る
舟

艇
に
据

え
付

け
る
こ
と
を
意

図
し
た
、

1：
16
の

テ
ー
パ

を

も
つ

20
m

m
か
ら

16
0m

m
の
軸

径
範

囲
内

の
プ
ロ
ペ
ラ
ボ
ス
及

び
プ
ロ
ペ
ラ
軸

端
の

互
換

性
の

た
め
の

寸
法

を
定

め
て
い
る
。

19
94
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 8
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19
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1:
19

95
IS
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 8

84
5:

19
94
正
誤
票

1:
19

95
プ
ロ
ペ
ラ
軸
の
ね
じ
山
を
つ
け
ら
れ

る
端

部
の

長
さ
の

伸
張

に
関

す
る
誤

記
訂

正
19

95
.0

9.
15

－

TC
18

8
W

G
10

IS
O

 8
84

6:
19

90
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 E

le
ct

ric
al
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ev
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es

 --
Pr

ot
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tio
n 

ag
ai

ns
t i

gn
iti

on
 o

f
su

rr
ou

nd
in

g 
fla

m
m

ab
le

 g
as

es

舟
艇
－
電
気
装
置
－
周
囲
の
可
燃
性
ガ

ス
へ
の
引
火
防
止

周
辺
の
可
燃
性
ガ
ス
へ
引
火
さ
せ
ず
に
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
、
舟
艇
用
電
気

装
置

の
設

計
の

た
め
の

要
求

事
項

及
び
試

験
方

法
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
19

90
.1

2.
01

JI
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F 
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00
2

(M
O
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19
90
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応
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8
旧
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8/
SC

2か
ら
移

管
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O
 8
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7:

20
21

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 S
te

er
in

g 
ge

ar
 --

 C
ab

le
an

d 
pu

lle
y 

sy
st

em
s

舟
艇

－
操

舵
装

置
－

ケ
ー
ブ
ル

及
び
滑

車
シ
ス
テ
ム

補
助
エ
ン
ジ
ン
と
共
に
、
あ
る
い
は
補
助
エ
ン
ジ
ン
な
し
で
、
船
体
の
長
さ
が

24
m

以
下

の
帆

船
に
用

い
る
操

舵
装

置
用

ケ
ー
ブ
ル

及
び
滑

車
の

操
作

、
構

築
お
よ

び
設

置
の

要
件

を
定

め
た
も
の

。

前
版
（

20
04

年
版
）
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
定
義
の
更
新
。

－
最
新
の
業
界
動
向
を
考
慮

し
た
要

件
の

更
新

。
－
最
大

37
kW

の
馬
力
ま
で
の

船
外

機
を
搭

載
し
た
場

合
の

要
件

を
追

加
。

20
21

.0
6

－

20
04
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 8

84
8:

20
22

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 R
em

ot
e 

m
ec

ha
ni

ca
l

st
ee

rin
g 

sy
st

em
s

舟
艇

－
遠

隔
操

だ
装

置
遠

隔
機

械
ケ
ー
ブ
ル

式
操

だ
装

置
の

設
計

、
構

造
、
設

置
及

び
試

験
の

要
件

と
、
舵

、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
機

関
、
船

内
機

及
び
船

外
機

へ
の

出
力

イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
要

件
に
関

し
て
も
取

り
纏

め
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
舟
艇
で
用
い
る
次
の

3つ
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
に
適
用
で
き
る
。

—
標
準
的
な
ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
。
合

計
15

 k
W
を
超

え
る
出

力
を
備

え
た

1
基

及
び
一

対
の

舵
、
船

外
機

、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
機

関
。

—
 1

5 
kW

〜
40

kW
の
出
力
の

1基
の

船
外

機
を
備

え
た
軽

量
操

だ
装

置
。

—
PW

C
を
除

く
ミ
ニ
ジ
ェ
ッ
ト
操

だ
装

置
。

前
版
（

20
20

年
版
）
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

EU
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指
令
へ
の
適
用
に
当
た
り
、
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
た

以
下

2点
を
修

正
す
る
。

・
IS

O
10

24
0 

(オ
ー
ナ
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

)の
引
用
を
取
り
止
め
。

・
IS

O
10

24
0を

要
件
と
し
て
引

用
し
て
い
た

9.
2項

の
記

載
の

見
直

し
。

20
22

.0
4

JI
S 

F 
10

31
:2

00
1

（
M

O
D

)

※
 IS

O
 8

84
8:

19
90

及
び

IS
O

97
75

:1
99

0が
対

応
国

際
規

格

IS
O

 8
84

8:
19

90
及

び
IS

O
97

75
:1

99
0が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
10

IS
O

 8
84

9:
20

20
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 E

le
ct

ric
al

ly
 o

pe
ra

te
d

di
re

ct
-c

ur
re

nt
 b

ilg
e 

pu
m

ps
舟
艇
－
電
動
直
流
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ

船
体
の
長
さ
が

24
m
以
下
の

舟
艇

か
ら
ビ
ル

ジ
水

を
取

除
く
と
き
に
用

い
ら
れ

る
こ
と
を
意
図
し
た
電
動
直
流
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
に
対
す
る
要
求
事
項
を
取
り
纏
め
た

も
の
。
直
流
（

D
C
）

50
V
未
満
に
定
格
さ
れ
た
電
動
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
を
適
用
す
る
。

損
傷
制
御
に
対
し
て
意
図
さ
れ
る
ポ
ン
プ
を
包
含
し
て
い
な
い
。

20
03

年
版
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
適
用
可
能
な
電
圧
と
適

用
範

囲
の

明
確

化
。

－
船
主
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
箇

条
7）
の

追
加

。

20
20

.1
2

－

20
03
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

4／
20

－ 167 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 9

09
3:

20
20

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 S
ea

co
ck

s a
nd

 th
ro

ug
h-

hu
ll 

fit
tin

gs
舟

艇
－

海
水

コ
ッ
ク
及

び
船

体
貫

通
金

物
船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
用

い
ら
れ

る
、
水

の
取

入
れ

及
び
排

出
部

分
を
構
成
す
る
金
属
製
及
び
非
金
属
製
船
こ
く
貫
通
金
物
、
海
水
コ
ッ
ク
、
ホ
ー

ス
金

物
及

び
／

又
は

土
連

プ
ラ
グ
及

び
そ
れ

に
取

り
付

け
ら
れ

る
構

成
部

品
の

製
造

及
び
取

付
け
に
関

す
る
等

級
事

項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

※
 旧

国
際
規
格
で
あ
る

IS
O

 9
09

3-
1:

19
94
（
金

属
製

）
及

び
IS

O
 9

09
3-

2:
20

02
（
非
金
属
性
）
を
統
合
。

20
20

.1
2

JI
S 

F 
10

32
-1

:2
00

2
（

M
O

D
)

※
IS

O
90

93
-1

:1
99

4が
対

応
国

際
規

格

JI
S 

F 
10

32
-2

:2
00

6
(M

O
D

)
※

IS
O

90
93

-2
:2

00
2が

対
応

国
際

規
格

IS
O

 9
09

3-
1:

19
94
及

び
IS

O
90

93
-2

:2
00

2が
小

安
則

細
則

に
対

応

TC
18

8
W

G
12

IS
O

 9
09

4:
20

22
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 F

ire
 p

ro
te

ct
io

n
舟
艇
－
防
火

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

あ
ら
ゆ
る
種

類
の

舟
艇

に
適

用
す
る
、
実

用
的

な
防

火
程

度
を
達

成
す
る
手

順
を
明

確
に
し
、
持

ち
運

び
式

消
火

装
置

お
よ
び
固

定
式
消
火
装
置
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
規
格
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
は

適
用

し
な
い
。

20
15

年
版
か
ら
の
主
な
改
訂

点
：

—
 「
エ
ン
ジ
ン
ル

ー
ム
」
の

定
義

 (3
.3
項

) が
更

新
。

—
 「
耐
火
性
」
の
定
義

 (3
.2

1項
) が

追
加

。

—
 4

.1
.1

 項
で
、
調
理
器
具
が
コ
ン
ロ
か
ら
滑
り
落
ち
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
船

体
の
最
大

 1
5°

 の
ピ
ッ
チ
角
に
制
限
を
更
新
。

—
 4

.2
.1

 項
の
ピ
ッ
チ
角
と
ヒ
ー
ル
角
が
更
新
。

—
 4

.2
.2

 項
の

裸
火

か
ら
の

保
護

に
関

す
る
要

件
が

更
新

。

—
 ゾ

ー
ン
保

護
の

理
解

を
深

め
る
た
め
の

表
 1

 が
更

新
。

—
 6

.1
項
に
の
避
難
経
路

の
説

明
が

追
加

た
。

—
 表

 2
「
エ
ン
ジ
ン
お
よ
び
エ
ン
ジ
ン

 コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
保
護
」
が
更
新
。

—
 携

帯
用

消
火

器
の

設
置

場
所

に
関

す
る
要

件
が

更
新

（
7.

5項
）
。

−
 固

定
式
消
火
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
窒
息
媒
体
を
除
去
（
7.

6項
）
。

—
 箇

条
8「
表
示
さ
れ
る
情
報
」
が
更
新
。

—
 参

考
文
献
が
更
新
。

20
22

.1
1

－

IS
O

 9
09

4-
1:

20
03
及

び
IS

O
90

94
-2

:2
00

2が
小

安
則

細
則

に
対

応

TC
18

8
W

G
2

IS
O

 9
65

0-
1:

20
22

(I
SO

 9
65

0-
1:

20
05
及

び
IS

O
 9

65
0-

2:
20

05
の

統
合

)

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 In
fla

ta
bl

e 
lif

er
af

ts
 --

Pa
rt 

1:
 T

yp
e 

I a
nd

 II
舟

艇
－

膨
脹

式
救

命
い
か

だ
－

第
1部

：
タ
イ
プ
Ⅰ

及
び
Ⅱ

以
下

の
条

件
に
よ
る
膨

脹
式

救
命

い
か

だ
の

タ
イ
プ

 1
 及

び
タ
イ
プ

 2
 の

設
計

、
性

能
及

び
表

示
に
関

す
る
最

小
限

の
要

求
事

項
を
規

定
し
、
試

験
方

法
を

取
り
纏
め
た
も
の
。

- 4
 人

か
ら

 1
6 
人
の
収
容
力

。

- 船
体
の
長
さ
が

24
 m

 以
下

の
舟

艇
に
適

用
可

能

- 水
面
か
ら

6 
m

 以
下
の
高
さ
に
設

置
可

能

20
22

.0
5

ー

TC
18

8
W

G
2

IS
O

 9
65

0-
3:

20
09

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 In
fla

ta
bl

e 
lif

er
af

ts
 --

Pa
rt 

3:
 M

at
er

ia
ls

舟
艇

－
膨

脹
式

救
命

い
か

だ
－

第
3部

：
材
料

IS
O

96
50

-1
及
び

-2
で
定

め
る
膨

脹
式

救
命

い
か

だ
の

タ
イ
プ
Ⅰ

及
び
Ⅱ

の
材

料
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

20
09

.0
7.

15
－

5／
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
W

G
9

IS
O

 1
00

87
:2

02
2

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 C
ra

ft 
id

en
tif

ic
at

io
n 

--
C

od
in

g 
sy

st
em

舟
艇
－
船
体
識
別
－
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

す
べ

て
の

舟
艇

の
船

体
識

別
に
用

い
る
、
国

の
識

別
符

号
及

び
製

造
業

者
の

識
別

符
号

、
一

連
番

号
、
製

作
年

月
（
型

式
年

）
に

関
す
る
符
号
体
系
を
取
り
纏

め
た
も
の

。
水

浴
玩

具
等

に
は

適
用

し
な
い
。

20
19

年
版
の
改
訂
で
あ
り
、
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

2（
引

用
規

格
）
に
掲

載
さ
れ

て
い
る
規

格
を
更

新
。

・
3.

4項
の
引
用
元

SO
U

R
C

Eの
追

加
。

・
4.

5項
の

N
O

TE
の
追
加
。

・
参
考
文
献
の
追
加
。

20
22

.0
1

JI
S 

F 
00

80
:2

00
8

（
ID

T
）

※
20

06
年

版
が

対
応

国
際

規
格

SC
2

W
G

2

旧
TC

18
8/

W
G

5

IS
O

 1
00

88
:2

02
2

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 P
er

m
an

en
tly

 in
st

al
le

d
fu

el
 sy

st
em

s
舟
艇
－
恒
久
設
置
形
燃
料
装
置

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

の
内

燃
機

関
用

の
恒

久
的

に
据

付
け
ら
れ

た
燃

料
装

置
及

び
固

定
式

燃
料

タ
ン
ク
の

設
計

、
材

料
、
構

造
、
据

付
、
試

験
に

関
す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
船

体
の

長
さ
が

 2
4 

m
 以

下
の

舟
艇

の
恒

久
的

に
据

付
け
ら
れ
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル

及
び
ガ
ソ
リ
ン
の

燃
料

装
置

及
び
固

定
式

燃
料

タ
ン
ク
の

全
部

品
、
す
な
わ

ち
燃

料
の

給
油

口
か

ら
船

内
機

艇
や

船
外

機
艇

の
主

機
や

補
機

へ
の

接
続

箇
所

ま
で
定

め
て
い
る
。

IS
O

10
08

8:
20

13
か
ら
の
主

な
改

訂
案

：

3.
13

、
4.

1.
12

等
で
定

め
ら
れ

て
い
る
燃

料
蒸

発
ガ
ス
要

件
（

ev
ap

or
at

iv
e

em
is

si
on

s）
の
参
考
と
し
て
、
試

験
の

条
件

と
試

験
手

順
を
記

し
た
参

考
附

属
書

Bが
追
加
。

20
22

.1
1

－

20
01
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
10

IS
O

/T
R

 1
01

34
:2

02
0

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 E
le

ct
ric

al
 d

ev
ic

es
 --

Li
gh

tn
in

g-
pr

ot
ec

tio
n 

sy
st

em
s

舟
艇
－
電
気
装
置
－
避
雷
シ
ス
テ
ム

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
搭

載
す
る
避

雷
シ
ス
テ
ム
の

設
計

、
組

立
、
据

え
付

け
に
関

す
る
指

針
を
取

り
纏

め
て
い
る
。

20
20

.0
5

ー

TC
18

8
W

G
16

IS
O

 1
02

39
:2

01
4

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 L
iq

ue
fie

d 
pe

tro
le

um
ga

s (
LP

G
) s

ys
te

m
s

舟
艇
－
液
化
石
油
ガ
ス

(L
PG

)シ
ス
テ
ム

LP
G
を
燃

料
と
す
る
推

進
機

関
又

は
LP

G
駆
動
の
発
電
機
に
使
用
さ
れ
る
装
置

を
除
く
、
船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
恒

久
的

に
取

付
け
ら
れ

る
LP

G
装

置
及
び

LP
G
燃

焼
器

具
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
持

運
び
式

自
給

式
キ
ャ

ン
プ
用
ス
ト
ー
ブ
又
は
持
運
び
式
ガ
ス
燈
の
よ
う
な
直
に
取
付
け
る
ガ
ス
シ
リ
ン

ダ
を
も
つ
装

置
は

含
ま
な
い
と
し
て
い
る
。

20
14

.1
2.

01
－

20
00
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
16

IS
O

/D
IS

 1
02

39
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 L

iq
ue

fie
d 

pe
tro

le
um

ga
s (

LP
G

) s
ys

te
m

s
舟
艇
－
液
化
石
油
ガ
ス

(L
PG

)シ
ス
テ
ム

20
14

年
版
の
改
訂
で
あ
り
、
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

1（
適
用
範
囲
）
の
記
載

事
項

の
明

確
化

。

・
「

ro
om

 se
al

ed
 a

pp
lia

nc
e」
お
よ
び
「

op
en

 fl
ue

d 
ap

pl
ia

nc
e」
の

定
義

の
追

加

（
3.

18
項

お
よ
び

3.
19

項
）
。

・
「

pr
es

su
re

 re
gu

la
tio

n 
de

vi
ce

s」
の

位
置

の
明

確
化

（
箇

条
9）
。

D
IS
投

票
中

20
23

.0
4.

04
〆

切

TC
18

8
W

G
13

IS
O

 1
02

40
:2

02
2

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 O
w

ne
r's

 m
an

ua
l

舟
艇

－
オ
ー
ナ
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

船
体
の
長
さ
が

24
ｍ
以

下
の

舟
艇

に
適

用
で
き
る
船

主
手

引
書

を
作

成
す
る
た

め
の
指
針
を
取
り
纏
め
た
も
の

。

20
19

年
版
か
ら
の
主
な
改
訂

点
：

IS
O

10
24

0:
20

19
の
箇
条

2（
引
用
規
格
）
に
制
定
年
の
記
載
が
な
く
最
新
版
引

用
の
規
格
が
あ
り
、

EU
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指

令
の

適
用

が
出

来
な
い
た
め
（
適

用
す
る
た
め
に
は

す
べ

て
の

引
用

規
格

に
つ
い
て
制

定
年

の
記

載
が

必
要

）
、

適
用

が
で
き
る
よ
う
に
制

定
年

の
記

載
を
す
る
。

20
22

.1
1

JI
S 

F 
01

02
:2

00
8

(I
D

T
)

※
20

04
年

版
が

対
応

国
際

規
格
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23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

05
92

:2
02

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

yd
ra

ul
ic

 st
ee

rin
g

sy
st

em
s

舟
艇

－
油

圧
操

だ
装

置
船

主
及

び
設

置
者

両
方

に
対

す
る
要

求
事

項
、
試

験
方

法
、
手

引
書

、
並

び
に

船
外

原
動

機
、
船

内
原

動
機

及
び
船

内
－

船
外

駆
動

操
だ
装

置
に
対

す
る
だ

輪
か

ら
接

触
面

箇
所

ま
で
の

油
圧

操
だ
装

置
及

び
構

成
部

品
に
対

す
る
名

称
を
規

定
す
る
。

IS
O

 1
05

92
:1

99
4の

改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
箇
条

3の
定
義
の
更
新
。

—
規

格
全

体
を
通

し
て
、
最

新
技

術
を
満

た
す
た
め
に
要

件
が

更
新

。

—
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
の
要
件
と
試
験
が
削
除
。

—
19

94
年

版
で
定

め
て
い
た
箇
条

12
（
D

es
ig

na
tio

n）
を
削

除
。

20
22

.0
6

JI
S 

F 
10

24
:1

99
8

(M
O

D
)

※
 1

99
4年

版
が

対
応

国
際

規
格

19
94
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

11
05

:2
02

0
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 V

en
til

at
io

n 
of

 p
et

ro
l

en
gi

ne
 a

nd
/o

r p
et

ro
l t

an
k

co
m

pa
rtm

en
ts

舟
艇

－
ガ
ソ
リ
ン
機

関
区

画
及

び
ガ
ソ
リ

ン
タ
ン
ク
区
画
の
換
気

推
進
、
発
電
又
は
機
械
動
力
の
た
め
の
ガ
ソ
リ
ン
機
関
を
持
ち
、
船
体
の
長
さ

が
 2

4 
m

 以
下
の
舟
艇
の
ガ
ソ
リ
ン
燃
料
機
関

 及
び
／

又
は

 ガ
ソ
リ
ン
タ
ン
ク

区
画

に
お
け
る
爆

発
性

ガ
ス
の

蓄
積

を
防

止
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の

区
画

の
換

気
に
つ
い
て
の
要
求
事
項
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

前
版
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
規

定
を
明

確
化

す
る
た
め
に

4項
、

5項
、

6項
を
再

編
成

。

－
表

2の
追
加
。

20
20

.0
3

JI
S 

F 
10

33
:2

00
2

(M
O

D
)

※
19

97
年

版
が

対
応

国
際

規
格

19
97
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
13

IS
O

 1
11

92
:2

00
5

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 G
ra

ph
ic

al
 sy

m
bo

ls
舟
艇
－
図
記
号

船
体
の
長
さ
が

24
m
以
下
の

舟
艇

に
使

用
す
る
一

般
的

な
図

及
び
シ
ン
ボ
ル

を
取
り
纏
め
た
も
の
。

20
05

.1
1.

01
－

SC
2

W
G

2

旧
TC

18
8/

W
G

5

IS
O

 1
15

47
:1

99
4

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 S
ta

rt-
in

-g
ea

r p
ro

te
ct

io
n
舟
艇
－
ス
タ
ー
ト

-イ
ン

-ギ
ヤ

-プ
ロ
テ
ク

シ
ョ
ン
－
装
備
基
準

船
外
原
動
機
が
船
体
の
長
さ

24
ｍ
以

下
の

舟
艇

に
取

付
け
ら
れ

た
場

合
に
、
そ

れ
が
ギ
ア
が
入
っ
た
状
態
で
起

動
す
る
の

を
防

ぐ
た
め
の

要
求

事
項

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
　

19
94

.1
0.

01
JI

S 
F 

43
23

:1
99

4
（

ID
T

)

※
 D

IS
が

対
応

国
際

規
格

19
94
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
24

IS
O

 1
15

91
:2

02
0

Sm
al

l c
ra

ft,
 e

ng
in

e-
dr

iv
en

 --
 F

ie
ld

 o
f

vi
si

on
 fr

om
 h

el
m

 p
os

iti
on

エ
ン
ジ
ン
駆
動
舟
艇
－
操
舵
位
置
か
ら
の

視
界

機
関

に
よ
っ
て
推

進
す
る
船

体
の

長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

の
前

後
進

を
行

う
操
舵
位
置
か
ら
の
視
界
に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

20
.1

0
－

TC
18

8
W

G
24

IS
O

11
59

1:
20

20
/A

m
d1

:2
02

2

Sm
al

l c
ra

ft,
 e

ng
in

e-
dr

iv
en

 --
 F

ie
ld

 o
f

vi
si

on
 fr

om
 h

el
m

 p
os

iti
on

 (2
02

0年
版

の
部

分
改

訂
)

エ
ン
ジ
ン
駆
動
舟
艇
－
操
舵
位
置
か
ら
の

視
界

(2
02

0年
版
の
部
分
改
訂

)
IS

O
 1

15
91

:2
02

0の
小
改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

IS
O

10
24

0（
船
主
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

）
を
引

用
し
た
結

果
、

EN
規

格
化

が
認

め
ら
れ

な
か

っ
た
た
め
、
そ
の
是
正
を
図
る
こ
と
を
目
的
（

2項
か

ら
IS

O
 8

66
6お

よ
び

IS
O

 1
02

40
の
引
用
の
削
除

、
4.

2.
2.

3項
の

追
加

、
8.

1項
～

8.
3項

か
ら
一

部
条

文
の
削
除
、

8.
4項

、
附
属
書

A
の

追
加

）
。

20
22

.1
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8
旧
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SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

15
92
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:2

01
6
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al

l c
ra
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le

ss
 th

an
 8

 m
 le

ng
th

 o
f

hu
ll 

--
 D

et
er

m
in

at
io

n 
of

 m
ax

im
um

pr
op

ul
si

on
 p

ow
er

 ra
tin

g

舟
艇
－
最
大
推
進
出
力
値
の
決
定
：
船
体

の
長
さ

8ｍ
未
満
の
舟
艇

機
関

に
よ
っ
て
推

進
す
る
船

体
の

長
さ
が

8m
未

満
の

舟
艇

の
最

大
出

力
値

の
決
定
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

20
16

.0
2.

15
JI

S 
F 

10
36

:2
00

3
(M

O
D

)

※
20

01
年

版
が

対
応

国
際

規
格

20
01
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応
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移
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IS

O
 1

15
92
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1

Sm
al

l c
ra

ft 
- D

et
er

m
in

at
io

n 
of

m
ax
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um
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ro

pu
ls

io
n 

po
w

er
 –

 P
ar

t 2
 :

C
ra

ft 
w

ith
 a

 le
ng

th
 o

f h
ul

l b
et

w
ee

n 
8

m
 a

nd
 2

4 
m

舟
艇
－
最
大
推
進
出
力
値
の
決
定
－
第

2
部
：
船
体
の
長
さ

8m
以
上

24
m
以
下
の
舟

艇

機
関

に
よ
っ
て
推

進
す
る
船

体
の

長
さ
が

8m
以

上
24

m
以

下
の

舟
艇

の
最

大
出
力
値
の
決
定
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

EU
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指
令
へ
組
み
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
箇
条

2(
引

用
規

格
)に

記
載

の
引

用
規

格
の

制
定

念
を
記

載
す
る
等

の
小

改
訂

を
20

19
年

版
に

反
映
し
た
。

20
21

.0
7

JI
S 

F 
10

36
:2

00
3

(M
O

D
)

※
 2

00
1年

版
が

対
応

国
際

規
格

TC
18

8
W

G
3

IS
O

 1
18

12
:2

02
0

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 W
at

er
tig

ht
 c

oc
kp

its
 a

nd
qu

ic
k-

dr
ai

ni
ng

 c
oc

kp
its

舟
艇

－
水

密
コ
ク
ピ
ッ
ト
及

び
急

速
排

水
コ
ク
ピ
ッ
ト

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
い
て
、

“水
密

”又
は

“急
速

排
水

”と
し

て
設
計
さ
れ
る
コ
ク
ピ
ッ
ト
及

び
リ
セ
ス
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
コ
ク
ピ
ッ
ト

又
は
リ
セ
ス
の
寸
法
及
び
形
状
に
つ
い
て
の
要
件
又
は
そ
れ
ら
の
使
用
を
要
求

す
る
場

合
及

び
場

所
に
つ
い
て
は

規
定

し
な
い
。
た
だ
し
、
ポ
ン
プ
又

は
そ
の

他
の

手
段

に
よ
ら
な
い
重

力
に
よ
る
排

水
だ
け
に
適

用
す
る
。

20
20

.0
7

JI
S 

F 
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38
:2

00
3

(I
D

T
)

※
20

01
年

版
が

対
応

国
際

規
格
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 1

88
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IS
O

 1
18

12
:2

02
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C
D

A
m

d1
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 W

at
er

tig
ht
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oc

kp
its

 a
nd

qu
ic

k-
dr

ai
ni

ng
 c

oc
kp

its
 --

A
m

en
dm

en
t 1

舟
艇

－
水

密
コ
ク
ピ
ッ
ト
及

び
急

速
排

水
コ
ク
ピ
ッ
ト
－
追
補

1
IS

O
 1

18
12

:2
02

0を
EN

規
格

と
す
る
た
め
の

部
分

改
訂

。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

2（
引

用
規

格
）
に
掲

載
の

規
格

は
す
べ

て
年

版
付

と
す
る
（
最

新
版

へ
の

自
動

更
新

は
認

め
な
い
）
。

・
”r

ec
es

s o
pe

n 
to

 th
e 

se
a”
要

件
を
明

確
化

す
る
こ
と
で
、

"f
oo

t b
as

in
"要

件
を

簡
易
化
。

20
22

.0
2.

12
〆

切
の

投
票

で
登

録

上
記

参
照

TC
18

8
W

G
13

IS
O

 1
21

33
:2

02
1

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 C
ar

bo
n 

m
on

ox
id

e 
(C

O
)

de
te

ct
io

n 
sy

st
em

s
舟

艇
－

一
酸

化
炭

素
検

知
装

置
こ
の

規
格

は
、
舟

艇
内

に
お
け
る
一

酸
化

炭
素

検
知

お
よ
び
盗

難
警

報
装

置
の

設
計

、
製

造
お
よ
び
設

置
用

の
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
　
附

属
書

A
は

、
舟

艇
の

乗
組

員
に
対

す
る
一

酸
化

炭
素

に
関

す
る
教

材
を
提

供
し
て
い
る
。

20
11

年
版
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
定
義
の
更
新
。

—
マ
ー
キ
ン
グ
要

件
の

追
加

。

—
図

1の
更
新
。

—
5.

3.
2項

の
要
件
の
明
確

化
。

—
 5

.3
.3
項
を
更
新
。

—
5.

2.
3項

に
設

計
動

作
温

度
範

囲
に
関

す
る
要

件
を
追

加
。

—
バ

ッ
テ
リ
ー
ア
ラ
ー
ム
要

件
の

追
加

。

20
21
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Sm
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Th
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, g
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ss
-f

ib
re

re
in

fo
rc

em
en

t, 
re

fe
re

nc
e 

la
m

in
at

e

舟
艇
－
船
体
構
造
－
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ
－

第
1部

：
材
料
：
熱
硬
化
性
樹
脂
、
ガ
ラ
ス

繊
維
強
化
材
、
基
準
積
層
材

IS
O

 8
66

6に
よ
る
船
体
の
長
さ
（
LH

）
が

 2
4 

m
 以

下
の

舟
艇

に
構

造
に
使

用
さ

れ
る
熱

硬
化

性
樹

脂
及

び
ガ
ラ
ス
繊

維
強

化
材

に
適

用
す
る
。

IS
O

12
21

5の
こ

の
パ

ー
ト
は
、
ガ
ラ
ス
強

化
材

及
び
樹

脂
並

び
に
そ
れ

ら
で
作
ら
れ
た
基

準
積

層
材
の
材
料
特
性
に
関
す
る
最

低
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
IS

O
12

21
5の

こ
の
パ
ー
ト
に
関
連
す
る
積
層

材
の

最
低

要
件

や
特

性
を
満

足
す
る
な
ら
、
こ
こ
に

挙
げ
て
い
な
い
他

の
材

料
に
も
適

用
し
て
も
可

能
と
し
て
い
る
。
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舟
艇
－
船
体
構
造
－
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ
－

第
2部

：
材

料
：
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
構

造
用

心
材

及
び
補

強
材

船
体

構
造

に
使

用
す
る
た
め
の

心
材

材
料

及
び
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
構

造
に
埋

め
込

ま
れ
る
材
料
に
対
す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
IS

O
 8

66
6に

よ
る
船
体
の

長
さ
（

LH
）

 2
4 

m
 以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。
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01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-3

:2
00

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 3

: M
at

er
ia

ls
: S

te
el

,
al

um
in

iu
m

 a
llo

ys
, w

oo
d,

 o
th

er
m

at
er

ia
ls

舟
艇
－
船
体
構
造
－
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ
－

第
3部

：
材

料
：
鋼

、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合

金
、

木
材

及
び
そ
の

他
の

材
料

船
体

、
上

部
構

造
及

び
付

加
物

の
構

造
へ

の
使

用
を
目

的
と
し
た
材

料
、
特

に
、
次

の
材

料
に
対

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
－

溶
接

用
普

通
及

び
高

張
力

熱
間

圧
延

鋼
板

、
広

幅
平

鋼
、
形

鋼
及

び
棒

鋼
－

板
材

又
は

異
形

材
に
加

工
さ
れ

た
、
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト
系

ス
テ
ン
レ
ス
鋼

－
板

材
、
形

材
及

び
押

出
異

形
材

と
し
て
加

工
さ
れ

た
展

伸
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合

金 －
中

実
木

材
、
合

板
又

は
単

板
（
ベ
ニ
ヤ
）
の

形
と
な
っ
て
い
る
木

材
－
そ
の
他
の
適
切
な
材
料

ま
た
、
こ
の
規
格
は
船
体
の
長

さ
（
LH

）
が

、
IS

O
 8

66
6に

よ
る

 2
4 

m
 以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
02

.0
5.

01
JI

S 
F1

03
4-

3:
20

06
(I

D
T)

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-4

:2
00

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 4

: W
or

ks
ho

p 
an

d
m

an
uf

ac
tu

rin
g

舟
艇

－
船

体
構

造
及

び
－

ス
カ
ン
ト
リ
ン

グ
－
第

4部
：
製

造
所

及
び
製

造
製

造
所

の
条

件
、
材

料
の

保
管

方
法

及
び
取

扱
い
方

法
、
及

び
舟

艇
の

製
造

要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
船
体
長
さ
（
LH

）
が

，
IS

O
86

66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。
た
だ
し
、
健

康
面

や
安

全
面

の
要

件
は

含
ま
れ

て
い
な
い
。

20
02

.0
5.

01
JI

S 
F 

10
34

-4
:2

00
6

(I
D

T)

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-5

:2
01

9
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 5

: D
es

ig
n 

pr
es

su
re

s
fo

r m
on

oh
ul

ls
, d

es
ig

n 
st

re
ss

es
,

sc
an

tli
ng

s d
et

er
m

in
at

io
n

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

5部
：
単
胴
型
舟
艇
の
設
計
圧
力
，

設
計
応
力
，
材
料
寸
法
の
決
定

単
胴
形
舟
艇
の
設
計
圧
力
，
設
計
応
力
，
材
料
寸
法
要
件
を
取
り
纏
め
た
も

の
。
船
体
の
長
さ
（

LH
）
が

、
IS

O
86

66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
19

.0
5

JI
S 

F 
10

34
-5

:2
01

9
(I

D
T

)

※
20

08
年

版
が

対
応

国
際

規
格

20
08
年

版
が

FD
IS
の

時
の

版
が

小
安

則
細

則
に
対

応

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-6

:2
00

8
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 6

: S
tru

ct
ur

al
ar

ra
ng

em
en

ts
 a

nd
 d

et
ai

ls

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

6部
：
構

造
的

配
置

及
び
詳

細
単

胴
型

舟
艇

の
構

造
的

配
置

及
び
詳

細
 要

件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

船
体
の
長
さ
（

LH
）
が
、

IS
O

86
66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
08

.0
4.

01
JI

S 
F

10
34

-6
:2

02
0

(I
D

T)

20
08
年

版
が

FD
IS
の

時
の

版
が

小
安

則
細

則
に
対

応

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-7

:2
02

0
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 7

: D
et

er
m

in
at

io
n 

of
lo

ad
s f

or
 m

ul
tih

ul
l a

nd
 o

f t
he

ir 
lo

ca
l

sc
an

tli
ng

s u
si

ng
 IS

O
 1

22
15

-5

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

7部
：

IS
O

12
21

5-
5を

用
い
た
多
胴

型
舟

艇
の

材
料

寸
法

及
び
船

体
荷

重
の

決
定

多
胴
型
舟
艇
の
材
料
寸
法
の
詳
細
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

船
体
の
長
さ
（

LH
）
が
、

IS
O

86
66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
20

.1
1

－

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-8

:2
00

9
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 8

: R
ud

de
rs

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

8部
：
舵

単
胴
型
舟
艇
に
用
い
ら
れ

る
舵

の
必

要
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
船
体
の
長
さ
（

LH
）
が
、

IS
O

86
66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
09

.0
5.

15

－

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-

8:
20

09
/C

or
 1

:2
01

0
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 8

: R
ud

de
rs

Te
ch

ni
ca

l C
or

rig
en

du
m

 1

IS
O

 1
22

15
-8

:2
00

9の
正
誤
票

C
.1
項
で

A
nn

ex
Bの

引
用
の
と
こ
ろ
、

A
nn

ex
 C
を
引

用
し
て
い
た
誤

記
の

訂
正
。

20
10

.0
9.

15

－

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-9

:2
01

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d

sc
an

tli
ng

s -
- P

ar
t 9

: S
ai

lin
g 

cr
af

t
ap

pe
nd

ag
es

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

9部
：
帆

船
の

附
属

品
及

び
ぎ
装
品

帆
船

の
附

属
品

及
び
ぎ
装

品
に
関

す
る
設

計
応

力
、
構

造
用

材
料

、
キ
ー
ル

及
び
そ
れ

ら
の

付
属

品
の

設
計

荷
重

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
船
体
の
長
さ
（

LH
）
が
、

IS
O

86
66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
12

.0
6.

15

－
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
W

G
18

IS
O

/A
W

I 1
22

15
-9

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 H
ul

l c
on

st
ru

ct
io

n 
an

d
sc

an
tli

ng
s -

- P
ar

t 9
: S

ai
lin

g 
cr

af
t

ap
pe

nd
ag

es

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

9部
：
帆

船
の

附
属

品
及

び
ぎ
装
品

W
or

ld
 S

ai
lin

g（
国

際
競

技
連

盟
）
か

ら
、
最

近
頻

発
し
て
い
る
キ
ー
ル

脱
落

事

故
に
際

し
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
艇

が
準

拠
す
る

IS
O
基
準
に
つ
い
て
、
特
に
金
属
疲

労
に
関

す
る
箇

所
の

見
直

し
が

必
要

で
あ
る
可

能
性

が
あ
る
旨

の
指

摘
が

あ
り
、
定
期
見
直
し
の
結
果
、
改
訂
に
着
手
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

20
22

.0
6.

15
登

録

TC
 1

88
決

議
20

22
_3

－

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
22

15
-1

0:
20

20
H

ul
l c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d 

sc
an

tli
ng

s –
Pa

rt 
10

: R
ig

 lo
ad

s a
nd

 a
tta

ch
m

en
ts

舟
艇
－
船
体
構
造
及
び
ス
カ
ン
ト
リ
ン
グ

－
第

10
部
：
リ
グ
荷
重
及
び
附
属
品

舟
艇
の
リ
グ
荷
重
及
び
関
連
付
属
品
の
設
計
荷
重
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

船
体
の
長
さ
（

LH
）
が
、

IS
O

86
66
に
よ
る

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。

20
20

.1
1

－

TC
18

8
W

G
20

IS
O

 1
22

16
:2

02
0

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 W
in

do
w

s, 
po

rtl
ig

ht
s,

ha
tc

he
s, 

de
ad

lig
ht

s a
nd

 d
oo

rs
 --

St
re

ng
th

 a
nd

 w
at

er
tig

ht
ne

ss
re

qu
ire

m
en

ts

舟
艇

－
開

口
要

件
－

窓
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ト
、

ハ
ッ
チ
、
デ
ッ
ド
ラ
イ
ト
及

び
ド
ア
－

強
度

と
水

密
性

に
関

す
る
要

求
基

準

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
窓

、
ハ

ッ
チ
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ト
、

デ
ッ
ド
ラ
イ
ト
及

び
ド
ア
に
つ
い
て
、
船

の
種

類
、
装

置
の

位
置

及
び
設

計
区

分
を
考
慮
に
入
れ
て
、
技
術
上
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
規
格
で
扱
う
装

置
は
、
船
の
水
密
性
に
関
し
て
重
要
な
も
の
、
す
な
わ
ち
、
板
が
破
損
し
た
場
合

に
浸

水
す
る
恐

れ
が

あ
る
も
の

だ
け
で
あ
る
。
こ
の

規
格

は
、
主

に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ナ
ル
ボ
ー
ト
用
に
作
ら
れ
た
が
、
船
体
の
長
さ
が

 2
4 

m
 以

下
の
救
命
ボ
ー

ト
を
除

い
た
非
レ
ク
シ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル

ボ
ー
ト
に
も
適

用
で
き
る
。
た
だ
し
，
厳
し
い

条
件
下
で
使
わ
れ
る
商
用

船
や

作
業

船
に
は

適
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

3、
4、

6の
修
正
。

・
箇
条

D
.2

.1
、

D
.2

.2
、

D
.3
及

び
D

.4
.3
の

修
正

。

・
附
属
書

Fの
修
正
。

20
20

.0
7

JI
S 

F 
10

40
:2

00
4

（
ID

T
)

※
20

02
年

版
が

対
応

国
際

規
格

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
W

G
20

IS
O

12
21

6:
20

20
/A

m
d1

:2
02

2

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 W
in

do
w

s, 
po

rtl
ig

ht
s,

ha
tc

he
s, 

de
ad

lig
ht

s a
nd

 d
oo

rs
 --

St
re

ng
th

 a
nd

 w
at

er
tig

ht
ne

ss
re

qu
ire

m
en

ts
 (部

分
改
訂

)

舟
艇

－
開

口
要

件
－

窓
、
ポ
ー
ト
ラ
イ
ト
、

ハ
ッ
チ
、
デ
ッ
ド
ラ
イ
ト
及

び
ド
ア
－

強
度

と
水

密
性

に
関

す
る
要

求
基

準
 (部

分
改

訂
)

EU
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指
令
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の

IS
O

 1
22

16
:2

02
0の

部
分

改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

2か
ら
、

IS
O

 1
18

12
:2

02
0の

引
用

を
削

除
。

・
箇
条

3.
9.

7～
3.

9.
13

の
用

語
及

び
定

義
を
追

加
。

・
箇
条

6.
3.

3.
2の

表
4の

タ
イ
ト
ル

を
変

更
、
表

4の
あ
と
の

IS
O

 1
18

12
:2

02
0引

用
記

載
を
す
べ

て
削

除
。

・
図

D
.6
を
差
替
え
。

20
22

.0
7

同
上

TC
18

8
W

G
22

IS
O

 1
22

17
-1

:2
02

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 S

ta
bi

lit
y 

an
d 

bu
oy

an
cy

as
se

ss
m

en
t a

nd
 c

at
eg

or
iz

at
io

n 
--

 P
ar

t
1:

 N
on

-s
ai

lin
g 

bo
at

s o
f h

ul
l l

en
gt

h
gr

ea
te

r t
ha

n 
or

 e
qu

al
 to

 6
 m

舟
艇

－
復

原
性

及
び
浮

力
の

評
価

－
第

1
部
：
船
体
長
さ
が

6 
m
以
上
の
非
帆
船

非
損

傷
時

の
ボ
ー
ト
の

復
原

性
及

び
浮

力
の

評
価

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

に
は

冠
水

し
や

す
い
ボ
ー
ト
の

浮
力

特
性

も
含

む
。

こ
の

規
格

を
用

い
た
復

原
性

及
び
浮

力
性

能
の

評
価

に
よ
り
、
ボ
ー
ト
の

設
計

及
び
最

大
搭

載
量

に
適

し
た
設

計
区

分
(A

、
B、

C
又

は
D

)を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
規
格
は
、
船
体
の
長
さ
が

 6
 m

 以
上

 2
4 

m
 以

下
の

無
動

力
船

又

は
動

力
船

に
適

用
す
る
。
但

し
、

6 
m

 未
満

の
ボ
ー
ト
で
あ
っ
て
、

IS
O

 1
22

17
-3

で
指

定
さ
れ

た
設

計
区

分
で
は

望
ま
し
い
設

計
区

分
を
得

ら
れ

な
い
が

、
全

通
甲
板
で

 IS
O

 1
18

12
に
適
合
す
る
急
速
排
水
リ
セ
ス
を
有
す
る
場
合
は
、
こ
の
規

格
を
適
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
規
格
で
は
、
曳
航
、
漁
労
、
浚
渫
又
は
揚

荷
作

業
が

、
復

原
性

に
与

え
る
影

響
は

含
ん
で
い
な
い
し
、
評

価
も
し
て
い
な

い
。
そ
れ

ら
は

適
宜

、
別

途
考

慮
す
る
必

要
が

あ
る
。

20
15

年
版
か
ら
の
主
な
改
訂

点
：

 －
IS

O
86

66
(舟

艇
－

主
要

デ
ー
タ

)の
改

訂
に
合

わ
せ

て
、
「
メ
ー
カ
ー
の

基
本

装
備

に
含

ま
れ

て
い
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
の

機
器

お
よ
び
付

属
品

の
最

大
質

量
の

許
容
値
」
の
記
載
を

3.
4.

4（
最

大
搭

載
）
か

ら
3.

4.
5（

最
大

搭
載

条
件

）
に
移

動
。

－
附
属
書

Jの
計

算
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

N
o.

1に
上

記
改

訂
を
反

映
。

－
箇
条

2（
引
用
規
格
）
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
規
格
に
年
版
を
追
加
。

－
そ
の
他
、
全
体
的
な
編

集
上

の
修

正
。

20
22

.1
2

－

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応
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 S
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at

s o
f h

ul
l l
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gt

h 
gr

ea
te

r
th

an
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r e
qu

al
 to

 6
 m

舟
艇

－
復

原
性

及
び
浮

力
の

評
価

－
第

2
部
：
船
体
長
さ
が

6 
m
以
上
の
帆
船

非
損

傷
時

の
ボ
ー
ト
の

復
原

性
及

び
浮

力
の

評
価

方
法

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
こ
の

規
格

に
は

、
冠

水
し
や

す
い
ボ
ー
ト
の

浮
力

特
性

も
含

む
。
こ
の

規
格

を
用

い
た
復

原
性

及
び
浮

力
性

能
の

評
価

に
よ
り
、
ボ
ー
ト
の

設
計

及
び
最

大
搭

載
量
に
適
し
た
設
計
区
分

 (A
、

B、
C
又

は
D

) を
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の

規
格
は
船
体
の
長
さ

 6
 m

 以
上

 2
4 

m
 以

下
の

主
と
し
て
帆

で
進

む
（
補

助
機

関
を
搭
載
し
て
い
て
も
）
舟
艇
に
適
用
さ
れ
る
。
但
し
、

6m
未

満
の

舟
艇

で
あ
っ

て
も
居

住
区

を
有

す
る
多

胴
船

の
場

合
も
し
く
は

IS
O

 1
22

17
-3
に
よ
る
要
求
設

計
区

分
に
到

達
で
き
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
全

通
甲

板
で

 IS
O

 1
18

12
に
適
合

す
る
急
速
排
水
リ
セ
ス
ト
を
有
す
る
場
合
は
、
こ
の
規
格
を
適
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
規
格
で
は
、
曳
航

、
漁

労
、
浚

渫
又

は
揚

荷
作

業
が

、
復

原
性

に
与

え
る
影

響
は

含
ん
で
い
な
い
し
、
評

価
も
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は

適
宜

、
別

途
考

慮
す
る
必

要
が

あ
る
。

20
15

年
版
か
ら
の
主
な
改

訂
点

：

－
IS

O
86

66
(舟

艇
－

主
要

デ
ー
タ

)の
改

訂
に
合

わ
せ

て
、
「
メ
ー
カ
ー
の

基
本

装
備

に
含

ま
れ

て
い
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
の

機
器

お
よ
び
付

属
品

の
最

大
質

量
の

許
容
値
」
の
記
載
を

3.
5.

4（
最

大
搭

載
）
か

ら
3.

5.
5（

最
大

搭
載

条
件

）
に
移

動
。

－
附
属
書

Jの
計

算
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

N
o.

1に
上

記
改

訂
を
反

映
。

－
箇
条

2（
引
用
規
格
）
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
規
格
に
年
版
を
追
加
。

－
そ
の
他
、
全
体
的
な
編

集
上

の
修

正
。

20
22

.1
2

－

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応
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 P
ar

t
3:

 B
oa

ts
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f h
ul

l l
en

gt
h 

le
ss

 th
an

 6
 m

舟
艇

－
復

原
性

及
び
浮

力
評

価
並

び
に

カ
テ
ゴ
リ
分

類
－

第
3部

：
船
体
長
さ
が

6
m
未

満
の

ボ
ー
ト

非
損

傷
時

の
ボ
ー
ト
の

復
原

性
及

び
浮

力
の

評
価

方
法

に
つ
い
て
規

定
し
て
い

る
。
こ
の

規
格

に
は

冠
水

し
や

す
い
ボ
ー
ト
の

浮
力

特
性

も
含

む
。

こ
の

規
格

を
用

い
た
復

原
性

及
び
浮

力
性

能
の

評
価

に
よ
り
、
ボ
ー
ト
の

設
計

及
び
最

大
搭

載
量

に
適

し
た
設

計
区

分
(C

又
は

D
)を

特
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
規
格
は
、
居
住
区
を
有
す
る
多
胴
帆
船
を
除
く
、
船
体
の
長
さ
が

 6
 m

未
満

の
無

動
力

船
又

は
動

力
船

に
適

用
す
る
。
但

し
、
船

体
の

長
さ
が

 6
 m

 未
満

の
ボ
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
全

通
甲

板
で

 IS
O

 1
18

12
に
適

合
す
る
急

速
排

水
コ

ク
ピ
ッ
ト
を
有

す
る
場

合
は

、
代

替
方

法
と
し
て

 IS
O

 1
22

17
-1

 又
は

 IS
O

12
21

7-
2（
帆
船
と
非
帆
船

で
分

類
）
を
使

っ
て
評

価
し
、
上

位
の

設
計

区
分

を
割

り
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
格
で
は
、
曳
航
、
漁
労
、
浚
渫
又
は
揚
荷
作
業

が
、
復

原
性

に
与

え
る
影

響
は

含
ん
で
い
な
い
し
、
評

価
も
し
て
い
な
い
。
そ
れ

ら
は

適
宜

、
別

途
考

慮
す
る
必

要
が

あ
る
。

20
15

年
版
か
ら
の
の
主
な
改

訂
点

は
以

下
：

 －
IS

O
86

66
(舟

艇
－

主
要

デ
ー
タ

)の
改

訂
に
合

わ
せ

て
、
「
メ
ー
カ
ー
の

基
本

装
備

に
含

ま
れ

て
い
な
い
オ
プ
シ
ョ
ン
の

機
器

お
よ
び
付

属
品

の
最

大
質

量
の

許
容
値
」
の
記
載
を

3.
3.

3（
最

大
搭

載
）
か

ら
3.

3.
4（

最
大

搭
載

条
件

）
に
移

動
。

－
附
属
書

H
の

計
算

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

N
o.

1に
上

記
改

訂
を
反

映
。

－
箇
条

2（
引
用
規
格
）
に
リ
ス
ト
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
規
格
に
年
版
を
追
加
。

－
そ
の
他
、
全
体
的
な
編
集

上
の

修
正

。

20
22

.1
2

－

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応
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88
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Sm
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ft 
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lte
rn
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g 
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d 
di

re
ct
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ur

re
nt
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st

al
la

tio
ns

舟
艇

－
電

気
シ
ス
テ
ム
－

交
流

及
び
直

流
設
備

舟
艇
に
搭
載
し
、
単
相
交
流

の
定

格
電

圧
が

 2
50

 V
 未

満
及

び
直

流
50

V
以

下
で
作

動
す
る
交

流
及

び
超

低
電

圧
直

流
電

気
装

置
の

設
計

、
製

造
及

び
据

え
付

け
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

除
外
：
　

IS
O

/IE
C

 1
63

15
, 舟

艇
－

電
気

推
進

シ
ス
テ
ム
で
定

め
る

1,
50

0V
未

満
の
直
流
、
単
相
交
流
の

定
格

電
圧

が
1,

00
0V

以
下

、
1,

00
0V

以
下

の
三

相
交
流
の
電
気
シ
ス
テ
ム

20
15

年
6月

26
日
開
催
の

TC
18

8総
会

に
て
、

G
al

va
ni

c 
is

ol
at

or
s要

件
の

追
加

お
よ
び

IS
O

10
13

3（
直
流
電

気
設

備
）
と
の

統
合

を
目

的
と
し
た
改

訂
を
行

な
う

こ
と
が
合
意
。

20
20

.1
2

JI
S 

F 
10

29
:1

99
8

(I
D

T)

※
IS

O
13

29
7:

19
97
の

D
IS
が

対
応

国
際

規
格

JI
S 

F 
10

39
:2

00
3

（
M

O
D
）

※
IS

O
10

13
3:

20
00
が

対
応

国
際

規
格

IS
O

 1
32

97
:2

00
0及

び
IS

O
10

13
3:

20
00
が

小
安

則
細

則
に
対

応

TC
18

8
W

G
10

IS
O

13
29

7:
20

20
/A

m
d1

:2
02

2

Sm
al

l c
ra

ft 
—

 E
le

ct
ric

al
 sy

st
em

s —
A

lte
rn

at
in

g 
an

d 
di

re
ct

 c
ur

re
nt

in
st

al
la

tio
ns

 (部
分
改
訂

)

舟
艇

－
電

気
シ
ス
テ
ム
－

交
流

及
び
直

流
設
備

 (部
分
改
訂

)
EU

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指
令
へ
の
適
用
を
目
的
と
し
た

IS
O

13
29

7:
20

20
の

部
分

改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

2（
引
用
規
格
）
か
ら

IS
O

10
24

0(
オ
ー
ナ
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

)を
削

除
。

IE
C

60
30

9-
2:

19
99
を

IE
C

 6
03

09
-2

:2
02

1に
差

替
え
。

・
23

.1
項

お
よ
び
図

D
.1
で

IE
C

 6
03

09
-2

:1
99

9を
IE

C
 6

03
09

-2
:2

02
1に

差
替

え
。

・
附
属
書

Bの
オ
ー
ナ
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

記
載

を
更

新
（
第

一
段

落
の

一
部

削
除

、

第
二
段
落
の
一
部
修
文
、
最

終
段

落
に

N
O

TE
の

追
加

〃
IS

O
 1

02
40

関
連

記
載
の
修
文
）
。

・
参
考
文
献
と
し
て
、

IS
O

10
24

0を
追

加
。

20
22

.0
9

同
上

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

33
42

:1
99

5
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 S

ta
tic

 th
ru

st
m

ea
su

re
m

en
t f

or
 o

ut
bo

ar
d 

m
ot

or
s

舟
艇

－
船

外
機

関
－

静
止

ス
ラ
ス
ト
の

測
定
方
法

IS
O

11
54

7に
よ
る
ス
タ
ー
ト

-イ
ン

-ギ
ヤ

-プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
の
装
備
の
要
否
を
判

断
す
る
目

的
で
、
船

外
機

関
の

静
止

ス
ラ
ス
ト
を
測

定
す
る
方

法
を
取

り
纏

め
た

も
の
。

19
95

.1
0.

15
JI

S 
F 

43
24

:1
99

6
(I

D
T

)

※
 D

IS
が

対
応

国
際

規
格

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

35
90

:2
02

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 P

er
so

na
l w

at
er

cr
af

t -
-

C
on

st
ru

ct
io

n 
an

d 
sy

st
em

 in
st

al
la

tio
n

re
qu

ire
m

en
ts

舟
艇

－
パ

ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト

－
構
造
と
シ
ス
テ
ム
搭
載
時
の
要
求
事
項

パ
ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
対
す
る
製

造
者

銘
板

、
常

設
の

ガ
ソ
リ
ン
燃

料
装

置
、
電

気
装

置
、
操

舵
装

置
、
通

風
、
船

体
構

造
及

び
浮

揚
の

構
造

及
び

搭
載

 並
び
に

 復
原
性
能
要
件
、
乾
舷
、
オ
ー
ナ
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
要
件
を
取

り
纏
め
た
も
の
。

IS
O

 1
35

90
:2

00
3の

改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
「
接
地
」
に
関
し
て
、
「

ea
rth

ed
」
と
「
gr

ou
nd

ed
」
の

双
方

が
使

用
さ
れ

て
い
た
こ

と
か
ら
、
「
gr

ou
nd

ed
」
と
い
う
用

語
に
統

一
。

－
5.

14
項
の
接
地
値
を
修
正

。

－
船
外
機
用

PW
C
及
び

je
t p

ow
er

ed
 su

rf
bo

ar
ds
は
こ
の
規
格
の
範
囲
外
で
あ

る
こ
と
を
明
確
化
。

－
す
べ

て
の

規
定

値
を

SA
Eお

よ
び
産

業
標

準
（

in
du

st
ry

 st
an

da
rd

s）
と
比

較
。

－
オ
フ
ス
ロ
ッ
ト
ル

ス
テ
ア
リ
ン
グ
要
件
に
関
す
る
附
属
書

A
の

追
加

。
－

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
要

件
の

削
除

。

20
22

.0
6

JI
S 

F 
10

30
:2

01
0

(I
D

T
)

※
 2

00
3年

版
が

対
応

国
際

規
格
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8
旧
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ら
移

管
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O
 1

35
91

:1
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ft 

--
 P
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fu
el

 sy
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em
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fo
r o

ut
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ar
d 

m
ot

or
s

舟
艇
－
船
外
機
関
－
携
帯
用
燃
料
装
置

定
格
容
量
が

27
ℓ以

下
で
、
船
体
の
長
さ
が

24
m
以
下
の
舟
艇
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
る
船

外
機

関
に
用

い
る
可

燃
性

液
体

を
運

搬
又

は
保

管
す
る
た
め
の

携
帯

用
燃

料
装

置
に
関

し
て
、
そ
の

設
計

、
材

料
及

び
試

験
の

必
要

条
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
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97
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27
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D
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年
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応
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8
旧

TC
18

8/
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92

:1
99

8
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 B

ac
kf

ire
 fl

am
e 

co
nt

ro
l

fo
r p

et
ro

l e
ng

in
es

舟
艇
－
ガ
ソ
リ
ン
機
関
の
火
炎
逆
流
制
御

船
体
の
長
さ

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
い
て
、
恒

久
的

に
据

え
付

け
ら
れ
た
ガ
ソ
リ

ン
機
関
か
ら
の
逆
火
の
炎
が
周
辺
の
環
境
中
に
広
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
装

置
に
関
し
て
、
そ
の
構
造
及
び
試

験
に
求

め
ら
れ

る
最

小
限

の
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

19
98

.0
4.

15
JI

S 
F 

43
28

:2
00

0
(I

D
T)

19
98
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

39
29

:2
00

1
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 S

te
er

in
g 

ge
ar

 --
 G

ea
re

d
lin

k 
sy

st
em

s
舟
艇
－
舵
取
り
装
置
－
歯
車
リ
ン
ク
式
操

舵
装
置

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
け
る
歯

車
リ
ン
ク
式

操
舵

装
置

の
構

造
、
操

作
及

び
取

付
け
に
対

す
る
要

求
事

項
の

最
低

限
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

01
.0

1.
15

－

20
01
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
－

IS
O

 1
42

27
:2

00
1

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 M
ag

ne
tic

 c
om

pa
ss

es
舟
艇
－
磁
気
コ
ン
パ
ス

24
m
以

下
の

舟
艇

の
磁

気
コ
ン
パ

ス
の

構
造

及
び
型

式
試

験
の

性
能

に
対

す
る

一
般
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
直
読
式
装
置
を
備
え
た
又
は
反
射

/投
影

型
式

の
い
ず
れ

か
の

、
検

査
が

で
き
る
（
例

え
ば

、
封

印
さ
れ

て
い
な
い
）
、
液

体
磁

気
コ
ン
パ
ス
を
引
用
し
て
い
る
。

20
01

.1
2.

15

－

TC
18

8
W

G
28

IS
O

 1
45

09
-1

:2
00

8
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 A

irb
or

ne
 so

un
d 

em
itt

ed
by

 p
ow

er
ed

 re
cr

ea
tio

na
l c

ra
ft 

--
 P

ar
t

1:
 P

as
s-

by
 m

ea
su

re
m

en
t p

ro
ce

du
re

s

舟
艇

－
動

力
付

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル

ク
ラ

フ
ト
か
ら
放
出
さ
れ
る
空
気
伝
播
音
－
第

1
部

：
パ

ス
バ

イ
試

験
の

手
順

船
内

機
、
ス
タ
ー
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
パ

ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト

(P
W

C
)、

及
び

船
外

機
を
含

む
、
船

体
の

長
さ

24
m
以
下
の
動
力
付
き
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ク

ラ
フ
ト
が

通
過

時
に
発

す
る
空

中
伝

播
騒

音
の

最
大

音
圧

レ
ベ
ル

に
つ
い
て
、

再
現
性
が
あ
り
、
か
つ
比
較
可
能
で
あ
る
測
定
結
果
を
得
る
た
め
の
条
件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
ま
た
、
一

体
排

気
シ
ス
テ
ム
付

き
ス
タ
ー
ン
ド
ラ
イ
ブ
及

び
船

外
機

の
た
め
の

、
標

準
艇

(S
ta

nd
ar

d 
C

ra
ft)
ベ
ー
ス
の

型
式

試
験

に
つ
い
て
も
規

定
し
て
い
る
。

20
08

.1
0.

01

－

TC
18

8
W

G
28

IS
O

 1
45

09
-3

:2
00

9
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 A

irb
or

ne
 so

un
d 

em
itt

ed
by

 p
ow

er
ed

 re
cr

ea
tio

na
l c

ra
ft 

--
 P

ar
t

3:
 S

ou
nd

 a
ss

es
sm

en
t u

si
ng

ca
lc

ul
at

io
n 

an
d 

m
ea

su
re

m
en

t
pr

oc
ed

ur
es

舟
艇

－
動

力
付

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル

ク
ラ

フ
ト
か
ら
放
出
さ
れ
る
空
気
伝
播
音
の
測

定
－
第

3部
：
計
算
に
よ
る
音
響
評
価
及

び
測

定
手

順

船
内

機
、
ス
タ
ー
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
パ

ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト

(P
W

C
)、

及
び

船
外

機
を
含

む
、
船

体
の

長
さ

24
m
以
下
の
動
力
付
き
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ク

ラ
フ
ト
が

通
過

時
に
発

す
る
空

中
伝

播
騒

音
に
関

し
て
計

算
に
よ
る
音

響
評

価
及

び
測

定
手

順
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
09

.0
8.

01

－

TC
18

8
W

G
29

IS
O

 1
48

95
:2

01
6

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 L
iq

ui
d-

fu
el

le
d 

ga
lle

y
st

ov
es

舟
艇

－
液

体
炊

き
ギ
ャ
レ
ー
ス
ト
ー
ブ

24
ｍ
以

下
の

舟
艇

に
お
け
る
、
大

気
圧

に
お
い
て
液

体
で
あ
る
燃

料
を
使

用
す

る
恒

久
的

に
設

置
さ
れ

る
調

理
室

ス
ト
ー
ブ
の

設
計

及
び
取

付
け
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。

20
16

.0
6.

01

－

TC
18

8
W

G
9

IS
O

 1
49

45
:2

02
1

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 B
ui

ld
er

's 
pl

at
e

舟
艇
－
製
造
者
銘
板

IS
O

 1
49

45
:2

00
4は

 IS
O

 8
66

6に
よ
る
船
体
の
長
さ
（
LH

）
が

 2
4 

m
 以

下
の

舟

艇
の
製
造
者
銘
板
に
記
載
す
る
情

報
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
IS

O
 6

18
5に

よ
る

膨
脹

式
ボ
ー
ト
及

び
 IS

O
 1

35
90

に
よ
る
パ

ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ラ
フ
ト
は

こ
の

規
格

の
対

象
と
し
な
い
。

前
版
（

20
04

年
版
）
か
ら
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
プ
ロ
ペ
ラ
シ
ン
ボ
ル
の
定
義
を
追
加
（

3.
6）

－
Sm

al
l c

ra
ftの

定
義
を
追

加
（
3.

7）
－
箇
条

5に
、
製

造
者

銘
版

に
記

載
す
る
最

大
kW

と
最

大
負

荷
に
加

え
て
、
船

外
機
の
重
量
を
含
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
要
件
を
追
加

－
附

属
書

Ａ
の

銘
版

イ
ラ
ス
ト
の

更
新

20
21

.0
4

－

13
／

20
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
W

G
9

IS
O

 1
49

46
:2

02
1

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 M
ax

im
um

 lo
ad

ca
pa

ci
ty

舟
艇

－
最

大
搭

載
量

他
の

規
格

に
定

め
ら
れ

た
復

原
性

、
乾

舷
、
浮

力
及

び
乗

員
に
つ
い
て
の

制
限

を
超
え
な
い
範
囲
で
舟
艇
の
最
大
搭
載
に
含
ま
れ
る
項
目
を
取
り
纏
め
た
も

の
。
更
に
こ
の
規
格
は
、
乗
員

の
座

席
に
関

す
る
必

要
条

件
も
定

め
て
い
る
。

IS
O

 8
66

6に
基
づ
く
船
体
長

さ
LH

が
 2

4 
m
以

下
の

舟
艇

に
適

用
す
る
。
な
お
，

IS
O

 6
18

5に
基
づ
く
膨

脹
式

ボ
ー
ト
や

 IS
O

 1
35

90
の

パ
ー
ソ
ナ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ク

ラ
フ
ト
は

含
ま
な
い
。

前
版
（

20
01

年
版
）
か
と
の
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
占
有
面
積
の
明
確
化
と
図

の
追

加
－
定
義
（
箇
条

3）
の
更
新

－
船

主
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

で
参

照
す
べ

き
要

件
を
追

加
（
箇

条
7）

－
箇
条

6に
オ
プ
シ
ョ
ン
機
器

が
含

ま
れ

て
い
な
い
こ
と
を
明

確
化

（
箇

条
6の

要
件

は
す
べ

て
必

須
）

20
21

.0
4

JI
S 

F 
10

41
:2

00
4

(I
D

T
)

※
20

01
年

版
が

対
応

国
際

規
格

20
01
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
IS

O
 1

50
83

:2
02

0
Sm

al
l c

ra
ft 

- B
ilg

e-
pu

m
pi

ng
 sy

st
em

s
舟
艇
－
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

こ
の
規
格
は
、

IS
O

86
66
に
よ
る
船
こ
く
の
長
さ
が

24
ｍ
ま
で
の

小
型

船
に
対

す
る
、
ビ
ル
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
通
常
の
溜
り
を
除
去
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
る
ポ
ン
ピ

ン
グ
又
は
代
替
手
段
に
対
す
る
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

IS
O

15
08

3:
20

03
は
、
損
傷
制
御
の
た
め
に
設
計
さ
れ
る
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
又
は
ビ
ル
ジ
ポ
ン
ピ
ン
グ

装
置

に
対

す
る
要

求
事

項
を
定

め
な
い
。

IS
O

15
08

3:
20

03
か
ら
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
定
義
の
更
新
（
箇
条

3）
。

—
5.

1.
2項

で
、
ビ
ル

ジ
区

画
で
完

全
に
閉

囲
さ
れ

て
い
な
い
舟

艇
に
ビ
ル

ジ
ポ

ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
要
件
の
追
加
。

—
露

出
お
よ
び
密

閉
さ
れ

た
操

舵
位

置
の

要
件

を
5.

1.
3.

1（
以

前
の

5.
1.

3.
2）

か
ら
削
除
。

—
偶
発
的
な
放
電
防
止
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
設
計
の
要
件
を
追
加
（

7.
13

）
。

20
20

.0
4

－

20
03
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
IS

O
15

08
3:

20
20

/A
m

d1
:2

02
2

Sm
al

l c
ra

ft 
- B

ilg
e-

pu
m

pi
ng

 sy
st

em
s

(部
分

改
訂

)
舟
艇
－
ビ
ル
ジ
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

 (部
分

改
訂

)
EU

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指
令
へ
適
用
を
目
的
と
し
た

IS
O

15
08

3:
20

20
の

部
分

改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

・
箇
条

1（
適
用
範
囲
）
に
記
載

の
IS

O
 8

66
6:

20
16
か

ら
IS

O
 8

66
6:

20
20
へ

変
更
。

・
箇
条

2（
引
用
規
格
）
か
ら
引

用
規

格
を
更

新
（

IS
O

 9
09

3-
1、

-2
、

10
13

3、
11

59
1の

削
除
等
）
。

・
箇
条

3（
用

語
及

び
定

義
）
の

一
部

用
語

の
定

義
を
更

新
。

・
表

1を
更
新
。

・
箇
条

5～
箇
条

7、
参
考
文
献

の
一

部
規

定
を
更

新
。

20
22

.0
9

同
上

TC
18

8
W

G
18

IS
O

 1
50

84
:2

00
3

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 A
nc

ho
rin

g,
 m

oo
rin

g
an

d 
to

w
in

g 
--

 S
tro

ng
 p

oi
nt

s
舟

艇
－

投
揚

び
ょ
う
、
係

留
及

び
え
い
航

－
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

こ
の
規
格
は
、
船
体
の
長
さ

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
い
て
投

揚
錨

、
係

留
及

び
曳

航
す
る
た
め
の

ア
ン
カ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
係

留
索

及
び
被

曳
航

索
を
結

び
つ
け
る

ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
対
す
る
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
規
格
は
、
ア
ン

カ
ー
質

量
又

は
チ
ェ
ー
ン
及

び
ラ
イ
ン
の

長
さ
に
つ
い
て
は

規
定

し
な
い
。

20
03

.0
2.

15
JI

S 
F 

10
10

:2
01

0
(I

D
T)

TC
18

8
W

G
3

IS
O

 1
50

85
:2

00
3

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 M
an

-o
ve

rb
oa

rd
pr

ev
en

tio
n 

an
d 

re
co

ve
ry

舟
艇

－
乗

員
の

落
水

防
止

及
び
再

乗
艇

に
関
す
る
要

求
事

項
こ
の
規
格
は
、
船
外
へ
の
転

落
の

危
険

を
最

小
限

に
す
る
た
め
に
意

図
さ
れ

る
安

全
装

置
及

び
配

置
に
対

す
る
設

計
並

び
に
構

造
及

び
強

さ
要

求
事

項
を
、
ま

た
船

上
へ

の
引

上
げ
を
容

易
に
す
る
た
め
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も
の

。
そ
れ

は
、
こ
れ

ら
の

目
的

を
達

成
す
る
た
め
に
個

々
に
又

は
組

み
合

わ
せ

て
使

用
で

き
る
手
段
を
記
述
し
、
船

こ
く
の
長
さ

24
ｍ
ま
で
の

小
型

船
に
適

用
す
る
。

IS
O

 1
50

85
:2

00
3 
は

、
下

記
の

船
型

に
は

適
用

で
き
な
い
：

水
上
お
も
ち
ゃ
；
　
カ
ヌ
ー
、
カ
ヤ
ッ
ク
又
は

1.
1ｍ

未
満
の
幅
の
そ
の
他
の
ボ
ー

ト
；
　

IS
O

 1
35

90
に
包

含
さ
れ

る
パ

ー
ソ
ナ
ル

・
ウ
ォ
ー
タ
ク
ラ
フ
ト
；
IS

O
 6

18
5に

よ
っ
て
包
含
さ
れ
る
船
体
の
長
さ

8ｍ
未

満
の

膨
脹

式
ボ
ー
ト
。

20
03

.0
4.

01
JI

S 
F 

10
21

:2
01

1
(I

D
T)

20
03
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

14
／
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
W

G
3

IS
O

15
08

5:
20

03
/A

m
d

1:
20

09

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 M
an

-o
ve

rb
oa

rd
pr

ev
en

tio
n 

an
d 

re
co

ve
ry

A
m

en
dm

en
t 1

IS
O

 1
50

85
:2

00
3追

補
 1

:2
00

9
（

IS
O

15
08

5:
20

03
の
部
分
改
訂
）

20
03

年
版
を
対
象
と
し
た
、
再

搭
乗

の
手

段
 (箇

条
16

)、
船
主
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

(箇
条

17
) の

修
正
。

20
09

.0
5.

15

－

TC
18

8
W

G
3

IS
O

15
08

5:
20

03
/A

m
d

2:
20

17

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 M
an

-o
ve

rb
oa

rd
pr

ev
en

tio
n 

an
d 

re
co

ve
ry

A
m

en
dm

en
t 2

IS
O

 1
50

85
:2

00
3追

補
2:

20
17

（
IS

O
15

08
5:

20
03
の
部
分
改
訂
）

20
03

年
版
を
対
象
と
し
た
、
引

用
規

格
 (箇

条
2)
、
再

搭
乗

の
手

段
 (箇

条
16

)の
修
正
。

20
17

.1
2

－

TC
18

8
W

G
3

IS
O

/D
IS

 1
50

85
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 M

an
-o

ve
rb

oa
rd

pr
ev

en
tio

n 
an

d 
re

co
ve

ry
舟

艇
－

乗
員

の
落

水
防

止
及

び
再

乗
艇

に
関
す
る
要

求
事

項
IS

O
 1

50
85

:2
00

3の
改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
 文

章
を
簡

素
化

お
よ
び
明

確
化

。

—
デ
ッ
キ
リ
ス
ク
ゾ
ー
ン
を
備

え
た
船

舶
の

リ
ス
ク
評

価
原

則
に
従

っ
て
要

件
を

設
定

す
る
た
め
の

新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
定

義
。

—
「
通

常
の

操
作

」
と
、
安

全
を
確

保
す
る
た
め
の

幅
広

い
機

能
リ
ス
ト
を
含

め
た
。

—
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

と
ガ
ー
ド
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の

要
件

を
簡

素
化

し
、
そ
れ

を
船

外

バ
リ
ア
の
落
下
と
い
う

1つ
の
概
念
に
置
き
換
え
た
。

—
高
速
船
の
要
件
を
改
善

。

—
セ
ー
リ
ン
グ
デ
ィ
ン
ギ
ー
の

ト
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
要

件
を
含

有
す
。

—
再
搭
乗
の
手
段
も
修
正
。

D
IS
投

票
中

20
23

.0
5.

18
〆

切

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

55
84

:2
00

1
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 In

bo
ar

d 
pe

tro
l e

ng
in

es
 -

- E
ng

in
e-

m
ou

nt
ed

 fu
el

 a
nd

 e
le

ct
ric

al
co

m
po

ne
nt

s

舟
艇

－
ガ
ソ
リ
ン
用

船
内

機
及

び
船

内
外

機
－

機
関

据
付

形
の

燃
料

系
及

び
電

気
系
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
い
て
燃

料
漏

れ
を
最

小
限

に
押

さ
え
、

周
囲
の
可
燃
性
ガ
ス
へ
の
引

火
を
防

止
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
船

内
据

付
型

ガ
ソ
リ
ン
機

関
（
船

内
機

及
び
船

内
外

機
）
に
取

り
付

け
て
い
る
燃

料
系

及
び
電

気
系
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
関
す
る
設

計
要

件
並

び
に
設

置
要

件
を
取

り
纏

め
た
も

の
。

20
01

.0
3.

15
JI

S 
F 

10
37

:2
00

3
(I

D
T)

20
01
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

61
47

:2
02

0
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 In

bo
ar

d 
di

es
el

 e
ng

in
es

 -
- E

ng
in

e-
m

ou
nt

ed
 fu

el
 a

nd
 e

le
ct

ric
al

co
m

po
ne

nt
s

舟
艇

－
船

内
機

及
び
船

内
外

機
用

デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関

－
機

関
据

付
型

の
燃

料
系
及
び
電
気
系
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
お
い
て
燃

料
漏

れ
を
最

小
限

に
押

さ
え
、

周
囲
の
可
燃
性
ガ
ス
へ
の
引

火
を
防

止
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
船

内
据

付
型

デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関

（
船

内
機

及
び
船

内
外

機
）
に
取

り
付

け
て
い
る
燃

料
系

及
び

電
気
系
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
に
関
す
る
設
計
要
件
並
び
に
設
置
要
件
を
取
り
纏
め

た
も
の
。

20
18

年
版
の
改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

－
1項

(適
用
範
囲

)の
明
確

化
。

－
2項

(引
用
規
格

)に
リ
ス
ト
し
て
い
る
規

格
の

年
版

を
追

加
（
最

新
版

適
用

に
し

な
い
）
。

－
参
考
文
献
へ
の
参
考
図
書

の
追

加
等

の
小

改
訂

。

20
20

.1
2

JI
S 

F 
10

42
:2

00
5

(I
D

T
)

※
IS

O
16

14
7:

20
02
に
対

応

20
02
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
IS

O
 1

61
80

:2
01

3
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 N

av
ig

at
io

n 
lig

ht
s -

-
In

st
al

la
tio

n,
 p

la
ce

m
en

t a
nd

 v
is

ib
ili

ty
舟

艇
－

航
海

灯
－

設
置

、
配

置
及

び
視

界
舟

艇
用

航
海

灯
に
関

す
る
設

置
、
配

置
及

び
視

界
の

要
件

を
取

り
纏

め
た
も

の
。

20
13

.0
3.

01
－

TC
18

8
JW

G
1

(I
SO

/T
C

18
8と

IE
C

/T
C

18
と

の
合
同
委
員
会

)

IS
O

/IE
C

16
31

5:
20

16
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 E

le
ct

ric
 p

ro
pu

ls
io

n
sy

st
em

s
舟
艇
－
電
気
推
進
シ
ス
テ
ム

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
関

す
る
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
貯

蔵
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
を
備

え
た
交

流
及

び
直

流
電

気
シ
ス
テ
ム
を
推

進
の

目
的

で
使

用
す
る
た

め
の

要
件

を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
こ
の

規
格

で
定

め
る
電

気
シ
ス
テ
ム
は

個
別

又
は
組
み
合
わ
せ
で

1,
50

0V
未

満
の

直
流

、
単

相
交

流
の

定
格

電
圧

が

1,
00

0V
以
下
、
三
相
交
流

の
定

格
電

圧
が

1,
00

0V
以

下
の

範
囲

で
動

作
す
る

シ
ス
テ
ム
を
対

象
と
す
る
。
主

用
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
含

む
べ

き
追

加
情

報
は

附
属

書
A
に
、
シ
ス
テ
ム
設
置
者
へ
の
追
加
情
報
は
附
属
書

Bに
記

載
さ
れ

て
い
る
。

20
16

.0
3.

15

－

15
／

20

－ 178 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
JW

G
1

(I
SO

/T
C

18
8と

IE
C

/T
C

18
と

の
合
同
委
員
会

)

IS
O

/C
D

 1
63

15
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 E

le
ct

ric
 p

ro
pu

ls
io

n
sy

st
em

s
舟
艇
－
電
気
推
進
シ
ス
テ
ム

定
期
見
直
し
投
票
の
結
果
、
多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
訂
が

決
定
し
た
。

新
し
い

R
C

D
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用

舟
艇

に
関

す
る

EU
指

令
）
へ

の
整

合
化

（
環

境
試
験
に
関
し
て
は
従
来
は

IE
C

 6
09

45
を
引

用
し
て
い
た
が

、
IE

C
 6

09
45

だ

け
で
な
く
、

EN
55

01
2お

よ
び

EN
61

00
0-

6-
1/

2を
選
択
肢
に
加
え
る
な
ど
）
を
実

施
中
。

C
D
投

票
中

20
23

.0
3.

27
〆

切

－

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 1

88
54

:2
01

5
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 R

ec
ip

ro
ca

tin
g 

in
te

rn
al

co
m

bu
st

io
n 

en
gi

ne
s e

xh
au

st
 e

m
is

si
on

m
ea

su
re

m
en

t -
- T

es
t-b

ed
m

ea
su

re
m

en
t o

f g
as

eo
us

 a
nd

pa
rti

cu
la

te
 e

xh
au

st
 e

m
is

si
on

s

舟
艇
－
往
復
動
内
燃
機
関
か
ら
の
排
気

ガ
ス
等

の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
で
の

測
定

平
常

下
に
お
い
て
内

燃
機

関
か

ら
出

る
排

気
ガ
ス
等

の
測

定
方

法
に
関

す
る
要

件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

20
15

.0
4.

15

－

TC
18

8
W

G
19

IS
O

 1
90

09
:2

01
5

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 E
le

ct
ric

 n
av

ig
at

io
n

lig
ht

s -
- P

er
fo

rm
an

ce
舟
艇
－

LE
D
航
海
灯
－
性
能

船
体
の
長
さ
が

24
m
以

下
の

舟
艇

に
関

す
る
、

LE
D
の

航
海

灯
に
関

す
る
性

能
要

求
と
試

験
方

法
に
関

す
る
要

件
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
20

15
.0

9.
15

－

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 2

14
87

:2
02

2
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 P

er
m

an
en

tly
 in

st
al

le
d

pe
tro

l a
nd

 d
ie

se
l f

ue
l t

an
ks

舟
艇
－
恒
久
的
に
設
置
さ
れ
た
石
油
及

び
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料

タ
ン
ク

舟
艇

に
恒

久
的

に
設

置
さ
れ

た
石

油
及

び
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料

タ
ン
ク
に
関
す
る

仕
様
な
ど
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

20
12

年
版
か
ら
の
主
な
改
訂

点
：

－
追
補
の
反
映
。

－
非
金
属
タ
ン
ク
の
透
過
試

験
を
定

め
た
附

属
書

A
の

追
加

。

20
22

.1
1

－

20
06
年

版
が

小
安

則
細

則
に

対
応

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 2

34
11

:2
02

0
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 S

te
er

in
g 

w
he

el
s

舟
艇

－
ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル

船
外

機
、
イ
ン
ボ
ー
ド
、
ス
タ
ー
ン
ド
ラ
イ
ブ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
ド
ラ
イ
ブ
で
使

わ
れ
る
直
径

61
0m

m
ま
で
の

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル

の
要

件
及

び
試

験
方

法
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

20
20

.1
2

－

TC
18

8
W

G
32

IS
O

/T
S 

23
62

5:
20

21
Sm

al
l c

ra
ft 

—
 L

ith
iu

m
 io

n 
ba

tte
ry

舟
艇
－
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

こ
の
技
術
仕
様
書
は
、
舟
艇
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
選
択
と
設
置
に
関

す
る
要
件
と
推
奨
事
項
を
取

り
纏

め
た
も
の

。
舟

艇
に
設

置
さ
れ

た
一

般
的

な
船

上
装

置
及

び
電

気
推

進
シ
ス
テ
ム
に
電

力
を
供

給
す
る
た
め
の

60
0W

hを
超

え
る
容
量
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
要
件
を
取
り
纏
め
て
お
り
、
舟
艇
製
造

業
者

と
蓄

電
池

の
設

置
業

者
を
対

象
と
し
て
い
る
。

20
21

.0
3

－

TC
18

8
W

G
32

IS
O

/C
D

 2
36

25
Sm

al
l c

ra
ft 

—
 L

ith
iu

m
 io

n 
ba

tte
ry

舟
艇
－
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

TS
を
正
式
な

IS
O
規

格
と
す
る
た
め
、
改

訂
中

。
C

D
投

票
終

了

20
23

.0
2.

09
－

16
／

20

－ 179 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
 2

51
97

:2
02

0
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 E

le
ct

ric
al

/e
le

ct
ro

ni
c

co
nt

ro
l s

ys
te

m
s f

or
 st

ee
rin

g,
 sh

ift
 a

nd
th

ro
ttl

e

舟
艇
－
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
シ
フ
ト
及
び
ス

ロ
ッ
ト
ル
の
電
気
式

/電
子
式
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
装
置

舟
艇

の
操

船
時

に
お
け
る
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
シ
フ
ト
及

び
ス
ロ
ッ
ト
ル

を
実

施
す
る

電
気
式

/電
子
式
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
の
要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。

IS
O

25
19

7:
20

12
の
改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
以
下
の
と
お
り
。

—
電

気
推

進
モ
ー
タ
ー
を
使

用
す
る
場

合
に
一

貫
性

を
持

た
せ

る
た
め
に
規
定

を
見
直
し
（

7.
2）

—
フ
ェ
イ
ル

セ
ー
フ
モ
ー
ド
と
ア
ラ
ー
ム
ポ
リ
シ
ー
を
含

む
よ
う
に
規

定
を
見

直
し

（
9.

1）
—

EM
C
試
験
を
除
く
、
す
べ
て
の
試
験
に

3つ
の
異
な
る
サ
ン
プ
ル
を
用
い
る
要

件
を
削
除
し
、

1つ
の
サ
ン
プ
ル
で
試
験
で
き
る
こ
と
に
し
た
（

10
.1
）

—
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

耐
久

性
試

験
を
動

作
試

験
と
し
た
（
10

.4
）

—
表

1を
更

新
し
、
浸

漬
さ
れ

た
区

画
の

試
験

に
関

す
る
列

「
浸

漬
」
を
追

加

（
10

.5
.1
）

—
さ
ま
ざ
ま
な
基

準
に
基

づ
い
て
塩

水
噴

霧
試

験
を
実

施
す
る
す
べ

て
の

方
法

を
均
質
化
（

10
.5

.2
）

—
衝
撃
試
験
を
改
訂
（

10
.7
）

—
自
由
落
下
試
験
は

U
V
試

験
に
依

存
し
た
落

下
試

験
に
変

更
（
10

.8
）

—
U

V
試
験
内
容
の
明
確

化
（
10

.9
）

－
10

.1
0項

へ
の

IE
C

60
53

3及
び

IE
C

62
74

2の
引

用
に
伴

う
、
箇

条
2へ

の
追

加
。

20
20

.0
4

－

TC
18

8
旧

TC
18

8/
SC

2か
ら
移

管
IS

O
25

19
7:

20
20

/A
m

d1
:2

02
2

Sm
al

l c
ra

ft 
--

 E
le

ct
ric

al
/e

le
ct

ro
ni

c
co

nt
ro

l s
ys

te
m

s f
or

 st
ee

rin
g,

 sh
ift

 a
nd

th
ro

ttl
e 

(部
分
改
訂

)

舟
艇
－
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
シ
フ
ト
及
び
ス

ロ
ッ
ト
ル
の
電
気
式

/電
子
式
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
装
置

 (部
分
改
訂

)

EU
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
指
令
へ
の
適
用
を
目
的
と
し
た

IS
O

25
19

7:
20

20
の

部
分

改
訂
。
主
な
改
訂
点
は
次
の
と
お
り
。

・
箇
条

2（
引
用
規
格
）
か
ら

IS
O

10
24

0(
オ
ー
ナ
用

マ
ニ
ュ
ア
ル

)の
記

載
を
削

除
等
。

・
定
義

3.
35

項
を
追
加
。

・
4.

3項
、

4.
7項

、
4.

14
項
、

4.
15

項
、

8.
2項

、
10

.1
0.

5.
1項

、
10

.1
0.

9.
1項

の
一

部
条
文
の
差
替
え
。

・
箇
条

12
に
お
け
る

IS
O

10
24

0の
引

用
を

N
O

TE
に
変

更
。

・
IS

O
 1

02
40

お
よ
び

IS
O

 1
15

91
を
参

考
文

献
と
し
て
追

加
。

20
22

.1
同

上

17
／

20

－ 180 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88
 S

C
 1

議
長
：
　

M
r. 

B
er

nh
ar

dt
 B

en
ja

m
in

 (ド
イ
ツ

)、
幹
事
国
：
ド
イ
ツ
（

D
IN

）

担
当

規
格
番
号

標
題

標
題
（
邦
訳
）

概
　
要

制
定

等
年

月
日

JI
S化

の
状

況
／

参
照

SC
1

IS
O

 1
08

62
:2

00
9

Sm
al

l c
ra

ft 
- Q

ui
ck

 re
le

as
e 

sy
st

em
 fo

r
tra

pe
ze

 h
ar

ne
ss

舟
艇

－
ト
ラ
ピ
ー
ズ
ハ

ー
ネ
ス
の

急
速

解
除
シ
ス
テ
ム

舟
艇
用
ト
ラ
ピ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
の
迅
速
離
脱
装
置
の
必
要
要
件
と
テ
ス
ト
方
法
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
装
置

は
ト
ラ
ピ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
か
ら
解
除
失
敗
に
よ
り
溺
死
す
る
リ
ス
ク
を
最
小
に
し
、
障
害
物
か
ら
着
衣
を
迅
速
に

離
脱
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

20
21

年
2月

の
会
議
で

20
20

年
定
期
見
直
し
の
結
果
を
考

慮
し
、
確

認
と
な
っ
た
（
決

議
1/

20
21

-0
2-

22
/2

6）
。

20
09

.0
6.

15

－

SC
1

IS
O

 1
24

01
:2

00
9

Sm
al

l c
ra

ft 
- D

ec
k 

sa
fe

ty
 h

ar
ne

ss
 a

nd
sa

fe
ty

 li
ne

 --
 S

af
et

y 
re

qu
ire

m
en

ts
 a

nd
te

st
 m

et
ho

ds

舟
艇

－
デ
ッ
キ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ハ

ー
ネ
ス

及
び
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
イ
ン
－

要
求

事
項

及
び
試

験
方

法

甲
板

安
全

ハ
ー
ネ
ス
及

び
安

全
索

の
た
め
の

性
能

、
大

き
さ
に
よ
る
分

類
、
表

示
並

び
に
試

験
方

法
に
対

す
る

要
件
を
取
り
纏
め
た
も
の
。
こ
の
規
格
は
、
浮
い
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
船
の
暴
露
し
た
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
又
は
作

業
甲

板
に
い
る
と
き
に
、
全

て
の

人
に
着

用
さ
れ

る
こ
と
を
意

図
し
た
ハ

ー
ネ
ス
及

び
索

に
適

用
で
き
る
。
こ
の

規
格

は
、
デ
ィ
ン
ギ
ー
・
ト
ラ
ピ
ー
ズ
・
ハ

ー
ネ
ス
、
ウ
イ
ン
ド
サ

ー
フ
ィ
ン
・
ハ

ー
ネ
ス
、
高

速
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の

シ
ー
ト
ハ
ー
ネ
ス
及
び
高

所
か

ら
の

転
落

防
止

を
意

図
し
て
い
る
ハ

ー
ネ
ス
に
は

適
用

で
き
な
い
。

20
17

年
11

月
に
発
生
し
た
ヨ
ッ
ト
の
事
故
を
機
に
、

20
19

年
12
月

の
会

議
で
英

国
か

ら
改

訂
提

案
が

出
さ
れ

、

20
20

年
6月

の
ウ
ェ
ブ
会
議
で

PW
I（
予

備
業

務
項

目
）
と
し
て
登

録
す
る
決

議
を
採

択
し
た
。

20
09

.0
8.

01

－

SC
1

IS
O

/A
W

I 1
24

01
Sm

al
l c

ra
ft 

—
 D

ec
k 

sa
fe

ty
 h

ar
ne

ss
an

d 
sa

fe
ty

 li
ne

 —
 S

af
et

y
re

qu
ire

m
en

ts
 a

nd
 te

st
 m

et
ho

ds

舟
艇

－
デ
ッ
キ
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ハ

ー
ネ
ス

及
び
セ
ー
フ
テ
ィ
ラ
イ
ン
－

要
求

事
項

及
び
試

験
方

法

20
21

年
9月

に
開

催
さ
れ

た
ウ
ェ
ブ
会

議
に
お
い
て
、
フ
ッ
ク
等

の
備

品
の

定
義

を
明

確
化

す
る
必

要
性

が
意

見
さ
れ
、

20
22

年
11

月
28

日
-1

2月
1日

に
開
催
さ
れ
た
東

京
会

議
に
て
、

A
W

I段
階

か
ら
の

改
訂

作
業

の
実

施
が
議
決
さ
れ
た
。

改
訂

原
案

作
成

中

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-2

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 2
:

Li
fe

ja
ck

et
s, 

pe
rf

or
m

an
ce

 le
ve

l 2
75

 --
Sa

fe
ty

 re
qu

ire
m

en
ts

個
人
用
浮
遊
具
－
第

2部
：
浮
力

27
5N

の
救
命
胴
衣
－
安
全
要
求
事
項

浮
力

27
5N

の
救

命
胴

衣
の

安
全

要
件

を
規

定
。
過

酷
な
状

況
で
の

オ
フ
シ
ョ
ア
で
の

利
用

等
に
お
け
る
成

人
、

子
ど
も
及

び
幼

児
用

の
救

命
胴

衣
に
適

用
す
る
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-3

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 3
:

Li
fe

ja
ck

et
s, 

pe
rf

or
m

an
ce

 le
ve

l 1
50

 --
Sa

fe
ty

 re
qu

ire
m

en
ts

個
人
用
浮
遊
具
－
第

3部
：
浮
力

15
0N

の
救
命
胴
衣
－
安
全
要
求
事
項

浮
力

15
0N

の
救
命
胴
衣
の
安
全
要
件
を
規
定
。
一
般
、
オ
フ
シ
ョ
ア
あ
る
い
は
荒
れ
た
海
で
の
利
用
等
に
お
け

る
、
成
人
、
子
ど
も
及
び
幼
児
用
の
救
命
胴
衣
に
適
用
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-4

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 4
:

Li
fe

ja
ck

et
s, 

pe
rf

or
m

an
ce

 le
ve

l 1
00

 --
Sa

fe
ty

 re
qu

ire
m

en
ts

個
人
用
浮
遊
具
－
第

4部
：
浮
力

10
0N

の
救
命
胴
衣
－
安
全
要
求
事
項

浮
力

10
0N

の
救

命
胴

衣
の

安
全

要
件

を
規

定
。
平

水
や

穏
や

か
な
海

域
で
用

い
る
成

人
、
子

ど
も
及

び
幼

児
用
の
救
命
胴
衣
に
適
用
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-5

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 5
:

B
uo

ya
nc

y 
ai

ds
 (l

ev
el

 5
0)

 --
 S

af
et

y
re

qu
ire

m
en

ts

個
人
用
浮
遊
具
－
第

5部
：
浮
力

50
の
浮

遊
具
－
安
全
要
求
事
項

浮
力

50
N
の

ラ
イ
フ
ベ
ス
ト
の

安
全

要
件

を
規

定
。
平

水
や

穏
や

か
な
海

域
で
用

い
る
平

水
で
利

用
さ
れ

る
体

重
25

kg
以

上
の

成
人

及
び
子

ど
も
用

の
ラ
イ
フ
ベ
ス
ト
に
適

用
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-6

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 6
:

Sp
ec

ia
l a

pp
lic

at
io

n 
lif

ej
ac

ke
ts

 a
nd

bu
oy

an
cy

 a
id

s -
- S

af
et

y 
re

qu
ire

m
en

ts
an

d 
ad

di
tio

na
l t

es
t m

et
ho

ds

個
人
用
浮
遊
具
－
第

6部
：
特
別
適
用
の

救
命

胴
衣

及
び
浮

き
具

－
安

全
要

求
事

項
及

び
追

加
試

験
方

法

大
人

、
子

ど
も
お
よ
び
幼

児
用

の
救

命
胴

衣
及

び
ラ
イ
フ
ベ
ス
ト
の

特
殊

目
的

の
た
め
の

安
全

要
件

及
び
追

加
の
試
験
要
件
を
規
定
。
こ
の
規
格
は

IS
O

 1
24

02
-2

, 3
, 4

及
び

5（
20

20
年
版
）
と
併
せ
て
用
い
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-7

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 7
:

M
at

er
ia

ls
 a

nd
 c

om
po

ne
nt

s -
- S

af
et

y
re

qu
ire

m
en

ts
 a

nd
 te

st
 m

et
ho

ds

個
人
用
浮
遊
具
－
第

7部
：
材

料
及

び
構

成
部

品
－

安
全

要
求

事
項

及
び
試

験
方

法

個
人

用
浮

遊
具

に
使

用
す
る
材

料
及

び
構

成
部

品
の

構
造

及
び
性

能
に
関

す
る
最

低
限

の
要

件
お
よ
び
試

験
要
件
を
規
定
。

IM
O
の
救
命
設
備
試
験
勧
告

M
SC

.8
1(

70
) の

第
2.

4項
及

び
2.

6.
8項

で
脚

注
参

照
さ
れ

て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

IS
O

/T
C

 1
88

/S
C

 1
 （
個

人
用

安
全

ぎ
装

品
分

科
委

員
会

）
担

当
分

18
／

20

－ 181 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88
 S

C
 1

SC
1

IS
O

 1
24

02
-8

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 8
:

A
cc

es
so

rie
s -

- S
af

et
y 

re
qu

ire
m

en
ts

an
d 

te
st

 m
et

ho
ds

個
人
用
浮
遊
具
－
第

8部
：
附
属
品
－
安

全
要

求
事

項
及

び
試

験
方

法

個
人

用
浮

遊
具

に
使

用
さ
れ

て
い
る
付

属
品

の
安

全
要

件
お
よ
び
試

験
法

を
規

定
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31
－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-9

:2
02

0
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 9
:

Ev
al

ua
tio

n
個
人
用
浮
遊
具
－
第

9部
：
評
価

IS
O

 1
24

02
-2
～

6（
20

20
年
版
）
の
要
件
を
満
た
す
個
人
用
浮
遊
具
の
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
規
定
。
こ
の
規
格
は

IS
O

 1
24

02
-2
～

6と
併
せ
て
用
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

－

SC
1

IS
O

 1
24

02
-1

0:
20

20
Pe

rs
on

al
 fl

ot
at

io
n 

de
vi

ce
s -

 P
ar

t 1
0:

Se
le

ct
io

n 
an

d 
ap

pl
ic

at
io

n 
of

 p
er

so
na

l
flo

ta
tio

n 
de

vi
ce

s a
nd

 o
th

er
 re

le
va

nt
de

vi
ce

s

個
人
用
浮
遊
具
－
第

10
部
：
個
人
用
浮
遊

具
及

び
そ
の

他
の

関
連

装
置

の
選

択
及

び
適

用

IS
O

 1
24

02
で
定

め
る
個

人
用

浮
遊

具
及

び
IS

O
 1

50
27

で
定

め
る
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
の

選
択

お
よ
び
適

用
の

た
め
の

要
件

お
よ
び
指

針
を
規

定
。

製
造

者
、
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
利

用
者

お
よ
び
規

制
側

が
そ
れ

ぞ
れ

の
環

境
に
お
い
て
使

用
す
る
個

人
用

浮
遊

具
や

ス
ー
ツ
を
適

切
に
選

択
お
よ
び
適

用
で
き
る
こ
と
を
意

図
し
た
規

格
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
20

.0
7.

31

SC
1

IS
O

 1
50

27
-1

:2
01

2
Im

m
er

si
on

 su
its

 - 
Pa

rt 
1:

 C
on

st
an

t
w

ea
r s

ui
ts

, r
eq

ui
re

m
en

ts
 in

cl
ud

in
g

sa
fe

ty

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
－

第
1部

：
常
時
着

用
ス
ー
ツ
の

安
全

要
求

事
項

低
温

に
よ
る
衝

撃
や

低
体

温
症

な
ど
の

影
響

か
ら
身

体
を
防

護
す
る
た
め
、
作

業
お
よ
び
レ
ジ
ャ
ー
用

の
常

時
着

用
型

（
ド
ラ
イ
及

び
ウ
ェ
ッ
ト
）
の

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
の

性
能

及
び
安

全
要

件
を
取

り
ま
と
め
た
も
の

。
ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
18

.0
3.

05

－

SC
1

IS
O

/D
IS

 1
50

27
-1

Im
m

er
si

on
 su

its
 - 

Pa
rt 

1:
 C

on
st

an
t

w
ea

r s
ui

ts
, r

eq
ui

re
m

en
ts

 in
cl

ud
in

g
sa

fe
ty

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
－

第
1部

：
常
時
着

用
ス
ー
ツ
の

安
全

要
求

事
項

20
18

年
3月

の
定
期
見
直
し
投
票
の
結
果
、
改
訂
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

20
21
年

2月
の

会
議

で
、
サ

ー
マ
ル

マ
ネ
キ
ン
に
よ
る
試
験
を
規
格
化
す
る
た
め
の
水
槽
試
験
（
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
試
験
）
が

C
O

V
ID

-1
9の

影
響

で

遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
凍
結
期
間
を

6ヶ
月
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3月
28

-2
9日

に
開
催
さ
れ
た

IS
O

/T
C

 1
88

/S
C

 1
ウ
ェ
ブ
総

会
の

結
果

、
本

件
に
関

す
る

C
D
投

票
を
実

施
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
日
本
は
、

C
D
投
票
に
対
し
て
、
「
賛
成
」
で
回

答
し
た
。

C
D
投
票
に
提
出
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、

SC
 1
総
会
（

20
22

.1
1.

28
-1

2.
02

）
（
於

：
海

上
技

術
安

全
研

究
所

）
に
て

審
議
さ
れ
た
。

現
在
、

D
IS
投
票
の
準
備
中
。

C
D
投

票
終

了

20
22

.0
7.

12

D
IS
投

票
準

備
中

SC
1

IS
O

 1
50

27
-2

:2
01

2
Im

m
er

si
on

 su
its

 - 
Pa

rt 
2:

A
ba

nd
on

m
en

t s
ui

ts
, r

eq
ui

re
m

en
ts

in
cl

ud
in

g 
sa

fe
ty

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
－

第
2部

：
退
船
時

着
用

ス
ー
ツ
の

安
全

要
求

事
項

頭
や
手
足
な
ど
、
低
温
に
よ
る
衝
撃
や
低
体
温
症
な
ど
の

影
響

か
ら
身

体
を
防

護
す
る
た
め
、
作

業
お
よ
び
レ

ジ
ャ
ー
の

緊
急

時
に
用

い
る
退

船
時

着
用

型
（
ド
ラ
イ
及

び
ウ
ェ
ッ
ト
）
の

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ー
ツ
の

性
能

及
び

安
全
要
件
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
18

.0
3.

05

－

SC
1

IS
O

/D
IS

 1
50

27
-2

Im
m

er
si

on
 su

its
 - 

Pa
rt 

2:
A

ba
nd

on
m

en
t s

ui
ts

, r
eq

ui
re

m
en

ts
in

cl
ud

in
g 

sa
fe

ty

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
－

第
2部

：
退
船
時

着
用

ス
ー
ツ
の

安
全

要
求

事
項

20
18

年
3月

の
定
期
見
直
し
投
票
の
結
果
、
改
訂
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

20
21
年

2月
の

会
議

で
、
サ

ー
マ
ル

マ
ネ
キ
ン
に
よ
る
試
験
を
規
格
化
す
る
た
め
の
水
槽
試
験
（
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
試
験
）
が

C
O

V
ID

-1
9の

影
響

で

遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
凍
結
期
間
を

6ヶ
月
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3月
28

-2
9日

に
開
催
さ
れ
た

IS
O

/T
C

 1
88

/S
C

 1
ウ
ェ
ブ
総

会
の

結
果

、
本

件
に
関

す
る

C
D
投

票
を
実

施
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
日
本
は
、

C
D
投
票
に
対
し
て
、
「
賛
成
」
で
回

答
し
た
。

C
D
投
票
に
提
出
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、

SC
 1
総
会
（

20
22

.1
1.

28
-1

2.
02

）
（
於

：
海

上
技

術
安

全
研

究
所

）
に
て

審
議
さ
れ
た
。

現
在
、

D
IS
投
票
の
準
備
中
。

C
D
投

票
終

了

20
22

.0
7.

12

D
IS
投

票
準

備
中

－

SC
1

IS
O

 1
50

27
-3

:2
01

2
Im

m
er

si
on

 su
its

 - 
Pa

rt 
3:

 T
es

t
m

et
ho

ds
イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
－

第
3部

：
試
験
方

法
he

lic
op

te
r t

ra
ns

it 
su

its
 を

含
む
常

時
着

用
ス
ー
ツ
お
よ
び
退

船
時

着
用

ス
ー
ツ
の

試
験

方
法

を
取

り
ま
と
め

た
も
の
。

ウ
ィ
ー
ン
協

定
（

V
ie

nn
a 

A
gr

ee
m

en
t）
対
象
。

20
18

.0
3.

05

－

19
／
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IS

O
 T

C
 1

88
 S

C
 1

SC
1

IS
O

/D
IS

 1
50

27
-3

Im
m

er
si

on
 su

its
 - 

Pa
rt 

3:
 T

es
t

m
et

ho
ds

イ
マ
ー
シ
ョ
ン
ス
ー
ツ
－

第
3部

：
試
験
方

法
20

18
年

3月
の
定
期
見
直
し
投
票
の
結
果
、
改
訂
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。

20
21
年

2月
の

会
議

で
、
サ

ー
マ
ル

マ
ネ
キ
ン
に
よ
る
試
験
を
規
格
化
す
る
た
め
の
水
槽
試
験
（
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
試
験
）
が

C
O

V
ID

-1
9の

影
響

で

遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
凍
結
期
間
を

6ヶ
月
延
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

3月
28

-2
9日

に
開
催
さ
れ
た

IS
O

/T
C

 1
88

/S
C

 1
ウ
ェ
ブ
総

会
の

結
果

、
本

件
に
関

す
る

C
D
投

票
を
実

施
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。
日
本
は
、

C
D
投

票
に
対

し
て
、
「
賛

成
（
意

見
付

き
）
」
で
回

答
し
た
。

C
D
投
票
に
提
出
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
、

SC
 1
総
会
（

20
22

.1
1.

28
-1

2.
02

）
（
於

：
海

上
技

術
安

全
研

究
所

）
に
て

審
議
さ
れ
た
。

現
在
、

D
IS
投
票
の
準
備
中
。

C
D
投

票
終

了

20
22

.0
7.

12

D
IS
投

票
準

備
中

－

20
／

20

－ 183 －



IE
C

/T
C

 1
8（

船
舶

並
び

に
移

動
及

び
固

定
式

海
洋

構
造

物
の

電
気

設
備

専
門

委
員

会
）
に

て
作

成
済

又
は

作
成

中
の

規
格

等
一

覧
表

20
23

年
3月

1日
現

在
（
作

成
作

業
中

の
も

の
は

網
掛

け
で

記
載

）
（

JI
Sに

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

る
IS

O
規

格
に

関
す

る
情

報
は

各
IS

O
規

格
の

一
番

右
欄

に
記

載
）

（
注

）
１

．
本

表
は

、
当

会
が

日
本

産
業

標
準

調
査

会
（
JI

SC
）
か

ら
受

託
し

、
審

議
団

体
と

な
っ

て
い

る
IS

O
規

格
等

（
審

議
中

の
も

の
を

含
む

。
）
を

取
り

纏
め

た
も

の
で

す 　
　

　
２

．
用

語
は

JI
S規

格
化

さ
れ

た
も

の
に

つ
い

て
は

そ
の

用
語

例
を

優
先

し
、

そ
の

他
に

つ
い

て
は

法
令

等
で

使
用

さ
れ

て
い

る
用

語
の

例
に

倣
っ

て
い

ま
す

。

　
　

　
３

．
表

中
の

「
規

格
番

号
」
の

欄
に

記
載

さ
れ

て
い

る
略

号
の

意
味

は
次

の
と

お
り

で
す

。

　
　

　
　

　
　

A
W

I：
A

pp
ro

ve
d 

W
or

k 
Ite

m
（
新

規
業

務
項

目
）

　
　

　
　

　
　

C
D

：
C

om
m

itt
ee

 D
ra

ft（
委

員
会

原
案

）
　

　
　

　
　

　
C

D
V

：
C

om
m

itt
ee

 D
ra

ft 
fo

r v
ot

e（
投

票
用

委
員

会
原

案
）

　
　

　
　

　
　

FD
IS

：
Fi

na
l D

ra
ft 

In
te

rn
at

io
na

l S
ta

nd
ar

d（
最

終
国

際
規

格
案

）
　

　
　

　
　

　
N

P：
N

ew
 P

ro
po

sa
l（

新
規

業
務

項
目

提
案

）
　

　
　

　
　

　
PA

S：
Pu

bl
ic

 A
va

ila
bl

e 
Sp

ec
ifi

ca
tio

n（
公

開
仕

様
書

）
　

　
　

　
　

　
PR

F：
Pr

oo
f（

校
正

原
稿

）
　

　
　

　
　

　
PW

I：
Pr

el
im

in
ar

y 
W

or
k 

Ite
m

（
予

備
業

務
項

目
）

　
　

　
　

　
　

TR
：
Te

ch
ni

ca
l R

ep
or

t（
技

術
報

告
書

）
　

　
　

　
　

　
TS

：
Te

ch
ni

ca
l S

pe
ci

fic
at

io
n（

技
術

仕
様

書
）

　
　

　
　

　
　

W
D

：
W

or
ki

ng
 D

ra
ft（

作
業

原
案

）

　
　

　
　

　
　

※
IE

C規
格

制
定

手
続

き
：
（

PW
I→

）
N

P→
A

W
I→

W
D

（
→

C
D

）
→

C
D

V
→

FD
IS

又
は

PR
F→

IE
C規

格
（

PA
S、

TR
、

TS
、

R
）

　
　

　
４

．
表

中
の

「
JI

S化
の

状
況

」
の

欄
に

記
載

さ
れ

た
略

号
の

意
味

は
次

の
と

お
り

で
す

。

　
　

　
　

　
　

ID
T：

翻
訳

JI
S（

IS
O

を
和

訳
し

た
も

の
を

そ
の

ま
ま

JI
Sと

し
た

も
の

）
　

　
　

　
　

　
M

O
D

：
IS

O
を

取
入

れ
つ

つ
も

内
容

を
一

部
修

正
し

た
も

の
　

　
　

　
　

　
N

EQ
：
IS

O
と

対
象

は
同

じ
で

は
あ

る
も

の
の

内
容

は
異

な
る

も
の

　
　

　
５

．
他

の
機

関
（

IS
O

（
In

te
rn

at
io

na
l O

rg
an

iz
at

io
n 

fo
r S

ta
nd

ar
di

za
tio

n）
、

IE
EE

（
Th

e 
In

st
itu

te
 o

f E
le

ct
ric

al
 a

nd
 E

le
ct

ro
ni

c 
En

gi
ne

er
s, 

In
c.）

等
）

  
  
  
  
  
 と

共
同

で
作

成
さ

れ
た

規
格

に
つ

い
て

は
、

IE
C

/IS
O

/IE
EE

 X
X

X
X

等
の

規
格

番
号

が
付

さ
れ

ま
す

。

本
リ

ス
ト

に
つ

い
て

御
不

明
な

点
等

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

当
会

規
格

ユ
ニ

ッ
ト

　
長

谷
川

又
は

佐
藤

に
お

問
い

合
わ

せ
下

さ
い

。
電

話
番

号
　

０
３

－
５

５
７

５
－

６
４

２
６

　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
長

谷
川

　
ha

se
ga

w
a@

js
tra

.jp
、

佐
藤

 sa
to

@
js

tra
.jp

1／
11
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IE

C
 T

C
 1

8

議
長

：
イ

ギ
リ

ス
（

M
r P

et
er

 K
en

ne
rle

y）
、

幹
事

国
：
ノ

ル
ウ

ェ
ー

（
M

r A
ril

d 
R

øe
d 

）

担
当

規
格

番
号

標
題

標
題

（
邦

訳
）

概
　

　
要

制
定

等
年

月
日

JI
S化

の
状

況

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-1
01

:2
01

8
Ed

iti
on

 5
.0

 2
01

8(
20

18
-1

0-
30

)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

10
1:

 D
ef

in
iti

on
s a

nd
 g

en
er

al
re

qu
ire

m
en

ts

船
用

電
気

設
備

－
第

10
1部

：
定

義
及

び
一

般
要

求
事

項

船
で

使
用

す
る

電
気

設
備

、
材

料
、

交
流

・
直

流
、

構
造

、
負

荷
、

保
護

、
船

内
位

置
、

電
気

機
器

、
ケ

ー
ブ

ル
、

試
験

方
法

に
関

す
る

一
般

要
求

事
項

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
IE

C
 6

00
92

-1
01

:1
99

4+
A

M
D

1:
19

95
 C

SV
　

Ed
iti

on
 4

.1
  2

00
2 

(2
00

2-
08

-2
2)

を
見

直
し

、
制

定
さ

れ
た

。
主

な
改

正
点

は
、

箇
条

の
構

成
、

表
記

の
見

直
し

。
主

な
表

記
の

変
更

は
、

電
圧

に
関

す
る

記
載

。
A

C
,D

C
10

00
V

　
⇒

　
A

Cの
場

合
10

00
V

、
D

Cの
場

合
15

00
V

。
（

D
Cの

場
合

15
00

V
　

が
追

加
。

）

20
18

.1
0.

30
JI

S 
F 

80
61

:2
00

5が
IE

C
 6

00
92

-1
01

:1
99

4　
に

対
応

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-2
01

:2
01

9
Ed

iti
on

 5
.0

　
20

19
(2

01
9-

09
-1

6)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

20
1:

 S
ys

te
m

 d
es

ig
n 

- G
en

er
al

船
用

電
気

設
備

－
第

20
1部

：
シ

ス
テ

ム
設

計
－

一
般

船
の

電
気

設
備

の
シ

ス
テ

ム
設

計
の

主
な

事
項

、
ケ

ー
ブ

ル
、

配
電

盤
、

電
源

、
制

御
、

絶
縁

等
の

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

19
94

年
版

か
ら

の
主

な
改

正
点

は
、

新
た

に
次

の
2つ

の
箇

条
が

追
加

さ
れ

た
こ

と
で

あ
る

。
・
箇

条
5 

Sy
st

em
 D

es
ig

n 
(5

.1
 S

ys
te

m
 st

ud
y 

an
d 

ca
lc

ul
at

io
ns

)
・
箇

条
7　

D
oc

um
en

ta
tio

n。

20
19

.0
9

JI
S 

F 
80

62
:1

99
6

IE
C

 6
00

92
-2

01
:1

99
4　

に
対

応

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-2
02

:2
01

6
Ed

iti
on

 5
.0

  2
01

6 
(2

01
6-

09
-1

9)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
Pa

rti
e 

20
2:

 S
ys

te
m

 d
es

ig
n 

-
Pr

ot
ec

tio
n

船
用

電
気

設
備

－
第

20
2部

：
シ

ス
テ

ム
設

計
－

保
護

船
内

電
気

設
備

を
短

絡
事

故
・
過

電
流

事
故

等
か

ら
保

護
す

る
た

め
、

電
気

保
護

シ
ス

テ
ム

の
主

要
事

項
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
19

94
 年

版
の

改
定

が
実

施
さ

れ
た

。

20
16

.0
9.

19
JI

S 
F 

80
63

:2
00

6
IE

C
 6

00
92

-2
02

:1
99

4　
に

対
応

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-3
01

:1
98

0
Ed

iti
on

 3
.0

  1
98

0 
(1

98
0-

01
-0

1)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

30
1:

 E
qu

ip
m

en
t -

 G
en

er
at

or
s a

nd
m

ot
or

s

船
用

電
気

設
備

－
第

30
1部

：
機

器
－

発
電

機
及

び
電

動
機

船
内

で
使

用
さ

れ
る

定
格

75
0W

以
上

の
回

転
電

気
機

械
（
公

流
、

直
流

の
発

電
機

等
）
の

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

こ
の

規
格

は
励

磁
機

、
発

電
機

を
駆

動
す

る
原

動
機

か
ら

の
過

電
流

に
対

す
る

安
全

・
保

護
に

関
す

る
要

求
事

項
も

含
ん

で
い

る
。
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80
年

版
に

対
す

る
追

補
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同

上
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C
 6
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 M

ar
in

e
po

w
er

船
用

電
気

設
備

－
第

30
2-

2部
：
低

圧
配

電
盤

及
び

制
御

盤
-海

洋
電

力

定
格

電
圧

が
交

流
10

00
ｖ
以

下
、

定
格

周
波

数
60

H
z以

下
、

又
は

直
流

15
00

ｖ
以

下
の

低
電

圧
の

配
電

盤
及

び
制

御
盤

　
[型

式
承

認
さ

れ
た

も
の

（
TT

A
）
、

部
分

的

に
型

式
承

認
さ

れ
た

も
の

（
PT

TA
)及

び
型

式
承

認
さ

れ
な

い
も

の
（

N
TT

A
）
]に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。

こ
の

規
格

が
引

用
し

て
い

る
 IE

C
 6

14
39

シ
リ

ー
ズ

（
圧

配
電

盤
及

び
制

御
盤

)が
、

20
12

年
に

改
正

さ
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

第
30

2-
2部

の
規

格
番

号
で

、
IE

C
 6

00
92

-
30

2が
廃

止
さ

れ
置

き
換

え
ら

れ
た

。
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び
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動

及
び

固
定

式
海
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構

造
物

の
電

気
設

備
専

門
委

員
会

）
担

当
分
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s f
or
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w
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nd
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gh
tin

g

船
用

電
気

設
備

－
第

30
3部

：
機

器
－

動
力

及
び

照
明

用
変

圧
器

船
舶

に
使

用
さ

れ
る

動
力

、
照

明
及

び
ス

タ
テ

ィ
ッ

ク
コ

ン
バ

ー
タ

用
の

す
べ

て
の

変
圧

器
を

対
象

と
し

、
ま

た
、

始
動

用
変

圧
器

、
ス

タ
テ

ィ
ッ

ク
バ

ラ
ン

サ
、

可
飽

和
リ

ア
ク

タ
、

ト
ラ

ン
ス

ダ
ク

タ
な

ど
が

使
用

さ
れ

る
場

合
に

も
特

別
な

要
求

が
指

定
さ

れ
て

い
な

い
限

り
、

単
相

１
ｋ

V
A

以
下

、
三

相
5ｋ

V
A

以
下

を
含

め
た

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。
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M
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or
po

w
er

 a
nd

 li
gh
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A
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en
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98

0年
版

に
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す
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追
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s f
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w
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nd
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gh
tin

g

船
用

電
気

設
備

－
第

30
3部

：
機

器
－

動
力

及
び

照
明

用
変

圧
器

同
上

＜
背

景
＞

20
12

年
の

IE
C

/T
C

18
総

会
で

、
IE

C
 6

00
92

シ
リ

ー
ズ

を
全

面
的

に
見

直
す

こ
と

が
合

意
さ

れ
た

こ
と

に
よ

り
、

改
訂

作
業

を
行

っ
て

い
る

。
【
ド

イ
ツ

提
案

】

C
D

V
投

票
終

了
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用

電
気

設
備

－
第

30
4部

：
機

器
－

半
導

体
コ

ン
バ

ー
タ

船
舶

で
使

用
す

る
た

め
の

半
導

体
コ

ン
バ

ー
タ

を
使

用
し

て
、

静
止

電
力

変
換

装
置

お
よ

び
シ

ス
テ

ム
を

規
定

し
て

い
る

。
変

換
に

は
、

1 
kW

 を
超

え
る

定
格

出
力

電
力

で
、

交
流

か
ら

直
流

、
直

流
か

ら
交

流
、

直
流

か
ら

直
流

、
及

び
交

流
か

ら
交

流
が

あ
る

。

20
22

.0
8.

30
JI

S 
F 

80
67

:2
00

0
IE

C
 6

00
92

-3
04

:1
98

0(
Ed

iti
on

 3
.0

)
に

対
応

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-3
05

:1
98

0
Ed

iti
on

 3
.0

   
19

80
(1

98
0-

01
-0

1)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

30
5:

 E
qu

ip
m

en
t -

 A
cc

um
ul

at
or

(s
to

ra
ge

) b
at

te
rie

s

船
用

電
気

設
備
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第

30
5部

：
機

器
－

蓄
電

池

船
内

に
恒

久
的

に
装

備
さ

れ
る

蓄
電

池
の

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

携
帯

型
の

蓄
電

池
は

対
象

外
と

し
て

い
る
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船
用

電
気

設
備

－
第

30
5部

：
機

器
－

蓄
電

池

同
上

＜
背

景
＞

20
18

年
10

月
に

開
催

さ
れ

た
IE

C
/T

C
18

総
会

で
、

改
訂

す
る

こ
と

が
合

意
さ

れ
た

。
【
ド

イ
ツ

提
案

】
「
船

用
電

池
の

要
件

」
を

新
規

附
属

書
と

し
て

作
成

す
る

こ
と

で
、

調
整

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
IE

C
60

09
2-

30
5の

改
訂

作
業

と
並

行
し

て
、

IE
C

/T
C

21
（
バ

ッ
テ

リ
ー

）
及

び

IE
C

/T
C

12
0（

電
気

エ
ネ

ル
ギ

ー
貯

蔵
シ

ス
テ

ム
）
で

行
わ

れ
て

い
る

電
池

関
連

の

標
準

化
作

業
を

評
価

す
る

た
め

、
IE

C
/T

C
18

に
新

規
W

G
34

（
M

ar
iti

m
e 

ba
tte

ry
sy

st
em

s）
を

設
置

し
た

。
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用
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気

設
備

－
第

30
6部

：
機

器
－

照
明

器
具

及
び

配
線

器
具

船
舶

用
照

明
器

具
に

対
す

る
一

般
事

項
（
構

造
、

形
式

、
表

示
等

）
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
対

象
は

、
照

明
用

と
し

て
用

い
ら

れ
る

固
定

式
又

は
携

帯
用

の
照

明
器

具
、

更
に

、
航

海
灯

及
び

海
峡

、
港

な
ど

に
お

け
る

航
行

用
と

し
て

使
用

さ
れ

る
他

の
灯

具
と

し
て

い
る

。
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－

電
熱
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及

び
調

理
器

具

船
舶

に
使

用
さ

れ
る

電
熱

器
及

び
調

理
器

具
に

対
す

る
一

般
要

求
事

項
（
接

続
、

保
護

、
制

御
、

絶
縁

等
）
の

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。
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－
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1部

：
装

備
基

準
及

び
完

成
試

験

船
用

電
気

設
備

の
装

備
方

法
及

び
完

成
試

験
に

関
し

、
そ

れ
ら

の
接

地
、

配
電

盤
及

び
制

御
盤

、
変

圧
器

、
半

導
体

コ
ン

バ
ー

タ
、

蓄
電

池
、

照
明

器
具

、
ケ

ー
ブ

ル
、

電
熱

器
及

び
調

理
器

具
、

雷
保

護
、

完
成

試
験

に
関

す
る

要
件

を
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り
ま

と
め

た
も

の
。
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船
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設
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第

40
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：
装

備
基

準
及

び
完

成
試

験

同
上

＜
背

景
＞

20
16

年
1月

の
見

直
し

投
票

に
お

い
て

、
上

記
3件

の
規

格
（
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C

 6
00

92
-

40
1:

19
80

 E
d.

 3
.0

」
，

「
A

M
D

 1
:1

98
7 

」
 及

び
 「

A
M

D
 2

：
19

97
」
）
 の

規
格

を
見

直
し

・
統

合
す

る
こ

と
が

承
認

さ
れ

た
。

そ
の

後
、

C
D
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票
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）
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20
22

.0
2.

04

同
上

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-5
01

:2
01

3
Ed

iti
on

 5
.0

  2
01

3(
20

13
-1

0-
22

)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
1:

 S
pe

ci
al

 fe
at

ur
es

 - 
El

ec
tri

c
pr

op
ul

si
on

 p
la

nt

船
用

電
気

設
備

－
第

50
1部

：
個

別
規

定
－

電
気

推
進

装
置

発
電

機
及

び
そ

の
原

動
機

、
配

電
盤

、
変

圧
器

／
リ

ア
ク

ト
ル

、
半

導
体

コ
ン

バ
ー

タ
ー

、
推

進
用

電
動

機
、

励
磁

シ
ス

テ
ム

、
制

御
、

監
視

及
び

安
全

装
置

、
電

線
保

護
具

に
対

す
る

仕
様

、
シ

ス
テ

ム
設

計
、

据
付

及
ぶ

試
験

に
つ

い
て

の
要

求
事

項
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。

20
13

.1
0.

22
JI

SF
 8

07
3:

20
10

IE
C

 6
00

92
-5

01
:2

00
7

に
対

応

IE
C

 T
C

18
IE

C
_C

D
 6

00
92

-5
01

Ed
iti

on
 6

.0
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
1:

 S
pe

ci
al

 fe
at

ur
es

 - 
El

ec
tri

c
pr

op
ul

si
on

 p
la

nt

船
用

電
気

設
備

－
第

50
1部

：
個

別
規

定
－

電
気

推
進

装
置

同
上

＜
背

景
＞

20
20

年
11

月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

、
賛

成
多

数
で

改
訂

す
る

こ
と

が
承

認
さ

れ
た

。
【
オ

ラ
ン

ダ
提

案
】

C
D

投
票

終
了

20
23

.0
2.

03

同
上

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-5
02

:1
99

9
Ed

iti
on

 5
.0

  1
99

9(
19

99
-0

2-
10

)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
2:

 T
an

ke
rs

 - 
Sp

ec
ia

l f
ea

tu
re

s

船
用

電
気

設
備

－
第

50
2 部

：
タ

ン
カ

ー
－

個
別

規
定

固
有

に
、

又
は

他
の

物
質

と
反

応
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

可
燃

性
と

な
る

液
体

又
は

可
燃

性
の

液
体

ガ
ス

を
積

載
す

る
タ

ン
カ

ー
の

電
気

設
備

の
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。

19
99

.0
2.

10
JI

SF
 8

07
4:

20
03

IE
C

 6
00

92
-5

02
:1

99
9

に
対

応

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-5
03

:2
02

1
Ed

iti
on

 3
.0

   
20

21
(2

02
1-

10
-2

7)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
3:

 S
pe

ci
al

 fe
at

ur
es

 - 
A

C
 su

pp
ly

sy
st

em
s w

ith
 v

ol
ta

ge
s i

n 
th

e 
ra

ng
e 

of
ab

ov
e 

1 
kV

 u
p 

to
 a

nd
 in

cl
ud

in
g 

36
kV

船
用

電
気

設
備

－
第

50
3部

：
個

別
規

定

－
1ｋ

V
を

超
え

36
ｋ

V
以

下
の

交
流

配
電

系
統

1ｋ
V

を
超

え
36

ｋ
V

以
下

の
交

流
配

電
系

統
の

電
気

機
器

に
関

連
す

る
一

般
要

求
事

項
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
一

般
要

求
事

項
と

し
て

、
電

圧
・
周

波
数

、
警

報
、

ア
ク

セ
ス

、
絶

縁
、

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

距
離

、
接

地
、

保
護

な
ど

を
取

り
ま

と
め

て
い

る
。

対
象

は
、

交
流

発
電

機
及

び
モ

ー
タ

ー
、

変
圧

器
、

配
電

盤
及

び
制

御
盤

、
ケ

ー
ブ

ル
と

し
て

い
る

。

20
21

.1
0.

27
JI

S 
F　

80
75

:2
01

0
IE

C
 6

00
92

-5
03

:2
00

7
に

対
応

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-5
04

:2
01

6
Ed

iti
on

 4
.0

  2
01

6(
20

16
-0

9-
22

)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
4:

 A
ut

om
at

io
n,

 c
on

tro
l a

nd
in

st
ru

m
en

ta
tio

n

船
用

電
気

設
備

－
第

50
4部

：
自

動
化

、
制

御
及

び
計

装

船
に

用
い

る
制

御
、

監
視

、
警

報
及

び
保

護
シ

ス
テ

ム
に

使
用

す
る

電
気

、
電

子
及

び
プ

ロ
グ

ラ
マ

ブ
ル

装
置

に
対

し
、

そ
れ

ら
の

設
計

、
構

造
及

び
材

質
、

装
備

及
び

操
作

性
、

特
殊

設
備

等
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
20

01
年

版
が

改
定

さ
れ

た
。

20
16

.0
9.

22
JI

S 
F 

80
76

:2
00

5
IE

C
 6

00
92

-5
04

:2
00

1
に

対
応

4／
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－ 187 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IE

C
 T

C
 1

8

IE
C

 T
C

18
IE

C
/C

D
  6

00
92

-5
04

Ed
iti

on
 5

.0
 

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 in
 sh

ip
s -

 P
ar

t
50

4:
 A

ut
om

at
io

n,
 c

on
tro

l a
nd

in
st

ru
m

en
ta

tio
n

船
用

電
気

設
備

－
第

50
4部

：
自

動
化

、
制

御
及

び
計

装

同
上

20
20

年
11

月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

、
賛

成
多

数
で

改
訂

す
る

こ
と

が
承

認
さ

れ
た

。
【
オ

ラ
ン

ダ
提

案
】

C
D

投
票

中

20
23

.0
2.

10
～

20
23

.0
5.

05

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-5
06

:2
00

3
Ed

iti
on

 2
.0

  2
00

3(
20

03
-0

6-
26

)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
6:

 S
pe

ci
al

 fe
at

ur
es

 - 
Sh

ip
s c

ar
ry

in
g

sp
ec

ifi
c 

da
ng

er
ou

s g
oo

ds
 a

nd
m

at
er

ia
ls

 h
az

ar
do

us
 o

nl
y 

in
 b

ul
k

船
用

電
気

設
備

－
第

50
6部

：
個

別
規

定

－
特

定
危

険
物

及
び

M
H

B
運

搬
船

危
険

物
（
危

険
物

の
梱

包
貨

物
、

液
体

状
の

も
の

を
入

れ
た

タ
ン

ク
、

危
険

物
を

入
れ

た
コ

ン
テ

ナ
）
を

運
送

す
る

船
舶

、
ま

た
個

体
危

険
物

及
び

ば
ら

積
み

状
態

で
搭

載
さ

れ
る

危
険

物
を

運
送

す
る

船
舶

等
の

貨
物

区
域

に
設

置
す

る
電

気
設

備
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
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.0
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26
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IE
C
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:2

00
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に
対

応

IE
C

 T
C

18
IE

C
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00
92

-5
07

:2
01

4
Ed

iti
on

 3
.0

   
20

14
(2

01
4-

11
-2

5)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
7:

 S
m

al
l v

es
se

ls

船
用

電
気

設
備

－
第

50
7部

：
小

型
船

舶
長

さ
が

24
ｍ

～
50

ｍ
で

、
50

0総
ト

ン
未

満
の

船
舶

の
電

気
設

備
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
20

14
.1

1.
25

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

00
92

-5
09

:2
01

1
Ed

iti
on

 1
.0

   
20

11
(2

01
1-

05
-1

1)
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
 P

ar
t

50
9:

 O
pe

ra
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
in

st
al

la
tio

ns

船
用

電
気

設
備

－
第

50
9部

：
電

気
設

備
の

操
作

交
流

お
よ

び
直

流
を

問
わ

ず
、

船
の

電
気

発
電

、
変

換
・
配

電
シ

ス
テ

ム
及

び
電

気
機

器
を

安
全

に
操

作
及

び
作

業
す

る
た

め
の

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

20
11

.0
5.

11

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

05
33

:2
01

5
Ed

iti
on

 3
.0

   
20

15
(2

01
5-

08
-2

5)
El

ec
tri

ca
l a

nd
 e

le
ct

ro
ni

c 
in

st
al

la
tio

ns
in

 sh
ip

s -
 E

le
ct

ro
m

ag
ne

tic
co

m
pa

tib
ili

ty

船
用

電
気

設
備

及
び

電
子

機
器

－
電

磁
両

立
性

IM
O

決
議

　
A

．
81

3（
19

）
に

対
応

し
、

船
用

の
電

気
設

備
及

び
電

子
機

器
の

電
磁

両
立

性
（
EM

C
）
に

関
す

る
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
及

び
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
並

び
に

性
能

基
準

に
対

す
る

最
少

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

20
15

.0
8.

25
JI

S 
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80
81

:2
00

5
IE

C
 6

05
33

:1
99

9

IE
C

 T
C
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IE

C
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C
D

 6
05

33
Ed

iti
on

 4
.0

El
ec

tri
ca

l a
nd

 e
le

ct
ro
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c 

in
st

al
la

tio
ns

in
 sh

ip
s -

 E
le

ct
ro

m
ag

ne
tic

co
m

pa
tib

ili
ty

船
用

電
気

設
備

及
び

電
子

機
器

－
電

磁
両

立
性

同
上

＜
背

景
＞

20
20

年
11

月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

、
賛

成
多

数
で

改
訂

す
る

こ
と

が
承

認
さ

れ
た

。
【
オ

ラ
ン

ダ
提

案
】

C
D

投
票

準
備

中
同

上

IE
C

 T
C

18
IE

C
 6

13
63

-1
:-1

99
8

Ed
iti

on
 1

.0
   

19
98

(1
99

8-
02

-2
6)

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f s

hi
ps

 a
nd

m
ob

ile
 a

nd
 fi

xe
d 

of
fs

ho
re

 u
ni

ts
 - 

Pa
rt

1:
 P

ro
ce

du
re

s f
or

 c
al

cu
la

tin
g 

sh
or

t-
ci

rc
ui

t c
ur

re
nt

s i
n 

th
re

e-
ph

as
e 

a.
c.

船
舶

並
び

に
移

動
及

び
固

定
式

海
洋

構
造

物
の

電
気

設
備

－
第

1部
：
3相

交
流

の
短

絡
計

算
の

手
順

船
又

は
海

洋
構

造
物

に
設

置
さ

れ
た

交
流

の
電

気
設

備
に

お
い

て
お

こ
る

電
流

短
絡

の
計

算
手

順
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
19

98
.0

2.
26

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/C

D
 6

13
63

-1
Ed

iti
on

 2
.0

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns
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f s

hi
ps
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nd

m
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ile
 a

nd
 fi

xe
d 

of
fs

ho
re

 u
ni

ts
 - 

Pa
rt

1:
 P

ro
ce

du
re

s f
or

 c
al

cu
la

tin
g 

sh
or

t-
ci

rc
ui

t c
ur

re
nt

s i
n 

th
re

e-
ph

as
e 

a.
c.

船
舶

並
び

に
移

動
及

び
固

定
式

海
洋

構
造

物
の

電
気

設
備

－
第

1部
：
3相

交
流

の
短

絡
計

算
の

手
順

同
上

＜
背

景
＞

20
18

年
に

開
催

さ
れ

た
フ

ラ
ン

ス
総

会
で

改
訂

す
る

こ
と

が
合

意
さ

れ
た

。
【
ド

イ
ツ

提
案

】

C
D

投
票

終
了

20
22

.0
6.

17

同
上

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IE

EE
/F

D
IS

 6
18

86
-

1:
20

21
Ed

iti
on

 1
.0

Su
bs

ea
 e

qu
ip

m
en

t -
 P

ow
er

co
nn

ec
to

rs
, p

en
et

ra
to

rs
 a

nd
 ju

m
pe

r
as

se
m

bl
ie

s w
ith

 ra
te

d 
vo

lta
ge

 fr
om

 3
kV

(U
m

ax
 =

 3
,6

 k
V

) t
o 

30
 k

V
(U

m
ax

= 
36

 k
V

)

海
中

機
器

－
定

格
電

圧
が

3k
V

か
ら

30
kV

の
電

力
コ

ネ
ク

タ
、

ペ
ネ

ト
ー

タ
及

び
ジ

ャ
ン

プ
ア

セ
ン

ブ
リ

3.
6k

V
を

超
え

30
kV

以
下

の
定

格
電

圧
に

お
け

る
単

相
、

三
相

交
流

の
ウ

エ
ッ

ト
及

び
ド

ラ
イ

嵌
合

コ
ネ

ク
タ

、
ペ

ネ
ト

レ
ー

タ
及

び
ジ

ャ
ン

プ
ア

セ
ン

ブ
リ

の
要

件
及

び
試

験
方

法
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
20

14
年

9月
5日

　
N

Pが
承

認
。

20
16

年
6月

に
、

A
H

G
か

ら
JW

G
31

 に
作

業
が

引

き
継

が
れ

、
20

16
年

に
入

り
C

D
投

票
が

実
施

さ
れ

た
（
20

16
-1

0-
14

～
20

17
-0

1-
27

）
。

20
21

.0
4

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IE

EE
/C

D
V

 6
18

86
-2

Ed
iti

on
 1

.0
Su

bs
ea

 e
qu

ip
m

en
t -

 P
ar

t 2
:

Po
w

er
 tr

an
sf

or
m

er

海
中

機
器

ー
第

2部
:電

力
変

圧
器

N
P投

票
（
20

17
-0

6-
23

 ~
 2

01
7-

09
-1

5)
が

実
施

さ
れ

、
承

認
さ

れ
た

。

【
IE

EE
か

ら
の

提
案

】

C
D
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投

票
中
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－
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A
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 P
A
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び

固
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海

洋
構

造
物
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電

気
設

備
－

第
1部

：
一

般
要

求
事

項
及

び
条

件

海
洋

で
の

石
油

掘
削

、
プ

ロ
セ

ス
、

貯
蔵

用
の

移
動

式
及

び
固

定
式

海
洋

構
造

物
に

設
置

さ
れ

る
電

気
設

備
、

ポ
ン

プ
、

ピ
ギ

ン
グ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
曝

露
状

態
の

単
一

係
留

施
設
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す
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事
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よ
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を
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動

及
び

固
定

式
海

洋
構

造
物

－
電

気
設

備
－

第
1部
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一

般
要

求
事

項
及

び
条

件

同
上

＜
背

景
＞
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C
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2シ
リ

ー
ズ

に
関

し
て

、
20

21
年

8月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

、
賛

成
多

数
で
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訂
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る
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、
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認
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気
設
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第
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：
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ス
テ

ム
設

計
海

洋
で

の
石

油
掘

削
、

プ
ロ

セ
ス

、
貯

蔵
用

の
移

動
式

及
び

固
定

式
海

洋
構

造
物

の
電

気
設

備
、

ポ
ン

プ
、

ピ
ギ

ン
グ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
コ

ン
プ

レ
ッ

サ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
曝

露
状

態
の

単
一

係
留

施
設

の
シ

ス
テ

ム
設

計
に
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す

る
要

件
を

取
り
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び
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定

式
海

洋
構

造
物
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電

気
設

備
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第
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：
シ

ス
テ

ム
設

計
同
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＜
背

景
＞
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2シ
リ

ー
ズ

に
関

し
て

、
20

21
年

8月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

、
賛

成
多

数
で

改
訂

す
る

こ
と
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認
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れ
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造
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ョ
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に
改

訂
を
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で
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プ
ロ
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ス

、
貯

蔵
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の
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動
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及
び

固
定

式
海
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構

造
物

の
電

気
設

備
、

ポ
ン

プ
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ピ
ギ

ン
グ
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テ
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ョ
ン
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改
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を
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見
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物
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設
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び
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定

式
海

洋
構

造
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動
ユ
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ッ
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同

上

＜
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景
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リ

ー
ズ

に
関

し
て

、
20
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年

8月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行
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、
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で
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動
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び
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定
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海

洋
構

造
物

－
電

気
設

備
－

第
6部

：
装

備
発

電
機

、
配

電
盤

、
ケ
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ブ

ル
配

線
、

通
信

機
器

、
照

明
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、
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イ
プ
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、
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ン
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置
等
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仕
様

、
据
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を
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備
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景
＞
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リ

ー
ズ

に
関

し
て

、
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年

8月
を

〆
切

に
改

訂
を

問
う

意
見

聴
取

が
行

わ
れ

、
賛

成
多
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で

改
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る
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と
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設
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線
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機
器

等
－
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）
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て

、
20

21
年

8月
を
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に
改

訂
を
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う

意
見

聴
取

が
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れ
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C

 T
C

18
IE

C
 6

27
42

:2
02

1
Ed

iti
on

 1
.0

El
ec

tri
ca

l a
nd

 e
le

ct
ro

ni
c 

in
st

al
la

tio
ns

in
 sh

ip
s -

 E
le

ct
ro

m
ag

ne
tic

co
m

pa
tib

ili
ty

 - 
Sh

ip
s w

ith
 a

 n
on

-
m

et
al

lic
 h

ul
l

船
用

電
気

設
備

及
び

電
子

機
器

－
電

磁
両

立
性

 －
非

鋼
鉄

船
船

用
の

電
気

及
び

電
子

機
器

を
非

金
属

製
船

体
の

船
に

設
置

す
る

に
あ

た
っ

て
、

電
磁

両
立

性
（
EM

C
）
に

関
す

る
エ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
及

び
イ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
並

び
に

性
能

基
準

に
対

す
る

最
小

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

20
21

.0
8.

05

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/A

C
D

 6
31

08
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 in

 sh
ip

s -
-

Pr
im

ar
y 

D
C

 d
is

tri
bu

tio
n 

--
 S

ys
te

m
de

si
gn

 a
rc

hi
te

ct
ur

e

船
用

電
気

設
備

－
一

次
直

流
配

電
－

シ
ス

テ
ム

設
計

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

こ
の

規
格

は
、

船
舶

に
お

い
て

直
流

配
電

を
行

う
に

あ
た

り
、

配
電

シ
ス

テ
ム

を
構

成
す

る
発

電
機

、
配

電
盤

、
蓄

電
装

置
等

に
関

す
る

安
全

要
求

事
項

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
【
ノ

ル
ウ

ェ
ー

提
案

】

＜
背

景
＞

N
P投

票
が

実
施

さ
れ

た
（
20

17
-0

1-
13

 ～
20

17
-0

4-
07

)。
N

P 
投

票
の

結
果

、
C

D
へ

承
認

さ
れ

た
(2

01
7.

06
.0

9)
。

N
P投

票
承

認

20
17

.0
6.

12

－

7／
11

－ 190 －



20
23

.0
3.

01
 現

在
 IE

C
 T

C
 1

8

IE
C

 T
C

18
IE

C
 P

A
S 

63
10

8:
20

17
Ed

di
tio

n 
1.

0 
  2

01
7(

20
17

-0
5-

22
)

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 in
 sh

ip
s -

-
Pr

im
ar

y 
D

C
 d

is
tri

bu
tio

n 
--

 S
ys

te
m

de
si

gn
 a

rc
hi

te
ct

ur
e

船
用

電
気

設
備

－
一

次
直

流
配

電
－

シ
ス

テ
ム

設
計

ア
ー

キ
テ

ク
チ

ャ
ー

こ
の

規
格

は
、

船
舶

に
お

い
て

直
流

配
電

を
行

う
に

あ
た

り
、

配
電

シ
ス

テ
ム

を
構

成
す

る
発

電
機

、
配

電
盤

、
蓄

電
装

置
等

に
関

す
る

安
全

要
求

事
項

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
PA

Sの
投

票
が

実
施

（
20

17
-0

1-
13

 ～
　

20
17

-0
3-

10
) さ

れ
、

承
認

さ
れ

た
。

20
17

.0
5.

22

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/T

R
/C

D
 6

34
36

Ed
di

tio
n 

1.
0

In
su

la
tio

n 
te

st
s a

nd
 in

su
la

tio
n

re
si

st
an

ce
 th

re
sh

ol
d

絶
縁

試
験

及
び

絶
縁

抵
抗

し
き

い
値

IE
C

 6
15

57
-8

（
10

00
 V

 a
.c

.及
び

15
00

 V
 d

.c
.以

下
の

低
電

圧
配

電
シ

ス
テ

ム
の

電
気

的
安

全
性

－
保

護
措

置
試

験
，

計
測

又
は

監
視

用
機

器
－

第
8部

：
IT

シ
ス

テ
ム

用
絶

縁
監

視
装

置
）
に

準
拠

し
、

ア
ー

ス
に

接
続

さ
れ

て
い

る
す

べ
て

の
電

圧
シ

ス
テ

ム
の

抵
抗

を
含

む
絶

縁
抵

抗
 (R

i) 
を

測
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

、
絶

縁
監

視
装

置
 (I

M
D

) の
設

定
パ

ラ
メ

ー
タ

と
、

プ
ロ

ッ
ト

さ
れ

た
曲

線
を

通
じ

て
、

こ
れ

ら
の

測
定

値
を

解
釈

す
る

方
法

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

C
D

投
票

終
了

20
22

.0
3.

11
－

IE
C

/T
C

18
IE

C
/A

C
D

 6
34

62
-1

Ed
di

tio
n 

1.
0

M
ar

iti
m

e 
ba

tte
ry

 sy
st

em
 –

 P
ar

t 1
:

Se
co

nd
ar

y 
lit

hi
um

 c
el

ls
 a

nd
 b

at
te

rie
s

– 
Sa

fe
ty

 re
qu

ire
m

en
ts

船
用

電
池

の
要

件
―

第
1部

：
二

次
リ

チ
ウ

ム
電

池
お

よ
び

バ
ッ

テ
リ

ー
–安

全
要

件

汎
用

の
二

次
リ

チ
ウ

ム
電

池
の

規
格

（
IE

C
 6

26
19

:2
02

2）
を

考
慮

し
た

、
船

用
の

二
次

リ
チ

ウ
ム

電
池

を
取

り
纏

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
N

P投
票

終
了

20
22

.0
7.

01
－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IE

EE
 8

00
05

-1
:2

01
9

Ed
2

Ed
iti

on
 2

.0
U

til
ity

 c
on

ne
ct

io
ns

 in
 p

or
t -

 P
ar

t 1
:

H
ig

h 
V

ol
ta

ge
 S

ho
re

 C
on

ne
ct

io
n

(H
V

SC
) S

ys
te

m
s -

 G
en

er
al

re
qu

ire
m

en
ts

陸
電

装
置

－
第

1部
：
高

圧
陸

上
電

源
接

続
シ

ス
テ

ム
－

一
般

要
件

陸
上

か
ら

船
舶

に
1,

00
0 

V
以

上
の

電
力

を
供

給
す

る
た

め
の

陸
上

及
び

船
上

の

高
圧

陸
上

電
源

接
続

（
H

V
SC

）
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
要

件
（
設

計
、

据
付

及
び

試
験

）
を

取
り

纏
め

て
い

る
。

20
19

.0
2.

15

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IE

EE
 8

00
05

-1
/A

M
D

1
ED

2
A

m
en

dm
en

t 1
 - 

U
til

ity
 c

on
ne

ct
io

ns
 in

po
rt 

- P
ar

t 1
: H

ig
h 

vo
lta

ge
 sh

or
e

co
nn

ec
tio

n 
(H

V
SC

) s
ys

te
m

s -
G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts

追
補

1－
 陸

電
装

置
－

第
1部

：
高

圧
陸

上
電

源
接

続
シ

ス
テ

ム
－

一
般

要
件

第
2版

の
附

属
書

C
ク

ル
ー

ズ
船

の
図

4等
の

誤
記

修
正

を
目

的
と

し
た

追
補

。

20
22

.0
2.

02
－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IE

EE
 8

00
05

-1
/A

M
D

2
ED

2
A

m
en

dm
en

t 2
 - 

U
til

ity
 c

on
ne

ct
io

ns
 in

po
rt 

- P
ar

t 1
: H

ig
h 

vo
lta

ge
 sh

or
e

co
nn

ec
tio

n 
(H

V
SC

) s
ys

te
m

s -
G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts

追
補

2－
 陸

電
装

置
－

第
1部

：
高

圧
陸

上
電

源
接

続
シ

ス
テ

ム
－

一
般

要
件

自
動

車
運

搬
船

用
の

附
属

書
を

追
加

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

追
補

。
【
ノ

ル
ウ

ェ
ー

提
案

】

＜
背

景
＞

IE
C

/T
C

18
/J

W
G

28
で

、
20

22
年

1月
28

日
を

〆
切

に
自

動
車

運
搬

船
の

新
規

附
属

書
の

追
加

を
目

的
と

し
た

追
補

の
作

成
を

問
う

正
式

な
投

票
（
日

本
回

答
：
賛

成
・
意

見
付

き
）
が

、
実

施
さ

れ
、

賛
成

多
数

で
承

認
さ

れ
た

。

FD
IS

投
票

終
了

20
23

.0
2.

10

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IS

O
/IE

EE
 8

00
05

-
2:

20
16

U
til

ity
 c

on
ne

ct
io

ns
 in

 p
or

t -
 P

ar
t 2

:
H

ig
h 

an
d 

lo
w

 v
ol

ta
ge

 sh
or

e
co

nn
ec

tio
n 

sy
st

em
s -

 D
at

a
co

m
m

un
ic

at
io

n 
fo

r m
on

ito
rin

g 
an

d
co

nt
ro

l

陸
電

装
置

－
第

2部
：
高

圧
及

び
低

圧
陸

上
電

源
接

続
シ

ス
テ

ム
－

監
視

及
び

制
御

の
た

め
の

デ
ー

タ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

陸
船

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
デ

ー
タ

送
信

を
行

う
た

め
の

通
信

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

の
仕

様
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
20

11
年

7月
　

N
P承

認
、

　
20

16
年

4月
15

日
FD

IS
投

票
に

て
承

認
。

　
20

16
年

6月
27

日
制

定
。

20
16

.0
6.

27

－

IE
C

 T
C

18
IE

C
/IS

O
/IE

EE
/A

FD
IS

80
00

5-
3

Ed
iti

on
 1

.0
U

til
ity

 c
on

ne
ct

io
ns

 in
 p

or
t -

 P
ar

t 3
:

Lo
w

 V
ol

ta
ge

 S
ho

re
 C

on
ne

ct
io

n
(L

V
SC

) S
ys

te
m

s -
 G

en
er

al
re

qu
ire

m
en

ts

陸
電

装
置

－
第

3部
：
低

圧
陸

上
電

源
接

続
シ

ス
テ

ム
－

一
般

要
件

陸
上

か
ら

船
に

電
力

を
供

給
す

る
た

め
の

陸
上

及
び

船
上

の
低

圧
陸

上
電

源
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
【
ノ

ル
ウ

ェ
ー

提
案

】

＜
背

景
＞

20
14

年
5月

　
N

P承
認

。

20
15

年
10

月
9日

　
C

D
投

票
終

了
。

20
16

年
10

月
20

日
　

C
D

V
承

認
。

C
D

V
投

票
承

認

20
16

.1
0.

20

FD
IS

準
備

中
－
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11
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IE

C
 T

C
 1

8

IE
C

 T
C

18
IE

C
/P

A
S 

80
00

5-
3:

20
14

Ed
iti

on
 1

.0
 (2

01
4-

08
-2

5)
U

til
ity

 c
on

ne
ct

io
ns

 in
 p

or
t -

 P
ar

t 3
:

Lo
w

 V
ol

ta
ge

 S
ho

re
 C

on
ne

ct
io

n
(L

V
SC

) S
ys

te
m

s -
 G

en
er

al
re

qu
ire

m
en

ts

陸
電

装
置

－
第

3部
：
低

圧
陸

上
電

源
接

続
シ

ス
テ

ム
－

一
般

要
件

（
公

開
仕

様
書

）

陸
上

か
ら

船
に

電
力

を
供

給
す

る
た

め
の

陸
上

及
び

船
上

の
低

圧
陸

上
電

源
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
20

14
.0

8.
25

－

JW
G

1
(I

SO
/T

C
18

8と
IE

C
/T

C
18

と
の
合
同
委
員
会

)

IS
O

 1
63

15
:2

01
6

 E
di

tio
n 

1.
0

Sm
al

l c
ar

ft 
- E

le
ct

ric
 P

ro
pu

ls
io

n
Sy

st
em

s

舟
艇

－
電

気
推

進
シ

ス
テ

ム
エ

ネ
ル

ギ
ー

貯
蔵

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
を

備
え

た
交

流
（

A
C）

及
び

直
流

（
D

C）
電

気
シ

ス
テ

ム
を

推
進

の
目

的
で

使
用

す
る

た
め

の
要

件
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
20

16
.0

3.
15

－

JW
G

1
(I

SO
/T

C
18

8と
IE

C
/T

C
18

と
の

合
同

委
員

会
)

IS
O

/C
D

 1
63

15
Sm

al
l c

ra
ft 

--
 E

le
ct

ric
 p

ro
pu

ls
io

n
sy

st
em

s
舟

艇
－

電
気

推
進

シ
ス

テ
ム

定
期

見
直

し
投

票
の

結
果

、
多

数
の

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
訂
が

決
定

し
た

。

C
D

投
票

中

20
23

.0
3.

27
〆

切
－
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20
23

.0
3.

01
 現

在
 IE

C
 T

C
 1

8 
SC

 1
8A

議
長

：
ド

イ
ツ

（
M

r. 
Lu

tz
 W

en
ze

l ）
、

幹
事

国
：
イ

タ
リ

ア
（

M
rs

 A
le

ss
an

dr
a 

B
en

el
li 

）

担
当

規
格

番
号

標
題

標
題

（
邦

訳
）

概
　

　
要

制
定

等
年

月
日

JI
S化

の
状

況

IE
C

TC
18

SC
18

A

IE
C

 6
00

92
-3

50
:2

02
0

Ed
iti

on
 5

.0
  (

20
20

-0
1-

28
)

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 in
 sh

ip
s -

 P
ar

t
35

0:
 G

en
er

al
 c

on
st

ru
ct

io
n 

an
d 

te
st

m
et

ho
ds

 o
f p

ow
er

, c
on

tro
l a

nd
in

st
ru

m
en

ta
tio

n 
ca

bl
es

 fo
r s

hi
pb

oa
rd

an
d 

of
fs

ho
re

 a
pp

lic
at

io
ns

船
用

電
気

設
備

－
第

35
0部

：
一

般
及

び
オ

フ
シ

ョ
ア

用
の

電
力

、
制

御
及

び
計

装
用

ケ
ー

ブ
ル

の
一

般
構

造
及

び
試

験
方

法

船
上

及
び

海
洋

構
造

物
で

使
用

さ
れ

る
電

力
ケ

ー
ブ

ル
の

一
般

的
な

構
造

上
の

要
件

と
試

験
方

法
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
対

象
は

、
固

定
さ

れ
た

電
気

シ
ス

テ
ム

に
持

続
す

る
30

ｋ
V

の
定

格
電

圧
用

の
銅

導
線

ケ
ー

ブ
ル

と
し

て
い

る
。

20
20

.0
1.

28
JI

S 
C

 3
41

1:
20

10
（
※

20
08

年
版

の

IE
C

に
対

応
）

IE
C

TC
18

SC
18

A

IE
C

 6
00

92
-3

52
:2

00
5

Ed
iti

on
 4

.0
  2

00
5 

(2
00

5-
09

-2
7)

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 in
 sh

ip
s -

 P
ar

t
35

2:
 C

ho
ic
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船
用

電
気

設
備

－
第

35
2部

：
電

力
系

統
用

ケ
ー

ブ
ル

の
選

択
及

び
敷

設
電

圧
が

15
kV

以
下

の
電

力
系

統
に

用
い

る
船

内
ケ

ー
ブ

ル
の

選
択

及
び

敷
設

に
関

す
る

基
本

的
な

要
求

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。

次
の

ケ
ー

ブ
ル

の
種

類
及

び
用

途
は

含
ん

で
い

な
い

。
光

フ
ァ

イ
バ

ー
ケ

ー
ブ

ル
、

海
底

ケ
ー

ブ
ル

及
び

ア
ン

ビ
ル

カ
ル

・
ケ

ー
ブ

ル
、

デ
ー

タ
通

信
、

電
気

通
信

及
び

無
線

周
波

ケ
ー

ブ
ル

、
海

洋
構

造
物

上
で

使
用

す
る

ケ
ー

ブ
ル

の
選

択
及

び
敷

設
。
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電
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設
備

－
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35
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：
定

格
電

圧

が
1k

V
及

び
3k

V
用

の
電

源
ケ

ー
ブ

ル

定
格

電
圧

が
1.

2k
V

及
び

3.
6k

V
用

の
電

気
設

備
に

用
い

ら
れ

る
押

出
し

固
体

絶
縁

の
非

放
射

状
フ

ィ
ー

ル
ド

電
力

ケ
ー

ブ
ル

の
構

造
要

件
及

び
試

験
方

法
を

取
り

ま
と

め
た

も
の

。
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圧
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1k

V
及

び
3k

V
用

の
電

源
ケ

ー
ブ

ル

同
上

＜
背

景
＞
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年
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月
を
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切

に
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票
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日
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答
：
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権
・
意

見
無

し
）
が

実
施
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れ

、
賛

成
多

数
で

改
訂

す
る

こ
と

が
承
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た
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出
固

体
線

心
の

電
力

ケ
ー

ブ
ル
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及

び
海
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構

造
物
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に

お
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て
使

用
さ
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る
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出

固
体
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心

で
絶

縁
性
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グ
さ
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た
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力
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ー

ブ
ル

の
構

造
上

の
要

件
と

試
験

方
法

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
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対
象

は
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ら
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ｋ
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で
の

定
格
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で
固

定
設

置
さ

れ
る

電
力

ケ
ー

ブ
ル

と
し

て
い

る
。
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電

力
、

制
御

、
計
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機

器
及

び
通

信
ケ

ー
ブ

ル
の

絶
縁

及
び

被
覆

素
材

船
並

び
に

移
動

及
び

固
定

式
海

洋
構

造
物

に
お

い
て

、
電

力
、

制
御

、
計

測
機

器
及

び
通

信
装

置
用

ケ
ー

ブ
ル

の
電

気
的

、
機

械
的

、
特
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的

要
件

を
考

慮
し

た
絶

縁
体

と
被

覆
体

の
素

材
に

つ
い

て
の

要
件

を
取

り
ま

と
め

た
も

の
。
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用

電
気

設
備

－
第

37
0部

:無
線

周
波

ケ
ー

ブ
ル

を
含

む
電

気
通

信
及

び
デ

ー
タ

転
送

用
の

ケ
ー

ブ
ル

の
選

択
に

関
す

る
指

針
（
技

術
報

告
書

）

ア
ナ

ロ
グ

又
は

デ
ジ

タ
ル

信
号

に
よ

る
通

信
、

送
信

及
び

制
御

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
含

む
高

い
周

波
数

に
適

用
し

た
タ

イ
プ

、
の

電
気

シ
ス

テ
ム

に
使

用
さ

れ
る

船
上

お
よ

び
オ

フ
シ

ョ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ー

ブ
ル

に
対

す
る

選
択

と
設

置
に

関
す

る
指

針
及

び
基

本
的

推
奨

事
項

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

技
術

報
告

書
。
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む
電
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通
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送
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ブ
ル
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択
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関
す

る
指

針
（
技

術
報

告
書

）

ア
ナ

ロ
グ

又
は

デ
ジ

タ
ル

信
号

に
よ

る
通

信
、

送
信

及
び

制
御

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
含

む
高

い
周

波
数

に
適

用
し

た
タ

イ
プ

、
の

電
気

シ
ス

テ
ム

に
使

用
さ

れ
る

船
上

お
よ

び
オ

フ
シ

ョ
ア

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ー

ブ
ル

に
対

す
る

選
択

と
設

置
に

関
す

る
指

針
及

び
基

本
的

推
奨

事
項

に
つ

い
て

取
り

ま
と

め
た

技
術

報
告

書
。

20
19

.1
1.

15

－

IE
C

TC
18

SC
18

A

IE
C

 6
00

92
-3

76
:2

01
7

Ed
iti

on
 3

.0
  (

20
17

-0
5-

22
)

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 in
 sh

ip
s -

 P
ar

t
37

6:
 C

ab
le

s f
or

 c
on

tro
l a

nd
in

st
ru

m
en

ta
tio

n 
ci

rc
ui

ts
 1

50
/2

50
 V

(3
00

 V
)

船
用

電
気

設
備

－
第

37
6部

:制
御
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計
装

回
路
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0 

V
 (3

00
 V

)用
の

ケ
ー

ブ
ル

定
期

見
直

し
の

時
期

に
あ

た
り

、
20

14
年

5月
に

、
見

直
し

投
票

が
行

わ
れ

、
見

直
し

作
業

を
行

う
こ

と
が

承
認

さ
れ

た
。
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の
IE

C
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 の

改
定

に
対

応
し

、
試

験
方

法
と

そ
の

要
求

事
項

等
が

見
直

し
の

対
象

。
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ル
）

船
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並
び
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及
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固
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式

海
洋

構
造

物
で

使
用

さ
れ

る
、

光
フ

ァ
イ
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ー

ケ
ー

ブ
ル

の
構

造
要

件
、

試
験

方
法

を
取

り
纏

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
【
ド

イ
ツ

提
案

】
2n

d 
C

D
投

票
終

了

20
23

.0
2.

10
－

IE
C

TC
18

SC
18

A

IE
C

/C
D

 6
00

92
-3

79
Ed

iti
on

 1
.0

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 in
 sh

ip
s -

 P
ar

t
37

9:
 E

th
er

ne
t (

ca
te

go
ry

) c
ab

le
s

船
用

電
気

設
備

―
第

37
9部

：
イ

ー
サ

ネ
ッ

ト
（
カ

テ
ゴ

リ
）
ケ

ー
ブ

ル
）

船
舶

並
び

に
移

動
及

び
固

定
式

海
洋

構
造

物
で

使
用

さ
れ

る
、

イ
ー

サ
ネ

ッ
ト

ケ
ー

ブ
ル

の
構

造
要

件
、

試
験

方
法

を
取

り
纏

め
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。
【
ド

イ
ツ

提
案

】
2n

d 
C

D
投

票
終

了

20
23

.0
2.

10
－

11
／

11

－ 194 －





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者    一般財団法人 日本船舶技術研究協会 

〒107-0052 

東京都港区赤坂 2-10-9 ラウンドクロス赤坂 

電話：03-5575-6425（総務グループ） 

03-5575-6426（基準・規格グループ 規格ユニット） 

ファックス：03-5114-8941 

ホームページ：http://www.jstra.jp/ 

 

 

  本書は，日本財団の助成金を受けて作製したものです。 

  本書の無断転載・複写・複製を禁じます。 

 

 

  


	空白ページ


 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   59ページから  ページ 98
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 566.94, 395.82 幅 16.11 高さ 51.36 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         59
         SubDoc
         98
              

       CurrentAVDoc
          

     566.9448 395.816 16.1121 51.3574 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     58
     198
     97
     40
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   101ページから  ページ 196
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 559.90, 399.92 幅 13.09 高さ 43.30 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         101
         SubDoc
         196
              

       CurrentAVDoc
          

     559.8958 399.924 13.0911 43.3013 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     100
     198
     195
     96
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:   3ページから  ページ 198
     マスク座標:  横方向, 縦方向オフセット 270.27, 14.58 幅 62.22 高さ 22.36 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
    
            
                
         Both
         3
         SubDoc
         198
              

       CurrentAVDoc
          

     270.2716 14.5779 62.2208 22.3606 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus3
     QI+ 3.0g
     QI+ 3
     1
      

        
     2
     198
     197
     196
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





